



『ミールの書』

　2001/ 02/02(Fri) am～

Ⅰ
　赤い斑点が見える。斑点は見る見るうちに広がっていく。やがて斑点は雫となり、滴りおちる。それと共に徐々に痛覚が働き出す。

「やだ、血が出ちゃった……」

　少女は傷ついた自分の薬指を見つめる。血を視認したと同時に焼けるような痛みが指に走りだした。思わず少女は自分の指を咥えて舐める。本当は水で洗い、消毒をしたいのだが、今は唾液で治療するしかない。

「あれ、ミール、どうかしたの？」

　少年が少女に呼びかける。ミールと呼ばれた少女は指を咥えながら「血が出ちゃった」と返す。すると、ミールの横にいるもう一人の少女が「大丈夫？」と聞いてくる。ミールは黙って頷くと、３人は一旦立ち止まった。

「ねえ、エンナ。バンソウコウかなんか持ってない？」

　少年にそういわれるとエンナと呼ばれた少女は首を横に振る。

「これくらい平気だよ、エケトネ君」とミールは少年に付け加える。

　３人は塀の内側にいた。古びた無人屋敷の塀の内に、である。ここは幽霊が出ると子供たちの間で噂になっている屋敷であり、３人は面白がって学校帰りにこぞってここに忍び込んでいるのである。

　３人は同年代には見えないものの、どれもまだ10才前後という感じだ。３人の内、２人は少女で１人は少年だ。

　少年エケトネは半ズボンにTシャツといった薄着をしている。髪は短いブロンドで、瞳は青だ。身長は140cmを僅かに越えるほどであり、細身で小柄な体格だ。肌は白く、典型的な白人である。表情はおどおどしている様に見え、弱々しい。年齢は12才程といった感じだろう。

　エンナという少女もエケトネと同じく白人である。髪は肩まで届く長さで、結わいていない。色は茶色だ。目は大きくて黒く、子供らしさを引き立たせている。そして肌は白い。全体的に線が細く、身長は130cmそこそこといった感じで小柄だ。年齢は恐らくこの中で一番低く、9、10才といった所であろう。

　ミールという少女はエケトネと同じくらいの身長で、年も同じに見える。肩までくる亜麻色の髪が美しいのだが、髪型が凝っている。頭の上部から髪を取って左右２つに束ねて結わいているのだが、全部は取らないので残った分が垂れ下がったままで、その残った髪は肩まで来る。また、束ねるべき髪の一部を束ねずに前に垂らすので、異様に長い前髪が左右に２束垂れ下がっているのだ。まるで虫の触覚のように垂れ下がっているのである。非常に複雑な髪型である。

　ミールの眼は綺麗な緑色であり、大きい瞳が愛らしい。肌は白い。真っ白ではないのでやや黄色人種の血が混ざっているのかもしれない。まぶたは二重である。眉は黄色人種と比べると細く、エンナとそう大差ない程度だ。

　ミールはチェックのスカートを履いている。青と白のチェックで、膝までの長さだ。足は白いソックスに赤い靴。上着は襟元にフリルが付いたかなり淡い水色の服で、ワンポイントとして胸の部分に紐でできた白銀色のリボンが蝶結びになっている。左胸にはポケットがついているが、白いボタンが取れかかってしまっている。恐らく今ここに忍びこんできた時、どこかに引っ掛けて取れかけてしまったのだろう。また、手にはピンク色の手提げ袋を持っている。これには学校用の鞄代わりになっていて、教科書やノートなどの筆記用具が入っている。

「まぁ、とりあえず、無事お化け屋敷に忍びこめて良かったね。多分誰にも見られてないと思うし」

　ミールは口から指を離しながら同意を求めるように２人を見ると２人は頷いた。屋敷を黙って見上げる３人。３人はかねてより幽霊が出ることで有名なこの屋敷に忍び込んできたのである。この屋敷は学校の帰り道を少しコースチェンジすればすぐ来れる場所であるから３人は学校の帰り道に寄ったのだ。今は午後３時過ぎ。７月の午後の日差しは暑く、空も澄み渡っている。屋敷を見上げていると窓ガラスの照り返しがまぶしくて目が痛くなる。ミールは日光に耐えかねて上を見るのを止めた。そうして後ろにある正門を見やった。

　門はミールの何倍もあるほど大きい金属製のもので、所々錆びていて、ツタすら登るようになっている。よほど長い間手入れをされていない様だ。また、鍵穴も壊れている。屋敷の前まで来たのは良いが、門は開いておらず、また、押しても引いてもずらしても開かなかったので彼らは門についている出っ張りを利用してよじ登り、内側に入ったのである。そして、その時にミールは手を怪我してしまったのである。

「あのさ……本当に入るの？」

「なぁに、エケトネ君。エケトネ君が最初に確かめようっていったんじゃない」

　ミールの台詞にエケトネはやや赤くなって頷いた。そう、元はといえば今日学校でエケトネが噂になっているこの屋敷を探検しようといったからミールは付き合ってここに来ているのだ。

「でも、どこから入ろうか……」

　エケトネはミールに託すように言った。ミールは辺りを見まわした。いくら誰も居ない幽霊屋敷とはいっても窓が壊れていて開いていたり、壁が壊れて通れたりするような都合の良い抜け道は見あたらない。ミールは「う～ん」と唸ると、正面玄関に歩み寄った。エンナもエケトネも無言で付いてくる。

「ここが開いてればいいんだけど……」

「門がしまってたんだから無理じゃないかなぁ」

　正面玄関には銀でできた立派な取っ手がついてあった。デザインは龍をモチーフにしたものらしく、ミールにはそれがちょっと怖かった。取っ手に手を入れたら食われるのでないかと思ったのだ。だから、ミールは玄関を開けず、躊躇していた。

「ミールちゃん、どうしたの？」とエンナがせっつくが、ミールは黙って取っ手を見つめていた。

　エケトネは「ドア、閉まってるのかな……」という。その声は閉まっている事を期待している様にも聞こえた。

　ミールは少しの間、躊躇したが、意を決して取っ手に手をかけた。

（もし閉まってたら諦めて帰ろう。だって他に入るところなんかないもの）

　手に力を入れると、果たして玄関はぎいーっと嫌な音を立ててゆっくりと開いた。うるさいきしみ音の中、微妙にエケトネのため息が聞こえた。

「……開いたね」

　ミールが言うとエンナが「うん」という。最年少のエンナだけがこの状況に何の心理的変化もきたしていないように見える。

「よいしょっと」

　玄関ドアは重く、ミールは力を入れてドアを開けておく。エンナがまず中に入る。エケトネが躊躇しながらも続いて、ミールも最後に入った。

　玄関ドアを閉めると、バタンと音がして大量の埃が舞いあがり、３人は思わずむせてしまった。

「わぁ～、おっきいお屋敷だねえ」とミールは感嘆の声をあげた。

「でも、汚いね……」

　ややおどおどした声で言うエケトネに「掃除されてないんだから仕様がないね」とミールは答える。

　屋敷の中は外と比べると薄ら寒かった。窓から差し込む日光のお陰で屋敷の中は冬の空ほどには明るかったので、探検するには十分な明るさがあった。２階を見上げると、まだ舞い残っていた埃が日光に照らされてダイヤモンドダストのように煌いていた。

　屋敷を玄関から見渡すと、まず、正面には広く長い廊下が見える。廊下の終わりはここからでは確認できない。廊下の奥には窓があるらしく、そこから指しこむ逆光のせいで確認できないのだ。廊下の左右にはドアがいくつもある。これも数知れない。

　右手にはややらせん状になっている大きな階段があり、踏んだらいかにも一段一段ギーッと音を立てそうだ。再度上を見上げると吹き抜けのむこうに２階が見える。２階の窓から光が指しこんでいて、その逆光のせいでミールは２階に何があるのかさっぱりわからなかった。

「ねえ、エケトネ君、吹き抜けの向こうに何か見える？」

　ミールが問うとエケトネは「*Nothing special. But, maybe you can see water.」と人間語で返した（注：吹抜けと井戸は人間語で同じくwell）。エンナはそれを聞いてくすくすと笑っているが、ミールは「もぅ、真面目に！」と飽きれた。しかし、この様子を見る限りエケトネはだんだんと落ち着きを取り戻してきた様で、ミールはむしろ彼の下らない冗談に勇気付けられたような気がした。

「とにかく１階から順番に見て回ろうよ」と今度はエケトネが率先して提案し、３人はそうする事にした。

　ミールは手始めに長い廊下の一番手前のドアを開けようとした。ドアは木製で、随分と頑丈そうな造りである。ドアはやはりギーッというきしむ音と共に開いた。

（……この音が私を怖くさせるんだわ）

　その部屋はどうやら応接間の様で、一対のソファーがあった。ソファーとソファーの間には大きな四角いテーブルがあった。テーブルは厚い強化ガラスでできているようで、テーブルクロスも引かれていないので床まで透けて見える。部屋の隅には観葉植物がいくつも置いてあるが、どれも枯れてしまっている。

　また、窓の外は庭に面しているようだが、庭の樹木は鬱蒼としていてとても出る気にはなれない。その上窓には鍵がなかった。つまり、そもそも開かないタイプの窓なのだ。窓の隅には白いカーテンが掛かっているが、窓を少しも隠していない。

「当たり前だけど、誰もいないね」

　ミールがそう言うとエケトネは気持身震いをして、「いるとしたら幽霊かなあ」といった。ミールは「やめてよぉ」というが、この雰囲気ならあながちそれも有り得ない事ではないような気がした。エンナは相変わらず笑顔を保ったままなんでもない風にしている。

「とにかく、ここには何もないね。只の応接間みたい」そういうと３人は応接間を出た。

　次に応接間の隣のドアの部に手をかけるミール。「開けるよ」と宣言してから開けようとするが、どうやらこのドアにはカギがかかっているようで、開かなかった。

「あれ？ 開かないや」

「押しても引いても駄目？」

　ミールは言われた通り押したり引いたりしてみたものの、ドアは依然として開かなかった。

「*Nope. This is locked.」

「*OK. Check the next door.」

　エケトネの言葉に頷いてミールは次のドアを開けようとする。ミールが次のドアノブに手をかけようとした時、エンナがミールの後ろのドアを開けようとして「こっちも開かないみたいだよ」と告げた。

「本当？ ……あ、このドアもダメだわ。こっちもカギがかかってるみたい」

「こっちもだよ。開かない」

　廊下の奥からエケトネの声が聞こえるが、逆光でうっすらとしか姿が見えない。

　結局の所、廊下を奥まで進んだが、応接間以外のドアは２つを除いて開かなかった。開いた２つはトイレとバスルームであった。残るは、廊下の一番奥の右手のドアだけだ。やはりこのドアも木製で、他のドアと同じ造りだ。ミールには同じ造りのドアを見ただけでもう開かないような気がしていた。

「ここが、最後だね」

「どうか何も出てきませんように。どうか何も出てきませんように……！」

　祈るエケトネを余所にミールはドアを開いた。ドアは応接間と同じようにきしみ音を上げてゆっくりと開いた。先程のと同じく重く頑丈なドアである上に古びていて開きづらくなっているので、少女の力ではゆっくり開けるのが精一杯だった。

「ここは……」

「居間だぁ」とエンナが代わりに答えた。

　部屋の中央には物凄く大きなダイニングテーブルがあった。木製であり、随分と頑丈そうな感じを受ける。テーブルには水色のテーブルクロスが敷いてあるが、もうすっかり埃まみれになってしまっている。また、その上には燭台が乗っていた。椅子はテーブルを囲んで計14脚。窓際に椅子がもう2～3台ほど置いてあり、テーブルはまだ椅子を並べる余裕があるので、一体一度に何人が食事をしていたのだろうとミールは不思議になった。

「大きいテーブルだねえ」とエケトネは感嘆する。

「何人家族だったんだろう……」と呟くミール。

「家族じゃないかもよ。お手伝いさんとかも一緒に食べていたのかもしれない」

「ありうる、ありうる。でも、それって珍しいね」

　ミールが納得しているとエンナがとことこ居間を歩き回りだした。居間の窓にはやはりカーテンが備え付けてあるのだが、窓に掛かってはいなかった。居間の奥にはカウンターがあり、その奥はキッチンになっているのだろうが、ここからでは見えない。エンナはキッチンに行こうとしているようで、ミールとエケトネも従った。

　キッチンには流しや食器棚があった。棚の中には高価そうな食器が並んでいた。ただ、高価といっても古今東西の品を取り集めた美術品のようなものでは全くなく、頑丈にできているように見え、それで高価そうに見えたのである。よくよく考えてみるとこの家にはドアやテーブルや食器といい、やたら頑丈そうなものが多いようだ。恐らくこの家の主人は実用品は実用品として捉え、アンティークとしての面を排他していたのであろう。

「これで、アンティークはアンティークとして存在してたら合理的で論理的な主人だったと思うんだけど、どうなんだろう……？」

　ミールは小さく呟いた。エケトネは「何か言った？」と聞きつけてきたが「ううん、別に」といった。こんなことエケトネに言ってもわかるはずがないと思ったからだ。

　ミールは自分の論理性に自信がある。自分は常に冷静で合理的・論理的な霊人だと自己の内に認めている。それは回りの大人も賛同するだろうとミールは思っている。よく回りから「とても12才の頭とは思えないほど賢い少女だ」と言われるからだ。ミールはそれに対し調子に乗って得意になることもないし、また、大袈裟に謙遜する事もない。自分の能力の高さはその高さの分だけ認め・認められるべきものであるから、回りや自分の反応は当然のものだと心得ているのである。

　そんなミールだからこそ今のような思考が可能だったのであり、エケトネには告げる由もないのである。

「ゆ～れ～居ないねぇ」

　エンナがぽつりと言う。エケトネは「うん。良かった」と応じる。

「もう、２階に行こうよ」

　ミールが促すと２人は素直に従った。廊下は只でさえ長いのに子供の脚なものだからより長く感じた。廊下を戻り、階段まで来ると、ミールはその前で止まる。今度は２階だ。

「どうしたの、ミール？」

「なんか……まさかとは思うけど、階段上ってる途中で階段が抜けたりしないでしょうね……」

「じゃあ、ミールが先に行ってよ」

「……エケトネ君、よくそういうこと言えるね。いいわ、わかった。私が行くもん」

　ミールは息巻いて階段を上っていった。用心して登ろうと思っていたが、もはや馬鹿馬鹿しくてそんな事を気にする気にもなれなくなった。階段は一段一段悲鳴のような音を上げている。ややらせん状になっている階段を上りきり、階下を覗き込むと未だにエケトネだけが登れずにおろおろしている。

「どうしたの、エケトネ君」とエンナが呼びかけると、エケトネは「だって、階段が凄い音するから……」と答える。ミールは深いため息をついて「大丈夫だよ、エケトネ君」と促した。エケトネは暫くためらった後に、手すりに手をかけながらゆっくりと一段一段登ってきた。

　エケトネが登ってきた頃には既にミールは２階のドアをチェックしだしていた。エンナはエケトネが登り終えるとはしゃいで拍手をしていた。

　２階の造りは１階とは異なっていた。１階の廊下に当たる部分は吹き抜けになっていて、空白地帯だ。２階の廊下は２階の部屋のドアに沿う様にぐるりと円弧を描いている。ミールは「本当に広いお屋敷……」と思いつつ、順番にドアをチェックして回った。

　しかし、全てのドアをチェックしたが、どのドアにもカギがかかっているようで開かなかった。１階と違い、２階のドアは１つたりとも開かなかったのである。

　廊下は円弧状になっているので、階段を登った所からは近く見えた廊下の一番奥のドアまで行くのに随分長く掛かった。視覚上では１階の居間に進むよりも遥かに近い気がするにもかかわらず、実際の距離は居間に行くより遥かに長いものであった。

「この最後のドアも結局開かなかったわ」

　ミールは落胆して呟いた。

「でもさ、ミール。これで良かったんじゃないかな。幽霊は結局いなかったんだしさ」というエケトネ。

　ミールはそのエケトネを見据えて述べた。

「何言ってるの、ドアが全部開ききってないんだから、幽霊がいないかどうかなんてわからないじゃない。開いていないドアの向こうに幽霊がいるかもしれないもの」

「あ、そっか……」

　ミールは「はぁ」とため息をついて最後のドアを見た。最後のドアだけは他の茶色のドアと違ってやや赤茶色に塗装されている。そしてミールはこのドアだけは何か様子が違うと思った。ドアの塗装のせいだけではない。ミール自身は非論理的な事など認めたくないと思って、自己の内にある不思議な感覚を否定するが、その不思議な感覚は確かにこのドアは何かが違うと物語っていた。

「ミールちゃん、どうしたの？ 下に行かないの？」

　エンナがミールの顔を覗きこんでくる。

「ん……、何かちょっと気になっただけだから。もう行く」

「気になったの？ アルマでも感じたの？」（注2：ここでいうアルマは「不思議な感覚」と同義）

「ううん、そんな非論理的な事じゃないわ。そうじゃなくって……」

　ミールはそう言いながら胸のポケットに手を入れた。中から銀性のアクセサリーを出す。アクセサリーはペンダントになっていて、「ミール」の幻字をかたどっている。ミールは特別な力が欲しい時にはこれを握ったり首にかけたりする。また、首にかける紐部分も銀製である。（注3：幻字とはミールの使用している言葉に使われている文字のこと。また、このようなペンダントは一般にエーステといい、ミールの住む所では広く流布しているものである。キリスト信者はロザリオを思い浮かべると良いだろう）

（アルマなんてそんな非論理的な事……。でも、それならこの感じは何なのかしら）

　ミールは自分のエーステをぎゅっと握った。

　すると突然ミールはもう一度ドアを開いてみようという気に襲われた。何故だか自分でもわからないし、たった今、開かないのを確認したばかりであるというのに、ミールはもう一度ドアを開こうとしたくなったのである。

「ミール……？ どうしたの？」

「ドア、ね。開かないかなぁ……」

「え？」

　エケトネの困惑をよそにミールはドアノブに手をかけていた。ゆっくりと力を込めると果たしてドアはゆっくりと開いた。

「わぁ、びっくり」

　余り驚いているとは思えない声でエンナが言った。エンナ自身もこのドアが開かない事は確認していたのだ。さて、一方エケトネはというと……。

「なんで！？」と青ざめていたのであった。

　エンナが「お化けのしわざかなあ」と言うとエケトネは身震いして「や、止めてよ」と小さく叫んだ。

　ドアを開け、中に入るとそこは個人の部屋の様であった。一見した所、家具に余り富んでおらず、簡素な感じがする。ミールは男の部屋だろうと思った。心なしか埃も先ほどの部屋より多い気がする。部屋の隅にはベッドがあった。入り口から見て右前の隅である。手前の左隅には机があって、簡素な本棚が備え付けられているが本はない。部屋の左側は立派な本棚がいくつも並んでいるが肝心の本は一冊もない。きっと部屋の主がここを引き払う時に全て持っていったのだろうとミールは思った。正面は窓になっていて、乱雑した庭の樹木が見えるが、この窓にもやはりカギはない。

　ミールはその窓を見てふっとあることを思いついて入り口のドアを見た。そして一瞬の後に青くなって、震えるような声で小さく言った。

「ねえ……このドア……カギ穴が……ないよ」

　一瞬、嫌な沈黙が訪れた。エンナは依然として表情を変えないものの、状況を察したエケトネは俄然青ざめた。

「つまり……それって」と震えた声で言うエケトネ。

「始めからドアにカギなんか無かったってこと」

「じゃあ、なんでさっきは開かなかったのさ！？」

「知らないけど……なんか不気味だわ」

「やっぱり幽霊の仕業かなぁ……」

　ミールは何も答えなかった。単に、このドアやまだ確認していない応接間や居間だけにカギが無く、開く事ができたのかもしれない。

「確かに始めはビックリしたけれど、よく考えればこのドアの立て付けが悪くてさっきは開かなかったってこともありえるから、何とも言えないわ」

「そうかなあ、そうだと良いんだけど。ねえ、ミール、僕もう気味が悪いよ。そろそろ帰ろうよ。もう幽霊は良いよ」

「うん、そうね。でもちょっと待って。あそこに梯子があるの。あれの上に何があるか見てみたいの」

　ミールはそう言うと部屋の左前方の隅にたてかかっている梯子を指差した。

「いいけど、僕はここにいるよ。エンナも一緒にいてよ」

　エケトネはエンナを後ろから抱きしめて離さなくなった。エンナは相変わらず何か楽しそうに微笑みを浮かべている。

　ミールはそんな２人を尻目に梯子を登って行った。そんなに高い梯子ではなく、ミール２人分ぐらいの高さでしかないのですぐに登る事ができた。梯子の上はロフトになっており、そこには書類が乱雑していた。

　もはやここの埃には慣れたと思っていたが、ここの埃だけは物凄く、書類の上の埃を少し払っただけでまたミールは多いにむせてしまった。このロフトの上には窓から指しこむ光が殆ど来ず、やたら暗かったので、ミールは書類の文面がよく読めなかった。が、いくつか見える幻字から少なくとも難しい話だなというのはわかった。

（別に何も無いし、誰も隠れていない……か）

　ミールは一人頷くとふっと上を見上げた。

（あれ……？）

　何か天井の様子が変わっている部分があることにミールは気付いた。

（屋根裏部屋……？）

　恐らくここから屋根裏部屋に這いあがれるのであろう。ただし入り口には上から重い鉄の落し蓋がされていて、少女の力では開くどころか蓋をずらす事すら適わない。

（この奥に何があるのかしら？）

　ミールは疑問を抱えたままもう一度書類に目をやった。書類はロフトの上を所狭しと散らばっていて、ミールはやはりここは男の部屋だったのだろうなと思った。書類を適当に掻き分けていると、こつんと硬いものに手が当たった感触がした。

「何これ……？」

　ミールがそれを手にすると、どうやら一冊の本のようである。丁寧に、また頑丈に装丁されている本で、非常に高価であると思われる。ミールは表紙の埃を払うとできるだけ光のある所に表紙面を近づけた。

　表紙にはたった３幻字で『ミールの書』と書かれていた。

　唐突に自分の名前を表紙に見出したミールは驚きのあまりにその本を手から滑らせてしまった。本はミールの手を離れ、ロフトの床に落ちる。ドサッという重い音に入り口で待っているエケトネは驚いた様で「どうしたの、ミール！？」と呼びかけてくる。

「う、ううんなんでも。もう少しだから待ってて。先に帰っちゃダメだからねっ！」

　落ちた本を拾うミール。依然、表紙には『ミールの書』と書いてある。やはり今のは見間違いではなかったのだ。しかし何故自分の名がここに記されているのか、それがミールには解からなかった。もしこれが論理学の本だとしたら表紙にはこう書くはずもない。そうするとやはりこれは自分の名前なのであろう。そう考えると薄ら寒いものを感じた。（注ミールとは『論理』を意味する言葉。論理学の本は『ミール・レ・カシュ』であるべきだが、この本は『カシュ・エ・ミール』となっている）

「なに焦ってるのよ、ミール。きっとこのお屋敷にも私と同じ名前の方がいたのよ。それだけの話しだわ」

　ミールは自分にそう言い聞かせたが、不意に起こった不安はそれくらいで消えるものではなかった。もしかしたら幽霊は本当にいて、今日私がここにくる事を知っていて、私を怖がらせるためにこんな本を置いておいたんじゃないか。そんな考えが浮かんでは消え、浮かんでは消えを繰り返していた。

「そもそも一体全体何が書いてあるっていうのよ、この本は」

　ミールは一人ごちながら表紙を捲った。

「何これ……何にも書いてないじゃない」

　その本はミールが学校で使っている教科書よりも厚いのに、中は真っ白であった。ぱらぱらとページをめくってみたものの、どうにも１幻字すら現れてこない。ミールは不思議に思いながらも最後のページまで捲っていった。

　すると、最後のページに、ようやく文章が書かれていた。全て黒緑のインクできちんとアルカで綴られており、ミールはその文章を口にした。

「ミールがこの本を見つけてくれると信じていた。この本は『ミールの書』と名付けたおいた。これは大切に持ち帰って欲しい……。

　ミールが『ミールの書』を完成に近付けさせる度、このセルフィッシュガーデンにはより多くの光が指しこむ。

　全てはミールが選ぶ事。セルフィッシュガーデンはいつでもミールの為に門戸を開いている。光がさすかどうかは全てミール次第」

（どういうこと……？ この本ってやっぱり私の本なのかしら。私のための本なのかしら。私が完成させる本ってどういうことなの？ これを持って帰って私に何をしろと言うの……）

　ミールは混乱しながらも文章を読みつづけた。そしてミールがその文章を読み終えると不意にその文章は薄くなっていき、みるみるうちに消えてしまった。

「え……！？」

　慌てるミール。次の瞬間、消えた部分にもう一つの文章が浮き出てきた。やはり黒緑のインク文字で、正書体のアルカの文だ。

　ミールはその小さめの桃色の唇を震わせながら浮き出た文を発音した。

「セレンの答え：美味しい紅茶の為の論議法」

　しかし今度の文は発音しても消える事は無く、その姿を残したままであった。

「ミール、まだなの？」

　下からエケトネの心細そうな声がする。ミールは「今行く」と答え、『ミールの書』を、持っていたピンク色の手提げ袋に入れた。本にはミールにこれを持って帰ってほしいと書いてあったので、こうする事は別に盗みには当たらないだろうとミールは判断した。

「お待たせ」

　ロフトから降り、２人の所へ戻るミール。彼女の顔色が変わっているのに気付いたのか、エンナが「どうかしたの、ミールちゃん？」と聞いてくる。ミールは『ミールの書』の事を言おうかと考えたが、言った所で余計にエケトネを気味悪がらせるだけなので止めておくことにした。

「別に何もなかったわ。さぁ、もう帰りましょう。やっぱり幽霊なんて非論理的な存在は見つからなかったわ」

「ミール。君、さっきは「幽霊が開けてない部屋にいるかもしれない」って言ったじゃない……」

「そうよ？ それがどうかしたの、エケトネ君。私は今「見つからなかった」と言ったのよ。「いなかった」なんて言ってないわ」

「……どう違うの？」

　問うエケトネにミールはため息混じりに答える。

「いい？ 見つからなかったってことは、少なくとも私達がいるかもしれない幽霊を見つけられなかったことしか言ってないわ。それに対して、いなかったって言ってしまうのは、幽霊がいるかもしれないっていう余地を残さないじゃない。これって全然違う事でしょう？」

「う～ん……」

　それでもエケトネはさっぱり解からないようで、ミールは説明を諦めて部屋を出た。慌ててエケトネも付いていく。

　３人は円弧状の廊下を戻り、階段を降りると、玄関まで戻る。

「結局、幽霊はいなかったんだね。良かった、噂が本当じゃなくって。これで僕、安心して眠れるよ」

　嬉々としていうエケトネ。エンナは無邪気に「楽しかった。エンナ、楽しかった！」とはしゃいでいる。ミールは玄関ドアに手をかけながら、後ろを振り返った。

　屋敷はやはり薄暗く、静寂を保ったままで、入った時と何らかわらない風に見えた。だが、ミールには先ほどまでとは違う何かを感じていた。

（……変わった何かを感じているのだとしたら、それは屋敷じゃなく、きっと私の方だわ。屋敷が変わっただなんて、なんて身勝手な言い分かしら）

　ミールはそう思うと自嘲気味に笑った。こういう行動が自分の大人びた所であり、冷静かつ論理的な態度の原因であるとミールは自認している。

　玄関を出ると急にまた強い日差しを浴びたせいで、一瞬ミールは視界がホワイトアウトしてしまった。思わず手で目を覆うものの、軽い頭痛が起こり、意識が少し遠のいているのが解かる。

「さて、と。それじゃあ、次は何してあそぼっか」

　意識の遠くでエケトネの声が耳に聞こえた。

　――その夜。ミールは自宅の自室にいた。もう夕食を済ませ、風呂にも入り、寝る前に用も足して、今はベッドの中である。ミールの部屋はおよそ南北：東西＝8ｍ：10ｍ程の長方形であり、子供の一人部屋としては適度な広さであろう。

　３人はセルフィッシュガーデンとかいうあの幽霊屋敷を出た後、専らいつもの様に外遊びをしていた。ミールは運動神経があまり良くないので、普通の子と遊んでいると付いて行けないのだが、エケトネやエンナの運動神経はミールと同程度なので、遊び相手には都合が良いのである。

「……セルフィッシュガーデン……アルカ名は何ていうんだろ……」

　ミールはベッドの中で呟いた。どうも今日の事が頭から離れない。特に離れないのはあのロフトの上で見たものだ。

「……ミールの書」

　時計を見ると時刻は既に11時を回っている。幼いミールにとってはもう遅い時間だ。しかし、少しも眠くならないのはあの本が気になっているからだ。最終ページ以外は全く白紙になっているミールの書。消えた文面に書かれていた自分への言葉……。

　ミールは学習机の上に置いておいたミールの書の方を見る。ミールの書のカバーは黒であり、銀色の文字でそのタイトル「ミールの書」が記されている。

「それは……私の本……。私のために作られ、私のために存在している本ということなのかしら。それとも……」

　ミールの心に言い知れないざわめきが起こった。

「それとも……私が作る本だとでもいうの……？」

　消えた文面にあった「完成させる」という言葉がミールの脳裏によぎった。あの文面を書いた主は自分に何をさせたいのだろうか。ミールは考えをめぐらしたが、わかる由も無かった。言い知れないざわめきはいつのまにか不安に代わり、ミールはもうベッドの中でじっとしていられなくなって、ミールの幻字をかたどった自分のエーステを求めた。

　今はパジャマを着ているので、先ほどまで着ていた服のポケットに手を入れた。が、そこにエーステは入っていなかった。

「あれ、おかしいわね」とミールは怪訝そうな顔をしてスカートのポケットにも手を入れるがそこにもない。次いで手提げの中も探すがやはり無い。

「ヘンね、どこにもないわ。確か、さっきまであったはずなんだけど。ええと、最後に見たのはいつだったかしら」

　最後にエーステを見たのはセルフィッシュガーデンの中であった。赤茶色のドアの部屋に入る前に胸のポケットから取り出して握ったのが最後だった。

「やだ、それじゃあのお屋敷の中に落としてきちゃったってことかしら」

　顔色を落とすミール。できればあの薄気味の悪い屋敷には２度と行きたくない。落としたのならばせめて屋敷を出た後、外遊びをしていた時にであって欲しい。しかしいずれにせよこんな時間に外に探しに行く訳には行かない。ミールは明日になったらエーステを探そうと思い、ベッドに戻った。

　エーステがない為、ミールは不安を不安のままにしておくより他はなかった。非論理的なアルマ信仰はしないと心に決めているが、そんなミールでも自分のエーステがないと心の一部が欠けた様で、心苦しく不安なものである。あのエーステは生まれた時に授かったものだから、いくら非論理的と思っていることを軽んずるミールであっても、深い思い入れがあるので非常に大切にしているのだ。（注：ミールの住む所では、自分の名前に使われている幻字を何らかの形にして身につけておくことは自分を強めることになると信じる文化がある。また、エーステは「名前」の意）

「ああ、もう。ちっとも眠くならないわ。どうしよう……」

　呟くミール。こうなったら眠れるまで同じ台詞を繰り返そうと思い、ずっと「ちっとも眠くならないわ」と言い続けた。始めは却って目がさめたものの、余りに単調な台詞の為、だんだんと喋るスピードと音量が弱まり、いつしかミールの意識は闇の中へと消えていった。

Ⅱ

　白い服が見える。ミールの視界に白い服が入ってきた。白い服はだんだんと近づいてきた。ミールの肘を誰かが突くが、ミールの意識はぼうっとしたままで何も解する状態ではなかった。

「ミール、ねえ、ミールったら」

　遠くでエケトネの声がしたような気がして、ミールはようやく意識を取り戻した。

　はっと我に帰ると、ミールの前に白いブラウスを着た女性が立っていた。ブロンドの若く美しい女性はミールの顔を心配そうに覗き込んでくる。

「ミールちゃん、大丈夫？」

「あ……」

　今まで机に肘をついて手に顎を乗せていたミールだったが、そう問われた途端、咄嗟に姿勢を正した。

「はい、ごめんなさい、リーザ先生」

　ミールが言うとリーザという担任の教師は微笑んだ。そしてやおら自分の唇を指し、ミールに無言で何かを伝えようとする。ミールはどうやら授業中に居眠りをしてしまっていた様だ。ちょっと口の端によだれが出ていることに気付いて慌てて拭った。顔が急に赤くなる。リーザはそれ以上何も言わず歩いていった。

　今は数学の授業である。ミールのクラスの授業は体育などの実技教科は偶に他の教師が受け持つ事はあるものの、ほぼ全てをこのリーザという教師が受け持っている。つまり、彼女は専任教師なのだ。（注：教師は専任教師と教科教師に別れていて、クラス担任を受け持つ事ができるのは前者だけだ。前者になるには特級の国家公務員資格が必須であり、最高職の１つでもある。また、専任教師の試験には知能のみならずその人格にも厳しい査定がかされるので、彼女は霊人の名にふさわしい霊人である）

　リーザの本名は長く、５つも名前が連なっている。５つの名前を持つものは大抵国家に関わる偉大な家柄であり、彼女はもれなくそれに当たる。ミールは彼女の名が余りに長いので最初と最後の２つしか覚えていない。だからミールの中では彼女の名はリーザ＝ルティアとなっている。

　本来は彼女に対してはルティア先生と呼ぶべきなのだが、本人がそれを嫌っているそうで、エーステ（ファーストネーム）で呼ばれることを望んでいるようだ。だからミールもそうしている。

（あー、びっくりしたわ。授業中に居眠りだなんて、自分でも珍しいこと……。やっぱり昨日、遅くまで眠れなかったからかしら）

　ミールはそう思いながら教科書に目を落とした。

「先生が来る前に起こそうとしたのに、ミールったらちっとも起きないから参っちゃったよ」

　右隣の席のエケトネが小声で話しかけてくる。

「うん、ちょっと、昨日は余り寝てないから」

「ミールらしくないね、どうかしたの？」

「別に……」

　ミールは黒板で説明を再開したリーザの顔色を伺った。今のところ特に私語を気にしてはいないようだ。

「……エケトネ君こそ、昨日は怖くて眠れなかったんじゃないの？」

「僕は却って幽霊がいなかったから安心してよく眠れたんだ」

　ミールはそれを聞くと、幽霊はいなかったんじゃなくて見えなかっただけよと再度注意しようとしたが、それがエケトネを怖がらせる事は目に見えていたので喉まで出かかった言葉を飲みこんだ。

「ミールは怖くて眠れなかったの？」

　心配そうに聞いてくるエケトネ。自分が屋敷の探検に誘ったものだからと責任を感じているようだ。ミールは微笑んで「違うよ、大丈夫」と否定した。

「そう、良かった。ねぇ、ミール、それじゃ今日は何してあそぼっか」

「う～ん……」

　ミールは教科書の問題を解きながらエケトネの相手をしていた。

「ねえ、ミール。エンナがカーデをしたいって言ってたから、今日は家であそぼっか」（注：カーデ。本来は占いに使うカードだが、カードゲームとして流布している）

「う～ん、ごめんね。今日、私ちょっと行きたい所があるのよ」

「え？ 家の用事かなにか？」

「ううん、違うけど」

「じゃあ、僕達も行こうか？」

　しかしミールは首を振るだけであった。リーザはそろそろ２人の私語に見かねたようで、こちらを一瞥してくる。が、リーザは飽くまで自然に教室を見渡して言った。

「ええと、それじゃこの問題を、そうねえ、ミールちゃんにやってもらいましょうか」

「……はい」

　自分に来る事が解かりきっていたミールは素直に立ちあがった。ミールはまだ小学生だが、ミールほどの学年になればもう中々難しい問題を扱う。ましてやミールは数学が得意であったからリーザはミールでしか解けないような少し難しい問題を用意していた。

　黒板には“方程式　ｙ＝3ｘ+1　の解を求める事”と書いてあった。ミールは即座に「マイナス３分の１です」と答えた。リーザは「はい、よくできました」というと、「じゃあ、口頭でもう１問」と言ってにっこりする。彼女の笑顔はとても素直にみえるし、何しろ美しいのでミールは非常に好きだ。彼女の笑顔を見ていると嫌な気持ちや緊張感が消え去ってしまう。それがミールにはありがたかった。

「はい」とミールが答えると、リーザは「２次方程式ｙ＝ｘ×ｘ＋７ｘ＋19 は解をいくつ持つでしょうか」と問う。一瞬クラスがざわめいた。問題のレベルが飛躍的に上がったからである。

　しかし、ミールは迷う事もなく「1つも持ちません」と答えた。

「どうしてそう思うの？」

「えっと……。判別式をＤとすると、Ｄは－27になります。するとこの方定式の解は虚数になります。虚数が解である以上、実数のグラフ上にはそれらの解は現れる事ができません。だから解はありません」

「う～ん……まあ、当たってるんだけど」

　リーザは暫し唸って考えていた様だ。何か手落ちがあったのだろうかとミールは思った。が、リーザは何かを訂正するという事はせず、「ところで、今の方程式を聞いて、何も思わなかったかなぁ」とはにかんで言った。あれは何かを企んでいる顔だなとミールは思った。専任教師との関係は入学から卒業まで終止一貫して続くので、ミールとリーザはお互いの事をよく分かり合っている。

　ミールは宙に方程式を書いてみて、「あっ」と気が付いた。

「……７と19……今日の日付。ってことは……私のお誕生日……」

「そう！　今日はミールちゃんの誕生日」

　リーザは言うと歩み寄ってきてミールを抱き寄せた。瞬間、香水の良い匂いがした。

「そんなミールちゃんにハッピーバースディ♪」

　にこにこして言うリーザにミールは「あ、ありがとう、せんせい……。でも、ちょっと苦し……」と多少困惑しながら礼を言った。回りの生徒はこの教師の明るく幼げな性質をよく理解していたので別段不可解に思うような事もなく、素直にミールに「おめでとう」と詠っていた。

（そんな事より眠いんだけどなあ……）とミールは思っていたが決して口にはしなかった。眠さのあまり、自分がこれで完全に12才になったことなどもはや気にならなかった。

　結局、今日の授業は数学の授業で誕生日を祝われて終わりとなった。今日は週末なので授業は午前で終わりだ。ミールはエケトネの誘いを断り、昨日３人で外遊びした場所へ行っていた。エーステを探すためである。

　その場所はセルフィッシュガーデンからさほど離れていない空き地であった。雑草が生えているのでエーステを探すのは困難を極めた。夏の暑い日差しの中、ミールは昨日と同じ服を汗に蒸らしながら一生懸命探していた。

「見つからないなあ……」

　ミールは額の汗を拭いながら呟く。もうかれこれ同じ場所を１時間近くも探している。時間はとっくに正午を切ったろうか。暑さはますます増してきて、とても耐えられなくなってきた。例年ミールの誕生日である7/19は天気が良い。

「う～ん、ないわねぇ……」

　大きなため息をつく。もう頭が朦朧としてきた。やはりエーステは昨日の屋敷セルフィッシュガーデンの中で落としたのだろうか。

　ミールは嫌々ながらもセルフィッシュガーデンに向かう事にした。本当は『ミールの書』などという不気味なものを見付けた所は怖いので、できれば戻りたくなかったが、エーステには変えられない。

　セルフィッシュガーデンに行くまでの道も探してみたが、結局エーステは見つからなかった。もはやセルフィッシュガーデンにある事を願うしかない。

　セルフィッシュガーデンの前まで来ると、ミールは深いため息をついた。昨日怪我した指を見るともう小さなかさぶたができていた。

　今度は怪我をしないように注意しながら門をよじ登るミール。まず、学校鞄代わりのピンクの手提げを門の向こうに投げ入れ、それからよじ登る。門を越えると、まず庭にエーステが落ちていないかどうかを確認する。昨日赤茶色のドアを開けた時までは持っていたのだから、帰りにもう一度この門をよじ登った時に落とした可能性も十分考えられる。しかし、門の近くの庭にエーステはなく、ミールは肩を落としながら玄関へ向かった。

　昨日と同じ要領で龍をかたどった玄関の取っ手に手をかけるミール。玄関を開こうとするが、開かない。力を入れてもダメで、ミールは不思議に思った。

「昨日出ていった時に固く閉めすぎちゃったのかしら」

　手提げを地面に置き、今度は両手でドアを開こうとするが、これでもドアはびくともしなかった。

「ヘンね、昨日は開いたのに。カギでもかかってるのかしら。……でもそうだとしたら一体誰がカギなんか……」

　不意にミールの脳裏に噂話の幽霊の事がよぎった。即座にその可能性を否定しようとするが、不安は消えない。こんな事ならエケトネやエンナにも付き合ってもらえば良かったと今更ながら後悔した。

　ミールは手提げを拾うと、ドアを見上げた。ドアは大きく、ミールの倍以上もの高さがある。

「あれ？」

　ドアを見上げるとミールの背よりも少し高い所に紙が張ってあるのに気付いた。張り紙には黒緑インクの正書体アルカで文が書かれてあった。

「昨日こんなものが張ってあったかしら」

　怪訝そうに張り紙を見つめるミール。ドアから少し離れないと首が痛いので２～３歩あとずさって文を読む。

“制約：関係者の方はお入りください”

「……何これ。関係者なら勝手に入って良いってこと？ 随分無用心ね。でも、空き屋敷だから、そもそも無用心でもそんなに問題ないのかもしれないわね」

　呟くミール。

「う～ん、私は関係者じゃないから入ってはいけないのかしら。制約って言ったらそういう意味よね。でも、この文は制約というより許可に見えるわ」

　玄関ドアの前でミールは暫し悩んだ。

　この張り紙には制約として「関係者の方はお入りください」と書いてある。これは「関係者は入る事が許可されている」という意味に解釈できる。だが、このことは「関係者でなければ入る事が許可されていない」とか「入る事が許可されているのは関係者だ」いう意味にはならないはずだ。もしそういう意味になるのが可能なら……

「もし可能なら……例えば……例えばよ、空は青いといったら青いものはみんな空になってしまうわ。でも世の中には空以外にも青いものはあるわ。海なんかがそうよ……うん」

　ミールは一人で納得していた。

「もし関係者以外に入って欲しくないなら「関係者の方のみお入りください」とか「関係者以外立ち入り禁止」とかかくべきだわ。なんていい加減な制約かしら！」

　ミールは無駄だと解かっていながらもなんとなくもう一度取っ手に手をかけてみた。もうこの際ドアを壊してでも中に入ろうと思った。

「だからこの制約だけじゃ私が入ってはいけないなんて決めつけられない。そうやって、制約が掛からない以上、私はここを通る事も或いは可能な筈よ。セルフィッシュガーデン、私のエーステを返して！」

　今度は思いきり力を入れる。一瞬、龍の眼が緑に光った気がした。それと共にドアはガチャリという音を立てて開いた。

「開いた……」

　ミールは呆然として呟いた。

　そしてセルフィッシュガーデンに再度足を踏み入れたミールは、一瞬、驚きのあまり声も出なくなった。

「え……？ ここ……どこ？」

　ミールの頭が混乱するのも無理はない。屋敷の中は昨日来た時と全く変わっていたのだ。変わっていたといっても内装が変わったわけではない。まるで幽霊屋敷と呼ばれているのが嘘に思えるぐらいに綺麗になっていたのだ。

　所々古びていた壁は自分の顔が光って映るほど綺麗になっていて、汚れなど微塵もない。階段も見違えていて、これなら駆け上っても階段が抜ける心配など全然ない。また、床や階段には赤い絨毯が敷いてあって、とても豪華だ。

　２階を見上げると昨日は気付かなかったシャンデリアがクリスタルの様に輝いて吊り下げたあった。窓も綺麗に磨かれている様で日光がよく指しこんでおり、屋敷の中は昨日よりも遥かに明るかった。

「一体、どうなってるのかしら」

　ひょっとしたら昨日の間に誰かがこの屋敷を買い取って掃除をさせたのではないかと思ったが、いくらなんでも一晩でこの広い屋敷をここまで綺麗にできる筈もない。

　ミールは一旦外に出て靴の泥をよく落としてからもう一度中に入った。この光景が未だに信じられないミールはもう一度中に入れば元の汚い幽霊屋敷に戻っているかもしれないとも思ったが、依然として屋敷は美しいままであった。

「お……おじゃましまぁす」

　小さい声で挨拶をする。だが、返事も人気もない。ただ、綺麗になっている分だけ生活感があり、昨日と違って勝手に入りこんでるのが物凄く悪い事をしているように思えた。

（やっぱり帰ろうかな……。でも、エーステが……）

　結局ミールは悩んだ挙句、エーステだけ見つけて早々に立ち去ろうと決めた。昨日赤茶色のドアを訪れてから立ち寄った場所は、赤茶色のドアの部屋と階段と２階の円弧廊下とこの玄関くらいのものだ。足元には落ちていないので、恐らくあの部屋の中だろう。

　ミールはゆっくりと足音を極力立てずに歩き出した。絨毯のお陰で足音は殆どしなかった。階段を上っている間もエーステに注意しながら歩いたが見つからず、円弧廊下も同じく見つからなかった。

　赤茶色のドアの前まできたミールは、まず中に人がいないかどうかを確かめる為、ドアに耳をつけた。特に物音がしないのでミールはドアノブに手をかけた。しかしいくら力を入れてもドアは開かなかった。

「あれ、おかしいわね、昨日は開いたのに。それにこの部屋ってカギなんかなかったのに……。一体どうなってるのかしら」

　その時、部屋の中から突然物音が聞こえた。ミールは中に誰かが居たのかと思い、慌てて廊下を戻って下まで逃げた。

「もうっ、私のエーステはどこに行っちゃったのっ！？」

　階下へと降りた頃にはミールはもうエーステの事を半ば諦め出していた。常に身につけていたエーステを失うのは辛い事だが、この屋敷にこれ以上いたら頭がおかしくなりそうで怖いのだ。

　ミールは意気消沈しながら玄関を出て行こうとした。すると、不意にカチャという音がした。ミールはまだ玄関を開けていない。ならば今の音は……？ ミールはゆっくりと後ろを振り向いた。

　廊下の向こうから、誰かが来るのが見えた。逆行のせいでよく見えないがどうやら服装から女性らしい事がわかる。

（いけない、見つかった！）

　ミールはどきりとして動けなくなってしまった。女性はだんだんと近づいてくる。ようやく女性の姿が見えてきた。どうやら手にはプレートを持っているようで、玄関で動けなくなっているミールに気付くと、一瞬驚いたような顔をしたが、すぐに微笑みかけてきた。その微笑みでミールの金縛りは一気に解かれ、ミールの心臓はだんだんと落ち着きを取り戻しだした。

「そうね、それで私ったら……」

　女性はミールからプレートに目を移すとくすくすと笑った。ミールは女性の言葉の意図がわからず戸惑っていた。

「あ……あの、私、別に悪いコトしようとしたんじゃなくて、ただ、その……エーステを……」

　おどおどしながら述べるミールにその女性は「いいのよ、別に」と返し、応接間のドアの前に立った。

「ごめんなさいね。ちょっと、ドアを開けてもらえないかしら」

　女性の言葉にミールは即座に反応してドアを開いた。

「ありがとう。宜しかったらあなたも入ってちょうだい」

「え……私も？」

　ミールは女性の目を見る。が、そこには全く邪な感じはなく、彼女の瞳はとても清んでいたのでミールは従う事にした。

　その女性に促されるままに応接間に入ると、ここも昨日とは見違えて綺麗になっていた。清掃が行き届いているのは勿論の事、強化ガラスのテーブル台には昨日はなかった白いテーブルクロスが敷かれていた。また、窓にはカーテンが掛かっていて、庭は見えない。部屋の隅に置かれていた枯れた観葉植物も青々としている。

「さぁ、お席をどうぞ」との言葉に促され、ミールはソファーに座る。昨日見た限りではこのソファーはスプリングが少し革から飛び出していて壊れていたのだが、今やふかふかのソファーになっている。

　ミールは訝しがりながらも黙って席についた。

「はい、どうぞ。冷めない内に」

　女性はそう言うとプレートに乗せていた紅茶をさし出した。

「あ、ありがとうございます」

　ミールは礼を言った。紅茶はアールグレイだった。何となく女性が飲むのを確認してからでないと飲む気がしなかったのだが、気付かれたら失礼になると思い、ミールはストレートのまま１口すすった。

「砂糖は結構なの？」

「あ、はい。あの、それより……」

　ミールはその女性を見ながら話しを切り出す。

「なぁに？」と女性はやさしく答えた。この女性は濃紺でつやのある美しい髪をもっている美人だ。髪はミールのように結わいたりはしておらず、単純に肩まで降ろしていた。瞳は黒に近い濃紺で、それを見ていると吸い込まれそうになってしまう。肌は白く、きめこまかい。唇は薄い桃色で化粧気がない。にもかかわらず美しい。年はまだ20に満たないだろう。身長はもう座ってしまったので解からないが160cmはあるだろう。長身とは言えないが、ミールから見れば十分大人の女性に見える。ただ、物凄く線が細く、病弱そうに見える。身長の割りに体重は相当軽いだろうということが一目で想像つく。

（綺麗だなぁ……）

　ミールはアールグレイの温かみを味わいながら、その女性に見とれていた。

「あの……」

　ミールが女性に見とれていて話しをいつまでたっても切り出さないので女性は声をかけてきた。ミールははっと我に帰るとティーカップを皿に戻した。

「わ、私が来ることをなんで知っていたんですか」

　女性はそう問われるとカップを置いて、一息ついた。

「私ね、別にわかっていたわけじゃないの。ただ、何となく紅茶を２杯作っていたの。自分でも気付いた時におかしいなと思ったんだけれど、そのまま自分の部屋に戻ろうとして、廊下に出たの。そうしたらあなたがいたから、ああ、あなたが来るから私は紅茶を余計に入れてしまったんだなと思ったの。それで笑ってしまったのよ。だから別に知っていたわけじゃないの。偶々よ」

「そうなんですか……。あの、もしかしてアルマ信仰者の方ですか」

　ミールが問うと女性は微笑みながら首を振った。ミールは自分がこの女性の穏やかな物腰を凄く気に入ったことに気が付いた。どこか寂しげで儚げな彼女のしぐさはミールの心を動かすものがあったのだ。

「そういえば、まだお互いの名前も知らなかったわね」

　女性の言葉を聞くと「私はミールといいます」と告げた。

「ミールちゃん？ わぁ、それじゃ私のエーステと共鳴するのね」（注：名前の主要意味を持つ幻字が２人の名に共通している時、エーステが共鳴していると言う）

　女性は両手を合わせ、嬉しそうにいった。その仕草さえも穏やかで落ち付いている。

「え、そうなんですか？ じゃあ、お姉さんも「何とかミール」なんですか」

「ええ。私はクミールよ。よろしくね、ミールちゃん」

　クミールはそう言うとミールに微笑みかけた。ミールも思わず微笑み返す。

「でも、エーステが同じだなんて、何かの縁があるみたいね。素敵だわ」

　エーステという語を聞いたミールは突然自分のエーステの事を思い出した。元はと言えばそれを探しにきたのであった。

「あ、そういえば、私がここに来た理由なんですけど……」とミールが言い出した時、クミールは思い出した様に遮った。

「ということは……もしかして、これってミールちゃんのじゃないかしら」

　スカートのポケットから出されたそれは正にミールのエーステであった。

「あっ！　はい、それ、私のです。私、昨日それをなくしちゃって……」

「そう、それで探しにきたのね。私、昨日これを見つけて何でこんな所にエーステがあるんだろうって不思議だったのよ。念のため取っておいたんだけど、正解だったわ」

　エーステを返してもらうミール。

「ありがとうございます」

「ううん、良かったわね、無事にエーステが見つかって」

「はい……あの、それじゃあまり長居すると迷惑になりますからそろそろ」

　ミールの大人びた口調にクミールは感心したような顔をしたが、やおら「ねえ、ミールちゃん、もっと私に聞きたい事ってないかしら」と言ってきた。

「聞きたい事ですか？」

　聞きたい事なら山ほどある。ただ、今までは他人事なので遠慮して問わなかっただけだ。だが、相手がそう言ってくれるなら是非問いたい。

「不思議だったんですけど……いつの間にこのお屋敷はこんなに綺麗になったんですか」

「あら、ここはいつも綺麗に掃除してあるわ」

「いえ、そうじゃなくって……昨日来た時は……その、もっと……」

　口篭もるミール。流石に屋敷の住人を前に幽霊屋敷とは言えない。

「もっと……歴史が経ったような建物だったような気がしたんですけれど」

「廃墟かと思ったくらいに？」

　ミールはぎこちなく頷いた。

「ミールちゃん、あなた、玄関の張り紙を見なかった？」

「あ……見ました。ごめんなさい、私、関係者じゃないのに勝手に……」

「いいのよ、あなたは問題を解いたんだから。このセルフィッシュガーデンに入る資格を得たという事よ」

「問題？」

　ミールはきょとんとした。

「そう。あの張り紙に対して論理的思考を試みたものでなければ、このセルフィッシュガーデンには入れないのよ」

「一体何の事ですか」

「あなた、『ミールの書』を持っていないかしら」

　ミールは手提げの中に手を入れた。頑丈なミールの書を取り出すと「これですか？」と聞いた。

「そうね。それがミールの書よ」

「あの、ミールの書って一体なんなんですか。私、ちっとも……」

「ミールの書は言葉通りあなたの本よ、ミールちゃん。最初のページを開いて御覧なさいな」

「でも中は白紙で」というがクミールは手で開くように促す。その言葉に従って本を開くと白紙だった筈のページに文字や絵が書かれていた。

「きゃっ」

　ミールは驚きのあまり本を落としてしまった。自分はこの本に何か書きこんだ覚えは全くないのだ。

「*Be careful, yunk mir. この本は大切にしないと」

「い、いったいどうなってるんですか、この本」

　ミールは怯えた声で言った。

「ごめんなさいね。別にあなたを怖がらせるつもりはないのよ。ただ、今はまだあまり詳しく教えてあげる事はできないの。ごめんなさいね」

　クミールの言葉にミールはいくらか落ち着きを取り戻し、本を拾う。応接間の床にも絨毯が敷かれているので本は傷ついていなかった。

　扉ページの部分は未だ白紙だが、２ページ目には絵や文字が書かれていた。ページの上はあの張り紙と同じ文面が囲み線で囲まれていて、その下に＜ミールの答え＞という欄があった。その欄には先程ミールが門前で述べた言葉の出だしの言葉が書かれていて、１～２行もするとそれは途切れており、末尾に「→」という印が書かれていた。

　ミールが「なんだろうこれは」と思いながら「→」の印に視点を移すと、急に文字が本の中から飛び出してきて、立体映像の様に浮かび上がった。

「きゃっ」とまたもやミールは本を落としそうになるが、なんとか耐えた。

「どうかしたの、ミールちゃん」

　クミールは立体映像に気付いていないのだろうか。平然とした顔で紅茶を飲んでいる。

「え……だって、いきなり文章が……。あの……見えないんですか」

　混乱するミール。ミールの眼前には先程ミールが門前で述べた言葉が全て文章になって立体映像として宙に記されている。立体映像の文字は淡い蛍光の水色であり、非常に美しい。

「今は見えないわ。でも、あなたの文章を見ようとする意思を共有すれば見えるようになるわ。でも、今ミールちゃんが見ているのは問題に対する自分の解答でしょ。それを勝手に見るのは気が引けるから……。勿論、見ても良いなら見たいけれど」

「は、はい、どうぞ……」

　ミールは訳もわからず答えた。

「ああ、なるほど。これがミールちゃんの答えなのね」

　クミールは虚空を見つめながらにこにこしている。目の動きが文章を読む時の動きをしているので、文を読んでいるようだが、ミールにはさっぱり見えない。

「あの、何をやってらっしゃるんですか」

「あなたの答えを読ませてもらっているのよ」

「何か……見えるんですか」

　おずおずと聞くミール。

「今度はあなたが私が見ているものを見ようと思えば良いのよ。つまり、意思を共有するという事よ」

　実感の沸かない説明だが、言われるままにミールはクミールの見ている物を見ようとした。何もないところに何かを見出すのは慣れないことで、ミールには始めそれが馬鹿馬鹿しく思えた。が、暫くすると淡い蛍光色の紫の文字で書かれた文章がミールの目に見えてきた。

「わぁ！」

「どう？ 見えるようになったかしら」

　紫色の文章はクミールの目の前でふわふわと浮いている。

「はい……とても綺麗です」

　文章の内容はミールの見ていた水色の字のものと同じであった。不思議な事にクミールの見ているはずの紫色の文章はミールからみて鏡文字には見えなかった。まさか、クミールが鏡文字で見ているということだろうか？ 

「あの、クミールさんは鏡文字で見てらっしゃるんですか？」

「ううん、そんな事はないわ。私もミールちゃんの文章は普通に見えるから」

「これって一体なんなんですか。なんで字が空に浮かび上がるんですか」

　ミールは好奇心旺盛に聞いたがクミールは一瞬きょとんとして「さぁ、わからないわ」と答えた。「そんなまさか」とミールは訝しがったが、クミールは不意に諭したような顔をして「じゃあ、ミールちゃんは電球がどうしてつくのか知ってる？」といった。

「えっと、それは、フィラメントが……えっと。……わかりません」

「ね。物っていうのは使っていても、その仕組みは意外と知らないものよ」

「それってこれが機械だからですか？」

「これは機械仕掛けだなんて言っていないわ。機械以外の事だってわからないことだらけよ。例えば私達みたいな生体は食物を摂取すれば胃で溶かし、腸で栄養を吸収するけど、具体的にどのような成分がどの様に働いてその過程を作るのかなんて解かる人はあまりいないわ。解からないまま自分の生体としての能力を使っている人だらけだもの」

「なるほど」

　ミールが頷くと「今の説明で通じたの？」と感心した様に言う。

「はい、十分でした」

「ミールちゃんっておりこうさんなのね」

　クミールはミールに向かってにこりとした。

「ところで、２つも文章がでてると見にくいわ。あなたと私は今お互い真正面に座っているから、文字が重なって余計に見づらいのよ。私の紫のを消すから、あなたの水色のをみせてちょうだいな」

「え、それってどうすればいいんですか」

「自分の色の文章を相手に見せたい時は、自分の文章を見ようという意思を相手にも共有させようと思えば良いわ。まぁ、あなたが見ているものを私にも見せようと思えば良いのよ。さぁ、お願いね」

　言われるままにミールはクミールに文章を伝える意思を送った。するとクミールは「ありがとう、見えるわ」といった。こんな簡単な事で伝わったのかとミールは不思議がったが、もう聞かない事にした。

　＜ミールの答え＞の欄に目を通すと、今度はその下の＜論理的TIPs＞という欄に目を移す。だが、この欄は空白になっていた。そして一番下には＜解答の評価＞という欄があった。

「制約がかからなければ通れるとは言いきらず、「或いは」と付け加えたのが評価できる。但し、議論が感情的でありすぎた。――ヒュノ・ラ・ノワ・アルマ＝2・3・1・2

　……これって何を意味するんですか？」

「あなたはあの張り紙と議論をしたことになっているのよ。ヒュノは相手の論理に対する対応力、ラは自分の論理に対する対応力で、ノワは論議中にどれだけ論理的態度を保てたかというのをそれぞれ数値化しているのよ。それぞれ評価は４段階で、１が最低で４が最高。学校の成績と同じ付け方よ」

「アルマは？」

「アルマはその問題の解答に対する総合的な評価になっているわ。ただ、ヒュノ・ラ・ノワの平均点を取るという単純なものではないらしいけど」

「らしいって……この本、クミールさんが作ったんじゃないんですか？」

「ええ、私じゃないわ。私はただのセルフィッシュガーデンの住人だもの」

「じゃあ」

　ミールは身を乗り出して聞いた。

「誰が作ったんですか」

「それはいえないわ」

　初めてクミールがぴしゃりと言い放った。

「このセルフィッシュガーデンはね、あなた次第なのよ、ミールちゃん」

「何が私次第なんですか」

　問うミールにクミールは笑顔を取り戻して言う。

「案内してさし上げるから、まずはそのアールグレイを飲みましょう。冷えてしまうわ」

「……」

　アールグレイを飲むミール。もはや味なんてわからない。言われるままに飲み干すと、ミールは席を立った。クミールもゆっくりと立つ。

「ついてらっしゃいな」

　部屋を出るクミール。ミールもそれに続く。屋敷の中は外より涼しいので外でかいた汗が冷たくなって少し寒い。風邪を引いてしまうのではないかと心配になった。

　応接間を出ると、隣の部屋のドアへ向かうクミール。

「この部屋にはもう寄った？」

　ミールは首を振る。

「カギがかかっていたから」

「あら、この屋敷にカギの掛かっている部屋なんて１つもないわ」

「え？」

　ミールの困惑を尻目にクミールはいとも簡単にドアを開けた。

「どうして……？ 私、確かに昨日……」

「それはね、あなたが最初の問題を解いたからよ。だから、この部屋に入る資格を得ることができたの。他のドアも私なら開く事ができるわ。でも、あなたは許されない限り入れない。

　そしてここが次の部屋よ……」

　ドアを開けた瞬間、大量の埃が宙を舞う。部屋の中は応接間よりもやや狭かった。使用されている様子は全くない。なぜならこの部屋は昨日の屋敷の様に汚れているからだ。

「こ、この部屋です。この部屋のようになっていたんです、昨日来た時は」

「屋敷全体が、かしら」

　頷くミール。どうやらクミールは初め会った時に言っていたより遥かに遥かにこの屋敷の異常さについて知っているようだ。

「ねえ、ミールちゃん。あなた、この屋敷に興味ってあるのかしら」

　ミールは少し考えてから大いに頷いた。こんな不可解な体験は今までに味わった事がない。

「はい、とっても」

「じゃあ、この屋敷がどうなっているのか知りたい？ 開かないドアの向こうに何があるのか、何でこの屋敷ではミールちゃんが驚くような事が起こるのか、とかをね」

　クミールの言葉にミールは結わいている髪が形を崩してしまいそうなくらい何度も大きく頷いた。クミールはそんなミールを見て告げる。

「それがあなた次第だということよ」

「私次第？」

「あなたがこの屋敷の謎を解いていく度、セルフィッシュガーデンには光が指しこむの。あなたが全ての謎を解いた時には、セルフィッシュガーデンの本当の姿がわかるわ。それに、もしあなたが嫌ならしなければ良い。セルフィッシュガーデンは無理強いをしないわ。セルフィッシュガーデンの謎を解く義務はないの。だからこそ、あなた次第という訳よ」

　ミールはゆっくりと頷いた。光と聞いてミールの書に書かれていた消えた文面を思い出す。どうやらもはや自分がこの屋敷の有り方を左右するということは否めないようだ。

「そして、あなた自身の事もね……」

　付け加える様にクミールは言ったが、ミールが「私自身？」と聞くと「何でもないわ」といって微笑みを消した。

　部屋の中は昨日と同じく古びていて、どこかかび臭い匂いがする。入り口から見て正面には窓があり、カーテンはなく、荒れ果てた庭が見える。家具は右前方の隅に机が一台あるだけで、机には椅子すらついていない。

　机の上にはりんごが１つ置いてあった。赤いりんごでよく磨かれていて、全く汚れておらず、綺麗で瑞々しい。但し、汚い机の上に乗っているのでミールは決して食べたいとは思わなかった。

「あの、この部屋のどこにその問題って言うのがあるんですか」

「問題はね、このりんごよ」

　クミールは机に歩み寄ると、りんごを手に取った。

「りんご……。それも玄関の問題みたいに論理に関係する事ですか」

「ええ、そうよ。セルフィッシュガーデンの問題は全てそう。お絵描きやアルカ正書や歴史の問題ではないのよ。尤も、問題じゃなくて、他人の説明を良い子に聞く事によって光が差すこともあるわ」

「なんで論理なんですか」

　聞いたところで満足できる解答は帰ってこないだろうなと思いながらもミールは問う。

「まあ、簡単に言うとそれがセルフィッシュガーデンのレーゾンデートルだから、かしらね」

「……じゃあ、何故、セルフィッシュガーデンはそのようなレーゾンデートルを持っているのですか」

　居心地悪そうに問うミール。返ってくる答えはわかりきっていたのだ。クミールはそれに対し予想通りの答えを返す。

「それを知りたいのなら、セルフィッシュガーデンに光をもたらす事だわ、ミールちゃん」

　ミールは言葉を返す代わりにゆっくりと頷いた。

「さてと、突然だけれども、ミールちゃんは今私が手に持っている物がなんだかわかるわよね」

「りんごです」

　ミールはできるだけ無表情に答えた。

「そう、りんご。りんごは赤い。そうよね？」

「え……それは違うと思います。確かに赤いりんごはありますけど、緑のりんごだってあるじゃないですか。りんごが赤いとは限らないと思います」

　そう言うとクミールは「うん」と唸った。

「じゃあ、りんごは丸い。これは正しい？」

「それもそうとは言いきれないと思います。切ったりんごはアーチ状になったりしますが、依然りんごですから」

「ミールちゃんって本当におりこうさんね。言葉遣いも大人びているし、とても12才の子と話している様には感じられないわ」

　ミールは何故クミールが自分の年を知っているのが気になったが、捨て置くことにした。ミールの書などという自分宛の本が用意されていた以上、ミールのプロフィールくらい既に知られていて当然だと思ったのだ。

「それじゃあ、まるごとのりんごは丸い。これは正しい？」

　ミールは暫し考えてから頷いた。丸くないりんごなど見た事がない。

「じゃあ、ここから扱うりんごは全てまるごとであるとしましょう。すると、今のは単純にりんごは丸いものだと置きかえられるわね。

　さて、りんごは丸いものだというのが正しいとするならば、丸いものはりんごだというのも正しいといえるかしらね」

「正しいとは言えないと思います」

「どうして？」

「だって、丸いものはりんごだなんておかしいです。風船だって丸いけど、風船はりんごではないでしょう？」

「そうね、りんごは丸いからといっても、丸いものはりんごだとは限らないわね。ところでミールちゃんは今話していることが論理学という学問では何と呼ばれているか、知ってる？」

　ミールは首を横に振った。論理的に物事を考える事は自分の趣向であり、また得意とするところでもあったが、論理学という学問分野にまでは身を乗り出していなかったので、術語に関してはミールは全くの無知であると言って良い。

「「りんごならば丸い」という文を「順」とすると、「丸いものならばりんごだ」という文は「逆」と呼ばれるの」

「じゅん……と……ぎゃく？」

「そうよ、わかる？」

「なんとなく……。他に例はないですか」

「そうね。ミールちゃんは女の子よね。じゃあ、「ミールちゃんならば女の子」という文を「順」にすると、「女の子ならばミールちゃん」という文が「逆」になるわ。これで例は足りたかしら？」

　ミールは瞳を右に動かす。心なしか首を左に傾ける。

「じゃあ、「クミールさんなら大人の女性」っていう文を、その、なんていったっけ……「じゅん」っていうのにすると、「大人の女性ならクミールさん」っていうのが「ぎゃく」になるんですか？」

　クミールは「そう、あたり」といって頷いた。

「じゃあ、順の文を逆の文にすると、正しくなくなるんですね」

　ミールは光明を見付けたように言った。

「どうしてそう思うの？」

「だって、今まで出てきた３つは全部そうだったから。えっとね、りんごなら丸いといっても、丸いものならりんごだっていう逆の文は正しくないと思います。だって、風船だって丸いもの。

　それに、私が女の子だからといって、それを逆にして、女の子なら全員私になるなんて考えたらおかしいです。私のお友達のエンナちゃんはミールじゃないけど女の子だから。

　あと、クミールさんは大人の女性っていう文を逆にして、大人の女性はぜんぶクミールさんだって言ってもおかしいです。だって、私の学校のリーザ先生は大人の女性だけどあなたじゃないですから」

　ミールは一気に捲くし立てた。言い終えた時、ミールは自分の論理性を誇っていた。クミールはりんごを机に戻すと静かに口を開く。

「そうね、順の文が正しいとき、逆の文は正しくない事が多い様ね。でもね、ミールちゃん、それならこういう場合はどうかしら。えーとね、ミールちゃんは何人兄弟かしら？」

「え……？ ひ、一人っ子ですけど」

　突然話題が変わったので一瞬うろたえるミール。クミールはその答えに満足したような顔をする。

「そう、じゃあ、こういう場合を考えてみましょう。「ミールちゃんは、ミールちゃんの家の子供です。」さあ、こういう場合はどうかしら？」

「え……まず、この文を順として、逆の文を考えると……」

　術語を上手く使い思考するミール。今聞いたばかりの術語だというのに慣れが早い。ミールは自分の適応力の高さに感心していた。

「逆の文は「私の家の子供は私だ」になります」

「で、その文は間違いかしら？」

「ん……。あれ？ ……間違ってないわ」

　ミールの家の子供だからといってそれが必ずミールになるとは限らないと言おうとしたが、よくよく考えれば自分は一人っ子なのだから、ミールの家の子供と言えば自分に決まっている。だからこの逆の文は間違っていない。すると、自分の言った「順の文を逆の文にすると、正しくなくなる」という考察は誤りだった事になる。

「私、間違っていたみたいです」

　ミールは赤くなっていった。自信があっただけに恥ずかしい。だが、クミールはその事について何も言及せず、続けた。

「つまり、逆の文というのは正しくない事があるみたいだけど、かといって必ず正しくないとも言い切れないという事なの。こういうのを「逆は必ずしも真ならず」というわ」

「はい……」

「じゃあ、もう一度このりんごね」

　クミールは机に戻したりんごをまた手に取った。

「「ミールちゃんなら女の子です」という文を順の文とするわね。さて、それでは「ミールちゃんでなければ女の子じゃない」という文を考えてみましょう。この文は逆の文かしら？」

　ミールは腕を組んだ。何かさっきまでのとは毛並みが違う気がする。さっきまでは文の頭の言葉と尻尾の言葉の順番が入れ替わっていたような気がしたけれど、この文では頭と尻尾は入れ替わってない。それに、話しの流れを考えればもう「逆」という言葉の説明は終わった筈だ。ミールはそう考えると、首を横に振って否定した。

「そう、あたり。「りんごでなければ丸くない」は「裏」の文というのよ」

「うら……ですか？」

「そう、もう一つ例題が欲しい？」

「いいえ、私が先に試して見ます」

　ミールは汚名返上を図った。

「ええと、そうですね。例えば、「クミールさんなら女性だ」という文を順とすると、「クミールさんじゃなければ女性じゃない」というのがその「裏」ってのになると思う……んですけど……」

　最後のほうはすっかり自信を失って声が消え入るようになってしまった。だが、ミールには多少の自信が有った。ミールは逆の文や裏の文の作り方というのを見ぬこうとしたのだ。作り方さえ分かれば自分の作った文はちゃんと「裏」の文になっているはずだからだ。ミールはこう考えたのだ。

　まず、ある文から具体的な言葉を抜く。「ミールは女の子だ」のような文から「ミール」や「女の子」などという具体的な言葉を抜くのだ。そして抜いた代わりに適当にＡとかＢとかいう記号を入れるのだ。するとこの文は「ＡはＢだ」という形になる。そしてこの文を順とする。

　次に、逆の文は「女の子ならミールだ」となる。これは女の子がＢでミールがＡと置きかえられているのだから、「ＢならＡだ」となる。

　ところで、クミールが出した「裏」の文は「ミールじゃなければ女の子じゃない」というものだった。ミールはＡで、女の子はＢになっているのだから、この文は「ＡでなければＢでない」と考える事ができる。

　そうすると、「ＡでなければＢでない」のような文章が裏の文になるのだろうとミールは考えたのだ。あとはＡやＢに「クミール」や「女性」などという適当な言葉を入れれば例文の完成だ。ミールは自分の明晰さにうっとりとした。

（今日はお誕生日だから１つ年が増えた分だけおりこうさんになったんだわ！）

　クミールはミールの答えを聞くと「そうね」といった。

「あらら、もしかしたら私のお役目はあまりないのかもしれないわね。もうミールの書に書き込みをできるんだもの」

「え？」

「ミールちゃん、その可愛い手提げを見て御覧なさいな」

　言われてミールは右手に下げた手提げを見る。手提げは何故か内部が光っている。手を突っ込むとどうやら光っているのはミールの書のようだった。

「２ページ目を開いて御覧なさいな」

　言われた通りにすると突如蛍光色の水色の文字が先程と同じように立体的に浮かび上がった。見ると光は＜論理的TIPs＞の欄から登っている。

「これは……」

　光の文にはこう述べている。

“「逆」……命題の仮定と結論を入れ換える操作。

　　　　　一般に「ｐ→ｑ」を「ｑ→ｐ」にする操作のこと。

 「？」……

 「裏」……命題の仮定と結論を共に否定したものにする操作。

　　　　　　一般に「ｐ→ｑ」を「￢ｐ→￢ｑ」にする操作のこと。

 「？」……

 「ｓ－ｐ」なら上記の仮定は主語に、結論は述語になる”

　ミールは目をぱちぱちさせた。書いてあることの意味が全然わからないのである。

「あの……これは何ですか」

「あなたが気付いた論理についての事よ。あなたは「逆」と「裏」について自分で理解したわ。あなたの思考はシャンテで出せるから、見てみると良いわ」

「シャンテ？」

「ああ、ごめんなさいね、いうのを忘れていたわ。シャンテというのは今ミールちゃんが見ている水色の光の文のことよ」（注：シャンテは「答える」「応じる」「叫ぶ」「話す」「伝える」などの意。ここでは「伝える」の意。動名詞シャンテルでなく、動詞の名詞的な使用例）

「シャンテの出し方は慣れるまで時間が掛かるわね。じゃあ、私が」

　そういうとミールの目前に紫色の光の文章――シャンテが現れた。そのシャンテには先程ミールの考えていた思考が表示されていた。

“次に、逆の文は「女の子ならミールだ」となる”とか“そうすると、「ＡでなければＢでない」のような文章が裏の文になるのだろう”といった文面が表示されている。自分の考えていた事が文面になって出てくるというのはとても不思議な感じがした。

「ふふ、ミールちゃんの思考って綺麗ね。とても読み易いわ」（注：クミールとミールはアルカで話していて、日本語で思考していない。だからクミールは「ミールの思考は浅はかで読み易い、悟り易い、分かり易い」という意味でミールの思考を読み易いといっているのではない。また、ミールもそのような皮肉の可能性を考えるに至らない）

「なんか、思考っていう言葉に読み易いって言葉がつくのって不思議な感じがしますね」

「そうね。でも、すぐ慣れるわ。本当にあなた、とっても綺麗だわ……。普通、慣れない子がシャンテをすると余計な思考ばかりが入ってしまうのに」

　クミールの言葉にミールは気恥ずかしくなって頬をさすった。

「あ、ちょっとここを見てくれる？」

　クミールはりんごを手に握ったまま、ミールを促す。一瞬、ミールは「ここを見て」と言われたもののどこを見れば良いのかわからず迷ったが、クミールの出したシャンテの一部が赤く光っているのですぐにそこだとわかった。

　ミールは邪魔な水色のシャンテを消そうとミールの書を閉じた。一度ミールがページの更新を確認したからだろうか、ミールの書は光を消した。恐らく次に見た時には黒緑字正書体アルカで出だしの数行が書かれているのだろう。

「この赤い所の「ＡならＢだ」の所に注目してちょうだい。これをミールの書のTIPsの所と比べてみるわね……って、あらら、もう閉まっちゃったの？」

「あ……じゃあ、もう一度出します」

　ミールの書をもう一度開き、２ページの＜論理的TIPs＞の項目を見る。予想通りこの欄は黒緑正書体アルカで出だしの数行が書いてあった。ミールが欄の末端の「→」に目をやると、すぐに水色のシャンテが浮かぶ。

「あの……私にも見せて欲しいな」

　クミールが可愛い声で言う。ミールは「あっ……」と慌てて意思を共有させた。

　これで２場のシャンテが揃ったことになる。（注：シャンテの訳語には助数詞として「場」を採用している）

「いい、ミールちゃん？ 赤い字の「ＡならＢだ」の所は、TIPｓの「ｐ→ｑ」という表記と同じ意味を示すの」

「Ａがｐになって、Ｂがｑになったんですか？」

「そうよ。あと、「→」は「～ならば」とか「～は～だ」を意味するの」

「人間語のBe動詞と同じですか」

「Be動詞に相当する言い方は「ｐ－ｑ」だけど、「→」も卑近ね。こうやって記号を置き換えていくと「ＡならＢだ」と「ｐ→ｑ」というのは同じだとわかるでしょう？」

　頷くミール。そうとわかれば「ｑ→ｐ」は「ＢならＡだ」に対応するのだなと解かる。

「あと、「￢ｐ→￢ｑ」の「￢」なんだけど」

「これは普通のアルカの幻字ですよね？」

　問うミールにクミールは笑顔を返す。（注：「￢」は否定の意味。「～でない」や「not」を意味する）

　なるほど、これでシャンテに現れている記号については全てわかった。ただ、まだ解からないことがある。

「主語とか述語とか命題っていうのは何のことですか」

「主語は、述語が表現する対象のことよ」

「う～ん……じゃあ、述語ってなんですか」

「主語を表現するのが述語よ」

　ミールは頭を抱えた。今のが何の説明になっているのだろう。少なくとも両者が密接な関係を持っているらしいことはわかるのだが……。

「もういいですから、例文で聞きます。例えば「私は女だ」という文を考えた時、何が主語で何が述語になるんですか。それともこの文には主語や述語がないんですか」

「その文の中では、「私」が主語で、「女」が述語よ」（論理専門注釈：『ミールの書』では「女だ」というと繁雑なので「女」という）

「あっ、それなら言葉の時間に学校で習ったことと同じです。それじゃあ、「空は青い」の中では、「空」が主語で「青い」が述語なんですか」

「そうよ。ところで、主語は記号でｓと書き、述語は記号でｐと書くの。すると、「ｓはｐだ」、つまり「ｓ－ｐ」の中ではｓが主語でｐが述語になるの。解かるかしら」

「例で見ると解かりますけど、主語や述語って言うものがそもそもどういうものなのかというのが解からないです。なんで主語や述語という言葉自体の説明についてもっとしっかり教えてくれないんですか、クミールさんは……」

　ミールは少しクミールが自分に意地悪をしているのではないかと疑った。

「何でといわれれば、理解が難しくなるからよと答えるしかないわ。あのね、もしミールちゃんがちっちゃい子に「右」という言葉の説明をしてとせがまれたら、あなたなんて答える？」

「え……？ あの……右手を上げて教えるってのはナシですか？」と聞くとクミールは「言葉だけで教えてあげて」という。

　ミールは暫く考えたが考えがまとまらないので黙ってしまった。

「きっとミールちゃんは「右っていうのは左じゃない方」というでしょうね。手足で具体的に教えてあげられない限りそういうのが精一杯よ。そして、じゃあ、今度は「左」を教えてといわれたらどうするかしら？」

「……右じゃない方……というと思います」

「でしょう。これって「主語を述語に説明されるもの」といい、「述語を主語を説明するもの」ということとそう大差ない事だわ。今は覚えなくても良いけど、こういうのを循環定義というの」

　ミールはクミールの言葉をかみ締める様に頭の中で何度も彼女の言葉を繰り返していた。そうして気になったことを追求しだした。

「でも、もし私だったらそのちっちゃい子に、「心臓がある方が左よ」とか「盲腸がある方が右ね」とか「ペンを持つのが右だわ」とかいって言葉だけで教えてあげます」

「うん、確かにそうやって教える事もできるわね。でも、子供は内臓の位置に詳しくないでしょうし、その子は左利きかもしれないから十分な説明とは言えないわ。仮に十分な説明をするならもっと回りくどい難しい説明になってしまいがちでしょうね」

「……そうかもしれません。だから、クミールさんは主語と述語それ自体についてあまり説明をしなかったんですね。私が難しい説明に迷うと思ったから」

　クミールは何も答えずにりんごを机に戻した。

「さあ、もう残る言葉は命題だけね。命題というのは少し難しいわ。あらかじめ聞いておくけどミールちゃんはこの言葉を知っているかしら」

　ふるふると首を振るミール。

「じゃあ、こういう２つの文を考えましょう。「私はこのような汚れたりんごを食べたくありませんわ」と「俺はこのりんごを食いたくない」よ」

「クミールさんが「俺」だなんて言うとなんだか怖いです」

「あらそう、ごめんなさいね。でも、ミールちゃんにインパクトを与えておきたかったの。今、私が言った言葉を覚えている？」

「「私はこのような汚れたりんごを食べたくありませんわ」と「俺はこのりんごを食いたくない」ですね」

「それじゃあ、ミールちゃん。この２つの文の違いってわかる？」

「言い方がお金持ちそうか怖そうか……」

　ミールの答えに「ふふ、お金持ちなんて風に聞こえた？」とクミールは笑う。

「違うと思ったのはそれだけ？」

「え？ だって、言ってることは同じなわけだし、他には別に……。声の大きさとかかな……」

「そっ、今の話しのテーマはそこよ」

　的を射た様にクミールは両手を合わせて喜ぶ。物腰は相変わらず穏やかで、いかにもクミールらしく、ミールの恐怖心はもう消え去っていた。

「え？ 声の大きさですか？」

「ううん、そっちは置いておきましょうね。

　あの２文は言い方こそ違えど、言っている内容は同じ物だったの。そこがこの話のテーマ。つまり、命題についてよ。

　文というのはね、使われている単語によっていくらでも作る事ができるわ。私が喋った怖い方の文とお金持ちそうな文は、使われている単語が違うからそれぞれ別々の文よね。けれど、ミールちゃんの言う通り、この２文は言いたい事が同じなのよ。結局どちらの文にせよ、このりんごを食べたくないっていってることには変わりないわ。つまり、文の意味が同じだということよ。ここまで大丈夫？」

　ミールは言葉を反芻しながら得心が行くと、頷いた。

「そして、このように、文の意味だけに注目したものが命題なのよ。だから、ある文とある文を比べて、使われている単語が違って言い方が違ったりしても、結局言いたい事が同じなら、それは別々の文でも同じ命題になっているという訳なの。伝わったかしら、ミールちゃん？」

「え～っと。え～っと。それじゃあ「おなかすいた」っていうのと「腹減った」っていうのは別々の文だけど同じ命題っていう事ですか」

「そう、よくわかってるみたいね」

　ミールは誉められると嬉しくなって「えへへ」と笑った。汚い言葉を使って誉められたのは初めてだ。そのままミールは勢いに乗る。

「他にも、「あなたは綺麗だね」っていうのと、“You are beautiful.”っていうのも同じ命題なんですか」

　ミールの言葉にクミールはひどく感心した様でまじまじとミールをみつめた。

「そうよ。ミールちゃん、あなた応用力が凄いわね。私、驚いちゃった。あなたみたいに理解力のある霊人はメルちゃん以来だわ……」

「メルちゃん？」

　首を傾げるミール。クミールははっとして口を押さえると「なんでもないわ。それにあなたならすぐに会えるはずよ」といった。

「とにかく、ミールちゃんの言う通り、言語をアルカから人間語に訳せば文は必ず変わるけど、命題は同じよ。尤も、ヘンな意訳をすれば話しは別だけれども……」

「わかりました。あと、「ｐ→ｑ」や「ｑ→ｐ」や「ｓ－ｐ」なんてという文も命題なんですか？」

「うん、そうよ。これからはもう文って言うのは止めて命題って言いましょうね。論理が最終的に扱うものは文でなくて命題だから」

「うん。でも、命題……かぁ。何の為にあるんだろう」

　呟くミール。たがクミールは何も言わずミールに微笑みを返した。どうやらクミールは現在ミールに話すべき事を明確に持っている様であり、それ以外の話題にはあまり触れないようにしているようだ。ミールに教えるスケジュールでもあるというのだろうか。

「さて、と。これでミールの書に書かれている論理学についての言葉は全て教える事ができたわね。さぁ、シャンテは一度、閉じましょうか」

　そういうと紫のシャンテが視界から消えた。ミールもミールの書を閉じた。

「はい、それじゃあ、ミールの書に残った「？」マーク２つについて、説明をしましょうね」

「順と逆と裏の他にもまだあと２つあるって事ですか？」

「そう。まずは、逆の復習から行きましょうね。ふふ、なんだか私ったら学校の授業をしているみたいだわ。

　ミールちゃん、逆の命題を１つ挙げてみてちょうだいな」

「ええと、「ＡならＢだ」に対する「ＢならＡだ」というような文ですよね……」

「あなた流に言うとそうね。でも、さっき学んだ事からだとそれはどう言いかえられるかしら？」

　ミールは少し考えてから「「ｐ→ｑ」に対する「ｑ→ｐ」という命題……？」といった。

「そう、あたってるわ。それじゃ例をお願い」

「……ミールならミールの家の子供だ」

　ミールは先程自分が悔しい思いをした例を挙げた。なんとかこれを使って名誉挽回をしたかったのである。

「それを順とするの？」

「はい。だから、この文……じゃなくって、めーだいを逆にすると「ミールの家の子供ならミールだ」になります」

「はい、ありがとう、けっこうよ。あたってるわ。これはさっき出てきた例ね。たしかこの場合、逆の命題は正しかったのよね。だってミールちゃんは一人っ子だから。

　逆の命題は「必ずしも真ならず」だったわ。逆が正しい時もあれば違っている時もある。これは正しかったけど違ってる例なら前にも出したわ。

　さて、ところで逆が正しい場合と間違っている場合の差が解かるかしら？」

「え……わかりません。何か見分ける方法があるんですか」

「ええ、あるわ。順が正しい時に逆が正しいかどうかを調べる方法、即ち、「ｐ→ｑ」が正しい時、「ｑ→ｐ」が正しいかどうかを調べる方法はあるわ。ちょっと考えてみましょうね。

　さっきからミールちゃんは、逆の命題が正しくない時、どんな根拠を出していたかしら」

「例えば「りんごなら丸い」を「丸いものならりんごだ」と逆にした時のことですね。この時は、「丸いからといってりんごとは限らない。風船だって丸いけどりんごじゃないから」っていって正しくないっていったんです」

「そうだったわね。もう１つ例を出してくれる？」

「「クミールさんなら女性だ」という命題を順にして、「女性ならクミールさんだ」という逆の命題を作ります。そうすると、えっと……「女性だからといってクミールさんになるとか限らない。リーザ先生だって女性だけどクミールさんじゃないもん」って……」

「そうね。じゃあ、その２つの根拠の共通点は何かしら？」

「共通点は……「ＢだからといってＡとは限らない。だってＣだってＢだけどＡじゃないわ」……というような文です……か？」

　ミールは頭が混乱してきた。自分の言っている事がもはや正しいのかわからなくなってきた。しかし、意外にもクミールはそれを肯定した。

「そうね。正しくない逆の命題に現れる共通点はそれね。その共通点は逆の命題が正しい時には成り立つかしら？」

　ミールは自分の家の例題を考えた。「ミールの家の子供はミールだ」という逆の命題を考えた時、先の共通点を考えるとこうなる。

（ミールの家の子供だからといってミールとは限らない。だって……だって……あれ？ この後が続かないわ……。ああ、そうか、私の家には私以外子供がいないんだから、Ｃに当たるものがでてこないのね……。ミールの家の子供だといえばミールに限られるというわけね。よくよく考えればなんて当たり前の事かしら……）

　ミールは少し肩透かしを食らわされたような気がして、気の抜けたため息をついた。

「その共通点は逆の命題が正しい時には成り立たないと思います。だって、Ｃに当たるものがないんです。後が続かないわ」

「そうね。そうやってＣに当たるものがない時は逆の命題は順が正しい限り、正しいわ。普通の言葉にすると、「だけ」という言葉が命題に登場すれば良いのよ。例えば「ミールちゃんだけがミールちゃんのお家の子供だ」といえば、Ｃがない状態を表現できるでしょう？ このような場合は逆の命題といっても確実に正しいの」

「順の命題が正しい限り、ですか？」

「そう。そして、このように順が正しければ必ず逆も正しいような状況を作る条件を「双条件」というの。覚えておいてね、これが１つ目の「？」に入る論理学の術語よ」

「双条件……ですか」

　ミールが呟くとミールの書がまた光った。本を開くと「逆」の項目の下の項目の部分が「？」から「双条件」にかわっていた。説明の部分には正に今クミールが語った事と同じように書かれていて、ミールは改めてシャンテが不思議になった。

「これで「？」はあと１つですね」

　本に目をやりながらミールは言う。

「じゃあ、次の部屋に行きましょうか」

　クミールはさらりと言った。ミールはぴくっと顔を上げると不思議そうにした。

「でも、まだ「？」は無くなっていないんですよ。それでも次の部屋って行けるんですか？」

「ええ、あなたにはもう十分その資格があるわ」

「けど……けど、まだこの部屋に光っていうのは届いてないと思うんですけど。だってほら、まだ部屋はこんなに誇りだらけだし」

　床を指すミール。まだ床には所々大量の埃が集まっており、ミールが脚踏みをするたびに埃が宙を舞うほどで、応接間とは似ても似付かない。

「最後の「？」を理解するのはね、まだミールちゃんには難しいと思うの。だから、取り敢えず先に次の部屋へ行きましょう。残った「？」は後からでも解決できるものだわ。ね？」

　クミールの優しい「ね？」にミールの心は素直に動かされた。りんごを机に残し、部屋を出るクミール。ミールもぱたぱたと音を立て後をついていく。

　結局この部屋は何の部屋だったのかも解からないままミールは次の部屋へ向かった。部屋を出て、廊下を横切る２人。結局来たのは今までいた部屋の廊下向かいの部屋であった。

「ここが次の部屋よ」

　クミールがドアに手を置くとドアはゆっくりと開いた。

「ここは……」

　中は今いた部屋と同じでやはり汚れていた。部屋の広さも今の部屋と同じくらいで、正面に窓があるのは同じだ。但しカーテンは掛かっている。

　そしてこの部屋には中央に大きなピアノがあった。家具は他にはなく、この部屋にあるのはどうやらこのピアノだけの様だ。

「音楽室……ですか？」

　床に目を落とすとどうも床の質が前の部屋と違う事に気付く。ピアノなどの重いものに耐えねばならないので特別頑丈に作ってあるようだ。ところどころ床には綺麗な面があった。ゴミが偶々集まらずに自然に出来た綺麗な部分ではなく、以前ここに何かが置いてあったかのような綺麗さだ。

「この床の綺麗になっている四角いところなんですけど、ここに何か四角いものが置いてあったんですか？」

「楽器入れよ、黒いケース。トランペットが入っていたの」

「ああ、それで……」とミールは頷いた。この屋敷には音楽室まであるのかと思うと改めて驚きが沸いてきた。

「でも、なんでピアノだけ残ってるんですか？」

「必要ないからよ」

「壊れちゃったんですか？」

「ううん。あなたに必要ないからよ。ここに今のところ必要なのはこのピアノだけ。必要次第でバイオリンでもフルートでもリュートでもハープでもなんでも出すわ。但しハープは借り物になってしまうけれど」

　クミールは１人でくすくすと笑っている。しかしミールが不思議がるとすぐに止めた。クミールは１つ咳払いをすると大きく息を吸い込んだ。ミールは埃が胸に入らないかと心配しながらその様子を見ていた。

「さぁ、ミールちゃん、前の部屋ではたくさんの事を学んだわね。まず、基本的な事として、主語と術語、そして命題とは何か。また、ｐやｑ、ｓやｐという記号への置き換え。「ミールちゃん」とか「りんご」とかをそういった記号に置き換える事によって命題が随分見やすくなったわ。

　他にも「→」や「￢」についても学んだわ。これも命題を見やすくするためよ。「ミールちゃんの家の子供ならミールちゃんです」というよりも「ｐ→ｑ」の方が大分見やすいでしょう？ 

　と、そこまでは基本的な事だったの。あの部屋で学ぶべきだったのはこんなことだったのよ。まず、ある命題を順とした場合、逆と裏はどのような命題になるか。そして双条件とは何か。あの部屋で本当に学ばなければ行けなかったのはたったこれだけだったの。主語や術語の説明のせいで、随分長く感じたでしょうけれど、あれは基本的な事だから別個で覚えておいてほしいの、お願いね」

　「お願い」と言われてミールは不思議な感じがした。先程からクミールは自分に物を教えてくれているが、それはミールがこのセルフィッシュガーデンの謎を解きたいと願ったからである。むしろこちらが教えてもらっている事に感謝を示すべきであり、決してクミールがミールに願って覚えてもらうような事はない。それどころかミールは自分が彼女にずけずけと質問を浴びせている事を悪いと思っているくらいだ。だが、そういったことについて何も言及しないのはクミールの優しさからだろうとミールは判断した。

（クミールさん……好きだなぁ……）

　ミールはクミールに微笑みかける。いつか自分も大きくなったら彼女のように落ち付いていて優しく綺麗な女性になりたいと思った。

「どうかした、ミールちゃん？」

　ミールの様子が変だったのか、クミールは心配した様に聞いてきた。ミールは首を振って否定すると、口を開いた。

「あの……今の長かったんで、シャンテにしてもらえませんか？」

「ええ、いいわよ」というとすぐにシャンテを出すクミール。彼女の今の台詞が全て記載されている。ミールは暫し熟読すると、確認を終えた。

「ありがとうございました」と礼を言うとシャンテは消えていった。

「それで……この部屋では何を教えてくれるんですか。まず、問題はなんですか。それとも代わりにさっきみたく説明を聞くんですか」

「ここでの問題は、あのピアノよ」

　クミールはピアノを指差す。ミールはとことこピアノに歩み寄る。足音が先程までとは異なっていて、なんだかミールは楽しい気分になった。

「弾いて良いですか？」

　ミールはピアノが弾けない。ただ、悪戯に鳴らしたいだけだ。

「ええ、どうぞ」

　許しを得ると椅子に腰掛けるミール。少しふかふかしている椅子がお尻に当たって気持が良い。応接間の革のソファーと違い、フラッフィーな布団の上に座っている様で少しくすぐったいこの感覚が好きだ。

　ピアノの蓋に手をかけるミール。黒いピアノの蓋は見ただけで重そうな気がした。なんとか蓋を開けると一番左の白鍵盤を左手の人差し指で押す。確かこれが一番低い音が出る筈だ。

　ミールが鍵盤を押すと、ポーッと低い音がした。ミールは思わず手を引っ込めた。音の低さに驚いた訳ではない。

「な、なに今の……？」

「どうかした、ミールちゃん？」

　微笑をたたえながらクミールが歩み寄ってくる。ミールは困惑した顔を彼女に向けた。

「ピアノなのに……笛の音がした……」

　今度は一番高い鍵盤を指で押す。すると今度はピーッと高い音で笛の音がなった。どうやら音はフルートの様だ。だが、何故ピアノを弾いているのにフルートの音が響くのだろうか。ミールは不思議がった。

「実はこのピアノはフルートの音が出るの。おかしいわね、ピアノなのにピアノじゃない。ミールちゃんはこれをピアノだと思うかしら」

「お、思えません。だってこんなのちっともピアノじゃない……」

「そうね。それじゃあ、これならどうかしら？」

　クミールはミールの横に立つと、ピアノを弾いた。

　ポーンと「レ」の音が鳴る。

「あ……ピアノの音だ」

「そう、もうこれはピアノに戻ったわ」

　そう言うとクミールは一番低い音から高い音まで鳴らしていった。

「これはピアノかしら」

「そう思います」

「それじゃあ、これはどう？」

　後ろを振り向くクミール。つられて振り向いた先にはバイオリンが一台横になっていた。

「いつの間に……」

　呆然とするミールを尻目にクミールはバイオリンを弾いた。綺麗な音が響き渡る。

「さて、これはピアノかしら？」

　ミールは即座に「バイオリンです。絶対ピアノじゃないです」と答えた。

「そう、これはバイオリンとも言えるし、ピアノじゃないものとも言えるわね。それじゃあ、今ミールちゃんが持っている物を吹いて聞かせてちょうだい」

「え？」

　手元を見ると握った覚えのないフルートがしっかり左手に握られていた。もはやミールは驚くのに疲れ、素直に吹くことにした。フルートを口につけるのは初めてだが、適当に息を吹きこんだらなんとか音らしい音は出た。

「綺麗な音ね。私、フルート好きだわ。ハープもピアノも同じくらい好きだけれど。ところで、ミールちゃん。それはピアノだと思うかしら」

　フルートから口を離すと「いいえ、これはフルートですからピアノじゃないです」といった。

「そう、それはフルートともいえるし、ピアノでないものとも言えるわね。ところで、「ピアノじゃないもの」という言い方は、ピアノを何した言い方と言えるかしらね」

「……ピアノを否定した言い方といいたいんですか？」

　ミールの答えに彼女は満足気に頷いた。

「あたり。ところで、ミールちゃんはピアノは好き？」

「好きです。綺麗な音だから」

「それじゃあ、「ミールちゃんはピアノが好き」という命題を考えてみましょう」

　そういうとバイオリンとフルートは消え去り、また２人とピアノきりになってしまった。

「この命題を否定するとどうなるかしらね？」

「……「私はピアノが嫌い」ですか？」

　しかしクミールは同意しなかった。

「う～ん、確かにそれも答えの１つだけれども、今、私の求めている答えではないわね。他にも考えられないかしら」

「ええ……と。「私はピアノが好きじゃない」ですか」

「そう、私が欲しかった答えはそれだわ」

「でも、今のとどう違うんですか？」

　訝しがるミール。

「あら、「嫌う事」と「好きじゃない事」は大いに違うわ。そうじゃない？ だって、「好き」じゃないと言っても必ず「嫌い」とは限らないもの。「好きでもないし、かといって嫌いでもない」という可能性が考えられるんじゃないかしら」

「ああ」と得心するミール。日頃好き嫌いが明瞭に別れている分、それは新鮮な考え方だった。

「つまり、好きを単純に反対語の嫌いにすることと、好きでないということは違うという事ですか？」

「好きの場合はそうね」

「含んだ言い方ですね。そうじゃない場合があるということですか？」

「例えば、「生きている」という命題に対して今と同じような操作をして御覧なさいな」

　ミールは黙って思考した。考えた思考はクミールに伝わる様にシャンテにしておくことにした。

（「生きている」を反対語にして否定すると「死んでいる」になるわ。また、「～でない」を付けて否定すると、「生きていない」になるわ。さて、こうして新しく生まれた２つの命題は違うものかしら？ 私は違うと予想した立場を取っているのよね。これくらいいつも論理的な思考をしている私には簡単な事よ。

　ん？ 今、私が思った「これくらいいつも論理的な思考をしている私には簡単な事よ」ってこと、他人が聞いたらうぬぼれてるって思われないかしら。いやだ、クミールさんに見られたくないわ……）

　ミールはこそっとシャンテを見る。しかし、シャンテにはミールが心配した事は記されていなかった。何故だろうと訝しがったが、考えていく内にその理由が見えた。クミールはシャンテは相手と共有する意思を持たなければならないといった。今のようにミール自身が相手に見せたくないと思った事についてわざわざ意思を共有する筈がないので、シャンテにその事は現れなかったのだ。

（へぇ～、便利なものだわ……）

　シャンテには何度も感心させられるミールであった。

（さて、続き続き。つまり、問題は「死んでいる事」と「生きていない事」が同じかどうかよね。…………でも、これってどう考えても同じよね。あれ？ おかしいな。「好き」と「嫌い」の例の時と違うわ……）

「そう、「嫌い」と「好きじゃない」は違うものだったけど、「死んでいる」と「生きていない」は同じ事なのよね。今回はちょっとシャンテに乱れがあったみたいだけど、大切な所は捉えているわ」

　クミールの言葉に呼ばれる様に彼女を見つめるミール。

「なんで「好き」の時は反対語の命題と「～でない」の命題が異なったのに、「生きている」の時には同じなんですか」

「う～ん、ところで「嫌い」と「好きでない」はどうして違うんだったかしら？」

「クミールさんが「好きではないといっても嫌いとは限らなく、好きでも嫌いでもないというのがありえるから」と言ったからです」

「それと同じ操作を今度は「死んでいる」と「生きていない」にも適応して御覧なさいな」

「……つまり、こうですね。「生きていないといっても、死んでいるとは限らない。なぜなら生きててもいないし死んでいてもいない可能性があるからだ。

　あれ？ ヘンな文になっちゃいました。生きているわけでも死んでいるわけでもないなんて不可能です。そんな可能性なんてありえないわ」

「そう、生きてもなく死んでもいないなんて芸当、私達にはできっこないわ。つまりこの問題はね、ある概念とその反対の概念を両極端にした直線を考えた時、それら２つの概念の間に第３者の概念が入りこめるか入りこめないかの差なのよ」

　本人はしれっと言うものの、ミールには彼女の言葉が難しくてまるで分からなかった。

「う～ん」とミールが悩んでいるとクミールはシャンテを描き出した。紫色のシャンテは字だけでなく、図がついていた。図は横長の長方形になっていて、長方形の内部には２本縦線が引かれていた。当然、長方形の内部に小さな四角形が３つできる事となる。その３つの四角のうち、一番左端の四角には「好き」という言葉が書かれていた。右端の四角には「嫌い」と書かれている。また、真中の四角には「好きでも嫌いでもない」と書かれている。

　次に、その長方形の下にもう１つ同じサイズの長方形が現れた。しかし今度の長方形の内部には縦棒が１本しか引かれておらず、四角形は計２つである。左の四角には「生きている」とかいてあり、右のそれには「死んでいる」と書いてある。

「さぁ、ミールちゃん、このシャンテを御覧なさいな。上段の「好き」の方は「嫌い」との間に「好きでも嫌いでもない」という四角の存在が許されているでしょう？ でも、下段の「生きている」にはそれが許されていないわね。

　「好き」だとか「生きている」という概念を青枠で囲むわね。」

　クミールがいうとシャンテの図はその様に色が変わった。

「次に、青枠の概念に対する反対概念を赤枠にするわ。ほら、「嫌い」と「死んでいる」が赤くなったでしょう？ また、「好きでも嫌いでもない」という部分を黄色で囲むわ」

　クミールの言葉通りに次々と色の付いた枠が出現する。

「そして最後に、「～でない」で表わされる部分を緑枠で囲むわ」

　すると、上段では「好きでも嫌いでもない」と「嫌い」の部分が、下段では「死んでいる」の部分が緑枠で囲まれた。

「緑枠と赤枠の範囲が同じ時、これは何を意味すると思うかしら」

「う～ん。反対語を使った否定と「～でない」を使った否定が同じ命題になる、ということですか？」

「あたり。この場合、上段はどうで下段はどうなっているかしら？」

「上段は範囲が違うので同じ命題ではなく、下段は範囲が同じなので同じ命題です。ああ、こうして図で見ると分かり易いですね。

　ところで、何か、緑枠の方が赤枠より否定を言い切れている感じがします……」

　ぼんやりとしか理解できていないものの、ミールはそう呟いた。

「良い所に気が付いたわ、ミールちゃん。あなたの言う通り、赤枠の部分の否定は黄色い枠の部分、即ち「好きでも嫌いでもない」ような部分を囲んでいないけれど、緑枠の否定は囲んでいるわ。これってつまり緑枠の否定の方が範囲が広いってことだわ。

　赤枠の否定では、黄色い枠の部分を含まないわ。でも、緑枠なら含む事ができる。そして、この緑枠の否定を私達は只の否定でなく、厳密な否定と呼んでいるわ。覚えておいてちょうだいね」

「厳密な否定……。覚える……。厳密な否定、覚える」

　シャンテを見ながら何度もその台詞を繰り返すミール。

「厳密な否定についてはもう解かったかしら？」

「う～ん、多分。要するに厳密な否定は「～でない」という事と同じなんですよね」

「作り方はそれで良いわ。でも、肝心な事は、反対語を使った否定との差ね」

「反対語を使った否定は赤枠だけど、緑枠の厳密な否定は赤枠と黄色枠の両方を含めるってことですかー……」

　シャンテを見ながらぼうっと述べるミール。クミールは「流石ミールちゃん」と言った。

「さて、厳密な否定について理解をしたので、次は反対概念と矛盾概念の説明をするわね。またこのシャンテを見てちょうだい」

　ミールは再度カラフルなシャンテを見上げる。心なしか首が痛い。もう少し下なら良いのになと思うとシャンテはひとりでに下へ降下していった。クミールと見ている高さが変わってしまい、互いが向き合わないという少し不自然な状態のまま話は続けられることとなった。

「シャンテに現れている２つの長方形なんだけれども、上段と下段の違いは何かしら」

「……黄色い枠があるかないかっていうのが一番の違いだと思いますけど……」

「そう、青枠と赤枠の間には黄色い枠が存在できる場合とできない場合があるわね。上段がそうで、下段がそうじゃないものだわ。この内、上段の赤枠のことを青枠から見ると「反対概念」と呼ぶわ」

「今までと違って随分と分かり易いネーミングです……」

「ところで、ミールちゃんは「生きている」の反対概念は「死んでいる」だと思うかしら？」

「はい、だって、生きると死ぬは反対語ですから」

「でもね、実はそうじゃないの。「生きている」に対する「死んでいる」は「矛盾概念」と呼ぶのよ」

「んっと。反対概念と矛盾概念はどう違うんですか？ 取り敢えず、黄色枠があれば赤枠は反対概念になって、黄色枠がなければ赤枠は矛盾概念になるということは想像つくんですけれど」

「反対概念と矛盾概念の違いは反対と矛盾の違いね。矛盾している２つの概念、つまり、下段の青枠と赤枠のことなんだけれどもね、この２つは片方が正しい時、もう片方は必ず正しくないの。また、片方が正しくない時にはもう片方が正しいの。例えば、誰かが生きているということが正しい時は、矛盾概念である死んでいるということは必ず正しくないでしょう？」

「はい、わかります」

「ところが、反対概念はそうはいかないの。片方が正しい時にはもう片方は必ず正しくないというところまでは矛盾概念と同じなんだけど、片方が正しくない時にもう片方が正しいかと言うと、必ずしもそうだとは言えないのよ。例えば、好きというのが正しいとき、嫌いというのは正しくないけれども、好きというのが正しくない時、嫌いというのが正しいとは言いきれないのよ。

　だってそうじゃない？ 好きというのが正しくない時は、嫌いか「好きでも嫌いでもない」かのどちらかが正しいのだから、勝手に嫌いだなんて決め付けられないもの」

　クミールの言葉によく耳を傾けるミール。さっきから論理学とやらの話しを聞いていると、言い方こそ難しいものの、言っていることは当たり前の事が多い様だから、混乱せずに冷静に考えれば迷う事はないはずだ。

「……反対概念と矛盾概念についてはわかりました、クミールさん。教えてくれてどうもありがとうございます」

　機械的にならないようにミールは感情豊かに告げた。

「どういたしまして。それじゃあ、反対概念と矛盾概念の例をそれぞれ挙げてもらえるかしら」

「う～んと、「おいしい」に対する「まずい」が反対概念で、「男性」に対する「女性」が矛盾概念だと思います」

「はい、よくできました、ミールちゃん」

　クミールは拍手をした。ミールは心なしか赤くなってピアノの椅子から立った。次の瞬間、ミールの書が光ったかと思うと、ミールの視界は一瞬光りに遮られた。

「きゃっ、まぶしいっ！」

　思わず目を押さえるミール。咄嗟にふさいだものの目をやられたらしく、頭が痛い。やがてまぶたの向こうの光が消えたのを感じるとミールは目を開けた。驚いた事にその頃には部屋の様子はガラリと変わっていた。

「うわぁ……綺麗」

　床は応接間の様にぴかぴかに磨かれ、見ると自分の顔が映りこんでいる。ここは応接間と違い、絨毯は敷かれていない様だ。ピアノも鉱石のように黒光りし、美しい。部屋を見渡すと辺りには様々な楽器が並べられていた。

「実はここは音楽の練習室だったのよ、ミールちゃん」

　微笑みながらクミールは告げる。

「クミールさん、これ全部弾けるんですか？」

「そうだといいんだけれど……。私はあまり弾けないわ。ピアノ程度ならできるけど、バイオリンは汚くない音を出すだけで精一杯って所かしら。だって、ここは私の親しんでいる部屋じゃないもの」

「他の方のなんですか」

「そう。ある歌姫のね。彼女、歌まで上手なんだから」

「聞いてみたいなあ」

　ミールは本心からそう言った。クミールほどの才女が讃する歌声だ。それは期待して良いものなのだろう。

「セルフィッシュガーデンの謎を解いて行けばすぐに会えるようになるわ」

　クミールのその言葉にミールははっとした。

「そうだ、ミールの書。光ってたから、何か変化があったはずだわ」

　そう言って手提げから取り出し、中を開くと４ページ目に新たに情報が記されていた。一番上には＜テーマ＞という欄ができていて、そこには“ピアノはお好き？ ”とだけ書いてある。また、＜ミールの答え＞には先程自分の語ったことが載っている。

　＜論理的TIPs＞にはクミールの作ったカラフルなシャンテが図として付いている。また、その下にはこの部屋で学んだ項目について書いてあった。項目はそれぞれ「厳密な否定」「反対概念」「矛盾概念」「？」となっていた。

「あれ？ どうしてまだ「？」があるんですか？ もうこの部屋には光が指しこんで綺麗になったのに」

「まだ覚える事があっても光がさし込む事はあるわ。ただし、その場合覚えておいてほしいのは、そういう「？」には気を付けた方が良いという事よ。光りがさしこんでからの「？」は往々にして難しいものがあるようだから……」

「そうですかー。何か大変そうですね」

「そう？ でも、これはあなた次第だから、いつでも嫌になったら帰れるのよ。それは覚えておいてあまり無理をしない様にね」

　頷くミール。

「でも私、どの道もう少ししたら帰らなきゃいけないんです。だって、今日は私のお誕生日だから、エケトネ君やエンナちゃんがパーティーしてくれるって授業が終わってから言ってたもん。それに、エーステだってもう見つかったし、時間がないんです」

「時間のことを気にしているのね。少なくとも時間については心配ないわ。信じられないかもしれないけれど、このセルフィッシュガーデンでは時間は経たないわ」

「……！　時間が……経たない？」

「そう。そのほか、ミールちゃんがセルフィッシュガーデンの謎を解くのに邪魔なものは全て排除されているの。例えばミールちゃんはこの中では病気になったりする事はないわ。いくら埃を吸ったとしても。それに思考の邪魔をする痛みなども邪魔な分は排除されているの。昨日入った時に気付かなかったかしら……」

　言われてみれば思い当たる節がある。昨日はあれだけ３人で屋敷の中を探索したというのに、その後やった外遊びは随分と長く感じた。単調な遊びだから長く感じたというわけではなく、時間が経っていなかったから夕飯までの外遊びを長く感じたのだろう。

　加えて、昨日ここに来る時に怪我をした指の痛みもそういえば屋敷の中ではちっとも気にならなかった気がする。それにこの屋敷ではもう既に不思議な事が山ほど起こっている。だから或いはクミールの言っていることはあながち嘘ではないのかもしれない。それにそもそも彼女は嘘をつくようには見えない。

「じゃあ、ひょっとしておなかもすかないんですか」

「空腹でめまいがして思考できなくなる様ならそれは邪魔になるから、そこまでの空腹はないわ。でも、普通におなかは減るわよ。*And you’ll be to use the rest room. でも大丈夫、おなかがすいてもキッチンがあるわ。*And you can use our rest room.

　それと、あなたは眠くもならないわ。勿論、ちょっとくらいならなるけど、思考の邪魔をする程度には決してならないの。それでも、お昼寝したい時はいつでもどうぞ。時間はどうせ経たないのだから」

　ミールは今日学校でリーザに抱きつかれて祝福を受けた時に、眠いと思った事を思い出した。そういえば昨日は夜遅くまで眠れなかったので今日は眠かった筈だ。なのに今はさほど眠くない。これもクミールの言うように、セルフィッシュガーデンにいるおかげなのだろうか。

「今のことから解る様にように、ここではあなたの論理の邪魔をするものは何もないの」

「そうみたいですね……。でも、なんでそこまで私の為にしてくれ……」

　聞こうと思った言葉をミールは途中で飲みこんだ。それを知りたいが為に自分はセルフィッシュガーデンの謎を解こうとしているのだから、彼女が教えてくれる筈もない。却って彼女を困らせるだけだ。

　ミールはもう一度本に目を落とした。＜解答の評価＞の欄を見る。

「論理的態度にあふれていた。理解力も旺盛である。

　ヒュノ・ラ・ノワ・アルマ＝／・／・４・／

　……なんか「／」が多いですね。０点ってことなんですか？」

　不安気に問うミール。

「「／」は評価がつけられない時につくのよ。ヒュノやラは相手や自分の論理に対する対応力なんだけど、この部屋の問題は玄関の張り紙の時とは違って論議の相手がいないの。私が喋っただけだものね。だからヒュノやラには評価が付けられないのよ。アルマは他の３つが出ていないと評価できないから「／」になっているの」

　ふむふむとミールは頷いた。ノワの値が４になっている。これは最高値であり、初めて獲得した４だ。ミールは少し得意になったが、すぐにこれはきっとクミールの教え方が上手かったからだろうと考えた。

「このままならすぐにでもセルフィッシュガーデンの謎が解けそうですっ！」

　ミールははしゃいで言うが、それを意にも介さずクミールは「ねえ、ミールちゃん。喉が乾かない？」と聞いてくる。流石にあれだけ喋った後だから喉が乾いたのだろう。そう言えば自分も喉が乾いている事に気が付いた。驚き通しで今までそんな事はすっかり忘れていた。

「はい、ちょっとだけ」

「じゃあ、紅茶を入れてくるわ。今度は何が良いかしら？」

「えっと……別に私はなんでもいいです。クミールさんの紅茶ならなんでもおしいそうだから」

　にこりとするクミール。

「それじゃあ、何かミールちゃんの好きそうな紅茶を入れてきましょうね。別にここにいても良いし、セルフィッシュガーデンをまた探検してもいいわ。あなたは次の部屋へ行く資格があるんですから、先に行っていても構わないわ。私は場所を知っているしね」

「あの、お手伝いします」

　ミールは元気よくいった。が、クミールは「平気よ。それにあなたはお客様なんですし」と笑顔で答えると音楽練習室を出ていった。

　しかし、いつまでたってもそれきりクミールが戻ってくる事はなかった……。

Ⅲ

　黒い鍵盤を叩くと「ポーン」とピアノの音が部屋に響く。しかし音は１秒と経たない内に消えてなくなってしまう。

「はぁ～」

　ミールは大きくため息をついた。時計がないので正確には解からないがクミールが去ってから優に30分は経っている筈だ。茶を入れてくるだけにしてはあまりに時間の掛かり過ぎではないか。キッチンはここを出た廊下の奥だからいくら屋敷が広いといってもこんなに時間がかかるはずはない。ミールは待っているのにだんだんと飽き飽きしてきた。

「……仕様がないから、キッチンに行ってみるかしら」

　ピアノの椅子から立つと、ミールは部屋を出ていった。廊下に出て、奥まで進む。赤い絨毯の歩き心地はとてもよい。音楽練習室と違い、足音がしない。

　キッチンは居間の奥にある。が、今日は居間のドアが開くだろうか。昨日は開いたのに今日は開かなかった赤茶色のドアのことを考えると、ミールは少し不安になった。

「でも、クミールさんが中にいるから、きっと入れるわよね」

　果たして居間の前まで来ると、ドアを開ける。ドアはすんなりと開いたのでミールは安心した。居間の中には誰もいなかったが、様子は昨日と全く変わっていて、応接間や音楽練習室の様に綺麗になっていた。

「……ここは私が変えなくても良いみたいね」

　居間の奥から良い匂いがするような気がして、ミールはクミールがキッチンにいる事を悟った。

「クミールさん」

　キッチンにひょこっと顔を出すミール。しかし、そこにクミールの姿はなかった。

「あれ？ おかしいわ、居ない……。紅茶を作るならここしかないと思うんだけど。どこへ行ってしまったのかしら。一本道だから入れ違いなんてこと有り得ないし。どうしよう」

　結局キッチンにクミールは居なかった。ミールは諦めて居間を出た。廊下を戻り、もう一度音楽練習室を覗くが、ここにもクミールは居なかった。更に音楽練習室には紅茶の匂いが残ってなかったので、今ミールがキッチンへ行っている間に別の場所からクミールが来ていて入れ違いになったという可能性は否定される。

「どこいっちゃったのかな、クミールさん」

　唸るミール。このまま彼女を待っていても永遠現れないような気がした。

「先に行っていても良いって言ってたし、仕様がないから私だけで行こうかな」

　そう言うとミールは廊下に戻り、手当たり次第に開くドアを求めて回った。クミールが言っていたことが正しいのなら、ミールはもう次のドアを開ける資格を持っているそうだから、こうしている内に開くドアが見つかるだろう。

　しかし、廊下の奥まで進んでも開いたドアは既に開いた部屋と居間とトイレだけであった。

「おかしいわ、どれも開かない」

　腕を組んで考えるミール。

「ひょっとして、２階なのかしら」

　ミールは廊下を戻ると階段へ向かった。昨日と違って階段は上ってもギーッと音を立てることはない。この階段の様子を是非ともエケトネに見せてやりたいものだ。

　２階へ上がるとミールは円弧廊下に沿って順番にドアを確認していった。が、確認作業は意外と単純に終わった。なぜなら１番目に試したドアが開いたからだ。

「ここがどうやら次の部屋のようね」

　中に入るミール。部屋の中は予想通り汚れていた。ここ数十分の間、綺麗なセルフィッシュガーデンしか見ていなかったためミールはそのギャップに一瞬戸惑ってしまった。

「こんにちは～」

　別に誰に呼びかけると言う訳でもないのに、ミールは自然とそう言っていた。が、すぐさま「なぁに、誰ぇ？」という声が返ってきたのでミールは驚かされてしまった。

「あ、あの……」

　おずおずとするミール。部屋の中には３人の男女が居た。２人は男性で、１人が女性だ。その内、ミールに返事を返したのは女性の方だ。

　部屋はどうやら誰かの個室の様で、ベッドや机やタンスなどの生活用品が配置されている。３人は部屋の中央で佇んでいた。

「あんた、誰？」

　やや訝しげに女性が問う。それもそうだとミールは思った。自分たちの屋敷に知らないものが勝手に上がりこんできたらこの反応は当然のものだろう。先ほどのクミールが寛大過ぎたのだ。

「私、ミールって言います。勝手に入ってごめんなさい」

「別に良いけど、今はあんたの相手をしてあげられる暇はないわ。ちょっと手が離せないからね」

その女性はやや突っぱねる様に言った。元々そういう性格というよりは、問題を抱えているからそのような態度になっているのだというように感じられた。彼女は髪を３つ編みに結わいていて、赤いスポーティーな服を着ている。恐らく格闘技か何かの胴着だと思われるが、ミールは詳しく無い為、その真偽が判ぜない。年は20前後といった所か、クミールと同じくらいのようだ。

「あの、どうかしたんですか。手を離せないって……」

　相手を不快にさせない様にできるだけ柔らかい物言いをするミール。彼女は再度ミールを振り向くと、２人の男性に指を指していった。

「こいつらの事で手が離せないって事よ」

　言われるままにミールは２人を見る。彼女のすぐ近くに立っている男性は、片目に眼帯をしていて、灰色の長いスカートのようなものを履いている。目つきは鋭いものがあり、ミールはそれがちょっと怖かった。

「あの……、お２人がどうかしたんですか？」

　女性に問うが、彼女は何も答えない。ミールは気まずくなったが、ここがクミールの言った次の部屋ならば、ここにも問題があるはずだから引き下がる訳には行かなかった。ミールはなるべく相手の気を引く話題を考えた。

「あの……どうして男の方なのにスカートを履いているんですか？」

　ミールの周りでスカートを履いている男は珍しい。が、言ってからミールはしまったと思った。これでは確かに相手の気は引くだろうが、あからさまに喧嘩を売っていると思われるだろう。ミールは緊張できゅんとおなかが痛くなるのを感じた。が、痛みすぐに消えた。恐らくこれもクミールの言っていたセルフィッシュガーデンの効果だろう。

「これはスカートではない。袴というものだ」と眼帯の男は答えた。意外にも冷静な答えで、ミールはほっとした。

　が、それと同時にもう１人の男が口を開いた。

「これはスカートではない。袴というものだ」

「え？」

　ミールは困惑し、「もう１人の男」を見た。男の声は眼帯の彼よりも遥かに低い物で、体格も彼の数周り分大きい。やけに白い肌にぼさぼさの髪をしている。服はかなり薄着で、ズボンと白いシャツが一枚だ。ミールはこの男の方が眼帯の男より怖いと思った。

「これで困ってんのよ」

　女性が肩をすくめた。

「……何かで困ってるんですか？」

「何がって、あんた聞こえなかったの？」

　女性はため息をつくと、眼帯の男に離しかけた。

「ねえ、リーネ、あんた何か言ってみなさいよ」

　リーネと呼ばれた眼帯の男は疲れた顔で「言うことなどないわ」と言い放った。すると、もう一人の男も「言うことなどないわ」といった。

「……ものまねですか？」

　訝しがるミール。

「馬鹿な子ね。誰がこんな事、好んでするもんですか」

　バカと言われてミールはぷうっと頬を膨らませる。

「あんた……えっと、ミールだっけ？ あのさ、今、あたし達は非常に困っている訳。ここに居るリーネってのとンムトってのが同じ奴になっちゃったからよ」

「同じって？」

「だからさ、つまりこういうことよ」

　言うが早いかその女性はリーネの脛を軽く蹴った。リーネが少しよろけるとンムトと言う男も同じくよろけた。ミールは変な芝居を見ているような感覚に襲われた。

「よさんか、ウムトナ」

　リーネが声を上げるとすぐにンムトも「よさんか、ウムトナ」といった。

「おい、お前ら遊んでんじゃねえ」と今度はンムトが怒り出す。するとリーネも同じ台詞を言った。ミールはその様子が面白くて思わず吹き出してしまった。当然３人に睨まれるミール。ミールはぴたっと笑うのを止めた。

「でも、なんだってこんなおかしなことになったんです？」

「さぁね、多分その紙のせいじゃない？」

　ウムトナの指差す方向を見ると、机の上に紙らしきものが乗っかっているのが見えた。近寄ってみると果たして紙には文字が書いてあった。

「……なにこれ」

　紙にはこう書いてあった。

“リーネは男である。

　ンムトは男である。

　よって、リーネはンムトである。”

「そこにおかしな事が書いてあるでしょ。でもって今の状況って丁度その紙に書いてあるのと同じなのよね。その紙をどうにかすれば良いのかなと思ったんだけどさ……」

　言いながらウムトナは机に歩み寄り、紙をミールの視界からひったくって破ろうとする。

「けど、これがいくら力を入れても破れないのよね」

　ウムトナは紙を思いきり引っ張って見せるが少しも破れそうな気配がない。

「一体どうなってんのかしら。このままじゃ、あの２人、ずっとあの状態だわよ」

　お手上げとばかりにウムトナは万歳をする。

「あの、ちょっとその紙、見せてもらえますか」

「はい、どうぞ、好きなだけ」

　手渡された紙をまじまじと見つめるミール。この紙のどこにあんな耐久性があるのだろうと不思議になった。どこからどう見ても普通の紙だから、子供のミールが破こうとしてもすぐ破ける筈だ。なのに全く力を受け付けない。どうなっているのだろうかとミールは不思議に思った。

（多分、これは玄関の張り紙と同じように、問題になっているのね。

　でも、どうしよう。今、クミールさんは居ないわ。この人達じゃとても論理を教えてくれそうもないし。ほんと、どうしよう……）

　ミールは頭を抱えてしまった。

　しかし、文面を見ているうちにある単純なことに気が付いた。

「しっかし……。なんで、リーネさんが男で、ンムトさんが男だってだけで、リーネさんがンムトさんになるんだろう……。おかしいわよ、これ」

「ん？ どうかしたの？」

「あの、これっておかしいですよ。初めの２文から、どうしてリーネさんとンムトさんが同じっていう結論が出るんですか？」

「まあ、そういえば、そうよねぇ。でも、だからってどうにかなるもんでもないと思うけど」

「なりますよ、きっと。

　リーネさんが男で、ンムトさんが男だからって、２人が同じとは限りません。例えば私は女です。ウムトナさんも女でしょう？」

　ウムトナは「うん」と頷いた。

「で、私達は同じですか？」

「……さぁ？」

　そういうウムトナにミールはばっと両手を上げて見せた。

「何？ どうしたの、ミール？」

　呆然としているウムトナ。

「ウムトナさんは今なんで手を上げなかったんですか？ この紙が正しかったら、私達は女同士だから、同一人物の筈でしょう？ だったらなんでリーネさんとンムトさんがやってるみたいに物まねしないんですか？」

「ああ、それはあたしとミールが同じじゃないからよ。いくらあたし達が女同士だからって言っても、同じかどうかはわからんでしょー？」

「それと同じように、リーネさんとンムトさんがいくら男同士だからって言っても、同じかどうかはわからんでしょー？」

　ウムトナの言い方をまねるミール。ウムトナは小さく頷いた。

「だから、この紙は間違っています。２人が男同士だからって同一人物かどうかは決めつけられない。だからこんな紙、破いても良いんです！」

　言うとミールは紙を破く。今度は紙はいとも簡単に破けた。その瞬間紙は緑色の光りに変わってミールの手提げに入っていった。どうやらミールの書の中に入ったようだ。ミールは手提げの中から本を探り出すと新たな書きこみを探した。

　光の強い方へめくっていくと、６ページ目に新たな書きこみがなされていた。＜問題＞の所には今の紙の文面が書かれていた。

「おおっ、直った！　直ったぞ」

　声に振り向くと、ンムトが両手を上げて喜んでいる。もうリーネは真似をしていないようで、黙ってンムトを見ている。

「ん～、良かったじゃ～ん、2人とも～！」

　ウムトナは喜びながら2人に抱き付く。リーネはやや恥ずかしそうにしていて、「よさんか、ウムトナ」といっていた。ウムトナは2人から離れると今度はミールの頭を撫でてきた。

「良かった良かった。あなたのおかげよ、ミール。あなた、小さいのに凄い力持ちなのねえ！」

「え？」

　すっとんきょうな声を上げるミール。まさか本気であれを力ずくで破ったと思っているのだろうか。

「あ、あの……今のは……」

　真実を伝えようとするがウムトナは「さぁ、さっさとここ出て、飯くおっか！」といってドアへと歩いていってしまった。

　ミールは気を取りなおしてミールの書を閉じようとする。が、その瞬間＜問題＞の欄にまだ「？」が1つ残っていることに気が付いた。そう言えばこの部屋はまだ光がさしこんで居ない。

（ということはまだ終わってないということかしら？）

　そう思うが早いか、ウムトナの怒ったような声がミールの耳に飛びこんできた。

「なにこれ！　今度はドアがあかないじゃない！」

「なに～？ カギなんかウチにはねぇだろ！？」

　ンムトはウムトナを押しのけてドアを開けようとするがドアはびくともしない。

「ちっくしょー、どうなってやがんだ？」

　ドアをガンガンと叩くがそれでもドアはびくともしない。

「おい、ンムトよ。よく見れば、鍵穴らしきものがないか？」

「なんだよ、リーネ。ウチにはカギなんか……あ、ほんとだ。おい、どうなってやがんだ？」

　ミールも近寄って見ると、確かにドアノブの下に小さな穴がある。見た目から考えて鍵穴の様だ。

「おのれはいつのまにカギなんぞ付けおったか」

　ンムトに聞くリーネ。しかし、ンムトは「しらねえよ」と返す。

「なんであんたの部屋なのに知らないのよ？」

「んなこといわれても知らねえもんは知らねえよ」

　居直るンムト。するとリーネがベッドの上にカギらしき金属物が置いてあるのに気付き、それを拾った。

「よもやこれがカギではないか？」

　リーネは手に黄金色のカギを持っていた。サイズ的にもこのドアに適用されそうなものだ。

「む？ しかし、開かんな……」

　鍵穴に入れてみるが少しもドアは反応しない。

「鍵穴にちゃんとはまってんのか？」

「ああ、確かにはまっている。はまってはいるのだが、回らんのだ」

　大人3人が必死にカギを開けようとしている横で、ミールは１人ぼうっとしてその様子を見ていた。大人の力であかないカギなどミールにあけられる訳がないからだ。

「あれ？」

　ぼうっとして辺りを見ていると、ドアノブのずっと上、ドアの上の方に張り紙がしてあるのに気付いた。ミールは気になってその張り紙を見ようとしたが背が低くてよく見えない。

「あの、そのドアの張り紙なんですか？」

　ミールが問うとンムトが鍵穴から目を離してちらっと張り紙を見る。

「おい、リーネ。こんなのあったっけか？」

「うむ？ いや、先ほどまでなかったようだったが……」

「な～んか、また訳わかんない事が書いてあるわね～」

　呆れた様に言うウムトナ。

「あの、その紙見たいんですけど」

　そう言うとンムトは紙をはがそうとした。が、紙はンムトの力をもってしても剥がれることなく、しっかりとくっついたままであった。

「剥がれねえや。仕様がねえな。おい、嬢ちゃん、俺の肩に乗りな」

　ンムトはしゃがみこんだ。ンムトの肩は広くて大きく、乗り心地は極めて安定しそうだ。ミールは安心して、言われるまま肩にまたがった。すると、ンムトがいきなり立ち上がったものだからミールの股の間に慣れない痛みが走る。

（……いたいし）

　ミールはしかし何も言わず、ただ少し頭上からンムトを睨んだだけであった。

　張り紙は先のものと同じ紙のようで、特に剥がれないような処置をされている風には見えない。こうして見るとただの紙である。張り紙にはこう書いてあった。

“アシュはカギである。

　？ ？ ？ ？ 。

　よって、アシュがあればドアは開く。”

「なにこれ？ ２番目の文章……じゃなくって、命題が欠けているわ。前提が欠けている状態ね。これってつまり、三段論法ね。学校で習ったわ」

　三段論法とは、ある２つの前提とその前提から出る結論のことだと学校で教わった。例えば「全ての動物は死ぬ。人間は動物だ。よって全ての人間は死ぬ」がそうで、始めの２つの前提から最後の結論が導かれている。

　多分、ミールの年頃の学問なのでリーザの説明は単純なものだったと思う。そして恐らくセルフィッシュガーデンの三段論法はそれほど単純な知識では事足りないだろう。だが、それでもこの程度の三段論法ならミールにもわかる。

「それにしても、アシュって何かしら？ 何が正しいってことなのかしら？」（注：アシュは正しいの意）

「アシュってのはこのカギのことじゃねえか？ ほら、アシュって書いてあるぜ」

　下からンムトが教えてくれるのは良いが、その時に彼が上を向いたのでミールは危うく床に落下しそうになった。

「きゃ！　気をつけて下さいよぉ。只でさえ落ちない様にぎゅっとしてるから股の間が痛いのに」

「悪いな。でも、少しは俺の首も心配したらどうだい？ まぁ、痛ぇならリーネに代わろうか、嬢ちゃん？」

「あ、いや、面倒だから結構です。痛いっていうか、正確に言うと「くすぐった痛い」みたいな感じだし」

「くすぐった痛いってのは聞き慣れねぇな」

　笑うンムトに「でも、言い得て妙なんですよ」と得意げに語りながらカギを見る。確かに持つ所にアシュの幻字が彫られている。

（ん～、つまりは、この欠けた２番目の前提のところに適当な命題を入れて、しっかりと結論を導けば良いのね。なぁに、こんなの簡単だわ）

　ミールはにっこりと笑うと、「ありがとう、ンムトさん。もう降りたいわ」と告げ、降ろしてもらう。カギを再度鍵穴に押し込むミール。

「アシュはカギである。

　カギがあればドアは開く。

　よって、アシュがあればドアは開く。

　オープンセサミ！」

　カギをねじまわずミール。するとカギはガチャという音と共に開いた。

「おおっ！　開きやがった！」

　驚くンムト。

「ミール、あんた本当に凄いわねえ！」

　ウムトナもひどく感心している様で、大袈裟に身振り手振りをするから３つ編みがまるで生きて動いているかのように見える。

「あんたって本当に凄い力持ちなのね！」

「え……？」

　ミールは一瞬顔を歪めたが、もうどうでも良くなって訂正する気も失せ、黙っていることにした。

　手提げの中から本を取り出して見ると、＜問題＞欄の「？」は今の張り紙の内容に変わっていた。

「評価は……えっと。

　本題のテーマが三段論法だとすぐに気付いた点が尤も評価できる。

　ヒュノ・ラ・ノワ・アルマ＝４・２・３・３。

　嬉しい、ヒュノがようやく４になったわ。でも、この問題はちょっと簡単だったからかな」

「よ～し、開いた開いた。リーネ、ウムトナ、飯にしよーぜ。俺、腹減っちまったよ」

　部屋を出ていく３人。ミールはセルフィッシュガーデンについて色々聞きたい事がある。慌ててミールの書を閉じ、手提げに入れて後を追おうとするが、急に視界がまぶしくなって、思わず目を閉じた。

　目を開けると部屋にはどうやら光りが刺し込んだ様で、綺麗になっていた。

「わぁ、ここがンムトさんのお部屋だったのね。……結構簡素であまり光りがさしこんだような気がしないけれど……」

　家具はこれと言って増えたものはなく、大して光りが指す前と変わらなかった。

「まさか、あの３人……光が失われていた事にすら気付いていなかったんじゃ……」

　そんなまさかね、とすぐに考えを否定するミール。と、そこで、３人の後を追うはずだったことを思いだし、慌てて廊下に出るが、たった10秒も経っていないのに３人の姿はもうどこにもなかった。食事をするようなことを言っていたから居間に行けば居るかもしれないが、止めておくことにした。

「まあいいか、あの３人じゃあまり期待できそうもないし。そもそもあの３人ったら、セルフィッシュガーデンから光が失われている事にちゃんと気付いていたのかしら……」

　う～んと唸るミール。が、すぐに３人のことは考えない事にした。

「さて、次の部屋に行こう」

　ミールは円弧廊下を歩き出した。ドアは依然として開かないものが多かったが、中には開いたものもあった。ミールは一旦ここが次の部屋かと思ったが、中は既に光が取り戻されていたので違ったようだ。部屋の中を調べてみたものの、問題らしきものはなく、只の個人部屋になっていた。結局そのような部屋は２部屋あったので、恐らくさっきの問題を解いたことによってンムトの部屋のみならず、リーネやウムトナの部屋にも光を取り戻せたのだろうと理解した。

　結局開いた部屋はその２つだけで、後は相変わらず閉じたままであった。

「それじゃあ、下の部屋かしら」

　ミールは１階へと向かった。

「そういえば、クミールさん、来ていないかな」

　結局クミールはミールの後を追ってこなかった。音楽練習室を覗いてみるものの、彼女の姿はない。居たような形跡もない。一応、応接間の方も覗いてみるものの、一向に見当たらない。

　ミールはクミールの事は一旦諦め、新たに開けるようになった部屋を探し出した。

　応接間の廊下向こうは音楽練習室だ。そこにはもう立ち寄ったから、ミールは取り敢えず一番手近な左隣のドアへ向かった。玄関から見ると応接間の１つ奥の部屋ということになる。その部屋も他のドアと同じ色形をしていた。昨日、このドアも勿論開閉を確認したが、閉まって開かなかったものだ。

「あんまり歩き回りたくないなあ……疲れたわ」

　そう思っていると運の良いことにドアはすんなりと開いた。

「あら幸運」

　ミールは小さく叫ぶと部屋の中へ入った。この部屋も例に漏れず汚れていた。そこはどうやら絵画室のようで、壁には何枚かの絵が飾られていた。部屋の所々には椅子が点々としているが、机はない。また、画材なども置かれている様子はない。恐らくここは絵画を飾っておくだけの閲覧室であり、この屋敷の主人は別段絵を描くのが趣味という訳ではないらしい。

　そして、点々としている椅子の中の１つに見慣れぬ少女が腰をかけ、絵に見入っていた。少女はミールの来訪に気付く様子もなく、ただ座って絵に見入っていただけであった。

「あの……」

　少女に声をかけると少女はゆっくり振り向いてミールを見た。ミールを視認すると彼女は一瞬首を傾げたが、すぐに笑顔を返してきた。

「あなた……だぁれ？」

　笑顔のまま問う少女。彼女の声は発音こそしっかりしているものの、子供の様な幼さがあった。

「私……ミール。あの、お姉ちゃんは？」

　ミールが問うと、少女はにっこりとして椅子から立ちあがった。

「私？ 私はリディアっていうの。はじめまして、ミールちゃん」

　握手を求める少女リディア。ミールは「はじめまして」といいながら彼女の手を握った。彼女の手は小さくて柔らかく、暖かいものだった。ただ、指は細くて長いので小さい割にはしなやかに見え、大人の手とも子供の手ともつかなかった。

　リディアは肩より少し長いくらいの髪型をしている。髪型に特徴はなく、単に伸ばしているだけといった感じだ。彼女の瞳はミールと同じ色の綺麗な緑だ。

　身長は144cmのミールより10ｃｍほど大きいが、ミール同様小柄な少女であり、体重は極めて軽そうである。恐らく40ｋgあるかないかと言った所であろう。

　彼女は白い肌を持っているが、クミールほどには白くない。自分と同じで多少黄色人種が混ざっているのだろう。年は恐らく16才程度だと思われる。顔は随分幼さがあり、子猫の様に愛らしい。恐らくミールはこれほど可愛らしい女性を見たことはないだろう。今までにミールが見た中で尤も綺麗な女性は担任のリーザであり、クミールは彼女に勝るとも劣らなかったが、可愛さで言ったらその両者ともにこの少女には適わないだろうとミールは思った。

（うわぁ、すっごくすっごく可愛いお姉ちゃんだ……。でも、子供の私が可愛いだなんて言ったら、却って気を悪くさせてしまうかしら……？）

　リディアはそんなミールに笑顔をくれた。その顔がまた可愛らしく、ミールは一度で彼女を好きになった。

（このお姉ちゃん、可愛いってことで絶対得してきたんだろうなあ……。美人って得……）

「ミールちゃんは、どうしてこのお屋敷にきたの？」

「うん、初めは私のエーステを探しにきたんだけど、今はセルフィッシュガーデンの謎を解いているの。クミールさんの言う通りにしているうちに、ここに来たの」

　ミールは自分の言葉使いが子供っぽくなっている事に気が付いた。恐らくリディアの言葉使いが子供っぽいため、感化されているのだろう。大人の振りをしたいミールにとって、子供らしい口の聞き方をするのは恥でしかなかったが、リディアの前ではなぜか素直に子供になれる。どうやらこのリディアという少女は人を素直にさせる不思議な雰囲気を持っているようだ。

「そうなんだー。私ね、ずっと絵を見てたの。そしたらミールちゃんに呼ばれたの。

　あ……ひょっとして、ミールちゃんが「ミールの書」のミールちゃんなの？」

　リディアはぽんと両手を叩いた。ミールは「うん、そうだよ」と答えた。と同時に自然に笑顔で会話をしている自分に気が付いた。

「へぇ、それじゃ私、あなたのお手伝いしなくちゃ」

「お手伝いしてくれるの？」

「うん。だって、セレン君に言われているから」

　そこまでいうとリディアは「あっ」と口を押さえた。「いっけな～い。怒られちゃう」といって額をかくリディア。顔は照れ笑いをしている。

（セレンって名前……ミールの書の最後のページにあった名前だわ）

“セレンの答え”という文がミールの脳裏によぎる。あれは一体何を意味するのだろう。確か紅茶がどうとかといっていたような気がするが、さっぱりわからない。セレンという者について聞こうとしたが、リディアの態度を見ているととても教えてくれる様には見えなかった。

「セレン君？」

「何でもないない。気にしないで」

「いいけど……。[khun]ってなぁに？ 敬称？」

「[kun]
ね。うん、まぁそんな所かな。デュッソウみたいなものだよ」（注：リディアは「君」というアルカにはない敬称を使っている。また、デュッソウは敬称であり、本編では「君」と訳した）

「アルカの敬称を使わないなんて変だね。セレンって方の名前はアルカなのに。とにかく、この部屋に光を指しこまなきゃいけないね」（注：セレンは「静か」という意味の「セレ」を名前化した人名）

「問題はなぁに、お姉ちゃん」

　問うミールにリディアは「う～ん」と唸ると、見ていた絵画を指した。

「一応、あれなんだけれど、その前にミールちゃんに教えておかなければいけない事があるの。クミールがまだ教えてないと思うから。ちょっと面倒だけど、大丈夫？」

「うん。それより、お姉ちゃんクミールさん知ってるの？」

「うん、知ってるよ。私よりちょっと髪が短くて、黒と赤のチェックのスカートを履いていて、大人しそうな綺麗な霊人でしょ？ もう会ったんだよね？」

「会ったよ、会った。綺麗な女性だったよ。でも、お姉ちゃんはとっても可愛いね。ミール、２人とも好きよ」

　どさくさに紛れてミールは思っていた事を告げた。リディアは素直に喜んで「そう？ 嬉しい。ありがとう」
といった。彼女が何か言葉を発する度にミールの鼻腔を桃の香りがくすぐって、それがミールにはとても心地良かった。そういえば彼女は身体からも微かに桃の香りがする。ミールは今度クミールがくれるお茶はピーチティーが良いなと思った。

「ところで、ミールちゃんは命題っていうの知ってる？」

「ええと、命題っていうのは色々な文章で表されるんだけど、結局言いたいことは同じで……ってやつだよね」

「うん、難しく言うと、様々な文章が持つ共通の意味を表すものが命題よ。但し、命題はそれが本当か嘘かをいえなければならないの。「私はリディアだ」とか「ミールちゃんは女の子」とか「ケーキっておいしい」とかね。ここまでは知っているみたいだね。

　但し、命題になれない文章ってのがあるの。それは疑問文、命令文、感嘆文というものなの。こういう言葉知ってる？」

「学校で習ったよ。疑問文は「今日は雨ですか？」とかいうので、人に尋ねる文でしょ？ 命令文は「宿題しなさい」とかで、感嘆文が「まあ、なんて綺麗なお花でしょう！」っていうような文だよね」

「うん、当たってる。ちゃんと勉強してるんだね。えらいなー」

「リーザ先生が教えてくれたの」

　するとリディアは一瞬動きが止まったようになったが、すぐに「あ、そうなんだ」と返事した。何か複雑そうな顔で虚空を眺めるリディア。

「リディアお姉ちゃん？」

「ん、なんでもないよ。ねぇ……その先生のこと、好き？」

「うん、とっても。お母さんみたいで優しいし」

「そうなんだぁ……」

「ああ、そう言えばちょっとお姉ちゃんに似てるかもしれないね。首の傾げ方とか、なんかそっくり」

　リディアはそう言われたこの瞬間も首を傾げていた事に気付くと、複雑な笑みを浮かべた。ミールは何となくもうこの話題をするのを止めようと思った。

「ごめんね、話が途切れちゃったね。とにかく、命題になれるのは平叙文と呼ばれる普通の文だけで、疑問文とかはダメなの」

「どうしてダメなの？」

「さっきもいったけど、命題はそれがほんとか嘘か言えるものでなくちゃいけないからだよ。きちんと言うと、命題は必ず真だとか偽だとかを言えるものでなければならないの。「リディアは女だ」っていうのは真だよね。でも、「リディアは男だ」っていうのは偽だよね。こんな風に、真とか偽とかを扱うものが命題なの。

　それに対して、「リディアは女ですか？」っていう疑問文はそれ自体真偽を云々するものじゃないよね。その質問について答える事は勿論できるけど、その質問自体は真とか偽とかいう問題じゃないもん。

　「雨が振っている」ということについては「正しい」とか「正しくない」っていえるけど、「雨ですか？」といったこと自体について「正しくない」っていうのはおかしいでしょう？」

　ミールはこくこくと頷く。

「また、同じように、「宿題をしなさい」っていうめいれ…………ところで、あなたの先生って「宿題しなさい」って言う人？」

　ぶんぶんと首を振るミール。

「……「宿題をしなさい」っていう命令文に対して真とか偽とかは言えないよね。「私は宿題をしている」という平叙文は、本当にしていたら真だし、さぼってたら偽だから真偽がつく。けど、「宿題しなさい」っていうのはそれが真か偽とかっていう問題とはかけ離れた次元にあるよね。だから命令文も命題じゃない」

「なるほど、それと同じで、「なんて綺麗なお花！」という感嘆文も真偽とかを云々する問題じゃないから命題じゃないんだね」

「うん、あってる。ミールちゃん、頭良いねえ」

　頬をかくミール。リディアは部屋を歩き出し、椅子をもう１脚調達してきてミールの所まで戻ってくる。

「座って話そうよ」

　勧められるまま椅子に腰掛けるミール。

「さぁ、これで命題になれない文となれる文の種類については覚えたよね。それじゃ、次は命題の種類について話すね。

　命題には量から見ると、３つの種類があるの。まずは、全称命題。これは「全ての～は～だ」というような文よ。アルカでも人間語でもそうだけど、「全ての」がなくても全称文になることは多いよね。「りんごは赤い」といった時は「全てのりんごは赤い」という意味だしね。

　次に特称命題。これは「ある～は～だ」とか「～な～が存在する」とか「～な～が居る」とかいうものよ。「ある生徒は満点だった」とか「クラスに大きな男の子が存在する」とかがそうだね。

　最後は単称命題。これは主語が特定のものの時に使う命題よ。今までの2つは「りんご」とか「生徒」みたいに一般名詞とよばれる世界にいくつも存在するものだったけど、単称命題の主語は「リディア」とか「ミールちゃん」とかいう風に、この世に一つしかない特定のものになるの。だから、「ミールちゃんは女の子だ」っていうのは単称命題っていうの。

　よし、それじゃあ、試しに聞くね？ 「全てのバナナは黄色い」は何命題？」

　ミールはややあってから「全称命題」と答えた。

「うん、あってる。じゃあ、「リディアは女だ」は？」

「単称命題？」

「正解！ よ～し、それじゃあ、どんどん次へ行こうね。

　今は、命題を量の観点から分類したの。全称、特称、単称の順番で主語に該当するものの数が減ってるでしょ？ 「全ての～」から「ある～」になって、最後にはたった1つのものしか表さない単称命題になったんだもんね。

　じゃあ、次はこれに否定をつけてみるよ。使うのは全称と特称命題だけね。単称命題はお休み。

　全称命題は「全てのｓはｐだ」のようなものよね。これを否定するとどうなる？」

「……単純に「全てのｓはｐでない」かなぁ？」

「そう。私がいったのを「全称肯定命題」とすると、ミールちゃんの言ったのは何になると思う？」

「全称……否定命題？」

「よくできたねっ。それじゃあ、今度は特称命題ね。特称命題は「あるｓはｐだ」で表されるの。これを特称肯定命題とすると、特称否定命題はどうなると思う？」

「「あるｓはｐでない」だと思う」

「うん、あたり。と、こうしてみると、４つの命題が出てきたよね。

全称肯定命題

全称否定命題

特称肯定命題

特称否定命題

　でも、これって名前が長くて喋る時に疲れるでしょ？ だから論理学では順番にこう呼んでいるの。

Ａ命題

Ｅ命題

Ｉ命題

Ｏ命題

　……ってね。これは大切だから覚えておいてね」

　ミールは腕を組む。ＡＥＩＯ……。４種類あるのはわかったが、これらを取りまとめていう場合は何と呼べば良いのだろうか。その答えはまもなくリディアがだした。

「で、これら４つをまとめて定言命題というの。ＡもＥもＩもＯもぜ～んぶ定言命題の一種よ」

「なるほど、それじゃあ、「全てのレモンはすっぱい」っていうのは定言命題のＡっていうことになるの？」

「そう。他にも、「ある娘は母親が嫌い……ではない」っていうのはＯ命題ね。慣れた？」

　ミールは「う～ん」と首を傾げた。流石にそんなすぐには慣れない。それにたった４つの分類で全ての命題が表せられるのかという疑問も残る。

「あの、お姉ちゃん。さっき、命題になれる文となれない文について教えてくれたよね」

「うん、疑問文、命令文、感嘆文はダメだよ、命題になれない」

「それじゃあ、条件文ってどうかなぁ。ほら、「もし～ならば～だ」っていうもの。あれは命題になれるの？」

「う～ん、命題になるには何が必要だった？」

「真偽を扱っている事」

「じゃあ、それにそって考えると条件文は命題といえるかなぁ？」

　考え込むミール。

「「もし車にひかれたらしんじゃう」っていう条件文を考えるよ？ この文って、私、真偽が言えると思うんだけど。だって、車にひかれれば本当に死んじゃうんなら、この条件文は真だし、ひかれても死なないような事があればこの条件文は偽でしょ？ 

　条件文もちゃんと真偽を扱ってるもん。だから、条件文も命題だと思う」

「そうだね、私もそう思う。すごいね、ミールちゃん。１人で論証しちゃうなんて」

「で、条件文が命題であるなら、その上でお姉ちゃんに聞くよ？ 「もし車にひかれたら死んじゃう」っていうのは、ＡＥＩＯの内、どれになるの？」

　問うミールと問われるリディア。リディアは何かこの状況を楽しんでいるような顔つきをしている。

「難しいね。「もし車にひかれたら死んじゃう」っていう命題を「全ての車にひかれる場合は死ぬ場合である」と言い換えたらどうなるかなぁ」

「そうしたらＡ命題……だね」

「うん、Ａだね。でも、ミールちゃんの指摘は有意義なの。論理学では「もしｐならばｑだ」のような命題は仮言命題と呼ばれてるの。ＡＥＩＯの定言命題とは区別された存在なのよ。良く気付いたね。

　こういうのは他にもあるよ。選言命題っていうのがそう。「ｓはｐかｑである」というようなもので、例えばそうねぇ、「霊人は男か女かである」というのがそうだよ。

　そして、仮言命題と選言命題を合わせて条件命題というの。で、条件命題と定言命題を足すと、命題になるわけ。逆に言えば、命題はＡＥＩＯという４つの定言命題と、仮言命題と選言命題という２つの条件命題に分ける事ができるということだね。本当はこれらだけで命題の全てを表せるわけじゃないけど、覚えておくのはこのくらいで良いよ。

　ちょっとわかりにくかったから今のはシャンテにしてみようね」

　そういうとミールの視界に命題の分類表らしきシャンテが現れた。リディアのシャンテは緑色で、光る淡い緑色の光は幻想的な雰囲気があった。ミールは暫くその表を見ていたが、術語を次々と頭に定着させるとリディアに「もう、覚えたよ、お姉ちゃん。ありがとう」といった。その時、自分でも驚くくらいに可愛くありがとうといえたのには驚いた。こんなに素直に礼がいえたのは珍しい事だった。

（私ってもしかして可愛くない子供だったのかなぁ……）

　リディアと居るとどうもそんな考えが浮かんでくる。

「さあ、これでミールちゃんは命題について、随分詳しくなったね。こういうことは後から必要になってくることだから、絶対覚えておいてね」

「あのね、もうこれで問題をやっていいの？」

「うん、いいよ。それじゃあ、問題を解きましょうか」

　リディアは立ち上がるとさっき見ていた絵画の前にいった。ミールも後をついていく。

「これ、誰の絵だか知ってる？」

　ミールは絵画を覗きこむが、すぐにおかしな絵だと気が付いた。油彩の様で、絵自体は綺麗だが、内容が何かおかしいのだ。こんな絵は見た事がない。

「知らないです」

　心が戸惑っている為か、ミールはいつもの丁寧口調を使った。

「まぁ、そりゃあ知らないよね。ふふ」

「？」

「これって、上手いけど、ヘンな絵だよね」

「うん……」

　絵には１羽のハトが描かれていた。ただ、それは変わったハトであった。空を飛ぼうとしている様だが飛べず、また、頭に赤いトサカが生えている。

「このハトさん、何だかニワトリさんみたい……」

「うん、私もそう思う。なんでこうなったんだろうね」

　そういうとリディアは絵のタイトル部に目をやる。タイトル部には白いテープが張ってあった。テープをはがすリディア。するとそこにはタイトルでなく、文が書いてあった。

「何これ……。

　ハトは鳥だ。

　ニワトリは鳥だ。

　よって、ハトはニワトリだ」

　一瞬の内にミールの脳裏にリーネとンムトとウムトナの３人組の事がよぎった。彼らは今頃この時間の止まった屋敷で何回目かもわからない昼食を取っている事だろう。

「ミールが察するに、これってこの絵に向かって議論をして言い負かした後、正しい絵に戻せば良いってことなんですね」

「う～ん、クミールのおかげでだんだんと要領を得てきたみたいだね。じゃあ、絵を元に戻してあげようね」

　ミールは大きく息を吸い込んだ。吸い込むと胃が運動を開始して、ちょっとおなかがすいたなと感じた。これが終わったらキッチンで何か食べよう。許可はクミールから貰っているから適当に食べる。でも、もし怒られたらお金を返そう。大丈夫、今月のお小遣いはまだ残ってるから。

　ミールはそんな思いを全てまとめて吐き出す様に、息を吐いた。

「ハトが鳥で、ニワトリも鳥だからといって、ハトがニワトリだとは限らないわ」

　今度は前の部屋と同じく、ミールがそうとだけ言うと、絵は一瞬光ったかと思うと、あるべき姿を取り戻した。

「あれっ？ あっけない」

　絵にはニワトリが地面で穀物を食べ、ハトが空を飛んでいるものに変わった。タイトルを見ると「天地」と変わっていた。

（飾るほどの内容を持った絵じゃないわね……）

「すご～い。あっという間だったね。よ～しっ、それじゃ次の絵に行こっか」

　リディアはパチパチと拍手をして、他の絵に向かった。

「あの～」

　歩きながらミールが聞く。

「なぁに？」

「何であんな絵を見てたの、お姉ちゃん？」

　するとリディアははにかんで「前にね、私の好きな人が「お前と猫を混ぜたらもっと可愛いだろうな」っていってくれたことがあったの。私、ねこってとってもすき。ふわふわしてて足が可愛いの。うんたうんたって歩くのよ。それでうにぃ～って寝るの。

　あの絵を見てたらその事思い出しちゃったんだ」といった。

（猫って「うんたうんた」なんていって歩いたかしら？ それじゃ肉球の意味がないじゃない。ましてや「うにぃ」なんて言いながら寝るものかしら？）

　ミールは不思議に思ったが黙っておくことにした。

「さ、次はこれを直そうね」

　そういって指示された絵には女性が描かれていた。黒く長い髪のその女性は右手に「右」という文字を、左手に「左」という文字を持っていた。文字は彼女が持っている黒い球体に白くそれぞれ書かれていた。そして左手の球だけがひび割れたものになっている。

「これもヘンな絵だわ……。別におかしい所はないけど、誰がなんのために書いたのかわからないし、芸術性も感じられないヘンな絵だわ」

「ミールちゃん、芸術がわかるの？」

「全然。でも、みんなが芸術って呼んでる絵と違う事はわかるもん」

　そう返すとリディアは「なるほど」といって頷いた。タイトル部分にはまたもやテープが張られていて、リディアはそれをはがすとテープを丸めてスカートのポケットに入れた。今更ながらミールは彼女の風体を観察した。彼女は淡い水色のスカートに、薄い桜色のカーディガンを着ている。カーディガンの下には白いＹシャツを着ているようだ。また、リディアは髪やら腕やらに色々なアクセサリーをつけている。但し、彼女がアクセサリーをジャラジャラつけていても見苦しい感じはまるでなく、むしろ彼女の幻想的な雰囲気を引き立たせていた。

「お姉ちゃん、髪の飾り綺麗ね」

「え、ほんとぉ？ 嬉しい。どの飾りかなぁ？」

　リディアは頭の左側に髪止めも付けていた。これだけは他のアクセサリーと比べて随分と古いようだ。アクセサリーといったが、見た感じこれは髪形を整えるためだけのものだろう。

「この髪止めかなぁ？」期待するようにリディアが言う。どうもそれがお気に入りの様だ。

「それも綺麗だけど……」と否定するミール。自分が誉めたのはそれではなく、彼女の髪にかかっている小さな星々のアクセサリーのことだ。

「お星様がきらきらいっぱい。お姉ちゃんの髪をお星様が流れているみたい。とっても綺麗ね」

「そう？ 嬉しい。ありがとう。えへへ、これね、星の砂って名前なの。この名前って私の好きな人がつけてくれたのよ
」

　ミールは「ネーミングセンスいいね、その人」といったが、リディアは「う～ん、それはどうかなあ……偶々かも」といって絵に向き直った。

　つられてミールもタイトルに目をやる。タイトルにはこうかいてある。

“女神は右の球か左の球の内、壊れていない方を選ぶ。

　？ 

　女神は右の球を選ぶ”

「なるほど、さっきの部屋の出口であった問題と同じパターンね。？ に文を入れれば良いんだわ。よ～し。

　女神は右の球か左の球の内、壊れていない方を選ぶ。

　女神は左の球を選ばない。

　女神は右の球を選ぶ！」

　ミールが言い放つと女神の左手の球は正に音をたててわれんばかりに粉々に砕けて散った。女神は右の球を選ぶと、右手をたかだかと挙げた。もはや文は消え、タイトル部分には正式なタイトルが記されている

「タイトルは……『右利きの女神』！？ ……少なくともこの絵の人はネーミングセンス悪いわ……」

「そうかもね。じゃあ、最後の絵にいこっか」

　ミールは無言でついていった。最後の絵は部屋の奥に飾ってあった。

「何この絵……」

　その絵には４人の泣いている女性の絵が書かれていた。女性達の近くにはそれぞれ赤ん坊が１人ずついるのだが、どの赤ん坊もモノクロで描かれていて、冷たくなった体の様に見える。女性は赤ん坊に手を伸ばしているが、どの女性も届いていない。

「不気味な絵だわ……。それに残酷な感じがする。赤ん坊に手を伸ばしてるのに届かないなんて。見てよ、お姉ちゃん、この人達、泣いてしまってるのよ。可哀想だわ」

「そうね。それじゃ、タイトルを見てみようね」

　テープを剥がすとそこにはこう書かれていた。

“女は命を授ける者だ。

　命を授ける者は赤子を得る。

　？ ”

「これって、三段論法の結論が抜けているという事ね。

　ああ、そうか！　結論が抜けているから彼女達は悲しんでいるのね」

　ミールは少しの間考え抜いた。やがて口を開くと「私、この人達を助けてあげるんだから」とリディアに言った。リディアは何も言わずミールの腕を抱いた。

「女は命を授ける者だ。

　命を授ける者は赤子を得る。

　よって、女は赤子を得る！」

　台詞の終わりと同時に絵が激しく発光をした。発光が終わり、ミールが目を開けると、絵の女性達は全員自分の赤ん坊をその胸に抱いていた。ある者は赤ん坊に授乳をし、ある者は熱く抱擁をしていた。が、全員に共通していたことは、その内の誰もが幸せそうに微笑んでいるということだ。赤ん坊の方ももはや冷めたようなモノクロではなくしっかり色がついていて、感情豊かに泣いている者もあれば母親の胸の中で安堵の表情を浮かべ眠っている者もある。

「良かったぁ」

　そう言ってタイトルを見ると、『安心と切望』とあった。

「もう、これで問題は全部終わりだね」

　そういうミールにしかしリディアは「違うの。まだ残っている事があるの」といった。

「ミールちゃん、あなたはこの単純な三段論法にどのような知識が使われているのか、それを学ばなくてはならないの。三段論法は論証の１つだよ。あなたはここで論証というものがどういうものかを学んで行かなくちゃだめ」

「そうなんだ……」

　ミールはちらりと手提げを見るが、なるほどミールの書は光を放っていない。リディアは『安心と切望』の三段論法をシャンテでだした。

「それじゃ、これを例文にして、論証についての話しをしようね」

　緑色のシャンテにはこうかいてある。

“女は命を授ける者だ。

　命を授ける者は赤子を得る。

　よって、女は赤子を得る。”

「ミールちゃんは、これがいくつの命題でできているかわかるよね」

「３つ？」

「うん。最初の２つが前提で、一番下が結論だね。前提とか結論って言葉はわかるよね？」

「ええと、結論っていうのは自分の言いたい事で、前提はその結論を導くものでしょ」

「日常的にはそういう認識で良いと思うよ。ただ、論理学的に言うと「ｐならばｑ」でいう所のｐが前提でｑが結論なの。論理学では、前提から結論を導く事を導出するというの。この導出という言葉はものすご～く重要だから絶対覚えておいてね」

「どう……しゅつ。はい」

「前提から結論を導くということは、ある命題からある命題を結論づけることと同じで、推理とか推論というの。これも重要な言葉だね。

　推理には２種類あるの。演繹推理と蓋然推理。演繹推理は前提が正しければ必ず結論も正しいものなの。蓋然推理は結論が「～だろう」という形になるものよ」

「ん～。それじゃあ、演繹推理は完全で、蓋然推理っていう方はいい加減なんだね。蓋然の方はあまり使えないなあ」

「そんなことないよ。実際の論議では蓋然推理が非常に重要になってくるよ。私が教えてあげられるのは演繹推理だから詳しく言えないけど」

　ミールは「そうなんだ」と頷いた。

「演繹推理って言うのは、ミールちゃんの思ったように、前提さえ正しければ結論は必ず正しくなるものだよ。まあ、完全って言い方をしたいのはわかるけど、あまり私達はそう言う言い方をしないなあ」

「どうして？」

「完全っていう言葉が曖昧だからとか、論理学であまり使わないから言っても相手に伝わりにくいとかいう理由じゃないかな」

　ミールは何となく頷いた。

「まっ、いいか。それじゃ、演繹推理の例を教えて、お姉ちゃん」

「今出てるこの赤ん坊のシャンテがそうだよ。この推理は始めの２つの前提が正しければ結論は必ず正しいでしょう。だから演繹推理なの。もしこれが次の様なら蓋然推理だよ。

　女は命を授ける者だ。

　命を授ける者は赤子を得るだろう。

　よって、女は赤子を得るだろう。

　これは、２番目の前提が「～だろう」という蓋然的なものだから、結論も蓋然的になっている。前提で「～だろう」ってあるのは、言い切れていないってことなんだから、同じように結論も言いきれないよね。だから結論も「～だろう」となってしまうの。そして、こういうのが蓋然推理なの」

　ミールはリディアの言葉を頭の中で整理する。一度にたくさんの術語が出てくるのでミールの頭はあわや混乱しそうになる。

「ところで、正しい結論をある正しい前提から導出する事は、特に論証とか証明というの。これも重要だから覚えておいてね。数学だと証明という言葉を良く聞くけど、私達は論証という言葉の方をよく使うかな」

「じゃあ、論証っていうのはこういう事なんだね。正しい前提があって、そこから正しい結論を導く事」

　リディアの言葉を繰り返すようにいうミール。

「そうだね。もっと正確に言うと、論証とはこういう事なの」

　新たに緑色のシャンテが出現する。

　“論証＝真な前提から真な結論を妥当に導出する事”

「だとう？ これも論理学の言葉なの？」

「そう、術語だよ。今度はこれを説明するね。ミールちゃんはこの部屋で３つの絵を元に戻したの。全部３段論法で、それぞれこうだったよね」

“ハトは鳥だ。

　ニワトリは鳥だ。

　よって、ハトはニワトリだ。”

“女神は右の球か左の球の内、壊れていない方を選ぶ。

　女神は左の球を選ばない。

　女神は右の球を選ぶ。”

“女は命を授ける者だ。

　命を授ける者は赤子を得るだろう。

　よって、女は赤子を得るだろう。”

「この内、ミールちゃんが合ってると思う演繹推理はどれ？」

「ハトの推理以外かな」

「そうだね、私もそう思う。じゃあ、ハトの推理の前提は間違っていたのかなぁ？」

　ミールは暫し考え、否定する。「ハトは鳥である」とか「ニワトリは鳥である」ということが間違っている訳はない。間違っているのは結論だけだ。

「間違ってるのは結論だけだよ」

　しかしリディアは「そうかなあ」と言って納得しない。何か間違えたのだろうかとミールは不安になる。

「結論が正しくないのは当たり前だよね。でも、良く見れば導出も正しくないって言えないかなぁ。ハトが鳥であることとニワトリも鳥であるという正しい前提が折角あるのに、それを上手く使わないでヘンな結論を導いたっていうこの導出も結論と同じく間違っているんじゃないかなあ」

「そういえば……そうですね」

「つまり、ここで間違っているのは、結論と、「前提から結論を導くやり方」即ち「導出」なの」

　うんうんとミールは納得した。

「ところで、もうそろそろ正しいとか間違っているっていう言葉を使うのは止めようね。今まではミールちゃんが話しを理解しやすいようにしていたから使っていたけど、正しいって言葉はもうやめにしよっ」

「え、どうして？」

「正しいという言葉はここで使うべき術語じゃないのよ。こういう場合は他の言い方があるの。

　あのね、論理学だと、前提や結論は命題でできているでしょ？」

「うん。あ、なるほど。前提や結論が正しい事は真とか偽だと言えと言うんだね。だって命題は真偽っていう性質を持つんだもんね。だから、命題でできている以上、前提や結論は正しいとか間違ってるとかじゃなくって、真偽って言い方にしろって事でしょう？」

　すっかり先回りされたリディアは目を丸くして「はぁ～」っと大きく息をついた。まじまじとミールを見、言う。

「あなた、頭良いって言われるでしょ……」

「う～ん……うん」

　ミールは本心通り肯った。謙遜も過信もミールの嫌う所なのだ。

「ミールちゃんだったら、もしかしてメルに勝てるかもねぇ……！」

　またメルだ……とミールは思った。この名は既に１回クミールの口から聞いている。話しを聞くに相当頭のいい者なのだろうが、ちょっと想像がつかない。クミールやリディアの口調から察するに彼女達よりも年下なのだろうと思われるし、クミールはその子の事を「ちゃん」づけしていたから、恐らく女の子なのだろう。

（一体どんな子なんだろう……。クミールさんはすぐに会えるって言ってたけど……）

「まあ、とにかく。ミールちゃんは当たってるね。あなたの言う通り、前提や結論については真偽というの。正しいという言い方は止めよね。そして、導出については真偽じゃなくて妥当というの」

「それって、導出が正しい時は妥当って言うんだね。じゃあ、間違っている時には非妥当とでもいうんですか？」

「流石ミールちゃん。

　すると、ハトの推論の導出は非妥当であり、女神と赤ちゃんの導出はどちらも妥当という事になるよね。つまり、この３つの推理の真偽性・妥当性は順番にこうなるの」

“作品名『天地』（ハトの推理）

　前提1：真

　前提2：真

　結論：偽

　導出：非妥当”

“作品名『右利きの女神』（女神の推理）

　前提1：真

　前提2：真

　結論：真

　導出：妥当”

“作品名『安心と切望』（赤ちゃんの推理）

　前提1：真

　前提2：真

　結論：真

　導出：妥当”

「う～ん、なるほど……。ねえ、お姉ちゃん。前提の数って２つじゃなきゃだめなの？ つまり、推理って必ず３段論法にしなきゃダメなの？」

「大丈夫、そんなことないよ。前提の数は１つでも３つ以上でも。更には０個でもいいの」

「え？ 前提がなくても良いの！？」

「そうだよ、例えばね……。「人間は生きているか死んでいるかである」とか「私はアイスを好きか好きじゃないかのどちらかよ」とかいうのは前提がなくったって構わないよね？」

　確かに人間は生きているか死んでいるかのどちらかであるから、こんな事、他に前提を必要とせずとも主張できるだろう。

「ほんとだ……前提がいらないんだね」

「難しく言うと、こういう「ＡかＡでないかのどちらか」というのは排中律っていうの。これは覚えなくても別に良いけど……折角なら覚えておく？」

「うん、面白いもん。

　それにしても、それって当たり前のことだね。「ＡかＡでないかのどちらか」なんて絶対正しい……じゃなくて真に決まってるよねー。何かヘンなの、論理学って」

「どうして？」

「だって、こんな子供でもわかってる事に一々「排中律」なんて難しい名前つけるんだもん」

「そうね。別に誰もが覚えなければいけない言葉じゃないよね。でも、少なくともセルフィッシュガーデンにいる間は知っていると便利だよ。つまり、異言語と同じだよ。ある異言語が必要な場所で、その異言語を知っていると、とっても便利だっていうのと同じ。セルフィッシュガーデンでは論理学を知っていると便利なの。だって、こっちにその気がなくったって、皆は難しい言葉を使うんだもん。知ってなきゃ付いて行けないもーん」

　なるほど、それもそうだとミールは思った。クミールの言う通り、ここには義務は何ら生じていない様だ。無理やり義務的に何かしなくてはいけないことはなく、仮に押し付けられてもやりたくなければやらなければいい。つまりここではその気になれば何もしなくて良い。先のンムト達も或いはその仲間なのかもしれない。

「つまり、ここで生きてく道具としての論理学をリディアお姉ちゃん達は教えてくれてるんだね」

「生きてくって……そんな大袈裟な事でもないけど、まあ、そうだね。あれば便利な知識だよ。要はあなた次第よ。あなたが嫌なら帰れば良いもん。また来たくなったら来ても良いし、全部ミールちゃん次第だよ。私達は教えて良いことをできるだけ教えてあげるから」

「ありがとう。じゃあ、たくさん聞くね。あのね、前提がなくても真な結論がある場合があるって事はわかったの。でも、その場合って、その結論になってる命題がそもそも真でしかありえないから起こるんじゃないのかなあ？」

「どういうこと？」

「排中律なんかもそうだよ。「ＡかＡでないかのどちらか」なんていわれたら、結局どちらかを選ばざるを得ないんだから、この命題が真になるのは当然じゃない？ 排中律が何の前提もなしにそれ自身だけで真だといえるのはむしろ当然の事なんじゃないかなあ」

「うん、そう。あったまいいね。「ＡかＡでないかのどちらか」のように、元々真でしかありえない命題の事はトートロジーというの」

「うん、トートロジーね。トートロジー……聞きなれない言葉。

　それじゃ、次のしつもん。前提が真で導出も妥当なのに結論が偽になる推理ってあるの？」

「良い所に気が付いたね。それは絶対にありえないとされているの」

「じゃあ、反対に、もし前提が偽だったら、いくら導出が妥当でも結論は偽になるんだね」

「う～ん、それは違うなあ。前提が偽で導出が妥当で、だけど結論は真っていうことはあるよ」

「どういうこと？ そんなのあるの？」

　ミールは目を輝かせた。ミールの頭にはそんな事まるで不可能だと思っていたのにそれがあり得ると言うのだから是非とも聞きたいものだ。

「例えばね、前に私の好きな人が教えてくれたんだけどね
、こんな推理はどうかなぁ」

“偶数は奇数である。

　１は偶数である。

　よって１は奇数である。”（論理専門注釈：１は全称文である。どこに書かれた１もという意味で全称文とする。単称文と取らない様に、念の為）

「どう？ これって前提は２つとも偽で、導出は妥当だけど、結論は真でしょう？」

「わぁ～、本当だ！ なにこれ、おっもしろいねえ！」

　ミールは床を飛びはねて面白がった。今までに一度もこんな根性の捻じ曲がった文章は考えた事がない。偶数が奇数でないなんて子供でも知っているのに、そんな明らかに間違っているものを前提にしてみようなどとはミールの想像には全くなかったのだ。

「気に入ってくれた？」

「うん、面白い。ほんとだ。前提偽・導出真で結論真っていうのはほんとにあるんだね。面白いなぁ」

　ミールの好反応はリディアも予想外だった様で、意外そうな顔をしていたが、同時に嬉しそうでもあった。

「えへへ、なんか喜んでもらえるなんて嬉しいなあ。なんかここで論証について終わりなんて勿体無いなぁ」

「え？ もうこの部屋終わりなの？」

「ううん、まだ最後に１つ知る事があるの。もう一度命題のお話し。大丈夫？」

「うん、ききたい。命題がどうかしたの？」

「ミールちゃんはさっき話した定言命題について覚えてる？」

「ＡＥＩＯの４つの命題の事だよね」

「その４つの定言命題についてのお話し。４つの定言命題は凄く密接な関係を持っているの。図解するね」

　リディアは辺り一面に浮いているシャンテを一度閉じると、新たなシャンテを出した。そのシャンテは図解になっていて、正方形が描かれていた。正方形の左上にはＡと書いてある。これは恐らく定言命題のＡ命題の事だろう。右上にはＥと書かれ、左下はＩ。そして右下がＯである。また、正方形には２本の対角線がひかれていた。要するに正方形の中にバッテン印がひかれているのである。

「これは対等の方形と呼ばれている図なの。このままシャンテをミールの書に移してあげるから困ったら見て。

　ＡＥＩＯはそれぞれ対等関係という関係をもっているの。例えばＡとＥの関係は反対対等と呼ばれてるの」

「え？ 反対って……反対概念の反対なの？」

「ん？ あぁうん、そうよ。でも、何で知ってるの？」

「クミールさんから聞いたの。好きに対する嫌いは間に「好きでも嫌いでもない」」っていうのがあるから反対概念なんだって。あと、「生きている」に対する「死んでいる」っていうのは間がないから矛盾概念っていうんだって」

「へえ、クミール、そんな事も教えてたんだぁ。それじゃ説明は簡単だね。あのね、ＡとＥの命題は、共に真であることはできないの。でも、共に偽であることはできるの」

「うん、そんな感じで聞いたよ。だから、「好き」と「嫌い」を同時にするのは無理だけど、「好き」と「嫌い」を同時にしないことはできるんだよね。だって「好きでも嫌いでもない」っていうのがあるんだから」

　それを聞くと満足そうに頷くリディア。そろそろ足が疲れてきたのだろうか。先ほどまで座っていた椅子に戻る。ミールも話しながらついていく。

「それと同じことが、定言命題にもあるの。「全てのりんごは赤い」っていうＡ命題と「全てのりんごは赤くない」っていうＥ命題が共に真であることはできないけれど、共に偽であることはできるよね。だって全てのりんごが赤い訳じゃなくて、緑のものとかもあったりすれば良いんだから」

　椅子に腰掛けるリディア。さっきはミールが座っていた椅子だ。ミールは逆にリディアの座っていた席につく。椅子にはリディアの温もりが残っていて心なしか暖かい。また、この椅子の方が前の椅子より座り心地が良い。リディアはひょっとしてそれを知っていて、黙って譲ってくれたのであろうか。

「次はＩ命題とＯ命題の関係についてね。ＩとＯは小反対対等と呼ばれてるの。小反対対等っていうのは、反対対等の逆でね、共に真であることはできるけど、共に偽であることはできないの。例えば、「ある女の子は彼氏がいる」っていうＩ命題と「ある女の子は彼氏がいない」っていうＯ命題があったとするよ？ すると、これらが共に真であることはできるよね？」

「そのＩとＯ命題に共通して出てくる「ある女の子」なんだけど、それって同一人物じゃないんだよね」

「勿論そうだよ。彼氏のいる女の子が存在することがＩで、彼氏がいないまた別の女の子が存在することがＯだから」

「わかった。女の子は同一人物じゃないのね」

「そうすると、ＩとＯは共に真であることはできるよね。だって、例えば私には彼氏がいるけど、ミールちゃんにはまだいないでしょう？」

「ミール、そんなのいらないもん」

　咄嗟にミールが口を挟む。

「どうして？」

「だって、男の子って、バッカみたいなんだもん。ぎゃーぎゃーうるさいし、女の子の気持全然考えないし。クラスの男子って皆そうよ。……エケトネ君は別だけど、却って男らしくないのもなぁ……」

「う～ん、まぁ、男の子がうるさいかどうかはともかくとして」

　リディアは咳払いをすると一瞬冷めた顔になり、「女の子の気持を考えないばか彼氏がいるのは少なくとも確かね……」と恨み言をする。

「はぁ……」

　ミールにはそれしか言えなかった。

「……」

「……」

「と、ところで、ミールには彼氏がいないね、うん」

「そ、そうだね。だからこのように、彼氏がいる子もいればいない子もいるから、ＩとＯは共に真であることができるの、うん。でもね、共に偽はできないのよ」

「それはそうだよね。Ｉ命題の「ある女子は彼氏がいる」が偽だってことは「ある女子は彼氏がいない」ってことで、それってもはやＯ命題が真だという事をいってる訳でしょ。で、その一方でＯ命題もＩと同じく偽にするんなら、これって矛盾するもんね。Ｏは一度真だということになったんだから、偽としちゃ矛盾だよね」

「そう。今、丁度良い言葉が聞けたよー。矛盾っていう言葉ね。次の対等関係は矛盾対等っていうのよ。ジャストタイミングだね。

　矛盾対等というのは、ＡとＯ、そしてＥとＩの関係なの」

「あ、それもクミールさんから聞いた。思うに、矛盾っていうのは、片方が真なとき片方は偽なんでしょ？ お姉ちゃんから聞いた言葉と組み合わせるとそうなるよ」

「うん、そうよ。Ａ命題が真な時、Ｏ命題は偽だし、逆にＡが偽の時はＯが真になるの」

「ＥとＩについても同じなの？ Ｅが真の時Ｉは偽で、Ｅが偽ならＩは真？」

　リディアは頷いて肯定する。

「例えば「全てのケーキはおいしい」っていうＡ命題が真の時、「あるケーキはおいしくない」っていうＯ命題は必ず偽だよね。命題の意味を考えれば皆すぐにわかるよね」

「うん。まあ、私にとってはそのＡは偽だからＯが真だけど」

　するとリディアは意外そうな顔をした。

「えーっ、ミールちゃんってそうなの？ 私はケーキはぜ～んぶおいしいけどなぁ」

　幸せそうに言うリディア。正に目の前にケーキの幻影が見えているかのような口ぶりで、今にもよだれをたらしそうだ。

「ケーキって嫌い？」

　首を振るミール。するとリディアは「じゃあ、これが終わったら一緒に食べようね」といった。

「それじゃ、気を取りなおして最後の関係にいくよ。最後はＡとＩ、そしてＥとＯの関係で、これは大小関係と呼ばれているの。大小関係の特徴はね、Ａが真な時にはＩも真で、Ｅが真な時にはＯも真だということなの。例えば「全てのりんごは赤い」というＡ命題と「あるりんごは赤い」というＩ命題があったとするよ？ この時、Ａが真ならＩも真なのは明白よね。全部りんごが赤いって言ってる以上、あるりんごが赤いのは当たり前だもん。このことはＥとＯについても同じだよ」

「じゃあ、Ａが偽の時はＩも偽ですか？」

「ううん、そうとは限らないわ。「全てのりんごは赤い」というのが偽の時って、つまり、「全てのりんごが赤いとは限らない。青りんごだってあるさ！」っていうことでしょ？ でもこれって「あるりんごが赤い」ことを否定した事にはならないよ。青りんごだってあるさっていったって、赤りんごがないことの証明にはならないもん。そうでしょ？」

「あっ、そっか～。じゃあ、Ａが偽の時、Ｉは……」

「不定になるの」

　不定という言葉を新たにインプットするミール。なるほど、これで命題には真偽が今のところつかないので不定だという可能性もあるのだなということがわかった。

　すると突然ミールの書が光りを放った。

「やっ」

　ミールは思わず目を閉じる。

（ああ、これでこの部屋も終わりね。でも、一体私が目を閉じてる数秒の間にどうやって部屋は綺麗になっていってるのかしら。一度見てみたいものだわ……）

　果たしてミールが目を開けると予想通り部屋には光りが指しこみ、綺麗になっていた。見たとおりの絵画展示室であり、壁にはいくつもの絵が飾られていた。また、そこらへんに点在していた椅子も綺麗になって適所に置かれていた。ミールは自分の座っている椅子を確認すると、これも綺麗に変身していた。尤も、変身したというよりは戻ったと言った方がいいのだろうが。また、床には赤い絨毯が敷かれていて、天井には小型のシャンデリアがついていた。

　ミールの書を開くと新たにページが更新されていた。＜問題＞の所には３枚の絵があり、＜論理的TIPs＞にはリディアに教えられた論証や推論等という言葉について書いてあった。＜評価＞の欄に目をやるミール。

「３人の賢女の力を極力借りずに解答した点がノワの値を上げた。

　ヒュノ・ラ・ノワ・アルマ＝３･２･４･３……かあ。

　う～ん、ヒュノが下がってしまったわ。多分、ハトの推理に対して説明が足りなかったからね。あれは自分でもいい加減だと思ったわ、反省。でも、ノワは４だわ、嬉しい」

「ねえねえ、ミールちゃん、それ私も見たいなぁ」

「はい、お姉ちゃん」

　リディアは１通り目を通すと、「いい成績だねー」と誉め、続ける。「ヤなこと言うみたいだけどね、こういう良い評価はこの先だんだん取り辛くなってくると思うよ。論議の相手はどんどん手ごわくなっていくから……」

　ミールは胆に命じる様に頷いた。

「まぁ、それはそれとして、ケーキ、たべたくなぁい？」

　リディアはにこにこしながら誘う。よほど甘いものが好きらしい。ミールは半ば笑いながら「うん」といった。

　リディアに連れられるまま、ミールは居間に向かった。廊下に出た所で音楽練習室が見え、クミールのことが気になったので覗いてみたが、中には誰も居なかった。

（大丈夫かなぁ、クミールさん。何かあったのかなぁ）

　結局居間に入ってもクミールの姿はなく、ミールは少し寂しくなった。リディアに促され、大きなテーブルの椅子に適当に腰を掛け、待っていると暫くしてリディアがプレートを運んできた。プレートには紅茶と苺のショートケーキが乗っている。

「おまたせー」

　リディアはミールの左に座った。話しをするのに横に座られるというのは奇妙だったが、流石にこの大きなテーブルでは仕様のないことだ。このテーブルに向かい合って座ったら遠すぎて却って会話がぎこちない。それにリディアはいい匂いがするからできるだけ近くにいたかったので、却ってこの位置が気に入った。

「あ、桃の紅茶だ」

　ミールは先ほどピーチティーを飲みたいと思ったことを思い出した。リディアの匂いのような桃の香りがミールの鼻腔をくすぐる。

「うん、これおいしいんだよ、桃の紅茶。私の好きな人がね、私に似てるっていってくれたから私、好きなの」

「そうなんですかー」

　１口すするミール。ほのかな甘味がする。砂糖は入れていないのに甘味があるのはこれがフルーツティーだからであろうか。

「うん、おいしいー」

「そう、良かった。彼もこれが好きだっていってたの。人気あるのね。でも、なんでこれが私に似てるのかなぁ。只のお茶なのにね……」

　どうやらリディアは自分の匂いについて気付いていないらしい。自分で香水をつけているのだからそれぐらい気付かない訳はないのだが。

「あの、多分お姉ちゃんの彼氏さんはお姉ちゃんの香水のこと言ってるんだと思うよ」

「え？ でも、私そんなのつけてないよ」

　どういうことだろうとミールは思った。では、入浴剤がその匂いなのかとも思ったが、それなら一緒に生活しているクミールが違う匂いをしていたのが説明つかない。一旦考えだすと混乱しそうなのでその事は捨て置くことにした。

「ケーキおいしいー。もう、リディア、しあわせ～」

　本当に幸せそうなリディア。彼女はそんなに甘いものが好きなのだろうか。ミールも１口食べる。なるほど、確かに普通のケーキよりは味が良い。高級品なのだろうか。

「よく太らないね、お姉ちゃん」

「うん、お母さんもそうだし、妹も細いもん」

「妹いるの？ いいなあ」

「いるよ、ミリアっていって可愛いの。年子なんだけど、私よりしっかりしてるのよ。でも、あの子はそんなに甘いもの好きじゃないなあ」

「お母さんに似てるんだね、お姉ちゃんは」

「……。

　あと、私、格闘技するからかな。運動すれば大丈夫」

　格闘と聞いてミールは目を丸くした。リディアの腕に目をやる。彼女の腕は子供のミールが見ても心配なくらい細い。それが格闘というのだから驚いた。

「強いの、お姉ちゃん？」

「うん。だって私、私の好きな人より強いもん」

「男の人に勝っちゃうの！？ 凄いねー！　でも、ミールだってエケトネ君くらいなら喧嘩しても勝てるよっ」

　あははと笑うリディア。ミールもつられて笑う。

「でも……彼氏さん、怖がらないかなあ。自分より強い彼女なんて」

「今の所大丈夫だと思うよ
。あの霊人が怖がったら私止めるし。ケーキだって食べて太ったらもう食べない。彼、やせた子が好きだから」

「偉いね、お姉ちゃん。でも、それって辛くないの？」

「ん～……でも、嫌われるよりましかな」

　リディアはよくできた霊人だとミールは思った。これでその彼氏とやらが仕様も無い男だったら脛でも思い切り蹴飛ばしてやろうとミールは心に決めた。

「そこまで価値のある人なの？」

　ケーキはもう残り少なくなってきた。リディアはピーチティーをすすると虚空を見つめた。

「…………多分、ない……かな……他人にとっては。

　よくクリスとかにいわれるもん。もっと自分のこと考えなさいって。あ、クリスって私の仲間なんだけどね。クリスにこの性格のせいで彼を甘えさせてるって注意されてるの。

　う～ん、でも、私も向こうから見ればダメ女かもしれないし。ほら、私って凄い泣き虫なのよ。すぐ泣いちゃうの。自立できてないってよく言われてるの。それに、女の子らしくもないし。それに、彼氏に不潔だって言われた彼女なんてそうそういないと思うよ？ そういうので……ちょっと、ねー？」

「フケツって？」

「「甘いもんでべとべとした手で抱き付くんじゃねえ」って怒られちゃったの」

「そうなんだ」と苦笑いを返すミール。

「でもまぁ、人がなんていっても、私は彼が好き」

　ミールは黙ってリディアを見ていた。彼女は照れた風もなく素直にその男の事を好きだと言っている。

「あのね、ミール、思うんだけど。多分、その人、お姉ちゃんのそういう素直な所が好きなんだと思う」

「え？ どんなトコ？」

　するとミールはくすくすと笑い、「「どんなトコ？」って聞く所が既に！」といった。リディアはわからない様で首を傾げていた。

「あ、そうだ。じゃあ、今度は私が聞くけど、ミールちゃんは好きな人いないの？ さっきいってたじゃない、エケトネ君って子とか」

「ダメだよ、エケトネ君は。確かに好きだけど、彼氏には……ね。まだ子供で一緒に遊んでる方が楽しい関係って感じかなあ」

「ね、ね。ミールちゃんの理想ってどんな感じ？」

「んー。あまり考えた事ないなあ。お姉ちゃんは？」

「私、ないの。そういう大人なこと考えるより先に好きな人の方ができちゃったから、よくわかんないんだよね。理想像って考えると、どうしても彼の直してほしい所が直った形になっちゃうの。なんていうのかな、パワード彼氏？ 
」

「あー、それって理想を考える際の基準が既にその人になっちゃってるって事なんだねー。でも、他に彼氏って欲しくないの、お姉ちゃん？」

　つい調子に乗って礼を欠くミール。しかしリディアはそんな事全く気にもしていないようで、むしろ楽しげに会話をしている。

「そりゃ、欲しいけど……っていうか欲しいと思う時もあるけど、浮気されるのが嫌らしい人だから絶対にしない。男の子と遊びに行くことはあるけど、浮気は死んでもしない」

「恋人を独占したい男って事ね。良くあるパターンだわ……。でも、浮気なんてばれなきゃ良いじゃない」

「ダメだよ。私ってそういう時に限って嘘付けないし、そんなことしたら毎日毎日「ばれたらどうしよう。万が一でもばれたらどうしよう」ってノイローゼになるの目に見えてるもん。たった１回の浮気でそんなに辛い目にあうなら絶対しない」

「損なタイプね、お姉ちゃんって。それじゃ代わり、彼氏さんにより良い男になってもらうように言う権利があるわね」

　もはや口調はミールの方が大人びているようだ。

「より良いっていうか……取り敢えず、私をもっと好きになって欲しい。好かれてるのはわかるけど、何か足りないの」

「なるほどね。ところで、お姉ちゃんは彼氏さんがそういう男だって知っててつきあったの？」

「う～ん、知らなかったけど、告白したのこっちからだし。まあ、弱い立場だから仕様がないって言うか……」

「弱い立場かぁ。んー、なんだか聞いてて腹がたって来たわ」

「どうして？」

「恋愛やってるんなら２人は対等でしょ？ なのに告白されたからって強い立場を利用するなんて嫌な……というか良くない人だと思うな、ミールは」

「確かにあの霊人は私に好かれてるありがたみを知らないと思う。でも、「別れたいの」なんてハッパかけたら間違いなく私を捨てる人だから怖くて試せないし……。

　でも、ほんとはね、いくら私を捨てるって言ったって、結局なんだかんだ言ってあの人は最後まで私を好きでいてくれるの。そういう人だから。私、そのことちゃんと知ってるし、信じてもいる。だから安心で、それが私の幸せなの。

　でもね、幸せだからこそ、それがなくなったらって心配するのが怖いんだよね……」

　ふぅっと息をつくリディア。ミールはゆっくりと何度も頷いた。

「そうねぇ、それじゃあ」

「あ、ちょっと待って？」

　リディアは急にストップをかける。ミールは思わずむせてしまいそうになった。

「なぁに、いきなり、お姉ちゃん」

「なんか……恋愛相談室になってない？」

「…………うん。かろうじて」

「いや、かろうじてって言うよりあからさまにって感じだと思うんだけど。

　ま、いいや。さぁて、と。ケーキも食べたし、うん。そろそろ私、報告してこなくちゃ」

「誰に、どこで、何を？」

　質問を連発するミール。セルフィッシュガーデンに来てからずっとこればかりだ。

「彼に・上で・あなたの出来を伝えに、よ」

「彼氏さんがこの不思議な屋敷の主なの？ それじゃ私も行って良い？」

「来ても良いけど、あなたはまだ資格を得ていないドアだから入れないよ」

「そっか～。じゃあ、早く資格を手に入れて、見たいなあ、お姉ちゃんの彼氏さん」

「んー、その際には気を付けてね。色々と変わった人だから。どこで怒るかわからない人だし。あ、あと、ミールちゃんは女の子だからあの霊人すっごく格好つけると思うけど、間違っても格好良いお兄さんだなんて騙されて思っちゃダメだからね。ほんっと、しょーもない人なんだからっ。あと、あまり目は見ない方がいいよ、虜になるから」

　リディアの剣幕に押されるミール。ならなんでそんな男に惚れたのかが不思議で仕方ない。ひとしきり言うとリディアはにこりとした。

「じゃあ、私ちょっと先に行くね。ゆっくり食べててい～よ」

「もうお別れ？ お姉ちゃん……」

　するとリディアは微笑んだ。

「大丈夫、すぐまた後で会おうね」

　そう残すととリディアは席を立った。ミールは残念そうな顔をした。この談笑がセルフィッシュガーデンに来てから初めての心安らぐ頭を使わない話しだったのに。どうやら楽しい時間はすぐ過ぎてしまうものらしい。いうなればこの談笑はセルフィッシュガーデンという学校の休み時間だったのだろう。

「あ、あの、お姉ちゃん？」

　去ろうとするリディアを呼びとめるミール。

「聞きたい事があるの。あのね、どうしてその人を好きになったの？」

　リディアは振り向いた時に乱れた髪に手ぐしを入れながら答えた。

「私の心の欠けた部分を取り戻してくれたから
」

　そう言うとリディアは去っていった。

「あっ、ちょ……」

　ミールにはまだ後1つ聞きたい事があったのだ。だが、まあ後でも良いかと思った。

「……どうしてその人を好きになったかはわかったよ、お姉ちゃん。じゃあどうして……

　……どうしてその人を好きなの？」

　ピーチティーはミールの吐息に吹かれてミールの頭の様にぐるぐると緩やかに回っていた。

Ⅳ

　赤茶色のドアの前でクミールは考え込んでいた。クミールがすっかりこの部屋から出ていくものだと思っていた男はぐずぐずしている彼女を不思議に思い、声をかけてくる。

「あの、どうかされましたか、クミールさん」

　男の声にクミールは振り向く。男は黒髪の青年で、年はクミールと同じくらいだ。髪は背中まで伸びており、それを１つに結わいている。着ているものは黒いズボンに黒いシャツ、それに黒い上掛けを右袖だけ腕を通して着流しにしている。全身黒尽くめであまり服のセンスはないと思われる。肌は黄色で、黄色人種の様だが純潔ではなく、顔つきがやや黄色人種のさまでない。恐らく白人の血がいくらか混ざっているのだろう。そういえばクミールも混血である。リディアやメルを始めとしてセルフィッシュガーデンにいるものは殆どそうだとクミールはふっと思い出した。

「いえ……別に」

　男の声にやや冷たく反応するクミール。実はクミールはこの男があまり好きではなかった。この男の無礼な言動や邪な精神や女性に対する接し方など、その全てがクミールを腹立たせるものなのだ。初めて出会った時もそうだ。もともとは自分のなくした大切な手鏡を見つけてくれたのがきっかけだった。その事には勿論感謝をしたがあまりに無礼な事を臆面もなく喋りたてるので、ついには頬をひっぱたいてしまった事がある。この男は別に怒って仕返してくるような事はしなかったけれども、少なくとも自分が嫌われている事は察した様で、それ以降そういう態度は取らなくなった。

「そうですか……。まあ、とにかく始めの１歩をクミールさんに任せて正解でした。おかげでミールは随分とやる気になったようですし」

「ありがとうございます、セレンさん」

　クミールは務めて冷静にいった。このセレンという男が自分を本気で怒らせたのは数えるほどしかないし、彼も随分気を付けている様だから、本当はそんなに彼を憎む理由はもはやない。しかし、何といえば良いのだろうか、生理的にクミールはセレンが苦手なのだ。リディアやメルがどうしてああいう態度を取れるのかが全くわからない。この男のどこにそんな魅力があるというのだろうか。

「まあ、とにかくご苦労様でした。次はリディアの報告を待ちます。今、多分ミールはリディアと一緒なんじゃないですかね。う～ん、それとも、もう終わった頃ですかね」

「さあ……。それより、本当に彼女をメルちゃんにぶつける気なんですか」

　クミールはセレンの目を見ずに言った。失礼な事かもしれないと思ったが、セレンの目を見るのは何となく嫌なのだ。何重もの鏡を覗き込んでいるような気分に襲われるのは嫌なのだ。

「まあ、卒業試験みたいなものですね。別に予定を変えてあなたやリディアをぶつけても良いです。ですが、正直申し上げますと、メルほどあなたは好戦的でいらっしゃらない。卒業試験はあの娘がうってつけだと思うのです」

「……そうかもしれませんね」

　そういうとクミールは赤茶色の部屋のドアを出て行った。

「あ、クミールさん。桃の紅茶ってまだあります？」

　セレンは呼びかけたが、考え事をしていてクミールは返答できなかった。

　リディアが居間を去った後、ミールはゆっくりケーキと紅茶を楽しんでいた。だが、リディアと一緒に食べていた時の方が遥かにケーキの味が良かった気がした。ミールは早々に食べ終えると食器をキッチンに運びにいくが、どこに片付けておけば良いのかわからないのでリディアの使った食器が置いてある所に洗って重ねておいた。

　居間を出て、廊下をうかがうミール。居間を出た所にある窓の外を覗くと、それなりに時間が立った筈なのに、まだ日中の様であった。なるほどクミールが言ったようにここでは本当に時間が経たない様だ。

　今度は廊下を見渡すが、人がいる様子はない。こんなに大きな屋敷なのに誰にも出くわさないのが不思議だ。

「取り敢えず、次の部屋を探そう」

　次々とドアを試すが1階のものは開かなかった。２階へあがり、確認を続ける。先ほどンムト達の三段論法で開いた３つのドア以外の所を調べていると、階段から８つ目のドアが開いた。

　２階はどうやら個室の様だから、ミールはノックをしてからドアを開けた。

「こんにちは～」

　ひょこっとドアの間から首だけ覗かせるミール。中には３人の男女がいたが、誰もミールに気付く様子はなかった。

　どうやらこの部屋も個室らしいが、光りがさし込んでいない為、汚れている。家具はベッドや机椅子といった程度のものしかなく、さびれていた。

「だからねー、それって絶対おかしいって！　ちょっと、ジールちゃん、聞いてる？」

　魔女のような格好をしている女性が１人の男性に大声で文句を言っている。只、魔女の服といっても流石に夏なので薄着をしているようだ。手には物凄く長い杖のような金属性の棒を持っている。あまりに長いので斜めにしておかないと平気で天井についてしまいそうだ。

「だから、別におかしい事なんてないってばさ。ほら、レレゾナも食べてみーよ」

　ジールと呼ばれた男はレレゾナという魔女ルックの女性にレモンを差し出した。彼は下がえんじ色の長ズボンで、上は紺のジャケットを羽織っている。長髪の黒髪は美しく腰の辺りまで垂れていて、ミールはそれが少し羨ましくなった。彼は顔の作りも男にしては端麗で、格好良いというよりは綺麗な感じだった。

　ジールの足元には綺麗なテーブルクロスが敷いてあり、その上にはたくさんのレモンが乗っていた。

「なによ、レモンって言うのはすっぱいものよ！　あのね、そんな事昔っから決まってるでしょー？ レモンったらすっぱいの！　甘いなんてことはね、たま～にあったとしても、そうそうないの。甘いレモンは滅多にないでしょー？ ジールちゃん、バッカねー！」

　レレゾナはレモンを受け取らずに大声をあげていた。レレゾナはショートカットの髪形をしている。顔はやや幼げで可愛らしく見えるが、年齢自体はクミールと同じくらいだろう。髪型の割りにボーイッシュといった感じは見うけられず、むしろ少女っぽいあどけない顔をしている。ただ、その顔つきとは裏腹に彼女の声は大きくよく通る声であり、またとにかく早くよく喋るので聞いているミールはすぐに疲れてしまった。

　部屋には机があり、椅子に男が１人座っている。ミールは最後に彼を見た。彼は長く美しいブロンドヘアーを持っていた。ジールの髪も羨ましいが、彼の髪もまたうらやましいものだ。彼は青い瞳を手にした竪琴に向けて静かにしている。彼は２人の言いあいにも、また闖入者であるミールの存在にも意を解さないようであり、ただ黙って竪琴を見つめていた。

「あの……」

　ミールがおずおずと話しかけると、レレゾナという女性は「何！？ ネーネ！」といって竪琴の男を振りかえった。振りかえった勢いで手に持っている長い杖がミールに向かって振られた。

「きゃっ！」

　慌ててしゃがみこむミール。杖はミールの頭上を物凄い勢いでかすめていった。どうやらレレゾナはみかけによらず怪力の持ち主の様だ。

（あっぶないじゃないのっ！）

　心の中で叫ぶミール。ただし、怖いので口には出さない。

「……僕じゃないよ、レレゾナ。入り口にいるお嬢さんの方だ」

　ネーネと呼ばれた男は竪琴の弦を弾く。綺麗な音色が部屋に響き渡って消えた。

「ん？ 入り口？」

　ネーネがミールを振りかえると今度はジールに向かって杖が飛ぶ。ミールは「危ない！」と叫ぼうとしたが、ジールは何でもない風に頭上すれすれでさっと避けた。

（な、慣れてるのね……。見事な避けっぷりだわ）

「あら、お嬢ちゃん、誰？ どうしてこんな所にいるの？ 名前は？ ってゆ～かお嬢ちゃん可愛いわねー。それにしてもその髪型どうやって作ってるの？ どっから来たの？ あ、学校帰りかー！」

　捲くし立てるレレゾナ。近所の主婦を凌駕する早口にミールは面食らう。

「え？ え？」

「おいおい、レレゾナ、お前早いんだよ。このチビちゃん、困ってんじゃねえか」

　チビちゃんと言われてミールは頬を膨らませる。

「なぁ、チビちゃん、レモン食うかい？」

　ジールはレモンを差し出すがミールは「いいです。今リディアさんにケーキをご馳走になりましたから」と断った。

「あ、そう。あー、リディアの嬢ちゃんにね。そっかそっかー」

　ジールは「ははは」と笑う。彼の手に掛かってしまえば、リディアも「嬢ちゃん」になってしまうようだ。彼は笑っているが、ミールには何がおかしいのかさっぱりわからない。ただ言えることは、このジールとレレゾナは異様に明るく、一緒にいると疲れるということだ。ネーネはこの２人といてよく身が持つものだなとミールは思った。

「で、お嬢ちゃん、だぁれ？」

「私、ミールって言います」

「へぇ、ミールちゃんかぁ。クミールとエーステが共鳴すんのね。いーなぁ、クミールと共鳴してりゃあたしも、もぅちょっとは女らしくなってたのになー」

「いや、お前はかわらんと思うよ、レレゾナ」

「うるさいなー。私はアルマ信者なの。この部屋がいきなり汚くなったのだって、そのレモンだってアルマのせいよ」

　レレゾナは喋りながら杖をどんどんと上下に動かす。が、床はびくともしない。よほど強靭な床のようだ。

「でもさ、ビックリしたよな。いきなり部屋が汚くなったと思ったら、部屋から出れなくなるし、レモンは甘くなるしよ」

「あの、レモンが甘いってどういう事ですか？」

「んー？ 甘いんだよ、レモンが」

　答えになっていない答えを返すジール。見かねたネーネが一枚の紙をミールに見せる。

「お嬢さん、きっとこの紙のせいじゃないかな」

　レレゾナの杖を潜り抜けて紙を受け取りにいくミール。紙にを見るとこう書いてあった。

“この部屋では蓋然推理が演繹推理される”

「その紙は部屋が汚れてしまう前まではなかったんだのだよ。何か関係があるのではないかと考えてみたんだがまるでわからい様でね。怒ったレレゾナがいくら破こうとしたのだけれども、いくら力を入れても破けなかったようだ」

　優しい口調でゆっくりと静かに語るネーネ。彼の声は男にしては高いので、このくらいの言い方で聞いていると丁度落ち付いた感じがして聞きやすい。

「ねえ、ミールちゃん。どうしてあなたはこの部屋に入ってこれたの？」

「資格があるからってクミールさんが言ってました」

「ふぅん、クミールが悪戯の犯人ね」

「いえ、そうじゃないと思いますけど。まあいいや、とにかく、この紙は力で立ち向かっても無駄だと思います。その代わり、この紙の謎を解けばきっと出られます」

　そしてそうすればミールの書に新たな書き込みもできるだろう。ミールは紙をもう一度見た。

「蓋然っていうのは何なんだろうな。チビちゃん、わかんのかい？」

「あの……レモンが甘くなったのは部屋が汚くなってからなんですよね」

「ああ、そーだよん。本当はさ、ゲームで負けた奴がすっぱいレモンを食うっていうバツゲームのために買ってきたレモンだったのにさ、どれもこれも甘くなっちまったもんだから意味なくなっちまった。ほら、上手いからチビちゃんも食いなって」

　ジールは手に持っていたレモンを半分に引き千切った。ぐしゅっと音がして果汁がテーブルクロスに滴る。引き裂いた半分をミールは受け取ると、指でほじくって食べてみる。

「あまーい！」

　レモンはまるでメロンや桃のように甘かった。

「でもそれってヘンでしょ、ミールちゃん。なんでレモンが甘いのよ」

　レレゾナが肩をすくめる。杖は天井をどんとついてしまい、埃が降りてきてミールはむせてしまった。

「だからさー、レレゾナ。さっきからいってるけど、甘いレモンだってこの世にゃたくさんあるだろー？」

「そんなこといたってレモンはすっぱいのが殆どよ！　なんだってこんなにたくさんレモンがあんのに全部が全部甘いのよ！」

　レレゾナの主張にジールは「さぁ」と返した。その一方でミールは手提げの中から出したミールの書を調べていた。何かミールの書に手がかりのようなものはないだろうかと探してページをバラバラと捲っていたら、普段は見ない巻末の所に何か書いてあるのを見付けた。

　何だろうと思ってみてみると果たしてそれは論理学の用語集であった。用語集にはこれまでミールがクミールやリディアから教わった術語が記されていた。その中に「蓋然」という項目を見つけるとミールは自分用にシャンテを出した。別に３人に見せる気は特になかったので、意思は共有させないでおいた。

“蓋然……はっきりと断定はできないものの、おそらくそうであろうと思われるさま。「～だろう」という形で実現する事が多い。例えば「これはネズミの仕業だ」は断定だが、「これはネズミの仕業だろう」は蓋然的である”

「なるほど……これが蓋然ね。演繹推理と合わせて考えると……なるほど、ということは「この部屋では蓋然推理が演繹推理される」というのは……うん、そういう意味なのね」

　シャンテを閉じ、ミールの書を手提げにしまう。３人を振りかえるとミールは「わかりました」という。

「なにが？ ミールちゃん」

「ひょっとして部屋が汚れてからどなたかこんなことを言ったことがありませんか？ 

　レモンには甘いものもある。つまり、あるレモンは甘いだろうということだ。従って、レモンは甘い。

　……と」

「あ、それ、ひょっとしたら俺かも。そんな難しい言い方はしなかったけどな」

　ジールが名乗りをあげた。難しい言い方かどうかは問題ではない。この部屋には論理の力が働いている。論理は命題で行うものだから、同じ命題なら言い方など問題にならないのだ。

「俺、ゲームで負けちまってバツゲームのこれを食わされる時、悔し紛れでそう言ったんだ。よくよく考えりゃそれからかもな、レモンが甘くなったのって」

「そういやそうね。１回目、私が負けた時には普通にすっぱかったもん」

「じゃあ、それが原因だと思います。この部屋では蓋然推理が演繹推理になるんです」

「どういうことだい、お嬢さん」

「つまり、「～だろう」という言葉が根拠になり、ある主張したい結論が「～だ」という形で導出されてしまうんです」

　しっかりとクミールやリディアに教わった言葉を使いこなしながら説明するミール。彼女は自分自身に惚れこんだ。

「ええと、僕にはよくわからないけれども、例えば「この竪琴はピアノの音がでるだろう」といえば、この竪琴はピアノになるのかい？」

　しかしミールは首を振る。

「それだと、蓋然が断定になったに過ぎません。「この竪琴はピアノの音がでるだろう」という蓋然の命題が「この竪琴はピアノの音がでるのだ」という断定のものに変わったに過ぎないんです。この紙に書いてあるのは「この部屋では蓋然が断定になる」ではありません」

「つまり？」

　ポロンと竪琴の音が部屋に響く。

「つまり、ちゃんと蓋然命題から結論を導かなければならないんです。推理をしなければならないんです。この紙に書いてあるのは「この部屋では蓋然推理が演繹推理される」ということですから。だから、ネーネさんの竪琴をピアノに変えるのなら、こんな論証をしなければいけないんです」

　大きく息を吸い込み、ネーネの手元に指を寄せる。

「この竪琴はピアノの音が出るだろう。

　だから、この竪琴はピアノの音が出るのだ」

　そしてネーネの竪琴に手をかけるミール。適当な弦をつまんで弾くとポーンとピアノの音が響いた。見ていたジールは目を丸くする。

「うぉ！　ほんとにピアノになりやがった！」

「ね？ 言ったとおりでしょう？」

　満足気に微笑むミール。正直言ってこんなに気分の良い思いをしたのはミールの人生の中で殆どないことだ。いつもは自分を子供扱いしかしない大人達が今は自分の知恵に驚嘆している。この光景をいつもミールを誉めてくれる大人達が見れば、きっと自分に対する「子供にしては賢いお嬢ちゃん」という評価を返上することだろうと確信していた。

「すっげぇな、チビちゃん」とジールは両手を広げて歓喜する。大袈裟なリアクションだが、彼の明るさから考えると却って似合っているかもしれない。

　ミールが半ば照れ笑いを浮かべていると、急にミールの書が光り出した。ミールは思わず目を閉じた。

「おっ、なんだこりゃ。部屋まで綺麗に戻りやがった」

　ジールの声に目を開けると部屋には光りがさしこんでいた。どうやらここはネーネの部屋だったようで、家具こそ簡素だが竪琴に関するメンテナンスの道具や楽譜入れが戻っていた。ネーネは机の上に現れた楽譜を確認すると、やおら竪琴を引き出した。クミールがハープを好きだといっていたが、ミールはその気持ちが今になってよくわかった。彼の竪琴は繊細な音色を紡いでいた。何の曲かはわからないが、優しく美しい音色にミールは聞きほれていた。

　しかしジールとレレゾナはその美しい音色に耳すら傾けず、ゲームの続きに夢中になっていた。ミールはアークパズルでもやっているのかと思って覗いてみたが、２人がやっているのは只のカードゲームだった。

「月！　姫！　帝王！」

　カーデを床に叩き付けながらレレゾナが叫んでいる。

「そんでインバース！　よっし！　また、私の勝ちー！」

　アルマ信者だというレレゾナはカーデをゲームにして遊んでいた。敬虔な信者が見たら何と罵ることだろう。

「だあぁ！　俺は時間のカーデ持ってたのに！　くそっ、インバースかよ。ってゆ～かレモンアゲインかよ！」

　喚き散らすジール。彼もレレゾナに負けじとやかましい。

「レモン♪　レモン♪　レモンがジールちゃんを待っている～♪　「イヤー、すっぱ～い！」　うー！　はっ！　でぇも、水はナシよ～♪」

　即興で作った歌を歌い出すレレゾナ。もはやただのビニールシートと化したテーブルクロスの上からレモンをどっさりジールに押し付ける。ジールは死にそうな顔でレモンを見つめている。ならそんなゲーム降りなさいよと思ったがミールは黙っていた。

「なあ、チビちゃん……。どうせならこいつの性格も、もっと女らしく変えといてくれよ……その、ガイゼンとか何とかってやつで」

「無理です」

　ミールはそれだけ言うと部屋を出た。出際にネーネにだけはぺこりとおじぎをするとネーネはミールをちらりと見て、ようやく初めて微笑をくれた。

「全く、ヘンな部屋だったわ」

　部屋を出て、円弧廊下でミールの所を確認するミール。＜問題＞欄は中でネーネに渡された紙と同じ内容になっていた。＜評価＞に目をやる。ここが一番気になるのだ。

「ええと、問題の意図を適格に解釈したのは驚嘆に値する。自ら出した例題も適格。部屋に与えられた規則を適格に使用した例題を出した事によって問題の終了とする。

　ヒュノ・ラ・ノワ・アルマ＝４・４・４・４．

　わっ！　うそっ！　全部４だわ！」

　思わず口元を押さえるミール。今のは上手く片付けたと自分でも思ったがまさかパーフェクトが出るとは思わなかった。＜評価＞欄の端には綺麗にレタリングされたミールの幻字が描かれていた。満点の印なのだろう。ミールは満面の笑みを浮かべて本を閉じた。

「さっ、次の部屋へ行きましょ」

　嬉しさのあまり小走りでミールは廊下を歩いて行った。

　２階のドアを調べたら、２つ開くドアができていた。が、ここは既に綺麗になっていて、無人だった。この事はンムト達の問題を解いた時も同じだった。きっとこれら２つはレレゾナとジールの部屋なのだろう。

　結局２階のドアはそれら２つを除いて開かなかったので、ミールは階下へと向かった。

　ひょっとしたらクミールやリディアに再会できないかと思ったが、２人の姿はなかった。一応、癖の様に音楽練習室や応接間を覗いては見るものの、２人の姿はなかった。

　２人のことは諦めておくことにして、ミールは次の部屋を探した。だんだん屋敷の地理にも慣れてきたので少ない移動でドアの開閉を調べられるようになってきた。結局次に開いたドアは音楽練習室の隣のドアであった。

　ドアを静かに開ける。やはりミールにとってはここは他人の屋敷なのだからずかずか入っていくのは気がひけるのだ。

　その部屋は図書室だった。その量はとてもある特定の一家が読みきれるものではなかった。１つの本棚には大小様々な本がしまわれているが、大体一竿辺りに100冊前後が入っている様で、それが単純計算でも20竿以上存在していた。一体全部で何冊になるのだろうか。

「うわぁ、本がたくさん。何冊あるのかしら」

　開架の本棚の周りには椅子と机が何セットも置かれていて、自由に閲覧ができるようになっている。ミールは窓からさしこむ光りに誘われるまま、部屋の奥へと進んで行った。この部屋の窓は西側についている。朝は太陽は東にあっても明るいのでこの部屋には光が差し、また、暗くなり始める頃には西に太陽があるので残り少ない光を窓から入れることができるという考えからこのような間取りにしたのだろうか。しかし夏の西日は特に厳しい。ミールはここでは閲覧しにくいだろうなと思った。

　本棚を見ながら歩くが、背表紙にタイトルが付いていないか或いは埃を被ってしまっている為に、その大半は何の本だかわからない。でも、少なくともそのどれも難しそうで、また高級そうな装丁をしている。

「私が読めそうなもの、あるかしら」

　ミールは自他共に認める本好きだ。本は自分に色々な知識を与えてくれる。尤も、目が悪くなってしまうのは困りものだが。

　本棚を一列見きったが、ミールに読めそうなものはなかった。だが、まだこれらが何の本かよくわかっていないい状況なので、綺麗な姿に戻せばあるいは読めるものがみつかもしれない。しかし、肝心の問題らしきものは今だ見つからない。

「問題……どこかしら。開いた以上、この部屋にも何かあると思うんだけど」

　結局窓際まで何事もなく着いてしまった。ため息をつき、閲覧用の机を見まわすと、そこに少女が座っているのが見えた。今まで誰かがいる気配を感じていなかったミールは少しどきりとした。

「あの……」

　ミールの声に少女は反応して手元の本から顔を上げ、こちらを見てきた。少女は黄色に近い髪の毛をしていた。髪型はミールとは違い、複雑な形ではなく、単にストレートに背中まで流している。瞳も彼女のものはやや黄色がかっているようにみえ、これは緑色の瞳のミールとは異なる。

　少女はミールを視認すると少し驚いたような顔で立ち上がった。だが、驚いたのはミールも同じである。両者は共に同じことを考えた様だ。ミールは彼女に歩み寄った。彼女は年の頃は12ほどで、体格もミールと酷似していた。小さくて少し痩せ気味の身体。大人っぽい体つきではなく、むしろ年より幼く見える。だが、対照的に顔だけは大人びている。彼女は白いワンピースを着ていて、胸には青い結び目がついている。靴下は薄いピンク色で、靴は赤い。机の上には彼女のものであろう可愛らしい帽子が乗っていた。

「あなた……」

　少女の桃色の唇が言葉を紡ぎ出す。少女の顔立ちは繊細で美しいが、まだ年が年なので可愛らしいといった感じだ。肌は白いが、微かに他の人種の血も混ざっている様だ。彼女はどちらかというと高低よりも強弱のついたアクセントで言葉を発した。

「あなた……私なの？」

　少女はミールの思ったとおりの台詞を発した。心なしかその可愛らしい唇が震えている。

「違うよ。でも、そっくりだね、私達……。なんて不思議……」

　ミールとその少女は髪の色形や服装といった諸所の違いこそあれど、非常に似ていた。端から見れば双子か何かの様に見えるほどだ。

「ひょっとして、あなたがミールちゃん……？」

　少女の言葉に頷くミール。その時あることを思い付いて質問をしてみた。

「ひょっとして、あなたがメルちゃん……？」

　クミールやリディアの言動からミールは自然に察していた。少女は「うん、そうだよ」と肯った。

「そう、あなたが……。それにしても不思議。何だか私とメルちゃん、凄く似てるね」

「うん、like twins」

　メルは席に着いた。帽子を机の脇にどけ、ミールの座る場所を作る。「ありがとう」といってミールは椅子に座った。

「何を読んでいるの？」

「Mathの本よ。mel またwanna surpriseお兄ちゃん。あなたを待っている間ずっと暇だったから」

　先程から聞いているとメルは随分妙な喋り方をする。短い間に何度も使用する言語が変わるのだ。聞いているとアルカと人間語、そしてそれ以外の良く解からない言葉が入っている。正直、ミールにはそれが少し聞きづらかった。

「私を待っててくれたの？ じゃあ、あなたがミールの書に書いてあった３賢女の最後なの？」

「お兄ちゃん、メルのことそんな風に書いたんだぁ」

　そう言うとメルはくすくすと笑った。

「今ので２度目だけど、「お兄ちゃん」って何語？」（注：メルは[oni:t∫an]と発音しているが、これは勿論アルカではない。だからミールには伝わらない）

「何語かはともかく、「お兄ちゃん」って意味だよ」

「へぇ、それじゃメルちゃんはお兄ちゃんがいるの？」

「うん、血は繋がってないんだけど、メルが５才の時からずっとお兄ちゃんなの」

「そうなんだ」といったが、何か事情があるようなので、それ以上触れないことにした。また、メルの使う[oni:t∫an]と発音される言葉についてもそれ以上何も言わないことにした。

「数学の本って面白い？」

　しかしメルは「Not at all」とあっさり否定した。

「でも、ここに書いてあるようなこと言うとね、お兄ちゃんメルのこと誉めてくれるんだ。「お前は頭の良い娘だね」って。だから見てるの」

「ふぅん、お兄さんに誉められたいんだ。いいなぁ、そういう相手がいて。ねえ、どんな問題が書いてあるの？」

「別に問題集じゃないけど。じゃあ、1から10まで足すといくつになる？」

　ミールはすぐに55と答えた。これぐらいは覚えている。計算しなくても解かる問題だ。

「じゃあ、１から100まで足すといくつになる？」

　この問いにはすぐには答えられなかった。計算をしたことがないからだ。必死に計算を開始するミールだが、結局5050と答えるまでに数分かかってしまった。

「ねえ、メルちゃん、これもどこが数学の問題なの？」

「ただの足し算じゃないからだよ。more efficient wayがあるよ」

「合理的ねえ、私の好きな言葉だわ。それならメルちゃんに聞くけど、1から1000まで足すといくつになるの？」

　するとメルは間髪いれず500500と答えを出した。

「え？ すごーい。どうしてわかるの？」と驚いて見せたもののミールにはそれが正解かどうかはわからない。

「1から1000までを足すということだよね。まず、最初の数の1と最後の数の1000を足すの。これは1001になるでしょ。次に、2と999を足すの、これも1001でしょ。次は3と998を足すの。これもやっぱり1001でしょ。そうして数を組み合わせていくと最後は500と501のペアになるでしょ。これも足すと1001だよね。つまり、足して1001になるペアが500組あるってことなの。だから1001に500をかけて500500になるの」

　さらりと言うメルにミールはただただ驚嘆した。

「すごいね。そんな難しいこと、その本読んだだけでわかるの？」

「うーん……」

　メルは居心地の悪そうな顔をした。言いにくい台詞を抱えている様だ。

「なぁに？」

「う～ん、別に……」

　じれったいのでミールはメルの持っている本を覗きこむ。ところがそのページには今メルが言ったようなことは書かれておらず、もっと難しいことが書かれていた。

「……ここから読んだんじゃないの？」

「うん、このことってメルがもっとちっちゃかった時に自分で見つけたから」

「自分でって……自分で発見したの？」

「……まぁ、ね」

（そりゃお兄さんも頭良いと言うでしょうね……）

　メルはパタンと本を閉じて、席を立った。そのまま彼女はパタパタと音を立てて床を小走りに歩いていった。と思ったらまた1冊の本を持って戻ってきた。

「それも数学の本？」

「違うよ。*お兄ちゃん ordered this book shown to you.」

　それは赤い本だった。恐らく固い紙を赤い糸で何重にも巻いたものが表紙になっているのだろう。それなりに頑丈そうな装丁だ。また、本の厚さはそれほどでもなく、むしろかなり薄いほうに入るのではないかと思われた。

「これは？」

「記号論の本だよ。っていっても、セルフィッシュガーデンにいるのに必要最小限な知識についてだけど」

「これをメルちゃんが教えてくれるの？」

「*Yeah, mel think so. 本当は I shouldn’t teach you… Did other wisewomen teach you？」（注：melは本人の中で１人称代名詞扱いの時があるので、その時はthinksでなく、thinkになる）

「うん、クミールさんも、リディアお姉ちゃんも教えてくれたよ」

「そう、もう会ったんだ……。でも、メルは教えてあげられないの」

「どうして？」

「お兄ちゃんが、ミールはメルと対決しろって言ったから」

　ミールは思わず口元を押さえた。メルと対決とは一体どう言う意味なのだろう。まともに知恵で戦ったらとてもメルに勝てそうにない。彼女の兄とやらは一体何を考えているのだろうか。

「賢女さん達は私に色々教えてくれる方たちだと思ってたわ」

「一応はそうみたいだけど、役割があるの。クミールちゃんはミールちゃんに手取り足取り教えてあげる係りで、お姉ちゃん……リディアお姉ちゃんはどちらかというと一緒に考えていく係り」

　メルはクミールを「ちゃん」呼ばわりしている。あまりに年が離れている為、大分違和感のある呼び方だ。だが、リディアをお姉ちゃん呼ばわりするのはミールと同じだ。

「で、メルはいうなればあなたの敵なの、ミールちゃん。まさかこんなに自分に似ているとは思わなかったけど。でも安心して、今ここじゃ敵にならないよ」

「あの、ちょっと待って。さっきから言ってる敵ってどういう事？」

「*You’ve not known it yet. セルフィッシュガーデンは論理を教えるというより、論議を行う為の場所なの。というか、むしろそっちが本来の役割。ここでは論戦の相手があなたの敵になるの。で、メルがその敵っていうものなの」

　沈黙が訪れた。論戦で戦う？ あの張り紙に対して行ったような事をこのメルとするというのだろうか。それは非常に気の重い事だ。

　静かな図書館の静かな匂いに飽きたのか、メルは窓を開けた。一瞬気圧差で風が埃を舞い上げる。途端、夏の虫の声が耳に入る。

「負けるとどうにかなってしまうの？ 命を取られるとか……」

「とんでもない。大丈夫だよ、何にもないよ」

「じゃあ、なんの為にそんな事をするの？」

「*Everyone has his own reason. ミールちゃんstudies logic for what？」

「わからない。取り敢えず、今のところ論理学を教えてもらってるのは、この屋敷の謎を解く為よ。でも、そこから先はわからない。メルちゃんの答えは？」

　するとメルはにこりとして「それが聞きたいならメルと論議をしてからね」といった。夏の虫の声がぴたりと止んだ。

「さっ、それじゃ、今は取り敢えず記号論をやろうね。お兄ちゃんに頼まれた分だけは教えてあげるから」

　そういってメルは赤い本を開いた。すると本からシャンテが何場も飛び出してきた。光とはわかっているものの、ぶつかるのではないかと思うと思わず避けてしまう。

「びっくりした……」

　シャンテにはいくつもの記号が現れていた。その内のいくつかは幻字に似ているようにも思えるが、何かどことなく違う雰囲気を感じる。記号はこのようなものであった。

“∧　∨　→　￢　≡”

　この内「→」と「￢」について、ミールはクミールから話しを聞いていた。確か、逆や裏について教わった時のもので、ミールの書にも記されている筈だ。

「メルはね、この記号の意味を説明してあげるの。でも、お手伝いはそれだけ」

　ミールはごくりと喉を鳴らした。

「この中でもう知っているものはある？」

「「→」と「￢」だけ。「→」は「～ならば～だ」の意味でしょう。「￢」は否定を作るものだよね」

「うん、但し「￢」はただの否定じゃなく、厳密な否定を作るの。厳密な否定って知ってる？」

「知ってる。「好き」に対する「好きでない」のようなものでしょ。「￢」はアルカ通りに取れば良いのね」

「そう。じゃあ、知らない「∧」について説明するよ。∧はアルカ通り、ある命題とある命題を繋げる役割があるの。つまり、連言ね、覚えておいて。

　例えば２つ命題が有るとするでしょ。命題ｐと命題ｑ。この２つを繋くのが∧の役目なの。ｐ∧ｑのような形で実現されるよ。「メルの髪は黄色で、ミールちゃんの髪は茶色だ」っていうのが日常言語を用いた例だね。

　次は、∨ね。これもアルカと同じで、２つの命題の内、どちらかを選ぶものなの。いわゆる選言だわ、これも記憶ね。

　ｐ∨ｑというのはつまり、「ｐかｑか」という意味になるの。

　だから、∧が「～と～」で、∨が「～か～」という意味ね。

　で、残るは≡なんだけど、これより先に∧と∨の注意点を言うよ。……ついて来れてる？」

　メルの説明は無駄が少なく合理的だが、早すぎてミールには付いて行けなかった。だが、同じくらいの年の少女に対し、明白な降参宣言を出すことは流石に気がひけて、半分わかったような振りをした。

「「ｐ∧ｑ」は「ｐかつｑ」という意味なんだけれど、これはただの記号だからｐとｑの間に関連性がなくても良いの。例えば「りんごは赤い。かつ、車は走る」っていう繋ぎ方をしてもいいってこと。また、∧には順接と逆説の区別はないの。「この店は安いし美味い」というのと「この店は安いが美味い」というのは大分ニュアンスが違うでしょう？ でも、これはどちらにせよ「この店は安い∧この店は美味い」という形を取るの。∧って考えてみれば形骸的よね」

「ケーガイ？ ああ、見掛け倒しって事ね。うん、わかるわ、その通りね。じゃあ、なんでそんな見掛け倒しの記号が必要なの？」

「別に必要って訳じゃないよ。使うものは使うってくらいかな。でもまあ、敷いて言うなら単純化が狙いかな。ほら、命題を言語の形で具体的に表すのって面倒でしょ。だからそれを記号にできれば見やすいから思考しやすいっていうのが理由の１つね」

「なるほど」と頷く。そういえば似たようなことをクミールも言っていた。

「次に、∨の注意点ね。「ｐ∨ｑ」は「ｐかｑか」の意味だけれど、これも∧と同じくｐとｑの意味に関連性がなくても良いの。そして、「ｐ∨ｑ」はｐとｑの両方を選んでも良いの。ここがミソだね」

「え？ じゃあ、選択肢にしている意味がないじゃない。ｐかｑ、どちらか１つじゃないなんて！」

「でも、ｐかｑのうち、少なくともどちらか１つは最低でも選ばなければいけないんだから、一応選択肢よ。その気になればｐとｑの両方取れるというだけよ。こういうのを弱選言というの」

「ってことは強選言っていうのもあるのね」

「うん、強選言がミールちゃんの思ってるいわゆる普通の選言だよ。ｐかｑの内、片方しか選べないの。勿論、どちらか１つは最低でも選ばなきゃいけないのは同じだけど。でも、論理学で通常、選言といったら弱宣言をさすから覚えておいてね」

「わかった」

　ミールの「わかった」を聞くや否やメルは怒涛のごとく説明を再開する。

「最後に≡ね。これは等値というの。命題ｐの真理値と命題ｑの真理値が等しければｐとｑは等値だといい、ｐとｑはｐ≡ｑで表されるの」

「真理値ってなぁに？」

　これは新しく聞く言葉だ。

「う～ん、クミールちゃんもお姉ちゃんも教えてなかったかー、しょうがないなぁ。

　真理値ってのは命題の真偽のことよ。いい？ 論理学には伝統的論理学と呼ばれる分野があるの。ミールちゃんが勉強してきたのがこれについてだよ。で、その伝統的論理学の立場から言うと、命題の真偽は真か偽の２つしかないの。ちょっと真で残りは偽なんていうのは存在しないの。この考え方を２値論理というの。で、その２値論理の思想に基づけば、命題の真理値というのは当然、真か偽の２種類しかなくなるわけなの」

「命題には真と偽しかないの？」

「本当はね、真理表に真か偽かを書き込む時はもう１つ不定っていうのがあるの。命題の真偽なんて必ずしもつくものじゃないから真とも偽とも付かない不定という段階があるの」

「不定ね。リディアお姉ちゃんが定言命題について教えてくれてた時に聞いた気がするわ。なるほど、２値論理か。わかったわ。じゃあ、≡に戻ろ。つまり、ｐが真でｑも真ならｐ≡ｑ。そして、ｐもｑも偽でもｐ≡ｑってことなんだね」

「そう、あってる。凄いね、ミールちゃん。こんな説明で全部わかっちゃったなんて」

「え？ じゃあ、これでもう記号論は終わりなの？」

「本当はこんなもの記号論の本だと始めの数ページで語られることなんだけれど、セルフィッシュガーデンではそんなに記号論は必要ないからね」

「前から気になっていたんだけど、セルフィッシュガーデンで必要なものって論理学の知識じゃないの？」

　メルは目を右に動かして考えている。与えて良い情報かどうか迷っているのだろう。が、少し考えた後、彼女は口を開いた。

「論理学からは必要最低限の知識を学ぶの。何に必要かというと、論議学によ。セルフィッシュガーデンは論議をする場所だって言ったでしょ。だからそれに必要な知識をここでは得るのよ」

「論議学……ディベートみたいなものなの？」

「ううん、ディベートとは大分違うよ。ディベートでは相手を怒らせたりすることも手法として取り入れている様だし、相手をどう言い負かすかが問題となっているようだけど、少なくとも論議学はそれとは違うの。もっとずっと高尚だってお兄ちゃんが言ってた」

「高尚？ どういう点が？」

「そうだね、まず、人を怒らせて上手く操ったり、煙に巻いて言い逃れをしたりということはないよ。ディベートをしているとまるで馬鹿し合いや喧嘩をしているように見えるけど、論議ではそんなことはまずないの。どちらかというと紅茶でも飲みながらの談笑の間にするって感じかな。

　それに、後で冷静になって議事録を見るとディベートのそれは馬鹿らしく思えるけど、論議ではそうならないのも特徴かな。まあ、要するに後から冷静になって第３者視点で見ても変わらない点が冷静で、喧嘩や馬鹿し合いをしないところが紳士的って所かなぁ。強いて言うならね」

「……よくわかんないわ。私もその感じを共有できるようになるかなあ」

「あなたが現実主義者ならそうはいかないと思うな。ディベートってメル達は蔑んでいる手法だけれど、実際に他人と言い合いするには効果的であると思うの。一方、論議は相手を言い負かすことよりも正しさを追求するから時として結論が出ずに不毛に終わったりするの。だから、ミールちゃんが現実的な子だったら、あまり興味は沸かないと思うよ。

　ただ、間違った論を言わない正しい論を言う為には論議学が有効だと思うよ」

　メルの言葉をゆっくりとかみ締める。そうか、実用を目指すならむしろディベートなのか。しかし、その代わり正しさを追求することが出来る。しかし、正しさとはなんだろうか……。論議において正しいとは一体どういうことなのだろうか。ミールの頭はぐるぐるし出した。

　丁度その時、ミールの書が光りを放った。今回は予想をしていなかったのでミールはもろに目をやられてしまう。

「痛っ！」

　始めは目も開けられなかったが、やがて光は収まり、ミールはやっとの思いで、じんじんする目を開ける。どうやら今の光りのおかげで図書室は無事光を取り戻した様だ。図書室は今までとは比べ物にならないほど綺麗になっていた。まず、汚れていてかび臭かった本の匂いが消えた。そして、本棚から本に至るまで掃除が行き届いており、今では椅子に座っていながらでもはっきりと背表紙のタイトルを読むことが出来るほどだ。

「ふあー、難しい本がいっぱぁい」

　本棚を見ると理系の本ばかりが置いてある棚と、文学ばかりが置いてある棚で独占されていることに気が付いた。ミールは席を立って開架を歩き回るが、大抵は理科系の本か文学系の本に２分されていた。文学の方はまだミールでも読めそうなのだが、理科系の本となるともうお手上げだ。こういった種類の本を平気で読んでいたメルには全く驚かされる限りだ。

「ミールちゃん」

「なぁに、メルちゃん？」

「これで、メルとは１回お別れだね」

「え……もう、なの？」

「うん、お兄ちゃんに言われたことはやったし。次に会う時は敵同士になっちゃうね」

「そう……」

　メルが敵に回る。自分にそっくりな分身のような子が今度は敵になる。そう考えるとミールは寂しさと一抹の恐怖に襲われた。何も敵といっても本当の戦いをするのではない。ただ、喋り合うだけだ。それでも、敵という言葉を出されると、ミールはぞっとしてしまう。

「でも、もう少しミールに付き合ってくれない？ クミールさん達はもっといてくれたもん。私、寂しくて……」

　メルは戸惑ったような顔をしたが結局「わかった、いいよ」といった。

「でも、メルは何も助けてあげられないからね」

「うん、一緒にいてくれるだけで良いの」

　微笑むミールにメルは意外そうな顔をした。

「ミールちゃんってもしかして賢女じゃないメルでも必要としてくれてるの？」

「？ そんなの、当たり前だよ」

　ミールのさらりとした返答にメルは微笑むと、ぴょこんとミールの所まで跳んできて片腕を絡めた。彼女の顔は嬉しそうでもあり、幸せそうでもあって、見ているミールの方まで幸せになるような気がした。

「あ……メルちゃんって良い匂い」

　メルの身体からは乳製品のような匂いがした。ミールは冬の暖かいミルクを思い出した。しかし、そう言ってすぐに気が付いたことがある。彼女は自分の匂いに酷似していたのだ。

「……でも、私の匂いとおんなじ……。どうしてかしら」

「ミールちゃんはメルの匂いがするからじゃないかな」

　しかし、いまいちミールのはその意味がわからなかった。また、メルが何故急に自分に対して好意的に接するようになったのかもわからなかった。それがわからないまま、ミールとメルは図書館を出た。

　今までの傾向から考えて、１階が終わると今度は２階のドアが開くという傾向があるようだから、今度は初めから２階へ向かった。既に開けてあるドアは無視しながら調べていくと、果たしてミールの予想は的中した。

「ここは開くようね。やっぱり２階で正解だったわ」

　静かにドアを開けるミール。

「こんにちはー」とお決まりの台詞と共に首をひょこりと出すと、メルも同じように首だけで中を覗く。

「だぁれ？ あなた」と女性の声が返ってくる。

　中には３人の女性がいた。他の２人も彼女につられてこちらを見てくる。今までと違って、今回の闖入者に対する反応はひどく常識的なものだ。これでこそ不審者に対する正当な反応だとミールは思った。

「あら、メルちゃんじゃない、お久しぶり」

　髪にゆったりとしたウェーブをかけた女性はメルを視認すると途端に優しい声色になった。

「アッシュお姉さん、お邪魔してます。それに、リナお姉ちゃんにクノンお姉ちゃんも」

　メルは３人にまとめて挨拶をした。しかし、お邪魔してますとは一体どういう意味なのだろうか。メルはセルフィッシュガーデンの住人ではないのだろうか。しかしそんなことを聞いた所で彼女が答える筈もない。ミールは何も問わずに３人の女性を見た。

　アッシュという女性はこの中では一番大人びているようで、年も少し上に見えかねないが、クミールとそう大差はないようだ。彼女は長身でかなり魅力的な身体をしている。化粧を施しているようで、真紅の口紅が彼女の魅力をひきたてている。服装も夏だから特になのだろうが、同性のミールが見てもセクシーだと思う格好をしている。具体的には、下は黒のタイトスカートで、丈は膝までしかない。また、上は薄紫色のスーツを着ている。

（うわぁ、大人な女の人だー！　胸おっきくて背が高くて髪綺麗でお化粧綺麗でかっこいーなーっ！）

　ミールは何となく自分の胸元に手を当てた。そして何となく胸のボタンがとれているので、やはり何となく胸を隠すようにボタンをとめた。

　アッシュは部屋の中央にある円卓に掛けていた。円卓には他にも２人の女性がいた。アッシュの右手には赤い瞳の少女が座っている。メルが挨拶した時の目線から考えて、彼女がリナであろう。リナは顔かたちはまだ子供のようだが、年はやはりクミールと同じくらいにみえる。リナはミールの方を見ているのだが焦点が合っておらず、ぼーっと虚空でも眺めているようだ。

（ねむいのかなぁ、このお姉さん……）

　アッシュの左手にはクノンと呼ばれた女性がいた。彼女はリナと同じようにどこか気の抜けた雰囲気があるのだが、目つきからして元気がありそうな女性だ。クノンはなぜか油か何かで汚れた服を着ている。

（何があったんだろう、このお姉さん）

「そっちのお嬢ちゃんは？」

　アッシュがメルに聞く。どうやら会話は専らアッシュとのものになりそうだ。

「ミールです。はじめまして」

　ミールは自ら名乗った。すると突然リナがはっとして、「きゃっ！」と小さく叫んだ。その拍子に円卓の上のグラスを倒してしまい、中に入っていた水がクノンにこぼれる。ミールは思わずビクッとしてしまった。

「あぁあ、ごめんなさい、ごめんなさい！　私……ごめんなさい！」

　リナは慌ててハンカチを取り出し、クノンの服を拭く。クノンはその頃になってようやく「あーびっくりしたぁ！」と叫んだ。

（……ヘンなお姉さん達……）

　メルに複雑な表情を向けると彼女は「まあ、いつものことだから」と耳打ちをしてきた。ミールは再びリナを見ると、彼女はまだ慌てている。何となく彼女がメルに「お姉ちゃん」呼ばわりされた訳がわかった。始めはてっきり親しいのかと思っていたのだが。

「ああもう、あんたたち、これを濡らしちまってどうするんだい」

　アッシュが檄を飛ばす。だが、その声は怒気をはらんでおらず、むしろ世話の焼ける妹達の面倒を見ているといった感じだ。

「ごめんなさ～い」とリナは謝ってばかりだ。

「あの……アッシュさん、この部屋が汚れていることに付いてお話して良いですか？」

「え？ ええ、良いわよ。あなた何か知っているの？」

「部屋が汚くなってから何か異変はないですか？」

「さぁねえ、仮にあったとしても部屋が汚くなったことの驚きに隠されちゃってるからねぇ。あれ以来部屋から１歩も出れやしないし、全く困ったものだわよ。

　ああ、でも、強いて言うならこれも変わったことかしらね」

　円卓の上から何かブロックのようなものを掴んで見せてくる。それはｐとかｑとか∧などをかたどったブロックであった。

「部屋が汚くなってから、急にこんなのが現れてね。でも、私達には何のことだかさっぱり。部屋からも出れないし、ほんと、困ったったらありゃしない」

「あと、この紙もさっきまではなかったです」とリナは水に濡れた紙を差し出す。

　水浸しで汚れている紙をミールはつまむように受け取った。紙にはこう書いてあった。

“命題「ｐ→ｑ」について、逆・裏・対偶を示すこと。

　命題「￢￢ｐ」と等値であり、かつ「￢￢ｐ」とは別な命題を示すこと。

　命題「￢（ｐ∧ｑ）」にド・モルガンの定理をかけること。”

「あちゃー」とメルが面倒くさそうにいった。メルが面倒くさがるほど難しい問題なのだろうか。確かにミールにはこの紙の問題に使われている術語が所々わからない。ましてやド・モルガンの定理などというのはかなり難しそうな名前だ。

「え？ 何コレ？ 全然わからないわ。逆や裏はわかるけど、対偶って何？ それになんで「￢」が２つも連続しているの？ 第一、ド・モルガンって誰よ、人間！？」

「ミールちゃん、この部屋は出よう」

　悟ったようにメルは勧告をしてくる。

「なんで？」

「*Cos, you’ve not studied the whole terms of this paper yet. まずはこの言葉を勉強しにいこ」

「でも、ここから出て良いの？」

「大丈夫。ここにいたって解けないんだから、ここにあなたを監禁する理由はないもの。だって、セルフィッシュガーデンはあなた次第なんだから。アッシュお姉さん、ごめんなさい、メル達だけ出るね」

「はいはい、何だか良く解からないけど、わかったわ」

　アッシュに見送られながらミール達は部屋を後にした。廊下に出ると、何食わぬ顔でメルは１階へと戻って行った。

「確か、ここの筈ね」

　メルが選んだのはクミールに初めて連れていかれたりんごとテーブルしかない部屋であった。

「この部屋がどうかしたの？」

「ミールちゃん、まだここに光を取り戻してないでしょう」

　中に入ると部屋はクミールと去った時のままであった。りんごの位置もクミールが置いておいた時のままだ。

「ミールの書を開いて。この部屋のページよ。「？」が残ってるでしょう」

　本の中にはクミールに教えてもらいそこなった「？」が１つ残っていた。この部屋では逆と裏、そして双条件を教わった。残る１つが先ほど出てきた「対偶」というものなのだろうか。

「ひょっとしてここで対偶っていうのをやるの？」

「うん。対偶は逆や裏より少し難しいからクミールちゃんは教えなかったみたいだね。しょうがないからメルが教えてあげるよ。けど、メルの教え方はクミールちゃんみたいに優しくないからがんばってね」

　ふふっとメルは笑うとテーブルの上に飛び乗って座った。本人は鮮やかに跳んだつもりだったのだろうが、跳躍力が足りなかったらしく、テーブルにお尻を思いきりぶつけてしまった。そのままメルはテーブルを滑り落ちるように落下し、床にどんと尻餅を付いてしまった。

（あぁ、メルちゃんって、運動神経鈍いんだ……。そんな所まで私にそっくり）

　目に涙を浮かべながら無言でお尻をさすっているメルを、しかしミールは見なかったことにした。

「あのね。順、逆、裏はまだ覚えてる？」というメルの声は少し上ずっている。よほど痛かったようだ。

「覚えてるよ。でも、命題を普通の言葉で言うの、それとも記号論っていうので表すの？」

「メルは記号論担当だったから記号論で」

「じゃあ、例えば、命題「ｐ→ｑ」というのを順とすると、逆が「ｑ→ｐ」で、裏が「￢ｐ→￢ｑ」。逆はｐとｑを入れ換えただけで、裏はｐとｑの順番はそのままで厳密な否定の「￢」を付けただけだよね」

「うん、ミールちゃんはクミールちゃんが知らない間に得た知識と組み合わせて覚えてるみたいだね。

　で、残るは対偶なんだけれども、対偶というのは実は、逆と裏を一度に行うことなの。つまり、順を逆にし、その上でそれを裏にするってこと。あ、勿論、順を裏にしてから逆にしても同じだよ。じゃ、記号でいってみて」

「「ｐ→ｑ」を順とすると、「ｑ→ｐ」が逆ね。そしてこれを裏にするんだから、ｑにもｐにも「￢」を付けるんだよね。すると、、「￢ｑ→￢ｐ」ね。これでいいの？」

「そうだよ。簡単でしょう」とメルは肯った。クミールが難しいからという理由で残した問題にしては随分簡単に解けてしまった。恐らくここ数時間の間でミールの能力は飛躍的に上がっていたのだろう。

「対偶の作り方はマスターしたね？ じゃあ、対偶の特徴についていうよ。順と対偶の命題の真偽は常に一致するの。意味わかる？」

「どういうこと？」

「つまり、「ｐ→ｑ」が真の時、必ず対偶である「￢ｑ→￢ｐ」は真だし、「ｐ→ｑ」が偽の時は必ず「￢ｐ→￢ｑ」は偽になるの。

　例文を出そうか。「メルは女だ」を順とすると、「女でなければメルでない」が対偶になるよね。この時の順の命題は真だから、対偶も真になるってこと」

「「女でなければメルでない」ってちょっとわかりにくいなぁ」

「じゃあ、こう考えてみたらどうかな。「ある謎の霊人がいるのだが、調べた所、女ではなかったので、その謎の霊人は少なくともメルではないということがわかった」ってね。もっと短くすれば「女でない以上、少なくともそれはメルではない」になるね。こう考えればちゃんと対偶も真だってこと、納得できるでしょう？ 

　また、翻って「女でない以上、少なくともそれはメルではない」というのを今度は順にして考え直そうね。すると、この命題の対偶は「少なくともそれがメルであるならば、女だ」となり、さっきの命題「メルは女だ」と一致するでしょう？」

「う～ん、なるほど。順に対する対偶は真偽が一緒であり、また、対偶の対偶を取ると順に戻るということね」

「わかりにくいなら図にするよ」

　メルはピンク色のシャンテをだした。シャンテは定言命題の対等の方形のように正方形をしていた。中にバッテンがひかれている所も同じである。左上には順とあり、右上が逆、左下が裏で、右下が対偶だ。

「いい？ 順と対偶の真偽は一致するけど、逆と裏の真偽も一致するのよ。この図の斜めで結ばれているものは全部真偽が一致するの」

「なんで？」

「なんでと思うなら、試しに今「裏」になっている部分が「順」になった時のことを考えてみなよ。そうなったら、今「順」の所が「裏」になるし、今「対偶」の所が「逆」になるよ。そして、今「逆」の所が「対偶」にちゃんとなるでしょ。この図を左に90度回転させればすぐわかるよ」

　そういうとメルはシャンテを左に90°回転させた。すると果たして図は彼女の言う通りになった。ミールはそれを見て、メルの言っていたことを納得した。

「あっ、ミールちゃん、目を閉じて」

　メルの声に素早く反応して目を閉じる。大方また眩しくなるのだろう。あの目の痛みはもうご免だ。果たして強い光が起こったが、メルのおかげで今回の光によるダメージは未然に防ぐことが出来た。

「わ。ここ、お茶の間だったんだ」

　部屋の変化はすさまじいものがあった。大きなテーブルがいつのまにか出現しており、その上には茶道具が展示されている。入り口から順に、緑茶、紅茶、その他ウーロン茶などとなっており、どうやら奥へ進むたび、カフェインの量と緑が失われているようだ。

「ここは展示室なの。別にお茶専用の部屋じゃないの。偶に模様替えするみたいだから。この前は録音機器が年代順に置かれていたっけ」

「この屋敷のご主人様って色んな趣味を持ってるんだね」

「う～ん、アノお父さんの趣味じゃないよ。アノお父さんは科学者の方で、あまりこういうこととは関係なさそうにしているから」

「アノ……さん？」

「クミールちゃんのお父さんだよ。ここのご主人様」

「え？」驚いた。「じゃあ、リディアさんの彼氏さんってクミールさんのお父さんなの？」

「まさか」と勢い良くメルは否定する。「そんなこといったら失礼だよ。アノお父さんとお姉ちゃん、いくつ離れてると思ってるの？ お姉ちゃんは娘のクミールちゃんより年下よ」

「でも、リディアさんの彼氏さんがセルフィッシュガーデンの主なんでしょ」

「それはそうだよ。ただ、アノお父さんはこの屋敷を貸してくれてるってだけだよ。首謀者はもう聞いてると思うけど、メルのお兄ちゃんだよ。さ、とにかく次の部屋へ行こう」

　言うが早いか、メルはさっさと部屋を出て言ってしまう。

「ど、どういうこと？ 「もう聞いてると思う」って。私、何も知らないよ」

「お姉ちゃんがお兄ちゃんのこと黙ってられるはずないからね。絶対ばらしてるってわかってたから。セレンって霊人の名前、聞いてるでしょ？」

「あぁ、セレンさんね。名前はチラッと聞いたわ。そう、そういう事だったの。その人がリディアさんの彼氏でメルちゃんのお兄さんなのね」

　ミールは幻滅した。メルがやたら気に入っているようだからどんなに良い男かと思えば、リディアを悩ませていたあの嫌な男ではないか。だが、メルにこのことは言わないでおこう。彼女の気分を害するだけだ。

　展示室を出たメルは真っ直ぐ廊下を横切っていった。

「じゃあ、次はこの部屋ね」

　メルが選んだ部屋は音楽練習室であった。確かここには光を取り戻したものの、まだ「？」が１つ残っていたはずだ。しかもクミールはここの「？」は手ごわいといっていた。ミールは心なしか武者震いのようなものを感じた。

「ここに何かあるの？ さっきクミールさんを探しに来た時は何もなかったんだけど……」

「うん、お姉ちゃんがいるよ」

「お姉ちゃん？」

　しかしメルはミールに答えないままドアを開ける。音楽練習室のドアを開けた途端、笛の綺麗な音色と共に、少女の歌声がミールの耳に届いてくる。

「うわぁ、綺麗な声……」

　息を呑むミール。ピアノの横で１人の少女が立って歌っているのだ。少女は入ってきたミールに別段気付いた様子もなく、１人で歌っていた。曲名はわからないし、笛の音がどこから聞こえてくるのかもわからないが、綺麗な歌だと思った。

　興味深い事に、少女はミールと同じ髪形をしていた。今までに自分と同じ髪型をしている者を見た事がないので、珍しさ半分、嬉しさ半分の気持だ。但し、彼女の髪の色は黄色であり、どちらかというとメルに酷似している。

　ミールは暫く黙って彼女の歌に聞きほれていた。多分、彼女がクミールの言っていた「歌姫」であろう。

　彼女の声はどちらかというと高く、透通るような声だ。また、彼女の声を聞いているとゆりかごに揺られているような不思議な気持ちになる。彼女の声ははっきりとした発音を紡ぐことはなく、むしろどの音ともつかない曖昧で揺らいでいるものだ。にもかかわらずそれがくぐもったり濁ったりすることはなく、甚だミールは幻想的な気分に浸された。

　しかし、彼女の幻想的な声とは裏腹に、どこからともなく流れてくる笛の音は高く短くはっきりとした軽快な音であり、小気味良く１音１音を曲に合わせて紡いでいた。笛の音はその軽快さとは裏腹にどことなく冷たさを感じ、ミールの心の奥底に眠っている恐怖心を煽りたてた。そのせいか、自然と彼女の歌う歌詞が聞き取れてしまう。彼女はこう歌っていた。

“私の勇者、強い勇者、私の勇者は土の中……。

　闇より暗い、地下の国で、死神達のお出迎え。

　貴方は花を、私の花を、死神達に渡したわ。

　死神達は貴方に笑う、私の殺めた貴方に。”

（不気味でヘンな歌だわ。なんの歌かしら……）

「元は詩らしいよ。レクイエムなのかな……救われなさそ……」

　察したようにメルが囁いてくる。

「知らない歌だけど、どこかで聞いたような感じがするわ」

「人間界の曲に似てるってお兄ちゃんが言ってた。ペールギュントって知ってる？」

「ああ」とミールは手を打った「リーザ先生に習ったわ。イプセンの戯曲ね。グリーク作曲で……あ、思い出した。「山の魔王の宮殿」だわ。確かに似てる」

　歌が終わった様で女性の歌声が止む。曲が終わったらしく、笛の音も消える。女性の目は今まで虚空を見ているようであったが、歌うのを止めるとこちらに目を向けてきた。

「あ……いらっしゃい。来てたんですね」

「あの、はじめまして。私、ミールといいます。あの……とっても綺麗な声ですね」

「ありがとう、ミールさん。ミールさんはメルのお友達？」

　問われてミールはメルを見るが、メルは見返してくるだけで何も言わない。今しがたあったばかりでもう友達と呼んでいいのか解からず、困ってしまう。それでもコクリと頷いてみせると、メルは少し嬉しそうな顔をした。彼女も同じ疑問を抱えていたのだろう。

「ミクお姉ちゃん、あのね、ミールちゃんはこの部屋で取り忘れた知識があるの。それで来たのよ」

「知識？ 何のことだかよく解かりませんけど」

「*Anyway, don’t miku-eta have any problem？」（注：eta・エータ＝姉
）

　上空を見つめ「う～ん」とミクは思い出そうとしている。

「そういえば、楽器が壊れていて困っていたんです。ミク、ほんとは楽器を取りに来たんです。なのに、お目当てのが壊れてたんです。だから壊れてないの探してたんです。そうしているうちに歌を口ずさんでしまって。気付いたら歌い出してたんですね～。そしたらメルの声がしたから」

　ゆっくりとした口調で喋るミク。この屋敷の住人にしてはどこか調子ハズレな所があるなと思った。髪の色はメルと一緒だし、服も白いワンピースを腰元でぎゅっと縛っているだけの格好だから、そうメルと大差ない。なのに彼女達は全然風貌が異なって見える。

「何を探していたの？」

「フルートです。もう壊れちゃってますけどね」

「あっ、もしかしてそのフルート、吹いたらピアノの音がするんですか？」

　はっとして口を挟むミール。先ほど似たような体験をしているので予想がつく。しかしミクは首を傾げる。

「ピアノの音が出るフルートなんて面白そう。でも、ミクのフルートはただ壊れているだけです」

　ピアノの上においてあるフルートを取り、それを吹くミク。だが、彼女の言うように、そのフルートはいくら吹いても音は出なかった。

「どうしちゃったんでしょう。偶に音が出たり出なかったりするんですよ。別に見た限り壊れている感じはないし。こんなのもうフルートじゃないですよねぇ」

「物理的には壊れてないのに偶に音が出たり出なかったりするんですか……不思議ですね。あの、ひょっとして変な張り紙のようなものはありませんか？」

「さぁ……。ああ、でも、他の笛を探している時に何か書いてあったような」

　ミクは椅子を立つと部屋を探し回った。やがて弦楽器がたくさん置かれている場所から１枚の紙を持って戻ってきた。

「ミールさんの探しているのはこれですか？」

　紙を受け取ると、そこにはこうあった。

“この部屋では否定の数は失われず、否定するたび、新たに否定の数が追加される”

「なんのことなんでしょうね」とミク。困っている割りに表情は笑顔だ。

「う～ん、これだけだとちょっと」と言いつつメルを見るが、彼女は素知らぬ振りをして手近にあるハープをいじっている。

「あと、もう１つ変なことといえば、ミクのフルートにヘンなマークがついているんです」

　フルートを調べると、確かにいくつも変わった記号がついている。が、それはよくよくみれば「￢」の記号であった。ミールは楽器にあまり詳しくないので、楽器にはこういうマークがついているものなのかもしれないと思ったが、ミクの様子からそうではないと判断した。とすると、これは論理学の記号、「￢」なのであろう。

　「￢」の数は今４つ付いていた。これは果たして一体何を意味するのであろうか？ 

「ミクさん、他にも壊れている楽器はありますか？」

　その質問をミクは肯ったのでミールは部屋の楽器を片端から調べて回った。あまりに重い楽器は運べないが、運べるものはピアノの周りに運んだ。そうして壊れているものと壊れていないもののグループに楽器をわけた。すると興味深いことが解かった。

「壊れている楽器についている「￢」の数は奇数で、壊れていない方の「￢」は偶数個ありますね」

　バイオリンとシンバルには「￢」が１つ。ギターとトライアングルには３つだ。バイオリンとギターについている数がそれぞれ違う所を見ると、どうやら楽器の種類によって予め数が決まっている訳ではないらしい。不思議なことに、このシンバルやトライアングルはいくら叩いても全く音がせず、壊れているというよりは音が封印されているといった感じがあった。このことからも、明らかにフルートが吹けないのはこの紙のせいだろうとわかる。

　今度は弾ける楽器の方へ目をやる。ビオラは「￢」が２つ、ピッコロも２つ。また、琴のような珍しい楽器もあり、これには４つ付いている。

「ねえ、メルちゃん。そのハープには「￢」がいくつついてる？」

　メルはポロンと弦を弾くと、手にした場所を見つめ、「２つ」と答えた。やはり弾けるものについている「￢」の数は偶数らしい。

「う～ん」

　体育座りは足が疲れる。ミールは立つとお尻を払った。ピアノを見ると、裏の部分に「￢」が６つも記されていた。適当に鍵盤を弾くと音が出る。

「やっぱり、楽器の種類に関係なく、「￢」が偶数個だと音はでるみたいね……」

　ふと、ミクと目が合う。彼女は微笑みを返してきた。つられてミールも微笑む。だが、その時ミールはふいにあることに気が付いた。

「そういえば、ミクさんのフルートには、記号が４つついてますよね！？」

「え？ ええ、そうですね」とたじろぐミク。もう一度見るが、確かに「￢」は４つついている。

「失礼ですけど、本当にこの笛は吹けないんですよね」

「ええ、さっきやってみせたでしょう」

「もう一度、試してもらっていいですか？」

　済まなそうにいうと、ミクは嫌な顔１つせず、気軽に応じた。すると、ドレミファと規則的に音が響いた。吹いた本人は「あら」と驚いている。

「直ってますね……」とミール。

「どういうことでしょうか？ さっきまでは確かに壊れてて、フルートじゃなかったのに。ヘンですね」

　しかしミクはそんな疑問など半ばどうでもよさそうで、嬉しそうにピアノに立てかけた楽譜を見ながら演奏を試みる。が、またフルートは音が出なくなっていた。

「あら？ また壊れてしまいました……」

　これにはミールも混乱した。たった今でた音がもうでなくなっている。何故だろう。

「そのフルート、ちょっと見せてください」

　フルートの「￢」の数を調べるミール。するといつのまにか「￢」の数は５つになっていた。ミールは訳がわからないまま壊れている楽器のグループにフルートを入れた。

「あの……口を付ける所を床に置かないで下さいね」

「わかってます、大丈夫です」

「でも、そっちのフルートは汚れてしまっていますから」

　ミクは壊れていない方のグループを指す。木管楽器の横笛を指しているようだ。

「え？ これってフルートじゃなくて、ピッコロでしょう？」

「それもフルートなんです。フルートだからといって金管とは限らないんですよ」

「そうなんですか……」とミールは木管のフルートをひっくり返す。が、汚れてしまったのでハンカチを出して吹く部分を拭いておいた。

「あれ？」

　拭いているとそのフルートの「￢」の数が３つになっていた。

「確かこれって２つだった筈なのに……」

　吹いてみると音は出なくなっていた。

「えぇ？ どうなってるの！？ なんで？ 私、何かした！？」

　まずます頭が混乱してきた。フルートを磨いたから「￢」が増えたとでもいうのか？ そう思い、もう一度拭いてみるが「￢」は一向に増えない。他に自分がしたことはなんだろう。

「私なんていったかしら？ 「これってフルートじゃなくて、ピッコロでしょう？」といっただけだわ……」

　その時、まさにミールの目の前で「￢」がまた１つ増えた。

「もう、イヤ」ぐったりするミール。すると不意に遠くから「ミールちゃん。「￢」の意味って何？」とメルの声がする。

　もはや言うまでもなく「￢」は否定の意味。ミールは頭の中でそう答えた。とともに頭の中に電気が走った。

「あっ、そうか、そういうことね！」

　パン！ ミールは大きく手を打った。閃いたミールはその木管のフルートに向かってこう言った。

「あなたはフルートではないわ」

　すると「￢」の数がまた増えたではないか。ミールはようやく紙に書いてあることを理解した。

「わかりました。この部屋では、「～でない」といった回数が保存されるんです。紙に書いてある通りですね。なるほど、そういう意味だったんですね」

「どういうことですか？」

　ミクはさっぱりわからない様だ。

「つまり、「フルートでない」といえば、「￢」の数が１つ増えるんです。あっ、ほら、また増えた。私が今言ったからですね。そして、「￢」の数が偶数個の時は吹けるんです。ほら」

　息を吹きこむと音が鳴る。「￢」は６つになっていた。

「なるほど、面白い部屋ですね。それでミクが「壊れてるからこんなものもう～ではないです」とか「さっきまでは～だったのに、また～じゃなくなってます」って言う度に吹けたり吹けなくなったりしてたんですね」

「そうです」

　ちょっと偉そうに答えるミール。この部屋のからくりがわかったのが嬉しいのだ。

「でも、なんで偶数の時は音が出るんですか？」

「それは多分「￢」という記号の意味のせいです。「￢」は否定を意味します。「Ａでない」といえば、この部屋ではそのＡという楽器はＡでなくなるので、吹けなくなります。「￢」の数はこの時１つ増えます。

　そして、再度「Ａでない」というと、また「￢」は増えて２つになります。「この楽器は￢￢Ａだ」ということになりますよね。これって言葉にすると「この楽器はＡでなくはない」ということですから、結局「この楽器はＡだ」といってるのと同じですよね。

　こういう「～でなくはない」ってのは日常の言葉でも使うでしょう？ ほら、大人の人が「宿題をきちんとやれば、遊びにつれてってやらないわけでもないぞ」とかいうでしょう？」

　するとミクは頷くが、彼女の表情は常に笑顔で変化がないから解かっているのかどうか解からず、困ってしまう。

「数学でも似た事がありますよ。ほら、マイナスにマイナスを偶数回かけるとプラスだけれど、奇数回だとマイナスのままでしょう？ あれと同じで、「￢」も奇数個だと「￢」のままで、偶数個だともはや否定の意味がなくなってしまうんです」

「なるほどぉ、ミールさんはとっても賢いんですね。ミクにはまだよく解かりません。でも、わかったのは「￢」が偶数個ついてるものは結局そのままだということなんですね」

「そうです。￢￢ＡはＡと同じなんです」

　その言葉を言った瞬間メルがハープを置いて立ちあがった。ミールは「あ」というと咄嗟にミクを抱きしめて彼女の顔を自分の洋服に押し付ける。そしてそのまま自分も目を閉じた。その刹那、ミールの書は大量の光りを発した。部屋は既に綺麗になっていたが、恐らくおかしくなった楽器の位置などを戻す為の光りなのだろうとミールは想像した。

　目を開けると想像通り、楽器の位置はミールが集めてグループ分けする前の状態になっていた。

「あの、ミールさん。ちょっと苦しいです。どうかしたんですか？」

「あ、ごめんなさい」

　ミクを胸から離すと、彼女は部屋をぐるりと見まわした。そしてメルを見て、言った。

「わぁ、ミールさんって手品師なんですか？ もう楽器が片付いています！」

「うん、そーだよ。凄いでしょ」とメルは笑っていった。

　ミールはメルに苦笑いを浮かべると、まだ光を残すミールの書を開く。＜問題＞はもはや光りと共に消え去ったあの紙になっていた。＜論理的TIPs＞に最後まで残っていた「？」は「二重否定」に姿を変えていた。「二重否定」の項をシャンテで出してみる。

“「二重否定」……否定したものをもう一度否定することによって肯定を表すもの。従って、「Ａでなくはない」と「Ａである」とは同じである。また、二重否定律は「Ａ≡￢￢Ａ」で表されることとなる。むろん、「￢￢Ａ≡Ａ」も成立する」”

「なるほどね。私が「￢￢ＡはＡと同じなんです」っていったから、二重否定を理解したと判断された訳ね」

　また、気になる＜評価＞にはこうあった。

「なになに。……二重否定を理解する際に、独自に数学の「マイナス」の掛け算の法則を利用した点が柔軟で高度な理解力として評価できる。

　ヒュノ・ラ・ノワ・アルマ＝２・２・３・２。

　評価、下がっちゃった。なるほど、クミールさんの言う通り、確かにこの問題は手ごわかったわ。でも、二重否定自体は簡単だから、新しく覚えなきゃいけないことについては簡単だったわ」

「あの、もう、フルート、直ったんですか？」

「はい、大丈夫ですよ」

　いつのまにかフルートはミクの手にあった。もう「￢」の印は消えている。彼女は音が出ることを確認すると「良かったぁ。ありがとうございます」といって椅子を立った。

「この部屋はもう終わりだね」とメルが歩みよってくる。

「うん、ところでさっき１言、助言してくれたでしょ。ありがとう」

「良いよ、別に。放っておいてもミールちゃん、解けそうだったし」

「ああ、そういえば、ミクさんはそのフルート、どこかに持っていくんですか？」

「勇者様に聞かせてあげるんです」

「勇者様？ ああ、この首謀者のセレンさんって人ですか？」

　するとミクはぷるぷると首を振った。

「リーダーさんは違いますよ」

「セレンさんって方について、ミクさんも何も教えてくれないんですか？」

　問うミールにミクは「う～ん」と迷っている。やはりこの屋敷の住人はセレンやセルフィッシュガーデンについての情報を与えることに制限があるようだ。或いはこのミクという女性すらも本当は二重否定のからくりを知っていながらも、ミールの勉強の為に黙っていたのではないだろうかとミールは勘ぐるようになった。

「リーダーさんは、面白い方ですよ。ああ、本当に面白いのはそのお友達の方ですけど」

「お友達？」

「スポーツ選手やお金持ちのお坊ちゃんと付き合っているようですよ。ミクはそっちのスポーツマンの人の方が楽しいんですけど。その人、自転車で山でも海でも越えるそうですよ」

「海は無理でしょ」とメルは非難気に言う。どうやらメルはこの談話を好んでいないようだ。

「その人、すごい間抜けな人なんですって。ミクみたいですね。リーダーさんがのこぎりでノロノロ木を切っていたら、「男の切り方見せてやる」っていって自分の指切ってしまったそうですよ。

　それに……」

　のんびりとしたミクの口調に耐えかねたのか、或いはこの話しに耐えかねたのか、メルが「ENOUGH !!」と荒荒しく言った。

「聞いたよ、その人間の話。馬鹿な男で、冤罪ばかり食らってるんでしょ。１日に４回も盗ってもいない自転車を盗ったって疑われて警察に尋問されたり、そのくせ自分じゃ何度も自転車を盗まれてるんでしょ。

　それにお兄ちゃんがてんとう虫に悪戯してた時、その男はむしろ「やめろ」とお兄ちゃんを止めてたにも関わらず、クラスの女子にひっぱたかれたんでしょ、しかも２発。馬鹿よね。「俺じゃない、俺じゃないって！」なんていったら余計に相手は「やっぱりお前が犯人か！　盗人猛々しいわ！」ってなるでしょうが」

　捲くし立てるメル。ミクは喋りのネタを全部言われて少し困ったような顔をしたが、ミールを見ると「ってぐらいに、何もしてないメルにまで嫌われる程、運の悪い方なんですねー」といった。ミールはくすっと笑ったが、メルは怒ってさっさと部屋を出てしまうので、慌てて後を追いかけた。

「ねえ、メルちゃん。どうしてあんなに怒ったの？」

　廊下に出た所で質問するが、メルは何も答えず、次の部屋へ向かう。

「折角ミクさん、話していたのに」

「*…Never you mind.」

　メルは冷ややかに言うと、２階へ向かった。ミールはもうこの話には触れないことにして、後を追った。

「あの……さっきの部屋に戻るの？」

　おずおずと聞くと、メルは今までの態度が嘘であるかのように、元の態度に戻って言った。

「ううん、まだ、「ド・モルガンの定理」が終わってないから」

　メルは先の部屋とは違うドアを選んだ。まだミールが足を踏み入れたことのないドアだ。

「本当は、この部屋を先にやるべきだったのにね」

　ドアを開けるメル。部屋を覗くと、中には霊人が１人いた。ここはその者の部屋であるらしいが、計機器が樹海のように存在し、部屋の殆どを占めていた。部屋の主は木製のデスクに掛けていた。デスクにはノート型のコンピューターがあるが、ミールの目にはそれが珍しく見えた。

　部屋の主はメルに気付くと「あれ、メルちゃんじゃない。いらっしゃい」とにこやかに言った。その者の格好は中性的であり、声もまた中性的であった。ミールは始め彼を女性だと思ったが、どうやらそれは誤りのようだった。

「ピネナさん、こんにちは」

　メルは今まであったものを大抵、兄か姉のように呼んでいたが、彼については違った。ピネナの髪は肩まで来ていた。ゆったりとウェーブがかかっていて、どこかアッシュのものを思い出す。座っているので背丈は解からないが、小柄ではあるようだ。年の頃はクミールらと同じであろう。

「ゆっくりしていってよ、あまり相手はできないと思うけれども」

　彼はノートパソコンを操っている。部屋は汚れているが、彼のコンピューターは動いているようだ。

「ピネナさん、この子がミールちゃんです」

　するとピネナはちらりとミールを見て「そう、この子がクミールの。なるほどね。私はピネナ。よろしくね、ミールちゃん」

　ミールはぺこりとお辞儀をする。どうやら彼もミールについて事前に何かを聞いていたようだ。彼は振る舞い方も中性的であった。

「実は、ド・モルガンの法則をミールちゃんに教えに来たんですが、お相手をして頂けませんか」

「うーん、時間がないんだよね」

「大丈夫ですよ、リュウお兄ちゃんも同じくミールちゃんに時間を裂いてくれますし」

「そう。ならいいか。じゃあ、このシャンテを見なさいな」

　ピネナはコンピューターをいじり出す。どうやら文書ファイルを読み込んでいるようだ。文書を目の前にすると、ピネナは「うん、これだね」といって赤い色のシャンテをコンピュータの中から出現させる。

“命題「￢（ｐ∧ｑ）」にド・モルガンの定理をかけること”

「あ、これ、さっきの部屋であった問題だわ……」

「本当はここでやっとくべき問題だったのよねぇ」

　メルは適当な機械の上に腰掛ける。

「あ、そこはダメだよ、メルちゃん。そこは精密機械だから。８時の方向に50cmずれてちょうだい」

「ごめんなさい」といってメルは座りなおす。ミールは立ったままシャンテを眺めていた。首を傾げてメルを見る。なんだかんだ言ってメルは色々教えてくれるから、今回も助けを求めたのだ。メルは始め視線を無視していたが、無言の戦いの中、遂に折れてしぶしぶ口を開いた。

「わかったよ、もう。後でメルがお兄ちゃんに怒られたら、ミールちゃんのせいだからね」

「え？ お兄さんって怖いの……？ じゃあ、やっぱり良いよ、自分で考える」

　手をパタパタ振って遠慮するミールにメルはにこりとしてきた。

「うそうそ、大丈夫。お兄ちゃんはメルには優しいから。怒っても、メルのことならすぐ許してくれるよ」

「う～ん、何だかそれってお兄さんを利用している様に聞こえるわ」

「今の所大丈夫じゃないかな。
それにお兄ちゃんが嫌がったら止めるもん」

　その言葉を聞いてミールはなんだかリディアのことを思い出した。彼女はすぐに再会するといっていたが、中々現れない。今頃どうしているのだろうか。

「まあいいや。ド・モルガンの法則についてね。これは単純に覚えてちょうだい。通常は「４つの窓」を使って理解するんだけど、これって実は理解するよりも覚えちゃった方が早いんだよね。だから、覚えて。ド・モルガンの法則ってのはこれらのことよ」

　メルはピンク色のシャンテを出す。ピネナのシャンテと重ならないように角度を調節してある所が慣れている証である。

“￢（ｐ∧ｑ）≡￢ｐ∨￢ｑ
or （ｐ∧ｑ）≡￢（￢ｐ∨￢ｑ）

  ￢（ｐ∨ｑ）≡￢ｐ∧￢ｑ
or （ｐ∨ｑ）≡￢（￢ｐ∧￢ｑ）”

「これってどういうこと？」

「自分でｐやｑに適当な命題を入れてみなよ」

「適当ってのがわかんないもの……」

　するとメルはそれは尤もだというような顔になり「例えば、ｐを「ミールは女だ」にして、ｑを「メルは女だ」にするとどうなる？」と提示した。

「括弧の前の「￢」って括弧内の全体にかかるの？」

「そうだよ、数学と同じ」

「じゃあ、￢（ｐ∧ｑ）は「ミールは女でありかつメルも女だということはない」となるね。すると、￢ｐ∨￢ｑは「ミールが女でないかメルが女でない」になるね」

「そうだね」

「それで、￢（ｐ∧ｑ）と￢ｐ∨￢ｑが≡で繋がっているんだから、この２つの命題は等値ってことで良いの？」

「うん。だって考えてみなよ。「ミールとメルがどっちも女だということはない」っていうのと「ミールが女でないかメルが女でない」っていうのは同じでしょ？」

「そうだねぇ。じゃあ、￢（ｐ∨ｑ）≡￢ｐ∧￢ｑについても同じなの？」

「「ミールかメルかのどちらかは女だということはない」ということと「ミールは女でないし、メルは女でない」っていうのは同じでしょう？」

「ちょっとややこしいけどね」

「ややこしいけど、言ってることは同じでしょ」

「まあね。なるほど、これがド・モルガンの定理なのね。あまり難しいことじゃないね」

「ただ、覚えるだけだからね。じゃあ、ピネナさんのシャンテを解いてみて」

　ミールは「うん」と返事をすると大きく息を吸った。赤いシャンテを見据える。

“命題「￢（ｐ∧ｑ）」にド・モルガンの定理をかけること”

「￢（ｐ∧ｑ）にド・モルガンの定理をかけると、￢ｐ∨￢ｑになるっ！」

　ミールはいうだけいうと目を閉じた。ミールの書が光りを放つ。ピネナの「わっ、いきなり何！？」という声が聞こえる。

（あ……しまった。ピネナさんのこと忘れてたし……）

　気まずくなりながら目を開けるとピネナは今更目を押さえていた。当然のことながら目はやられたようで、目をこすっている。ミールは自責の念を感じた。

「びっくりしたぁ」

　しかしピネナはすぐに何事もなかったかのようにまたコンピューターを打ちだした。彼は部屋が綺麗になっていることにすら気づいていないようであった。

　部屋には光りが指しこんだが、この部屋は元からコンピューターの樹海だったようで、あまり部屋に変わり栄えはなかった。

　ミールの書を開くと新たなページが出来ていて、＜問題＞はピネナのシャンテになっていた。＜評価＞を見る。今回はメルに助けてもらってばかりだったんので、あまり芳しくないだろうなと思う。

「賢女メルが全てを教え、ミールは考えることをあまりしなかった。が、≡の使われ方を理解していた点は評価できる。

　ヒュノ・ラ・ノワ・アルマ＝／・／・３・／

　あらら、やっぱり評価されなかったわ。哀しいの」

　本を手提げに放り込むように入れると、ミールはさっさと部屋を出て行こうとする。出掛けにピネナにお辞儀をしたが、彼は全く気づいていないようであった。

　メルを伴い、早々に先ほどの部屋へ戻るミール。メルは今度はノックをすると同時に勝手にドアを開けていた。

「ただいま～」というとアッシュ、リナ、クノンの３人が一斉にこちらを見てきた。

「おかえり、メルちゃん、ミールちゃん。随分と時間がかかったものねえ」

「勉強してきたにしては早いと思いますよ」と憎まれ口を叩くメル。アッシュは軽く微笑んで受け流した。流石は大人の女性だとミールは感心した。

「さて、ミールちゃん。さっきの問題、早く解いちゃおうね。アッシュお姉さん、さっきの紙はどこ？」

　リナが代わりにまだ水に濡れている紙を手渡すが、メルはそれに触るのが嫌なようで、内容を確認すると、同じ物をシャンテで出した。リナは慌ててハンカチで紙を拭くが、メルは「もういいですから」と苦笑いを浮かべていた。

“命題「ｐ→ｑ」について、逆・裏・対偶を示すこと。

　命題「￢￢ｐ」と等値であり、かつ「￢￢ｐ」とは別な命題を示すこと。

　命題「￢（ｐ∧ｑ）」にド・モルガンの定理をかけること。”

「さ、もう簡単よね？」と促すメルのピンクに光るシャンテを睨み付けるミール。なるほど、ついさっきここにいた自分はわからないことだらけだったが、今となっては随分と簡単に見えるようになったものだ。ミールは水を得た魚のようになって、得意気に言い放った。

「まず、一番上の命題について。「ｐ→ｑ」を順とすると、

　「ｑ→ｐ」が逆で

　「￢ｐ→￢ｑ」が裏で

　「￢ｑ→￢ｐ」が対偶になるわ。

　じゃあ、次の問題。「命題「￢￢ｐ」と等値であり、かつ「￢￢ｐ」とは別な命題」とは「ｐ」のことだわ。ｐは￢￢ｐとは別の命題だけど、等値だもの。

　最後の問題ね。「￢（ｐ∧ｑ）」にド・モルガンの定理をかけると「￢ｐ∨￢ｑ」になるわ。これは今ピネナさんの部屋でやったばかりだわ。

　以上！　お姉さんたち、皆さん目をつぶってください！」

　ピネナの時の失敗を思い出してミールは事前に注意をした。言うが早いかミールの書から光が発せられる。ミールは目をつぶってそれに対応した。だが、部屋の向こうからリナの「きゃっ！」という声が聞こえた。

　やがて光が収束し、目を開けるとただ１人、リナが目を押さえてうずくまっていた。どうやら彼女だけはミールが注意したにもかかわらず、反応が遅れてもろに光を被ったようだ。

「大丈夫～？」とクノンがリナの背中をさすっている。

（背中さすったって、どうにもならないと思うけど……）

「うわ、部屋が綺麗になってるよ。リナちゃん、見て、見て！」

　今度はリナの背中をバンバン叩くクノン。リナが「痛い、痛い」と訴えている。

　部屋には円卓の他にベッドやタンスや机などが現れていた。どれも質のいい木製の物らしく、仄かな木の香りがミールの鼻をくすぐる。部屋の奥の窓には白い花柄のカーテンが掛かっている。また、窓際には花瓶が置いてあり、中には花束が入っていた。本棚のようなものはないが、小綺麗に片付いている所を見ると、恐らく女性の部屋だろうと推測できる。

「わぁ、私の部屋がもとに戻ってます。ビックリしました！」

　本当に驚いたようにリナが叫ぶ。しかし、急にガタッと立ちあがったのでまたその拍子に水をこぼしてしまう。

「きゃー、ごめんなさいっ」

「あぁもう、ほらほら、リナったら、なにやってるんだい」

　またもやアッシュの激が跳ぶ。とは言いながらもアッシュは代わりにハンカチで水を拭いてやっている。見かけによらず面倒見の良い女性のようで、彼女は案外この２人と馬が合っているのかもしれない。

　クノンは今頃になって「きゃー、水が！」と叫んでいた。なんだか彼女達を見ていると疲れてしまう。ミールはため息をつくと部屋を出た。

「ねえ、メルちゃん。この部屋の問題とけたのはメルちゃんのおかげだよ。ありがとう」

　静かな廊下でミールはメルにそう告げた。メルは何も言わずに頬を赤らめた。上唇で下唇を少し隠すように咥えながら、やや下を向いて黙りこんでしまう。メルは先ほどから照れた時にはこの仕草をしている。どうやら彼女の癖のようだ。

（メルちゃんって可愛い♪）

　自分と似ているものの、その事実とは切り離してミールはそう思った。メルは恥ずかしいのか、「あのさ、ミールの書をみたら？」と促してくる。

　先ほど放り投げたばかりのミールの書を取り出してみると、新たなページができていた。＜問題＞は無論、今の紙……というかシャンテである。＜ミールの答え＞は見るまでもないから、＜評価＞に目をやると、今度はまともな点がついていた。

「迷うことなく問題を解くことに成功した。二重否定の問題では、問題文の要求にきちんと答え、細かい点まで理由付けをしていた点が評価できる。

　ヒュノ・ラ・ノワ・アルマ＝４・４・４・３。

　あら、全部４なのにアルマだけ３だわ。どうしてかしら？」

「それって多分、ヒュノかなんかが完全な４じゃなく、おまけ的な４だったからだと思うよ。アルマの値は単純な平均点じゃないらしいから」

「そうなんだ……ちょっと残念」

　言葉通り残念そうに本を手提げにしまうミール。それにしても、今までになく長い間この手提げを持って歩いているのでそろそろ腕が疲れてきた。いつもは学校の行きかえりの間だけ下げているのに、今日は屋敷に入ってから休みみ休みとはいえかなり長い間下げている。ましてや、いつもは教科書やノートや筆記道具の類しか入れていないのに、今日はこの荘厳華麗に装丁された分厚いミールの書を搭載しているのだ。疲れるのも無理はない。ミールは手提げを持つ手を変えた。一瞬、身体が随分楽になった気がした。

「肩がこっちゃうわ」

「……何が？」

「手提げ。ずっと持ってるから」

　メルは手提げに目をやると「ミールの書ね」と言った。流石は賢女、察しが良い。

「そういえばその手提げlooks like mine, too. メルも良く似たの持ってるの。お出かけする時、一緒に行くんだ」

「そうなんだ。でも、手提げって疲れるよね。カバンの方が楽かも」

「楽だけど、手提げの方が可愛いから。それに、手提げが重かったらお兄ちゃんが持ってくれるし」

　「お兄ちゃん」とやらの話しをする時のメルはいつも楽し気だ。そんなにセレンとかいう男は良い男なのだろうか。リディアの話しを聞く限りではむしろ嫌な男だと思ったのだが……。そして、ミールは今のメルの話しについてもある疑問を抱いた。

「お兄さんに手提げを持ってもらってるの？」

「うん。もしかして……格好悪い？」

「そんなことないけど、それって中に何が入っているか見られちゃわない？ ましてや手提げなんでしょ。必然的に見えちゃうよ」

「見えると思うけど、別に良いんじゃない？」

「えーっ」とミールは難色を示した。メルはミールと同年代だからもう12才程だろう。そのぐらいの年頃になれば他人に見られたくないものなど山ほどあるだろう。ましてや、自分に近い関係の者には却って見られたくないようなものもあるだろう。メルにはそれがないのだろうか。

「メルちゃんにはお兄さんに見られて恥ずかしいものとかないの？」

　するとメルはミールの瞳を直視してきた。いけない、今のは言い過ぎたかな、と咄嗟に反省するがもう遅い。ミールは思わず目をそらしてしまう。

「じゃあ、後でもう1回それを言ってくれる？」

　ミールの予想とは裏腹に、メルは面白がってそういった。

「え？ ……後でって？」

「ここを抜けた後で、よ。そのことについてメルと論議をしようね。話のタネがなかったから丁度良かったよ。いい？」

「は、はい……」

　今の話しで論議をするとは一体どういうことなのだろうか。ミールはただ話を聞きたいだけであり、別に論議などしたくはないのだが。

「じゃ、メルは奥の部屋に行ってるね」

「うん、行こう。あの赤茶色のドアだね」

「ちがうの。行くのはメルだけなの。まだそこに行く前に１部屋残ってるもん」

「え？ 付いてきてくれないの？」

　途端に不安になるミール。この広い屋敷で１人きりというのは心細くてもう嫌なのだ。

「メル、お兄ちゃんに報告しなきゃいけない事があるし、ミールちゃんに頼まれるとさっきみたいに手伝ってあげちゃうでしょ。本当はいけない事なのに……。メルが居るとミールちゃんの勉強にならないもん。だからここでお別れ」

「そんな……。寂しい……」

「大丈夫、すぐ会えるよ。あと部屋は１つだからすぐ会えるよ」

「でも、次の部屋の人が怖い人だったら……」

　するとメルは困ったような笑みを浮かべた。ミールは懇願するが、却ってメルを困らせるだけだと思い、諦めることにした。

「わかった。ミール、１人で行く。でも、またすぐに会おうね」

「うん。……その時は、敵として会わなきゃいけなかもしれないけどね……」

　ミールの呼吸がぴたりと止まる。

「来て。次の部屋に案内するから」

　メルはミールを見ずに歩き出した。少し離れて付いていくミール。足音は尽くカーペット殺され、無音状態のまま視界だけが巡っていく。結局、一番奥の赤茶色のドアの１つ手前で、メルは立ち止まった。

「ここはラヴァさんのお部屋。大丈夫、ミールちゃんみたいな女の子には優しい方だから」

「その人も女好きなの？」

「「も」ってどういう意味？」

　ミールはセレンの事を意図していたのだが、そのことに触れるとまたメルの機嫌が悪くなりそうだったので「何が？」ととぼけた。が、メルはミールがとぼけている事に気付かなかったようで、からかわれているのかと思ってか、少し荒荒しくも意地悪気に言い放った。

「*Doy! you said “Ew! He’s got an eye for the girls, too？ !” What the hell are you meaning for the “TOO” ？」

「いや、だから……セレンって人の事よ」

「なんだ、お兄ちゃんか。お姉ちゃんから聞いたのね。まぁ、彼女がそう言うんならそうじゃないかな。じゃあ、がんばってね」

　意外にもメルは怒りはしなかったものの、あっさり言い捨てると隣の赤茶色のドアへと入っていった。ミールはせめて中だけでも見てみたいと思ったが、できる雰囲気ではなかった。

　１人になると急に心細くなったので、すぐに目の前のドアをノックした。今回は中に人が居ることを事前に知っていたので、一応ノックをすることにしたのだ。ノックに対する返事はなかったが、暫くするとドアが開いた。そして中から１人の男性が出てきた。彼がラヴァという男だろう。ラヴァはミールを見ると、「何かお困りですか」とだけいった。

「あの、私……」

　戸惑うミール。しかし彼は見慣れぬ来客を前に涼しげな顔をしている。

「私……ここで何か学ぶ事はありませんか？」

　突拍子もない質問をするミール。前例から考えて、この部屋も汚れていて彼も張り紙に困らされている事は確かだ。しかし、彼は「いえ、特にありません。ですが、何か私でお役に立てる事はありますか、お嬢さん」と返してきた。

「あの……ラヴァさんは何かお困りではないんですか？」

　話のかみ合わない２人。どうも、からかっていると誤解されてしまうのではないかと思い、どきどきしてきた。しかしラヴァはあまり表情を変えないまま「もし宜しかったら中へどうぞ」と促した。

　部屋に入ると、ミールはその部屋の綺麗さに驚いた。なぜかこの部屋には既に光りが指しこまれていたのだ。しかし、床や窓や壁などは全て綺麗に掃除されているにもかかわらず、家具は何１つなかった。ただ、あるといえば、部屋の中央に円形のカーペットが敷かれていて、その上に茶道具が置かれている限りだ。カーペットは半径が４ｍ程であり、淡い緑色である。

「何もありませんが、喉を潤す紅茶くらいならばおだしすることが出来ます。どうぞ、お座りなさい」

　ラヴァに促され、カーペットに座るミール。椅子もないところに座りこむなど中々珍しい経験だ。本来なら床などに座りこみたくはなかったが、このカーペットは全然汚れている気がしなかった。

「私の名は既にご存知の様ですね。すると、お嬢さんがミールという方ですか」

　ラヴァの声は穏やかで丁寧でかつ繊細なものだが、感情があまり感じられなかった。だが、軟弱そうな感じは見うけられず、むしろ１音１音に重みを感じる。

「はい。私を知っているんですね」

「クミールから話は伺っています。想像していたより可愛らしい方だ」

「あ、ありがとうございます……」

　ミールは頬を赤らめた。首を傾げながら無礼にならない程度にラヴァを見つめ、観察する。彼は夏だというのに黒いローブを着ていた。但し、暑苦しい感じはなく、むしろ涼し気に見える。

　彼の髪は短く、薄く透通るような色をしていた。瞳は対照的に漆黒である。顔は繊細で、或いはピネナのように女性に見えなくもなかった。総じて彼は綺麗な顔立ちをしていた。肌はかなり白く、殆ど白人に近いが、やはりどこか混血のような風貌がある。年はクミールと同じくらいであろう。背丈は高く、180cmはあると思われる。

（この人……格好良い……）

　思わずミールは見とれてしまった。恐らくミールが知っている男の中では、彼が尤も美しいだろう。ミールの首は気が付かないままどんどん右に倒れて行き、突然ガクンと倒れそうになり、思わず慌てて恥ずかしい思いをした。

「ミールはどの紅茶がお好きですか」

　ラヴァは紅茶葉の缶を指した。種類は１つではなく、いくつか用意されている。アールグレイ、オレンジピコ、ダージリン、セイロン、アッサムの缶が置かれていた。

　アールグレイは匂いが強くて癖がある。ミールは別に嫌いではないが、そのアロマを楽しみたい時以外は飲む気がしない。ただ、何もブレンドせずに飲むのなら、ミールはこれが一番合っていると思っている。

　オレンジピコはこれといって好き嫌いはないが、葉が雑草の匂いがする気がして、ミールはその点が好きではない。また、葉がやたらと砂みたいに細かいので、カップに注いだ時に葉の粕が一緒に流れ出てしまう点で美観を損ねてしまう。

　セイロンに対してもオレンジピコと似たような解釈を持っている。ダージリンはやや癖があるが、アッサムは特にこれといった特徴がなく、ミールには飲みやすいものであった。

「じゃあ、アッサムをいただけますか？」

　ラヴァはポットにアッサムの紅茶葉を入れお湯を注ぐ。抽出までには３分ほどかかる。ポットは透明のものなので、ミールはアッサムがお湯を染めていく様を見つめていた。

「そういえば私の名はどこでご存知になったのですか」

「あの……メルちゃんが、この部屋の前で」

「メル嬢ですか」

　ミールのことは呼び捨てにするのに、なぜかメルには「嬢」と敬称をつけるラヴァ。ミールは差別を受けているような気になった。しかし、何故だか特に腹は立たなかった。何故だろうと自分でも不思議になった。

　もしかして自分は彼に一目惚れでもしてしまったのであろうかという考えがミールの頭をよぎる。確かにこういう事はミールが良く読む本の中に出てくる話だ。その本に書いてある事から考えると、こういう感情は一目惚れというべきものだろう。

　しかし、ミールはすぐにその可能性を否定した。今まで彼を知りもせず、ましてや恋すらした事のない自分が、ただ見栄えが良いというだけの非論理的で非合理的な理由で初恋に至るなどという事は考えられなかったのだ。

　でも、非論理的とは一体どういう意味なのだろう？ 今までミールは幾度となく非論理的とか論理的という言葉を使ってきたが、このセルフィッシュガーデンで論理学を学んでからは、その言葉の解釈が変わってきた。つまり、論理というものが今まで自分が思っていた「機械的で非人間的でいかにも正しそうな事」という解釈とは異なるのではないかと思うようになってきたのだ。

「じゃあ、論理って一体何なの……」

「どうかしましたか、ミール」

「あ、いいえ、なんでも。それより、ラヴァさんの部屋は綺麗ですね。他の方の部屋は汚れていたのに。ここには光を指しこませる必要はないんですか」

「私の役目はあなたにいくつかのことを教える事です」

「論理学についてですか？」

「ええ。私が教えるのは概念と分類・定義についてです。その知識が必要になられましたら、いつでもおいいなさい」

「今でも良いですか？」

「勿論結構です。始めますか、ミール？」

　ミールは「お願いします」といった。ラヴァはティーポットに軽く手を触れる。湯の温度を見ているようだ。

「ミールは命題について、もう知っていますね」

「はい。いくつかの文が共有している意味の内容のことですね。「このりんごはおいしい」と“This apple tastes good.”というのは違う文同士ですが、命題としては同一の形に収束します」

「難しい言い方を知っていますね。結構です。では、あなたの例で出てきた「りんご」はこの命題では何になりますか？」

「確か……主語とクミールさんが教えてくれたと思います」

「主語ですね、確かに。ですが、同時にこれは概念ともいえます。主語というのは述語によって修飾されるという性質を持つ概念のことです」

「つまり、主語は概念の一種だということですか？」

「一種でも良いのですが、或いは一形態といった方が良いかもしれません」

「それってどう違うんですか？」

「例えばこういう事です。りんごは果物の一種といえますね。では、青いカメレオンはカメレオンの一種ですか？」

「違います。カメレオンはカメレオンにすぎません。青いカメレオンはその時偶々青くなっているだけで、次の瞬間には緑になっているかもしれません」

「つまり、青いカメレオンはカメレオンの取る1つの形態ということですね、お分かりですか」

「なるほど、つまり、主語は「青いカメレオン」ということですね」

　ラヴァは頷くと「あなたは賢いですね、ミール」と誉めた。

「そして、ラヴァさんはこれからカメレオン自体について話そうとされているんですね」

「そうです。「このりんごはおいしい」の「おいしい」という言葉も概念に当たります」

「じゃあ、「このりんごはおいしい」の中の「は」っていうのも概念ですか？」（注：アルカでは「～は～です」に当たる言葉は英語のBe動詞と同じく一語である。日本語のように「～は～です」という見にくい形をとらず、見やすいものである）

「主語と述語をつなぐものは繋辞や連辞といいます。コプラともいいます。「は」はそれに当たりまして、概念ではありません」

「なるほど。じゃあ、「甘い」「うるさい」「重い」「先生」「ケーキ」「綺麗だ」などは全部概念なんですね」

「それだけでなく、「歩く」「飲む」「生きる」なども全て概念です。無論、「ミール」のようなものも概念になります。ただ、コプラの他にも概念でないものがあります。メル嬢に会ったという事はあなたはもう記号論を終えられたようですから、それに照らしますと、記号論で使う「￢」「∧」「∨」「≡」「→」「（　）」などは全て概念ではありません」

「わかりました。では、命題というのは概念とコプラや「￢」のような記号で表されるものから成り立っているんですね」

「察しが良いですね。では、次に移りますが宜しいですか」

「お願いします」

　何だか彼と居るとスピーディーに会話が進む。テンポ良く進むのでミールはどんどん気分が良くなってきた。

「概念には内包と外延という内容があります。外延はクラスとも言います。解かり易くする為にあなたのおっしゃった「りんご」を例にとってみましょう。

　りんごには青りんごや赤いりんごなどがありますが、そのいずれもがりんごというものの集合の中に入ることが出来ます。そしてその集合のことをりんごの外延といいます。外延に含まれている個々のりんごのことをその外延の成員といいます。つまり、りんごの仲間は全て同じ外延を持つということになるのです。

　ところで、「甘酸っぱい」とか「果物の一種である」というようなどのりんごにも共通した性質がありますね。このような共通した性質をりんごの内包と呼びます」

「つまり、「りんご」という言葉の意味というのが内包ですか？」

「そういう物議をかもす言い方を避ける為にわざわざこのような言い方をしているのですよ、ミール。でも、その方が理解がしやすいというのならそう考えていただいても構いません。但し、実際の論議の場では私が言ったように解釈して下さい」

「はい、わかりました」

「さて、内包と外延の関係についてですが、両者は密接な関係にあります。基本的に内包が決定されれば、外延も決定されます。「相等しい長さの辺を持つ四角形」と内包を決めれば、その外延は「正方形」に決まるでしょう」

「なるほど。でも、「12才の女の子」といって内包を決めても、私というこの外延の成員が出てくるとは限りませんよ」

「それは内包が曖昧なのであなたに限定できないだけです。

　これだけの内包でもきちんと外延自体は決定されますよ。「12才の女の子」といえば、例えばあなたが成員になるし、メル嬢も成員になります。他の少女方も成員となることでしょう。このように、「12才の女の子」といって内包を決めれば、外延も決まります。

　また、内包が曖昧だということについてですが、そもそも内包を「亜麻色の髪で、12才で、アルバザードに住んでいて、メル嬢の知り合いで、セルフィッシュガーデンを訪れた少女」という風に限定すればもはや外延は確定され、成員はあなたに決定されるでしょう」

「そうですね。わかりました。私が間違ってたみたいです。代わりにまた1つ疑問があります。内包は不変なのに外延が変わる場合はどうなんですか？ 例えば「12才の女の子」と内包を決めれば外延が決まって私が成員になりますが、来年になったら私は成員から外れます。成員がかわっているんですから、もはや外延も変わってると見て良いですよね。すると、内包は一定なのに外延が変わってしまいました。これについてはどうすればいいのでしょうか」

「それも、内包が曖昧だという事です、ミール。「12才の女の子」の内包に対し、あなたが成員になるとき、本当は今年の年号を入れた上で「12才の女の子」という風に言わねばならないのです。同様に「生きている霊人」という内包にミールを入れることも曖昧です。現時点で適応される内包であるという風にしなければなりません。100年後に、恐らくあなたはいないでしょうから。お分かりですか」

「はい。では、もう1つ。「ドラゴン」という概念は、内包を持ちますよね。火を吹く爬虫類で……云々、というものです。それに対しての外延はいったいどうなるのでしょうか」

「面白い所に目をつけましたね、ミール。確かにドラゴンの外延は不定です。でも、それはドラゴンの内包が不確定だからです。

　但し、ミールの世界で想像したドラゴンを外延に入れることは不可能ではありません。あなたの想像する世界ではドラゴンの外延を不定にしないことが容易に出来ますから」

「わかりました。ところで、内包が異なっても外延が等しくなることはありえますか？ 例を1つ見つけてしまったので……」

「それはなんでしょうか、ミール」

「二等辺三角形と二等角三角形です。前者は「２辺が等しい三角形」で、後者は「２角が等しい三角形」であり、内包が異なるものの外延は一緒でしょう？」

「あなたの仰る通りです、ミール。内包が異なり、外延が等しいものも確かに存在します。そしてこの場合、二等辺三角形と二等角三角形は等値の関係にあると言えます。他にご質問はありますか」

「質問はもうありません。ありがとうございます」

「では、もう１つ内包と外延の関係について話します。内包と外延は反対方向に増減します。「生物」を例に取ってみましょう。また、「生物」の次に「動物」を取りましょう。すると「動物」の外延は「生物」の外延に含まれますね」

　ラヴァはいいながらシャンテを出す。青い色のシャンテには楕円が２つあって、内側の楕円を指して「動物」となっている。また、外側の楕円を指しては「生物」となっている。この図は「生物」の外延が「動物」の外延を含んでいることを上手く表していた。

「次に、「脊椎動物」を考えますと、この外延はシャンテのどこに含まれるでしょうか」

「「動物」って示してある楕円の更に内側ですね」

「そうです。では「哺乳類」の外延はどうなりますか？」

「更にその内側です」

「では「人間」は？」

「更に内側」

「結構です。では、「生物」と「人間」の外延はどちらが広いでしょうか？」

「当然「生物」です。犬は「人間」の成員ではないけれど「生物」の成員ではありますし、「人間」は「生物」に含まれますから」

「そうです。このように、「生物」から「人間」まで系列を進めていくにつれ、外延は狭くなって行きます。が、それと反対に内包は増えて行きます」

「内包は反対に増えるんですか？」

「例えば「人間」と「女」と「少女」という概念を考えて見ましょう。外延は順番に狭くなって行きますね」

「そうですね」と頷くミール。そこまでは楕円の面積からも明らかな通りだ。

「では、「女」の内包はなんですか」

「人間の中で、子供を生む方……かしら」

「では、「少女」の内包は？」

「女の中で若い者のことです」

「女の内包と組み合わせて考えて御覧なさい」

「人間の中で子供を生む者で、若い者……？」

「そうです。では「アルバザードの住む少女」の内包を考えて御覧なさい」

「ええと……「人間の中で子供を生む者で、若い者で、アルバザードに住んでいる。なるほど、確かにどんどん内包は増えていきますね」

　ミールはようやくラヴァのいわんとしていることを理解した。

「外延が狭まるにつれて、内包は増えていくとはこういうことだったんですね」

「無論、例外はあります。「少女」という概念と「空を飛べない少女」という概念を考えます。内包は後者のほうが多いのですが、外延は同じになります。どうしてだかわかりますか？」

「だって、空を飛べる少女なんていませんもの。「子供を生めない幼女」と「幼女」の外延も同じ理由で、等しくなると思いますよ」

「その通り。では、次に行きましょう。あぁ、疲れましたか、ミール？」

「大丈夫です」

「では、行くとしましょう。「女」と「少女」という概念を考えます。「少女」の外延は「女」のそれに含まれますね。この時、「女」を上位概念とか類と呼びます。「少女」の方は下位概念とか種と呼びます」

「「人間」の外延は「女」の外延を含みますから、上位概念なんですね。じゃあ、「男」と「女」の関係はなんですか？ 「男」も「女」と同じで「人間」の下位概念ですよね」

「「男」と「女」は同位といいます。同じ類に属する種同士は同位と呼ぶのです。ところで男と女の違いは子を産むか産まないかですね。この差が男と女を分けているので、この差の事を種差と呼びます」

「なるほど……。上位概念・類と下位概念・種と同位ね。

　ところで、疑問に思ったんですけれど、上位概念にも上位概念がありますよね。例えば「少女」の上位概念は「女」で、「女の」上位概念は「人間」。でも、「人間」にも上位概念があって、それは例えば「哺乳類」なんかですよね。「哺乳類」の上は「脊椎動物」で……。こんな風にどんどん上へ上へって進んでいくと、もっとも上には何があるんですか？」

　ミールは目を輝かせた。それは非常に興味のある話題だったからだ。

「一番の上位概念のことは範疇と呼びます。この範疇は人それぞれといって良いでしょう。アリストテレスという人間は実体、量、質、関係、場所、時間、位置、状態、能動、所動の10範疇を上げてますが、これは覚えなくて構いません」

「そうなんですか……」

　少しつまらなそうにミールは答えた。

「最後に、概念の内包は分析可能なものと不可能なもので、単純概念と複合概念に解かれます。「実体」などの範疇は前者で、「少女」は「女で若いもの」という分析ができるので、これなどは後者に当たります。これも覚えなくて結構ですが、或いは知っていると役に立つことがあるかもしれません」

「はい、わかりました」

「では、概念については以上です。一度に知識を詰め込みすぎました。頭の具合はいかがですか、ミール？ おや、ついお茶を抽出させすぎてしまいましたね」

　ラヴァはティーポットを手に取ると、ミールのカップと自分のカップに少しづつ交互に注いでいった。ふわっとアッサムの香りが漂ってくる。

「砂糖はいくつですか？」

「１つお願いします」

　ラヴァからアッサムを受け取ると、まずは紅茶を眺める。アッサムの葉はオレンジペコ等に比べると大きいので、紅茶葉の粕が少ない。また、色もややルビーがかっていて美しい。カップも青い天使の模様がミールの目には珍しく、気に入った。早速、スプーンで砂糖を拡散させ、１口すすってみる。

「おいしい……」

　ふぅー、と長い息をゆっくりつく。こうしていると、身体に溜まっていた汚れた空気が全部出ていって、身体が新鮮になったように感じる。胃の不快感などがある時は、ミルクティーにして同じ事を行えばより効果的だ。

「おいしいですか、それは良かった。では、今は紅茶を楽しむことにして、定義については後からにしますか？」

「あ、いえ、別に私は平気ですから」

　あまり待たせてはいけないような気がして、ミールはそう言った。

「あ、でも、ラヴァさんはずっと喋っていたから、喉が乾いているんじゃないですか？ それなら休みましょう」

「私は結構。大声でも早口でもないのでそう疲れてはいません」

　ラヴァは無糖でアッサムを２口３口飲んだ。

「では、話しを再開しましょうか。今度は分類と定義についてです。まずは分類について話しましょう。分類とは、概念を共通の性質に基づいて種類に分けることです。同類のものをまとめ、全体をいくつかに区分して体系づけることとも言えますね。これは辞書的な定義でして、あまり気にすることはありません。ミールが日常言語上で使っている分類という言葉とそう大差ありませんから。

　まず、分類が成立する為の条件を挙げましょう。解かり易くする為にシャンテにします」

“＜分類が成立する為の条件＞

　対象となる成員からなる外延が存在すること。

　成員同士は各々相違点と共通点を持つこと。

　目的などにあった規則的な分類であること。”

「これらはどういう意味ですか？ 私には難しくて……」

「心配は無用です。一見難しい様に見えますが、どれも当たり前のことですので。例えば、対象となる成員からなる外延が存在することは当然のことです。仮にミールはミールが殺めた霊人を分類しなさいといわれたらどうしますか」

「そんなことできるわけないじゃないですか。だって、私、誰かを殺したことなんてありませんからっ」

　声を張り上げるミール。思わず持っていたティーカップから紅茶がこぼれそうになる。

「そう、「ミールが殺した霊人」の外延を考えた時、そこに成員はありません。成員がない以上、分類は不可能ですね。対象となる成員からなる外延が存在しなければならないとはそういうことをいっているのです。つまり、「ミールが殺した霊人」のように、成員の数が０のものを分類しようとしてはいけないという事です。というかそんな分類は土台無理な話です。

　次に、成員同士が各々相違点と共通点を持つことについてですが、これも当然のことです。例えば、ミールの髪の毛を太さ別に分類しなさいといわれたらどうしますか」

「それは……できません。髪の生えている場所ならうなじらへんとか頭頂部なんていう風にいえるし、長さなら容易に分類できるけれども、髪の太さなんかじゃ分類できません。美容師ならもしかしてわかるかもしれないけれど、私にはわかりません。どの髪を取ったって同じに見えます」

「それが、成員同士は各々相違点を持たねばならないという事です。「ミールの髪の毛」の外延を考えた時、例えばそれを太さで分類しようとします。ですが、ミールの髪の太さには個々の髪の毛毎に相違点が肉眼では見られないので、分類できないのです。

　他の例もあります。工場で機械生産された同一の商品を100個分類せよといわれてもこれも不可能です」

「それもそうですね。どれもこれも同じで見分けがつかないなら分類なんてできっこありませんよね」

「反対に、成員同士は共通点も必要です。「ミールの好きなもの」の外延の成員に花や水やピアノがあったとします。この時、「ミールの好きなもの」を分類せよ、といわれたらあなたはどうしますか？」

「ん……。花とか水とかピアノとかだと、分類はしづらいですね。もし、成員が紅茶、砂糖水、ケーキ、ハンバーグなどだったら、食べ物か飲み物かで分類をしますけど、花やピアノだとちょっと……」

「そういう分類は難しいでしょうね。だから、分類を行う時には成員同士に共通点がなければならないのです。あなたの例でいう所の食べ物や飲み物といった風に」

「なるほど。では、目的などにあった規則的な分類であることというのは？」

「分類には目的などに応じた規則が必要です。先ほどの例に「ミールの髪」を分類せよというのがありましたが、「ミールの髪」と一口に言っても、長さや太さや色や生えている場所などの様々な分類の規則があるわけです。長さを規則にするなら、ある髪とある髪は同じ外延に入るけれども、一度、規則が髪の色になるとその髪同士の外延は変わってしまいうるのです。ですから、分類をする時には、成員をどのような規則で分類するのかがポイントとなります。お分かりですか」

「もう１つ例をくださいませんか」

「では、ここに針とフェルトと注射器があるとしましょう。これらに対して「縫い物に役立つかどうかで分類する」という目的がある時、針とフェルトは同じ外延に含まれ、注射器は外れます。翻って目的を「医療用具として使えるかどうかで分類する」と変えると、今度はフェルトが外れます。同じ３つのものを分類するにしても、分類の目的さえ変われば異なった分類の結果が現れるという事です。これでいかがでしょう、ミール？」

「ようやくわかりました。でも、中々難しいのね、分類って」

「しかし言っていることは当たり前のことばかりですからすぐに慣れるはずですよ、ミール」

　目をつむってミールは頭の中を整理した。今ラヴァに聞いたことを整理しているのだ。随分と色々な規則が出てきたから、覚えなくてはならない。暫くミールは情報を整理し、やがてゆっくりと目を開けた。

「……わかりました」

「では、早速ですが、分類に求められるその他の要件をシャンテにしましょう」

　また覚えなくてはならないのかと思うとミールはため息が出た。

“分類は包括的（網羅的）でなければならない。

　分類は排他的でなければならない。

　分類は明確でなければならない。

　分類は目的に見合っていなければならない。”

「またわからない言葉が出てきました……。包括的とか排他的とか……。特に最後のが曖昧でよくわかりません」

「順番に説明しましょう。まず、一段目。例えば「りんご」を分類した時、「赤いりんご」と「青いりんご」とに分類したとします。ところが、この分類ではこのようなりんごが入るところがなくなってしまいます。御覧なさい」

　といって懐から取りいだしたのは一個の黄色いりんごであった。一見、梨のように見えたがどうやらりんごのようだ。

「りんごを赤いものと青いものに分類してしまったら、このような黄色のものはどこへ振り分けられれば良いのでしょうか？ どこへもいけませんね。これは問題です。と、このような問題の起こる分類は誤った分類です。分類は包括的でなければならないというのは、どんな成員も分類項目に入らなければならないということです。「りんご」の成員はたくさんありますが、そのどれもが何かしらの分類項目に入らねばならないのです」

「じゃあ、「黄色いりんご」という分類項目を作れば良いんですね」

「そうです」

「でも、今回はりんごだから良かったけれど、もっと他に色があるものについてはもっとたくさんの分類項目を用意しなければならないんですか？ 例えば花とか……」

「そうですね。リンゴでなく花なら黄色のみならず白やピンク、紫の花などといった分類項目が必要になります。こう見ると億劫ですね。しかし、必ず分類を包括的にできるやり方があります。しかも簡単に」

「え？」と関心を寄せるミール。自分が不可能だろうなと先入観を抱いたものほど、可能性を見付けると面白いものだ。

「ある概念とそれを厳密に否定した概念とで作る分類は必ず包括的になります。ああ、シャンテにもありますが、包括的とは網羅的ともいいます。セルフィッシュガーデンには網羅的という者が多く居るのでそれは覚えておいた方が宜しいでしょう」

「わかりました。ところで、ある概念とそれを厳密に否定した概念とで作る分類とは例えば「赤いりんご」と「赤くないりんご」からなるもの
ということなんですか？」（論理注：この２つじゃりんごは分類できないと思わないように。もはや話はりんごだけのレベルからそれている。赤いりんごかそうでないかで、物事の全てを分類できるという話しをしている。だから、赤いりんごには赤いりんごが入り、そうでないものにはバナナや瓶や鶴、バイク、学校、耳栓などあらゆる物が入るこうして、めでたくたった２つの分類項目で全てを分類できている）

「そうです、良く理解していますね、ミール。Ａと￢Ａの分類は必ず網羅的になりますので、ご注意を」

「はい。では、分類が排他的とはどういう意味ですか」

「ある成員はある1つの外延にしか入ってはいけないということです。「人間」を「学者」「医者」「教師」の３種に分類した時、医者を傍らに学者をやっている者は「学者」の外延にも「医者」の外延にも入ってしまいます。しかし、これでは、その成員は分類されているとは言えませんね。結局どの外延に入るのかがわからずじまいなわけですから、分類されたとは言えないわけです。これが分類は排他的でなければならないということです」

「そういう時は「医者」を他に仕事をもっていない医者ともっている医者に分けて、更に分類項目を細分化すれば良いんじゃないですか？」

「そうです、先に言われてしまいましたね。

　次に、分類は明確でなければならないとはどういうことかを述べましょう」

「それは予想できます」とミールは口を挟んだ。ラヴァはミールを促すように目配せし、自分は紅茶を啜った。

「例えばこういうことでしょう？ 私の髪が伸びたので、床屋さんに行きます。そこで床屋さんは私の髪の切る部分と切らない部分を私の髪型のオーダーに合わせて分類しますよね。でも、私が望んだ髪型の情報、つまり、私の与えた分類規準が曖昧だったら、床屋さんは切っちゃダメな髪を切ってしまったり、その逆もします。

　ヘンな髪型になっちゃった私は、泣いてしまいますけど、それは私の与えた分類規準が曖昧だったからで、本当はもっと明確にしなければならなかったんですよね。ラヴァさんはこういう事を言いたいんですよね」

　ラヴァは「その通りです、ミール」と優しげに言った。ミールは心なしか顔があつくなっていくのがわかる。間違えたせいで恥ずかしいというわけではないのに。

「色紙を分類する時、ある赤っぽい紙を「青」に分類したとします。が、これは周りから見ればむしろ緑だと言われ得るような曖昧な色でした。このような紙を青に分類する事は疑問の余地を残します。青と緑の中間色という分類項目がないからこういう余地が残るのです。このように、分類に疑問の余地を残すようなものは明確ではありません」

　頷くミール。疑問の余地を残すかどうかが明確な分類か否かのポイントの様だ。

「最後に、分類は目的に見合っていなければならないということについてです。が、実はこれは既にあなたの言った事の中に含まれています。あなたは自分の望む髪型という目的を持って床屋に行ったはずです。が、あなたの分類は明確でなかった為に、目的に反してしまいました。これはいけませんね。分類は目的に見合わねばならないのです。まあ、このことはご自分で気付かれたようですからこれ以上の説明は繁雑でしょう」

「色紙を大きさ別で分類してくれと言われたのに、色で分類したのでは目的に見合わないからダメな分類ということですね。ラヴァさんの例を借りちゃいました」

　茶目っ気をだしてにこりと笑うミール。しかしラヴァは表情を変えず、１拍置いただけで後を続けた。

「さて、このシャンテももう用済みですね。次はこれです」

“＜誤った分類＞”

　たったの１言が中空に浮かび上がった。

「誤った……分類？ 何か難しそうですね」

「いえ、これも単純なことです。まず、分類をする際には、こじつけて分類してはいけません。例えば、教師が生徒の多様性を考慮せず、個性がぬきんでているからというだけの理由でその生徒を問題児として扱うのはこじつけた分類にあたります。つまり、複雑な事実を分かり易い単純な分類に無理に押し込めることは誤った分類といえるのです」

　ふと、自分の担任のリーザは全くそのようなことをしないなとミールは思った。

「また、過度・過少の分類も誤っています。分類は今も述べた通り、目的に見合っていることが必要なわけです。ですから、目的をわかりにくくするような過度の分類はいけません」

「例えば……例えば……」

　しかしミールにはその例が思い付かなかった。頭ではラヴァのいわんとしていることは何となく理解できているが、例が思い付かないのだ。

「例えば、ミールが学校でテストを受けたとします。100点満点のテストです。教師は合格者と不合格者を分けようという目的で生徒の分類を開始します。合格点は50点としましょう。この時、必要な分類項目はいくつでしょうか」

「50点以上とった合格者と、49点以下の不合格者の２つの種です」

「そうです。ここで必要なのはその２つだけですから、５点刻みに20種の分類項目を作ることは過度の分類で不必要といえますね」

「ここでの目的は合格者と不合格者を分けるだけなんだから、不必要どころか却って手間がかかるし無駄な作業が多い分だけ損ですよ。……ああ、なるほど、それで過度な分類は誤りという事ですね。でも、私は誤りというよりは不適当と言いたいわ」

「あなたが望むならそれも良いでしょう。では過少な分類はどうですか？」

「あら、過少もダメですよ。今のテストを例に取ると、例えば今度は教師は10点刻みに10個の分類を作り、生徒それぞれにＡからＪまでの成績をつけるとします。なのにこの時、教師が分類項目を未だに「50点以上」と「49点以下」の２つしか作らなかったら、目的に見合った成績付けが出来なくなります。分類項目が必要数より少ない、つまり過少なために分類の目的が適わなかったという事です。これはダメな分類ですよ」

「そうですね、ミール。他にも過少なものにはいわゆる「一元的思考」や「二元的思考」というものがあります。敬虔なアルマ信者が森羅万象をアルマで解明しようとするのは前者にあたります。また、何事も好きか嫌いかとか善か悪かだけで判断するなどというのは後者に当たります」

　言われてミールは少しどきりとした。ミールはどちらかというと物事を好きか嫌いかに２分して判断する癖があるからだ。ラヴァの言葉を聞いてこれからは気をつけようと心に決めた。

「「好き」と「嫌い」の分類はともかく、「好き」か「好きでない」かという二元的思考は正しい分類ではないのですか？ だって、「好き」と「好きでない」とで分けた分類は網羅的なんでしょう？ むしろこれ以上分けづらいくらいですけど」

「勿論その場合は網羅的です。ですが、二元的思考であることに変わりはありません。尤も、そのような大雑把な分類でも、その時の分類の目的に見合えば良いのですが、そうでないならその大雑把な分類はやはり誤っていると言わざるをえないでしょう」

「なるほど……」

「さて、分類については以上です、ミール。覚えることが多くありましたが、大丈夫ですか？」

「はい、大丈夫です」

　ミールは即応した。ラヴァの話しはやはりテンポが良く、ミールには学び易い。どんどん知識を吸収している自分がいるのがわかる。共に一口紅茶を啜ると、やがてラヴァの方から語り出した。

「では、定義についてです。宜しいですか？」

　返事の代わりににこりと微笑んでみせるが、ラヴァはつられて微笑むこともなく、淡々と語り出した。その態度がミールには冷たく感じられ、自分は嫌われているのではないかと不安になった。

「では、定義について述べましょう。まず、定義の目的についてです。定義の目的とは、論議が概念をめぐる空論になるのを防ぐことです。つまり、概念をめぐる混乱を防ぐのが目的です。これは非常に重要なことです

　概念の混乱には大きく分けて２種類あります。概念上の論争と、曖昧な概念とによる混乱です」

「概念の前に私が混乱ですよ……。難しくてわかりません」

「ならば、例を挙げましょう。ここに、Ａ・Ｂという２人の女性が居ます。それぞれの言い分はこうです」

　赤いシャンテが浮かび上がる。

“Ａ「私の彼は私が女で非力だからっていって、いつも重い荷物を持ってくれるの」

　Ｂ「力仕事をしたいんだけれど、女だからというだけの理由で雇ってもらえないの」”

「これに対し、１、２、３の男性がこういったとしましょう」

　今度は青いシャンテが浮かび上がった。

“１「男は女より力があるから、力の強いものが荷物を持ったり力仕事をする方が効率が良い。Ａの場合もＢの場合も男女の力の差を考慮した上での当然の区別であって、差別ではない」

　２「男が力が強いから荷物を持つのは当然だが、女で非力だからといって雇用しないのは女に不利であり、これは女だけが損をしているので差別に当たる」

　３「男が力が強いからといって重い荷物を持つことも、女が非力だからといって力仕事に雇われないのも、男女の役割上に差をもたらすから、いづれの場合も差別だ」”

「よく御覧なさい、ミール」

　頭を上下に微かに動かしながらミールは２場のシャンテを理解していく。ミールは口には出さなかったが一番共感できるのは１番の男性だ。でも、きっといざ自分がＢの女性の立場になったら大声で２番の主張をするだろうなと思った。ミールはそんな打算的な自分が嫌いだったので、そういう自分をラヴァに知られたくなく、黙っていたのだ。

　一方で、ラヴァは一体何番の男性の立場を取っているのだろうかということが急に気になりだした。ミールは１番目だが、ラヴァも１番ではあって欲しくない。女性が１番を言うのはいかにも公平な気がミールにはするが、男性が１番を言うとどうしても「なによ、女の身になったこともないくせに！」と文句を言いたくなってしまう。だから、自分は１番でも、ラヴァには２か３を選んで欲しかった。

　ミールはラヴァが何番を選ぶか、とても知りたかったが、言うか言うまいか迷っているう内にラヴァは話しを進めてしまい、聞くチャンスを逃してしまった。

「１~３の男性が論争をしていたとします。これは水掛け論に行きつきますが、それは何故だかわかりますか？」

「それぞれが思想を曲げないから？」

「そうかもしれませんが、今の所、私の求めている答えとは異なります。

　彼らは差別という概念の定義が違うのです。

　１の男性の差別という概念の定義では、Ａの場合もＢの場合も含まれないのです。ところが、３の男性の定義ではＡもＢも差別になります。このことは３の男性の差別の定義が「互いの役割上に差をもたらすもの」だという所から来ていると考えられます。

　また、２の男性は女性優遇のようですね。彼の男女差別の定義は恐らく「ある事象で、女性が男性に対して不都合なことが生じるなら、それは男女差別だ」となっているのでしょう。彼の差別の定義は「ある事象で、何かが別の何かに対して不都合なことが生じるなら、それは差別だ」といえるのでしょう。

　このように、１、２、３の差別の定義は各々で異なります。にもかかわらず、全員が差別という同じ言葉を使っている為に、３人の主張はかみ合わず、論議は空回りするのです。おわかりですか、ミール？」

　ラヴァの言葉を整理して、ゆっくりミールは頷いた。彼は長文になりそうな難しい内容は特別ゆっくり丁寧に言ってくれるので助かる。

「ええっと、確か、概念の混乱には大きく分けて２種類あって、概念上の論争と、曖昧な概念とによる混乱なんですよね。その内の「概念上の論争」というのが今のなんですね。ところでこれを「概念上の論議」という風に呼び方を変えても構いませんか。ここでは論争より論議という言葉の方を多く聞きますから」

「それぐらいなら結構ですよ、ミール。特に問題はありません。どうぞ覚え易い言い方で覚えてください。

　では、今度は「曖昧な概念」の説明です。定義が曖昧な概念からなっているのは混乱を招くという事です。例えば、「これは良い本だ」というのは、「これ」を「良い本」という概念で定義していますが、「良い本」というのは曖昧な概念です。良いかどうかなど人それぞれですからね。このような曖昧な概念を用いた定義は概念の混乱を呼び起こしますから、不適当です。

　また、次のような概念も混乱を招きます。例えば、「簡単な食事」という概念です。「簡単な食事」というのは多義的過ぎて却って曖昧なのです。「簡単な食事」には「準備が要らない食事」「高価でない食事」「具材が少ない食事」「調理時間が短い食事」などという意味があります。だから、一言で「簡単な食事」といっても何を意味しているのかが曖昧であり、これも概念の混乱を招くので、不適当です」

「確かに今聞いたような例からだと概念はいかにも混乱しそうですね……」

「では、今度は定義の規則について話します。定義にはこのような規則が観察されます」

　既存のシャンテが消えていき、新たな青いシャンテが浮かび上がってくる。

“被定義項の重要な特徴を述べなくてはならない。

　広定義・狭定義をしてはいけない。

　循環定義をしてはならない。

　比喩的であってはならない。

　肯定的に述べうる定義を否定的に述べてはならない。”

「以上です。順に説明しましょう。

　被定義項というのは定義される概念のことです。因みに、定義項というのが実際に定義に用いる語句のことです。「母親」を「親の内で女の方」と定義する時、「母親」が被定義項で、「親の内で女の方」というのが定義項になります」

「ああ、それじゃあ、辞書の見出しは被定義項で、その見だしの意味が定義項なんですね」

「そうです。そして、定義は被定義項の重要な特徴を述べねばならないのです」

「それはそうだわ。辞書で「傘」を引けば真っ先に「雨避けの道具」と出てくるべきなのに、「紙製のものもあるがビニール製が多い。柄は金属でできているものも多く、雷にご注意」なんて書いてあったら、私そんな辞書絶対に捨てちゃうもの」

　ラヴァは肩を竦めるミールを少し面白そうに眺めてきた。今の発言が彼には面白かったのだろうか。一度彼の笑顔を見てみたいが、調子に乗るとまた恥を掻きそうなので自重することにした。

「ええと、ごめんなさい。話しをずらしてしまいました」

「かまいませんよ、ミール。あなたは賢く可愛らしく、また愉快な方だともわかりましたので。

　さて、次は広定義・狭定義についてです。例えば「車」を「エンジンを搭載し、ガソリンで動く乗り物」と定義しましょう。するとこの時、自転車はエンジンがないし、ガソリンで動きもしないので車から仲間外れにされてしまいます」

「そんなのおかしいわ。だって、自転車だって立派に車の１つですもの。その定義がおかしいんだわ」

「そうですね、この定義では表せる車が少ないのです。自転車などがはみ出してしまいますからね。こういう定義を狭定義といいます。定義が狭すぎて自転車があぶれてしまったのです。

　また、この定義では「飛行機」が車の仲間になってしまうという問題点もあります。飛行機だってエンジンを搭載し、ガソリンで動く乗り物ですから。でも、飛行機は当然、車ではありませんから、ここでもこの定義はおかしいという事になります」

「さっきは車の一種が仲間外れにされちゃったのに、今度は車でないものが図々しく車の仲間になってしまってるんですね」

「そう。先程のが狭定義なら、これは広定義といいます。そして、広定義・狭定義はしてはいけないというのが定義の規則の１つです」

「わかりました。「男の子」を「強い者」と定義すると、エケトネ君みたいのは仲間外れになっちゃうから狭定義なんですね。それに、リディアお姉ちゃんみたいな強い者は女の子なのに男の子に入ってしまうから、今度は逆に広定義なんですね。

　なるほど、確かにこんな定義じゃいい加減過ぎて使い物になりませんね」

　ラヴァはミールのいいたかったことよりも、リディアの方に興味を抱いたらしく、「リディアとは？」と聞いてきた。ミールは一瞬きょとんとしながらも「可愛いお姉ちゃんです。さっき会ったの」と答えた。

「さっき……」

「髪が背中まで長くて、服は素朴な感じなんだけどアクセサリーをいっぱいつけてるお姉ちゃん。でも、アクセサリーは全然派手じゃなくみえるんです。あ、桃の匂いがしたの」

「リディア嬢が強いとはどういう意味ですか」

「え、知らないんですか？ お姉ちゃんは格闘家なんでしょう？ 恋人より強いって言ってたもの」

　ラヴァはそれを聞くと額を指でおさえながら黙祷をしはじめた。

「ラヴァさん……？」

「いえ、なんでもありません」とラヴァは平静さを取り戻して言った。ミールはある質問が浮かんだが、言うべきかどうか迷っていた。だが、思いきって聞いて見ることにした。

「あの……もしかして、ラヴァさんって、リディアお姉ちゃんが好きなんですか？ 格闘技をやってるから幻滅したんですか？」

　ラヴァは一瞬意外そうな顔をした。初めて彼の表情が少しだが変わった瞬間だった。

「いえ、そんなことはありませんよ、ミール。私には既に愛しむべき女性がおりますので」

「え……」

　どうやらラヴァにはもう既に恋人がいたようだ。まあ、彼ほどの良い男ならば居ない方が却って不自然だ。

（なんだ……がっかり……）

　ミールは大きなため息をついた。でも、ラヴァには好かれたいので何でもない風を装うことにした。それに、自分はまだ彼を好きになったわけではないのだから、態度を変える必要など毛頭ないし、本来ならがっかりする必要すらないと己に言い聞かせた。

「ただ、私はリディア嬢とあまり面識がなく、格闘技は意外だったので驚いただけです。

　さて、論理学の話しに戻りましょう、ミール」

「はい、お願いします」

　たった今、自分に言い聞かせたばかりなのに、何故だか声色が少し可愛くなる自分にミールは辟易した。

（何かヘンだわ、私。どうしちゃったんだろう……）

「次の規則は、循環定義をしてはならないというものです」

「あ、それ知ってます。クミールさんに聞きました。右を「左じゃない方」といって、左を「右じゃない方」っていうのは循環定義なんですよね」

「そうです。辞書にはよくこのタイプの定義があります。「勇気」と引くと「勇敢であるさま」と出て、「勇敢」を引くと「勇気があるさま」と出るような場合、その辞書は循環定義をしてることになります。セルフィッシュガーデンでは、特に辞書が行う循環定義のことをさして、女神の天秤ということがありますので、ご注意を」

「女神の天秤ってなんだか、今までと毛色が違いますね。これだけなんだか文学的だわ」

「それがお嫌なら辞書の循環定義とか辞書的循環定義とされればよろしいでしょうね。セルフィッシュガーデンにはその言い方をする者も居ますので。何故かというと、女神の天秤という名付けは比喩的でよくわからないからです。定義も同様です。比喩的なものはいけません。例えば、「女性」を「神が創った唯一の失敗」ととらえるのは或いは文学的に意味のあることかもしれませんが、論理的な定義としては誤りです」

「それはそうよ。神が創った唯一の失敗ですって！？ そんなこといったら私は「男」を「女が作った唯一の失敗」って定義してやるわ」

　鼻息荒くミールは言い放った。ラヴァはまたもや楽しそうにこちらの様子を見ている。ラヴァの恋人というのは自分みたいに激しやすいタイプなのだろうか。或いは恋人にない要素だから面白がっているのだろうか。いづれにせよラヴァの恋人という項目を切り離して考えることは出来なかった。

「あなたは元気な方だ、ミール。さて、それでは最後の規則を述べましょう。最後の規則は肯定的に述べうる定義を否定的に述べてはならないというものです。これはわかりにくいですね。ですが内容は簡単なものです。

　例えば、母親を定義しろといわれたらミールはどうしますか」

「親の中で女の方といいます」

「父親ではないものという定義ではどうですか？」

「それは使えませんよ。父親でない方といわれるより親の中でも女の方といわれた方が使えます」

「なるほど。では、どうして前者は使えないと思うのですか？」

「え……？ それは……」

　詰まって答えられないミール。母親を定義するのに、父親でない方といわれたって何にもならないことなど明白ではないか。これ以上どう説明しろと言うのだ。

「母親を定義する際、「父親でない方」と定義するのは、否定的に述べていますね。逆に、「親のうちで女の方」というのは肯定的に述べています。このうち前者が使えないとあなたが思ったのは妥当です。というのも、肯定的な定義では被定義項が「何であるか」について述べていますが、否定的な定義では被定義項が少なくとも「何でないか」についてしか述べておりません。具体的に「何であるか」を述べていない以上、定義しているとは言えませんね」

「ああ、なるほど、いわれてみればそうですね。じゃあ、必ず否定的な定義を使ってはいけないんですね」

「それは違います、ミール。シャンテをもう一度御覧なさい。

　この規則は肯定的に述べ得る定義を否定的に述べてはならないというものです。そもそも肯定的に述べることができない場合については何も述べておりません。ところで、肯定的に述べることができない場合についてですが、この場合は否定的に述べるしかありませんから否定的な定義をしても構いません。例えば、孤児というのは「親のいない子供」と否定的に定義するより他はありませんね」

「そうですね、また先走っちゃいました」

　するとラヴァはティーカップを手に取った。丁度その時、手元においておいたミールの手提げから光の筋が立ち上る。

「もしかして、これで終わりですか？」

「私は終わりです、ミール。お疲れさまでした」

　ミールの書を開くが、新たなページは現れていなかった。この部屋は元々綺麗だったので、それも当然のことかもしれないが、一抹の退屈さを感じた。だが、ここではラヴァと知り合うことが出来たので良しとしよう。そう思いながら、索引を確認する。今教わったことが新たに項目として大量に追加されていた。これで今聞いた術語がわからなくなっても安心だ。

「ほんとに便利な本……」

「さて、これからあなたはどこへ行きますか、ミール」

「この隣です。赤茶色のドアの部屋へ。そこに私に問題を出している人がいるみたいですから。その人を一目見てみたいし、色々聞きたいこともありますし」

　残った紅茶を一気に飲み干すと、ミールはカーペットから立ち上がった。床の上に座ることはあまりなかったし、体育座りはスカートを履いている以上ラヴァと向かい合っては出来ない。仕方なく正座の形を取ることになったが、これが異様に疲れるのだ。立ちあがった瞬間、ミールは足の痺れを感じた。

「なんだか、足がちくちくします」

「痺れているのです、大丈夫ですか」

　ラヴァはすっくとたってミールの体を支えた。彼の身長は高い。180cmを越えているだろう。ミールにはまるで彼が巨人に見えた。支えてもらっているのが心地良いのでそのまま暫く身を委ねていたが暑苦しいと思われるのが嫌なので渋々ながらも離れた。

「ありがとうございます。じゃあ、私、これで……」

「はい。では、お気をつけて」

　ラヴァの顔を見るがそれでも彼は一向に微笑まなかった。よく見ると微かにやさしげな顔をしているようだが、微笑みを確認するには至らなかった。

（一度でいいから微笑んでくれたらな……）

　そう思いながらミールは部屋を後にした。

　廊下に出ると、静寂が訪れた。このドア一枚向こうにラヴァがいるにもかからわず、セルフィッシュガーデンにはもはや自分だけしかいないような孤独感にさいなまれた。ミールはもう一度出てきたドアを見つめる。心のどこかでラヴァが出てきてくれれば良いというような期待があった。

（ほんと、いやだわ、私。どうしちゃったの。そりゃ、ラヴァさんは素敵な方だけど……）

「でも、彼女さんいるって言ってたし……。私なんか子供扱いしかされないに決まってるのに……。

　ううん、なにいってるのよ。子供扱いとかなんとかって……。まだ彼を好きと決まった訳じゃないよ。何自分に勘違いしてるのよ、私ッたら！」

　いつのまにか思考が声になって出ていた。ミールはその事に気付くと誰も聞いていないにもかかわらず、頬が赤らむのを感じて、足早に廊下の奥へと向かっていった。

「……というわけで、セレン君に言われた通り、主に論証について教えてきたよ」

　赤茶色の部屋で、リディアはセレンに報告をしていた。セレンはリディアの報告を興味深げに聞いていた。

「そっか。よし、あんがとな、リディア。さっき、クミールさんからも報告受けたから、後はメルだけだな」

　セレンは机の椅子に座り、リディアのレポートに目をやった。リディアは机に腰掛け、セレンの顔を眺める。彼女はこの男の目が気に入っている。この男は見かけによらず非常に単純な頭をしていて感情に忠実に働く。その為か、彼の目を見ていればその時の気分は勿論、何を考えているのかさえわかる時がある。リディアは常にセレンの顔の左側を眺めている。左側の方が感情がわきやすいのを知っているからだ。

「リディア」

「なぁに？」

　リディアは抑揚をつけて答えた。リディアはセレンといる時が尤も感情豊かになる。一番嬉しいのもこの男といる時だし、一番不安になったり腹を立てたりするのもこの男といる時だ。

「そこに座っていられると光が来なくて字が読めねぇんだけど」

「でも、ここで見てたいなぁ」とにこりとするリディア。彼女はシャンテに使う光を応用してレポート用紙を下から微かに照らしてやる。

「……あんがとな。で、お前、ミールのところに行ってやらなくて良いのか？」

「今はメルがいるでしょう？ 賢女は鉢合わせるなって言ったのセレン君じゃない」

「まぁな、でも、もうそろそろ終わってメルがくる頃だろ」

　セレンは机の砂時計を見る。30分計で、青い砂が入っている。ここでは1日というものがないので、12時間刻みの時計はあまり役に立たない。大小様々な砂時計があった方が役に立つのだ。

「いや、むしろ遅いくらいだな、あの娘」

「ミールちゃんと仲良くなって、一緒にいるんじゃないかなぁ」

「マジかよ……。あの娘ってなんだかんだいって他者を助けちまうからな。ミールの勉強の邪魔にならなきゃ良いが……」

「じゃあ、それまで遊んでよ～よ、ね？」

「そこでどうして順接がくるんだ、お前は。まあ、遊ぶのは良いが仕事が終わってからな」

　レポートに再度目をやるセレン。リディアは手持ち無沙汰なのでセレンをくすぐってちょっかいを出す。

「こら、止めろよ、リディア」

　４つも年下の少女にからかわれるセレン。だが、仕事の邪魔になっているのにあまり嫌そうな顔はしていない。と、その時部屋のドアを開いてメルが入ってきた。その瞬間、リディアはぴたりとからかうのを止めて、机から立ちあがり、窓の外を眺めだした。

「おう、メル、ご苦労さん」

　リディアの変化とは裏腹に、セレンの態度はまるで変わらない。むしろリディアにはみせないような甘い表情を見せる。そしてそれがリディアには腹立たしい。が、表にはなるたけ出さないようにしている。

「どうだった、ミールは？」

　メルはドアを閉めると、とことこと歩いてきた。リディアはようやくメルの方を向いて「ご苦労様、メル」といった。メルは「うん……」とだけ返す。リディアは心中にため息をついた。

　メルはセレンに微笑んで「ちゃんと教えてきたよ」と可愛く言う。セレンは「そっかー、よしよし」といって頭を撫でる。頭を撫でられながらリディアをみるメル。その瞳には複雑なものがあった。

　このメルという少女は５才の時からセレンの妹として可愛がられてきた。一方、リディアはもうセレンと10年もの付き合いになる。メルの方がリディアよりセレンとの付き合いが短いので、リディアはその当時のメルのことをよく知っている。

　７才のリディアが10才のセレンに初めて会ってから、彼らは３年半の間、ただの仲間同士だった。メルは彼らが付き合い出した時には既に７才になっていた。その時には既にメルはセレンにべったりだったので、恋人として新たに現れたリディアのことが気に食わなかったのだ。

　恋人になる前はセレンはよくメルと遊んであげていたのに、リディアが恋人になってからは以前ほど構ってくれなくなったからだ。お気に入りのお兄ちゃんを取られたという事だけでなく、女としても自分はリディアに負けたのだという気持がメルの成長を異様に早めた。とにかくセレンに振り向いてもらえるように・誉めてもらえるように一生懸命頑張った。アークパズルができて「お前は賢い娘だね」と誉められればとにかく頑張った。セレンの好みそうな女性のタイプを真似したりもした。遂にはリディアの仕草さえも真似してみた。

　でも、セレンはいつだって自分を妹としてしか見てくれなかった。そしていつまでも自分を７才ぐらいの女の子のであるかのように扱う――その事がメルにとって不満なのだ。

「お姉ちゃんも……」

　呟くメル。リディアは「ん？」といって首を傾げる。小首を傾げるのは彼女の癖で、セレンが可愛いと言っている仕草だ。そうと知ってからメルも真似しているのだが、どうも上手く真似できていないような気が常につきまとう。リディアを見ていると上手くできていて一々腹立たしい。しかしながら、メルはリディアのその仕草が幼げで可愛らしいという事を認める事ができていた。確かにリディアは可愛い。自分の方が綺麗だが、可愛いのはリディアだろうとメルは思っている。

　メルは可愛いリディアという少女が好きだった。彼女は性格に表裏がないし、優しく可愛らしいのでメルは昔から好きだったのだ。だから今でもたくさん年上の女性がいるものの、名前抜きで「お姉ちゃん」といえばそれはすぐにリディアを指すのだ。

　つまり、メルはリディアに対して愛しさと憎しみというアンビバレンスを抱いているのだ。メルはそのアンビナレンスに始終悩まされているのだが、その原因となっているのがセレンであり、この男もまた愛しいだけに怒りのやり場がないのだ。

　加えてセレンの優柔不断な所もメルを苦しめた。メルが彼に「お姉ちゃんと恋人じゃなくなったとしたら、その後、メルを恋人にしてくれる可能性って本当にないの？」と問うと彼は決まって「未来のことはわからないから無いとは言えないが、今の所は無い」と答えるのだ。メルはこの言葉を信じてセレンをふっきれないといっても過言ではなかった。彼は彼なりに考えて言っているのだろうが、いっそのこと「絶対ないね」といわれた方がその瞬間の苦しみは大きくてもいつかふっきれる分だけまだましなような気がした。

　メルはリディアとセレンを交互に見ながらそんな事を考えていた。

（……でも、そんなの嘘。ほんとは「絶対ない」なんて言い切られてふっきれるなんて思えない。私はそんなに強くない。

　きっとこのお姉ちゃんもそれは同じ。お兄ちゃんも或いは……）

「……どうしたメル？ ぼうっとして。疲れたかい？」

「え……ううん、なんでもないの。ありがと、お兄ちゃん」

「ミールはどうだった？」

「うん、なんだか私に似てたよ。髪はミクお姉ちゃんみたいだったけど……」

　セレンとメルが会話をしている。リディアは間近でそれを聞いていたが、なんだか彼らとの距離は随分遠いもののような気がした。

　リディアはセレンといる時が一番楽しいのだが、その楽しさの影でメルを犠牲にしていることも事実だと思っている。自分はそんなつもり全くないが、メルからしてみればきっと自分は大好きなお兄ちゃんを奪った嫌な女なんだろうなという自覚がある。だから、メルがセレンといる時は彼を彼女に譲ることにしているのだ。それが自分にしてやれるせめてものことだと思っているからだ。

　メルはリディアと違い、セレンの奪い合いにかけては酷く好戦的だ。いつもは冷静な娘なのに、セレンの事となると年以上に子供っぽく激情する。以前、リディアはセレンの事でメルと喧嘩をした事があり、その時はお互い酷い口を叩いたものだ。結局、リディアは自分にも言い過ぎた所があったと思いメルに謝罪した。すると、彼女も同様に謝罪した。だが、メルの謝罪はどうしても「お兄ちゃんの手前だから」という風にみえて仕方がなかった。本当の所どういうつもりの謝罪だったのかなどということは滅法わからないが、少なくともリディアにはそう見えたのだ。

　昔からリディアはメルを可愛い小さい女の子として見ており、また、セレンが大切にしている子とも見ていた。そして、リディアはメルを羨ましいと思っていた。セレンが自分よりメルの方を優遇しているのは明白である。良い物と劣る物の２つがあったとしたら、セレンはいつでもメルに良い方の物をあげているし、リディアとメルに同時に「遊びに連れてって」と頼まれたらセレンはまずメルを選ぶ。確かにメルは彼の恋人じゃないから抱いてもらったり愛を囁かれたりはしないが、その代わりに自分は彼の妹にはなれないのだ。恋人として愛しまれる事はあっても、妹として純粋に可愛がってもらう事はないし、じゃれて甘える事もメルほどには許されない。また、恋人という対等な関係である以上、彼は100％の力で自分を守ってはくれない。50％自分が彼を守るかわりに、50％彼も自分を守ってくれるのだ。その点、メルは妹だという理由で100％守ってもらっている。メルの荷物が重ければセレンは何も言わずに持ってあげるのに、自分の時だと催促でもしなければ持ってくれないのだ。

（いいな……メルは）

　だが、リディアはそれを口には出さない。言った所でメルに却って恨まれるだろう事はわかっているからだ。自分の思っている事は丁度「痩せたいなぁ」と言っている者の目の前でスマートな者が「もう少し体重があればなぁ」と言っているのと同じだと思っているからだ。

（高望みしすぎなのかな。彼が私を恋人してくれてるだけでほんとは満足しなきゃいけないんだよね。でも、セレン君がメルにみせてるこの優しい顔って、私には何度に１度みせてくれるのかな……）

「でねでね、お兄ちゃん。メル、ミールちゃんとお友達になったのっ」

　メルはリディアの気も知らず、セレンの膝の上に座ってはしゃいでいる。彼の膝の上は彼女の昔からの定位置であり、何人たりとも、場所の提供者のセレンでさえもその聖域を侵すことは許されなかった。

「じゃあ、私、行くね」

　リディアはセレンに告げて立ち去ろうとした。すると、セレンは「おう」と言ってリディアの腕を取り、顔を引き寄せ、キスをしようとした。

「ダメ」リディアは眉をひそめながら顔をそむけた。

　恐らく彼は「メルの相手ばかりしていてお前の事を構ってやれずに悪いな」という意味を込めて自分にキスをしようとしてくれたのだろうが、そんなことは今の自分にとっては逆効果だった。眼下のメルを見ると、彼女は寂しそうな顔をしていた。

「バカじゃないの」

　リディアは小声でなじると、セレンから離れ、軽く彼を睨んで去って行った。

「なぁ、メル。お前ももう行かなきゃな。そろそろミールがくるから」

　リディアが去った後でセレンはメルにそう告げた。

「うん、わかった」

　頷き、膝から降りるメル。ワンピースのスカートの皺を伸ばしていたらセレンが不意に呟き出した。

「ところでさ、今、お姉ちゃんに睨まれたんだけどさ。あれってどうしてだろうな。いくら恋人でもいきなりキスされたら嫌なのかな」

「うん……んん？ ……お兄ちゃん……何言ってるの……？」

　飽きれるメル。しかしセレンは依然わからぬ顔をしているので、もはやメルは何も説明する気にはなれず、「じゃあね」と言ってすぐにその場を去って行ってしまった。部屋に１人取り残されるセレン。彼はドアとレポートを交互に見ると、大きなため息をついた。

　彼はリディアとメルが自分を巡って不仲なのは知っていた。同時に、自分さえいなければ彼女達が仲が良い事も知っていた。つまり、彼女達がお互いに愛と憎のアンビバレンスを抱いているのは知っているのだ。だからといって、どうすることもできなかった。そのことで彼も彼なりに悩んでいるのだ。リディアをたてればメルは悲しみリディアを恨む。翻って、妹のメルを優先し続ければリディアが拗ねるのは当然だ。従ってセレンはなるべく上手くバランスを取らねばならず、その事が彼の精神力を大いに磨耗させている。だが、今の所は彼女達が衝突しないように上手くバランスを取っていくぐらいしか彼に方法はないのでいくら疲れるとはいっても仕様のないことだ。

　レポートの文字に目をやるセレン。リディアの女の子らしい文字と、メルのまだ幼さの残る文字を交互に見つめながら、彼はまた大きなため息をついた。

Ⅴ

　赤茶色のドアに対峙するミール。ドアは閉まっている。中の音を聞こうとするが何も聞こえない。

「でも、必ずここにいるはずよ。セレンとかいう人が」

　ぎゅっと拳を握るミール。思えばこの部屋の中でミールの書を見つけたのが事の始まりだった。或いはエーステを落とさなければ今頃自分はどうしていたのだろうか。きっと普通に12才の誕生日を迎えて、エケトネたちと遊んでいたのだろう。そして、論理的という言葉をいい加減に使い続ける只の「普通より賢いだけの子」になっていたのだろう。だが今は多少なりとも違うような気がする。今の自分はミールの書と出会わなかった場合の自分よりも遥かに論理について詳しいはずだ。そしてそれは誇れることであるとミールは自認していた。

　ミールはそのドアをゆっくりと開けた。ドアはガチャという音がして、その後はスーっと開いていった。ミールは無言でその中に入っていった。部屋の中に入ると、男が１人立ってこちらを見つめてきた。ミールは一瞬目が合ったが何も言えずに黙っていた。

　男は前身黒ずくめの服を着ていた。髪は少しだけ茶色がかっているがミールに比べれば断然黒い。リディアと同じくらいの長さの髪で、それを後ろで１つに結わいている。背丈は170cmほどで、ミールよりは勿論大きいが、ラヴァを見た後ではさほどでもないように感じられる。肌から察するに黄色人種の血が濃いようだが、目鼻だちはハッキリしているので彼もやはり混血なのだろう。

（この人がセレンさん……）

　セレンはミールをじいっと見てきた。彼の目つきは人を恐れさせるものがあった。ミールは怖くなって目をそらしてしまう。

「無事にここまできてくれたか」

　セレンは安心したように言った。意外と高い声で、声は余り畏怖を感じさせない。だが、彼の言い方には自信が感じ取れ、それがやや威厳を感じさせる。

「名乗る必要はないですね……セレンさん」

　何故か冷めた口調でミールは言った。セレンはその反応が意外だったらしく、困惑したように肩をすくめた。

「リディアの奴、よっぽど酷く言いやがったな」

「なんのことかよくわかりませんけど、リディアお姉ちゃんを悪く言わないで下さい」

　ミールは今の自分の態度に意外感があった。いくらリディアから得ていた前情報でセレンが気に食わなかったとしても、初対面でこの態度はないだろう。これでは相手に喧嘩を売っているようなものだ。

「なんだか知らんが随分嫌われてるみたいだな、俺は」

「別に……そんなことありませんけど。そもそも初対面から嫌うなんてそうそうないですよ。あなた、見栄えは良いですしね」

「じゃあ、それが素の態度かい？」

　セレンは苦笑した。馬鹿にされているようでミールは腹が立った。

「とにかく、これでセルフィッシュガーデンの謎は全て解けるんですね」

　するとセレンは笑いながら否定した。

「馬鹿いいなよ、嬢ちゃん。むしろここからが本番だよ。今までのは前座にすぎないからな。なんでここがセルフィッシュガーデンっていうと思う？ もしこの屋敷だけがセルフィッシュガーデンだというのなら、セルフィッシュマンションとでも呼べばいいだろう？」

「え……」たじろぐミール。すっかりこの屋敷の事をセルフィッシュガーデンと呼ぶと思っていたのだ。「じゃあ、他にも行く場所があるんですか？」

「ああ、このクミールさんの屋敷とウチでセルフィッシュガーデンは成り立ってるんだ。例えばリディアやメルはウチから来てるんだ。あいつら一度もセルフィッシュガーデンの住人だとはいってもこの屋敷の住人だとは言わなかった筈だぜ？」

「そういえばそうでした。ところで、その「ウチ」っていうのはどこのことなんですか？」

「それを知りたかったらこの部屋に光を」

　にやりと笑うセレン。その態度はまるでミールをからかっているかのように見える。

「じゃあ、なんのためにウチっていうのがあるんですか？」

「それぐらいは教えてやるかな。お前が学ぶのは論理学よりむしろ論議学だ。ところで、セルフィッシュガーデンは大きく分けて２つに別れる。この屋敷とウチだ。論議学はウチで教える。ここではそれに必要な最低限度の知識を得てもらおうという訳だ、解かるかい？」

「最低限度ですって！？」

　驚いた。今までやってきたものはミールが人生で学んできた事の中でも尤もややこしいものだった。なのにあれでまだ最低限度だというのだろうか。

「論理学が最低限度ってどういう意味ですかっ」

　その問いに今度はセレンが驚いたような顔をした。

「論理学？ 嬢ちゃんはあの程度の知識で論理学をやったと思いこんでいるのかい？ そりゃあ幸せだな。悪いが、あんなんじゃ論理学とは言えないよ。せいぜい論理学のとば口に触れた程度だ。ここじゃ論議するのに必要なだけの論理学の知識しか教えないからな。勿論、今から俺が教えることも初歩の初歩だよ」

「あなたが教えること……？」

　この男に教わるのかと思うと何だか頭が痛くなってくる。

「俺が教えるのは虚偽論だ。虚偽論ってのは知ってるか？」

「知ってるわけないでしょう」

　面倒くさそうにいうミール。あまりの態度の悪さに流石にセレンは気を悪くしたのか、一瞬黙ってミールを睨み付ける。彼の左目と自分の目が合った瞬間、ミールは急に心臓が跳ね上るような恐怖を感じて居住まいを正した。リディアが目をあまり見ない方が良いといっていたのがわかる気がした。

「ごめんなさい。別にあなたを嫌いなわけではないのだけれども……。何故か口が勝手に……」

「クミールさんと同じだ、仕様がない。お前さんは生理的に俺が嫌いなんだろうよ」

「別にそんな……」

　生理的に嫌い等という理由で他人を嫌う事をミールは常に不当とし、極力避けようとしているので、彼の主張を否定した。だが、どうしてだか自分にもわからないが、自分が彼を苦手としていることは事実のようだ。

「じゃあ、１つアドバイスをしよう。俺が嫌いなら、嫌いとして認めるんだな。その上で、「何故嫌いか」だとか「どうやったら嫌いでなくなるか」だとかの問題に務めるんだな。要はあれだ、ほら、「事実は事実として認めた上で、物事に対処する」ってやつだ。これ、俺の先生の言葉な。事実があるのに認めずに逃げ回ってたらなんにもならんということだ」

　ミールは黙って頷いた。セレンが言った言葉はリーザがミールたちに教えてくれた言葉と同じだ。彼の教師もリーザのように立派だったのだろうか。

「ま、雑談はここまでにして、とっとと教えて光を入れるぞ。ここは埃っぽくてかなわん。さっきまではリディアやメルがいたから良い匂いがしてたけど、今じゃただ埃っぽいだけでかなわんよ。

　じゃ、論理の話しをするぞ。いいか？ 虚偽論ってのはその名の通り、虚偽を扱うんだ。虚偽には２種類ある。形式的虚偽と、非形式的虚偽だ。虚偽をこの形式的虚偽と非形式的虚偽とに分けている所が分類を網羅的にしてると思わないか？」

「そうですね。Ａと￢Ａで分類してますからね。この事はラヴァさんに教わりました」

　勤めて平静に、かつ和やかにミールは答えた。

「ラヴァ君か、そりゃ結構。ところで、形式的虚偽についてはもう既にお前さんは教わってるよ。例えば、演繹推理で導出が非妥当な時なんかは形式的虚偽にあたるな。この屋敷の１階の絵の部屋でリディアと勉強したろ？ あれは俺がタイトルつけてオヴィって奴に描いてもらったんだが……覚えてるか？」

「おぼえてます。ハトの推理とかですよね。確かタイトルは天地。三段論法になっていて、こんな奴でした」

　ミールの書を手提げから出し、問題文をシャンテにしてセレンに見せる。

“ハトは鳥だ。

　ニワトリは鳥だ。

　よって、ハトはニワトリだ”

「そうだ。この推理は導出が非妥当だな。こういうのが形式的虚偽になる。これはもうお前さんはやったから問題ない。

　これから覚えるのは非形式的虚偽だが、これにも更に２種類の分類があるんだ。言語上の虚偽と言語外の虚偽の２つだ。まずは、言語上の虚偽で、俺が教えるのはこの５つだ。悪いが、お前さんのシャンテは邪魔だから消してくれ」

　ミールがシャンテを消すと青いセレンのシャンテが現れた。

“＜言語上の虚偽＞

　多義の虚偽

　曖昧の虚偽

　強調の虚偽

　合成の虚偽

　分解の虚偽

　語源の私用による虚偽

　語義の限定による虚偽”

「初めの２つはもう知ってるんじゃねえかなあ。多義の虚偽ってのは、ラヴァ君の所でやったはずだと思うんだけど」

「ひょっとして「簡単な食事」というものですか」

「そう、あれと同じ。但し、それは概念の話しであったから今度は命題用に話しをアレンジしような。例えば、こういう演繹推理があったとしよう。

　簡単な料理は安い。

　キャビアをのっけるだけの料理は簡単な料理だ。

　よって、キャビアをのっけるだけの料理は安い。

　さて、どうだい？ この推理の導出は妥当で、前提も真だな。でも、結論は普通に考えりゃ偽だよな。これはどうしてだかわかるかい？」

「だって、前提に使われてる「簡単な料理」という言葉の意味がそれぞれ違うじゃないですか。１つ目の前提での「簡単な料理」というのは、具材が日常的で雑多なものだとか具の種類が少ないとか……そういう意味で取ってるから安いと取れるわけでしょ。

　でも、２番目の前提の中にある「簡単な料理」っていうのはそれとは意味が変わっています。調理が手早くできるという意味での簡単な料理になっているんです。もはや意味が変わっている以上、これを同じ言葉として使って論証するのはおかしいですよ」

「そうだな、おかしいな。そして、こういうのを多義の虚偽っていうんだ。「簡単」というのが言葉通り多義になってるだろ？」

　頷くミール。今日だけで何度頷いた事だろう。だんだん首が疲れてきた。

「また、曖昧の虚偽というのもある。今のがそうだ。簡単という言葉は多義的であると同時に、「具が少ない」とか「調理が手早い」などのうち、どれを意味するかが曖昧だろ。そしてその曖昧さの為におかしな論証を作ってしまった。これを曖昧の虚偽というんだ」

「多義の虚偽と曖昧の虚偽ね。似ているようで違うのね」

「じゃ、次。どんどん行くぞ。強調の虚偽な。これは例えばそうだな……。俺が「俺はメルにやさしい」といった時、恋人のリディアが「じゃあ、私にはやさしくないの！？」と邪推する時、強調の虚偽を犯している事になる」

「ええっと……その場合誰が虚偽をしているの？」

「リディアだ。俺はメルに優しいといっただけなのに、リディアは勝手に「セレン君はメルにだけ優しくて他にはそうじゃないのね！」って邪推しているだろ。「メルに」という部分を強調して「メルには」とか「メルだけには」としている。

　命題のある部分の意味を勝手に広げて曲解や邪推をした結果、起こりうるのがこの強調の虚偽だ。この場合、俺はメルに優しい事を言っているだに過ぎないのに勝手にリディアがその部分の意味を広げて邪推した為、強調の虚偽が起こったというわけだ」

「なるほど……。「僕は女性に優しい」といったら、回りの人が「じゃあ、お前は男には冷たいのか！」とかんぐるようなものね。それは確かに虚偽だわ……。まさか強調の虚偽なんて名前がついているとは思わなかったけど」

「そうか、それじゃいい発見になったろ。じゃあ、次な。合成の虚偽。これはスポーツに例えると分かり易いな。ここに、あるスポーツチームがあったとしようか。そして、そのチームの選手１人１人は凄い強いとする」

「まぁ！　夢のチームね」

「ところがそうは問屋がおろさないんだな。選手個々人は強くても、チーム全体が強いとは限らないんだ」

「どうして？」と首を傾げるミール。ミールは余りスポーツに詳しくないので不思議で仕方がない。

「だってさ、チームワークが悪ければ個々の選手の強さなんて台無しだからな。ただ強い奴をかき集めただけのオールスターチームなんて意外と弱いもんだぜ」

「へぇ、なるほどね」

「つまり、「個々の選手が強いからこのチームは強い」という論理は虚偽だという事だ。こういうのが合成の虚偽。

　で、その反対が分解の虚偽っていうんだ」

「つまり、「このチームが強いから、きっと個々の選手も強いのだろう」という論理は虚偽だという事ね」

「流石物分りがいいな、嬢ちゃん。まとめると、全体に対する部分がある時、部分が良いからといって全体も良いとは限らないし、全体が良いからといって部分が良いとも限らない訳だ。勿論、「良い」が他の述語でもそれは同じだ」

「つまり、「部分が～だからといって全体も～だとは限りないし、その逆も然り」……って言いたいんでしょう？」

「随分と大人言い方だな」セレンはようやく好意的な笑みを見せたがミールはちっとも嬉しくなかった。

「さて、今度のはちょっと難しいぞ。語源の私用による虚偽だ。これは、ある概念の語源を利用して自分に都合の良い解釈をする虚偽だ」

「う～ん、わからないわ。例えをちょうだい」

「例えば、学校でミールが廊下を走っていたら教師が「廊下は走っちゃいけません」という」

「私、走らないもん」

「飽くまで、例えだよ、ミール。で、お前さんはそう言われて、教師に「でもね、先生。人間語では廊下はCorriderというんですよ。Corriderの元の意味、つまり語源は「走る所」という意味なんですよ。だから、廊下は走って良いんですよ」と言い返す」

「屁理屈ばかり言うのね、その私」

　ミールは屁理屈という言葉を好きではなかった。愚かな大人はミールが正しい論理を言っても自分に都合が悪ければ屁理屈だという。そういう大人をミールは憎んですらいた。だから、屁理屈という言葉はめったなことがない限りむやみやたらと使わないことにしているのだ。だが、ここではその言葉がピッタリだと思った。

（悪い事をしたんだから謝っちゃえば良いのに、わざわざ人間語の語源なんか出して言い訳するなんて馬鹿みたいだわ）

「まぁ、屁理屈だな。でも、論理学ではこういうのを屁理屈とは言わずに語源の私用による虚偽と呼ぶんだ」

「つまり、論理学では語源を使っちゃいけないっていう事なの？」

「そうじゃない。Corriderが元は走る所という意味だとしても、もはや今となっては走るべきでない部屋の外の道の事を表すわけだ。

　重要なのは、今その言葉がどう使われているかであり、語源ではないということだよ。語源と今使われているその言葉の意味が特に矛盾を起こさなければ語源は論議中で使ってもらっても一向に構わないよ」

「なるほどね。ところでそれを聞いて思い出したけど、人間語のniceは元々「良い」どころか「愚かな」という意味だったらしいわ。でも、それを勝手に論議に持ち込むと大変なことになりそうね」

　ミールは自分で言って深く頷いた。

「次は語義の限定による虚偽か。この虚偽の意味するところは正に言葉通りだが、この虚偽を俺は論理学で扱う虚偽として見た事がない。が、それでも挙げておこう。語というのは、１語に1つの意味があるとは限らない。大抵は１語に複数の意味がある。例えば、人間語のdirtyとはどういう意味だ？」

「「汚い」という意味よ」

「そうだ。だが、これには「卑猥な」という意味もあるんだ。だから、a dirty bookといったら汚い本じゃなくて、ポルノ本になる」

　もっとマシな例はないものかしらとミールは文句を言いたかったが、教わる身なので仕様がない。

「ここで俺が後者の意味でdirty bookと言っているのに、卑猥な事を卑しむお前さんは飽くまで俺の言った意味を「汚れた本」だと受けとめる」

「なるほど。私を意固地にさせる為に、敢えてdirtyなんて例を出したんですね。もっとまともな例が欲しいと思ってましたけど、それなら納得。じゃあ、続きをどうぞ」

「俺は卑猥の意味でdirtyを使っているし、確かにdirtyにはその意味がある。にもかかわらず、お前さんはdirtyのもつ「卑猥な」という語義を認めない。そして、無理やり自分に都合の良い語義を当てはめる。こういうのを語義の限定による虚偽というんだ」

「ところで、語義を決めるものは何？」

「その言語を操るネイティブが持つ常識的な言語知識や、その言語の辞書などだ」

「尤もな答えですね。私もそう思います」

「語義の限定による虚偽かどうかを決める時は注意が必要だ。人は通常、各語がいくつか持っているうちのどの語義を意図して話しているのかは示さない。Dirty bookと言った後に、一々「あ、これはエロ本って意味だからね。あと、本っていうのにも意味がたくさんあるけど、ここでは書籍の意味だからね」なんて言いながら話す奴はまずいない」

「それはそうね」

「だから、いくつかある語義の内のどれを選んで話しているのかを、喋りかけている相手に伝えることはまずないと言って良い。当然、聞き手は喋り手が自分の意図を述べないので、喋り手の意図を察して聞く事になる。これが通常の人間の会話だ。

　聞き手が喋り手の意図を察して聞く以上、必ず、間違った察しをする可能性がある。喋り手は「卑猥」のつもりで述べたのに、聞き手は「汚い」のつもりで受け取ってしまった。この時、喋り手が相手を「君は語義を勝手に限定したから虚偽を犯したのだ」ということは妥当な行為ではない」

「じゃあ、どういう時なら妥当なの？」

「喋り手が「俺は「卑猥」のつもりで言った」と言って、意図した語義を明確にしているのにもかかわらず、聞き手がそれを受け入れない時だ。勿論、喋り手の意図する語義が現在の辞書などにちゃんと記されていればの話しだがな」

「なるほどね。最後はちょっと毛色が違ったわね」

「よし、それじゃあ、言語上の虚偽は解かったな。今度は言語外の虚偽についてだ。シャンテを書きかえるぞ」

“人に訴える論証

　権威に訴える論証

　衆人に訴える論証

　威力に訴える論証

　憐れみに訴える論証

　無知に訴える論証

　偶然の虚偽

　論点窃取の虚偽

　多問の虚偽

　無関係な命題による虚偽

　論点相違の虚偽”

「うわぁ、なんだかたくさん出てきたわ……」

「じゃあ、順番にやるぞ」

「え、ちょっと待って」

　手で制止をするミール。いつのまにかミールの言葉には丁寧さが抜けていた。

「まさかこれ、全部覚えるの？」

「ああ、メルはお前さんよりもっと小さい時、一度で全部覚えたぞ」

（そりゃあメルちゃんはそうでしょうよ！）

　いくら学校のクラスの中では秀才だとは言え、メルに適うはずもない。初めて会った時に思い知らされたあの数学の能力差・知識差が今だ尾を引いているのだ。

「まずは、「論証」シリーズな。始めは人に訴える論証。これは、「彼は誠実だから犯罪なんかするはずない」って弁護する場合の虚偽だ。そいつが誠実であるからって犯人じゃないとは言いきれないもんな。善人だって魔がささないとは限らないからな。この虚偽の言ってることを簡単に言うと、そいつの人格を根拠にそいつの人格以外のことをあれこれ勝手に論理立てするなってことだ」

　セレンは喋りながら良いことを思い付いたような顔をした。

「そうそう。例えば、お前さん、リディアが格闘やるって聞いて驚いたろ」

「ええ、男のあなたより強い事にも驚きました。カッコ悪いですね、セレンさんって」

　余計な口を叩くミール。自分でもどうしてこのような態度を取ってしまうのか解からない。セレンはもう怒る気をなくしたらしく、その言葉を聞き流したようだ。

「リディアの小さな体を見て、「この人はこんなに小柄だから、格闘なんてするはずがない」と論証するのがこの人に訴える論証ってやつだ。わかったかい？」

「はい」

「次は、権威に訴える論証。これは簡単だな。学術的権威なんかを振りかざして正しい論証だと思いこませるもので、タチが悪い。学校で、教師が板書ミスしたものを「先生が書いてるから正しいんだ」と思いこんでしまう時なんかにみられる。折角、隣の席の奴が「先生間違ってるよね」って教えてくれたのに「先生が書いてるんだから間違えている筈がないわ」って論証するのは権威に訴える虚偽なんだ。

　まぁ、教師みたいな勉強を教える専門家が勉強について大抵正しいことを言ってるってのは事実だろうから、信じたい気持ちはわかる。でも、「教師」という権威を盾に論証にしちゃあ駄目だ。虚偽になっちまう」

「でも、私のリーザ先生は間違えないわ」

　意気込んでいうミールにセレンは「ははは」と笑う。

「あの方だって万に一つは間違えるさ」

　まるで知っているような彼の口ぶりだが、あまり談笑を続けたい気分ではなかったので捨て置くことにした。

「次は衆人に訴える虚偽だ。これは、強く人の感情を揺さぶるような言葉を使って人を操る為の論証のことだ。商品のコマーシャルなんかが良い例だな。

　で、お次はタチの悪い奴。威力に訴える虚偽だ。これは腐るほど世の中でよく見かけることができる。「俺は正しい」という結論を相手に納得させるために、暴力や金銭という人を納得させる力を持ったものを使うことだ。相手を殴って「俺は正しい」ということを論証するのがこれにあたるんだ。まぁ、こんなのもはや論証とは言えないと思うが一応挙げておく」

「それって最低ね。霊人として一番汚い論証だわ！」

　ミールは床をどんどんと踏み鳴らした。そういう話しは聞いていて一番腹が立つ。特にミールは比較的非力な女子供という存在である為、力で無理やり言う事を聞かされたことは今までに何度もあり、その度に悔しい思いをしてきた。だからこそ、この威力に訴える虚偽というのが許せなかった。

「ほんっと汚い、許せない！」

「大丈夫だよ、ミール。少なくともこのセルフィッシュガーデンでは威力に訴える虚偽は無効化だから」

「どうして？」

「セルフィッシュガーデンで暴力は通じない。ここじゃ論議の妨げになる痛みは存在しないんだ。まぁ、見てな」

　セレンの言葉が終わると共に轟音が部屋に響いた。ミールは何事かと思って音のした方を振り向いた。すると、部屋の壁に拳大の穴が開いていた。そして開いた穴のところにはセレンの拳があった。しかし、その状況を見てもまだミールは何が起こったのかいまいち察せなかった。

「え……何」

「何って……殴ったんだよ、壁を」

「うそ……。いつのまにですか。全然気付かなかったんですけど」

「あのな……」セレンは鼻で笑うと、「リディアが何ていったは知らねぇけど、俺も少しくらいなら武道をたしなむんだ。当然、素人のミールが気付くような遅い突きは出さないよ」と告げた。そうして拳を見せるが、彼の拳は全く傷ついていなかった。

「ほんとはこんだけの力で殴ったら手が痛くなるから論議の邪魔になる。だが、セルフィッシュガーデンの力がそれを防いでくれるって訳さ。だから、ここでは暴力は怖くないってわけだ。おかげで俺もリディアが怖くない。

　だから……っていっても勿論そんなことしないが、もし仮に今の突きがミールにあたってもお前さんは全く痛くないってわけだ」

「そんなことより、クミールさん家の壁を壊してしまっていいの？」

「大丈夫、それも美観を損ねるからすぐ直る。便利だろ。

　じゃあ、虚偽に戻ろうな。次は憐れみに訴える虚偽。これは今のと逆。今のは男がよくやるが、これは女がよくやるようだな」

「なんだかあなたの言葉には端々に男女差別を感じるわ」

　非難めいて言うミールにセレンは「そりゃそうだ、俺は女が嫌いだからな」と返した。

「……それについてはいづれ決着をつけさせてもらうわよ、セレンさん。リディアお姉ちゃんの為にも」

「とにかく、憐れみに訴える虚偽っていうのはその名の通り、相手に憐れみをかって論証することだ。例えば、「私は貧乏だからパンを盗んでも仕方なかったのだ」というような論証の事だ。貧乏だからといって盗んで仕方ない事の根拠にはなっていないな。実生活ではそれで通る事もあるだろうが、論証としては虚偽だ」

「論理学って冷たいのね。パンぐらいあげればいいじゃないの」

「その言葉、いかにも女らしくて嫌いだな。現実と論理は切り離して考えるように」

「あなたに嫌われても構わないわ」

「……。次は、無知に訴える論証だ。これはある命題が真とわかっていない時に、勝手に偽だと論証することだ。逆に、ある命題が偽と言いきれない時に勝手に真だということも同じだ。

　例えば「幽霊はいる」という命題に対し、まだ幽霊が発見されていないからといって「発見されてないからいないんだ」というようなものだ」

「へえ」とミールは興味津々な顔をした。

「面白いですね、それ。超能力者がショーに出てくる度に「超能力をやってみせろ。見せられないだって？ じゃあ、お前はペテン師だ！」って叫ぶ回りの人々は正しい事を言っていると思ってたわ」

「確かにこれは今までの虚偽に比べて面白味があるな。今までのは当たり前の事に難しい名前をつけただけのものだったが、これは珍しく「へぇ」と思わせうるものだからな。

　超能力者がショーで超能力を見せなかったといって「あいつは嘘つきだ！」というのは、無知に訴える虚偽だ。その自称超能力者が主張する「私は超能力が使える」という命題が真だと証明されないからといって、勝手に偽にするのは無知に訴える虚偽なんだ。本当はこの時点では偽と決め付けず、真偽不定とすべきなんだ」

「真偽不定ね……。わかったわ。これで「論証」シリーズは終わったわね」

「ああ、次は「～の虚偽」シリーズだ。まずは、偶然の虚偽。これは、一般的に真な命題を、例外的なケースにまで適応する事で起こる虚偽だ。

　例えば「スポーツは身体に良い」という命題があったとする。これは一般的には真だよな。でも、怪我で入院している人にとってスポーツが身体に良いわけないから当然偽になる。治りかけた骨をまた折っちまったりするんだから良いわけがないよな」

「「スポーツは身体に良い」という大体の人にとって真である命題を、怪我人や病人っていう例外にまで当てはめる事は偶然の虚偽なのね」

「そうだ。一般的に真な事と例外とを混同する事で起こる虚偽だな。

　次は論点窃取の虚偽。これは証明したい事を使って証明を行う事で、全く馬鹿馬鹿しいことだ。だが、気付かぬ内にその虚偽を犯す事もあるので注意が必要だ。因みにこれは循環論法ともいうな」

「それはラヴァさんに聞いたから良いわ。極端な話し、「私は正しいから正しいんだ」っていう類のものでしょう？」

「そうだ。よく覚えていたな。尚、「私は正しいから正しいんだ」ってのはトートロジーとも言える」

「その言葉はリディアお姉ちゃんから聞いたわ。絶対真でしかないもののことでしょう？ 「私は正しいから正しいんだ」っていうのも絶対真なの？」

「トートロジーってのは同語反復とも呼ばれるんだ。同語反復とは論理学でいう所の主語と述語が同一のものと、ある主張を表現を変えただけで同じ意味を表す主張に変えて論証したものをさす。そして、これら２種は必ず真になる。

　例を挙げると、前者は「りんごはりんごだ」という命題で後者は「私は正しい。だから私は正しい」となる。ところでこの２つはどんな状況を考えても必ず真だ」

　頷くミール。確かに、何かがりんごである以上その何かはりんごだ。それは覆せないことだ。後者の例についてもそれは同様だ。この２つはどうしたって真でしかない。

「また、「ＡはＡだ」とか「ＡだからＡだ」というような命題も必ず真だ。こうして「りんご」という具体的なものでなく、Ａという抽象的なものに置き換えても、変わらずこれら２命題は必ず真だといえる。

　だから同語反復はトートロジーなんだよ、ミール。同語反復は必ず真になる。必ず真になるものをトートロジーといったよな。これで解かったか？」

「わかったわ、なるほどね。ところで、例外はないの？」人差し指を頬にあてるミール。「本当に同語反復って必ず真なの？」

「どういうことだ？」

「だからね、同語反復は必ず真、つまりトートロジーだって言ったけど、それって例外はないの？ ほら、「今みたいに「りんごはりんごだ」とか「鳥は鳥だ」とか「太陽は太陽だ」「ミールはミールだ」なんていうのは文句なしにトートロジでしょ。つまり、「ＡはＡだ」はトートロジーだってことよね。でも、例外ってあるんじゃないかしら」

「そう思うなら具体的な例を言ってくれよ」

「う～んっとですね、例えば「何もしない事は何もしない事だ」っていうのはどうかしら。何もしないからって何もしてないとは言えないわ。少なくとも「何もしない事」をしているのだから」

「へぇ～、面白い事考えるな。だが、それは違う。何もしないという事は、言葉通り何もしないという事を言っているに過ぎないからトートロジーだ。「何もしない。だから何もしない」と言い方を変えてもそれは同じだ。何もしないということが述べているのは何もしないということだけだ。何もしないということが却って「何もしない」という「何か」をしてしまっていると取るのはお前さんの勝手だが、何もしないということはそんなお前さんの考えを述べていない。「何もしない」ということは飽くまで只「何もしない」ことを述べているに過ぎないんだ。納得いくか？」

「ううん、解からない。解からなきゃダメ？」

「いや、構わない。ここは飽くまで虚偽論の部屋だ。変な方向に持っていって悪かった。取り敢えず今は「恒真を意味するトートロジーは同語反復とも呼ばれる」ということを覚えておいてくれ」

「わかったわ」

「さて、話しを虚偽に戻そう。次は多問の虚偽だ。これは１つの質問文に多くの質問を混ぜ、また同時にその２つ以上の質問を1つのYesかNoで答えさせるという虚偽だ」

「なんだか難しいわね」

「例えば「お前はコーヒーを飲むのを止めたか？」という質問があったとしよう。これに「はい」とこたえると、コーヒーを飲むのを止めたことを肯定したと同時に、それまではコーヒーを飲んでいたということも肯定してしまう。コーヒーをそもそも飲んでいなかったらなんて答えるべきか迷ってしまうよな」

　ミールは首をかしげた。

「それってそんなに困る事？ 虚偽っていうほどのもの？」

「じゃあ、その「困る」ってやつをお前さんが実感できるような質問をしよう。ミール、お前さんは宿題をサボるのを反省したかい？」

「ん？ ……そんなの答えられないわよ。だって、そもそも私は宿題はサボらないし……」

　するとセレンはミールの声を遮って「ストップ」といった。ミールの言葉はぴたっと止まる。

「俺は言い訳や説明は聞いていない。YesかNoかで聞いているんだ」

　問われてミールは多分に困ってしまった。ここでもしYesといえば自分は今まで宿題をサボっていた事になってしまう。が、ミールはいつも真面目に宿題をやっているからYesとは言えない。かといってNoと言ったら「お前はまだ宿題をサボりつづけているのか」と皮肉を言われることは間違いない。だからNoとも言えない。

　ミールは迷った挙句に「そんなの不当な質問だわ！」と言い放った。

「そうさ。だから虚偽だって言ってるだろ、嬢ちゃん」

「なるほどね……。いじわるな実演ありがとう、セレンさん」

「さて、次は無関係な命題による虚偽だ。だんだん終わりに近づいてきたな。これは、ある主張に対し、それとは無関係な命題を使って反論したり結論づけることで起こる虚偽だ。

　例えば「女は搾取されてるし、差別されている」と誰かが言ったとしよう。これに対して「いいや、多くの女はそう感じてないね」と答えるのはこの虚偽を犯している。「女は搾取されてるし、差別されている」という主張に対し、いいや、多くの女はそう感じてないね」という命題で反論したとしても、そこには問題点が少なくとも２つある。１つは、搾取され、差別されていると感じている少数の女を無視している事。もう１つは、多くの女がそう感じていないことと、現実に女が搾取され差別されているかどうかには関係がないということ。少なくともこういう欠点のせいで、この命題は反論になっていないし、また、この論証は虚偽だ。わかるか？」

「今のは現実でよく見かける論争だわ。はぁ、あれって無関係な命題による虚偽だったのね……。ただ話がかみ合っていないだけかと思ってたわ」

「よし、これでようやく論点相違の虚偽にいけるな。準備は良いか？」

「さぁ、どうかしら。まだ、ナップザックを左肩に通しただけって感じよ」と小洒落てみせるミールにセレンは「俺は荷物を片方の肩にかけて運ぶから、それだけ通ってりゃ十分だよ」と笑った。

「いいか、論点相違の虚偽って言うのは今までと違ってもう少し抽象的な虚偽だ。これはもっと非具体的で意味が広い。というのも、このシャンテに書いてある虚偽は多かれ少なかれ全部この論点相違の虚偽といえるからだ。

　論点相違の虚偽ってのは俗っぽく言うと「その前提からじゃこの結論は出てこないだろー」ってやつだ。つまり、結論の根拠となるべき前提が的外れなものだということだ。「彼は誠実だから犯人じゃない」という主張の結論は「彼は犯人でない」であり、根拠たる前提は「彼は誠実だ」だよな。この根拠は結論を導くのはまるで的外れだだから論点相違の虚偽だってわけだ」

「え、でも、その例って人に訴える虚偽じゃなかったの？」

「だから、人に訴える虚偽みたいに、このシャンテに書いてあるものは多かれ少なかれ論点相違の虚偽だって言ったろ」

「そうだったわ、ごめんなさい。ところで、ある人を弁護する時にその人の誠実さを根拠にする事がそんなに的外れな事かしら」

「法廷なら有力な国もあるだろう。ましてや日常生活では非常に有力だろうな。だから被告の無罪を訴える時に被告の誠実さを述べる事は的外れではない。だが、それは飽くまで論理を離れた法や日常生活での「的」だ。論理学じゃそんな「的」は大外れなんだよ」

「偉く文学的な言い方ね」

「もっと論理学的な言い方が欲しいか。じゃあ、まとめも加えて言い直すよ。

　虚偽とはある前提からじゃ言いたい結論が導けない場合をかき集めて分類したものだ。結論を導けない理由は１通りではなく、様々だ。殆どは導出が非妥当なものだ。例えば被告は誠実だという前提から被告は無実だという結論を導くのは導出が非妥当だろ」

「人に訴える論証は虚偽なのね。彼は医者だから彼の言っていることは正しいという権威に訴える論証も導出が非妥当なタイプの虚偽ね……」

「一方、循環論法は導出は妥当なタイプの虚偽だ。導出の非妥当性を理由にしない虚偽だな。更に、殴って言うことを聞かせようなんていう威力に訴える論証は導出の妥当性以前の問題だ。これも、タイプの違う虚偽だ。

　このように、虚偽になるのは何も導出が非妥当だからというだけに理由じゃない。いくつかの理由がある。だが、どんな理由にせよ虚偽を犯している以上、その前提からじゃ結論は真だと主張できないということは共通する。そして、虚偽を犯している以上、その論理は誤っているということも共通する。

　そして、その虚偽が言語上ではなく「憐れみ」や「暴力」や「権威」などの言語外を元に現れるものを指して言語外の虚偽と呼んでいるわけだ。そして、これらの虚偽は全て論点が相違しているといえる。これを論点相違の虚偽という。

　だから、このシャンテに書かれている虚偽論名を覚えられなければ、論点相違の虚偽１つで代用がきくという事だ。これは便利だろう。どうだ、わかったかい？」

「ええ…………難しかったけど、なんとかわかったわ。

　それじゃあ、言語外の虚偽はこれでお終い？」

「本当は言語外の虚偽ってのはもっとたくさんあるんだ。嘲笑に訴える論証とか色々な。でも、それを挙げていったらきりがないだろ。これらは全部、論点相違の虚偽なんだが、一応よく出てくるものについては細かい分類をして覚えておくと論議の時すぐ相手の虚偽に気付いて便利なんだよ。だから教えたんだ。なんでもかんでも論点相違の虚偽と言って代用するわけではなくもっと細かく区分して、例えば「人に訴える論証」っていう風に覚えておけば、実際相手がそれを犯した時にすぐ「それは虚偽よ！「人に訴える論証」だわ！」と反応できるだろ？」

「それはそうね。じゃあ、どんな種類の虚偽かわからなくて困った時だけ「論点相違の虚偽」ということにするわ」

「それで良いよ。

　よし、演繹に関わる虚偽論は取り敢えずこんな程度で十分だろう。でも、まだ帰納に関わる虚偽が残ってるな」

「帰納？」と首を傾げるミール。セレンは「何？ 帰納って習わなかったのか？」と意外そうな顔をしている。

「しょうがねえな。じゃあ、虚偽論は置いといて帰納を説明するか。帰納ってのは蓋然的推理の1つだよ。蓋然的推理は知ってるな？」

「うん」と答え、ミールの書から蓋然の例を出し、シャンテを作り出す。

“女は命を授ける者だ。

　命を授ける者は赤子を得るだろう。

　よって、女は赤子を得るだろう。”

「こういう風に、前提にも結論にも「～だろう」という形が入っていて、100％正しいとは言いきれないものが蓋然なんでしょ」

「そうだ。帰納もその一種で、個々に観察された事実から普遍的法則を導く事を意味する」

「難しくって解からないわ」

「例えばこういう事だ。お前さんはカラスを見た事があるか？」

「何度となくね」

「じゃあ、カラスの色は何色だ？」

「10ソルト賭けたって良いけど、黒よ」とため息混じりに答えるミール。

「ほぅ、本当にそう言い切れるか？ お前さんが知らない所で白いカラスも居るかもしれないぞ？ 第一どうしてカラスは黒だと思うんだ？」

「だって、今まで見たカラスは全部黒だったし、そんなの常識よ」

「つまり、お前さんはこの世にゴマンといるカラスの全体のうち、ちょっとしか観察していないにもかかわらず、それらが全部黒だったからという理由でカラスは黒いという法則を導き出したんだよな？ で、今の俺の話し聞いて何かピンと来ないか？」

「ピンとねぇ……あ」

　ミールは口を押さえた。自分はこの世にたくさんいるカラスのうちのいくつかを観察し、それらが黒だったという理由でカラスは黒いという法則を作り出していたが、これはセレンの言っていたことと酷似している。どうやらこれが帰納というものらしい。

「なるほど。私がカラスが黒いと言ったことは帰納であって、それゆえ蓋然なのね。じゃあ、私の言ったことは100％正しい訳じゃないのね」

「そういうことになる。これが演繹に対する帰納って奴だ」

「なんだか、帰納って演繹の反対のような気がするわね」

　ポツリと呟くミール。演繹は既に解かっている事実や法則から結論を導き出す事だ。つまり、事実や法則が根底にあって、そこから推理がスタートする。それに対して帰納は、観察から法則を導き出すから、法則が推理の終点といえる。法則を推理の始点にする演繹と比べるとまるで反対のようだ。

「そうそう、帰納ってのは演繹の反対なんだよ。法則がスタート地点になるかゴール地点になるかの差だな。他にも２つの違いはある。演繹は経験に頼らないが、帰納は経験に頼るという点だ。演繹は既に法則が存在しているので、そこから結論は必然的に出てくる。法則さえあればもはや経験は要らないな。だが、帰納はカラスならカラスなりを観察して経験を得てから結論を導かなきゃならんわけだから、経験は必須だな」

「うん、難しいけどなんとなく解かったわ」

「じゃあ、帰納がわかった所で今度は帰納に関わる虚偽を教えるぞ。これは大まかに言って２つほどある。１つは軽率な一般化の虚偽。そして今１つが偏った標本による虚偽だ。これらは重要だから要チェックな。

　軽率な一般化の虚偽ってのは、観察するべきものがたくさんあるのに少ししか調べず、その少ない観察データから法則を導いてしまう事だ。例えば、みかんの大量に入った荷台を考えてみな。荷台にはそれこそ1000個以上のみかんが入ってる」

「そんなに入れたら底のみかんはつぶれちゃうわよ。……なんだか、もったいないなぁ」と口を挟むミール。セレンは苦笑する。

「まぁ、その辺はあまり細かく考えないでくれよ、只の例えなんだし」

「うん、ごめん……」

「で、1000個入ってるうちのたった10個を取り出して味をみた所、８個がすっぱく、２個は甘かった。だから、荷台にあるすっぱいみかんと甘いみかんの割合は８：２だろう。従って、1000個中、800個はすっぱいみかんだ。

　さて、この帰納は正しいかな？」

「正しくないわ、多分。尤も、飽くまで多分だけどね」

　ミールは念を押した。というのも、偶々このいい加減な統計が当たっているかもしれないからだ。

「だって、1000個もあるのに、調べたのはたった10個でしょう？ その10個だけ偶々すっぱいのが多く集まっちゃってたらどうする気？ 本当の割合はむしろ２：８かも知れないわ。取ったデータの数が少なすぎなのよ」

「そう、集めたデータが全体のたった１％というのはあまりにお粗末過ぎるな。そしてこういうのを軽率な一般化の虚偽という。

　じゃあ、今度はミールの意見を取り入れよう。荷台の底の方にあったみかんは重みでつぶれて腐ってしまったとする。そしてみかんを荷台で市場まで運んだ後、荷台から出して床に敷いたシートの上に中身のみかんを全部転がしたとする。

　ここで、みかん売りの男がみかんの質をチェックする。この時、底の方にあったみかんばかりを多く集めて100個調べた。すると100個中、腐っているものはなんと60個にも及んだ。みかん売りは「ああ、俺のみかんは６割腐っているということだから、全部で600個腐っているのだ！　これじゃ商売にならん！」と嘆いた。

　さて、お前さんならこの男になんと言う？」

「う～ん、そうねぇ。その男の人は底の方のみかんばかりを集めてしまったんでしょう？ つまり、腐ってるものばかりを集めてしまったんでしょう？ それは集めたデータが悪いのよ。腐っているみかんのデータばかり集め過ぎたということよ。それはおかしいわ。安心して、本当は600個も腐ってないわ……と言うわ」

「うん、それならみかん売りも嘆かずに済むな」

「本当はシートに移してからみかんを全部ごちゃまぜにした上で調べるべきだったのよね」

「そうだ。集めたデータの性質が偏ったものばかりだと正しい帰納はできない。こういう風に、偏ったデータばかりを使って帰納することを偏った標本による虚偽というんだ。標本とは調べる対象のことだ。今の話しだと荷台に入った1000個のみかんのことを指す」

「なるほどね。軽率な一般化による虚偽と偏った標本による虚偽か。うん、覚えたわ」

　ミールがそう言った瞬間、セレンはずいと近寄ってきた。こちらが訝しがるまもなく、彼はミールの目を手で覆った。その瞬間、ミールの書が光りを放った。

「まずはおめでとう」

　セレンのやや照れたような声と共に目を開けるミール。

「ふふ……今の言葉、ちょっと嬉しかったよ、セレンさん」

　ミールはにこりと微笑み、部屋を見まわした。元は汚れていて机とベッドと本のない本棚しかなかったが、今ではその全てが綺麗になっていて、本棚にも本が戻っていた。昇ったら或いは壊れてしまうのではないかと思われたロフトに通じる梯子もニスが光るくらい美しく輝いている。

「この言葉で誉められてもな」とセレンは自重気味に笑った。ミールは不思議そうに彼を見る。折角誉めたのだからもう少し素直に喜んではどうだろうかという思いが募る。

「この言葉ってさ、俺のダチの言葉なんだよ」

「ああ、メルちゃんから聞きました。不幸な目にばっかりあってしまう、お馬鹿なスポーツマンの人でしょう？」

「いや、もう１人いてね」

「あー、お坊ちゃんの人ですか。ミクさんが言ってました」

「そう、そっちの方。スポーツマンの方が大学に受かった時にね、彼がぎこちないながらも言ってやった台詞がその言葉だったんだ。印象的だったからパクったんだ」

「へえ、じゃあ、誉めて損しちゃいましたね、私」

　言いながらミールの書を開く。索引を見ると随分項目が増えていることに気付かされる。これだけのことを学んだというのもさる事ながら、これだけのことを記憶しなければならないというのもまた物凄い事のように感ぜられる。

「さて、これでお前さんはこの屋敷をぬけて新たな舞台へと行く権利が与えられたわけだが、何か聞きたい事はあるか？」

「はいはいっ、あるわ！ なんで私にこんな事を教えてくれるの？」

　つま先が浮きそうなくらいミールはうんと背伸びをしながらいった。セレンはしかし黙って首を振るだけであった。どうやらまだ舞台が残っている以上、その質問には応じないようだ。

「じゃあ、いいわ。そういえばこの屋敷はもうお終いなの？」

「いいや、まだ下に部屋はあるよ。でも、そこは行っても行かなくても自由だ。というかね、その部屋ってクミールさんの部屋なんだよ。だから彼女が許さない限り……ね。クミールさんが良いと言えば、良いんじゃないかな」

「そう、わかったわ」

　ミールの書を後生大事に手提げにしまうミール。まだ覚えていない事はたくさんあるからこの本に何かあったら大変だ。

「じゃあ、次の舞台へ行くか、嬢ちゃん」

　セレンはミールの答えも聞かずにロフトへと登っていった。ミールはその様子をきょとんとしてみていた。次の舞台に行くというのにロフトの上へ行ってどうするというのだ？ 

「どうした、嬢ちゃん？ それとも、帰るのか？ いいぜ、ここはミール次第だからな」

「ここまできたらもうどこへでも行くわよ。絶対セルフィッシュガーデンの謎を解いてあげるんだからっ」

　セレンに叫ぶとミールは梯子を登っていった。ロフトの上は以前来た時とは異なっていて、書類が散乱している事はなかった。床も綺麗になっていて、もう埃にむせることはない。

「こんな所で何をしようっていうんですか、セレンさん」

　丁寧語が入ったり入らなかったりとミールのセレンに対する言葉遣いは安定しない。セレンは「ここだ」といって天井を指した。

「屋根裏部屋……ですか？」

　以前来た時に天井に屋根裏部屋があるだろうことは確認していたが、確かこの入り口には重い物で落とし蓋がしてあって入れなかった筈だ。

「どうやって入るんですか？」

「蓋をどけるだけだよ。大人の力ならわけないさ」

　そういうとセレンは下から落とし蓋を思いきり突き上げた。手と鉄の一瞬のぱしっという大きな密着音がしたと同時に鉄の蓋は斜め上方に吹き飛んでいった。

「よし、行くか、ミール」

「あの……それって大人の力じゃなくって、あなただからできるんじゃないですか？」

「まさか、俺は見た目通り非力だぜ。格闘を応用しただけだよ。いかに弱い力を有効に活かすかっていう技術だ。リディアなんか凄いぞ。最悪、相手に接触しながらでも相手を吹っ飛ばす事ができるんだからな」

「へえぇ……」

　ミールには驚きの声しか出ない。あの幸せそうにケーキを食べていた少女のどこにそんな能力があるのだろうか。

「相手に触ったままなのにどうやって飛ばしちゃうんですか？」

「大地から力を吸い上げるんだよ」

「大地から吸い上げる？ 何だか小説の話みたいですね」

「まぁ、嘘っぽく聞こえるだろうな。俺も自分でできるようになるか誰かがやるのを見る前じゃそう思っていただろう。興味があるならそのうち披露するよ」

「大地から力ねぇ……。ところで、吸い上げた後はどうするの？」

「その力を脚にやり、それを腰へ。そして最後は腕に回す。腕はもはや殴る為の武器ではなく、大地から吸い上げた力を効率よく相手の身体に伝達するだけの道具にすぎないんだ」

　セレンは論理を語っている時より遥かに生き生きして喋っている。その様子はやや子供っぽく、ミールはそれに好感を抱いた。屋根裏部屋に上がるセレンの目をちらっとみたが、その時は彼の目に怖さを感じなかった。なるほど、彼の気分は眼に現れるというリディアの台詞は正しいようだ。

（凄いな、リディアお姉ちゃんって……。よく観察してる）

「ほら、ミール、あがってこいよ」

　セレンが伸ばした手に、ミールは身体を委ねた。

　屋根裏部屋の入り口は真っ暗で何も見えなかったが、上がった瞬間、耐え難い量の光が目に飛び込んできて、ミールは思わず目を瞑った。本当に今日は埃を吸いすぎ、頷きすぎ、眩しすぎる一日だ。このままではきっと鼻が詰まって首がいたくなって目が悪くなるだろうなとミールは光りに包まれながら思っていた。

「ねえ、セレンさん。そういえば聞き忘れていた事があるの」

　光の中でミールはセレンに語りかけた。セレンは「なんだ」と返してくるが、その距離はまるでつかめない。遠くから聞こえるようでもあるし、耳元で聞こえているようでもあった。

「あなたがなんで私にセルフィッシュガーデンの謎を与えて論理学をさせてるのかはいずれ解明して見せるわ。でもね、疑問があるのよ。

　あなた自身はなんに為のその論理とか論議っていうものをやっているの？」

「そうだなぁ。皆それぞれの理由があってやっているんだろうけど」

　そう言うセレンの声は遠い。

「ちょっと声が遠いわ」

　すると今度は明確にミールの耳元で声がした。

「ただ、お前さんはもう俺の答えを知ってるよ」

　光がだんだんと消えてきた。

　ミールはなんのことか考えながら目をゆっくり開けた。そして思い付いたと同時にセレンと目が合った。セレンは優しそうに微笑んでいた。

（ああ、リディアさんの言っていた虜になるとはこの眼のことね）

　光が消えると、ミールは呟くようにいった。

「おいしい紅茶を飲むために？」

Ⅵ

　青い空がミールとセレンの頭上に広がっている。ミールは目をぱちくりさせた。屋根裏部屋だと思っていたところはただの屋上だったのだろうか。でも、それなら何故入り口からこの青い空が見えなかったのだろうか。入ってきたところを見る。そこには確かに四角い入り口があった。が、その先は闇になっていて何も見えない。

「ここは……屋上なの？」

　辺りを見まわすと、ここの床はコンクリートでできていた。少し離れた所にはセレンが吹き飛ばした鉄の落とし蓋が落ちている。

「ああ、屋上だよ。但し、ウチのな」

「セレンさんのお家？ どういうことなの？ クミールさんの家の屋根裏になんでセレンさんのお家があるの？」

「別にクミールさん家の屋根裏にあるわけじゃないって。ほら、回りをよく見てみな」

　周りを見ると、ミールの目に飛び込んできたのは今までいた屋敷の回りの光景とは全く違うものだった。クミールの屋敷の回りは、昨日エケトネやエンナと遊んだ空き地があるはずだ。なのにそれは少しも見あたらないのだ。大きな舗装されていない一本道があるだけで、後は全て森だ。

「どこなんですか、ここ……」

「だから、俺のウチだってばさ」

「だから、それってどこなんですか！」

　荒々しげにミールは聞いた。只でさえ混乱しているのだからこういう時くらいこちらの聞きたい事を察して答えてくれたって良いではないかと思った。

「勿論、アルバザードだよ。一時的にあの屋敷とウチとを繋げておいたんだ。おっと、どうやってかなんて不粋な質問はするなよ？」

「アルバザード？ あの屋敷からどれくらいの距離なんですか？」

「そうだな、まあ５kmもねぇんじゃねえかな。本当はもっと近いんだが、あの森を抜けていくのは物騒だから遠回りしなきゃならなくてな。それでまぁ、歩いて一時間くらいだから５kmってとこだな」

「街からどの方角なんですか？ 私、どうやって帰れば良いんですか！」

「おいおい、慌てるなよ、嬢ちゃん。大丈夫だって。ここはセンター街から東に３kmぐらいの所だよ。それに帰る時はまたこの穴を通ればクミールさんの屋敷に戻れるからさ」

　そうと聞いてミールは安心した。

「良かった……。今日はエケトネ君達が私の誕生日のお祝いしてくれるから、暗くなる前に帰らなくちゃならないから」

「ああ、それは大丈夫だ。ここもクミールさんの所と同じでセルフィッシュガーデンの一部だからな、時間はたたねぇよ。いくらでも論議を楽しんでくれていいから。ああそれと、ウチにも台所はあるから飯の心配は要らない。ウチの連中は全員飯作るの上手いからな、腹減ったって言えば作ってくれるよ」

「はぁ、それはありがとう……」

　気の無い返事をするミール。よもやこの男は12才の少女があったこともない連中に腹が減ったから飯をくれなどと頼む事ができると本当に思っているのだろうか。

「ここは夜になると月が綺麗なんだけど、今は残念ながら見せられないな。そうだ、そのうちメルの所にでも泊まりにこいよ。あの娘、喜ぶから」

「うん、それは是非そうさせてもらうわ」

　素直にミールは答えた。いつかパジャマとティーカップを持って遊びに行こう。

「まあ、こんな所で立ち話しててもしようがねぇから下へ降りるか」

　セレンは近くに備え付けてある鉄の梯子の所まで行った。梯子は大した高さは無く、３ｍに満たなかった。が、流石にこれだけあれば飛び降りるという事はできないだろう。セレンは梯子の前で止まると、ミールに降りるように手で促す。

「失礼ね、私が踏み外してあなたの上に落ちるとでもいうんですか？」

　自慢ではないが確かにミールは運動神経がよくない。だからといってこんな梯子を踏み外すほど悪くもない。しかしセレンはミールの言葉を無視し、無言でスカートに指をさしてきた。

「一応、嬢ちゃんも、年頃の嬢ちゃんだろ？ こんな状況で男が下にいるのって不安じゃないのか？」

「そんなこと気にしないわよ。あのね、大人扱いしてくれるのは嬉しいけど、私はあなたを警戒しなければならないような年じゃないもの。どうせ私じゃあなたの興味の外でしょ？ そりゃあ、これがエケトネ君だったら気にするけどね」

　セレンは「はぁ、おっさん扱いかよ……」と寂しそうに言うと梯子を降りていった。ミールは悠然と彼の後から降りて行った。

　梯子を降り壁際に歩いていく。一度曲った所で重そうな鉄のドアがあった。

「これを開けるにも資格がいるの？」

「いや、もう資格なんてねぇよ。汚い部屋ももうない。光りをさす必要はもう無いんだ」

「汚い部屋が無くなったら一体セルフィッシュガーデンの謎って何になるの？」

「ここの住人は様々な問題を抱えている。或いはお前に物を教えてくれる。その困っている奴らを助けたり、教えてくれるものの言うことをしっかり聞いてるうちにだんだん謎の解明に至るさ。そうだ、一つヒントをやるよ。セルフィッシュガーデンの謎はミールの書の謎。そしてお前の謎だ、ミール」

　セレンはミールの顔を見ずに彼は鉄のドアを開けると、その先へ進んでいった。ドアの先は階段になっていた。始めの４段はコンクリートが剥き出しになっていたが、それ以降には絨毯が敷いてある。絨毯は赤い色で、その点はクミールの屋敷のものと同じだが、柔らかさに劣るので品質はそれほどよくないようだ。

　計14段の階段を降りると、円形の大きなホールに出た。どうやら自分は円の中心部にいるようだ。

「ここは、何階？」

「２階だ。２階は皆の部屋がある。こういうでっけぇ丸い廊下は中々見られたもんじゃねえぞ。もはや廊下っていうか広場だな。そう思わないか？」

　自慢しながらセレンはゆっくり歩き出す。ホールの中央は現在地点であり、屋上に通じるこの階段がある。階段の近くにはドアが一つと洗面器が備え付けてある。恐らくトイレであろう。そのドアの下には何故か花飾りがおいてあった。

「花飾り？」

　不思議そうに見つめつミール。セレンは「ああ、ドアは開けるなよ」とだけいった。

「どうして？」

　見たところドアにはカギがかかっていないようだから無人の筈だ。開けた所で何の問題があるのだろうか。しかし、開けた所で何ら得があるとは思えないのでミールはそれ以上追求しない事にした。

　ホールの壁際にはいくつものドアがあった。ドアの数は嫌に多い。一体何人が一緒に住んでいるのだろうか。セレンはあるドアの前までくると「ここが俺の部屋だ」といってドアを開けた。

「入りな」

　すぐには入らず外から部屋の様子をうかがう。部屋は比較的縦長であり、前方に８ｍ程で、横に６ｍ程であった。だが、入り口から見て右の奥にまたドアがあるので、実際の横幅はもっと広いのかもしれない。

　入り口から見て左側にベッドが置いてある。右側には机があり、正面にはテレビなどの映像機器がある。正面は窓になっており、不透明のカーテンがあるが、今は昼なのでカーテンはかけていない。窓の向こうには木立が見える。夏場なので木立は青々と茂っていて、美しい。

「テレビがあんな所にあるなんて……。見にくくないんですか？」

「まあ、窓際だから昼は光りで見えないけど、見るのは専ら夜だしな。前はあそこに机を置いていたんだけど木立のせいで明るい所と暗い所が格子みたいになってさ、本が読みづらいから変えたんだ」

　そう言うとセレンは机に備え付けてあるスタンドを指差した。

「で、今は専らこいつに頼ってるってわけ。何か他に質問は、嬢ちゃん？」

「あー、奥のドアは？」

「あの向こうは風呂とトイレ。風呂っていってもまあ殆どシャワー専用だな。風呂は下にでかい銭湯みてぇなのがあるから、皆そこを使うんだ」

「え！？ じゃあ、他人と一緒にお風呂に入るんですか！」

「そりゃ勿論、男女は別だが……まぁそう言うことになるな」

　それは絶対に嫌だ。そんな恥ずかしい思いをするくらいなら絶対に風呂なんか入らない。部屋のシャワーで一生過ごしてやる。ミールは強く思った。

「メルちゃんとかもそうなんですか？」

「昔は俺と一緒に入ってたよ」

「それってセレンさんが女の風呂に入るんですか？ それとも逆ですか？」

「前者だったら俺は死んでるさな」とセレンは笑い、ベッドに腰掛ける。

「さてと、談笑はこのぐらいにして、論議学に移ろうか」

「はい」

「じゃあ、ミールの書を開きな」

　手提げの中からミールの書を出す。

「どのページですか」

「一番始めだよ。今までは白紙だったはずだ」

　一番始めのページを開くと、そこには不恰好なヘキサグラムが書いてあった。

「これは……デスパですか？」（注：デスパは「禁止」「封印」の意味。ここでは「封印」）

「ああ、デスパニアは知ってるな？」

　ミールは「勿論。体育で習いましたから」と答えた。（注：デスパニアは14人１隊でなる整列のこと。デスパの形に14人が整列する）

「１人１人が並ぶ所にそれぞれくぼみがある筈だ」

「あります。で、これをどうするんですか？」

　14個のくぼみにはいかにも何かをはめる事ができそうだ。

「そのくぼみに計14個のクリスタルを集めるんだ」

「クリスタル？」

「俺の仲間の内14人が持ってるよ。お前さんがすべき事はそのクリスタルを集める事。まぁ、一筋縄じゃ貰えないだろうけどな」

「どうやったら貰えるんですか？」

「さっき言った通り、困ってる奴を助けたり、教えてくれる奴の言うことをしっかり聞いたりすれば良い」

「なるほど。ところであなたもクリスタルを持ってるんですか」

「そりゃ勿論。でも、まだやらねぇよ。それに、暫くはお前さんの手伝いをしない」

「そんな……。それじゃ私何していいのかわからないわ」

「まぁそう焦るなよ。ひとまず下にいって紅茶でも飲んでゆっくり考えたらどうだ？」

　セレンの言葉に飽きれるミール。何て無責任な男なのだろうか。ため息をつきながら手提げにミールの書を放りこむ。

「セレンさん、少しは責任を……」

　といってセレンに振り返った時には彼の姿はすっかりなくなっていた。

「あれ……！？ どこへいったの、セレンさん」

　部屋をきょろきょろするが彼の姿は見当たらない。奥のドアを開けて調べるが、あったのは彼の言葉通り、風呂とトイレだけであった。

「私がミールの書を手提げに入れるほんの一瞬で外に出れるはずはないのに。第一、今は私がドアのところにいたのよ。私をすりぬけて出れるはずがないわ。じゃあ、窓から出たってこと？ ううん、ここは２階だからそれはないわ」

　一応、窓の下も見るが、セレンの姿はない。ミールは諦めて部屋を出た。

　この家のホールは広いが、誰も居ない。ミールは急に不安になって帰ろうかとも思ったが、セレンの言っていた通り取り敢えず階下へ降りることにした。階段はクミールの屋敷のものより横幅が広く、正面には窓があった。階段は曲っていて長く、20段以上もあった。金色の手すりにつかまりながらミールはそろそろと階段を降りた。

（家の人に見つかったらなんて説明しよう。まずは泥棒じゃない事を説明しなくちゃいけないわ）

　階段を降りると、正面は玄関だった。どうやらここが１階らしい。左手には部屋がある。そのドアにはガラスがはめ込んであって中が透けて見えるようだ。ガラスを覗くと大きなテーブルがあった。どうやら居間のようだ。

「おじゃましま～す」

　中へ入るが、返事も人の気配もない。入って正面にはドア越しから見えた大きなダイニングテーブルがあった。テーブルには白いテーブルクロスが敷かれている。正面奥は窓になっていて、外が見える。が、灰色のブロック塀しか見えないので、その向こうの景色は見えない。

　左手はキッチンに繋がっているようだ。ミールはキッチンも覗いてみる。すると丁度キッチンから出てきた者にぶつかってしまった。

「きゃ」

　２人は同時に声をあげた。誰かいると気付いていなかったミールは危うく転びそうになった。

「ごめんなさい」

　謝りながら見上げるミール。

「あっ……！　クミールさん！」

　ぶつかったのはクミールだった。彼女は紅茶の入ったプレートを持っている。

「ごめんなさい、ミールちゃん。大丈夫？」

「は、はい。それよりどうしてここに？」

「ミールちゃんがこっちに来たって聞いたから、約束通り紅茶を入れていこうと思って。でも良かったわ、ちゃんと会えたんですもの。私の家は全部元通りにしてくれたという事ね。ご苦労様でした、ミールちゃん」

　ねぎらわれると悪い気はしない。ミールは微笑み返した。それにしても相変わらず彼女の調子はゆっくりしていて、聞きやすいものであった。

「じゃあ、紅茶はここで戴きましょうか」

　クミールは手近な席についた。ミールは今更になって安心感がわいてきた。

「よかった。私、セレンさんに置いてかれちゃって、困ってたんです。あの人、私に論議学をやれなんて言っておいて消えてしまったんですよ」

「あらあら、困った方ですね。はい、ミールちゃん、アールグレイ」

　出されたアールグレイのアロマにミールの気持は落ち着かされた。１口啜るともうセレンのことなどどうでも良くなってきた。

「ああ、そういえば、私、音楽室で待ってたんです」

　できるだけ恩着せがましくないように告げるがクミールは「そう、ごめんなさいね、遅れてしまって」と済まなそうに言った。ミールは話題を変えることにした。

「私、ここで14個のクリスタルっていうのを集めなくちゃならないらしいんです。それにはここで困っている人達を手伝ってあげなくたりしなくちゃいけないらしいんですけど、具体的に何をすれば良いんですか？」

「手伝ってあげるだけじゃないわ。或いはその方達と論議をしたり教えを聞かなければならないのよ。でもまぁ、いづれにせよここであなたがするのは論議学よ」

「クミールさんもクリスタルを持っているんですか？」

「私は持ってないわ。この家の者じゃないから。

　私はミールちゃんのお手伝いをしにきたの。論議学について教えてあげにね」

　クミールもアールグレイを口にした。紫色の花柄のカップは彼女に似合っていて、高貴な感じがする。

「論議学についてですか」

「そうよ。論議学についての基本的な事をよ。私が教えるのは論議学とは何かということについて。いつでもミールちゃんの好きな時に始めるわ」

　ミールは「今すぐにでも」と答えた。本当はクミールとゆっくり談話をしていたいのだが、こうなったらとっととクリスタルを集め、セレンに会って文句を言いたいのだ。全くあの男はクミールが助けてくれなかったら自分をどうするつもりだったのだろうか。そのことについて文句を言わなければ気が済まない。

「じゃあ始めるわ。あのね、論議学っていうのはね……」

　クミールは静かに始めだした。

「はい、論議学とは？」

「論議学とは、妥当な論議を学ぶ事。論議というのは、相手と論理性を競い合うか、高め合うことよ」

「論理性を競い合う？ 自分の言っていることの正しさを、じゃなくてですか？」

「そうよ。それに、自分の思想自体が正しいかなんてそうそう解かるものじゃないわ。「民主主義」という思想が正しいかなんて解からないのと同じでしょ。まあ仮に解かったとしてもそれは論議学の範疇ではないわね。

　論議学では妥当な論議の形を追求するのよ。理論の内容は問わないわ。だから、「民主主義」について論議する時、「民主主義」自体についての是非を問う事はないの。その代わり、「民主主義」を説く論者の論理性について考察するのよ」

「それで論議学はある論義が妥当に行われているかどうかを調べるんですね」

「そうね。論議されている内容の是非は問えなくとも、論議の仕方の妥当性は問えるわ。そして、論議学で力を持っているのは妥当性のある論議よ。その論がいくら道徳に反したとしても、論議の仕方が妥当ならば構わないわ」

「その点は論理学みたいですね。論理学で扱う妥当性は、言っていることの道徳性や人道性なんかより、導出の妥当性の方に重きを置くみたいですからね。論議学でもその点は同じで、言っていることの道徳性なんかより論議の仕方に妥当性を置くんですね」

「そうね。その点で論議学も論理学同様形骸的なものだといわれてしまうわ。けれども、思考が正しくある為に論理学が必要とされるのと同じで、論議が妥当である為にも論議学は必要なの」

「ところで、さっきから気になっていたんですけれど、論議学における妥当性っていうのは具体的にどういうものなんですか」

「論議の仕方が妥当かどうかよ。妥当である為には非妥当でないことが必要だわ。論議学で非妥当でないことは、例えば論理学でいうところの虚偽を犯さない事が必要よ」

　クミールは言ってから自分の言い方が複雑だったという事に気付いたらしく、そのまま例で繋げる。

「話しを簡単にする為に例えばミールちゃんと誰かが２人で論議をすると仮定するわ。この時、当然あなたかもしくは相手が主張をする事になるけど、その主張に使われている論理の中に、虚偽論が含まれていればそれは正しくない論理だわ。論理が正しくないと、主張の論理性もないという事になるわ。こういった主張に論理性がない状態を論議学でいう非妥当な論議というわ。

　まとめると、主張に虚偽を含んだ正しくない論理は妥当でない論議だということよ。

　尚、非妥当な論議をしてしまった方がこの論議中では敗者ということになるわ」

「う～ん、つまり、論議学では妥当な論議というのがわからないから、非妥当な論議をしないことに妥当性を置くんですね」

「妥当な論議がわからないとは心外だわ。少なくとも、「非妥当でないこと」が言い切れれば、二重否定律に基づいて「妥当であること」は真になるもの。というのも、論理学の真と偽の２値論理のように、論議学には論議の妥当・非妥当という２値論理があるからよ」

「なるほど。論議学で非妥当になる可能性を列挙して、そのどれにも該当しなければ非妥当でないことが証明された事になり、妥当な論議であるといえるわけですか。それなら妥当な論議をしたものを勝者だとしてしまえば良いじゃないですか？」

「理論的にはそうね。だから勿論そういう場合もあるにはあるけど、そうなるケースは実際は稀なのよね」

「稀ですか……。

　ところで、論議学の妥当性というのは論議の妥当性であり、論議の妥当性は非妥当でないことを証明する事によって認められるんですね」

「半分あたりよ。半分というのも、そもそも論議というのは論議相手との勝負事ですからね。論議の妥当性を証明する事は義務ではないの。相手がこちらの論議が非妥当であることを証明できなければこちらの論議は妥当として通るのよ。ここは少しディベート的ね。

　だから、論議学は正しい論議を求める面と、論議に勝つことを求める面があるの。両者は往々に矛盾する事があるわ。だから、論議学は２つに分かれることになったのよ。論議の正しさを追及する形式論議学と論議で勝つことを主眼とする実践論議学。後者は「成る丈正しい論議を行うが、論議で勝つことを最優先にする」というもので、私達はNADとも呼んでいるの」

「NAD？」とミールは首を傾げる。人間語のようだが、一体なんの頭字語だろうか。

「Non-Accused-Decissionの略らしいけど、これは実践論議の別の言い方として捉えておく程度で構わないわ。あなたには関係のないことだそうですからね」

　クミールは言いながら説明に困ったような顔をした。「あなたには関係のないことだから」と言ってはねつけるのは本来は彼女の嫌う所なのだろう。ミールはNADとやらについてはもう聞かないことにした。

「それじゃあ、今までの事をシャンテにまとめるわね」

　クミールの紫のシャンテが現れた。そんなに時間は経っていないと思うが、彼女のシャンテを見るのは随分久しぶりに感じた。

（どうやらここでもシャンテは使えるようね。ここもセルフィッシュガーデンだからなのかしら？）

“論議学とは妥当な論議を学ぶ事である。

　論議というのは、相手と論理性を競い合うか、または高め合うことである。

　論議学における妥当性は論議の妥当性である。

　論議学には形式論議学と実践論議学がある。

　形式論議学の主眼は論議の妥当性を追及することである。形式論議学における論議の妥当性は自らの論議が非妥当でないことを証明する事によって認められる。

　実践論議学の主眼は論議で勝つことである。従って、実践論議学における論議の妥当性は論議の相手に自分の非妥当性を証明されない限り暫定的に認められる（むしろ厳密に言えば妥当性が不定と言うべき）。

　妥当な論議をしたものは論議の勝者である。

　非妥当な議論を指摘されたものは論議の敗者である。

　一方が勝者の時、他方が敗者であるとは限らない。また、これは可逆である”

「う～ん、これを見てもあまりイメージがわきません」

「実際にやってみたら慣れるかしらね？」

「多分そうだと思います」

「じゃあ、実際にやってみましょうか」

　そう言うとクミールは席を立った。移動するらしい。ミールは残っていたアールグレイを飲み干すと、同じく席を立った。

　クミールは居間を出ると、階段を上がって行った。ミールも後に続く。階段を上り２階につくと、セレンの部屋の方へ行った。ひょっとしたら彼はまた部屋へ戻ってきたのだろうか。それなら意外と早く話をつけられそうだと期待が募る。が、クミールはセレンの部屋を素通りすると、その１つ奥の部屋へ行った。

「この部屋ですか……？」

　頷くクミール。その様子は少し躊躇しているようでもある。

「誰か苦手な方でも中にいるんですか、クミールさん」

「ううん、そうではないのだけれど……」というクミールの声はしかし明るくない。

「あなたが好きなタイプの方達かどうか……と思って」

「？」

　クミールは４度ノックをし、中へ入っていった。ミールの後に続く。

「こんにちは」

　中には３人の男がいた。そのうちの１人がこちらに気付くと「おっ、クミールじゃねぇか、久しぶりだなー！」と挨拶してきた。

　この部屋はセレンの作りと同じようだが、彼の部屋より殺伐としている。散らかってこそいないものの、置いてあるものに芸術性はなく簡素である。薄くて固そうなベッドの上に座っている男はクミールに挨拶をすると、他の男にチップを投げた。ベッドの下の床に座っている髪の長い男はチップを掴むと、こっちを向いてにこりと笑った。どうやら彼らは賭け事をしているらしく、３人の真中にはルーレットが置いてある。

「何？ クミールだと？」

　背を向けて床に座っていた男がこちらを見てくる。男は人なつっこそうに微笑むと「おぉ、マジだ、久しぶりだな～。おっ、丁度良いや、クミールもやろうぜ、ルーレット！」と誘ってくる。

「ありがとうございます、ザナドゥさん。でも、今日は他の用事があるんです」

「そっか、残念だなー」

　ザナドゥと呼ばれた男はリディアと同じ緑色の目をしていた。但し彼の方が色は濃い。全体的に人懐こそうな顔をしていて、軽そうな男だ。クミールと同年代だろうが、ラヴァとは対照的な男である。彼は賭けのチップで短い髪をかきわけ、頭を掻いていた。

（あのチップ、使いたくない……）

「おぅ、そういやクミール、そっちのチビ助は誰だい？」

　ベッドの上に座っているものすごく体格の良い男が思い出したように聞いてきた。座っているから詳細にはわからないものの、彼の身長はラヴァと同じくらいであろう。ただ、体格はラヴァの何回りも大きく、それだけでミールは怖くなってしまい、ささっとクミールの後ろに隠れた。

「おいおい、怖がらせるなよな、オヴィ」と言うは奥に座っている髪の長い男。彼はセレンによく似た体格をしている。ただし、セレンとは違って凄く優しそうな顔をしている。声も穏やかで、ミールはこの中では唯一好感が持てた。

「別にオレはなんにもしてねぇよ」

「皆さん、この娘はミールちゃんです。ミールちゃん、一番近くの方がザナドゥさんで、ベッドに座っている方がオヴィさん。そして奥が……」

「ギルでいいよ、ミールちゃん」

　手を挙げて合図する男。ミールはぺこっとお辞儀を返す。

「ところで、お三方、何か困ってらっしゃる事はありませんか？」

「あー？ おぅ、強いて言うならザナはミクちゃんを怒らせちまって困ってるな」

　悪態を叩くオヴィ。すかさず「愛さないからって怒る彼女持ってる奴も、困ってるな」と返すザナドゥ。ギルは苦笑しながら「愛するの意味が違うだろ、お前ら」と言う。ミールには何の話だかさっぱりわからない。

「ギル、お前だって困ってらぁな。ちゃんと愛しても愛が返ってこないんだもんな」

　そういってザナドゥはルーレットを回した。

「赤19に20。あと……ここにフラワーで20な」

「いや、羊が食えなくて困ってる彼女を持つほど困ってはないさ」とギルが言うと、ザナドゥは「おらおら、無駄口叩いてねぇでベットしろ、ベット」とせかした。

「あのー、そういうことじゃなくてですね、もっと他にありませんか？」

　困ったように言うクミール。彼女がここに来るのをためらったのがわかる気がした。

「おう、そういや困った事っちゃあ、あれ見せてみりゃどうだ、オヴィ？」

「あん？ あれってあの紙か？ おい、ギル、紙だってよ」

「ああ、これか」

「ちょっとお借りします」

　紙はギルからザナドゥへ回り、クミールからミールの手に渡った。紙を見るミール。

“彼らと論議をすること。その際のテーマは賭け事にすること。

　自分の論議における立ち位置を自覚する事”

「なぁ、ミールちゃん。そこに書いてある彼らって俺達のことかなぁ？」とギル。

「……そうだと、思いますけど……」

「じゃあ、君が俺達と喋り合いをするって事なのかな。なんだか俺達そうしないとこの部屋から出られないみたいでさ」

「そうそう、思い出した！」といきなりザナドゥが口を挟んでくる。

「クミール！　俺、この部屋から出れねぇ！　それが困ってる！」

　クミールはため息混じりに「知ってます」と答えた。

「うおっ！　赤の19だ！　おい、ザナ！　お前今日、ツキ過ぎだろ！」

　オヴィは大きな声で言うと「おら、持ってけ！」といってザナドゥにチップを投げ付けた。

「おら、負けたからって投げんじゃねーよ！」

　オヴィより何回りも小柄なくせにザナドゥの威勢はすこぶる良いものである。

「あの……論議をして頂けませんか？」

　おずおずとミールが言うとオヴィは項垂れながら「いーけど、賭けの何について語るんだ、チビ助」という。

「私はミールです。チビ助じゃありません。

　……ところで、皆さんはさっきから何をやってらっしゃるんですか？」

「みりゃわかるだろ、ルーレットだよ。セレン抜きで暇だからしょーがなくやってんだ。ほんとはポーカーであいつを馬鹿にすんのが楽しいんだけどな」

「そのチップでお金賭けてるんですか？」

　訝しがるミールに３人は平然と頷いた。ミールは飽きれてものも言えなくなった。こんな日の明るいうちから大の大人が３人も雁首揃えて働きもせず金をかけて遊んでいるとは何事であろうか。

「まっぴるまからですか」

「いけねえ？」

「働きもしないで、ですか！？」

　だんだんと苛立ってくるミール。それとは正反対に彼らは急に笑い出した。何がおかしいのだろうか。

「何がおかしいんですか！」

「わかったわかった。そう怒るなよ、嬢ちゃん」

　ザナドゥが手を広げていう。顔はまだ笑っている。

「じゃあこうしよう。そんなにいうなら、その事を論議しようぜ。嬢ちゃんはどんな立場を取るんだい？」

「私は……」

　そんな事急に言われてもどもってしまう。クミールを見上げるが、彼女は「では、私が審判と馬鹿者をしますね」というだけだ。

「私……私……私は大の大人が働きもせずお金をかけて遊んでるなんておかしいと思います」

「オッケー、それじゃそれが嬢ちゃんの主張な。

　うん、それで？」

「え、それでって……。いや、そう思ってるからそう思うって言ってるだけです」

　するとザナドゥは笑って「そりゃあれだ、なんてったかな、トートロジーって奴だ。主張の結論と根拠を同じにしちゃ駄目だよ、嬢ちゃん」

　ザナドゥの言葉にミールは即応した。確かに今、自分は主張をし、その根拠に「そう思うから」という理由を挙げた。トートロジーは確か恒真という意味だった。根拠の命題をｐとし、結論をｑとすると、ｐ≡ｑがトートロジーになるにはｐがｑになるか或いはその逆でなければならない筈だ。そしてここではｐをｑにしてしまったのだ。なるほどこんなものが主張の根拠になる筈もない。というのも、これではラヴァに教わった循環論法を犯している事になるからだ。

「確かに同語反復してました。今のは撤回します」

　ミールがそう言うとすかさずクミールはザナドゥに「撤回を認めます？」と聞いた。ザナドゥは「初心者だろ、この嬢ちゃん。しょーがないでしょー」と気安く受け入れた。どうやら一度指摘された虚偽は相手の許可がないと撤回できないらしい。

「あの、今のを撤回してくれなかったら、私、どうなるんですか？」

　ベッドに寝転びながらオヴィが低い地声で「チビ助の負けだ。一発でな」といった。ミールは口をぽかんと開けてしまった。ギルがチップを換算しながら「そこが論議の厳しい所なんだねぇ」といった。

「じゃあ、今ので私が負けてたら大人は働かずに賭けで遊んでも良いことになるんですか？」

　心配そうにミールは聞く。クミールはとんでもないという風に首を振る。

「実践論議学は妥当な論議を求めながら論議に勝つためのものよ。そして論議は妥当性のみが強調されるの。主張の内容自体の是非は問わないわ。だから論議をやった結果、勝者の主張に敗者が拘束されるということはないわ。勿論、むしろ勝者が後から敗者の主張を正しいと思って、思想を変えたって構わないわ。でも、それらは論議とは関係のないことなの」

「ああ、良かった。安心しました。

　じゃあ、元に戻ります。

　でも、困ったわ……何を言えば良いのかしら……。そんな事常識だと思ってたから今更何故と問われても困るわ」

「ミールちゃん、別に論議の場はそれらしい事を述べる場じゃないのよ。そんなことよりも例えばあなたはあなたの結論を演繹したりすれば良いの」

「おいおい、クミール、審判が手伝うなんてありかよ」

「ごめんなさい。でも、私はミールちゃんのお手伝いが最優先ですから」

「あっそ。まあ、しょーがねーか。ほら、嬢ちゃん、喋りなよ」

「えっと、じゃあ聞きますけど、ザナドゥさんは私の主張に同意しないんですか？」

　言っていて自分が馬鹿な事を言っていると思った。論議の相手がこちらの主張を納得するとは思えない。

「本心ではしてるけど、論議的にはできないな」

「え？ 本心でできてるならなんで賭けなんかしてるんですか？」

「だって俺らは嬢ちゃんの言うようなことはしてねぇもん。まず俺らは働いてるしな」

「働いてる！？ この状態でですか？」

　驚いてクミールを向くと彼女はゆっくり頷いた。これには心底驚いた。この状態で彼らはどうして働いてるといえるのだろうか。

「と、とにかく、賭博は働くものだけがして良いものだと思います。だから、あなたたち大人が働きもしないでお金をかけているなんて良くないと思います」

「う～ん、賭博がどうのっていう制約は当然大人にもかかると好意的に見てやるとすれば、一応、演繹はしっかりしてんだな。

　まあいいや。でもな、俺は賭博は働かなきゃしちゃいけないとは思わないなぁ。

　時に、嬢ちゃんはこういうおっさんをどう思う？ 

　このおっさんは大会社の社長さんだ」

「はぁ、社長さんですか……」

「そう、こいつは今でこそ金持ちだが、若い頃はそれはそれは働いた働いた。もうそれは馬車馬のようにな。やって仕事は建設関係なんだけどよ、若い頃は下請ばっかやらされれてな。ロクなコネはねえしライバルも多い業界ってんで大変だったわけさ。

　でも、おっさんの仕事は丁寧で安かったんだよ。人が良かったんだな。で、それが報われてそのおっさんの会社はだんだん大きくなっていった。イェー、泣ける話だろ？ 

　で、あれよあれよという間に50台。息子も大きくなってもう大学生だ。そんな時ふと気付いたらてめぇの会社は大手のゼネコンになっていた。

　なんとも見事なサクセスストーリーだが、暫くするとこのおっさんにもとうとうガタが来た。若い頃はさんざ喧嘩もしたし女遊びも派手だったが、流石のおっさんも年には勝てねえってこったな。で、結局70台で引退したってわけ。

　老後はやる事も特に無くてなぁ。ガキとは離れて暮らしてたから、できた孫にはとんと会えねー。そんな時、目に付いたのがこのポーカーさ」

　そういってザナドゥはどこからともなくトランプを出してくる。マジシャンのように高速でトランプを切ると、そのうちの一枚を取ってミールに見せた。

「ジョーカー……」

　呟くミール。

「そう。もう残った楽しみはこの賭博だけ。哀しいっちゃ哀しいよな。人生頑張ってきた結果が寂しくカードだぜ？ なぁ、嬢ちゃん、こいつの最後はこれで本当に良いのかな？ やりのこすことはねぇのかな。こいつはこうやってポーカーなんかしてていいのかなぁ？」

「え……でも、それは……仕様がないんじゃないかな……。だって、そのおじいさん、何も楽しみがなくて寂しいんでしょ。ポーカーくらい……」

　するとザナドゥはにっこりと笑い、ジョーカーをトランプに重ねると袖の中にしまった。横で見ていたギルとオヴィは非難めいた口調で言った。

「汚ねぇよ、お前……」

「何言ってんだ、ちゃんと自滅誘導しただろうが。ディベートじゃないだろ？ 論議学の手法使ってるだろ？ ちゃんと論議的じゃん」

「そうじゃなくて、お前の小話が上手過ぎだっていってんだよ。それに初心者相手に負けさせるだけじゃなく勝ちまで取るかぁ？」

　ミールは「え？」といって目を丸くした。状況が掴めない。クミールを見ると、彼女はザナドゥに「投了ですか？」ときいている。

「ああ、投了。よろしくっ、クミールッ！」

　指をパチパチ鳴らしてはしゃぐザナドゥ。

「では、ザナドゥさんを勝者とし、ミールちゃんを敗者とします」

　クミールは静かに言った。

「え？ ええ？ ど、どういう事ですか？」

　只１人混乱しているミール。状況が全くわからない上に負けにされては適わない。クミールは残念そうにこちらを見てくる。

「あのね、ミールちゃん。あなた、ザナドゥさんの例え話にでてきた男の人はポーカーをしてもしようがないっていったでしょう？」

「うん……それで？」

「つまり、あなたは賭博をしても良いと認めたのよね」

「うん。え、でも、そんなこと前から認めてますよ。さっきっからいってるじゃないですか」

「話を良く聞いていればわかるけど、その男の人はもう退職したのよね。そして、その後で彼はポーカーという賭博を始めたの。つまり、この男は働かないで賭博をしていることになるわね。

　ところで思い出して御覧なさい、ミールちゃん。あなたの言った「賭博は働くものだけがして良いものだと思います」という主張を。あなたがザナドゥさんの質問に「しようがない」と答えた事はこの主張に反するのよ」

「あ……。

　……でも、だからってどうしてそれだけで私の負けなんですか？」

「あなたはさっきこういったわ。「賭博は働くものだけがして良いものだと思います。だから、あなたたち大人が働きもしないでお金をかけているなんて良くないと思います」とね。「賭博は働くものだけがして良いものだと思います」というのは「あなたたち大人が働きもしないでお金をかけているなんて良くないと思います」の根拠ね」

　ミールはそこまで言われてようやく事の重大さ気がついた。

「つまり、私は自分で自分の根拠を否定してしまったんですか……」

「そういうことになるわね」

「そう、ですか……」

　オヴィはベッドから起き上がるとしょぼくれているミールに「まぁ、元気出せよ。チビ助、頑張ったから、これやるからさ」といって丸い球を渡した。

「これが……クリスタルっていうものですか」

「おう。こんなもんとっとと手放してセレンの遊びから解放されてぇからな。おう、ギル、お前もやっちまえよ」

「まぁ、しょっぱなから自滅誘導なんてくらっちまったんだからかわいそうだしな」

　ギルは立ちあがるとミールにクリスタルを手渡ししてくれた。

「自滅誘導？」

「論議学の戦術って所だな」ザナドゥが代わりに答える。「産婆術を悪用したもので、相手を誘導していって、相手の論理に矛盾を引き起こさせる。それが成功すると投了っていう論議の終わり方ができるんだ」

「投了って？」

「こっちが勝って、相手が負ける。そんな最高の勝ち方を投了って言うんだよ、ミールちゃん」と今度はギルが台詞を繋ぐ。

「また、相手を負かしただけのものを論破って言うんだ。まぁ、大概こういうケースは少なくてね、論議なんてのは殆ど不定か奔走になるんだよ」

「ああ、それもわかりません。不定や奔走ってなんなんですか？」

「不定は論議中の主張が真偽不定な為に、論議がそこで中断すること。で、奔走ってのは論議中の主張の真偽がデータ不足でわからないため、決着がつかずに中断って時のことだ」

「なるほど、その２つはよくありそうですね」

　はぁ、とミールはため息をついた。大概が不定か奔走になるのなら投了された自分は何なのだろうか。

「まぁ、そう気を落とすなよ、嬢ちゃん。ほら、俺のもやるからさ」

　そういうとザナドゥはミールの小さな手にクリスタルを握らせた。負けたのにクリスタルを受けとって良いものかミールは迷ったが、折角くれるというのだから素直に貰う事にした。これで残ったクリスタルは後11個になった。

　ミールの書を開くと新たなページができていた。＜問題＞には今の論争のテーマが書いてあった。また、＜論理的TIPs＞にはこの部屋で聞いた論議学の術語が書かれている。ミールはどきどきしながら＜評価＞を見た。

「自滅誘導にて投了される。相手の例や質問に対し攻撃をしなかった点でヒュノの評価も落ちる。

　ヒュノ・ラ・ノワ・アルマ＝１・１・２・１。

　はぁ……リディアお姉ちゃんの言ってた通りね。ここに来たら良い評価は取りづらくなるって……。それにしても１だなんて……最低だわ……」

「ほぉー、１かぁ、俺の成績みてぇだな」とザナドゥがミールの書を覗きこんでくる。

「いやっ！　もう！　見ないで下さいっ！」

　ミールは怒ってページを捲る。捲った時にわざと良い点を取ったページが見えるようにしたが、その頃にはザナドゥはクミールと話していた。

（この人、女の子に絶対もてない！　絶対この人、女の子にもてない！）

　最初のページに記されたデスパニアのくぼみに貰った３つのクリスタルを早速はめこむと、クリスタルはまばゆく輝きだした。電気仕掛けでもないのに本当に良い演出をしてくれるものだとミールは改めて感心した。

「なぁ、クミール。そういやこの部屋いくつ目なの？」

「あの……実は、初めてです」

「あん！？」

　男達３人は同時に声を張り上げた。クミールは「ごめんなさいっ」といって耳を手で覆う。

「初めてなのにいきなり実戦に投入したわけかー！　そりゃあ初心者の中の初心者だな。いやあ、そうと知ってたらもっと手加減したんだけどなあ」

「一度実戦をやってもらった方が良いかなと思ったんです」

「そっかー。でも、これからは基本を教えた方が良いだろ。どうせもう実戦の雰囲気は掴めたんだし」

「そうですね」とクミールは肯うとミールの腕を引っ張るように部屋を出て行こうとした。

「お邪魔しました」

　どうやら彼女もミールと同じでこの３人が得意ではないようだ。ミールも「クリスタルありがとう、お兄ちゃん達」と礼をするとそそくさと出ていった。

　取り残された男３人はドアが閉まるのを確認してからまたルーレットをやろうとしたが「今度はポーカーにしねえか」というザナドゥの言葉に賛同し、ルーレットをそこらへんに投げ打った。こういう粗野な物腰がクミールやミールの肌に合わないということを彼らは自覚しているのだろうか。

「なあ、オヴィ、ザナ。そういや、あのミールって子さ……メルっぽくなかったか？」

「髪型はマイプリンセスのミクちゃんにそっくりだったけどなー。セレンの奴、あの髪形気に入ってたのかな」

「お！　始めっから良い手が来たかもよー！　なぁなぁ、上限あげようぜ」

「駄目だ、4ソルトな。……それにしても人の好みはクミールさんに似てるみたいだったな」

「ああ。でも、ありゃあセレンの誤算だろうな」

「それはどうかな。好みをメルやリディアに似せるとメルたちが妬くからじゃないか？」

「妬いてもヤルよ、あの好き者は。丁度、趣味な年頃だろう？」

「オレ４枚な」

「あっ、俺、コール」

「３枚引くぜ。

　う～ん、でも、そうだとしたらリディアが黙っちゃいねえだろ。何しろメルの年に合わせたんならな。

　お、おお！？ 来たっぽいよー！　レイズするー！？」

Ⅶ

　乳白色のドアをぱたんと閉めるとミールとクミールは共にため息をついた。

「疲れましたね、クミールさん」

「ええ……。でもまぁ、まずいものは先に食べちゃった方が良いでしょ」

「クミールさん……長女でしょ……？」

「一人っ子だからそうなるわね」といってクミールはもう一度大きくため息をついた。

「次、どこに行きます？ もう実戦とかなんとかいう論議は嫌なんですけれど……。あれってやっぱり怖いですよ。なんだか色々追求されたりケチつけられたりで」

「ごめんね、ミールちゃん。やっぱり先に基礎を教えておくべきだったわ。次はフルミネアさんの所で基礎をやりましょう」

「フルミネアさん？」

「髪の長い方の恋人よ」

「へぇ、ギルさんの……。どんな人？」

「今の空間とは正反対の空間に住んでいる方よ」と言うとクミールは階段の方へ向かって歩いて行った。

「下に戻るんですか？」

「ううん、そこの部屋よ。ほら、階段の近くの。階段の横がザナドゥさんのお部屋で、そのまた隣よ」

　クミールの指した部屋は今いた部屋から３部屋目の所だった。

「ああ、ところで、さっきクミールさんがしてた審判ってなんですか？」

「ええとね。それはミールの書に書いてあると思うからそれをシャンテにするわね。ちょっと本を見せてちょうだいな」

　手提げから出してクミールにミールの書を渡すと、彼女は索引のページからシャンテを引用した。

「「理想的な論議の人数」の項に総合的に書いてあるわね。はい、どうぞ、ミールちゃん」

“＜理想的な論議の人数＞

　理想的な論議の人数は４人。２人が論議をし、１人は審判で、最後が馬鹿者と呼ばれる役だ。通常もっとも賢く論議に長ける者が馬鹿者の役につく。

　審判は境界線を引くものとして存在する。例えば、相手が談話ばかりをしているとそれは非論議的態度とみなされるが、どの程度で非論議的態度と見るかは審判に一任する。

　馬鹿者は２人の論議をみて、論議全体の流れと両者の主張とを常に確認する。両者が互いの言い分を勘違いしたり読み取れなかったりしている場合、馬鹿者は片方に質問をして、もう片方が抱えているであろう勘違いを氷解させてやらねばならない。その為には馬鹿者は全体の論議や両者の主張を適格に把握し、体系化する必要がある。同時に、馬鹿者は両者が相手の主張のどの部分を理解し、また、どの部分を理解していないのかを見抜かねばならない。従って馬鹿者には高度な能力が要求されるのである。”

「まだわからない単語があると思うから、基礎を学んだ後でもう一度見ても良いかもしれないわね」

「はい」ミールは頷いた。

　フルミネアという女性の部屋の前に来ると、ミールは深呼吸する。ドアは少し開いているようだ。コンコンとドアをノックするクミール。中から女性の「はい」という返事がする。

　ドアを開けるとミールの鼻を香の香りがついた。部屋の中には香がたいてあるようだ。

「こんにちは、フルミネアさん」

　先程とは全然違う落ち付いた様子で語るクミール。

「あら、クミールじゃないですか。お久しぶりです」

　フルミネアという女性は微笑をたたえて挨拶してきた。ミールは彼女を観察する。その女性の尤も際立った特徴はその髪の長さであった。彼女はドアを開けようとしていたらしく、こちらが入った時には既にドアの近くにいた。その為、立った時の身長がわかった。彼女の身長は160cmを越える程度で、クミールより高かった。にもかかわらず彼女の黒い髪は床にまで及んでいた。優に170cmはあるということになる。

　また、彼女の格好は白い法衣をたった一枚まとっているだけの簡素なものである。その法衣は彼女の背丈より随分長く、余った分が床に広がっている。そしてその上に彼女の長い髪が乗っているので、髪が床を舐めて汚れてしまうという事はないようだ。

「あら、そちらのお嬢さんは……」

　フルミネアがこちらを見てくる。彼女はとても綺麗な顔立ちをしている。肌は透通るほど白い。クミールも白いと思っていたが彼女の方が遥かに白い。クミールの白さは体質によるもののように思えたが、彼女の白さは生まれつきのようにみえる。

（綺麗な人……お話に出てくる妖精みたい）

　彼女は少し憂いたような表情がまた特徴的であった。その点はクミールと似ている。ただ、クミールが優しそうな表情をしているのに対し、彼女はやや厳格な表情をしている。初見からいかにも真面目そうな雰囲気が感じ取れた。

「あの、私、ミールっていいます。はじめまして」

「はじめまして。そうですか、あなたがミールさんですか。セレンから話は聞いてます」

　彼女の声は身長の割りに高いものだった。だが、声量が低いのでうるさいものではなく、むしろ丁度良いものであった。

「もしかしたらもう知っているかもしれませんが、私はフルミネアといいます」

　彼女はミールに近寄ると、アルマ信仰者がする挨拶をしてきた。ミールは非アルマ信仰者の挨拶で返した。（注：アルマ信仰者の挨拶に対し、非アルマ信仰者だと告げる挨拶をするのは無礼ではなく、妥当な思想表明である）

　フルミネアが近寄ってきた時、彼女の炊いている香の匂いが強まって、一瞬ミールはむせそうになるのを我慢した。

「アルマートですか」（注：アルマート＝アルマ信仰者がたく香の中で尤もポピュラーな香の名。尤もポピュラーな為、原義は単純であり、「アルマの匂い」の意）

「ええ、今日はスタンダードに」

　ミールには少し香の炊き過ぎのように感ぜられた。クミールを見るが彼女は平気らしく、平然としている。失礼にならないよう、ミールは平然を装ったが、少し頭がくらくらしてきた。良い匂いなのはわかるのだが、炊き過ぎては良いとは思えない。ミールは敢えて匂いを感じないようにした。

「お話通り、フルミネアさんにミールちゃんのお手伝いをお願いしたいんですけれど」

「ええ、いいですよ。セレンに言われた通りで良いですね」

「はい、お願いします。私はセレンさんのところに戻りますので」

「え？ もう行っちゃうんですか、クミールさん」

「「もう」というより、本当は「やっと」なのよ、ミールちゃん。元は紅茶を飲んで少し話したら終わりだった筈なんだから。でも、彼らの所においてくるのは忍びなかったから」

　確かに先の部屋において行かれたのではたまったものではない。その点は助かった。

「私はまだセレンさんに会っちゃいけないんですか？」

「まだダメよ、ごめんなさいね」

「わかりました。でも、クミールさんにはすぐ会えますよね」

「あの方に報告してくるだけだもの。きっとまた会えるわ。それじゃあ、フルミネアさん、よろしくお願いします」

「はい、ではまた」

　クミールは「すぐ」とは言わず「きっと」と言った。そのままフルミネアに見送られてクミールは去って行ってしまった。部屋に取り残された２人。失礼だと思われないように自然体で部屋の内装を見る。壁にはいたるところにレースのカーテンがかけてあって、なんとも幻想的な部屋だ。香のせいで部屋の透明度もかすかに低い気がする。或いは目が香にやられているだけなのだろうか。

「ミールさん、立っているのもなんですので、腰をおろしましょう」

　フルミネアはミールを中央の円卓へ促した。円卓は白くて硬いものであった。

（大理石……なのかしら？ でも、大理石って白かったかしら？ いづれにせよ高そうね）

「そういえばミールさんはおいくつですか。私は19です」

「今日で12です」

「あら、それじゃリディアと誕生日が同じなんですね」

「え、そうなんですか」

　リディアと誕生日が同じだとは驚きだ。アルマ信仰者ではないが不思議な縁と幸福感を感じてしまう。

「でも、セルフィッシュガーデンって時間が流れないんじゃないんですか」

「今はそうですね。あなたがいるから」

「私が？」

　するとフルミネアはふっと顔色を変えると話をずらした。危うく口を滑らしてしまいそうだったという事か。

「学校はどこへ？ 私はミストの方だったんですけど」

「私もそうですよ。リーザ先生に教わってます」

「あらあら、そうなの。私達もそうだったわ」

「えっ、そうだったんですか！？」

「そうよ。良い方でしょう」

「はい、とっても。でも、私達って？」

「ここの皆よ。セレンもリディアも皆。メルやクミールさんは違うけれど」

「え？ リディアお姉ちゃんってセレンさんと同じ学年だったんですか？」

「ええ、あの子は賢いから４年早く進級できたんです。今じゃもう家にいたまま恋愛すらしつつ大学を出てしまいました」

「すごいんですね、リディアお姉ちゃんって」

　フルミネアは大理石の上に置かれた占いの道具を整理しながら「でも、リディアより凄いのはメルです」といった。

「メルちゃんが？」

「あの子は誰もが認める天才児ですよ。誰も勝てません。勝つとしたら……」

「……勝つとしたら？」

「いえ……。……そういえばあなた、メルに似てますね」

「ええ、自分でもそう思います。あっ、その……見た目だけですけど」

「でも名前はクミールさんにそっくり。ミールってエーステでしょう？ セコルヌとかじゃなくて」

「はい、エーステがミールです。だからクミールさんとは共鳴してるんです」

「そう、あなたがアルマの人なら占ってさし上げたのに、残念だわ。

　あらあら、余り長話をしているのも困りものですね。では、早速論議学の基礎について教えます」

「お願いします」

「あ、その前にアロマティーはいかが？」

　フルミネアは台の上の茶道具を指した。

「それもお願いします」

　すると彼女は茶を入れながら説明しだした。

「まずは、論議における「行為」について説明します。論議中にできる行為は２種類あります。１つは論議的行為。そしてもう１つが非論議的行為です。

　論議的行為には２種類有ります。発論と質問です。順に説明しましょう。

　発論とは論議学上の制約に縛られる主張です。これは全て命題でできていますので、先に言った文章を一語一句違えず覚えておくという必要はありません。この点は便利です」

「例えば「りんごはおいしい」と発論したら、「りんごはうまい」と発論したのと同じだということですね」

「そうです。但し、「おいしい」を「うまい」に変えても論議に影響がない時だけですよ。そのどちらを言ったかが問題になるような場合は勿論それらを同一視してはいけません」

「はい、それはわかります。ところで論議学上の制約とはなんの事ですか」

「ああ、ごめんなさい、これは術語ではないわ。私がそういっただけよ。例えば、虚偽を犯してしまっている論議を論議中に行った場合、それを指摘されればその人は負けになります。でも、虚偽を犯して問題になるのは論議的行為だけです。論議とは関係ない談話で喋った事が虚偽を犯していてもその人は負けにはなりません。

　このように、虚偽を犯したら負けというようなものを制約と呼んだのです」

「なるほど、発論のような論議的行為だけが虚偽論などを適応されうるんですね。じゃあ、もう１つの論議的行為の質問とはなんですか」

「質問の意味ですか？」

「あ、いえ……質問という言葉の意味ではなく、どんな事について質問するのかを聞いているんです」

「相手の論理やその中で使われている概念の定義や主張そのものなどについて質問をする事です。相手はその質問が不当であると判断すれば、その質問が不当かどうかについての新たな枝葉の論議を起こす事ができます。

　また、質問をされた場合には優先的に答えなければなりません。但し、返答の前に言いたいことがあれば、相手の許可をとってから発言しても構いません」

「質問も命題ですか」

「ご存知のように疑問文は命題にはなり得ません。質問は疑問文と見れば命題ではありません。ですが、質問という行為をある命題の真偽を相手に聞くことという平叙文で捉えれば、質問も命題として扱えます」

「なるほど。じゃあ、質問にも虚偽論などが適応されるんですね」

「では、次は非論議的行為についてです。これにも２種類あります。談話と非論議的主張です。

　談話は非論議的行為の中で尤も多発する事です。そもそも論議というものは霊人がおこなうものなので、どうしても挨拶や世間話やその時飲んでいる紅茶の味などといった論議のテーマとは関係のない話が出てきてしまいます。こういったものは談話という行為とされ、論議とは切り離して考えます」

「例えばこういう事ですか？ そうですね、ミールがこういったとしましょう」

　ミールは咳払い１つすると、即興の演技を開始した。

「えー、じゃあ、私から話しますね。いいですか？ じゃあ、まず前提ね。奇数はね、２で割り切れないんです。１は奇数です。

　あっ、やだ、紅茶こぼしちゃったわ、ごめんなさい。ハンカチありますか？ あっ、ありがとうございます。……あら、このハンカチ素敵ですね。

　それはそうと論議でしたね。ごめんなさいね、中断してしまって。で、さっきの２つの前提から、１は２で割り切れないという結論が出ます。私の話しは以上です」

　ジェスチャーまで入れてミールは熱演をした。本当にフルミネアの入れてくれた紅茶をこぼしそうになった時は一瞬青ざめたが、見事演技派を気取る事に成功した。フルミネアはその様子が可笑しかったらしく、口元を押さえながらくすくすと笑っている。

（へぇ、この人、笑うとこんなに綺麗なんだぁ）

「ミールちゃんって面白い。素直なメルみたいだわ。ところで、今の演技から談話を抜くとどうなるかしら」

「談話を抜いて、命題部分を扱い易いような形に変えるとこうなります。

　前提：奇数は２で割り切れない。１は奇数である。

　結論：１は２で割り切れない。

　と、たったこれだけになります。あら、随分コンパクトですね」

「そうです、良く理解していますね、ミールさん。談話についての理解度は十分のようです。では、もう１つの非論議的行為、非論議的主張について話すします。

　非論議的主張というのは、「当該の論議とは関係ない論理だが」と予め述べた上で「私はこう思う」と主張することや「～は～だ」と主張することです」

「それってその時の論議に関係なくなきゃだめなんですか？ 関係があったら非論議的主張にはならないんですか？」

「いいえ。「論議の扱いにはしないが」という下りで述べ初めても構わないわ。つまり、当該の論議には組み込まないものの、主張をするというものよ」

「その行為って何だか不毛っぽいですね。論議に関係ないなら誰も言わないんじゃないですか？」

「それが言うのよ。論議中には誰もが自分は失敗をするんじゃないかという不安を持って、中々発論できずに沈黙を保つ事があるのよ。論議では一度失敗した発論をしたらその場で負けてしまう事も有るから注意が必要ですものね。それで、論議上の制約を受けないただの主張という行為をする事で、自分の考えを声に出して具体化したり、それに対する相手の反応を見たりすることができるのよ」

「なるほど、それは便利ですね。それなら皆やりそうですね」

「非論議的主張の特徴は他にもあるわ。両者の合意があれば後からそれを発論に格上げする事もできるのよ。談話は完全に論議に関わらないことだけど、非論議的主張は将来的に論議に関わる可能性があるという点で談話と区別されているということよ」

「非論議的主張は「これは関係ないけど」に相当することを言って予告しなくてはいけないんですよね。じゃあ、もし、予告を忘れてしまったらどうするんですか？」

「その時は普通に発論扱いになるから注意が必要だわ」

　丁度その時、ドアをノックする音が聞こえた。

「あらあら、今日は来客が多いですこと」

　フルミネアは立ちあがるとドアに歩み寄りながら「どうぞ」といった。ミールはその様子を見ているが、どうにも非合理的な行為に思えてならない。相手に入ってきて欲しいなら座ったまま「どうぞ」と言えば良いし、相手を迎えるならドアを開けてから「どうぞ」と言えば良いではないか。立つだけ立って「どうぞ」というのはひどく非合理的だ。

「やっほー、フルミネアぁ」

　元気の良い可愛い声と共に入ってきたのはなんとリディアであった。

「あれ！？ リディアお姉ちゃん！？」

「あ、ミールちゃんも、やっほー」

　元気なリディアにつられてミールも小声で「やっほー」と返してしまう。結局リディアには聞こえない声量なのだから、フルミネアの「どうぞ」と同じく非合理的だと思った。

「どうしたんですか、リディア」

「クミールに聞いたの。フルミネアが教るんだって？ でも、教えるのは私達でやるから、代わりに問題出しちゃってよ、ね？」

「そんなこといってももう教えてしまいましたもの」

「えー、そうなのー？ にゃ～ん、わたしがセレン君に怒られちゃうよぅ」

　その言葉とは裏腹にリディアはフルミネアの髪を腕にぐるぐると巻いて遊んでいる。フルミネアは呆れながらも髪が痛いのかリディアの手をピシャリとはたいた。

「や～ん、いった～い」

　彼女の様子はどうみても４年も飛び級したことのある賢女のものには見えない。甘えてじゃれている子猫にしか見えなかった。

（リディアお姉ちゃんって意外と精神年齢低いのね……）

「なんです、もう。やたら今日は機嫌が良いですね、リディア。セレンに好きとでも言われたんですか」

「えへへー、ミールちゃんのことで役にたったぞって、誉められちゃったのさっ」

（セレンさんに好きっていわれただけで？ 第一「役に立った」って言い方は何？ 何様、どちら様！？ 私だったら紅茶ひっかけるな……）

「ああ、わかりました。セレンに誉められたので、私から役を奪ってミールさんに教えて、それでまた誉められようという魂胆ですね。あなたも良くやるわね、リディア」

「そんな事ないよ。本当に手違いだって。教えるのは私達なんだから」

「はいはい、わかりました。ミールちゃん？」

「あ、はい、なんですか」

「聞いての通り、私はこれでお終いです。ただ教わるだけだったから楽だったと思うけど、偶にはこういう事があっても良いかもしれないわね。だから、はい、どうぞ」

　長い袖の中からフルミネアはクリスタルを取り出してミールにくれた。

「問題は解かなかったけど、良い子に聞けたのでお姉さんからのごほうびです」

「ありがとう、フルミネアお姉ちゃん」

　初めてミールはフルミネアをお姉ちゃんと呼んだ。そのままリディアに連れられて部屋の外へ出るミール。部屋を出た途端アルマートの香りが消えた。つい先ほどまでは鼻に突くと思っていたのに、消えてしまうと物足りないことに気付いた。

「アルマートの匂い、消えちゃった……」

「ん？ ああ、フルミネアが炊いてるからあの部屋に入ると香るよ」

　リディアに意図は通じていないようであった。ミールは服の匂いをかいだ。アルマートの匂いが染み付いていた。

「あ、これ、服につくよね。私もこれ好き。かいでるとフルミネアと一緒にいるような気がして幸せになれるの。ミールちゃんは？」

「私もこれ好き」

　そうして２人は微笑みあった。

　その後、リディアの提案で２人は居間に戻って紅茶を飲むことにした。キッチンに行き、ポットを覗くとお湯がないので沸かすことにした。火をかけて少しするとお湯を沸かす音がコトコトと響く。

「そういえば、私、セレンさんに会ったよ」

「うん、聞いた。ミールちゃん……あまりセレン君のこと好きじゃないみたいだね。セレン君が俺は嫌われてるみたいだって言ってた」

　寂しそうな顔をするリディア。リディアを不幸にしそうな男だからこそミールは彼のことが気に入らなくなりだしたのにそんな顔をされるのは嫌だ。

「嫌いというか……。うん……。みなさんはどうなのかなぁ」

「皆？ 私やメルやクミール以外で？」

　頷くミール。リディアは食器を棚から取り出しながら答える。

「そりゃ勿論、みんな好きだと思うよ。ウチのみんなはね。クミールさん家の人はどうだか知らないけど……」

「でも、こういっちゃなんだけどあの人、絶対好かれるタイプの人じゃないと思う」

「特に女の子には好かれないよね。男の子とは馬が合うみたいだけど。恋人の私が安心できるくらいもてないよ、セレン君は。優しくないし、身勝手で自己中だし、意外と意気地ないし、弱いし、ええカッコしいだし、すぐ調子にのるし、えっちだし……それに話がやたら難しくて普通の子じゃ付いていけないのよね。だから、絶対女の子にはもてないと思うよ。

　昔はあんなんじゃなかったんだけどね。変わちゃったみたい。あんまりもてないから今じゃ女の子が大っ嫌いみたい」

　一気に捲くし立てるリディア。さんざ悪口を言っているにせよ、これだけ流暢に人物評を述べられるというのはよほど相手を観察していなければできないことだ。

「そういえば、セレン君、ミールちゃんにもカッコつけた？」

「ううん。私の年考えてよ、お姉ちゃん」

「関係ないよ。だって、彼ってあなたかもうちょっと若いくらいが一番好みだから。ヘンなことされなかった？」

「しないと思うよ、いくらなんでも。お姉ちゃん、ちょっとひどく言い過ぎ。本当にセレンさんのこと好きなの？」

　そこまで聞くと今度はセレンが哀れに思えてきた。彼の事は生理的に嫌いだがそこまでひどくは映らなかった。

「うん、好きだよ。大好き」

　しかしその質問にはさらりと答えるリディア。どうもいまいち彼女の調子がわからない。

「お湯、沸いたよ、お姉ちゃん。止めるね。

　あのさ……もしセレンさんがお姉ちゃんのこと好きじゃなくなったらセレンさんの事、諦める？」

　するとリディアは「馬鹿なこと聞くねー」と笑った。

「絶対諦めないよ。だってそれって私の人生諦めるってことだもん。死ねってことでしょ。私、死にたくないもん、怖いから。だからそうなったら、セレン君が諦めるまでストーカーになるもん」

　そうしてリディアは「ふふふふ」と笑った。

「じゃ、じゃあ、セレンさんより好きな人ができたら？」

　お湯をポットに移し、居間へ持っていく。お湯を蓄えたポットはミールには重く、両手で運ぶのが精一杯だった。

　リディアが席につくと、ミールはその横に座る。

「ありえないもの、そんなこと」

「どうして？ 先のことは誰にもわからないわ。ある時、突然かっこいい男の人が現れて、一目惚れするなんてことは？」

　ふと脳裏にラヴァの顔がよぎる。しかしそれがどうしてだかはわからない。

「万が一候補が出たら近づかないようにするもん」

「だから飽くまで一目惚れよ。……どう？」

「私、男の人を顔で好きになったことないし……」

「でも、そういう可能性もあるじゃない？」

　しつこく食い下がるミール。だが、リディアはセレンの話題を持ち出している間は幸せなようで、微笑をたたえながら紅茶にお湯を注いでいる。

「んー、じゃあ、見えなきゃ良いんじゃない？」

「何が？」

「だから、そんな可能性があるって自覚したら、その時は私の目が見えなくなれば良いじゃない」

「え……？」

　彼女がそれを冗談で言っているのか本気で言っているのか、ミールには判じがたかった。彼女が至って平然と言うので明るく冗談よしてよと言って受け流せないのだ。

「勿論、痛いのは嫌だから成る丈痛くないようにするけどね」

「そういう問題じゃないと思うよ、ミールは……。じゃあ、男の人の言葉に囁かれて浮気をしそうになったら、まさか耳を……ってことなの？」

「うん、そういう事になるよね。そしたら身体に障害を持っちゃうね。でも、心が壊れるよりは素敵なことだわ。心配なのはそんな私をセレン君がまだ捨てないでくれるかどうかだけど」

　オレンジペコを差し出すリディア。ミールは唖然としていて礼を言うのも忘れていた。

「私、「素敵」って言葉のそういう使い方を聞いたのは初めてだわ……。一体、セレンさんのどこがそんなに良いの？」

　そう質問した所でミールは以前聞こうと思って聞き損ねたことを思い出した。

「そうだ、聞きたかったのよ、このことって。前にお姉ちゃんは、セレンさんをどうして好きになったのかは教えてくれたよね。もう１つ質問があるの」

「なぁに？」

　リディアは紅茶を飲んで一息ついた。暖かい呼気がミールの前髪を揺らす。どうやらリディアが飲んでいるのはオレンジペコにブルーベリーのエキスをいれたフレーバーティーのようだ。ミールはリディアの清潔な呼気が好きだった。

　ミールはエキスの中からストロベリーを選んで２～３滴、カップに垂らした。すると波紋を作りながら、紅茶の中に透明な液体が沈んで拡散していった。

「どうして好きになったのかはわかったわ。じゃあ、どうして好きなの？」

　するとリディアは「聞きたい？」と悪戯な笑みを浮かべた。ミールは大きく頷いた。

「じゃあ、その答えは論議学の勉強が終わってからね」

「終わったら教えてくれるのね。じゃあ、早く教えて、お姉ちゃん」

　せかすミール。リディアは複雑な笑みを浮かべた。

「フルミネアから論議中に取る行為については学んだよね？ 発論、質問、談話、非論議的主張の４つだったんだけど。

　なら、次は論議中に取る手法についてね。この手法というのは論議的行為にだけ現れるもので、発論や質問に使われている各命題もしくは命題同士を特徴付けるものなの。命題を特徴付けるものには例えば情報提示などがあるよ。命題同士を特徴付けるものとしては、演繹なんかがあるよ」

「つまり、手法は論議的行為の性質といっていいんですか。私にはそう聞こえます」

「性質ね、そう呼んでも良いんじゃないかな。でも、手法が特にない論議的行為もあるから注意してね。手法の中で知っておくべきものを挙げるとこうなるよ」

　緑のシャンテがテーブルの上に表示される。シャンテが直立してテーブルの上に立っているようだ。

“情報提示

　語句の定義

　語句の分類

　問題提起

　仮定

　演繹

　帰納

　理由付け

　例示

　比喩

　トートロジー

　再解釈

　引用

　撤回“

「うわ、虚偽論の時より多いんですね。こんなに私の頭は扱えるかなぁ……」

「大丈夫だよ、ミールちゃんはこのうちの殆どを既に学んだから、覚えることは少ないよ。でも、一応順番に教えていくね。

　まずはじめは情報提示について。論議をしていると、どうしてもテーマに関連する情報が必要な時があるの。ほら、あるＡというものについての是非を論議している時に、論議の相手が「Ａは人体に有害だからよくないと思う」といったとするでしょう。この時、「Ａは人体に良くないとは偏見だ。Ａが無害というデータがある」といってそういう情報を提示することで、相手に反論できるよね。このように、テーマに関する情報を出して論議に活かすことがあるの。この時、その情報提示はこの発論の手法というの」

「つまり、只の発論じゃなくて情報提示という手法を伴った発論ということですね」

「そう。このことはクミールさんの屋敷じゃやらなかったことだね。論理学より論議の方に関連することだから。情報提示についてはわかったと思うけど、質問があればいつでもして。

　次は語句の定義という手法。定義についてはもう知ってるよね」

「ラヴァさんに聞いたから。比喩的な定義はいけないとか色々……」

「論議でも論理学で虚偽になるような定義をしてはいけないの。もし、してしまったら、非妥当な論議になるよ。

　論議中に語句の定義が必要な時があるよ。多くの場合、自分の使っている言葉を相手に曲解されないようにどういう意味を表すかということを詳細に表明する為に使われるの。１とか奇数という言葉は曲解のしようがない言葉だけど、「差別」とか「心理的束縛」なんていう言葉は曖昧でしょ。「差別」や「心理的束縛」なんていう言葉の意味は相手に察してもらうことはできても、こちらの意図する意味を正確に伝えるには曖昧過ぎる。だから、相手にできるだけ曲解されないように、詳細に定義する必要があるの。

　相手もまた、こちらの意図している意味をより性格に把握する為に質問という論議的行為をして語句の定義を確認する必要があるの。わかる、ミールちゃん？」

「うん。ところで、質問なんだけど、相手もこちらも語句の定義とその確認を怠った場合はどうなるの？」

「もし、お互い使っている語句の意味合いが異なっていて、更に定義を行ってなかったら、きっと論議は平行線を辿ると思うよ。現実には良くあることだけどね」

「じゃあ、後から２人の定義を出し合って、「ああ、私達の定義はこんなに違ったのね」と確認して修正するんだね」

「そうね。でも、ある程度論議が進んでからそれを行うと、修正が大変だよ。「差別」をＡという意味で捉えた者と、Ｂという意味で捉えた者が論議をして、平行線を辿る。後々両者は定義の相違に気付き、「差別」をＣと修正する。すると、今までの発論中の「差別」という言葉は変わってしまうから、それに関する発論は全て修正しなければならないの。更に、元々「差別」をＡと考えた上で出てきた結論なんかは全てなかったことにしなければいけなくなっちゃうの。これって凄い時間と労力の無駄じゃない？」

「じゃあ、いっそのこと定義が食い違っていることを無視するの？」

「まさか。一生平行線になりかねないよ。時間と労力を無駄にしない為にも、早めに語句の定義はしっかり行っておかなくちゃならないということよ」

「そっか、そうだよね。う～ん、ちょっと面倒だけど、確かに論議を妥当にする為には重要だよねぇ……。あ、定義についてはこれでお終い？」

「うん、次は語句の分類よ」

「分類なんて何に使うのかしら」

「例えば、私が「差別は良くない」と言ったとする。同時にこれに反対する人がいる。そこで私は差別のあらゆるパターンを列挙する。「男女差別」とか「雇用差別」とかそれこそ色々ね。で、その分類した個々の差別についての是非を相手に問うと、相手はそれらについては良くないと認めた。そこで、私は差別は良くないということをもう一度主張するの。勿論、この時の分類は正しいとするね。

　このように、結論を相手が理解できない時、それを細かく分類して、その分類項目を相手に理解させる。そうして結論を理解させるという使い道が分類にはあるの」

「細かく分類することで、相手の納得を促すってことですか？」

「論議だから、納得というよりは理解だね。別に、相手が納得しなければならないということはないもの。ただ、分類を使えば、相手がこちらの言い分を理解できない時に噛み砕いて教えてあげられるということ。

　逆に相手に分類をさせて、その中に相手の矛盾を見つけて反論する方法もあるよ。例えば相手が「雪の結晶は複雑だ」といったとする。私は「じゃあ、雪の結晶を分類して」という。相手は言われて初めて雪の結晶を分類する。すると六方晶系で星状・角板状・角柱状・針状など種々な形があることがわかる。このうち、自分の主張と違っていかにも単純な結晶があることに気付く。例えば針状とかね。相手は思わず戸惑ってしまう。それを見た私は「あなたの分類した結晶の中に複雑でないものがあるでしょ。すると、あなたの主張は成り立たないよね」といって反論するの。分類にはこういう使い方もあるってことだね」

「なるほど、特に後者はよく使えそう。分類も意外と論議で大事なことなんだね」

「そうだね。定義と分類はよく覚えておくと良いよ。

　それじゃあ、次は問題提起についてだね。問題提起は、テーマに基づいてはいるものの、それまでの論議で扱っていた話題とは直接関わらない話題を提示する論議的行為のことよ。大体「ところで」とか「さて」なんていう言葉で始まることが多いみたい。

　恋愛をテーマに、「見合いと恋愛結婚はどちらが好ましいか」と論議していたのに、いきなり「ところでそもそも男と女はどちらがより結婚を望むものなのだろうか？」なんていう発論が出たとする。これって一気にがらっと話題が変わってしまうよね。こういうのを問題提起というのだけれど、論議を始めたばかりでまだ話題が決まっていない状況や、１つの話題について話し終えた時以外はあまり使うべきではないの。勿論、問題提起をするなとは言わないよ。だって、ある問題提起をして、そこで出た結論が今現在している話題の是非に使えるというのなら大いにすべきだもん。

　だけど、あまり問題提起を頻繁にすると、話題が多くなりすぎて、論議全体にまとまりがつかなくなるわ。論議全体の話題の構成をすんなり理解して覚えていられる人は良いんでしょうけど、普通の人は付いていけないからするべきじゃないよね。敢えて相手を混乱させたいのならそれも１つのやり方だけど、ディベートっぽくて推奨はできないよ。

　そういう良くないやり方を防いだり論議のまとまりを求める為に、話題の頻出は防ぐことができるの。つまり、問題提起に対して「その問題提起は本当に必要か？」と問うことができるの。当然相手が必要性を説けなければその問題提起は棄却できるよ」

「話題を増やしまくって相手を煙に巻いて混乱させるという事と、それを止める決まりがあるという事だね。確かに、必要のない話題で相手を混乱させるのは良くない事だと思うわ」

「じゃあ、次は仮定ね。論議学では仮定は思想に組みこまれるの。但し、他の思想とは決定的に違う点があるから注意してね。論議学では思想の真偽は問えないけど、こと仮定に限っては問う事ができるの。これは注意してね。

　ところで、思想というのは「私は～と思う」というような言い方で実現され、非思想というのは「～は～だ」という形で実現されるよ。「ｐはｑである」というのは非思想の命題だね。それに対して「ｐはｑであると仮定する」というのが思想なの。ここでは仮定というべきだね。例えば次の２つの論証があるとするでしょ」

“りんごは果物だ

　果物は甘い

　りんごは甘い”

“りんごは果物だ

　果物は甘いと仮定する

　りんごは甘い”

「ミールちゃんはこの論証を見てどう思う？ これらは正しいと思う？」

「正しいという意味がよくわかんない。前提が真で導出が妥当という事を正しいというの？ それならどっちも正しくないよ。だって、１つ目も２つ目も第２前提が間違っているんだもん。果物が甘いとは限らないわ。だって大体のレモンはすっぱいし、りんごだってすっぱいのがあるもの」

「そうね。じゃあ、この２つの違いはなんだと思う？」

「仮定がついているかついていないかの差かなぁ」

「そうだね。１つ目は第２前提が偽だから正しくない演繹よ。でも、２つ目は仮定さえ認めてしまえば正しい演繹になれるのよ。そこが違いなの」

「でも、仮定を認めずに、「その仮定は間違っています」といえば２つ目の論証の第２前提も偽になるんだから正しくない演繹になるんじゃないの、お姉ちゃん」

「そうよ。だけどね、その時相手が誤った事は仮定が間違っていたということだけなの」

「ふぅん。……そういえばさっきから言ってる正しい演繹ってなんのこと？」

「正しい演繹というのは論議学の言葉よ。論理学では、演繹は導出が妥当であることが特に重要視されるけど、論議学ではそうではないの。導出が妥当で、前提や結論も真であることが重要なの。この２つの条件を備えているものを正しい演繹というの。

「すると、１つ目も２つ目も正しくない演繹だけど、２つ目は仮定が間違っているだけといいたいんだね」

「うん。そして２つ目の方が論議で負ける確率は少ないわ」

「どういうこと？」

「論議では、正しくない非思想を使った正しくない演繹をするより、正しくない仮定を使った正しくない演繹をする方が許されるの。要するに失点が少ないって感じかな。簡単に言うと、論議学では思想の方が非思想より扱いが軽いの」

「なんで思想の方が扱いが軽いの？」

「それは話すと長くなるから、順に説明するね。

　そもそも論議学は妥当な論議を目指すの。より厳密で精密な言い方をし、正しく誤解がなく誰もが反対できない言い方で言い合いをしようという目標を持っているの。まぁ、この言い方は随分と日常言語的で曖昧だけど、基本的に論議学の目標はそういうものよ。

　ところで、もし思想と非思想を混同したら、みんな自分の思想のクセに非思想の形で言うでしょ。非思想は人の心に訴えかける強さがあるからね。だって考えてもみなよ。「差別は悪い。してはいけないことだ」っていうのと「差別っていうのは悪いことだと思うよ。しちゃあいけないんじゃないかなぁ」っていうのは、どっちが人の心を引き付ける？」

「後者は頼りないかもね。なんだか、弱々しい感じで、好きじゃない。ウチのクラスの男子みたい。男の子だったら、ミールはハッキリ言ってくれる方が好きだな」

　リディアは「そう？」と言うとくすりと笑う。

「それもセレン君を嫌う理由なのかな」

「ん？ 何が？」

「ううん、なんでも。そういう風に、人間は思想より非思想を好むの。本来は「～と思う」と言わなければいけないようなことも、「～である」と言った方が人を引き付けるからね。でも、論議学では、思う事はきちんと思う事として述べなければならないの。自分が思ってるだけの事をあたかも真理であるような言い方をする事は許されないということだね。だから、非思想は思想より論議をしくじった時のリスクを高めにしてあるの」

「その事によってなるべく非思想の命題をここぞという時に使わせる為にってこと？」

「うん、そうだよ。更に、思う事は思う事と精密に捉え、思想を非思想にさせずに思想のままに留めさせる為の抑止力にもなるよ。むしろ、この抑止力の方がミールちゃんの言った事より重要とさえ言えるかもしれない」

「なるほど……完全に実践論理学の話しになっちゃったね、お姉ちゃん」

「そうだね。仮定はもうこの位にしよっか。長くなっちゃったしね。

　次は演繹だよ。これは簡単だね」

　ミールはリディアの言葉にとんでもないといわんばかりに首を振る。演繹が簡単などとは夢にも思えない。

「でも、屋敷でやったでしょ。今のよりは分かり易いよ。

　論議をしているとね、自分の一番言いたい主張が出てくるでしょ。言い換えれば、一番主張したい結論のことよ。そして、それは他の前提から演繹できるならされるべきだよ。他の発論も演繹できるならした方が良いね。

　演繹の一番良い使い方は、相手の言った発論を前提として自分の結論を導くものよ。相手はこれをされたら、もうこちらの演繹の導出部分を攻撃するしかないもの。だって、前提は相手が自ら言ったものだから覆せないしね」

「なるほど、それは面白い使い方ですね」

「そういった演繹を成功させればＮＡＤなら相当な点を稼げるんだけど、これが難しくって」

「ＮＡＤ……」

　ミールは小声で呟いた。実践論議学の話しをしていて出てくるところをみると、クミールが実践論議学はＮＡＤと同義と捉えておけば良いと言っていたことが納得できる。

「まぁ、演繹の具体的な仕方はもう知ってるわけだし、教える事は論議中での使い方ぐらいだからもう演繹についてはこれだけで良いよね。手法は教える項目も多いし、セルフィッシュガーデンは基礎だけだからこれくらいで良いか」

　リディアは目を右に動かしながら小さく呟いた。紅茶を一口飲むと、彼女の右手がシャンテの中を通りぬける。シャンテの淡い光はリディアの手が通ると、その部分だけが粉雪で作った雪玉が弾け飛んだ時のように四散していった。ミールはその様子を見て非常に美しいと感激していたが、リディアにとっては普通の光景のようで、全く意に介していないようである。

　今ではトートロジーと書いてあった部分が半分ほどかき消されている。しかし、リディアが手を抜くと四散した光が再び集まって再び「トートロジー」の幻字達を作る。

「さて、それじゃあ次は演繹の反対の帰納についてよ。帰納は演繹に比べ、論議学では重要よ。あなたがやった論理学とは反対ね」

「帰納って例えばこういうことでしょ。私が今まで見たカラスは全部黒だったから、カラスは黒いのだろう……っていうことだよね」

「そうだよ。尚、帰納は演繹と違って使い勝手が良いよ。だって、演繹は前提に確実性がないと使えないけど、帰納は自分が今までに経験した範囲内で使える推理だから。繰り返すけど、演繹に比べると使い勝手は凄く良いよ。但し、使い勝手が良い反面で、帰納の結論には確実性がないの。だって、カラスはひょっとしたら白いかもしれないもんね、ミールちゃんが見たのが偶々全部黒だっただけで」

「それはそうだけど。それじゃあ、帰納の使い道はないの？ 帰納は確実性がない無駄なものなの？」

「無駄じゃないよ。繰り返すけど、帰納は至る所で使えるよ。使い勝手が良いって言った通りにね。でも、結論に確実性がない。ただ、それだけ。それが帰納。確実性は無いけど使い勝手は良いから必ずしも無駄じゃないよ。演繹より帰納の方が使い勝手が良いから何か発論したい時には帰納を使えば良いから便利よね。「私は今まで猫をたくさん飼ってきたのにどれもお手を覚えなかったんですよ。だから、猫はお手を覚えないんでしょうね」と言えば、これだけで帰納を用いた発論ができるよ」

「帰納は使い勝手は良いが、確実性がない……か」

「わかった？ じゃあ、次は理由付けね」

「それは論理学でやらなかったよ」

「意味は演繹に近いよ。例えば、私はジャムパンを食べたいとするでしょ。あるお店ではジャムパンは２ソルトで、もう一つのお店は１ソルトだったとしたら、私はどっちで買えば良いと思う？」

「同じ品質ならそれは勿論後者で買うべきよ」

「だよね。もし、「私はジャムパンが食べたかったの。街に行ったら同じパンなのに２ソルトの店と１ソルトの店があったの。だから私は後者の店で買ったの」と私が言ったらミールちゃんは納得する？」

「するもしないもないわ。私だってそうするもん」

「じゃあ、今、私が言った事って演繹だと思う？」

「演繹……？」

　ミールは腕を組む。彼女の例え話には「だから私は後者の店で買ったの」とある。「だから」とある以上、その前の文は前提で、後続する文は結論になっているのだろう。だが、「だから」の前にある文から結論である後続の文は導出できるだろうか。常識で考えればこんな事たやすく納得できる。誰だって同じものなら安い方が良いに決まっている。

　しかし、だからといって導出が妥当に行われているかというとそうは見えない。この文の前提からだけではリディアが後者の店でパンを買うことは導出できない。何かが足りないのだ。

「できないと思う。何かが足りないのよね……。何か他の前提がないから導出が妥当じゃないの。う～ん、なんだろ。私を説得する理由としては後者の店の方が安いっていうだけで十分なんだけど、演繹となるとどうもダメね。演繹しきれていないように見えるの」

「じゃあ、何があれば演繹といえると思う？」

　問われた頃にはもうとっくにミールはそのことについて考え初めていた。まずはリディアの例え話しを整理してみる。「２ソルトの店と１ソルトの店がある。だから私は後者で買う」……ここに何を足せば結論が妥当に導出されるのだろうか。

「あ……。そうか、常識ね。「私は安い方の店を選んで買う」という常識ね。それがあればいいんだわ。そうすれば演繹できるのね！」

「そう、あたり。厳密にはもっと前提が必要だけど、ここでは気にしなくて良いよ。人間は普通、常識のような当たり前の事はわざわざ意識しないで推理するから、勝手にその常識を前提としてしまい、明示しないまま演繹しようとする事があるの。このことは日常生活では当たり前のことだけど、演繹する為には明示しなければならない事なの。

　そして、ここで出てきた常識のことを隠れた前提というの。隠れた前提には常識以外にも色々な種類があるけど、これは後でやる事になるから今はそう言うということだけ覚えておいてちょうだいね」

「隠れた前提……。うん、言葉どおりの意味ですね」

「そして、隠れた前提を使って演繹しようと試みているものを理由付けというの。理由付けを使った推理は前提から結論が妥当に導出されていないことになるの」

「じゃあ、「僕の好きなチームが負けたから今日は不機嫌だ」っていうのは理由付けなの？」

「それは只の条件命題だと思うよ。演繹じゃないよ。「僕の好きなチームが負けた」をｐ、「今日は不機嫌だ」をｑとすると、ｐ→ｑという条件命題になるから」

「そっか……。じゃあ、ｐ→ｑが前提で、隠れた前提がｐになっていて、ｑを結論付けた場合は？」

「その場合は理由付けだね」

「なるほど。でも、これには後々色々聞く事がありそうだわ。そんな気がするの」

　呟きながらミールは何度も頷いた。

「それじゃあ次は例示の使い方だね。ある概念の外延の中から成員を抜き出して、論議の相手にその概念の内包を説明しようとするのが例示の一番多い使い方かな」

「なんだかアルカを聞いてないみたい。何語で説明されてるのかしら」

「ごめんごめん、難しかったね。ある概念を聞いた時、ミールちゃんがそれを知らなかったら一体どうする？」

「意味を聞くよ。その言葉の意味は？ って風に。論理学でいうと、概念の内包を定義してもらうという言い方の方が良いのかな」

「もし内包を聞いても意味がわからなかったら？」

「その時は例でも出してもらうよ。このセルフィッシュガーデンに来てからそればかりだもん。もう慣れっこ。クミールさんやお姉ちゃんに色々知らなかった言葉を聞いて、意味を教えてもらうけど、それでもわからないから例えを出してもらうの。そうすれば「ああ、ああいうものの仲間の事を言ってるのね！」って思って理解できるようになるでしょ」

「そうやって概念の内包を解かってもらう為に行うのが例示なの。尤も、論議学では余り重要な行為じゃないけどね」

「どうして？」

「論議学は別に相手を説得するためのものじゃないからだよ。でも、論議の妨げにならない為にも相手に自分の使っている概念が正しく伝わる必要があるでしょ。その為の１つの方法として例示という手法があるのよ」

「例示の効果はそれだけ？」

「ううん、他にもあるよ。ある概念の外延の成員を1つ示す事が例示だから、それってその外延が空でない証明にもなるでしょ。ほら、「リディアの仲間」っていう概念があって、その外延が空じゃないことを証明するには、誰か１人でも例を挙げれば十分でしょ。セレン君とか、オヴィ君、ザナドゥ君、クリス、フルミネア……誰でも良いけど１人でも挙げさえすれば「リディアの仲間」の外延は空じゃないと証明できるよ」

「因みに、それってＩ命題の証明にもなるの？ ほら、「リディアの仲間は存在する」っていうＩ命題よ」

「うん、なるよ。Ｉ命題の真が証明されれば矛盾対等であるＥ命題の偽が証明されるから、これは相手がＥ命題を主張した時の反論として有効だね」

「なるほど、それが例示の効果か……」

「例示は結構使い勝手の良い手法だよ。案外、人間は例示だけをされただけで相手の言うことを納得してしまうものだからね。例示は使い勝手が良い分、注意しなければならないの。それはね、「例示のみによる定義は定義上の誤りを犯している」ということなの」

「誤った定義ね。でも、ラヴァさんはそんなこと教えてくれなかったよ」

「ラヴァ君は私がここで例示について教えるって事を予め知ってたんじゃないかな。ミールちゃんが例示というものをまだ知らない時に、例示にまつわる誤った定義について教えても仕様がないと思って止めたんじゃないかな」

「なるほど。で、「例示のみによる定義は定義上の誤りを犯している」っていうのは、例えばどういう事なの？」

「例えば、子供に「哺乳類ってなぁに？」って聞かれた時に、「人やサルやゴリラ、鯨、牛、犬猫のことだよ」と実例を挙げただけで定義を終えることが多いよね。殆どの場合、「脊椎動物の一綱。単孔目・有袋目・食虫目・翼手目・霊長目・貧歯目・齧歯目・鯨目・長鼻目・海牛目・奇蹄目・偶蹄目などを含む。形態、習性、生息地などは多様。ふつう特有の毛でおおわれる。温血性。目、鼻、耳などの感覚器官がすぐれ、知能が発達する。卵生は単孔目のみで、他はすべて胎生」ときちんと定義する事はありえない。

　つまり、「哺乳類ってなぁに？」と聞かれた時、例示を以って定義とする場合が殆どだということだね。日常生活ではこのやり方で構わないし、むしろこの方が聞き手にも解かり易いかもしれない。でも、論議では違うの」

「どう違うの？ 「哺乳類ってなぁに？」と聞かれたら、辞書みたいになきちんとした定義を言わなければいけないという事なの？」

「「哺乳類ってなぁに？」と聞かれた場合は、例示をだけで定義を終えても良いよ。「哺乳類ってなぁに？」っていう言い方だと、例を挙げて欲しいのか定義を聞いているのか解からないから、仕方ないもんね。

　でも、「哺乳類を定義してくれ」と言われ、明確に定義を要求された時に、例示だけで概念を定義したら、それは虚偽だからね」

「従って、「哺乳類を定義せよ」と言われた時に「人やサルや犬猫」と答えたら、それは「例示のみによる定義は定義上の誤りを犯している」という状況になるのね。そして、それは虚偽なのね。

　なるほど。確かに、気をつけないと論議中にその虚偽を犯してしまいそうだね」

「うん、お互い気をつけようね。

　あ、ちょっと話しがずれちゃったね。これで、例示はおしまい。

　じゃあ、次は比喩だね。比喩ついては理由付けと同じく後で詳しくやる事になるけど、ひとまずは基本的な使い方だけね」

「比喩って要するに例えの事でしょう？ 例示とどう違うの？」

「論議学での例示はある概念の外延の成員を示す事によってその外延が空でないことを証明したり、相手に内包を理解させるためのものだと限定してちょうだい。それを踏まえた上でこれを見て」

“二重人格の者は決して同時に２つの人格が現れることはない。二重人格者はいうなればコインの裏表のようなものだからだ。コインが表の時は裏はでないし、裏の時は表は出てこない。それと同じで二重人格者も、片方の人格が出ている間はもう片方は出てこれないんだ”

「もしこういう発論があったら、ミールちゃんはこの中に例示があると認めるかな？」

　ミールは即答できなかった。論議学での例示はある概念の外延の成員を示す事によってその外延が空でないことを証明したり、相手に内包を理解させるためのものだとリディアは言った。頭の中で一字一句違わず思い出せただろうとミールは思うと、まずは自分の記憶力に感心した。だが、問題は果たして今出てきたシャンテの中に例示が使われているかどうかである。ところがそれがわからない。

「わからないよ、お姉ちゃん。何だか例示があるような気はしない。でも、それって単に私が見つけられないだけなのかも」

「答えを先に言うと、ミールちゃんの想像通り、この発論に例示の手法は使われていないよ。当たりだね。ここで出てきている手法が実は比喩なの」

「比喩？」

「ある概念とある概念があるでしょ。その概念同士の関係を説明する為に、より相手に分かり易い概念のペアを出して関連付けて説明するのが比喩よ。勿論ここで言われている概念っていうのは２つからなるペアじゃなくてもいいよ。１つきりでも良いし、３つ以上でも良いの。また、概念だけに比喩が働くとも限らないよ。命題と命題同士の関係を他の命題と命題の関係に関連付けて説明しても良いの。

　例えば、このシャンテでは、二重人格者がコインに準えられているでしょ。コインの表裏が二重人格者の持つ２つの人格になってるよね。二重人格者・片方の人格・もう片方の人格という３つの概念がそれぞれ、コイン・表・裏に準えられているよね、わかる？」

「つまりここでは、３つの概念の関係とそれによく似た関係を持つ他の３つの概念とを持ってきて、前者の３つの概念やその関係について説明しているんだね。これも例示と同じで相手に説明する為のものなの？」

「うん、そうだよ。例示より遥かに成功する確率は少ないけどね、私の経験上は」

「そうなの？ どうして？」

「それは後で詳しくね。今は取り敢えずそういう手法があるという事を教えただけだから」

「うん」と言ってミールは紅茶を飲んだ。オレンジピコは葉が砂のように細かいので、カップに注いだ時、葉の屑がたくさん一緒に流れ込んできてしまう。そしてそれは美観を損ねる。また、葉の屑は沈殿して底に溜まるので、紅茶の残りが少なくなってきた頃にはだんだんと飲みづらくなってくる。最終的に葉の屑を飲むというのは嫌なので沈殿物を飲まないようにすると紅茶はどうしても少しだけ余ってしまい、これもまた美観を損ねる。自分の家で飲む紅茶なら気にしないのだが、他人の家で出してもらったものなだけに、ミールは残すのをためらった。だが、葉の屑は細かく喉通りは極めて悪いので、無理に飲むと折角潤った喉を台無しにしてしまいかねない。

「あ、ミールちゃん、もう一杯紅茶いる？」

「あ……はい、是非。ありがとう、お姉ちゃん」

　リディアが丁度よくおかわりを提案したのでミールはありがたく貰う事にした。これで少しの間は喉を詰まらせずに済みそうだ。

「砂糖は？」

　天使が描かれているポットには角砂糖が入っていた。陶器のポットで、値段はそんなに高そうなものではないが、ミールはそのデザインが気に入った。

「じゃあ、１つおねがいします。ところで、そのポット綺麗だね」

「ポット……ああ、砂糖入れ？ うん、ミクちゃんが買ってきたものなの。「音楽的なデザインの小瓶を探しにいくんです」っていってお買い物に行ったかと思ったらこれ買ってきたんだよね。ああ、これだけじゃないや。もう１つ花柄のがあった」

「花柄？」

「今も台所にあるよ。もう何年も前のなんだけど、まだ壊れずに使ってるの。もはやコンソメ入れになっちゃったけどね」

　リディアはくすくすと笑いながらミールの紅茶に砂糖を入れた。

「音楽的なデザインなのかな、この天使って？」

「さぁねぇ。私も皆もそう思わなかったのは確かなんだけどね。本人は一生懸命「この天使さん笛吹いてますからちゃんと音楽的ですもん」って言い張ってたけど、本当は買いたいのがなくて寂しいから適当なところで手を打ったんじゃないかな。

　ふふ、でも今じゃ私もこれ、お気に入りなの」

　ミールの紅茶を作るとリディアもまた自分の分を作りだす。天使のポットをその綺麗な長い爪でこつこつと軽く弾くリディア。

「でもこれってあんまり男の子には人気ないみたい。ザナドゥ君なんて「天使にするぐれぇなら裸婦の方が百倍芸術的でしょー！」っていって文句つけてたし……」

　ザナドゥとはさっきの男かと思い出すミール。なるほど、あの男なら平気でそういう台詞を吐きそうだ。

「裸のお姉さんの方が紅茶が美味しいんだって。バカだね」

「うん、バカだね。セレンさんもバカ？」

「うん、バカの部類。しかも筆頭」

「じゃあ、ラヴァさんは？」

　飽くまで話の流れで自然と出てきたかのような素振りで問うミール。

「ラヴァ君？ ラヴァ君ってあのクミールの彼氏のラヴァ君？ 黒い服着てて鎌術をたしなむ、背の高くてカッコ良い男の子？」

　捲くし立てるリディア。しかしミールはその言葉に驚かされていた。

（クミールさんが彼女さん……！？）

　彼女がいるらしい事は聞いていたが、まさかあのクミールだとは思わなかった。ミールは頭の中でクミールの姿を思い出してみる。綺麗で聡明で儚げな彼女の姿がミールの脳裏に浮かぶ。その瞬間ミールは降ってわいたような絶望感に襲われた。

「だめ……勝てっこないわ……」

「何が勝てないの？」

　ミールの気も知らず、リディアが笑顔のまま問いかけてくる。その言葉にミールは我に帰った。

（何言ってるの、私。勝てるとか勝てないとか以前に私はまだ何も勝負なんかしようとしていないわ。クミールさんが彼女さん？ 良いじゃない、結構だわ。私には関係のないことだもの）

「とにかく、私はラヴァ君のことはあまり知らないけど、多分リュウ君とかと同じで馬鹿組所属じゃあないと思うよ」

「そうなんだ……ありがと」

「？？ ……まあいいや、じゃあ、話しを戻そうね。次はトートロジーについてね。トートロジーっていうのは知ってるよね」

「うん、恒真、つまり常に真な命題のものでしょ」

　ややミールの声はトーンが落ちている。リディアはそれに気づいたようで「おなか痛いの？」と聞いてくるが、「ううん、大丈夫」というと話しを続けた。

「トートロジーは論議中では言い換えとして使われるの。つまり、同語反復ね。「正方形の各々の角度は90度だ」と発論する事と「真四角の持つ４つの角は全て90度だ」というのは、論議中では言い換えとして取られるよね。また、何かが正方形であることと真四角であることはトートロジーだから、この発論はトートロジーを使った言い換えといえるの」

「トートロジーを使う理由は？」

「大体言い換えを使う理由と同じだよ。相手に分かり易い言葉に変えるためとか相手の使っている言葉に合わせる為、とかね。例えばこちらは正方形と言い続けているのに相手は真四角と言い続ける時、正方形と真四角がトートロジーで言い換え可能ならばこちらが折れて正方形を真四角と呼んであげた方が論議が円滑に進むでしょ。こっちは正方形で向こうは真四角じゃ互いに混乱しかねないからね」

「なるほどね。言い換えとしてのトートロジーか」

「トートロジーを使う時の注意点は、前提と結論の命題同士がトートロジーにならないように気を付ける事だよ。つまり、「僕は悪くない。だって僕は悪くないからだ」とか「僕は悪くないから僕は悪くないんだ」というのをしてはいけないということ」

「論点窃取の虚偽になるからだよね。でも、セレンさんが言ってたけど、トートロジーでできた論証って導出は完全だね。僕は悪くないという前提から確実に僕は悪くないという結論は導けるものね」

「確かに導出は妥当だね。でも、論点窃取ということで虚偽しているから正しい論理ではないよ」

「うん、わかった。これでトートロジーはひとまずお終い？」

「終わりだよ。次は再解釈。これは少しトートロジーに似てるの。再解釈は例えばこういう時に出てくるよ。

　まず、ある人が「りんごは甘い」と言うでしょ。その後「赤りんごは甘い」と言ったとする。この時、後者が「赤りんごは甘い」でなく「アップルは甘い」だったらただのトートロジーで言い換えになるね。でも、「赤りんごは甘い」といってるのだから、これはトートロジーじゃないね。「りんごは甘い」をＰ、「赤りんごは甘い」をＱとすると、Ｐ≡Ｑではないの。ただし、Ｐ→Ｑではあるよね」

「条件命題だね。条件命題を作るのが再解釈なの？」

「ううん、条件命題は作っていないよ、少なくともこの発論をした人はね。条件命題にするなら→に相当する「だから」とか「故に」という言葉が必要だけど、この人はそんな事言ってないもの。Ｐ→Ｑというのは飽くまでそう解釈し様とこちらが思えばそう取る事もできるという程度の意味なの。確かに「だから」のような言葉があればＰとＱはＰ→Ｑになるけど、ここではそんな言葉ないもんね。と、ここまで大丈夫？」

「なんとか大丈夫。でも、プールに入ってて、もう唇まで浸水しててそろそろ呼吸が苦しくなってくる感じ」

「「だから」のような言葉があればＰとＱはＰ→Ｑの関係になるけど、もしなければｐとｑは独立した命題同士になるね。しかしながら、ＰとＱはその意味を考えれば非常によく似たことを喋っている。だからといって観察してみるとトートロジーではないから等値にもならない。

　ＰとＱの内容を考えると、限りなく言い換えに近いが、かといって言い換えではない状態にある。言うなれば「言い換え±α」になっているのよ。

　そこで、ＰとＱに→や≡のような論理結合子というものが付き得るかどうかを考える。まず、≡は無理だとさっき言ったよね。じゃあ、→なんだけど、Ｑ→Ｐは言い切れないけど、Ｐ→Ｑなら言い切れるね。難しいこと話してるから同じこと何度も繰り返してるんだけど大丈夫？」

「うん、多分」

　ＰとＱが何を意味するかを頭の中で思い出すと、ミールは頷いた。りんごが甘いということがいえれば赤りんごも甘いのは明白だ。一方、赤りんごが甘いからといって、全ての色のりんごが甘いとは限らない。Ｐ→ＱはいえてもＱ→Ｐはいえない。

「そして、もう一度言うけど、この発論をした人は「だから」といっていないの。つまり、Ｐ→Ｑといわずに、ＰとＱを独立させているの。本人は言い換えたつもりかもしれないけどね。そして、その発論を聞いた私がＰ→Ｑと解釈できる事に気付き、ＰとＱとを→で関連付けてあげたの。

　そして、こういうものを再解釈というの。言い換えに非常に近く、かつ言った本人もその様に考えている場合において、ある命題と命題とで条件命題が作れるような場合は再解釈になるということね」

「う～ん、トートロジーの次に近い言い換えってことでしょ、要するには」

「ミールちゃんがそう覚える分には良いよ。私もそう覚えてるから。でも、他人に正しく伝えるためにはもっと詳細な言い方が必要だから」

「それもそうだね」

「だけどまぁ、再解釈＝言い換え±αって覚えておいてもいいよ。混乱するなら」

「αを「ｐ→ｑ」か「ｑ→ｐ」が成り立たなければならないという制約と捉えれば、再解釈は言い換え±αでもいいんじゃない？」

「そうだね。じゃあ、αをそういう風に理解しても良いよ。

　さて、これで再解釈も終わりだね。次は引用について。引用とは、論議に参加している自分以外の者の言葉を、自分の発言に組み込む事だよ。簡単に言うと、相手の言葉を借りるってことだね」

「ところで、引用する事には何の利点があるの？」

「相手の言ったことを利用して自分の主張を作るから、相手に反論される部分が少なくて済むの。極端な話、前提を相手からの引用にし、導出を妥当にして論証すれば、相手はまず反論の仕様がないの」

「なるほど。前提が自分の言ったことである以上、前提は叩けませんもんね。ところで、質問なんだけど、相手の言ったことからじゃなくて、本からの引用の場合でも、やっぱり引用になるの？」

「その場合は情報提示だね。引用は、論議の相手が言った事だけに適応されるの。更に、相手の言った事といっても、全てが適応される訳じゃないの。引用は、相手の論議的行為にのみ適応されるの」

「わかった。じゃあ、こういう場合はどうなるの？ あのね、もし、引用した内容が後から偽だとわかっちゃった場合は？」

「面白い所に目がいくね。流石はミールちゃん。引用したものが偽だとわかっちゃったってことは、相手も、そしてそれを引用した自分も偽だと主張したことになる。よって、２人共負けになる……ミールちゃんはそう思ったの？」

「ううん、そうは思わなかったよ。むしろ、ミールは、引用しただけで負けになるなんて、そんなの納得いかないよ。勿論、引用した内容を「私もこれを正しいと思う」って肯定しちゃったら、その人も負けだと思うよ。でもね、引用した内容を肯定しない限り、その人は相手の主張を引用しただけに過ぎないと思う。だから、引用した人は負けにならないと思う。これって当たってる？」

「うん、ミールちゃんの言う通り。引用したら、引用した人もその引用文を主張したことになる……なんてことはないから安心して。但し、引用した内容を肯定したら、もはやその人は相手と同じ主張をしたことになるの。だから、その主張が後々から偽だとわかれば、２人共々負けになるってこと」

　ミールの言ったことをリディアは繰り返す様に言った。

「さて、以上が引用でしたぁ」可愛くリディアは言った。「では、最後は撤回でぇす」

「撤回？ 言ったことをなかったことにするって事？」

「ピンポン。論議学では、自分の言ったことを撤回する事ができるの」

「どんなことでも？」

「制約はあるよ。負けの原因となってしまった部分を撤回する事はできないの。これは当然よね。基本的に、相手が指摘してくる前なら、なんでも撤回できるよ。例えば、私が「私は正しい。だって私は正しいんだもん」と言ったとするよ」

「それ、トートロジーだわ」

「うん、そうだね。で、今、ミールちゃんがトートロジーだと指摘したから、その時点で私の負け。もう撤回する事はできないの。でもね、もし、ミールちゃんが「それはトートロジーよ」と指摘する前に、私が自分でトートロジーだということに気付いたら、その時は自由に撤回する事ができるの。これが、撤回の制約。わかった？」

「うん。相手に指摘される前ならいくらでも撤回できるけど、指摘されてからじゃ撤回できないんだね。これがあるお陰で少しは論議で失敗するのが怖くなくなったわ。撤回って便利ね」

「う～ん、便利かなぁ。私はそうは思わないけど」リディアは難色を示す。「実はね、撤回って、できればしない方が良いんだよ」

「どうして？」

「面倒で大変だから。あのね、撤回する以上、その撤回したい部分だけじゃなく、その撤回する部分を前提として主張していたものも同時に、全て撤回しなくちゃいけないの。例えば、こういう論議を見て」

“ここはビルの７階だ。ここから落ちれば間違いなく死ぬ。そして、私は今ここから落ちているのだ。従って、私は死ぬのだ。

　いや、しかし、よく考えてみよう。落ちたからといって、確実に死ぬとは限らないぞ。運が良ければ、７階からでも死なないかもしれない。じゃあ、ここから落ちれば死ぬというのは撤回しよう。

　ということは、死ぬという事もどうやら結論付けられなくなってくるようだから、死ぬという事も撤回せねばならない。じゃあ、私は死なないかもしれない。

　でも、どっちにしても怖いな……”

「お姉ちゃんに質問」

「なぁに？」

「どうして、お姉ちゃんの出す例は悪趣味なの？」

「う～ん……それは、私の心が病んでいるからだね～」と明るくリディアは言った。「セレン君にもよく言われるの。「お前の例は悪趣味だ」って」

「セレンさんも人のこと言えないと思うけどなぁ。まぁ良いや」

「とにかく、この例では、「ここから落ちたら死ぬ」ということを撤回した事によって、それを前提として演繹された「死ぬ」という結論も撤回せざるを得なくなってしまった。このように、撤回をする時は、撤回したい個所だけ撤回すれば済むなんていう甘い事はまずないと思って良いよ。撤回したい個所に付随した部分も撤回する必要性が出てくるから」

「だから、お姉ちゃんは撤回は便利だと思わないのね。確かに、撤回したい個所だけを撤回できないんじゃ不便よね。面倒だわ」

「更に言えば、撤回したい個所以外で撤回しなくちゃいけないものを見つけられるなら、まだそれはマシな方だよ。自分が自分の言ったことをよく理解し、かつ、覚えていなければ、撤回したい個所以外で撤回すべきものを見つけられないからね。実際、自分の言ったことをよく覚えていないケースがよくあるのよ」

「もし覚えてなかったらどうなるの？」

「自分が言った事を忘れてしまって、撤回すべきものを全て撤回しきれなかった場合、後から相手にそれを突かれれば、自分の負けだよ。このシャンテで言うなら、「ここから落ちたら死ぬ」という部分だけを撤回して、結論の「死ぬ」という部分を撤回し忘れ、それを相手に指摘されたら、こちらの負けになってしまうよ」

「どうして負けになるの？」

「「ここから落ちたら死ぬ」という前提が既に撤回されている以上、「ここから落ちた」というたった１つの前提だけで「死ぬ」という結論を演繹した事になるでしょ？」

「なるほど、そういうことね」

　ミールは合点がいった。

「つまり、「ここから落ちた」ということから勝手に「死ぬ」という結論を演繹しているが、必要な前提が足りないので、この演繹推理の導出は非妥当になっている。その為、この演繹推理は正しくないということになる。そして、誤った演繹推理を主張した事を相手に指摘されれば、当然こちらの負けになるのね」

「そういうこと。撤回したつもりでも実は撤回しきれてなくて、自らの手で自らの推理を導出非妥当にして、誤ったものにしてしまう。そして、それを相手に追求され、負けになる……。こういうのは論議をしていると、ままある事だよ。だからこそ、撤回をする時には自分が撤回したい個所だけじゃなく、その個所を前提として導き出されたものも同様に撤回しなければならないの。

　撤回する時には、この点に十分注意してね」

「うん、わかった」

「と、いうわけで、手法の使い方は１通り終わったねぇ」

　大きく伸びをするリディア。リディアが言い終えると、ミールはシャンテを見た。リディアもつられて見る。２人は暫し、ぼけっとシャンテを眺めていた。

「あの……お姉ちゃん？ シャンテ……消さないの？」

「え？ どうして？ まだ、消さないよ。使うもん」

「でも、もう教わってない手法はないよ。何か追加するの？」

「今やったのはこれらの手法の意味とか使い方とか使い所とかでしょ。つまり、自分が論議的行為をする際に知っておくべき手法の性質だよね。でもこれじゃ不充分でしょ」

「どうして？」

「だって、相手にこれらの手法を使われた時の対処法はまだ教えてないから。つまり、論議学の手法に対する能動的知識は教えたけど、まだ受動的知識は教えてないってことだよね」

「あぁ！」ミールは手をぽんと叩く。自分が発論する事ばかり考えていて、される時のことをすっかり忘れていた。

「それじゃあそれぞれの手法の対抗手段を教えるね。これも順番にやっていくね。

　まずは情報提示という手法に対する手段ね」

「相手は何らかの情報を出しただけなんでしょ。それに対する手段なんてあるの？」

「相手の出した情報が間違っていることを証明すれば良いの。勿論、相手の情報が間違っていればの話しだけどね。例えば相手が「アルバの人口は1000人だ」と言ったとするでしょ」

「そんな筈ないよ」

　ミールはリディアの例え話を一笑にふした。

「どうして？」

「もっと多くいるもん、アルバには。そんなの役所に行って調べればすぐわかることだよ」

「そうだね、いくらなんでも1000人ってことはないよね。それは調べればすぐわかることだよね。つまり、「アルバの人口は1000人だ」という情報は誤っているの。だから、こちら側は相手の情報が誤っていることを証明すれば良いの。正式な人数が書いてあるデータを提供したりしてね」

「データね……。でも、どの情報が正しいかなんてミールにはわからないよ。例え役所のデータだとしても必ず正しいとは言い切れないし。いかにも正しそうな情報ならたくさんあるけど、本当に正しいと保証できる情報なんてあるのかなぁ」

「そこは難しい所だね。権力や権威を持っている人の情報だからって正しいとは限らないからね。だけど、往々にして数学の権威者が数学について述べることは、私達一般人がいうより正しいことが多いよね。問題は彼らが必ず正しいのではなく、大体正しいという事だね。そのせいで本当に正しいと保証できる情報っていうのがよく解からなくなっているの」

「仮に必ず正しいことを言えるのがいるのだとしたらそれは絶対の正義くらいのものね」（注：「絶対の正義」という地位が万年空席でアルバザードにある。絶対の正義は必ず正しいことを述べることが必要条件とされている。実質上永久に空白の地位）

「そう、絶対の正義くらいのものね、必ず正しいのは。だから論議学では情報の真偽を問わずに正しいと仮定した上で話すことがあるんだけど、それだとあまりに無茶苦茶な情報すら真だと仮定しなければならないでしょ。自分の論理に都合の良い情報をばかりをでっちあげる人がいるからね」

「それってもはや情報じゃないよ。ただの仮定じゃない。しかも自分に都合が良いだけのものだなんて卑怯よ。その上そういう嘘情報が正しいと証明する必要もないなんて悪質だよ。それが論議学なの！？」

「ミールちゃんが不審がるのも尤もだよね。だから、論議学では情報提示に対して一応の手段として、その情報が嘘だということを証明することが許されているの」

「でも、ある情報が嘘だと証明するために使うものもまた完全には信じ切れない情報なのね。それは問題だわ。論議学ではある２つの矛盾する情報が出たら何を基準に片方を優先するの？ 権威や権力？ それともその論議の場にいる人達の多数決？」

「情報同士が矛盾した場合は情報の真偽の問題を保留にしておくの。例えを言うよ。セレン君に聞いた話しなんだけど、人間界のある時ある場所で戦争が起きたんだって。ある場所に他のある国の軍隊が攻め入って、その都市の人々を何十万人も……虐げたんだって」

　リディアは口篭もりながら「虐げる」といった。恐らく「虐殺した」といいたいのだろうが、まだ幼いミールが傷つくと思ってためらったのだろう。

「でね、その戦争が終わってから、色々と情報がでてきたの。それこそ情報同士に矛盾を含むようなものなんかもあって本当に色々あったそうよ。同時に、その虐げた事件に対して色々な意見が出てきたの。ある人間は「そんな事件はなかった」と言うし、ある人間は「何十万人も被害を受けていない。もっと少ない筈だ」と言うし、またある人は「今言われているよりもっと多い数が虐げられた」と言うのね。どの人も自分の主張を裏付ける情報を持っているのは同じなんだけど、いかんせん情報同士が矛盾していて、主張も矛盾しちゃうのよね」

「へえ、そんなことがあったんだ。で、そういう矛盾した情報同士が論議に出てきたら、一体どの情報を論議学は尊重するの、お姉ちゃん？」

「セレン君が言うには、国ごとにその事件に対する公式的な見解はあるんだって。「歴史の教科書に載るようなものがおおよそ公式だろう」ってね。でもね、論議学ではこういう場合、どの情報も真だとか偽だとか言わないというのも１つの手なの。どの情報が正しいかというのはもはや歴史学者の行うことで、私達には手の及ばないことだからね。どれが正しいかは保留にしておくのよ」

「保留にして、その後の論議はどうするの？」

「誰かが誰かの情報に合わせて論議をするか、そうでなければそれぞれの情報は真だと仮定した上で個々人が主張を続けるの。「そんな事件はなかった」という人はそれを真だと仮定した上での話しをすれば良いし、「今言われているよりもっと多い数が虐げられた」という人はそれを真だと仮定して自分の主張を続ければ良いよ。それを真だと仮定しても後々矛盾が出たり、虚偽を犯したりすればその人の論議は妥当でなくなって決着がつくわけだから、論議はきちんと続けられるよ」

「でも、そういう論議って平行線にならない？」

「なるよ。しかも互いに言いたいことを言いあってるだけだと論議していても面白くないよ。だから大抵はこっちが大人になって相手側に話しを合わせるの。そっちの方が面白いし勝ち易いからね。

　相手が「今言われているよりもっと多い数が虐げられた」と言うなら、まずはそのことに注目して論議をした方が良いよ。自分が「そんな事件はなかった」というのはひとまず置いておくの。相手が自分と矛盾した情報を言うなら、とにかく自分側の情報を押し通そうとするのではなく、まずその相手の情報が正しいかを論議する方が良いの。

　相手の「今言われているよりもっと多い数が虐げられた」という情報に対し、例えばそうね……「もっと多くの人が被害にあったというけれど、あの都市にはあなたが主張する虐げられた人の数ほど人口がなかったんだよ。その都市の人口より多い人数をどうやって虐げるの？ そんなの無理でしょ」なんて言って、相手の情報が真でありえないことを指摘するのも手だね」

「なるほど……。確かにそっちの方が平行線にならないね」

「論議学は言っていることの内容の真偽を問うものじゃないから、自分の主張を押し通したって何も特はないよ。「差別は悪い」と主張して勝ったとしても、その主張が正しかったことにはならないもん。ただ、自分の論議の仕方が妥当か、或いは相手の論議の仕方が非妥当かといえるだけだもん。

　もう１回言うけど、論議をやっている時に無理やり自分の主張を押し通したって何も得はないよ。だから、無理に自分の主張を押し通そうとする必要はなく、相手の主張を中心に論議を進めていった方が良いよ。それって即ち主張を押し通す論議より平行線になりにくい論議の方が良いということ。我を張らないで相手の土俵の上に立ってあげるべきだということなの」

「なるほどね。最後は先生のお説教みたいだったけど、私の質問の答えはまとめるとこうなるのね。矛盾した情報同士が出てきたら互いに自分の情報は真だと仮定して、虚偽のない論議を続行する。もしくは、それだと論議が平行線になりそうなら、自分の情報は一旦置いといて、相手の情報の真偽を問うという形を取るのね」

「相手の情報の真偽と言っても、大体はテクニカルな内容で一般人には真偽が判じがたいものや、真偽がどちらともつかない曖昧なものであることが多いの。だから、情報の真偽を問うというより、相手の情報に矛盾がないかを調べて、情報が偽になる可能性を探すことの方が論議では多くなるの」

「相手の情報に矛盾を見つける。相手の情報が偽になる可能性を模索する……。情報の内容自体の真偽は判じがたいので問わない事が多い……」

　呟いて繰り返すミール。こうしていると知識が定着する。

「それじゃあ対情報提示についてはこれぐらいにしようね。次は語句の定義に対する方法ね」

「定義に対する方法？ う～ん、相手の定義が間違っているって指摘すること？」

「ミールちゃんがどういう意味で定義が間違っているって言っているのかちょっと私にはわからないからなんとも言えないけれど、相手が語句を定義した時に対抗する手段としては、その定義が虚偽を犯しているということを指摘するのが良いよ」

「つまり、定義上の虚偽を相手が犯していることを指摘すれば良いわけだね。けど、それも勿論、相手が虚偽を犯していたらの話しなんでしょ？」

「うん、相手が虚偽を犯していたらの話しだよ。なんの虚偽も犯していない定義なら指摘できないからね。ところで定義の虚偽についてなんだけど、これについてはもう知ってるよね」

「うん、ラヴァさんから聞いたよ」

「じゃあ、ちょっと質問ね。私ことリディアを「セレン君が大事にしているもののうち、妹でない方」と定義するのは正しい定義かな？」

「それは正しくないよ。リディアお姉ちゃんは「セレンさんの彼女さん」と肯定的に定義することができるもん。わざわざ「メルちゃんでない方」って言って否定的に定義する必要はないもん。ええっとね、肯定的に述べ得るものを否定的に定義してはいけないっていう決まりがあったと思うよ」

「そうだね、当たってる。じゃあ、今度はこの天使の砂糖入れを見て。このポットを「笛の音色と砂糖の甘味を結ぶ天使のプレゼント」と定義したら、これは正しいかなぁ」

「それも正しくないよ。定義は比喩的であってはならないってラヴァさんが教えてくれたもん。このポットは「砂糖入れ」のように定義されても、お姉ちゃんの言うように文学的・詩的な言い方では定義されないべきだよ」

「そうだね。定義の虚偽についてはちゃんと理解しているみたいだね。偉いね」

「ねえ、「言葉は生き物である」っていうのをどこかの本で読んだんだけれど、これって比喩的な定義で虚偽なの？」

「その後それがどういう意味なのかきちんと書いてなければ虚偽だね。

　さて、以上から、論議中に相手が定義をした時、あなたはどうやって反論を試みるべきかわかるよね」

「うん。相手が定義上の虚偽を犯していないかを調べて、犯していたらそれを指摘すれば良いんでしょ。」

「う～ん、定義の対抗手段については屋敷で得た知識のおかげで簡単だったね。それなら次も簡単だと思うよ」

「次って……分類について？」

「そう、これも定義と同じ。相手の分類が分類上の虚偽を犯しているなら指摘して反論すれば良いということだね。例えば、相手が味を「甘い」と「辛い」の２つに分類したとしたら、これは正しい分類かな？」

「ううん、正しくない分類。だって、味には他にも苦いとかがあるでしょ。分類が網羅的じゃないもん。分類は網羅的でなければならないんでしょう？」

「そうだね、ラヴァ君はしっかり教えてくれたみたいだね。ミールちゃんも一生懸命聞けたみたいだね」

　満足気にリディアが言う。ミールが自分の教えよりラヴァの教えの方がよく聞けていると思ってラヴァに嫉妬をするかもしれないと思ったが、彼女の声にはそのような様子は毛の先ほどもなかった。ミールはもし自分がリディアの立場ならきっとラヴァに嫉妬していただろうなと思い、少し自己嫌悪に陥った。

「じゃあ、どんどん行こうね。次は問題提起に対する手段だよ」

「問題提起に対する手段なんてあるのかなぁ」

　ミールは自分が対抗手段に対して頭が働かないと思った。手法は名前を聞いただけである程度予想がつくものもあるが、対抗手段となるといまいち想像が付かないのだ。恐らく自分は好戦的な霊人であり、それゆえ手法の行使には強くてもそれをされた時の手段には弱いのだろうなと思う。

「あるよ。問題提起に対する手段はさっき言ったじゃない。提起された問題がその論議にとって不必要であると主張するの。実際には相手にその問題提起の必要性を問うの。相手が的確に答えられなかったらその問題提起は不当なものだとして棄却できるよ」

「具体的にはどんなものが不当な問題提起になるの？」

　リディアは問われて少し首をかしげた。どうやらミールのいわんとしていることがわからないらしく「だから、論議にとって不必要な問題提起ならどれでも不当なものだと言えるよ」と返してきた。

「そうじゃなくて、例えが欲しいの」

「ああ、そういうことね。例えば極端な話し、恋愛をテーマに話してる時に全く関係ない所から機械の話しを持ってきたとするよ。しかもそれを比喩に使うわけでもないのに。そしてこういう時は当然その問題提起は不当だとして却下できるの」

「なるほどね。ところで、問題提起をことごとく受け入れあった場合、その論議はどうなっちゃうのかなぁ。別に問題なければ問題提起ぐらい受け入れてあげても良いんじゃないかな」

「問題提起を受け入れすぎると当然１度の論議中にたくさんの枝分かれした話題が生まれてしまうでしょ。言うなれば、本論を幹だとすると問題提起で出てきた新たな主張や論理は枝葉になるの。枝葉があまりに繁ってしまったら幹はどうなっちゃう？」

「枝葉が邪魔して見えなくなっちゃう」

「そうね、それって論議の本旨が見えなくなったということでしょ。このように、問題提起を受け入れすぎて枝葉が多くなりすぎると論議の本旨を見失ってしまう危険性があるの。だから問題提起をことごとく受け入れるべきではないの、わかった？」

「うん。ところで、今お姉ちゃんが説明した幹とか枝葉の話しなんだけど、これって比喩なんだよね？」

「そう、これが比喩だよ。ちゃんと例示と区別できてるみたいだね」

「ありがとう、お姉ちゃん」

「それじゃ、次に進もうね。今度は仮定について。

　もし相手が仮定をした時、その仮定の内容が偽だとわかったら、それを証明すること。仮定についてはそれだけかな。例えば「雨なら空から水が降ってくる。今日は雨だと仮定する。すると、今日は空から水が降ってくる」という論証を考えるね。この論証は正しい？」

「導出は妥当。でも、第２前提の真偽はわからないよ」

「じゃあ、第２前提の真偽を確かめるにはどうすれば良い？」

「カーテンをあけて窓の外を見る」

「そうして、もし今日は晴れだとわかったら、第２前提という仮定の真偽はどうなると思う？」

「勿論、偽でしょ。窓をあけて、偽だと相手に反論すれば相手の負けでしょ」

「第２前提は仮定だから第２前提が非思想の時よりは間違えの程度が低くなるにせよ、確かにミールちゃんの言う通りだね。窓を開けて晴れだと示すことは妥当な反論になるよ」

「ところで、仮定じゃなくて非思想の時はどう対抗すれば良いの？」

「同じだよ。その非思想の命題が偽であると証明できるならすれば良いの。仮定は非思想と対抗手段が同じなの。こっちは仮定でも非思想でも同じく偽に持っていこうとするだけだよ」

「仮定ならではの対抗手段というのは特にないんだね」

　するとリディアは少し考えてから「そうでもないけど……」といった。だがそれ以上言わない所を察するに、それはミールの理解力を越えるということなのだろう。ミールは１人で納得するとそれ以上聞かないことにした。

「ねぇ、つぎ教えてよ、お姉ちゃん」

「あ、うん。じゃあ次はなんだっけ……あ、演繹ね。

　演繹に対する対抗手段は便利で強力なのがあるよ。よく覚えてね」

「うん、なになに？」

　演繹については屋敷で比較的多く教わったので、ミールは少し得意になって積極的に聞いた。

「演繹はその導出が非妥当であることを述べればいいの。導出が非妥当な演繹は論議学では正しいものとされないの。だから、相手が何かを演繹したらその導出を調べて、導出が非妥当ならそのことを指摘すれば良いということなの」

「お姉ちゃんと見た絵画室にあった絵のように、非妥当なものは正しくないんだね」

「あの絵も導出が非妥当だと述べれば元の絵に戻ったよね。あれと同じ要領で相手の演繹を批判すれば良いの」

「なるほどね。他に手段はないの？」

「演繹自体については今ので十分かな。でも、論理結合子に対する手段もついでに教えておこうかな」

「論理結合子って→とか≡とかのこと？」

「うん。ｐ→ｑみたいな条件命題を相手が出してきた時の対抗手段について、おまけだけど話すね。ｐ→ｑのような条件命題に対しては反例が有効だよ。反例というのはｐが真でｑが偽の場合のこと、わかる？」

「例えが要るわ」

「んー、例えば「猫が顔を洗うなら明日は雨だ」という命題は「猫が顔を洗う」がPで、「明日は雨だ」がQの条件命題だよね。この時、Pが真で、Qが偽の時があれば、P→Qは主張できないの」

「つまり、猫が顔を洗ったのに、次の日が雨にならなかった場合のこと？ そんなのいくらでもあるじゃない」

「でしょうね。だから、猫が顔を洗ったのに翌日は雨じゃなかったような場合が反例と呼ばれるもので、その反例を出せば相手はその条件命題は主張できなくなるの」

「なるほどね。じゃあ、≡については？」

「≡は等値という意味で、ｐ≡ｑと言ったらｐとｑの真理値は等しいことになるの。だから、ｐが真ならｑも真だし、ｐが偽ならｑも偽だよね。これに対する反論も、反例を出すことなの」

　真理値という言葉はメルが渋々教えてくれたことだ。確か伝統的論理学という分野では、命題の真理は真か偽の２種類しかないそうで、その思想のことをメルは２値論理と言っていたと覚えている。真理値は真か偽の２種類しか持たず、それ以外はない。ただ、常に命題の真偽がわかるわけではないので、まだ真か偽かわからない不定の段階も論理学は認めているということだった。

「つまりｐと異なる真理値をｑが持っている……そういう場合を見つければ良いんだね」

「そうなの。例えばね、「お金がないから買えない」というのは条件命題だよね。これを仮にP≡Qと主張した場合、Pが真でQが偽の場合はないよね」

「まあ、普通に考えてタダの物なんてそうそうないし、あったとしてもその場合は買ったじゃなく貰ったというべきだもんね。それに盗むことはお金がなくてもできるけど、その場合も買ったとはいえないし、物々交換の場合は買ったというより交換したというべきだもんね。うん、まあP→Qは少なくとも成り立つんじゃないかな。反例はないでしょ」

「だけど、P≡Qが成り立つ為にはP→Qの他にQ→Pも成り立たなければならない。ところでQ→Pのことを考えてみようね」

「それは反例だらけだと思うよ、お姉ちゃん。「買えないならお金がない」なんて言いきれないよ。買えなかったとしてもお金はある場合ってあると思うよ。それって反例でしょ？」

「うん、具体的にどういう場合かな？」

「今それを買ってしまったらお金が減ってしまうから、次に欲しい物が出た時に買えなくなってしまうので我慢する場合よ。他にも、お金があるから買えるけど、そのお金はお夕飯のお買い物の代金だから、勝手に使ったら怒られちゃうから買えないような場合もそう」

「そうだね。お金があるから買えないことはないが、買ったら後が怖いので買えないという場合はQが真でもPが偽だから、Q→Pに対する反例になるね。

　以上からまとめるよ。P→Qは主張できても、Q→Pはできない。だからP≡Qは主張できないの。

　このことは他の言い方にもできるよ。Pが偽でQが真という場合、例えば「お金はあるけど夕飯代だから買ったら怒られるので買えない」という場合がある。これはPとQの真理値が異なることを示している。PとQの真理値が異なる例があるので、P≡Qは主張できない。……どう、わかる、ミールちゃん？」

「うん、なんとか。≡はもうおしまい？」

「そうだね。論理結合子は→や≡だけじゃなく、もっと他にもあるけど、ここで教える対抗手段としては→や≡だけで十分かな。∧、∨、￢についての対抗手段は特に教えなくても良いと思う」

　その方がこちらとしても覚えることが少なくなるので助かる。ミールは頷いてリディアの言葉を肯った。

「回り道しちゃったね。元に戻って次は帰納ね。相手が帰納をした時に尤もポピュラーに行われる対抗手段は、相手が帰納の虚偽を犯していると主張することなの。帰納の虚偽は知ってるよね」

「軽率な一般化の虚偽っていうのと偏った標本による虚偽っていうのでしょ」

「その２つのうちどちらかを相手が犯していると主張するの」

「主張？ 証明じゃないの？」

「うん。だってね、軽率な一般化の虚偽にしても偏った標本による虚偽にしても確実に虚偽だとは言い切れないもの。虚偽を犯していると確実に言えないんだから、とても証明とは言えないよね」

「どうして相手が虚偽を犯していると言い切れないの？」

「どんな時が軽率だったり、どんな標本が偏っているかなんて誰にも決めつけられないからよ。100個のりんごの中から10個を取り出して帰納することが軽率かどうかなんて決めつけられないもの。10000個の中からたった10個取り出して帰納したってそれが軽率で虚偽の帰納だなんて言い切れないよ」

「どうして？ だって10000のうちの10でしょ？ 軽率でないわけがないじゃない」

「まあ、10000中10なら誰もがそう思うでしょうね。でも、境界線はどこに引けば良いの？ 10000個中5000個が境界線？」

「それは……ミールにもわからないよ。でも、10000の中からたった10だけ見て判断するなんて間違っていると思う」

「ほんとにそう思う？ じゃあ、ミールちゃんは今までに何匹のカラスを見たの？」

　不意にリディアが話題を切り替える。ミールは一瞬詰まってから「さぁ、100匹以上は見たと思うけど？」と返した。

「世界中のカラスは何万何十万匹いると思う？ ミールちゃんはその中からたった100匹とかその辺の数でカラスを黒いと帰納したんでしょ。じゃあ、それも軽率？」

「……わからない」

　流石のミールもその帰納なら間違えているとは思えない。カラスが黒いことなど100匹も見れば十分わかるはずだからだ。

「10000個の内10個から帰納するのを軽率だというあなたなら、何十何百万といるカラスの内100匹から帰納することについても虚偽だと言うべきだと思うよ」

「でもでも、カラスなんか100匹見れば十分で、その帰納は軽率じゃないと思うよ」

「ほらね？ どこからが軽率かなんてわからないじゃない。現に私は100匹じゃ軽率だと思うもの。でも、ミールちゃんは違うんでしょ？ 私が軽率と思うラインとあなたが思うラインは異なるの。人それぞれということよ。だから、仮にスタンダードなラインを無理に引くとしたら恐らくそれは多数決で決まるでしょうけど、そうしてできたスタンダードラインは人間全員には共通しないの。少数派のラインにはそぐわないからね。みんなが納得できるラインではありえないということなの」

「結局、軽率と思う範囲は一致をみないから、ここのラインから軽率だと決めつけることはできない。従って軽率だと決め付けることができないことがある。だから、ある帰納を指して軽率な一般化の虚偽だとも言い切れないことがある。故に、帰納の対抗手段は帰納の虚偽を証明するというよりは、主張するというべきなんですね……」

　必死に頭の中を整理して、ミールはリディアに問う。リディアは「そういうことなの」と答えた。

「軽率な一般化の虚偽だけじゃなく、偏った標本による虚偽も同じく証明するものでなく、主張するものなの？」

「うん、同じ。偏ったっていっても偏っていると取るのは人それぞれだからね」

「じゃあ、帰納の虚偽を主張して、相手が納得しなかったらどうするの？ 例えば「いや、私は100000個の内10個を調べたが、これは軽率ではないと思う」と言い張った場合は？」

「そういう言い張りをする人も少ないと思うけど、仮に意地を張った相手がそうしたら、その帰納の妥当性は不定という事になるの」

「どうして？ それってどうみても帰納の虚偽じゃない！ ちゃんと主張したのに受け入れないなんて！」

「ちゃんと主張したっていうけど、それはあなたが自分でそう思っているだけで、相手はそう思っていないかもしれないもの。ちゃんとかちゃんとでないかなんて絶対の正義でもない限り判断できないよ。ちゃんとという言葉は抜いて考えるべきだよ。そもそもちゃんとかどうかわかれば帰納の虚偽は主張じゃなく証明できるもの。

　ちゃんとという言葉を抜くと、あなたの意見は帰納の虚偽だと主張した者が受け入れられるべきかというものになるね。

　仮に帰納の虚偽だという主張を広い心で無条件に受け入れるとするよ。すると、今度はこちらが「10000個中の9999個から帰納した」と言っても意地悪な相手は「軽率な一般化の虚偽だ！」と言ってくるよ。これって問題だよね」

「10000個中9999個も調べた者に対して誰が軽率だ何て言うの？」

「相手に常識と良識があるなら恐らくそうは言わないだろうけど、なんてったって論議の相手だからね。勝ちたくて意地を張って「9999個でも軽率だ！」と言う可能性はあるよ。だからこそ、「それは帰納の虚偽だ！」という主張が無条件で受け入れられると大変なの。それゆえそれが無条件で受け入れる事はないの。逆に無条件で否定されることもないしね」

「複雑だねぇ……」

「仮に帰納の虚偽を必ず受け入れたり必ず受け入れなかったりしたら大変だよ。前者なら論議に勝つために「10000個中9999個調べてもまだ軽率だ！」という人が出てくるだろうし、後者でも論議に勝つために10000個中たった1個を調べただけで帰納する人が出てくるだろうからね」

「うわ……それってどっちも悲惨だね。そんなことになったらどっちにしても帰納が使えなくなっちゃうね。でも、だからこそ受け入れるべき帰納と否定すべき帰納を決めたいんだけど……」

「私も決めたいんだけど、軽率や偏りという言葉の範囲や境界線が人それぞれで曖昧な為、実際面できないということなの」

「はぁ、複雑」

　ミールはため息をついた。帰納の話しは聞いていて頭が疲れてしまった。

「もう帰納はたくさん。次に行こうよ」とせかすミール。リディアは苦笑しながら続ける。

「まだ、帰納について残っていることがあるのよ。

　相手が帰納を使ってこういう主張をした場合、これは正しい？」

　リディアはシャンテを背中の方に出した。ミールは身体を曲げて振り向く。

“今までに見たカラスは全て黒かった。だからカラスは黒い”

「これは正しくないよ。今まで見たカラスがどんなに多くて軽率でなくても、偏ったカラスの標本でなくても、カラスは黒いとは言い切れないもの。少なくとも「だからカラスは黒いだろう」といわなくちゃ」

「そうだね。帰納は蓋然推理の一種なんだから、「今まで見たカラスは全部黒だったから、カラスは黒いだろう」と言わなきゃだめだね。蓋然推理の結論は蓋然命題じゃなくっちゃいけないから」

「うん、わかる。これで帰納はお終い？」

「すっかり帰納が嫌いになっちゃったの、ミールちゃん？」

　リディアは背面のシャンテを消しながら問う。

「そんなことないけど、ちょっと疲れちゃったから次に行きたいの」

「わかった、じゃあ次ね。次はえーと……理由付けかぁ……」

　リディアは暫くそのままシャンテを見て何かを考えている様であった。ミールは紅茶を１口飲んだ。

「理由付けというのは隠れた前提を伴った演繹だよね。これについては隠れた前提の部分を指摘すれば良いよ」

「つまり？」

「隠れた前提のせいで妥当に結論が導出されていませんよと指摘するの」

「ふぅん……。でも、そうするくらいなら始めから相手の発論を理由付けじゃなくて非妥当な演繹と考えて指摘した方が良いんじゃないの？」

「悪いけど、論議学ではその指摘を禁止しているの」

「どうして？」

「演繹と理由付けを比べると、人間の発言には遥かに理由付けの方が多く用いられているの。これは論議中でも同じだよ。もし、理由付けを導出が非妥当な演繹とみなすと、ミールちゃんの言った様な指摘が成り立つよね。ということは理由付けを行えばそれは即ち負けを意味してしまうことになる。人間は理由付けを多く行うから、これでは論議がまともにできなくなってしまう。だから、論議学では理由付けを「導出非妥当な演繹」とみなして指摘することを禁止しているの」

「なるほど」ミールは頷いた。自分達が演繹より理由付けを多く行うことはよく自覚している。理由付けが即負けを意味する取り決めがなされたら、言論封鎖にも似た窮屈さを感じてしまうだろう。リディアの言うことには一理ある。

「演繹と理由付けはどちらも結論が妥当に導出できないという事については同じだけど、前提を欠いた上で導出を誤ったことと、前提を隠した上で導出できないことは論議学では区別されるの」

「どう区別されるの？」

「演繹の場合は導出が非妥当だと反論すればその場で相手は負けになるけど、理由付けの場合は導出が非妥当とは言わずに前提が隠れていることを指摘するの。そのあと相手が隠れた前提を表に出して改めて妥当な導出をすれば相手は負けにならないの」

「なるほど……。理由付けは演繹とは区別される。うん、それはそうよね。理由付けと演繹はどちらも手法の１つなんだから、区別されないはずはないわ。そうでなきゃ分類上の虚偽を犯していることになるものね、うん」

　１人でぶつぶつと呟くミール。念仏が終わった頃を見計らってリディアがまた喋り出す。

「相手に隠れた理由を聞いて相手が隠れた理由を述べたら、そこでようやくその理由付けは演繹に変わるの。そしたら導出の妥当性を調べて反論できるようになるよ。つまり、理由付けは演繹に変えさせてから反論する。おっけー？」

「うん、わかった。理由付けは演繹にしてから、反論。ところで、相手が隠れた前提を出さなかったら？」

「そりゃ勿論相手の負けだよ。隠れた前提を出さない以上、それはもはや理由付けではなく、只の演繹として見るしかない。ところで、その演繹の結論を導出しようとしたものって既存の前提だけだよね。そして隠れた前提がない以上、当然既存の前提だけからだと結論は導出できない。すると導出は非妥当になる。だから、相手の負けになるの」

「ちょっと難しいな。例えばどういう状況？」

「例えばこうよ。「道の前に大きな穴があいていから私は引き返した」という発論があるとするよ。これには隠れた前提がいくつか使われているよね。「引き返さなければ穴に落ちる。また、私は穴に落ちない様にする」という前提がね。

　私達は日常生活でこういう話しを聞くと、隠れた前提なしに結論を納得するでしょう。理由付けはあまりに日常で当たり前に使っている手法だから、自然と論議中にも驚くほど出てきてしまうの。

　論議学では隠れた前提を問えるので、その発論の隠れた前提を求めることができる。しかし、問われた相手は隠れた前提を出さなかった。この場合、隠れた前提はないとみなし、これは理由付けではなく演繹なのだと解釈するの。そして、改めてこの発論をみると、どう考えても「道の前に大きな穴があいている」という前提からじゃ「私は引き返した」という結論は導出できないでしょ。すなわちその演繹は導出が非妥当という事になるの。すると相手はその場で負けになってしまうの。この例えで足りた？」

「うん、ありがとう。なるほど、だから隠れた前提を相手が出さなかったら相手の負けなんだね。う～ん、やっぱり例解された方がわかり易いなぁ……」

「それじゃあ理由付けについてはこれでお終いね。後残ってるのは４つね。うん、良い数だわ。（注：４は霊界の正数。ラッキーセブンみたいなもので軽い縁起物）

　さて、次は例示についてだね。相手がある概念に対して例示を行った時、その例がその概念の外延の成員でなければ不当な例示として反論できるよ。これは単純というか当たり前のことだね」

「相手が「果物」という概念に対し「ピーマン」という例示をしたら、それは不当なんだね。というのも、ピーマンは果物という概念の外延の成員ではないからでしょ」

「ご名答。相手がそういう例示をした時はそれを指摘すれば相手は負けになるよ。例示についてはそんな所かな。ビックリするくらい簡単だったでしょ？」

「うん。特に、理由付けの後だったから肩をすかされちゃったみたいよ、私」

「じゃ、例示は終わりにして、比喩に行こうね。比喩は後で詳しくやるからあまり対抗手段は述べないよ。まぁ、比喩に対してはその比喩じゃ納得がいかないといってゴネれば良いよ。尤も、お勧めしない手だけど……」

「どうしてお勧めしないの？」

「どんなに皆が正しいだろうと思う比喩でもどんなに皆が正しくないと思う比喩でも関係なしに「その比喩は妥当でない！」という権利が誰にでもあるからよ。どんなに説得力のある例えでも「妥当でない比喩だ！」と言えてしまうの。それってあまりすべきじゃないよね。比喩はできるだけ納得してあげた方が良いし、こちらがする際には慎重に行った方が良いよ。論議を円滑に進める為にもね」

「ふぅん……それは確かに後々詳細説明が必要そうだね。つまり、比喩に対しては「それは妥当でない」とゴネる事ができるけど、論議を円滑に進めるためにもあまりに妥当な比喩なら納得してあげた方が良いということなのね」

「うん、そういうことよ。比喩はもう本当にこれくらいで良いわ。次に行こう。もう残り少なくなってきたね。今度はトートロジーか。

　トートロジーに対する手段は１つ。仮に相手がトートロジーを前提と結論にして論証していたら、それは虚偽だといって反論する事！」

　両手の人差し指を胸元のあたりでぴょこんと立てていうリディア。その格好をミールは可愛いと感じた。すると何故か口元がにやついてしまう。一生懸命に話しているリディアが気付いたら不快に思われてしまいかねない。ミールは自分のお尻をつねって耐えた。

「例えば「嘘をつくのは悪い事だ。何故なら嘘をつくのは悪い事だからだ」と発論したとするね。これは導出は妥当だけど、結論の根拠が結論そのものと同じ事でしょう。つまり、根拠と結論とでトートロジーになっている。こういう場合のトートロジーに対しては虚偽だといって反論する事ができるの、わかる？」

「うん、トートロジーの方は簡単だね。再解釈の方が難しそう」

「トートロジーについてはこの程度で十分。問題はミールちゃんの言う通り、再解釈の方だね」

「再解釈に対する対抗手段かぁ。これは他のにまして更に思い付かないわ……」

「おさらいだけど、再解釈というのはある命題とある命題とがトートロジーではないものの、条件命題を成り立たせる事ができるもののことだったよね。つまり、命題ｐとｑがあるときに、ｐ≡ｑでなく、ｐ→ｑかｑ→ｐのどちらかが成り立たせられるということだね。但し、ｐとｑはその意味が非常に近いということが必要。どの程度で意味が近いかの境界線はなく、随時判断する事」

「なんか、他のと違って随分いい加減だね」

「何がそう思わせるの？」

「意味が近いかどうかの判断を勝手にして良いってところがよ。今までの手法では境界線が不明な場合、境界線を自分勝手に決めさせなかったじゃない。ほら、帰納の軽率な一般化の虚偽だって、どこから軽率かなんて境界線は決められないって言ってたじゃない。なのに、再解釈が成り立つかどうかに必要なｐとｑの意味の近さについては勝手に近いか否かを判断しても良いんでしょう？ 随分毛色が違うね」

「良い所突くね、ミールちゃん。確かに意味の近さなんて境界線は引けないよ。どこからが近くてどこからが遠いかなんて共通見解がないもんね。境界線が弾けない所は再解釈も同じだよ」

「じゃあ、どうして再解釈だけ特別扱いなの？」

　ミールの問いにリディアは「どうして軽率な一般化の虚偽は証明じゃなく主張するしかないの？」と聞き返してきた。

「それは……軽率さに境界線がないし、ある帰納が軽率かどうかの判断は個々人で異なるからだってさっき聞いたばかりじゃない」

「じゃあ、軽率な一般化の虚偽の主張をどうして無条件に認めることはできないの？」

「だから……それを許したら10000個中9999個も調べても帰納の虚偽だと言われてしまうからよ」

「そうだね。軽率な一般化の虚偽を無条件で受け入れられないのはね、単純に言えば困っちゃうからよ。そして、もし困っちゃうような事がなければ受け入れても支障はないの。この後私の言いたい事がわかるかな？」

「さしずめ、再解釈における意味の近さがどうであっても困っちゃわないからどんなに遠い意味でも近いという風に受け入れても支障がないって事？」

「ピンポン。まぁ、全く支障がないわけじゃないけどね」

「それにしても、どうして困っちゃわないの？」

「再解釈は他の手法と違って相手が行うものじゃないからよ。再解釈はこちらが行うものなの。もうちょっと言えば、再解釈はこちらが行ってあげるものなの。行ってあげるという点は理由付けと同じだね。

　こっちが行ってあげるくらいだから軽率な一般化の虚偽と違って相手に悪用されないの。つまり、困っちゃわないのよ。

　良い？ 再解釈は発論された側が成り立たせてあげるものなのよ。非常に意味の似たｐとｑがあってそこからｐ→ｑかｑ→ｐが成り立つのにも関わらず相手がそうしなかった場合、聞き手は相手が再解釈したものだと判断してあげるの。「ああ、ｑはｐを再解釈したものなんだな」というふうにね。聞き手は相手にそれが再解釈かを問う事ができ、相手は認めることも否定する事もできるの。

　という風に、再解釈はこちらから成立させる手法なの。その点が他の手法とは異なるの」

「再解釈はこちらから……。理由付けも同じだね。なんだか善意ある手法って感じ」

「善意っていうべきかなぁ。実際には相手に反論する為の準備として使う事が多いから善意というよりむしろ相手に勝つための戦術なんだけどね」

「ふぅ……ん。論議学って心は関係ないのね」

　ミールの言葉にリディアはぴくっと眉を上げ「心の関係ない学問って訳じゃないよ。科学技術と同じで、その知識を使う人次第でハートフルにも機械的にもなるよ」と言った。ミールはそれについてもう少し説明して欲しかったが、リディアはさっさと話題を変えてしまった。

「ところで、再解釈についての対処法なんだけど、再解釈のこちらから成立させるという性質が対抗手段を減らしているの。こちらがｐとｑの間に条件命題が成り立つと察している以上、ｐとｑが条件命題として成り立つ事に後々ケチをつけるわけにもいかないからね。だってそうでしょ？ ｐとｑを見て「ｐ→ｑと再解釈できます」なんて言っておいて後から反例が出たら、相手を責めるどころかむしろこっちの負けになっちゃうよ。

　あと、注意点だけど、ｐとｑが再解釈できるからといって、相手がｐ→ｑやｑ→ｐと発論したという事にはならないよ。尤も、相手が再解釈だと認めれば話しは別だけど」

「相手がこっちが出した再解釈を認めた後で反例が出たら２人とも負けなの？」

「うん、両者の負けになるね。珍しいパターンだけど」

「珍しいのね……」

「さてと、それじゃあ、再解釈についてはこれでお終いね」

「次は引用に対する手段ね。でも、お姉ちゃん、引用に対抗する手段なんてあるの？」

「うん、特にないよねぇ」

「いや……同意されても困るんだけど……」

　戸惑うミール。

「相手が自分の論議的行為から引用しているのだから、決定的な対抗手段は特にないよ。ただ、相手がこっちの言ったことを曲解して引用した場合や、言ってもいない事を言ったと勘違いして引用した場合は、当然、指摘する事ができるよ」

「それは確かに当然だよね。じゃあ、対抗手段はそれだけなの？」

「まぁ、そうだね。引用された時には引用の内容自体を責める訳にはいかないしね。だって、その内容は他でもない自分が言ったことだからね。だから、相手の引用のやり方しか指摘する部分がないの。すると当然、指摘しうる場所は限定される。例えば、こっちが言ってもない事を相手が引用したとか、こっちの言ったことを相手が曲解しているとかいう点だね」

「ふ～ん」

「ただ、気をつけて欲しいのは曲解についてだよ。今は手法の話しをしてるから余り脱線する訳にはいかないし、なによりこの内容は初歩的じゃないから詳しくは教えないけど、相手が曲解していると決め付けるのはとても難しい事なの。だから、引用した相手に「あなたは私の言ったことを曲解している」と指摘するのは止めておいたほうが無難だよ」

「うん……」

　やや釈然としないながらもミールは頷いた。

「じゃ、引用への対抗手段はこれでお終い。

　なんだか、後味が悪くなっちゃったね。ごめんね」

「そんなことないです！」

　とっさにミールはフォローする。リディアはミールのレベルを考慮した上で敢えて後味を悪くしたのだ。何もリディアが悪い訳ではない。

「ありがと。

　じゃあ、最後は撤回に対する手段だね。撤回に対する手段はさっきチラッと匂わせたんだけど、気がつかないかなぁ」

　首を振るミール。

「じゃあ、始めから説明するね。

　知っての通り、こっちに指摘される前に相手が撤回するのを止める権利はないよ。だから、撤回という行動自体を指摘する事はできない。撤回された以上、手出しはできないってこと。だから、相手が撤回を行った時は、撤回されたものは撤回されたものだという事実を認めて対処し、攻め入る焦点を変えるべきよ」

　まるでリーザのような口調のリディア。そういえば、彼女もリーザに教わったとフルミネアから聞いた。彼女を見ていると、教師の影響力は大きいということがよくわかる。いつか自分もリーザのような立派な霊人になれれば良いなとミールは夢想した。

「焦点を変えて、相手が撤回すべきものを全て撤回しきったか否かという所に着眼するの。そして、もし相手が撤回し忘れていたら、その部分を指摘するの。そういう忘れた部分を指摘すれば、大抵は相手の推理の導出を非妥当だと主張することができる。つまり、相手を負かす事ができるの。これは中々強力な対抗手段だね」

「うん、確かに強力だね。

　そっか～。撤回って、するのが大変な上に対抗手段は強力だから、便利な手法どころか控えた方が良いものみたい。するのが大変な上にすぐに反論されるんじゃ、やってられないもん。不利過ぎだわ。なるほど、お姉ちゃんの言った意味がようやくわかったよ。やっぱり、撤回って不便。できることならしないで済ませたいわ」

「そうだね。ミールちゃんが私の意見に同意してくれるなんて、なんだか嬉しいなぁ」

　頬を押さえるリディア。その仕草はクミールを思い出させる。珍しくリディアは嬉し恥ずかしがっているようだ。少女っぽい性格のリディアには余り見られない仕草だが、これはこれで可愛いなとミールは思った。そうして、自分もこうなれたら良いなと思った。

「まぁ、とにかく、これで手法の説明、その使い方、そしてそれらに対する手段は全て教える事ができたよ。無事で良かったぁ。ご苦労様、ミールちゃん」

「お姉ちゃんこそお疲れ様だよ。色々ありがとう」

　礼を言い、手提げの中からミールの書を取りだす。索引欄を見ると自分でも驚くくらい項目が追加されていた。時計がないのでわからないが恐らく一時間も経っていまい。にもかかわらず、ミールの頭にはあまりに多くの知識が詰め込まれた。それに耐えられる自分の頭脳は恐るべきものだと思った。

　しかし、いつもならこんなに沢山の事を学べばとっくに頭がオーバーヒートしているはずだ。ところが今日の自分の頭はオーバーヒートどころかスポンジの様に知識を吸収していっている。恐らくこれもセルフィッシュガーデンの不思議な力によるものだろう。そう納得すると、今度からセルフィッシュガーデンを学校の宿題をする為の良い自習室として使おうと思った。

「さてと、じゃあちょっと私いくね、ミールちゃん」

「セレンさんの所？」

「うん、貴方の事報告しに行かなくちゃいけないから」

　リディアはそう言うと席を立った。が、ミールはその袖を引っ張った。

「どうしたの、寂しいの？」振りかえるリディア。ミールを心配しているのか、むしろ彼女の方が寂しげに見える。

「ううん、そうじゃなくて。約束は？」

　リディアは一瞬「え？」といってわからない顔をしたが、やがて思い当たったようで「あっ、あのことかぁ」と言った。

「セレン君をどうして好きになったかだったっけ？」

「ううん、それはもう知ってる。お姉ちゃんの失った心の欠片を取り戻してくれたとかなんとかっていうのでしょう？ そうじゃなくて、ミールが知りたいのはどうして今でもあんな人が好きなのかって事」

　するとリディアは微笑むと「それ、セレン君にも聞いといてね」と言いつつミールの伸びている前髪を悪戯して引っ張ってきた。微かな痛みを感じる。

「セレン君は忘れてそうだから、聞いといて」

「うん」

「あのね……。

　絶対に信頼できるものがどんなに安心できるものかということを教えてくれる人」

「え……？」

「それが彼なの。だからすき」

　その言葉と桃の香りを残してリディアはキッチンへ紅茶を片付けに行った。ミールは何故だかそれ以上しつこく聞けなくてずっと椅子に座っていた。リディアはキッチンから戻るとミールに微笑みかけて居間を出ていった。だが、それでもミールはぼうっとして中空を見つめたままだった。

「あの人の何が良いとかそういうことじゃないのね……。何をしてくれるか、自分にとって何になるか。そういうことなのね。それってセレンさんはどう思っているのかしら。でも、逆に自分の能力に惚れられるより、絶対の信用という点で好かれる事の方が誉れ高いのかも知れないし。……難しい。

　霊人を好きになるっていうのはどういうことなんだろう。能力に惚れる？ 見た目や頭の良さに惚れる？ それとも一緒にいて楽しませてくれる力があるから？ そのどれでもないのね、お姉ちゃんは。もし相手の能力に惚れる事が好きになるという事じゃなかったら、私はラヴァさんをどう思っている事になるんだろう……」

　ラヴァの名を口に出した途端ミールの声は小さくなった。自分はラヴァの事を何も知らない。知っているとすれば彼の見かけや話し方などの表面的な能力についてだけだ。

「そもそも、セレンさんのどこに信用させてくれるものがあるのかしら……。あの人が凄いんじゃなくて、あの人に信頼を見出すお姉ちゃんが凄いんだと思うわ。でも、あの人じゃなきゃ見出せない何かがあったのかもしれない……。

　なんだかさっぱりわからないの……。セレンさんはお姉ちゃんをどう思って好きなのかしら。それもわからない……」

　ため息を大きくつく。もう桃の香りは消えてしまった様だ。

「セレンさんは絶対に信頼できるものがどんなに安心できるものかということを教えてくれる人だから……か」

Ⅷ

　白い天井を眺め続けるミール。シャンデリアが見える。まだ電気はついていないが、窓から差し込む日光によってシャンデリアのガラスは煌いて見える。

「また１人になっちゃった……」

　ポツリと呟くミール。無論、誰からも返事は返ってこない。手持ち無沙汰になったので紅茶を飲み干す。底の方は沈殿物が溜まっているので飲まずにキッチンにいき、捨てた。カップを片付けるとミールも居間を出ていった。

　リディアは一体どこへいったのだろう。セレンの所に行くといっていたがそれは具体的にはどこを指すのであろうか。

　居間を出て左手は玄関になっていた。何故か玄関は一段下がっていて、そこには靴がいくつも置いてある。この家の者は家で履く靴と外で履く靴を分けているのだろうか。ミールは不思議に思って近づいてみた。かなりの量の靴が置いてあるが、そのどれもが丈夫そうだ。中には女性用のサンダルやヒールなどもあるが、男物は極めて丈夫そうな作りのブーツだ。ミールはその場にしゃがんでこつこつと指でブーツをたたいてみた。ブーツのつま先は異様に硬く、中に鉄でもしこんであるのではないかと思うほどである。

「ヘンなの。ロロスの方じゃ家の中で靴を脱ぐって聞いたけど、履き替えるっていうのもそれはそれで変わってるわ」

　玄関は白い大きなドアであり、鍵が２つ付いている。ひどく頑丈そうな作りだ。ドアノブに手を触れると、どうやら開きそうだった。だが、引っ張っても開かない。変だなと思って試しに押してみると今度は開いた。

「ヘンなの。玄関ドアが押して開くなんて。これじゃお客様が来たときに危ないじゃない。「いらっしゃい」って言うのと同時にお客様を轢いちゃうわ」

　外を見ると門やアーチや庭といったものは存在せず、いきなりただの地面になっていた。舗装もされておらず、只の土だ。踏みごこちは硬いので地盤は固そうだ。幾分か砂利のようなものが落ちているので、できれば優先的に転びたくない地形だ。

「この家って変わってるのね。庭もないなんて」

　翻って上を見上げると、この家の外観がわかる。屋根の形から察するにどうやらこの家はドーム型になっているようだ。

「ほんとに変わった家……」

　首をかしげる。玄関の正面はただの舗装されていない道で、両サイドは木立になっている。電灯がない所を見ると電気も通っていない様なので夜はすこぶる暗そうだ。外の景色を確認すると、ミールは家の中へ戻っていった。

　中へ入ると一応鍵をかけておく。元々開いていたとはいえ、これでは無用心だ。

　１階をこの場所から見ると右手には居間がある。正面には階段と廊下。左手には廊下があるが、ここからではその先は当然見えない。ミールは見えない道の向こうに進んでいった。

　左手に廊下を折れると２段しかない階段があった。そこを降りるとまた少し進む。数ｍいった所でまた廊下は左右に折れている。T字路だ。なんとも複雑な作りの家だと思った。

　そこを左に折れると細長い廊下だった。廊下を少し進んだ左手には木の引き戸がある。ガラスが張ってあるが曇りガラスなので中は見えない。

　引き戸を開けるとガラガラと音がして開いた。開けた瞬間、中からもわっとした空気が吹き出してくる。ミールは思わずむせてしまった。中にはスノコが何枚も敷いてあって、木製のロッカーがいくつも並んでいた。その並びは図書館の本棚の様である。

　ロッカーの中には木のざるがいくつもあった。ミールは始め花籠かなにかと思ったが、着替えのような衣服やタオルが入っているので違うとわかった。

　部屋の奥にはまた大きな入り口があった。曇りガラスのドアで、木は使われておらず、サッシがついている。そのドアを開けるとカラカラと音を立てて横に滑って行った。

「ああ、ここが例の公衆浴場なのね。それにしても大きなお風呂」

　そこは巨大な風呂場であった。左手が大きな湯船で、右手が洗い場になっている。洗い場にはいくつも水道とシャワーが備え付けてある。風呂場の隅には木製と金属性とプラスチック製の桶が重なってある。

　風呂全体はピンクのタイル張りになっている。色からして恐らく女子風呂だと判断できる。すると廊下の奥側の方が男子風呂なのだろう。恐らく、青いタイル張りの風呂なのだろう。

　ここにあのリディアやメル達が一緒に入るのだろうか。ミールはそう思うと少しその様子を想像してみたが、すぐに気分が悪くなった。

「人前で裸になるなんて最低。考えられないわ。メルちゃんの所にお泊りしにいっても絶対ここは使わないわ。シャワー貸してもらうもん」

　そう言ってミールは風呂場を出た。廊下に戻ると、来た道を戻らずまた先に進む。女子風呂の奥にもやはり同じ作りの引き戸があったが、そこは男子風呂だと推測できたので入らなかった。

　男子風呂の所で道は右に折れていた。右に折れると廊下は短い坂になっていた。その先には金属性のクリーム色のドアがある。ドアを空けるとそこは外に繋がっていた。

「何もないのね」

　ミールは廊下を戻り、T字路の所まで行った。そのまま、まだ歩いていない廊下を進むんでいくと、そこは光が来ない場所のようで、電気がついていた。先ほど外に出た時、街灯はなかったが、ここには蛍光灯がある。電信柱は当然ないので、どうやら電力は地下ケーブルから供給されているようだ。廊下を奥まで進むと右手はドアになっていた。金属製でグレイのドアだ。

　このドアは開け放しになっており、そこをくぐると急に薄暗くなった。匂いも独特のものに変わり、壁も灰色で無機質だ。雰囲気ががらりと変わって、どうも高層ビルに連れてこられた様に感じる。正面は何もない壁であり、階段が右手にある。下へ続く階段であり、どうやら地下へ繋がっている様だ。

　ステップを踏むとこつんという冷たい音が階段中に響き渡る。不気味な事この上ない。階段にはすべり止めが付いているが、それでもミールの心から不安は去ってくれない。

「少し寒いわ、ここ」

　７月だというのにこの空間だけはひんやりしている。必要以上にひんやりとしていて却って寒いくらいだ。

　階段を降りるとドアがあったが、これも開け放しになっている。ドアの向こうは急に明るくなっていて、気温もやや高くなっている。廊下は木の廊下であり絨毯は敷かれておらず、ワックスが綺麗に塗ってあるので下手をすれば転んでしまいそうだった。

　廊下の奥は只の行き止まりであり左手に部屋があるだけだった。部屋はガラス張りになっており中の様子が見える。部屋を覗くとどうやら中には機械類が雑居している様である。ドアを探すとそれもまた透明なガラス張りであった。ノブがついていて、簡単な鍵がついている。しかし鍵はかかっていなかったので、ミールはすんなりと中に入る事ができた。

　入った途端、気温と湿度が変わった。コンピューターを守る為、湿度と気温を下げている様だ。不健康な涼しさがミールの体を襲う。

「ここは……何の場所かしら。それにこの機械は一体……？」

　何かのコントロールパネルや人が入れるくらい大きい縦長のポットがいくつも置いてある。

「うわ、大きなスクリーン」

正面には巨大なスクリーンがある。しかし今は何も映っていない。近寄ってみるとその下はコントロールパネルになっている。文字が色々書いてあるがミールにはそれが何か分からない。

「このスクリーン、映画館のと同じくらいかしら……。何を見るんだろう。映画かなぁ」

「残念ながら映画ではありませんね」

　突然ミールの後ろから声がしたので、ミールは驚きのあまり飛びあがってしまった。

「おや、ごめんなさい。怖がらせてしまいましたか」という声は男のものだった。いくらか中性的な感じがする落ち付いた声だ。

　恐る恐る振りかえると、デスクに座ってキーボードに手を置いている青年がミールの方に顔だけ見せている姿が見えた。ミールは驚きながらも振り向きあった妙な姿勢が２人の出会いだということに奇妙さを感じていた。

「あ、いえ。私こそ勝手に入ってしまってごめんなさい」

　お辞儀をする。青年は椅子を回してこちら向きの姿勢になった。肩まで伸びた髪が向き直った時に風に揺れて美しい印象をミールに与える。それでミールは思わずその青年の顔に見入ってしまった。

　青年は鋭い目つきをしていて、一目で頭の切れる男だと思わせた。だが、表情は非常にジェントルなのでセレンやラヴァとは違うタイプに見えた。セレンもラヴァもこの男も目つきが鋭い事は共通するが、この男のものは特別優しく見えた。

　声と同じく彼の顔つきはやや中性的であり、綺麗であった。

　男の服装は白衣だ。綺麗な白衣で汚れや染みが見当たらない。その下には普段着を着ているようだ。

　優しそうで綺麗で清潔なこの男をミールは一目で気に入った。

「入ってこられたのは一向に構いませんが、何か御用でしょうか」

　優しい口調で男は喋りかけてくる。年はセレンと同じくらいだと思われるが、この男の方が大人びて見える。

「別に用って程でもないんです。ただ、リディアさんともはぐれてしまって、それで迷ってるうちにここに……」

「リディアが？ ああ、するとあなたがミール嬢ですね」

「はい。あの……セレンさんから聞いてるんですか？」

　男は席を立つとミールの手を取って甲に軽く口付けた。

「申し送れました。私はリュウといいます。おみしりおきを」

　リュウという名前はどこかで聞いた事がある。確かピネナの部屋でメルが言ったものだった筈だ。

「は……はい、あの、こちらこそ」

　どきどきしながらミールは答える。いくら文化の坩堝といわれるアルバザードに住んでいるミールでも手の甲にキスをされるのには慣れていない。

「どうかされましたか、ミール嬢」

「あ、いえ、別に……。リュウさんですね。では、改めて。私はミールといいます。こちらこそよろしくお願いします」

　まだどきどきが治まらないミール。リュウと目を合わせているのが急に恥ずかしくなって思わず下を向いてしまう。すると彼の白衣が腰元で膨らんでいるのに気付いた。なんだろうと思いながらその部分を見ていると、リュウはミールの様子に気付き、その膨らみを見えない様に白衣をずらした。

「……何かしら」

　小声でミールは呟いたが、リュウは聞き取った様で、「あまり気味の良いものではありませんよ」と答えた。

「面白いものですか？」

　好奇心に駆られたミールは普段の知りたがり屋の調子に戻って聞いた。

「気味が良いとは思えませんが、面白い方には面白いでしょう。見たいのですか、ミール嬢？」

　ミールは大きくかぶりを振った。するとリュウは白衣の左翼を広げて中から長いものを取り出した。

「わ！」

　それは一本の剣であった。鞘に収められていて刀身は見えないが、それが剣だという事くらいミールにもわかる。

「これは恐ろしいと思われるのが普通ですから、あなたも良い顔はされないでしょうね」

「別にそんな事ないです。剣なんて見るの初めて。カッコイイ」

「そうですか？ 少し意外です。ところで、剣と言われましたが、これは刀といいます」

「刀ですか……。まぁ、どちらにせよカッコイイです。本で見て想像してたのよりちょっと細いんですね。でも重そう」

「1.2kgほどですからそう重いものではありません。これは小雪という名の刀で、私の愛用刀の中では一番軽いものです」

「愛用って……人を切るんですか？」

　するとリュウは笑って「人は切りません」と答えた。

「それに今は仮に切ろうとしても切れませんしね」

「どういうことですか？」

　するとリュウはミールに柄を握らせ「お抜きなさい」といった。ミールは恐る恐る抜刀しようとしたがさっぱり抜けない。力が足りないのかと思い今度は力強く引き抜こうと試みるが少しの刀は鞘から離れ様としない。

「この様に現在この刀は抜けなくなっているので、例え切ろうとしても切れないのです」

「どうして抜けないんですか？」

「さぁ。ただ、恐らくこれが関わっていると思うのですが」

　そういうといきなりミールの真後ろのスクリーンに映像が映し出された。

「なんですか、これは……」

　スクリーンには大きな文字で「テーマ：コレクション　議題：刀を集めることの是非」と書かれている。

「先ほどここに来てコンピューターを動かそうとしたらどうも様子が変だったのです。スクリーンをつけても現れたのはこの文字だけでしてね。刀とあるので私のと何か関係があるのかと思って調べた所、抜けなくなっているのでこれも困りました。外へ出ようとしても何故だか出れず、ほとほと参ってしまいました」

　そう言うとのんきそうにリュウは笑った。見かけによらず楽天家の様だ。

「恐らくセレンの言っていたあなたと論議をしなければ私は仕事ができない様です。そこでミール嬢、申し訳ありませんが私とお付き合いしていただませんか。あいにくここには紅茶も軽食もありませんが」

「勿論です。私もクリスタルを集めているからリュウさんからも貰わないといけませんし」

「クリスタルですね。では、論議が終わり問題が解決したら差し上げましょう。

　ただ、クリスタルを集めることに後悔はありませんね、ミール嬢」

　きょとんとするミール。クリスタルを集めると何か悪いことでも起きるのだろうか。

「クリスタルには何か問題でもあるんですか？」

「クリスタルはミールの書とセルフィッシュガーデン、そしてあなた自身について真実を語ります。セレンやリディアから聞いていないのですか？」

「そりゃ……なんとなくは」

「クリスタルが教える真実はあなたにとって良いものとは限らないのです。それでもあなたは集めるのですか？」

　ミールは暫し黙りこんでしまった。今までずっとセルフィッシュガーデンの謎を解くと意気込んでいたので、謎を解いた時に起こる事のマイナス面については考えもしなかった。

「でも……ここまで来て帰るなんて嫌……。

　不思議なんです、このセルフィッシュガーデンって。シャンテができたり疲れなかったりおなか減らなかったり怪我しても痛くなかったり時間が止まったりするのも不思議ですけど、それ以上に不思議な何かを感じるんです。特に……」

　ミールは口篭もる。リュウの後ろのポットを見つめる。

「特に……この部屋が……」

「……」

「……」

「…………論議を始めましょうか、ミール嬢」

「そうですね……」

「ところで、ミール嬢はどの程度論議の経験がおありですか」

「今日……といってもここは時間が経たないのでヘンな言い方ですが、今日初めて論議学を知りました。だからあなた方が言う論議というのに対しては、ほぼ無知です」

「では、実際の論議は難しいですね。それならこうしましょう。私が今から述べる論議を分析した上で、反論を試みて下さい。お願いしますね」

「分析とはどういう意味ですか？」

「まず、論議を命題数に分けます。また、∧を使った連言命題や∨を使った選言命題のように、論理結合子が命題間に見うけられればそれも明示します。

　命題もしくは論理結合子のついた命題達を対象にして、論議中の行動を分析します。つまり、ある単数か複数の命題を論議的行為か非論議的行為に分けた後、更にそれを発論・質問か談話・非論議的主張のいずれかに分けるのです。そしてそれを明示します。

　また、行動が論議的行為に該当するなら手法が使われているかの判断をします。そして手法が使われていればその手法名も明示します。

　以上が分析となりますが、なにかご質問はありますか」

「質問というか確認ですけどいいですか。

　分析とは論議を命題レベルに分け、論理結合子が付随する命題にはきちんと付随させる。次に命題もしくは論理結合子で結ばれた命題達に４つの行動パターンの内のどれかをあてる。そしてその行動が論議的行為、即ち発論か質問の場合は更にそこに手法が使われているかどうかを調べる。使われているならその手法名を述べる。

　これが分析という事で良いんですね」

「はい、結構です。あなたは覚えも理解も格別にお早いですね。まるでメルを相手にしているようだ」

　リュウもリディアやクミール同様、何かにつけてミールの頭に感心した時にはメルと対比をする。自分がメルに良く似ていて年も近いから彼らにメルを想起させるのはやむを得ないことだが、あまり繰り返されるとなんだか面白くない。

「メルちゃんってそんなに頭良いんですか」

　自分でも痛感しているくせにミールはわざとらしさを隠しつつ問う。リュウは「ええ」と即座に答えた。

「私の知る女性では恐らく最高の頭脳の持ち主でしょう。先代もかなり賢い方ですが、あの子には勝てないと思います」

「先代？」

「我々の恩師の事です。ここでは主に先生と呼ばれていますが、会いませんでしたか？」

「一緒に住んでるんですか。いえ、会ってないと思います。その方も賢いんですか？ 「先生」と言えば、私が知ってる中だと私の学校の先生が一番賢い方です。子供の頃から先生が一番の賢者だと思っていますから」

　ミールは担任のリーザの事を慕っていた。彼女は入学当時からまるで母親の様にミールや他の生徒を可愛がってくれており、ミールも彼女の気持に応えていた。彼女は優しい雰囲気を身体から発しており、その柔和な笑顔で微笑みかけられると嫌な気持ちがどこかに消えてしまう。綺麗で聡明でミールの憧れの霊人だ。しかし、性格は意外におっちょこちょいだから見ていると頼りなげではらはらさせられるが、素直で可愛げがあり悪意というものが感じられない所がそういった欠点を隠している。ただ、そういう性格にもかかわらず彼女の聡明さには息を飲むものがあった。専任教師を務めている時点で聡明な人格者であることは疑いないのだが、彼女が他の専任教師と比べて飛びきり明晰な頭脳を持っている事はミールや他のクラスの生徒から見ても明らかであった。

　しかし、リディアやリュウの話しを聞いていると或いはメルの頭脳は彼女の頭脳に匹敵するのではないかと思うようになってきた。勿論、現状では年齢が生み出す経験の差が圧倒的にリーザを優位に立たせてはいるものの、メルが成長すれば或いは……という考えは否定できない。それはリーザのこともメルのことも知っているミールにはたやすく感じられる事だった。

　尤も、たやすく感じられる事はたやすく認められることではなかったが、ミールはその事を認めるようになっていた。認めさせたのはリーザの教えてくれた教訓だ。彼女は生徒達に「事実は事実として認めた上で問題に対処なさい」と言っている。事実は事実と認めた上でそれを否定するのは構わないけれど、その事実があることを単に否定しているだけでは問題に対処できないというのだ。例えば、差別問題があった時に、ただ「差別なんて信じられない。そんなことするべきじゃない。する人は頭がおかしいんだ」と言って差別を否定するだけではいけないということだ。差別が行われていることを信じられないといって目を背け非難するだけでは何も対処にならないのだ。差別が悪いと思うなら差別があることをきちんと認めた上でそれが悪いということを主張すべきだ。

　そんなこといわれなくてもわかってる……とミールは彼女の教訓を初めて聞いた時に思ったものだ。だが、いざ自分が認めたくない状況に接した時どのような対処をしているかを考えると、わかっているはずのそのことが少しもできていないことに気が付いた。彼女の教えは口で言うほどたやすいものではないのだ。

　「殺人は悪い」というような口で言うのも実際に守るのもたやすいものは教訓にならないとミールは思っている。また、「毎日早く起きて真面目に勉強と運動をして早く寝ましょう」というような教えはあまりに理想的過ぎて聞いた側は白けてしまう。そんなものは聞いた時点で「そんなの守れるわけないじゃん」と聞く耳を持たれなくなってしまう。

　良い教訓とは、聞いた時には「そんなの当たり前だ、それくらい守れてる」と思わせるが実行するには難しいものだとミールは思っている。言われるまでもなく守れているものやあまりに理想的過ぎて守る気も失せてしまうようなものは言っても効果がないので教訓にはならない。だが、守れてると聞き手が勘違いするようなものは効果がある。教訓を聞いた後、聞き手が失敗を犯すか犯す１歩手前で自分が教訓を守れていない事に気付くことがある。すると今まで「そんなの守れてるさ」と過信していた分だけ足元をすくわれたような気分になる。そこでその教訓を正しかったと実感し、以降はその教訓を役立てるのである。また、そのことが原因で今度からはリーザの他の教訓にも信用を置くようになれば、これから起こすかもしれなかった過ちを未然に防ぐこともできる。

　そして、自分にそんな風に思わせてくれたリーザをミールは教師としても霊人としても慕い、尊敬している。

「ミール嬢、どうかしましたか？」

　ぼうっとリーザのことを考えていたミールはリュウに声をかけられるとはっとして我に帰った。

「な、なんでもないです。メルちゃんが頭良いのはわかりました。私もそう思います」

　やや慌てながら応える。リュウは「そうですか」と曖昧に答えた。

「リュウさん、それじゃあ論議をお願いできますか」

「わかりました。

　……では、ミール嬢。私は刀を集めているわけですが、それについての是非を教えてください」

　是非を述べろといわれてもつい今しがた会ったばかりの相手に包み隠さず感想を述べるべきかとミールは悩んだ。まだリュウとはそんなに親しくないのだから本音をぶつけたら怒らせてしまうかも知れない。結果、なるべく当たり触りのない事を述べようということにした。

「それは趣味の範囲だから別に良いと思いますよ。それで人を切るわけでもないし。あ、でも、その趣味のせいで生活できないほどお金がかかるなら良くないと思いますけど」

「私の刀集めは生活を凌駕してはいません」

「なら別に良いんじゃないですか？」

　慎重に答えるミール。人の趣味に口を出すのはあまり気持の良いものではない。また、自分は調子に乗るといらない事を喋る性格だという事もよくわかっているので、できるだけ調子に乗らないように自制しているのだ。

「ミール嬢、質問ですが、あなたは今「なら別に良いんじゃないですか」といいましたが、それはそれ以前の論議から必然的に出てくるものですか？」

「仰っている意味がよくわかりませんが、リュウさんが刀集めは生活を凌駕してないといったのでそう答えたんです。それに、私、その前に「その趣味のせいで生活できないほどお金がかかるなら良くないと思いますけど」っていってますし」

　と、述べたところでミールははっとして口を押さえた。

「あ……今の撤回します」

　リュウは得心したような笑みを浮かべ「ご随意に」といった。ミールが自分から過ちを訂正したのが気に入った様だ。

　ミールは「その趣味のせいで生活できないほどお金がかかるなら良くないと思いますけど」と言った。これはＰ→Ｑの形で表せる。また、リュウは「私の刀集めは生活を凌駕してはいません」といった。これは文面から命題を標準化すると、Ｐの否定を意味しているので￢Ｐととれる。ミールはその後「なら別に良いんじゃないですか？」といっている。これは￢Ｑに当たる。

　つまり、ミールはＰ→Ｑを￢Ｐ→￢Ｑとしてしまったのだ。つまり裏を勝手に真だとしてしまったのだ。順が真な時、裏も真なのは双条件が成り立つ時だけだ。だが、この場合、双条件は成り立たない。というのもＱ→Ｐが成り立たないからだ。つまり、刀集めが良くないからといって刀集めは金がかかるとは言い切れないのだ。

　従って、Ｐ→Ｑを￢Ｐ→￢Ｑと置換しきれないのでこれは虚偽になる。

　勿論、￢Ｑがそれ以前の発論とは関係なしのもので、ミールが単に他の発論とは独立して考えた事ならこの虚偽にはならない。だからこそリュウは確認としてミールに「あなたは今「なら別に良いんじゃないですか」といいましたが、それはそれ以前の論議から必然的に出てくるものですか？」と質問してきたのだ。

　リュウに指摘されて自分の過ちに気付いたが、こうしてよく考えなければ過ちに気付かない所がまだまだ経験不足だということを実感させる。

「……危なかったです。リュウさんに問題を出してもらう前に負けてしまう所でした。気をつけなくっちゃ」

「ですがご自分で気付かれたのだから立派なものです。ましてやあなたはつい先ほど学び始められたばかりだというのですから」

「あ、ありがとうございます」

　心持ち頬が染まっていくのがわかる。ミールは右手を頬に当てた。

「さて、それではそろそろ私から喋りましょうか。

　私は刀集めは良いと思っています。ミール嬢の言う通り、それで生活が成り立たなくなってはいけませんが、そうでないなら構わないと思います。また、実際にその趣味のせいで生活が成り立たなくなっているわけではありません。だから、私の刀集めは良いものです」

　リュウはそこで発話を止めた。ミールは彼の顔を見つめながら真剣にその論議を聞いていた。論議というほどだからもっと長いものかと思っていたミールはあっけのない長さに肩透かしをくらわされているように感じた。

「終わりですか？」

「ええ、もっと長いほうがお好みでしたら述べますが、練習には短い方が良いと思いますよ。論議が短いと覚えやすい分、理解しやすいですからね。長いものだと覚えるだけで大変です」

「なるほど、それもそうですね。ところで早速なんですが、今のリュウさんの論議なんですけど……」

　消え入るような声で喋る。リュウは察したような顔をする。

「覚えておいででないのですね」

「……ごめんなさい。覚えているんですが、一語一句は覚えきれません。普通の会話なら一語一句覚えなくたって良いんですけど、論議だとどうもその一語一句が大切だって事が多い気がするんです。さっきこっちがうっかり言ってしまった小さな事でザナドゥさんに負けてしまったので、一語一句まで気を付けたくて……」

「それは良い心がけですね、ミール嬢。非常に論議に望む態度が宜しいと思います。論議が一語一句まで大事にするのに対して、「言葉遊びだ」とか「形骸的で実は何も話し合っていない」とか「揚げ足取りに過ぎない」という人間が多い中、よくきちんとした論議的態度を身に付けましたね」

「多分……クミールさんやリディアお姉ちゃんのおかげだと思います。

　それより、論議学って「揚げ足取り」とか「言葉遊び」なんて言われてるんですか？」

「ええ、まあ。その事はセレンがよく愚痴っています。なんでも、相手の論理が虚偽を犯しているのでそれを指摘したらそう揶揄された事があるそうです」

「へぇ、あのセレンさんがですか」

「いや、正確にはセレンはその様な事を言われたことは一度もないそうです。ただ、彼の友人は酷く言われたそうですが」

「なるほど、それでセレンさんが代わりに愚痴ってるのね。ところでそれって自転車の人ですか、お金持ちの人ですか？ ……まあどっちでもいいですけど。とにかく、相手の虚偽を指摘したのに「揚げ足取り」と言われるんですか？ それは酷いですね」

　ミールは自分が喋りながらだんだん腹がたってくるのがわかった。

「自転車の彼ですが、「揚げ足取り」と揶揄されただけではなく、「君は読解力が足りない。言葉と言葉の行間を読みなさい」とか「君はまだ若いからわからないんだ」などと言われたそうです」

「なんですかそれ！ そりゃあ自転車さんも怒るわよ！」

　如実にミールの怒りが露になってきた。そんな馬鹿げた話しは日常生活ですら聞かない。ミールが正しいことを言うと周りの大人が「屁理屈だ」と言うのに対して怒りが沸くが、この怒りはそれよりも酷いかもしれないと思った。

「セレンはむしろ飽きれていました。友人の方はそれはそれは怒っていたそうですが」

「きっとその人達は虚偽を犯したまま自分の思想を人に押し付け、納得しない人達にはとことん罵声を浴びせて押しつぶすんでしょうね！ そうして自分の論理に虚偽を残したまま彼らは死んでいくんだわ。死ぬまで馬鹿なんだわ」

　半ば叫びながらミールは床をがんがん踏み鳴らす。リュウは苦笑して「やはりあなたはメルに似ていますね、ミール嬢」と言った。すると途端にミールはしゅんとした。

「さて、話がそれてしまいました。先ほど述べた事を改めてシャンテにしますので御覧下さい」

　リュウが指を鳴らすと乾いた音が部屋に響いた。それと共に紫色のシャンテが中空に表れた。紫といっても色の濃さはクミールのものより薄く、蛍光色が強いものだ。

“私は刀集めは良いと思っています。ミール嬢の言う通り、それで生活が成り立たなくなってはいけませんが、そうでないなら構わないと思います。また、実際にその趣味のせいで生活が成り立たなくなっているわけではありません。だから、やはり私の刀集めは良いものです”

　ふわふわと浮いているシャンテをミールはじいっと見つめていた。シャンテは微かにだが上下動をしている。だが、この上下動はミールが無意識の内にシャンテを操作した結果なのだろうか。シャンテを読む際の目の動きに合わせて気付かぬ内にシャンテを微かに上下動させているのかもしれない。

「これを分析するんですね。わかりました、やってみます。まずは文章を分けるんでしたよね」

　ミールはリュウの出したシャンテを眺め、命題毎に文面を切り分けていった。リュウの紫のシャンテが命題の数だけ切り分けられ、縦一列に並ぶ。リュウはミールのシャンテの扱いに驚嘆した様に「ほぉ」と声を上げた。

　果たしてシャンテはミールの改変によりこうなった。

“私は刀集めは良いと思っています。

　ミール嬢の言う通り、それで生活が成り立たなくなってはいけませんが、

　そうでないなら構わないと思います。

　また、実際にその趣味のせいで生活が成り立たなくなっているわけではありません。

　だから、やはり私の刀集めは良いものです”

「これじゃちょっと見にくいですね。もう少し粉飾を加えても良いですよね。このままだと「それ」とか「そう」とかが多くて見づらいでしょう。それに、トートロジーの語も多いので纏め上げたいし。でも、まずい所があったら教えてくださいね、リュウさん」

　ミールは切り分けた文を見やすく意味の分かり易い形に改変した。

“リュウは刀集めは良いと思っている。

　ミールは刀集めで生活が成り立たなくなってはいけないと思っている。

　リュウは刀集めで生活が成り立たなくなってはいけないと思っている。

　リュウは刀集めで生活が成り立たなくなっていないなら刀集めは構わないと思っている。

　リュウは刀集めのせいで生活が成り立たなくなっているわけではないと言っている。

　だから、やはりリュウは刀集めは良いものだと言う。”

「これを以って標準化された命題とみなしますけど、良いですか？」

「やぁ、これは綺麗ですね。ええ、特に問題はありませんね。この内容なら私の発論と私の意図に反しません。でも、便宜を図るために上から順に番号をつけましょう」

　リュウが言うとすぐにシャンテに番号が割り振られていった。

“1：リュウは刀集めは良いと思っている。

　2：ミールは刀集めで生活が成り立たなくなってはいけないと思っている。

　3：リュウは刀集めで生活が成り立たなくなってはいけないと思っている。

　4：リュウは刀集めで生活が成り立たなくなっていないなら刀集めは構わないと思っている。

　5：リュウは刀集めのせいで生活が成り立たなくなっているわけではないと言っている。

　6：だから、やはりリュウは刀集めは良いものだと言う。”

「これで綺麗になりましたね。分析の仕方は誰かから教わっていたのですか？」

　ミールはしかし首を振る。論議の分析などリュウに初めて教わったものだ。

「どうやらあなたはたぐい稀なセンスがあるようですね。それでは、分析を続けてください」

「ええと、１から６までは全部発論です……よね？」

「そうですね。でも、あまり私に聞かないで、ご自分でなさらないと」

「はい。で、２だけが私の発論だったものです。これは引用ということになるんですか？」

　聞くなといわれてもミールはまだ右も左もわからないのだ。迷惑がられたとしても聞くしかないところは仕様がないので許されるべきだ。

「ええ、元はあなたが発論した事ですので、あなたの発論を私が引用したということになりますね。その引用部を新たに発論しているのは私ですから、１から６までは通して私の発論ですね」

「結論は１で、６はその言い換えですね。ここに特に手法は感じられません。ただ、１と６はトートロジーですね。

　結論の根拠は……えっと、４と５ですか。すると２と３は１・６を出す論証には関係ない発論ですね。

　命題同士の関係を見ると、４・５が前提で１もしくは６が演繹されています。ここでは演繹の手法が使われていますね。

　問題はこの演繹なんですが」

「演繹がどうかしましたか？ 導出が非妥当なのですか？」

「いえ、問題は「構わない」と「良い」とにあります。これらは再解釈の関係にあるのでしょうか？」

「いえ、むしろトートロジーとして捉えて下さい。「良い」には「構わない」と同じ意味があるでしょう？」

　リュウの言葉にミールは頷く。確かに「良い」と「構わない」は同じ意味の時がある。だが、そこで何かが引っかかった。

「でも、「構わない」と「良い」が必ず同じ意味を表すとは限りません。前提では刀集めが「構わない」ことになっていますが、そこから演繹した結論では刀集めは「良い」ことになっています。ところが「良い」という意味は「構わない」でなく、むしろ奨励されるべきと取られる事も考えられます。奨励されるべき事と捉えたら「構わない」とはもはや随分意味が変わると思います。なんだかこれってすごく「良い」の意味が曖昧じゃないですか？ だから私は「良い」と「構わない」をトートロジーにするのは無理だと思います」

「では、トートロジーは止めて再解釈と捉えてみましょうか」

「つまり、「構わない」→「良い」となると考えろという事ですか？ それでもダメです。「良い」→「構わない」は可能でしょうから、「構わない」と「良い」を再解釈として取る事はできます。でも、その再解釈は「良い」→「構わない」を保証しても「構わない」→「良い」を保証しません。

　ところで、今欲しいのは「構わない」→「良い」です。これが成り立てば正しい演繹になります。でも、残念ながらそれは成り立ちません。刀集めが構わないからといって良いことには必ずしもなりませんから、「構わない」→「良い」は成り立ちません。

　だから「構わない」と「良い」を再解釈と捉えたとしても「構わない」→「良い」が成り立たないので４中の「構わない」は「良い」と置換できません。

　だから４・５からでは結論は主張できないと思います。よって、この演繹は正しくありません」

　きっぱりとミールはいった。

「繰り返します。以上から、前提４・５からでは結論１・６は必ずしも結論付けられません」

　するとリュウは小さく拍手をした。

「素晴らしい。まずは１つ見破りましたね。正直、１人で見抜けるとは思っていませんでしたし、分析もとても初めてだとは思えないほど見事です」

「見事……です？ でしたじゃなくてですか？」と怪訝な顔をする。

「まだ見破れていない事があるということです。実はこの論議にはまだ欠陥があるのです」

「欠陥ですか？ どこかしら……」

　ミールは腕組しながらもう一度シャンテを眺めたが、さっぱり見当たらない。演繹の欠陥以外に何の欠陥があるのだろうか。

「う～ん」

　さんざん考えたがまるで思い付かない。むしろシャンテを見つめれば見つめるほどその論議に慣れ親しんできてしまい、ますます正しい様に思えてしまう。不思議なもので、こうしていると自分で反論したはずの演繹部分でさえ「これぐらいなら正しいと認めてあげても良いんじゃないかなぁ」と思えてくる。

「見つけられませんか？」

「はい……」

　とうとう観念してミールは白旗を揚げた。すると、リュウは「この部分です」と言い、シャンテの一部を塗り替えた。塗りかえられたのは１と６であった。１は赤に、６は青になっている。

「その部分がどうかしたんですか？」

「ミール嬢は１と６をトートロジーにしましたが、それは誤りです」

「え？」と目を丸くするミール。どう見ても１と６の等値関係は恒真ではないか。一体何が誤りだというのか。

「１と６をよく見比べてください。違いが見つかる筈です。見えますか？」

　赤と青の部分を交互に見比べるミール。

「「だから」という言葉が６にはついています。１にはないです。結論となっているのは「だから」のついている６だけだということですか？」

「いえ、それですとせいぜいあなたの分析ミスというところで留まるでしょう。私が見つけて欲しいのはあなたの分析ミスではありません。私の論議のミスです」

　それを聞いてリュウの説明は分かり易いが微妙にしつこい所があるなとミールは感じた。きっと論理に粗がないように詳細に答えるので長くなってしまうのだろう。

「私の分析ミスでなく、リュウさんのミス……」

「あ、ミール嬢。これは余計な事かもしれませんが、私のミスでなく、私の論議のミスと言われるようにお願いします。これは論議学の重要な理念の１つです」

「？ どういうことですか？」

「一々細かいと思われるかもしれませんが重要な事でしてね。私のミスと言うと私に欠陥があるように聞こえます。しかし実際に欠陥を抱えているのは私の述べた論議であり、私自身ではありません。論議学では思想やその本人の是非は全く問いませんので、欠陥を抱えられ、批判されるのは論議のみです」

「それは良くわかります。私の口が軽かったみたい。ごめんなさい」

　ミールは素直に訂正する様に心がけた。それが論議学のやり方だからセルフィッシュガーデンにいる間はつきあってあげようという理由だけでそう思ったのではない。日常生活で誰かの言い分が間違っているとされた時、その言い分でなく誰か自身が間違っていると非難されるのをミールは何度も見た事があり、それに心を痛めていたからだ。

「間違えてるのはリュウさんじゃなくてこのシャンテに書かれた論議なんですね、うん」

「その通りです」

「それはわかったんですけど、１と６の違いはやっぱりわかりません」

「では、非思想なのは１と６のどちらですか？」

　ヒントを出すリュウ。それを聞くや否やミールはすぐに彼のいわんとしていることがわかった。

「あ、そういうことですか！ ６が非思想です。でも、１は思想です。そういえばリディアお姉ちゃんがこんなことを言ってました。ちょっと待って下さい……え～と」

　手提げの中に手を突っ込んでミールの書を引っ張り出す。索引を捲り、「思想」の欄を見る。思想についての説明が出てきたが、それは飛ばして先を読む。すると思想と非思想の区別というのが乗ってあったのでシャンテにしてリュウにも見せる。

“思想と非思想は論議中で異なるものと区別される。思想は「～と思う」とか「私的には～は～だ」などの形で実現され、非思想は「～は～だ」の形で実現される。

　思想は仮定を除いて真偽が問えないが、非思想には真偽が問える。その点が思想と非思想を区別すべき最大の点である。

　また、上記の通り、手法・仮定によるものは全て思想に含まれる”

「これに照らし合わせると１は思想になり、６は非思想になります。思想と非思想は区別されるんですから、それってつまり別のものとして扱うという事ですよね。じゃあ、１と６は言い換えられないんです。ってことはトートロジーとも言えなくなってくるんじゃないですか！？」

「はい、その通りです。１と６は思想と非思想という点で区別されます」

「でも……待ってください」

　手でリュウを制すミール。

「１と６が区別されるのに区別せず、トートロジーだと分析していたのが間違いなのはわかりましたけど、それって私の分析が間違っていただけじゃないですか。リュウさんの論議の間違いを見つけたわけではないと思います」

「ええ、問題はそこですね。まだ私の論議が間違っている事を指摘したわけではありません。では、改めて何が欠陥なんだと思われますか」

「そこが未だにわかりません」

「１と６はトートロジーにすべきではありません。ところで、６にある「やはり」という言葉に注目しましょう。これは何を意味すると思いますか？」

「いくつか考えられます。「やはり１で言った結論と同じ結論が出た」という意味や「やはり私の考え通りの結論が演繹された」という意味などです」

「そのうち、私は前者の意味で使いました。その上でもう一度考えてください」

「え？ 前者って「やはり１でいった結論と同じ結論が出た」のことですか？ この意味に取っていいなら、１と６は言い換えになりますよ。リュウさんは１と６を言い換えだと言ったことになりますけど良いんですか？」

　リュウは「ええ」と頷いた。

「でも、そしたら１と６は言い換えるべきじゃないということに違反しますよ。思想と非思想をごっちゃにしていることになって……あ、そうか、これがもう１つの間違いなんですね」

「そうです。私の論議のもう１つの間違いは、「やはり」という言葉で思想である１と非思想である６を言い換えとした所なんです。これがもう１つの欠陥です」

「なるほど……」

　大きく息を吐くミール。肩の力が抜けていくのがわかる。

「ところで「やはり」の意味を前者以外に取ったらどうします？ １と６が言い換えだと決めつけられないので欠陥を指摘できないんじゃないですか？」

「ええ、そうです。ですから、通常は相手が己のミスに気付く前に、こちらから言質を取っておくのです。ここでは「やはり」という言葉が１と６を言い換えだとする力を持ち得ていますが、それがまずい事であるとリュウが気付く前に、ミール嬢が「やはり」の意味を問い、ミール嬢に都合が良い様にリュウの答えを誘導するのです。そうして答えを誘導した結果、「やはり」が１と６を言い換えにするとリュウに認めさせます。そうして１と６が言い換えであるという言質を取った以上、後は思想と非思想を混同しているといって批判すればリュウの負けになります」

「はぁ～、すっごく頭のいる作業ですね」

「論議をチェスや将棋やハルマと同じようなものだと捉えると、何手先を読むかが決め手となる頭脳戦と捉えることができます」

　チェスはともかく将棋とハルマとは何だろう？ 不思議に思ったが、恐らくチェスの仲間の事だろうと判断すると、ミールは質問せずにそのまま黙って聞いていた。

「そうして論議をチェスなどと同じ風に捉えると、もはや論議は知能ゲームの仲間ですよ。だからセレンなどは論議を紅茶でも飲みながらする遊びだと言っているのです」

「論議は知能ゲーム……か。なるほど。そういう考え方もありますね。今みたいに先を読んで相手の言質を取っておくなんていう戦術があるのも知能ゲームと考えれば当然なんですね」

「因みにこの様な論議上の戦術は他にもいくつかあります」

「その戦術に名前って付いているんですか？」

「ええ。例えば今のは「言質取り」といいます。また、相手から取った言質が相手の論議に矛盾を招く場合、相手はその言質によって自滅します。この場合は「自滅誘導」といいます」

「あ、それ、ザナドゥさんにされました」

　悔しい思いが一瞬ミールの脳裏によぎる。

「ザナドゥに、ですか。う～ん、さしあたって人情話しにほだされたんですか？」

　シャープなリュウの推理にミールは驚かされた。が、逆に手口を仲間に読まれているザナドゥが愚かなだけなのではないかと思うとその驚きは消えた。

「そうです。あの人、話が上手いみたいで、つい……」

「彼の話しは論議している事を忘れさせますからね。余り良いやり方とは思えませんが、まぁ、１つのやり方でしょう。

　それはさておき、自滅誘導は高等な勝ち方です。相手の言うことを良く聞いて理解した上でないとできないことですから、相当の理解力を必要とします。また、自分の意見ばかり言うのではなく相手の論議を中心に思考していますので、我を張らずに相手の土俵に上がって話すという論議的態度も必要です。実際に経験すれば良くわかりますが、この論議的態度は保持するのがとても難しいものです。

　というように自滅誘導はとても難しいのです。でも、だからこそ自滅誘導は高等だと言われているのです。自滅誘導が成功した時はこちらは大抵勝ちになり相手は必ず負けになりますので、殆どの場合において投了が狙えます」

「実感がわきませんけど、凄い勝ち方だって言うのはわかりました。なるほど、言質取りと自滅誘導ですか……」

　まあ、何はともあれこれでリュウとの論議は終わった。後ろを向くミール。スクリーンを見ると先ほどまで表示さていた文章は消えていて、何らかのデータが映し出されている。ミールにはそれが何を意味するのかまるでわからないが、円グラフや棒グラフが表示されている。

「良かった、元通りになったみたい」

　手を叩くミール。リュウは「おや、そのようですね」と刀を引き抜いたいた。天井の照明に照らされて刀の一部が光ってみえた。

「ありがとうございます、ミール嬢。おかげで研究を続けられそうです。ところで、私から１つアドバイスをしましょう」

「アドバイス……ですか」

「様相についての説明です。論議をする際に重要な術語ですから知っておくと便利だと思います」

「そうですか。じゃあ、お願いします」

「ミール嬢は恐らく様相という言葉をご存知ないですね。様相というのは事物の存在の仕方や判断の仕方の種類を意味します。他の言い方をすれば、事物や出来事が存在または生起する仕方を表す概念のことだとも言えますね。で、その概念とは何かと言いますと色々ありまして、存在様相、真理様相、規範様相、認識様相、時間様相などがあります。」

　首を傾げるミール。そのような定義をされてもミールには理解できない。そのまま子犬の様に首を傾げているとリュウは更に解釈をした。

「順に説明していきましょう。存在様相というのはここに来られたあなたならご存知なはずです。全称と特称のことを存在様相というのです」

「全称って「全ての人はネコでない」みたいなものですよね。特称は「あるりんごは赤い」というものですよね。それならわかります」

「では真理様相についてはいかがでしょうか。真理様相とは必然と可能をあわせたものです。「１は奇数だ」というのは必然の様相で「明日は雨かもしれない」というのは可能の様相です」

「明日は雨かもしれないというのは「明日雨が降る可能性がある」とか「明日が雨であることは可能である」と考えて可能と呼んでいるんですか？」

「そうです。私の教える様相は飽くまでおまけですから余り深入りはせずにスピードを上げましょう。規範様相というのはその事物や出来事が義務的か許可的かというのを表します。「宿題をしなくてはいけない」というのは義務的で、「遊びに行っても良い」というのは許可的です。これは簡単ですね。

　認識様相とは、その事物や出来事が知られているかいないかというだけのことです。その名の通り、それが誰かに認識されているか否かを表すだけです。

　時間様相というのもかなり言葉通りです。時間様相は過去・現在・未来を表します。「昨日、学校へ行った」「今、プレゼントを渡す」「明日、映画を見に行く」というのは順に過去・現在・未来の時間様相を持っていることになります」

「なるほど、例はわかりました。う～ん、様相というのは、ある出来事がいつ行われるとか、しなければならないことなのかとか、可能なことなのかとかを説明してくれるものなんですね。あ、あと、それが全てなのか一部に適応されるのかも説明するんですね。

　様相ってそういう風にものごとの有り方を説明するのね。……ああ、それで事物や出来事が存在または生起する仕方を表す概念というんですね。なんとなくわかりました」

「論議では様相に注意しなくてはなりません。また、論議学では以上の様相とは少し趣向の違った様相も扱います。思想と非思想を意味する思想様相です。これは先程ご自分でお手持ちの書を調べられていましたから、よくご存知のようですね」

「なんだか、さっきの真理様相みたいですね。思想は可能で、非思想は必然のように聞こえます」

「そうですか。では、「明日は雨が降るだろうと思う」というのと「明日は雨が降るだろう」というのを比べてみてください。前者は思想で、後者は非思想ですね。ところが、後者は可能を表していますね」

「あ……そうですね。私が言った事に反しますね……」

　ミールはスカートの端を軽く引っ張る。スカートのしわがその時だけなくなってみえる。その行動は特に意図したものではないが、一種の照れ隠しの様にもみえる。

「思想様相は論議で大切な様相です。非思想の様相を持った命題は、必ず真偽を問うことができます。偽ならばその命題をした者は敗者となります。

　翻って思想の方ですが、これは仮定を除いて命題の真偽を問うことができません。恐らくこれは私だけでなく、他の方からも聞いてご存知だとは思いますが、論議学は誰かのもつ何らかの思想が正しいかどうかということについては何も問いません。ですから、「私は刀集めを良いと思う」といった思想に対してはその真偽は問えません。

　第一、この命題の述語は「思う」ですから、私がその様に思っているかどうかにしか真偽は問えませんしね……。まあ、これはおまけみたいなものですから気にしなくて良いですが。

　とにかく、論議学では非思想と違い、思想に対して真偽を問うことはできません。「リュウはパールの恋人だ」というのは非思想の様相ですから真偽が問える一方で……」

「え、パールさんって誰ですか？」

　知らない名前につい突っ込んでしまう。すると、リュウは「この家にいる女性の名です」とそっけなく答えた。話しからすると恋人の様だがはっきりと言わない所が不可解である。

「で、その命題は真なんですか？」

　肩を竦めて問うミールにリュウは「真です」とだけ答えた。

「今のは真偽が問える非思想の様相の命題でしたが、思想の命題に真偽は問えません。例えば「ミクちゃんはザナドゥの恋人だと思う」という命題については真偽を問うことができません」

「え？ ミクちゃんってあの音楽のミクさんのことですか。ええっ！？ ザナドゥさんの恋人！？ 偽でしょ、それ！」

　目を丸くするミール。しかし今思えば先程あの男３人の誰かがザナドゥはミクに怒られて困っていると言っていたような気がする。あまりにタイプの違う２人だから全く察っすることができなかった。

「ザナドゥの恋人ですよ、彼女は。意外ですか？ むしろミクちゃんの方がザナドゥに惚れてアプローチをかけたんですけどね」

「信じらんない……」

「初対面でミクちゃんの方がザナドゥに運命的な恋を感じて、いきなりキスをしたんです。しかも頬とかではなくて唇に。ザナドゥは相当驚いたようでした」

「それって……いつの話しなんですか」

「彼らが互いに13～4才くらいの話しでしたかね。これは私達の間では中々有名な話です」

　リュウの言葉に呆然とするミール。

「とにかく、ミクちゃんがザナドゥの恋人がどうかを調べることは勿論できますが、例えそれが偽でもそう主張した相手を敗者にすることはできません。その主張者はミクちゃんがザナドゥの恋人だと思ったことを述べているだけですから、そこに真偽を問うことができないからです。そして、何故思っただけのことには真偽が問えないのかはわかりますね？」

「論議学が思想の是非を問うものじゃないから、ですね」

「そうです。ところで、必然と可能ですが、可能はむしろ蓋然と捉えてくれれば良かったかと思います。そちらの方がまだ似ています。

　さて、それではもう１つの注意事項を。命題と命題の等値をトートロジーにする時、つまり命題Ａと命題Ｂをただの言い換えとする時は、様相に注意してください。「刀集めは良い」と「刀を集めることは良い」というのは言い換えに過ぎませんが、「刀集めは良い」と「刀集めは良いと思う」は言い換えではありません。何故だかわかりますか？」

「様相が違うからですね。前者は非思想で、後者は思想ですね。思想様相に差が出ています」

　ミールの答えに満足そうに頷くリュウ。

「命題同士を言い換えにする時は様相も同じでないといけないということに注意してくださいね。

　また、取りたてて教えなかった様相もたくさんありますが、それらについても注意してください。様相の数は多いので私では逐一教えることができまないんですよ。例えば、「～するべき」という様相についても注意しましょう。「～するべき」の命題は「～する」の命題の言い換えではありません。「べき」というのも一種の様相だからです。繰り返しますが、このように教えなかった様相もありますので、言い換えの時は十分注意してください。

　基本的に言い換えを成立させるコツは単語だけを同義語に変換したり、倒置文にして構文だけを変えたりすることです。つまり、「おいしい」を「上手い」にしたり、「私はりんごを食べた」を「りんごを私は食べた」にしたりするのです。

　また、様相は文章を良く見て決めましょう。「確実に」とあればそれはまず必然の様相を持ちますし、「多分」とあれば可能の様相を持ちます。「明日～する」とか「昨日～した」というような時間の設定を表す言葉があれば、時間様相もおのずと決定できます」

「はい、どんな様相が命題に含まれているかを良く気を付けるようにします」

　素直に答えるミール。するとリュウは懐からクリスタルを取り出した。しかしそれをすぐには渡さず、ミールの目を見てくる。

「もう１つ質問です。「セルフィッシュガーデンはミールが論議学を学ぶ為にある」というのと「セルフィッシュガーデンはミールが論議学を学ぶ為にあるかもしれない」はどう違いますか？」

「え……」

　戸惑うミール。何かリュウの言葉に含みを感じるのだ。そういえば彼のトーンは少し暗くなっている。

「わかりませんか、ミール嬢？」

　ミールの戸惑いを問題の難しさによるものだと勘違いしたのか、リュウは心配そうに聞いてきた。

「いえ……。ええと、それらは真理様相に差があるので違う命題同士です。前者の真理様相は必然で、後者は可能です」

「そうですね、では、このクリスタルをお持ち下さい。良く頑張りましたね」

　リュウはミールにクリスタルを渡した。クリスタルは彼の懐にあったはずなのに何故かひんやりとしている。或いは自分の手が冷えているだけなのだろうか。ミールは混乱した。

「そうだ、ミール嬢。最後に次の命題の様相を私が教えた様相の種類分だけ述べてください。「ミールは論議学を学ぶ為にいる」」

「……」

　ミールは何も答えなかった。リュウはやや低めのトーンで話しているものの、それ以外に変わった所はない。静寂が霜のように降りてきた。機械を冷ますファンの音だけが部屋に響く。

　「ミールは論議学を学ぶ為にいる」とはどういう意味なのだろうか。普通に受け取れば「今現在ミールは論議学を学ぶ為にセルフィッシュガーデンに訪問している」と取るべきだろう。だが、ミールは彼の低めのトーンにそれ以外の説明できない何かを感じていた。

　何故か急に身体が寒い。

　今って何月だったっけ……。

「ミール嬢、どうかされましたか」

「……いえ、なんでもないです。「ミールは論議学を学ぶ為にいる」ですね。これは存在様相は全称でも特称でもないですね。私についていってるのですから多分単称と呼ぶべきでしょう。違いますか？」

「単称で構いません。単称は他の者から教わりましたか？ あなたは随分と応用の利く方ですね」

「真理様相は必然的。規範様相は……これは義務でも許可されるものでもないので規範様相については考えない方が良いと思います。認識様相は……知られている、ですか……」

　ミールはその後「この命題が私の取っている意味なら、認識様相は「知っている」になるだけの話ですけどね」小声で呟く。

「何か言われましたか？」

「なんでもないです。ちょっとここ空気が悪くて頭が痛いです」

「ああ、機械を冷やす為の冷房器具と部屋のカビのせいですね。確かにあなたはここにあまりいらっしゃらない方が良いでしょう。薬が必要なら差し上げますが？」

「結構です、ありがとうございます。続けます。時間様相は現在ですね。そして、思想様相が非思想です。これでいいですか」

「はい、結構です。教えた全ての様相について述べてもらいました。大変結構なお手前でした、ミール嬢」

「あの、ところで今の命題なんですけど……」

　リュウの顔色を見ながら質問する。少しでもおかしい様子があったら問い詰めてこの寒気を振り払おう。

「ええ、どうかなさいました？」

　しかし、リュウは他意なく言っているようにみえる。ミールは首を振ると「何でもないです」と力なく言った。リュウは急にミールの態度が変わったので戸惑っているのか、「風邪を召したら大変です。１階にお上がりなさい」と言ってミールの手に触れた。リュウの手はミールからみると大きくて厚い。ミールは彼の手を握り返すが、自分の小さな手では彼の指を２～３本握るだけで手一杯だ。

「色々教えてくださってありがとうございました、リュウさん」

「いえいえ。では、クリスタル集め、頑張ってくださいね、ミール嬢」

　ミールは一礼するとリュウの元を去っていった。ミールが去った後、リュウは静かに椅子に座ると、キーボードを打ち始めた。カタカタとキーボードを叩く音が部屋に響く。

「様相も終わり、ですね。もう残りはそんなにないか……。ミール嬢は良く頑張っていますが、メルは一体どんな気持なのでしょうかね。全く、それにしてもセレンの考える事は単純だ……」

　いくつもいくつも木々の様につっ立っているポットを眺めるリュウ。ミールの去った方を見ると彼は自嘲気味に笑った。

Ⅸ

　灰色の薄ぐらい階段を昇って、ミールは１階に戻った。１階に戻った途端、からっとした暑さを感じる。空気も湿って冷たくカビ臭い不衛生なものではなく、ガラリと新鮮なものに変わった。

　赤い絨毯の廊下をミールは来た方向に戻っていった。居間の前まで来ると、階段の向こうにまだ廊下がある。ミールは今度はそちらへ進んだ。

　突き当りまで行くと廊下は右手に折れていて、正面は木のドアがあった。ノックをするが返事はない。ドアは開くようなので「おじゃまします」といって開けた。

　その部屋はただの広間のようで、誰もいなかった。部屋の中央には重そうなテーブルがある。その台はガラスの様だ。また、ソファーがガラス台のテーブルをはさむ様に２脚１対の計４脚ある。どれもふかふかしていそうだ。

　絨毯は灰色だが何故か全体的に緑っぽい印象を部屋に感じる。見まわしたが特に緑のものは観葉植物以外見当たらない。しかしながらこの部屋には緑色が多く存在する様に思えてならなかった。

　その広間には正面と右手にドアがあったが、そのどちらも鍵がかかっていた。

　ミールは部屋に誰もいない事を確認するとその場を去った。右に折れている廊下はまだ進んでいない。今度はそちらへ進む。光の当たりが悪いのか少しだけ暗い気がする。奥に進むと突き当たるまで左手に部屋が３つあった。が、そのどれもが鍵がかかっていて開かなかった。悪趣味なので耳をドアにあてる事はなかったものの、外からでは中の話し声は感じられない。

　廊下の突き当たりはドアになっているが、金属製だという事とこちら側に鍵が付いているという事と地理的要因を考えて外への出口だろうと思われる。ドアを開けると果たしてその通りであり、眼前に高いコンクリートの塀が現れた。ドアから塀までのほんの数ｍはただの地面になっていて、背の高い雑草が生えていた。虫が入らないうちにミールは素早くドアを閉めた。

「こっちには何もないのね」

　結局１階にはもう何もないようだ。１階を調べ尽くしたミールは２階へと上がっていった。

　２階に上がっても人影は全くなかった。あの馬鹿騒ぎをしていた男３人の声すら漏れてこない。ドアと部屋に防音設備をしているのだろうか。

「今度はどこに行けば良いのかしら。誰かの部屋だとわかっているけど、誰の部屋かまではわからないわ。それが困るのよね。もしまたさっきの３人みたいのだったら怖いし……。それにクミールさんのお屋敷と違って開くドアに順番がないから、その部屋で起こる事が私のレベルに合うのかも心配だわ」

　結局ミールは誰かの部屋を訪れる前に居間へもう一度行くことにした。リディアやクミールがいるかもしれないからだ。

　階段を降り、居間に入るミール。だが、居間に人影はなかった。キッチンを見るが誰も居ない。キッチンは先程ミールが片付けた紅茶のカップがそのまま置いてある。リディアの片付けたカップも置いてある。何とはなしにリディアの使ったカップを見ると先程は気付かなかった柄に目がいった。良い柄をしているなと思った。

　リディアはカップを綺麗に洗っていった様で、紅茶の葉の屑や紅茶によって出来る染みなども完全に落とされている。正直言うとあまり彼女は清潔好きに見えなかったが、この辺りはやはり女性なのだと思った。ミールはリディアが口を付けたであろう部分に目をやった。ミールがカップを使う時に一番嫌な事はカップを汚す事だ。カップを汚すものはおおよそ２つ。紅茶による染みと女性の口紅だ。

　ミールの心配とは余所に、リディアが口を付けたところは綺麗だった。しかしよくよく考えてみれば彼女は口紅はおろか化粧すらしていなかったように思える。年齢もミールと４つしか違わないし、可愛い顔をした極めて美しい少女なので今の所は必要がないということだろうか。

「なに、私ったら神経質なおばさんみたいな事やってるのかしら。あぁ、やだやだ」

　照れ隠しの様にスカートの端を引っ張ると、ミールは居間から出ていった。

　バタンと今のドアを閉める。小さなため息をつきながら顔を上げた所で突然「危ない！」という叫び声が聞こえた。

「え！？」

　ミールはその運動神経の悪さの為、全く微動だにできなかった。ただ、声のした方向に目をやる限りだ。

　ミールが目を向けたと同時に階段の上の吹きぬけからスカートを履いた女性が落ちてきた。

「きゃ！」

　ミールは思わず叫ぶ。女性は片手でスカートを押さえながら舞い降りてきた。もう片方の手にはプレートを持っている。女性がドンと落下してきたにもかかわらず、床は抜けてしまう様子が全く感じられなかった。どんなにか丈夫な床なのだろう。

「着地成功！ じゃなかった……大丈夫、あなた？」

　それはクミールと同じくらいの年の女性であった。髪はブロンドで肩より長く、３つ編みに結っている。肌はかなり白く、顔つきから見てもほぼ純粋な白人だろうと思われる。スポーティーな格好で、チャイナドレスのようにスリットのあるワンピースを着ている。色は白に近いがやや藤色のようにもみえる。ミールがスカートだと思ったものはこのドレスだったようだ。

「あ、はい、大丈夫ですけど……」

「そう、良かった。にしても、危なかったわぁ。だって、飛び降りたらいきなり出てくるんだもの。あなた、フルミネアみたいに間が悪いわねぇ」

　そう言うと女性はおおらかに笑った。女性はセルフィッシュガーデンの女性の中では大柄な方で、170cm近くもあった。体格はスレンダーであり、豊かな胸元と良く締まっている腰元が非常に肉感的な印象を与える。流石にこんなドレスを着ているだけのことはあるなとミールは思った。こう言ってはなんだが、リディアのように比較的少女時代のままの体型で成長した女性にはあまりにそぐわない服装だとも思った。先のアッシュもこの女性の様に魅力的なだったが、アッシュに比べるとこの女性の方が活発に見える。

「あれ、そういえばあなた誰だっけ？」

　思い出した様に彼女は言う。ミールは彼女がこの人の家だという事を思い出すと慌てて「はじめまして。ミールです」とお辞儀をした。

「へえ、ミール……ちゃん。あ、メルの友達ね。いらっしゃい、ゆっくりしてって。

　ねえ、私、ミールって呼んでいいかしら？」

「はい、いいですよ」

「じゃあ、ミールね。私はクリス。呼び方はなんでも良いわよ。ところでメルは？」

「あ、いや、ちょっとはぐれちゃって」

　家の中でどうやったらはぐられるというのだろうか。ミールは自分は適当な受け答えが下手だと自覚した。

「ふぅん、大変ね。じゃあ、探してあげよっか。この家って広いから１人だと大変よ」

　しかし、クリスはあっさりその言葉を信じた。

「はぁ……ありがとうございます。ところで、クリスさん、それより先にちょっとお聞きしたい事があるんですけどいいですか？」

　クリスは「ええ、でもちょっと待って。プレート片付けるから」と言って一旦、居間に入ったが、すぐに戻ってきた。

「ごめんごめん。で、何？」

「あの、ヘンな事聞きますけど、今、何か困ってらっしゃいませんか？」

　するとクリスは「んー」と唸って考えてから「別にないわね」と答えた。

「あの……もしかしてセレンさんからクリスタルって預かってませんか？」

「クリスタル……ああ、あれね。セレンに「これからお前を助ける少女に渡せ」って言われたわ。もしかしてあなたがその少女なのかしら？」

「多分そうです。でも、クリスさんは困ったことがないんですよね。困ったなぁ……」

　クリスは苦笑しながら「いやー、私は自分が困ってなくてラッキーなんだけどさ」と答えた。ミールは尤もだと思った。

「けど、それじゃミールが困るんでしょ。私、クリスタルなんていらないからあげようか？」

「ダメです、そんなの」

「えーっ、真面目なのねえ、ミールって。でもクリスタル欲しくない？」

　結局クリスの甘言にミールは誘惑され「じゃあ、下さい」と答えた。するとクリスは胸元からクリスタルを取り出した。

（もしかして、胸の間に挟んでおいたのかしら。便利な胸……。なんだか……カンガルーみたい）

　クリスタルを受け取るとミールは本を取り出して、１ページ目を開いた。デスパニアの窪みにまずはリュウから貰ったクリスタルをはめ込む。すると、クリスタルは輝き出し、取ろうとしてももはや取れなくなった。

　続いてクリスのクリスタルをはめ込む。ぼこっと音がしてはまったのだが、クリスタルは一向に輝かない。

「光んないわね……」

「やっぱりズルしちゃダメなんですよ」

「しょーがないわねぇ」

　クリスは腰に手を当ててため息をついた。その時、後ろから女性の声がした。

「あ～っ、何やってるんですかぁ、クリスさん」

　振り向くとそれは見覚えのある女性だった。ミールと同じ髪形をした妖精のような女性だ。

「あら、ミクちゃん。うん、それがね、クリスタルが光らなくて困ってるのよ」

　その女性はミクであった。彼女は階段からゆっくり降りてきた。右手には小さな笛を握っている。

「あ、ミールさん、さっきぶりです～」

　ほのぼのした空気を運んできたミクにミールは手を振り返す。

「クリスタルってリーダーさんが渡したものですかー？ ミク、困っているのを解決してもらったら渡せって言われました」

「やっぱりなんかしてもらうしかないのね」

　ついでに「はぁ」とため息をつくクリス。ミクはそんなクリスの顔を見ていたが、やがてふと思い出したように口を開いた。

「困ってることと言えば、クリスさん、一生懸命作ってた編物が全部ほぐされちゃって困ったって言ってませんでした？」

（へえ、クリスさんって編物得意なんだ。なんかちょっと意外だわ）

　感心した目つきでクリスを見上げる。どう見ても彼女と編物は似合わない。むしろリディアが格闘をできるというのと取りかえれば丁度良いような気がする。人は見かけによらないものだとミールは思った。

「ああ、おとといの事ね。やり口が動物的だったけど、シロの仕業とは考えられないから、窓の外から入ってきた動物の仕業だって結論付けたでしょ」

　するとミクはくすくす笑い「知ってます？ それってリーダーさんの仕業ですよ？」と告げた。

「は……？ ……な、何ですってぇ！？」

「リーダーさん、触ろうとして壊しちゃって、それを直そうとして更に余計に壊しちゃったんですって。それで黙ってたそうですよ。あ、ミクったら、すっかりばらしちゃいましたっ♪」

「あのバカッ！ 中々面白い事してくれんじゃないの！」

　クリスは怒髪天を突かんばかりに階段をずかずかとあがっていった。ミールは慌てて後に従うが３ｍほど距離をあけておいた。

　クリスは２階へ上がるとセレンの部屋をノックもなしに開けたが、中に誰もいない事を知ると「絶対殺すわ」と宣言してドアをバタンと閉めた。

「あの、クリスさん。ミクさんの話しを聞いてて思ったんですけど、セレンさんって本当に悪戯で壊しちゃったんでしょうか？」

「さぁね。悪戯だろうがなんだろうが、いずれにせよあいつの首はもう飛んでるわ」

　ガンガンとセレンの部屋のドアを蹴るクリス。ドアは頑丈なのでびくともしないが普通のドアならもう壊れているだろう。

「あのーっ、ほぐされた編物見せてもらえませんか！」

　大きな声で懇願するミール。セレンのことは嫌いだが、そういう類の悪戯をするような男には見えなかった。何か自分に関係があるのではないかとミールは感じていた。

「え……ええ、別に良いけど。じゃあ、部屋にいらっしゃいよ」

　クリスに促されるまま、ミールは彼女の部屋へ向かった。何故かミクもひょこひょこと後を付いてくる。ミクはその間中ずっと笛を吹いていた。そもそも彼女はクリスが怒っている時からずっと笛を吹いていた。怒っている時は勢いが良くテンポの速い曲だった。今は軽快なステップを誘う曲だ。

　ミールは先程からずっと彼女の演奏が、怒っているクリスをより苛立たせはしまいかと心の中で怯えていた。だが、クリスはミクの演奏に慣れている様で、その存在に半ば気付いていないかのような素振りを見せていた。

（ミクさんって変わってる……。まさにアルバザードに住むに相応しいわね……）

　そしてその変質を受け入れているクリスもまたアルバザードの霊人たり得るものだと思った。

　クリスの部屋はセレンの部屋の丁度向かいにある。セレンの部屋から円状の廊下を壁伝いに歩いていくと尤も遠い部屋にあたるということになる。

「どうぞ」

　ドアを開けるクリス。中に入るとそこは女性の部屋にしてはやや殺伐としていた。ベッドがセレン達の部屋とは違い、左隅に横向きに置いてある。また、事務机はない。正面の奥は映像機器があるが、よくわからない機器もいくつか置いてあった。

　部屋の中央には座布団がいくつもおいてあった。柔らかそうな座布団で、種類が豊富だ。中には枕のようなものまである。座布団の数は何故やたらと多い。また、座布団は大体円を描く様に配置されていた。

　壁には１台の白く背の低い円卓が立てかけてあった。クリスはその円卓を軽々と持ち上げると座布団が描く円の中に置いた。なるほど、彼女はいつもこうして来客の座る位置を作るらしい。

「この部屋ってさー」

　座布団をはたきながらクリスが世間話のノリで喋り出す。

「実際は殆ど私の部屋じゃないんだよね。みんながここで遊ぶようになってからはすっかり遊び場になっちゃったわよ」

「ベッドとか奥に追いやられちゃってますもんね。でも、みんなってどれくらいですか？」

「えー、そこのミクちゃんとかよ、ウチの女子全員。って言ってもファーヴァはあんまり来ないけど。もー、女子のサロンって感じかな」

「へぇ……」

「さ、座って座って」

　ミールは柔らかい座布団に座ると、初見で一番気に入ったピンクのまくらを膝に乗せた。ミクも同じように適当な枕を抱いて座っている。

「へえ、ミールってメルに似てるなーって思ったけど、選ぶ抱き枕まで同じなのね。実はそれ、あの娘のお気に入り」

「メル以外が触ると怒るんですよねー」とミク。ミールは慌てて抱き枕を膝から降ろしたがクリスは「別に良いわよ、大丈夫」と言った。

「あの娘は自分の好きな相手なら怒らないわよ。あなた友達でしょ？ じゃあ、OKよ。でも、ちょっと光栄よね。私達の中でもそれを使ってあの娘が怒らないのはセレンとクミール、それにリディアくらいのもんだし」

「クリスさんの枕なのに怒るんですよね、メルって」

　ミクの言葉にクリスは肩を竦める。もはや彼女のセレンへの怒りは収まったようだ。尤もそれは一時的なものだろうが。クリスは自分も席につくとミールに編物を渡してきた。

「ミール、これが例のものよ」

「あ、セーターですね。秋用ですか？」

　セーターはミクの話し通り見るも無残にほぐされていて、今ではセーターだった事が辛うじてわかる程度だ。

「まぁ、秋用といえば秋用かな。本当はまだこれから夏なんだけど暇だからさ。それにやらないと腕が訛っちゃうでしょ。格闘と同じでさ」

「え、クリスさんもやっぱり格闘技っていうのするんですか」

「やっぱりって？」

　しまったとミールは思った。クリスの体型や素行を考えるといかにも編物より格闘の方が似合うのだが、彼女が女性である以上、それを言っては傷つけやしまいか。ミールは自分の口の軽さを呪った。

「いえ、だってほら、クリスさんったら２階からいきなり飛び降りてきたのに無事なんですもん」

　ミールは咄嗟に言い訳を考えた。今度は先程より上手く嘘がつけた。本心が混ざっているからであろう。

「ああ、あれね。昔っからそうだから慣れてるだけよ。メルは昔っから階段の手すりを滑り台にして降りていくしね。同じようなものよ」

「メルったら、運動神経とっても悪いのにアレだけは不思議とできるんですよねぇ」

「あの手すりを？ なんだかお尻が痛そう。でも、クリスさんは本当によく無事ですね……。格闘技やってるからですか？ そんなに強いんですか？」

　クリスはミールの質問攻めに窮した様で苦笑いを返した。

「いや、格闘技ができれば２階から飛び降りても平気なんて夢物語の話よ。あれはコツがあるのよ。私が強いからじゃないわ。それに強さでいうなら私よりリディアの方が強いわよ」

　その言葉にミールは驚いてぽかんと口をあけた。

「リディアお姉ちゃんの方が……？」

「ええ、私はせいぜいセレンと同じくらいだけど、あの娘はそりゃあ強いわよ。私の彼氏にオヴィってのがいるんだけど、もう会った？」

「はい、あの大きな方ですね」

「うん。そのウチのダンナよりあの娘の方が下手すると強いからね」

　ミールは額を押さえた。何故だか急に頭が痛い。あの子供の様に小さなリディアのどこにそんな強さがあるというのだろうか。このセルフィッシュガーデンの住人は見かけと中身が逆なのではないかとすら思えてくる。

「じゃあ、ミクさんやメルちゃんやクミールさんも実は強いんですか？」

　すると２人は突然笑い出した。

「そりゃ、軽率も軽率な一般化だわよ。ここに来れたあなたならそれくらいわかるでしょ、ミール。ミクちゃんが強いわけないじゃない」

「私、普通の女の子ですよ、ミールさん」

（いや、普通ではないと思うわ……）

　ミールは黙ったまま２人が笑うのを見ていた。

「それにクミールは虚弱体質よ。格闘技どころか少しでも走らせたら本当に死んでしまいかねないもの」

「ああ、クミールさんってそうなんですか。ちょっと華奢すぎますもんね」としみじみ応えるミール。抱き枕をぎゅっと抱く。

「メルに至っては、天才的な運動音痴よ。前に一度セレンに怒った時、セレンの足を蹴ろうとしたんだけど、外れた挙句、勢い余って自分がすっ転んで泣き喚いたくらいだから」

　運動神経の話しになるとミールは人を笑えたものではない。その話しは無視してセーターに目をやった。セーターには２本の編み棒がささっている。編んでいる途中だったという事がありありと見て取れる。

「あれ……？」

　編み棒を見ていたらある点に気がついた。

「どうかしたの？」

「編み棒なんですけど……良く見ると文字が書いてあるます。メーカー名か何かかなと思ったんですけど、余りに長すぎるんでおかしいなって……。

　ええと……「ウチの歌姫の比喩を観察し、何らかの考察をすること。テーマ：音楽と言語について」……ですって」

　クリスとミールの眼が同時にミクを向く。彼女は笛の演奏に夢中になっている様で、その視線に気付かない。が、暫くすると眼が合い、彼女は唇を離した。

「吹いて欲しい曲、ありますか？」

「いえ、それはまた今度。あの、ミクさん、この編み棒のここの所見てくれます？」

　編み棒に書かれた文面をミクに見せる。ミクは目を通すと「この歌姫ってミクのことでしょうか」ときいてくる。

「ミクちゃん以外、居ないでしょ。でも、なんで私の編み棒にこんな文字が？ セレンの字じゃないわね。正書体だし、焼きごてを当てた形跡もない。どうやって書いたのかしら」

　不思議そうに編み棒を見るクリス。不思議にはもはや慣れっこになってしまったミールには何ら感慨の沸くものではなかった。こんなことよりもシャンテの方が数倍も珍しいものにみえる。

「もしかするとの話しなんですけど、ミクさんがこの編み棒の要求に応じてくれれば、何かが起こるかもしれません」

「ミクが……ですか。でも、何をすれば良いのかなぁ」

　頬を少しだけ膨らませるミク。どうやら彼女は迷った時にこういう顔をする癖があるようだ。

「まぁ、音楽と言語をテーマに何らかの比喩を言えばいいんじゃないの。音楽はミクちゃんの分野だから簡単でしょ。言語と結び付ければ良いのよ。やってみなさいな、ね？」

「う～ん、難しそうだけどやってみます。でも、何を言えば良いんでしょう？」

　ミクは左右に首を倒すのを繰り返している。そんな事したら余計に頭が混乱するのではないかとミールは思った。

　丁度その時ドアをノックする音がした。クリスは相手を確認もせず「入ってー」と言った。

「ういーッス」といって入ってきたのはあの巨人のオヴィであった。

「なんだ、オヴィじゃない。どーしたの？」

　手を上げるクリス。オヴィは「なんだはねえだろ」と言いながらドアを閉めた。中にミール達がいて、全員が女だから居心地が悪い様で、彼はそのままドアのところに突っ立ったまま話しを続けた。

「チキショー、今日はザナにぼろ負けだぜ。腹立ったからもう賭けは止めてセレンん所行こうと思ったらさ、いねぇでやんの。で、ここに来たんだよ。なんだ、ミクちゃんとチビ助も居たのか」

　チビ助と呼ばれてむかっ腹が立ってきたが務めて冷静にミールはオヴィを無視した。

「そんな所に突っ立ってないで座んなさいよ」

　座布団をぽんぽんと叩くクリス。オヴィはのそのそと歩いてきてミクとクリスの間に座った。座る時にミクの頭をぽんぽんと叩き、挨拶をすると、ミクはにっこりと笑った。ミールはその様子を見てミクは子犬に似ていると思った。

「よう、チビ助、調子はどうだ」

「チビ助の調子は知りませんけど、ミールの調子なら快調です、おかげさまで」

　皮肉気に返したのにもかかわらずオヴィは全くそのことに気付いていないようで「そうか、そりゃあ良い」と返した。

「ミルフはどうだい？」と問うオヴィに、ミクは「元気ですよ～」と返す。

「えっ？ ミルフって誰ですか？」

　訝しがるミール。この部屋にミルフなどという人物はいない筈だ。

「誰って、ミクちゃんだよ。なんだ、チビ助、知らなかったのか。ミクちゃんってのはただのあだ名だよ。ほんとはミルフっていうんだ。なぁ、ミクちゃん？」

　頷くミク。そんなこと初めて知った。すると彼女は初対面の相手にあだ名だけを名乗るということか。

（どこまでも変わった人……）

「で、お前ら何やってんだ？」

「私のセーターについてよ。これをほぐしたのはセレンなんだって」

　オヴィはヒューと口笛を鳴らすと「１人死亡。リーダー欠番。こりゃ大変だな、おい」と言って笑った。何かにつけて粗野なオヴィをもうミールは諦めることにした。

（この人は根っからこういう人なんだわ……）

「で、この編み棒見てよ。文があるでしょ」

「……おお、なるほどな。この歌姫っていうのはミクちゃんのことか」

「そうなんです、どうやらミクみたいなんです。でも、どうやって音楽を言語に例えれば良いのかわからなくって……」

「どうやって以前に、そもそもミクちゃんにとって音楽って言葉に例えられるものなの？ まずはそこから考えてみよっか」

　ミクに助言するクリス。クリスの話し振りは非常に面倒見がよく聞こえる。また、普通に話していても凄く説得力があるように聞こえる。どうも、彼女には相当なカリスマがあるらしい。先程、彼女はこの部屋が女子のサロンと化していると言っていたが、それはこの家の女子が彼女を慕い、また、彼女のカリスマに魅了されているからではないかと思える。

「どうだい、ミクちゃん？ 音楽を言語で例えられんのかい？」

「例えられることは例えられますよ。だって音楽と言語は似てるし、むしろ音楽って言語の１つだと思ってます。なんていうんですかねー、どっちもこちらの持っている伝えたい事を伝達する手段なんです。音楽は楽器や口を使った音を以って、言語は口を使った音声を以って、伝えたい事を伝えるんです。

　言語でいう伝えたい事は例えば様々な命題でしょう。音楽で伝えたい事は例えば曲です。命題は色々な言語で表現されます。曲も色んな楽器で演奏できます。

　人間界には外国語がありますけれど、そこには英語や中国語というのがあるそうですね。音楽にも楽器は色々あります。例えばピアノやバイオリンといったものなどです。

　ある命題は色んな外国語で表す事ができるし、ある曲は色んな楽器で表せます。同じ命題でも使用言語によって受け取る側にとってはニュアンスがまちまちです。同じ曲でも使用楽器によって聞き手の印象は変わります。

　ね、凄く音楽と言語って似てると思いませんか？」

　途中からミクはにこにこしながら語っていた。彼女は本当に笑顔が似合う女性で、見ていると肩に入った変な力が抜けて、気楽で幸せな気持になれる。その点はリディアやリーザを思い出させる。

「うん、凄く似てますね。今までそんなこと、気付きませんでした。音楽と言語って似てたんですね」

　ミールはしみじみ頷いた。クリスも彼女の話の所々でうんうんと頷いていた。しかし、オヴィだけが難色を示していた。

「オヴィ、あんたはそう思わないの？」

「あー、まぁな。納得しねえっていうほどでもねぇがな。あのよ～、音楽と言語ってどこが似てんだ？」

　腕を組むオヴィ。クリスは「あんたねぇ、今の話し聞いてたの？」と呆れた様に言う。ミールもそれに同感だった。

「ああ、聞いてたぜ。でも、言葉と音楽が似てるなんて信じらんねぇや。全然別モンだろ？ だってよ、音楽で怒りや悲しみは伝えられてもよ、音楽で算数は解けねぇだろ。なぁ、ミクちゃん、お前はさぁ、音楽で１+１って表わせると思ってんのかい？」

　ミクは「それは……無理です……」と首を振る。

「なー、全然違うだろ、言語と音楽じゃよ」

「でも、ミクさんの話、とっても解かり易かったです。言語が言いたい事を色んな言葉で表す事、そして音楽が伝えたい事を色んな楽器で表す事、これって凄く似てますよ。言葉は楽器に対応してるし、それらが命題や曲を表すって事も対応してるでしょ。命題も曲に対応してるし……。使っている単語は全部綺麗に対応関係があるから凄く分かり易く簡潔な比喩だと思いますよ」

　しかしオヴィは「簡潔だろうがなんだろうが、オレは納得できねぇんだもんよ」とにべもない。ミールは何て頭の硬い男だと思った。

「オヴィさんが納得しなかろうが、ミクさんの比喩は正しいです！ クリスさんも私も、ミクさん自身も納得してるんです。こんなに正しい比喩なのに納得しないのはあなたがヘンなんです！」

　ミールは自分の倍以上もあろうかという巨人に向かって今や怒鳴りつけていた。自分の勇気にエールを送りたい所だ。言った後にすぐさま後悔と恐怖が沸き起こったが、オヴィは別に怒る風でもなかった。却ってその雄雄しい態度がミールに好感を持たせた。彼はこれだけの肉体を持っているだけのことはあって、子供相手にむやみに怒ったりはしないのだろう。その辺りの悠然とした構えが男らしく見え、ミールの女心をくすぐって、初めて彼を見直す事となった。

「ミール、言い過ぎよ。でも、オヴィもさ、なんで納得しないの？」

「納得できねえからだ」

「あぁ～、それはトートロジーなのー♪」

　ミクが音程をつけて数小節だけ即興で歌った。オヴィは「まぁ、そりゃそうだな」とミクに言った。彼もまた彼女の妙な性質に対して特に不快感や抵抗を覚えている様子はない。

「でもよ、納得できねえもんは仕方ねえだろ。むしろお前らこそなんで納得できるんだよ？」

「ミクさんの比喩が正しい比喩だからじゃないですか？」

「正しい比喩？ ハ、何だよそれ？ 例え話に正しいもクソもあるのかよ」

　本当に彼の言葉使いは粗雑だ。ミールは気分が悪くなってきた。セレンでもここまでは悪くなかった。どうしてクリスはこんな男と付き合っているのだろうか。それとも自分の男の趣味が偏狭なだけで、彼には自分が気付かないチャームポイントがあるのだろうか。

「そういえば、正しい比喩ってなんなんでしょうね～」

　ふわふわ浮いたような声でミクが呟く。彼女は歌っていなくても歌っているかのように話す。恐らくわざとでなく、半ば癖でそうやってしまっているのだろう。ミールはこれに慣れるのは大変だろうなと改めて思った。

「俺にはわかんねえ。チビ助はどう思うんだ？」

「正しい比喩っていうのは、みんなが納得するべき比喩だと思います。だから、ミクさんの比喩が正しいのに納得しないオヴィさんは間違ってると思います」

「でもねミール、みんなが納得するべきっていうのはどうやって決めるの？」

　問われてミールは応えに窮してしまった。肌では正しい比喩があるのを感じているのだが、それを言葉にできない。あまりできないので今度はだんだん自分の意見が間違っているのではないかというような気に襲われる。つまり、正しい比喩なんていうものが果たして本当に存在するのだろうか、と。

「……」

　困った。答えに詰まってしまった。散々オヴィに偉そうな口を利いた割に、いざ正しい比喩を考えると全くそれが思い付かないのだ。肌では正しい比喩があるはずだと感じていたが、今ではそれすらも疑わしい。あの自信は一体どこから出ていたものなのかと思うとミールは自分の早合点を呪った。

　そしてもはや何も言えなくなった自分をみて、ミールは耐えがたい羞恥心を感じた。これなら他人に裸を見らることを覚悟で１階の風呂に入る方がまだ恥ずかしくない。

　ごめんなさいとオヴィに謝りたいが、何故か自分の唇は少しも動いてくれない。人を貶める事にはよく働くこの唇が自己を貶める事には微動だにしないのだ。自分の唇は何て汚れているんだろうと思うと絶望感を感じる。ミールは諌める様に自分の唇を強く噛んだ。

「……」

　部屋に沈黙が下りた。自分は今どんな顔をしているのだろう。真っ赤な顔？ 恥かしくて涙を堪えている顔？ ……ちっともわからない。

　オヴィは「よっ」っといって腰を上げると、ミールの側までやってきて頭をその大きな手で撫でた。

「うぉっと、ワリィワリィ。髪がぐしゃぐしゃになっちまった。怒んなよ、チビ助」

　そうしてオヴィは大らかに「はははは」笑うと同様にミクとクリスの頭もぐしゃぐしゃに撫で、「そんじゃーな」といって入り口のドアを開けた。

「女と居ると良い匂いが移っちまって困らぁ。女くせぇ匂い振り撒きながら野郎とバカやりあうなんざできねぇんでな」

　クリスは笑って「ば～か」と座布団をオヴィに投げ付ける。しかし座布団が当たる前にオヴィはするりと部屋を抜け出していった。

　閉まったドアをみつめるミール。オヴィは散々自分にバカにされたのに、結局何も文句の１つも言わずに去って行った。それどころか彼はミールが困っているのをみて追求すらしなかった。ミールはいたたまれない気持ちになった。

「あ！ 嘘っ！？ セーター、直ってる！」

　クリスの歓喜の声がする。見るとセーターは彼女の手の中ですっかり元通りになっているではないか。

「わ～、ほんとですぅ。クリスさん、良かったですね」といってミクは拍手をする。

「え……。でも、私、正しい比喩については何も……」

「良いんじゃない？ ミクちゃんの比喩を聞いてそれについて色々考えたんでしょ？ ならOKでしょ」

「でも……私、オヴィさんにひどいこといっちゃった……」

　落ちこむミール。しかしクリスは「とんでもない」と手を振る。

「い～の、い～の、あいつはああいう奴だから。ミールが困ってるのに「ほら見ろ、お前こそ答えられないじゃないか！」なんて絶対言わないわ。相手が辛そうにしてんだから、そんなコトしないって。あれでも一応この私のダンナなんだしさ」

「……なんだか、自分が凄く格好悪いです」

　小さく言うミール。本当に消えてしまいたい気分だ。

「あなたが格好悪いんじゃないって。ウチのダンナがカッコ良いんだって、あははは」

　ぽんぽんとミールの肩を叩くクリス。何となくその言葉にミールは救われたような気がした。

「あ、でも今の台詞、ダンナに言っちゃダメだからね、ミール。こっぱずかしいんだからさ」

「……はい」

「それはそうと、私のセーター直ったんだだったら、もうクリスタルも光ってるんじゃない？」

「あ、そういえば」

　クリスの言葉に慌ててミールの書を取り出して確認する。すると果たして彼女の言葉通り、クリスタルは輝いていた。

「オヴィさん、ギルさん、ザナドゥさん、フルミネアお姉ちゃん、リュウさん、クリスさんから貰ったから、これであとクリスタルは８個ね……」

「８っ個じゃな～くて、なっな個ですっ、ミールちゃん♪」

　ミクはスカートのポケットからクリスタルを取り出し、ミールに手渡す。彼女のクリスタルをはめるとそれも輝き出した。これで残るクリスタルは後７つ。つまりこれで丁度半分集めたということになる。

「わぁ、これでもう半分ですね。凄いですね、ミールちゃん。ふふっ」

　何が楽しいのかわからないが本当にミクはいつも楽しそうにしている。ミールは不可解ながらもだんだんとそれが彼女のあるべき姿だと納得する様になっていった。

「それじゃあ、セーターも直った事だし、もう行きますね」

「待って、今度は私がメルを探してあげるわ。探してたんでしょう？」

　探していたなどとは一言もいっていない。だが、クリスはもうメルを探す気で腰を上げている。ミールは何も言わずに彼女に従って部屋を出た。ミクも後ろから例によって笛を吹きながら付いてくる。

　部屋を出る３人。出たところで思わず立ち止まってしまう。ドアの横にメルが体育座りをしてぽつんとしていたからだ。

「あれ、メルじゃない。丁度良いわ。今、あんたを探しに行こうとしてたのよ」

　メルは３人を見上げると立ち上がった。メルの様子は先ほど別れた時と何ら変わっていない。白いワンピースを着ている天使の様だ。

「あ、メルちゃん」

「*We meet again, ミールちゃん」

　ミールの手を取るメル。彼女の手は何故か少し冷たくなっていた。

「メル、あんた友達おいてっちゃダメでしょ」

「うん、ありがと、クリスお姉ちゃん」

　メルが謝るとクリスは「じゃあね、ミール」と別れを告げると、ミクを連れて部屋の中へ戻っていった。

　廊下にはミールとメルだけが取り残された。もうミクの笛の音もしない。

「あれから大変だった、ミールちゃん？」

「うん、ラヴァさんに定義とか教えてもらって、セレンさんに会って、それでここにきたの。いっぱい勉強しなきゃいけなかったからすっごく大変だったよ。ここに来てからはクミールさんとリディアさんに教えてもらいながらお家の人達に会ったの。この家に来てから急に教えてもらう事が難しくなったから、もうミール大変！」

　身振り手振りをしながら大袈裟に話すミール。メルはうんうんと頷くと「それは大変だったね。*By the way, how many crystals do you have？」と聞いてきた。

「７個。後半分。他は誰が持っているの？」

「メルとかも持ってるけど、まだメルのはあげられないよ。取り敢えず次の部屋に行こう。付いてきて」

　メルはそういうと２つ隣の部屋へ歩いていく。ミールは素直に従う。メルはドアの前に立つと、ノックをしようとしたが、止めてため息をつく。

「どうかしたの、メルちゃん」

「まぁね……本当はここだけは担当したくなかったんだけど」

「担当？」

「だから、３賢女としてお兄ちゃんに選ばれたメルとお姉ちゃんとクミールちゃんはあなたに論理と論議を教えるのが役目なの。このセルフィッシュガーデンにはあなたの事を事前によく聞かされている霊人と、殆ど或いは全く聞かされていない霊人が居るの。その事はもう気付いてたでしょ？」

　確かにこのセルフィッシュガーデンには自分を始めから知っている者が何人かいた。また、初めて会った時クミールがミールの事を知らない振りしたように、ミールの事を知っていながらも偶然の初対面を装う者もいた。そしてクミールとリディアとメルは３賢女と呼ばれる連中で、何かとミールを世話してくれるということもわかっていた。

「メルはクミールちゃんやお姉ちゃんみたいに親切に教えちゃいけないから、せめてミールちゃんがセルフィッシュガーデンで迷いそうになったら案内してあげようと思ってるの」

「本当？ 嬉しい」

　素直に言うミール。どうも先程まで話していたリディアの言い方が強く印象に残っていて、移ってしまった様だ。メルはそれに対して少し眉をひそめただけで何も言わなかったが、それは感謝されて恥ずかしがっているからなのだろうか、或いは別の要因からなのだろうか……。

「……入るよ、ルージュ」

　メルは結局ノックもせずにドアを開けた。その語調は少し荒い。何故だろうかとミールは不思議がった。

　その部屋はセレンの部屋と同じく簡素な男住まいといった感じであった。恐らく初期位置のまま変わっていないであろうベッドや机といった家具が置かれている。カーテンは掛かっておらず、部屋も適当に散らかっている。

　机には１人の少年が座っていた。金髪の白人で、混血という感じは殆ど感じられない。座っているのでよくはわからないが、年は自分たちより１つ２つ上なだけだろう。髪をつんつんと立てていて、来客の２人を訝しげに見てきた。彼に対するミールの第一印象は「やや悪い」だ。

　机の横には先程会ったギルが立っていて、また、ベッドの上にはオヴィが寝転んでいた。ミールは部屋に入った瞬間にスンと小さく鼻をならした。男の部屋で男ばかりが入り浸っているからであろうか、或いは滅多に掃除がされていない為であろうか、この部屋は嫌に男の匂いが立ち込めているからだ。思わず鼻を指でこするが、飽くまで無表情のままでだ。

（ねえ、メルちゃん、なんだかここって何か空気が違わない？）

　ミールはメルの耳元に囁く。するとメルは小さく（It’s typical. 男の部屋なんてこんなものだよ。お兄ちゃんもそう。慣れちゃった方が早いよ。こうじゃないのはリュウお兄ちゃんくらい。あそこは機械の匂いだから）と囁き返してきた。

　ミールは何となく納得させられてしまうと、失礼にならない様に鼻をすするのを止め、かわりにフルミネアのアルマートの時と同じく匂いを感じない様にした。

（アルマートとは違ってこれは部屋を出ても恋しくならないだろうなあ……）

　ぼうっと考えているとオヴィが「また会ったな、チビ助」といってくる。オヴィには借りがあると感じているミールは成る丈礼儀正しくお辞儀をした。ギルは嫌いではないので同じように挨拶をすると「やぁ、また会ったね、ミールちゃん」と返してきた。

「おい、ギル。最近お前は小さい女にやたらと縁があるな」とオヴィ。ギルは素知らぬ顔で「何が？」と聞き返す。

「ほら、お前がバイトしてる花屋によく来る女の子とすっかり仲良くなったんだろ？」

「あぁ、あの娘な」とギルは肯って、こちらをを見てくる。「確かに、ミールちゃんくらいの年だな」

「……」ミールはギルの話しが気になったが、黙っている少年の方が気になってそちらに見入った。机に座っているその少年がさしずめルージュというのだろう。メルがドアを開けて呼んだ時、敬称をつけなかったところからも想像できる。

「なんだ、メルかよ」

　ぶっきらぼうに挨拶するルージュ。メルはむっとした顔になりながらも「こんちわ」といった。どうやら彼らは仲が悪いようだ。

「なんだ、メル、お前双子だったのかよ？」

　ミールを指差すルージュ。ミールは首を振り否定する。

「私、ミールっていうの。あなた、ルージュ君でしょ」

「*There is NO need to say his name with “sou”, mir-yunk.」

　茶々を入れるメル。ルージュは舌打ちするとオヴィの方を向き直った。

「大将、オレ、こいつらの相手なんざしたかねぇよ。ミールって奴はよく知らねぇけど、メルに似てるんだからきっとヤな奴だぜ」

「なっ！」

　開いた口がふさがらない。何故外見がメルに似ているという理由だけで内面まで否定されなくてはならないのか。メルがルージュを嫌う気持がよくわかった。

「そう怒るなよ、ルージュ。チビ助はクリスん所も俺ん所も回ってきたんだ。相手してやんな」

「姉御の所も！？ へぇ、姉御は流石に面倒見が良いや！」

　驚くルージュ。横にいるギルは彼の肩に手を置くと「それにお前も困ってる事があるだろ？」と付け加える。

「オレはそこのチビが口うるさいんで困ってるよ。

　よう、ミールだっけ？ お前、そのチビの口をふさいでくれたらクリスタルやるぜ」

　ケタケタと笑うルージュに溜まっていたイライラが爆発したのか、メルは「なんだとーっ」と怒鳴った。

「You bastard!! チビって言ったな！ メルにチビって言ったな！」

　怒鳴るメル。ルージュは更にケタケタ笑うと「チビな上にサルだ。顔まで赤くなってら」と悪態をつく。

　メルは本当に顔を真っ赤にして大きく息を吸い込むと、そのままルージュの元につかつか歩み寄り、いきなり彼の頭に拳骨を食らわせようとした。が、天才的運動音痴の拳骨が当たる筈もなく、ルージュはメルの腕を軽くさばいた。

「チ～ビ。お前のへなちょこパンチなんか食らうもんかよ」

「誰がチビだ、このバカッバカッ！」

　悔し紛れにメルは喚き散らす。こんなにメルが激情するとは夢にも思っていなかったミールは再度驚いてその様子を見ていた。彼女が怒る時はどちらかというと冷静に怒るものだと思っていたので、このような直情的な怒り方をするとは正に意外だった。しかしオヴィとギルはミールの態度とは裏腹に全く動じず、その様子を見ている。恐らくこういう事は彼らの間では日常茶飯事なのだろう。

「あんた大っ嫌い！ ミールちゃん、こいつの頭の悪さを直してくれたらメルのクリスタルあげる！」

「い、いや、そんな事言われても……」

　それは論議でどうにかできる問題ではないだろう。ミールが困っていると、見かねたギルが無言でミールの後ろを指差してきた。その指に従い、振りかえるとそこには張り紙がしてあった。

「あ、また張り紙……。セレンさんも単純ね。毎度毎度同じ手だなんて」

　ところが今回の張り紙の内容については毎度毎度のものとは違った。

“メルとルージュの喧嘩をみて、喧嘩の理由を学ぶ事”

「は……？ なにこれ」

　張り紙をよく見直すがどうもそれ以外の文字は書かれていないようだ。

「メルちゃん達の喧嘩の理由を学べですって？」

　喧嘩の理由を聞くのはそう難しい事ではない。が……。ミールはメルを見た。メルは未だにルージュにそのか細い腕を取られて必死にもがきながら彼を殴ろうとしている。

（この状況だと聞きにくいったらないわ……）

　まずはメルの気を静める事が先決だと考えたミールはメルに抱き付いて彼女をルージュから引き離した。

「ほら、もう止めなよ、メルちゃん」

「離してよ、ミールちゃん。このバカ殴んなきゃ気が収まんないのっ！」

　ミールの胸の中で暴れるメル。まるで５才児だ。エンナでさえもっと大人びている。

「悪い子ね、メルちゃん！」

　ミールはメルの額をぴしゃりと叩いた。メルは「あぅ」とうめいて額を押さえる。続けて赤の他人であるルージュのすねを思いきり蹴飛ばした。

「いってぇ！ 何しやがんだ、お前」とルージュは飛びあがった。自慢ではないがすね蹴りはミールの持つ唯一の必殺攻撃だ。エケトネと喧嘩をした時はいつもこの技で彼を泣かせている。的確に痛い所を狙うのでルージュもこれはたまらないだろう。その様子を見てメルは満足したらしく、急に大人しくなった。

「はぁ」と大きなため息をつくミール。メルはもっと大人びていると思っていただけにショックが大きい。

「とにかく、喧嘩はひとまず止めて、原因を話してちょうだい」

　ミールはリーザの口真似をした。ミールがエケトネと喧嘩をした時に必ずリーザはこうやって説教をするのだ。

「*ミールちゃんもwere here! I’m abused! He abused me! こいつが abused メル！ He called me BRAT!!」

「もっと前のこと聞いてるの。どうしてあなた達はそんなに仲が悪いんですか」

　いよいよリーザの言い方が本格的に乗り移ってきた。メルは額を押さえてしゅんとし、ルージュはすねを押さえてうずくまっている。一方、オヴィとギルはミールの大人ぶった対応が面白いらしく、にやにやしながら笑いを堪えている。

「とにかく、こいつが悪い！」

　ルージュとメルは互いに指差しながら同時にそう叫んだ。ミールはまた大きなため息をついた。ルージュはともかく、メルは３賢女の一員ではないか。全く、論議ができるほどの頭脳の持ち主ならば精神年齢も高いとは言いきれないということが目に見えてわかる瞬間だ。

「なんか、こいつはメルのことを昔っからチビだって言うんだよ。*mel is NOT a brat!ただ年がみんなよりすこ～し小さいだけだもん。なのに、チビだなんてひどいひどい！ オヴィお兄ちゃんも偶にメルにチビって言うの！」

「お、おいおい、もういってないだろ。いつの話しだよ」

　慌てるオヴィ。ギルはくすくすと笑う。

「オヴィ、あの時は大変な目に会ったもんな。許してもらうまでの間中ずっとメルにナイフやら爆竹やらを投げつけられてな。しかも家の中なのに」

「だからあれから２度と言ってねえんだよ。もうこりごりだ」

（爆竹？ ナ、ナイフ……？）

　ぎょっとして腕の中のメルを見るが、メルは平然としている。全く悪い事をしたとは思っていない様だ。それだけメルにとってその言葉が嫌だったのか或いはそれだけメルが激し易いタイプなのか。ミールはただひたすらに前者が原因である事を祈った。

「でも、このチ……メルだって、オレのことさんざんバカにするじゃねえか」

「だってあんたはほんとにバカでしょ」

　さらりとにくまれ口を叩くメル。これでルージュがメルを小突こうとしてもミールは守ってやらないことにした。

「ほらな、こういうヤな奴なんだよ、こいつは。そしたらオレだってお前の気にしてるチビって言葉を言う気にもなるだろ」

「あんたの方がひどいこと言ってるの。メルは皆よりそぉたい的に年が若いことを気にしているけど、あんたは別にバカだってこと気にしてないでしょ」

　メルの言葉にオヴィは「まあ、俺らのバカは本当だしなぁ」としみじみいう。ルージュも「うん、オレは確かにバカだな」と一旦は頷く。が、次の瞬間ハッと思い出した様に「だからって言って良い事かよ！」と怒る。ミールはこの時「あ、この人ほんとにバカだ……」と思った。

「でもさ、メル」とギル。「俺はチビって言葉は爆竹投げたり人殴ろうとするほどムカツク言葉だとは思わないな。どうしてそれで怒るんだ？」

　メルは毅然として「ムカツクからムカツクのよ！」と答えた。

「メルちゃん、それじゃトートロジー……」

　耳打ちするとメルは「知ってるよ、そんなの」と返してきた。

「ギルお兄ちゃんはどうしてチビって言われただけでそんなに怒るのかって聞くけどさ、それってチビって言葉がそんなに怒るべきものじゃないと思ってるってこと？」

「ああ、少なくとも俺にはね」

「But for mel, それは十分怒るに値するの。爆竹を投げつけるだけの理由になるの。それのどこがいけないの？ お兄ちゃんたちが納得しないとメルは怒っちゃいけないの！？ 

　霊人にはそれぞれ気にしてる事があるのよ。回りが「どうしてこいつはこんな事で怒るんだろう」って思うような事がよ。そういうのってみんなにもあるよ。

　*Well, guys. Wanna hear some of THEM？」

　悪戯に微笑むメル。どちらかというと今のメルは天使というよりは天使の顔をした悪魔に見える。オヴィとギルは首を勢い良く振った。

「絶対に言うな。聞きたくない。聞いたらお前の首を絞めちまいそうだ」

「でしょ？」

　にっこり笑うメル。どうやら彼女の悪口は一級品のようだ。メルの提言を聞いた時の彼らの熱烈な否定振りを見ればその事はすぐにわかる。なんとなくミールはその悪口の能力をセレンに向かって行使してくれないかなと思った。そしたら一体どうなるのだろう？ ？ 

「とにかく、メルにとっての「そういうの」はチビって言葉なの。勿論他にもあるけどね。だから、そう言われたら怒るのは当然」

「……」

　ルージュが何か言ったようだが聞き取れなかった。「え？」と言うと彼はぷいっとそっぽを向いてしまった。ギルは苦笑すると「「ごめん」……だってさ」と告げる。

「……」

　メルはミールの腕から離れると、ルージュの腕を取って自分の胸に抱いた。

「……なんだよ、メル」

　ぶっきらぼうにいうルージュ。メルもぶっきらぼうに「手を握るのなんて恥ずかしいから腕を握ってんの」と言い放った。

　ルージュはメルを見ないままポケットに手を入れてクリスタルを取り出した。

「ん！」

　クリスタルを差し出すルージュ。心なしか頬が赤い気がする。

「早く取れよ、ミールって奴に必要なんだろ」

「……。あ……ありがとう……」

　困惑した顔でクリスタルを受け取るメル。ミールはそのクリスタルをもらうと、ミールの書を取り出してデスパニアにはめ込んだ。するとクリスタルが輝き出し、その光が張り紙を吸収して消えていった。

「これであと６個……。ありがとう、ルージュ君」

「別に礼なんか言うなよ。これで俺も部屋から出られるしよ」

　ぶっきらぼうにいうルージュ。オヴィは笑いながら「何赤くなってんだ、お前」と頭を小突く。

「止めてくれよ、大将。オレは別に……７月は暑いんだよっ」

　ルージュの様子を見てミールはくすくすと笑う。

（なんだ、思ったほど悪い子じゃないのね。意地っ張りなだけみたい）

「それじゃ、私、次に行くね」

　挨拶をして部屋を出ようとしたところでルージュが「待てよ」と呼び止めてくる。しかし呼び止められたのはどうやらメルの様だ。

「もう１つ言っとくけどさ。オレ、そんなに毎回言われるほどバカじゃねえと思うぞ。どっちかっていうと、お前が良すぎるんだよ」

　メルはただ「うん、わかった」と言って部屋を去っていった。そして、３人にお辞儀をするとミールも部屋を出ていった。

Ⅹ

　ルージュの部屋を出たミールとメル。空気が新鮮なものに戻る。予想通り全く物恋しい気持は起こらなかった。深呼吸をするミール。メルはしかし今の環境に慣れているようで全く平然としている。

「well, それじゃあ where to go?」

「え、ミールが決めて良いの？」

「良いよ。会いたい霊人とか行きたい所とかあるでしょ」

「じゃあ、セレンさんに会わせて」

　セレンには言いたい事が山ほどある。ミールをこんな所に連れてきたくせに自分はちゃっかり消えてしまったのだ。いい加減もいい加減な男だ。一度は文句を言わねば気が済まない。

「いいよ。今、部屋にいるし」

　メルは気軽に答えるとセレンの部屋へ向かっていった。廊下は円形の形をしているから見渡しが良くて広いのに、誰１人として人影は見当たらない。セレンの部屋までは優に10ｍ以上あったというのに、そこにつくまで誰1人として部屋からも階段からも現れなかった。

（本当に人がいるのかしら……）

　セレンの部屋まで来るとメルはノックを４度して入る。

「お兄ちゃん、ただいまぁ」

　部屋の中にはセレンが居た。１人で机に座っている。彼の様子は先ほど別れた時と特に大差ない。セレンはミールを向くと、互いに目が合った。思わず彼の左目に見入ってしまう。不思議と今の彼の視線は怖く感じられなかった。

「おう、お帰り、メル」

　セレンの声はミールに対するものよりも優しく丁寧で暖かいものであった。ミールは一瞬人が変わってしまったのではないかと思ったが、すぐにそれはメルがいるからだとわかった。

「お兄ちゃん～」

　メルはセレンに走り寄ると彼に抱き付く。まるで久々の再開の様に感じられる。メルの表情は幼い子供のものになっている。あんまり素直にセレンに甘えているものだからまるで、まるで……。

（メルちゃん、まるで子供みたい……。多分……12才、くらいの）

　しかしそれが彼女の実年齢だから本来は然るべきものなのだが、それでもミールは彼女の姿に違和感を感じていた。具体的に説明はできないが、何かいつものメルらしくない。ミールの目からみた彼女は冷静で冷たそうで少し儚げで賢そうな少女だ。人情味には欠け、機械的な冷たさを感じさせるような少女だ。だが、ルージュに怒っている時のメルやこうしてセレンに甘えている彼女はただの12才かそれ以下の少女に見えた。

「メルね、ミールちゃんに道案内したの」

　メルの様子は明らかに変わっていた。身体から緊張が抜けているようにみえる。メルはミールから見ると物凄く話しかけにくい娘だが、それはミールの偏見ではないだろう。彼女は明らかに他人を拒絶するオーラを発している。そのオーラは外見からも内面からも現れている。彼女の綺麗な顔には人間味がなく、目つきも12才の少女にしてはあまりに冷たいもので、さながらメルは死の天使のように見えるのだ。

　だが、セレンといる時のメルにそのオーラは感じられない。どうやら、他人を避け拒絶する彼女のオーラはセレンの前では出ない様だ。それはメルがセレンを安心できる兄としてみているからだろう。

（でも、セレンさんに良くそんな安心感を感じられるものね。私には絶対に無理だわ）

「道案内したのか。えらいな～、メル」

　メルの頭を撫でるセレン。彼もメルといる時は素直に優しくなれるようで、本当に顔が優しいものになっている。ミールはあんなに優しい目で見てくれる霊人が１霊人でもいるメルをとても羨ましく思った。果たして誰が自分にこんな視線をくれるだろうか。

　そんな彼らを見ていたミールはすっかりセレンに用意していた文句を忘れてしまった。

「こんにちは、セレンさん」

「よう、ミール。クリスタル集めは順調か？」

「もう８個。あと６個です」

「論議学の方は？」

「クミールさんやリディアお姉ちゃんに教わったよ。あと、リュウさんやフルミネアお姉ちゃんにも」

「具体的に何を習った？」

　ミールがセレンと喋っているとメルは無言のまま彼の膝の上に座った。セレンはメルを腕で抱いて落ちない様にする。本当にメルはセレンに気を許しているようだ。ミールやメルぐらいの年の女の子ならもう相当大人なので、こんなにべたべた甘えたりはしないはずだろうと思うと、メルが少し奇妙に思えてきた。彼女は12にもなって兄の膝の上を定位置にしていることが恥ずかしくないのだろうか。だが、恐らくメルにとって「チビ」という言葉が爆竹を投げ付けるに十分な理由であるのと同じくらい、このことは当たり前の事なのだろう。

「論議学がどういうものなのかということはクミールさんに、論議中に行う行動についてをフルミネアお姉ちゃんに、論議的行為のもつ手法についてはリディアお姉ちゃんに、あと、様相についてはリュウさんに教わりました」

「そうか、リュウがねぇ。少しメル達の仕事が減ったな」

「あと、残ってるの何だっけ、お兄ちゃん？」

「取り敢えずここで教えるのは比喩論と理由論だな」

「比喩論と、理由論？ 何ですか、それ」

　そんな術語は聞いた事がない。論議学同様セルフィッシュガーデンの中でしか存在しない学問なのだろうか。

「比喩論と理由論は論議学とは別物だけど関連性が強く、論議にも活かせる。だから、お前さんに教えようと思ってな」

「セルフィッシュガーデンの中でしかない学問ですか？ 誰が作ったんですか？」

「俺だよ、勿論。そもそも論議学だって俺のものだしな。比喩論や理由論も論議学同様簡単なものじゃないが、基礎的な事だけ教えるから、ミールならわかるだろう」

「どちらから教えてくれるの？」

「選びな。好きな方を」

　ミールは暫し腕を組んで考える。どちらも初めて聞く術語なので語感で選ぶより他はない。結局ミールは理由論を選んだ。選んだ理由は特にない。何となく先に名が浮かんだ方だ。

「わかった、理由論な。理由論ってのは、その名の通り理由について考察したものだ。

　ある結果が存在する時、その理由となるものが必ず存在する。世にいう因果律って奴だが、これは国語で習ったか？」

「ううん、知らないわ。因果律なんて初めて。それってつまり、すべてのものにはそうなっている原因があるってことなの？」

「まあそういうことになるな。ある結果に対しある理由が存在するが、その理由について考えるのが理由論だ。

　なぁ、ミール。もし、俺が「女はバカだ」といったらなんて言う？」

「あなたがバカだというわ」

「穏やかじゃないな」

「そうね……じゃあ、何でそう思うのって取り敢えず聞くことにするわ」

「俺の主張に対する理由を問うってことだな。じゃあ、俺が「何故なら女はバカだからだ」と答えたらなんて言う？」

「トートロジーだと指摘して、それからはもう相手にしないわ。私に論点窃取の虚偽を教えてくれたのはあなたよ、セレンさん。そんなあなたがそう言うなんてもはや意地を張っている以外の何物でもないわ」

「なるほどね」

「セレンさんは本当に女はバカだとか思ってるの？」

「ああ、数霊人を除いてはな」

　真剣な顔で言うセレン。

「誰それ」

「う～ん、まずはメルだろ、リディアにクミールさんに……まあそんな身近な所かな。あと、お前さんもバカだと思っちゃいない」

「あっそ、聞くだけ馬鹿馬鹿しかったわ」

　ため息をつくミール。これ以上差別的な話しを聞くのは嫌だ。

「お前はそう言うけど、俺にとってはその理由で十分なんだよ。それだけで十分納得できるんだ。むしろ不思議なのは何でお前が納得しないかだよ」

「……さぁね」

「もう１つ聞こう。「コインを投げた目は表だった。何故なら裏ではないからだ」という文の中に理由はあるか？」

「裏でないというのが理由でしょう？」

「それは納得のいく理由か？」

　ミールはややあって「うん」と肯った。

「それは納得できるのに、さっきのはなんで納得できないんだろうな」

「だって、コインが裏でないって以上、表に決まってるじゃない。絶対にそれ以外ありえないもの。それに比べて、女がバカだなんてのは、どうやったら言い切れるのよ」

「じゃあもう１つ例を出そう。「僕はバスに乗っていたが、席を立った。老人が乗ってきたからだ」という文の中には理由が含まれているが、それはお前さんにとって納得のいくものか？」

「老人が乗ってきたっていうのが理由でしょ？ それなら納得いくわ。老人に席を譲ってあげるのは当然よ。ねえ、メルちゃん？」

　メルは問われた時、セレンの右手をいじって遊んでいた。彼の指に自分の指を絡めたりして暇をつぶしていたが、ミールの声にふっと顔を上げた。

「うん、譲ってあげるのは良い事じゃないかな」

「ほらね、セレンさん」

「じゃあ、もう１つの例な。「人間が倒れていたんだ、苦しそうに。だから僕は助けてあげた」という文。これに使われている理由は納得いくか？」

「勿論よ。苦しんでいるんでしょ？ なら助けなきゃ」

　すると今度はセレンがメルに「お前はどうだ？」と問う。メルは即座に「そんなの助けなくて良いよ」と答えた。

「え！？ どうして、メルちゃん！？」

「だって人間でしょ？ 助けるなんてとんでもないよ。むしろ、とどめを刺すのもいや。触るの汚いし、そんなことしたら却って、そいつ、楽になっちゃうじゃない？」

　さらりと流すメルをミールは信じられないといった風に見つめた。アルバザードには敬虔な反人間家がいるということは知っていたが、どうやらメルは筋金入りの様で、こんなに敬虔な少女は今までに見た事がない。

「メルは納得いかないってさ。でも、お前さんは納得いくんだろ？ どうして納得できる奴とできない奴がいるんだろうな。この理由が正しくないから悪いのかな。それともこの理由は正しいけど、それで理解できないメルが悪いのかな。どう思う？」

「わからないわ。そもそも正しい理由って何？」

「正しい理由な。少なくとも理由論にそんなものはないな」

「ないんですか？」と訝しがるミール。正しい理由がないなんて納得がいかない。

「訝しがるんなら、勤勉な三角形っていうのを考えてみろよ、ミール」

「はぁ？ 勤勉な三角形……ですか……？ そんなの考えられないわよ。三角形には勤勉も何もないじゃないの。そんなこと考えるのなんてナンセンスだわ！」

　セレンにからかわれているのかと思って、ミールは膨れっ面をした。

「そうだ、ナンセンスだ。だがな、ミール。正しい理由を考える事も勤勉な三角形を考える事と同じく、ナンセンスなんだよ。三角形には勤勉もクソもないだろ？ それと同じく、理由には正しいも何もないんだよ。

　勿論、無理やり勤勉な三角形を定義する事はできるよ。「低角が共に89°であり、残りが２°の三角形は、直立するのに困難を要する。にもかかわらず存在しているこの三角形はなんて勤勉なんだ！ よし、この三角形を以って勤勉な三角形と呼ぼう！」……なんて風にな。しかし、こんな定義は誤解を生みやすい上に、人に意味が伝わりにくので、通常はしない。それと同じで、正しい理由というのも誤解を生むので作らない」

（ついでに言えば、勤勉な三角形は作る必要がないっていうのも、それが作られない理由の１つね……）

「わかったか、ミール？」

「なんだか、はぐらかされた気分だわ。だって、結局のところ、正しい理由がどうしてナンセンスなのかについては、まだ何も聞かされてないもの」

「で、それをこれから俺は語ろうというわけだ。

　例えば、俺達は他人に納得されやすい理由とそうでない理由があることを経験的に知っている。そこで考える事は「人に納得されたり説得力がある理由が正しい理由なのか？」という疑問だ。だが、俺はそうは思わない」

「どうして？」

「「お前は俺が正しいと認めることになる。認めなければお前を殺すからだ」と脅した場合、これは恐しく説得力がある理由だろう。が、こんなのが正しいと言えるか？」

「言えないわ。つまり、説得力があれば必ず正しい理由になるとは少なくとも言い切れないのね。じゃあ、正しい理由って何なのかしら？ 理由論では正しい理由ってどういうものなの？」

「だから、理由論では正しい理由なんてのはないんだよ。いかに人に納得されようが、いかに論理的だろうが、いかに倫理的だろうが、正しい理由なんてのはない。正しい理由なんてナンセンスだと言っただろ。

　そもそも、正しい理由という言葉の定義すらできない。何を以って理由に正しさを認めるのかがわからないんだ。加えて、正しいというのがどういうものかって事もわからない。勿論、個々人のレベルでの正しさは存在する。個々人が個々人の正しさの判断基準を漠然と持っている。だが、理由論に使えるくらい客観的な正しさの定義というと、これは残念ながら無い。

　従って、何が万人にとって客観的に正しいかという事がわからない以上、正しい理由というのも客観的に述べる事ができないんだ。もし、正しい理由というのを無理に述べるとしたら、それは理由論の創始者である俺による恣意的なものになってしまう。或いは、万人ではないものの、ある程度の人数にとっては正しいような理由というのを作る事くらいならできるだろうが、これは「ある程度の人数」による恣意的なものでしかない。俺が１人で正しい理由を作るのと同じく恣意的なんだ。これでは意味がないよな。だから、ナンセンスだと言ったんだ」

「それもそうね。ある個人やある集団から見た正しさを以って正しい理由というのを決められても納得できないわ。正しい理由は誰にとっても正しいべきだもの。一部が勝手に決めた正しさを残りのみんなに押し付けるなんて、確かにナンセンスだわ。

　それに、そもそも万人にとって正しい事なんていうのが解かっちゃったら、絶対の正義なんていらないわよ。そんなんだったら、明日から私が出廷しちゃう。

　じゃあ、１つ提案。導出が妥当で前提も真な論証になっているものを例に取って、その前提は正しい理由だとしたらどうかしら」

「良く考えたな。でも、そりゃダメだ。こういう状況を考えてみな。「メルは女だ。だってメルは女だからだ」」

「ああ、なるほど、トートロジーを使った論証ね。それは導出妥当だし、前提も真だわ。でも、それじゃ正しい理由には見えないわね。私が「どうしてメルちゃんは女の子なの？」と聞いた時「女の子だからだ」と言われても納得いかないもの」

「そうだろ。本当だったら、例えば、メルに胸があることを示したりして、メルが女の娘だということを示す。こっちの方が理由としてはより説得力が高い」

　言いながらセレンはメルの胸をぽんぽんと触る。ミールは眉をひそめたが、触られている当のメルは特に意識していないようで相変わらずセレンの手で遊んでいる。

（メルちゃんって女の子の自覚がないのかしら。セレンさんもセレンさんよ。所詮子供のだからとか妹のだからとか思ってるんでしょうけど、それって気安すぎない？ メルちゃんはもう立派なレディーよ。本当に無礼な男。どうせ恋人のリディアお姉ちゃんに対しては敬意を払って絶対にそんなことはしないでしょうに）

　しかしセレンに注意をしてもきっと彼は「何が？」という顔をするだけなのだろう。余計にこちらの怒りが募りそうなので予め言わないことにした。ただ、セレンの近くにはできる限り寄らないことにした。

「正しく演繹されているものでも、正しい理由と言えるかどうかはわからない。結局正しい理由なんて言うものはみつからない。繰り返すけど、正しい理由の定義ができてない以上、それは当然の事だ。

　だが、今のような考察からいくつかの事が見て取れる。それは理由には説得力という点と論理性という点があるという事だ。論理性というのはいかにその理由が妥当な導出を経て結論を導いているかという事だ。極端な例だと、「俺が正しいと認めないと殺す」というのは前者で、トートロジーの奴が後者になるな」

「説得力と論理性ね。比例しそうだわ」

「ところが、この２つの性質は比例するものとは限らない。「女はバカだからバカだ」というのと「盗みは悪いから悪い」というのはどちらもトートロジーという非常に論理性の高い理由を含んでいるが、説得力は一定ではない。前者は大抵低く、後者は大抵高い。だから、説得力と論理性が比例するとは限らないだろ」

「それもそうね。じゃあ、説得力が高い理由はどんな理由かしら？」

「それは状況次第だ。ある結果とある理由を含む文Ａがあったとしよう。このときＡの説得力が一定でないのはわかるか？」

「ええ。例えば「盗みはいけないことだからいけないことなんだ」というトートロジーを懲りない盗人が聞くのと誠実な役人が聞くのでは確かに説得力が違うでしょうね」

「そう。更に、同一人物が聞くにしても、聞く時間やそいつの機嫌によって説得力は異なる。ほら、「明日起きるのが辛くなるから早く寝なさい」って言葉の説得力は朝と夜とじゃ劇的に異なるだろ？」

　学校に起きるのが辛かったという経験を何度もしている平均的小学生のミールにはその言葉こそが説得力の高いものであった。

「つまり、説得力が絶対的に高い理由なんてものは存在しないということね？」

「それはどうかな。少なくともここで俺が言いたいのは、理由の説得力は絶対的なものでなく可変的で相対的なものだという事だけだ。どんなに変化しても高い説得力を保持するような理由が１つもないとは証明していない」

「なるほど。それなら、今度は説得力を高める方法が知りたいわ。いくら説得力が可変なものでも、高める方法くらいあるでしょ」

「そりゃあ、体を鍛えて脅したりすれ良いんじゃないか。そうすりゃ脅迫による説得力は嫌でも増すさ」

「それは威力に訴える虚偽ね。それじゃ私の聞きたいことにはならないわ。じゃあ、質問を変えて。どうやったら虚偽なく説得力を高められるの？」

「妥当なものは論理性を高める事だ。先も言ったが、理由の論理性と説得力は必ずしも比例しない。ただ、お前さんが感じている様に比例する事はしばしばある」

「論理性を高めるってことはどういうこと？」

「つまり、ただの理由付けに過ぎない発論をきちんと演繹の形にするってことだよ。「雪が降っている。だから寒い」っていう命題を例にとってみようか。

　「雪が降っている。だから寒い」というのは「寒い」が結論だ。理由たる前提は「雪が降っている」だ。これは演繹が妥当でないが、理由付けの手法を用いている事は簡単に推測される。そこで相手に隠れた前提を問う。

　すると相手は「雪が降っている」ということに加え、常識を用いて「雪が降っているなら寒い」という隠れた前提を述べる。すると、この時この理由付けは演繹になる。このとき論理性は増す。そして論理性が増すことが説得力を高めるとはしばしばあると俺は言ったんだ。「雪が降っている。だから寒い」というのは雪の降らない土地に住むものには説得力が弱い。彼らを説得するには「雪は寒い」という常識を与えることが効果的だ」

「なるほど、そうやって隠れた前提を表に現す事によって雪の降らない所に住む人に対する説得力を上げるのね。確かに、論理性を高めていった結果、説得力が増してるみたいね」

「隠れた前提を使った論証はよく論議でも行われる。即ち、論議には理由付けが多いということだな。他にも「太陽が出ているから暑い」「くもってきたからもうじき雨になるだろう」「彼女に好きだと言われたから幸せだ」「お腹が痛いから体育の授業を見学します」「こいつは人を殺したから悪いやつだ」「路地が凍っていたから滑った」……などなど日常でも論議でも理由付けは大忙しだ。

　ところで、隠れた前提は一般にその場の話題や状況に対する背景知識や常識や発言者自身の信念によって補完されるものが多い。「雪が降ったから寒い」というのは「雪が降れば寒い」という常識を持っていない者に対しては説得力が激減する。繰り返すが、雪の降らない所で雪を知らずに暮らしている地域の連中に「今日は雪が降ったから寒かった」と言っても、彼らは雪を知らないので、その理由の説得力は極めて小さい。

　また、この雪の例の様に、当の発言者自身は隠れた前提を言わなくても主張できると思っているが、どっこい聞き手にはそうはいかない事があり、これがしばしば談話における相互不理解を生んでいるんだ」

「常識による隠れた前提はわかったけど、他の「背景知識」とか「信念」というものによる隠れた前提はどんなものなの？」

「「背景知識」による隠れた前提は例えばこうだ。お前さんがあるミステリーを読んでいるとする。あとは犯人と思しき人物Ａのアリバイが崩れれば、Ａが犯人だと確証できる場面まで読み進んだ。と、ここでメルとリディアが突然遊びに来る。メルはその本を読んだ事がないが、リディアは知っている。そこでリディアがＡのアリバイは崩れるということをばらしてしまう。この時、ミールはリディアを怒るだろうが、メルは怒らないだろう。それはどうしてだと思う？」

「だって、私はリディアお姉ちゃんに犯人を教えられた事になるのよ。もう先を読むのがつまんなくなっちゃったじゃないの。そりゃ怒るわよ、折角読んでたんだもの。でも、メルちゃんはＡのアリバイが崩れたって情報だけじゃ犯人がわからないから怒らないでしょうね」

「リディアはＡのアリバイがないという情報をミールとメルに等しく与えた。その結果、それはミールには犯人を限定させるのに十分な理由になってしまったものの、メルにとってはそれ以上の情報にはならなかった。こういう現象はミールとメルのその本に対する知識に差があったからこそ起こった事なんだ。あるミステリー本を読んでいるという状況に対してその本の内容は背景知識になるが、ミールとメルにはその差があった。そしてその差が片方に犯人を教える事になった。

　Ａが犯人であるのに必要なのはＡのアリバイがない事とそこまでに書かれていたことから出てくる何らかの証拠だ。後者はここでは背景知識であり、ミールがＡが犯人だと理解するにはこの部分は暗黙の了解として隠されていて、隠れた前提となる。これが背景知識による隠れた前提だ」

　セレンは大きく空気を吸う。一気に喋って疲れたようだ。一方、ミールは彼の説明がいまいちわからなかった。言いたい事は何となく伝わるのだが、やたらと複雑で冗長な気がする。もう少し簡単に言ってもらえればなと思った。するとミールの気を察してか、黙っていたメルが口を開く。

「メルも１つ例するする～。

　あのね、あるところにお母さんと子供がいるとするね。お母さんは飴を子供に見せてから、その飴を近くの箱の中にしまうの。その後、もう１人子供を連れてくるの。

　すると、最初から見てた子供は箱を開けようとするんだけど、後から入ってきた子供は何のことかわからなくて、ぼうっとしているの。最初の子供は箱の中には飴があるっていう背景知識があるから、箱を開けようとしてるんだよね。飴……おいしいもんね。

　その子供にメルが「ねえね、何してるの？」って聞いたら、きっとその子「僕、飴が欲しいから箱開けてるの」って言うよね。これって、「箱の中に飴がある」っていう背景知識が隠れた前提になってるってことだよね。

　ねえ、お兄ちゃん。こういうのも背景知識による隠れた前提かなぁ」

　彼女の言い方は凄く控えめで、「メルの言い分はお兄ちゃんの説明のつけたしだけどね」という風に聞こえる。メルは愛らしい顔でセレンを見上げる。潤った瞳で見られるとセレンは何も言えなくなり、ややぎこちなく頷いた。妹に体裁を繕われている自分が情けないようだが、ハッキリとバカにされるよりはマシという気持が彼の顔には書いてあった。

　一方ミールは「へぇ」といたく感心していた。論議学の創始者で理由論も作ったというこのセレンの説明よりメルの説明の方がよっぽど簡潔かつ解かりやすいものだったからだ。ひょっとしたらメルの方がセレンより理由論について理解が深いのではないだろうかなどという考えがよぎる。

（メルちゃんが頭良いって言われてる訳がわかった気がする……）

　セレンは席払いをするとミールを見てきた。やや顔が赤い気がする。

「背景知識はもう良いだろう。残ったのは「発言者自身の信念」による隠れた理由だな。あ～、そういや、俺もメルのように簡潔な言い方に切りかえてみるかな、うん。別にできない訳じゃないんだけどさ。ミールがそれで納得するならそうしようかな」

（あああ、この人はバカだわ。本当にバカ。……心から既にバカなのね）

　ミールは心中にため息をついた。

「信念を隠れた理由にするものは、例えば、メルが俺のことを信ずるあまり、何でも俺の言うことなら正しいと思っちまうようなもんだ。「お兄ちゃんが白いワンピース可愛いなって言うから白いワンピースは可愛いのっ」とかってやつだな。ほら、簡潔だろ？」

　自信ありげにセレンは言い放つ。しかしメルは、ほぅっとセレンを見上げると「それ、違うよ、お兄ちゃん」と言った。

「え、何が」途端に慌てるセレン。目をきょろきょろ動かして自分の言ったことを確認する愚かな様子が滑稽で面白い。

「メルはお兄ちゃんが言うから正しいとは思ってないよ」

「え……そうなの？ いや、俺はてっきり」

「*I’m wearing this, cos oni-chan said “You look prettier in this white dress.” 別に、それが正しいとは思ってないよ。いつもメルはそうだよ。What oni-chan says is当たってたり間違ってたりするもん。でも、メルはそれが正しいかなんかどうでもいいの。*I do, cos oni-chan wants. たとえ間違ってるって思ってもね」

「……」セレンは何も言わなかった。妹の意外な一面を意外な場面で目の当たりにして驚いているようだ。

「メル、お兄ちゃんに嫌われたくないから」

　メルとセレンはミールの事などすっかり忘れて、暫くの間、見つめ合っていた。セレンに至っては今にも男泣きでもしそうな雰囲気がある。

（あ～あ、私、忘れられてる。今セレンさんってばメルちゃんのこと世界で一番可愛い妹だとか思ってるんだろうなぁ。男って単純な生き物……）

「Hello!？ 隠れた理由はわかったわ。理由論はこれでお終い？」

　大きな声をあげるミール。セレンはハッとしてミールに向き直る。

「いや、まさか。理由論はもっと長いよ。でも、お前さんにもう教える事はそんなにないな。まとめに入ろう。

　このセルフィッシュガーデンで扱う理由論は飽くまで基礎的な部分だけだった。

　ある結果に対する理由というのは因果律によってその存在が保証されている。理由には説得力と論理性という性質がある。論理性というのはいかにその理由が妥当な導出を経て結論を導いているかという事。説得力と論理性は必ずしも比例しないがしばしば比例することは経験的に認められる。

　また、説得力は絶対的なものでなく、可変的・相対的なものだ。説得力を高める方法には、例えば、隠れた前提を明示する事によって論理性を高める事があるが、これをすれば必ず説得力が増すとも限らない事には注意する事。

　そして何より改めて注意してほしい事がある。理由論の山場であり、ここで一番俺が言いたいことだ。

　いいか、ミール？ 理由を納得するかしないかは個々の自由なんだ」

「自由……」

　機械的にオウム返しすると、ミールの口腔内で音波が反響する。

「そう。ミールは知らないかもしれないが、メルは身体が小さいことをバカにされると怒る娘なんだ。が、この怒り方が半端じゃない。みんなはどうしてそんなに怒るんだって思うけど、この娘にとってはそれだけ腹の立つことなんだな。

　チビと言われたことは切れたことの尤もな理由かというと、賛成派と反対派に分かれるだろう。この賛成・反対は理由が判断する者にとって納得いくものかどうかだけを判断するから、賛成派の中には「切れるのは尤もだが、だからといって許されることではない」という者も含まれるだろうな。

　すると、賛成派と反対派は単純にメルの切れた理由を納得できたかできないかの差と言えるだろう。だが、ここで、賛成派か反対派のどちらが正しいのかなんてことは決められないんだ。勿論、倫理的や法的或いは常識を使えば決められるのかもしれないけど、理由論や論議学の見地ではどちらが正しいという事はない。ただ、彼らはメルの切れた理由を納得したか否かという違いしかないんだ」

「なぁるほど、ようやく繋がったわ。論議学お得意の「思想の内容の是非は問わない」っていう原理ですね」

　得心したと共に手をぽんと打つ。セレンが自由などという回りくどい表現を使ったのでミールは彼の言いたいことがよく掴めていなかったのだ。

「そうだ。理由論は論議学で使われる以上、その根本原理は論議学と同じなんだ。俺がなぜ理由論の一端を教えたかというのもそこにある。論議をやっていると、余りに物分りの悪い奴に出会う事がある。誰もが納得できるような理由なのに納得しない者が出てくるんだ。極端な話、そういう奴らは例え「心臓を刺したから死んだ」と言っても「その理由が納得いかない」と言い続ける」

「そういう人にはどう対処したら良いの？」

「納得いかないならしなくて良いさ。論議はこちらの言い分を相手に納得させることが目的じゃないからな。相手も同様にこちらの説教染みたドグマを永遠聞かされる必要がない。論議では論議学上の虚偽を犯さない限り負けにはなりえないから、いくら無茶苦茶な理由でも述べて良い」

「じゃあ、あなたが始めに言った差別的な発言も通ってしまうの？」

「そうか、ミールはああいうのが気になるか。クミールさんに似た性格だなぁ、お前さんは。じゃあ、良いよ、ああいうのを例に取ろう。

　俺が論議で「女は差別されるべきだ」と主張したとしよう。ミールは当然「どうして？」と聞くよな。俺は「まず、バカは差別されるべきだ。また、女はバカだと思う。だから女は差別されるべきだ」と返答する。この３段論法の導出は？」

「妥当ね。でも、これって……」

「順に話しを進めるぞ」

　ぴしゃりと制止するセレン。「……はい」と返事するミール。

「導出が妥当である以上次はどこを攻める？」

「前提です。けど、「べき」がついているのは思想だし、第２前提も思想ですから、真偽を問えないと思います。リュウさんから様相の所で習いました」

「じゃあ、いまのところ、攻める場所はないな。でも、ターゲットは前提のまましておこう。導出は既に妥当な以上、中々、非妥当にはしづらいからな」

「ねえ、お兄ちゃん。でも、前提の「差別」と結論の「差別」という言葉が違う意味で使われているという方向なら多義の虚偽に持ってけるし、少なくとも「差別」の再定義を要求して、「差別」を別の言い方に置換してもらえば導出は非妥当になるよ」

　横から素早くメルが注釈をつける。

「わかってる。だからこそ俺は非妥当にできないとは言わなかったろ。方法はあるけど、今ミールに説明したってわからんさ」

　今回はセレンに賛同だ。今のメルの言葉はまるで呪文のように聞こえた。

「とにかく、前提部分を攻撃、つまり反論の対象にしよう。論議学では思想の内容の是非は問えないが、相手の思想と思想が矛盾すればその思想は矛盾を含む。これは論議学上の偽だ。よって相手の負けになる。このようにすれば、内容の是非を問うことなく相手に反論できる。

　例えば、お前さんが俺に「じゃあ、クミールさんはバカだと思いますか？」と聞くとする。俺は「いいや、クミールさんはバカじゃない」と答える。

　すると即座にお前さんはこう言い返す。「でも、クミールさんは女の方です。つまり、女でバカでない者の存在をあなたは認めた事になる訳ですね。先のあなたの発論の第２前提をＡ命題とすると、これはＯ命題です。Ａ命題とＯ命題は矛盾対等ですから、その両者を認めたあなたの主張には矛盾が生じる事になります。よって、あなたの発論は虚偽を含みますから、あなたは非妥当な論議をしたことになります。即ちあなたの負けです」

　これでめでたくゲームセット。どうだ？」

「はぁー、なるほどぉ。確かにそれなら全ての女性は愚かだという命題自体の是非にいては何も触れることなく相手を論破できますね。今のとても上手」

　セレンは「まあ、今のは飽くまで例題だから上手くいきすぎだけどな」と苦笑する。

「でも、ちょっとカッコイイです」

　自分を指差すセレン。ミールはしきりに首を振る。カッコ良いのは論議学の方だ。

「とにかく、お前さんが心配してた差別的な発言はひとまずこうして却下されたってわけだ。このように、論議では相手がいかに無茶苦茶な思想や理由をこっちにぶつけてきても、反論する手建ては十分ある。そして、そうやって相手がドグマを語っても対処法があるからこそ、こちらも逆に相手にドグマを語れるという事だ。尤も、ドグマを語る必要はないがな。

　いいぞ、論議は。偏見でも差別的な言葉でも低俗なことでも卑猥なことでもなんでも言えるからな。どんなくだらん思想にでも対応している学問だってことだ」

「それも、理由論があるからなの？」

「そうだよ。理由論があるからこそ、論議学に「理由は納得する奴だけが納得すれば良い。ドグマが論議で扱われてた場合、それを納得する必要も追いたてる権利もない。とにかく相手の論議学上の虚偽を指摘しよう。思想の是非なんか問わなくて良いんだ」という論議の方向性が確立する。その方向性について知ってもらう為に、理由論をお前さんに教えておかなくちゃならなかったって訳だ。

　本当はもっと色々語りたいんだが、あまり論議学に必要ないんでこのくらいにするよ。隠れた前提を使う訳についての考察なんかは中々面白いと思うんだが、仕様がないな」

　そういうとセレンは上方を向いて、鼻からゆっくりと大きく息をついた。

「じゃあ、次はなんでしたっけ……ああ、比喩論ですね。これも聞いた事ないわ」

「何せ俺が作ったんだからな。恐らく、似たような学問や考え方なら既に存在しているだろうが、それを教える代わりにこれを教える。それらの考え方は要所要所で比喩論と異なるから、どれを取っても不都合なんだ」

「別に良いわ。私の為にセルフィッシュガーデンなんていう大カラクリを作ってしまうあなたですもの。それだけ私に論議学を教えたいんでしょう。それなら私もあなたの理論を聞いても良いわ」

「別にお前の為にセルフィッシュガーデンはあるわけじゃないよ、ミール」

「え、そうなの？ でも、回りの人にそうほのめかしていた人が居たわ」

　セレンは手を少し広げて肩を竦める。

「まぁ、ある視点じゃお前の為にあるといっても良いのかもしれないけどな。セルフィッシュガーデンがお前の冒険用に模造された建物であるのは間違いないし」

「模造……？」

　ミールは眉をひそめた。その時には既にメルがセレンの口に手を当てていた。顔は笑顔のままで、「お兄ちゃん……」とだけ語りかけていた。

「……とにかく、比喩論を教えるぞ。比喩論ってのはその名の通り、比喩についての考察だ。比喩は知ってるな」

「例えの事でしょう？ って言っても、論議学では例示とは区別されるのよね。例示は確かある外延から成員を１つ以上示す事でしょう？ 比喩と例示は区別すべきことだわ」

「良く勉強したな」

「実はあまり良く解かっていないの。だから、お姉ちゃんに聞いた事を切り張りしているだけなんだけどね」

　ミールは舌をちょっとだけみせて照れ笑いをした。セレンは苦笑する。

「事物を説明する時、それと類似、結合、対比をするものを借りて表現する事を比喩というんだ。例えば、なんだかよく解からない火の様に熱いものがあるとき、この「なんだかよく解からないもの」は火で比喩されているといえる。比喩には直喩や隠喩などというのがあるが、これは国語の時間で習ったか？」

「もう習ったわ。火のように熱いとか雪のように白いというのが直喩で、時間は光のように早いというのが隠喩でしょう」

「うん、先生はちゃんと教えなさっている様だ」

　先生というのはリーザの事だろう。フルミネアがメルとクミール以外は彼女に教わったと言っていた。

「論議中に、比喩を行う事がある。何故行うかというと、大体は相手に自分の言っていることを理解させる為か納得させるためだ。これはリディアに聞いただろ？ 

　論議学は思想の内容の是非を問わないし、相手に納得させる事を目的としない。仮に納得させても大した効果はない。勿論、自分に都合の良い言質は取れるがな。

　すると、比喩は相手の理解を促す為だけのものになってしまいがちだ。ところが、理解を促すには比喩を用いなくても良いので、だんだん比喩は使われなくなってくる」

「理解を促すのに比喩以外が使えるとしても、比喩が廃れるとは限らないと思うわ」

「ああ、現した理由が足りなかったか。じゃあ、隠れた理由を少し表に出そう。実は、比喩は他の手法と比べて反論され易い」

「なるほど、反論され易いなら確かに誰も使いたがらなくなるわね。でも、比喩が反論され易いっていうのはどういうこと？」

「例えば、このメルって娘。この娘、天使みたいに綺麗だろ？」

「う……うん」

　ミールは自分とメルの見た目が似ているので、ぎこちなく頷いた。メルはやはり話しに大した興味を持っていないようで、ひたすらセレンの手を玩具にして遊んでいる。

「だからこの娘を天使と比喩したところでお前さんは納得してくれるだろ？」

「ええ、まぁ……」

「じゃあ、今度は女を金と例えようか」

「ちょ、ちょっと待ちなさいよっ。どこをどうしたらそんな例えが出るのよ。女は生き物、金は無生物でしょ」

「だってさ、学校でのことを考えてみな。女ってのはカッコ良くて頭が良くて性格が良くて運動ができるクラスに１人は居る男子に集中的に惚れるだろ。持てない男子はたくさんで、数人の男子がひたすらもてる。これって貧富の差に似てるよな。金って持ってる奴だけがたくさん持ってて、後の殆どは貧乏人だ。

　それに金は色んな用途に使えるだろ。女もそうじゃん」

「な……なんて頭の構造してるの、あなたは！」

　ミールはセレンに投げつけてやろうと思い、自分の赤い靴に手をかけた。が、自分の運動神経だとメルに当たる恐れが多いにあるので止めた。

「そう、怒るなよ。まぁ、そういう解かり易い態度の方が教え易いけどな」

　その言葉を聞いたミールは「なんだ、わざとなのね」といって怒りを静めた。彼はわざとミールが怒って納得しないような比喩を出したのだろう。いくらセレンでも今のを本気で思っているなんてことはありえないだろう。

「とにかく、今の比喩は納得いかないだろ？」

「Absolutely NOT!!」

「何で天使のようなメルについては納得できるのに、今のには納得できないのかな？」

「そんなのわからないわ。でも、わからないのは私のせい？ それとも比喩のせい？」

「究極的にはお前さんのせいだな、ミール。ところで、仮に比喩のせいだとしたら、今の比喩は一体何が悪いんだ？」

「さあ……。正しくない比喩だったから、とか？」

「正しくない比喩だと言えるためには、まず正しくない比喩と判断できる何かがなければならないな。でも、それはないからそんな事はできない。ついでに言えば、正しい比喩なんてのもない。正しい比喩という言葉の定義すらできないからだ」

「正しい理由が定義できないのと同じね？ ああ、なんだ、正しい比喩っていうのはなかったのね」

　クリスの部屋での事を思い出すミール。という事は、あの時オヴィに豪語していた自分はどうやら間違っていたらしい。

「何らかの基準を作ってそれを正しい比喩と言うのなら正しい比喩を作ることもできるが、それはしない。正しいという言葉は強過ぎるからだ。正しいという言葉を使うと、比喩はそれに当てはまるものでなければいけないとか、そうであるべきだとか思われてしまうからな。だから、比喩論では正しい比喩という定義はない。比喩に正しさは求めないんだ。さて、その理由は？」

「正しい比喩の定義がないし、正しいという言葉があなたの言葉を借りると強過ぎるからね」

「結構。じゃあ、比喩について分析を開始する。比喩のもつ性質に注目しよう。理由と同じく、比喩には相手を納得させる力がある。一般に、比喩っていうのは相手を納得させる事と理解を促す事を第一の目的とする。ここで取り上げるのは前者の性質についてだ。

　比喩の目的が相手を納得させることである以上、相手を納得させる力は比喩を分析する上で重要だ。その力を比喩の効力と呼ぶ。逆に、比喩の効力というのは、比喩を実行した時にいかに人を納得させるかともいえる。

　ところで、比喩の効力は絶対的な威力を持たない。必ず、相手やその時の状況などという比喩そのもの以外の要素によって相対的に決められるものだからだ」

「ちょっと難しい」

　白旗を揚げるミール。すると、メルが援護してくれる。

「あのね、ミールちゃん。メルが思うに、同じ例え話でも話す相手次第で納得されたりされなかったりするし、同じ相手でもその日の機嫌や話の内容次第で納得されたりされなかったりするってことをお兄ちゃんは言っているんじゃないかなぁ」

「なるほど」と頷くミール。彼女は聞いていない様でしっかりと聞いている様だ。

「そうなんですか、セレンさん？」

「まあ、そういうことになるな、簡単に言うと。

　また、比喩には効力以外の性質もある。次に注目すべきものは比喩の妥当性についてだ。比喩論では正しい比喩というのを求めないかわりに、妥当な比喩について定義を試みる。

　比喩論でいう妥当な比喩とは、比喩されるものと比喩するものの構造が一致する比喩のことだ。比喩されるものとは、「メルは天使の様だ」でいうところの「メル」だ。比喩するものは「天使」だな。これらは単語でも文でも構わない。複数の文から成る文章でも良い。正確に言うと、概念でも命題でも複数の命題でも良いってことだ。比喩されるものを被比喩部、比喩するものを比喩部と呼ぶ。２つ合わせて比喩談話というので、ことごとく覚えておいてくれ」

「またたくさん用語がでてきたわ。でも、今日の私の頭は何故か快調よ。それにここまでにいっぱい覚えてこれたから、もう何でも来いって感じ」

　胸の前でぎゅっと拳を握るミール。本当に今日は頭が活性化している。中でも一番活性化しているのは記憶力だろう。クミールと初めて会った時の細かな会話さえちゃんと覚えているのだ。

「結構、それじゃどんどん行こう。比喩の妥当性とは比喩されるものと比喩の構造の一致だと言ったね。では、構造とは何か。

　構造とは概念と概念の関係、概念と命題の関係、そして命題と命題の関係のことだ。

　「ミールは女の娘だ」という命題はＳ－Ｐで表されるものだ。Ｓは主語で「ミール」、Ｐは述語で「女の娘」だ。ＳもＰも概念だが、ここではそれらが連辞と呼ばれる「－」で関係付けられている。この「－」は概念と概念の関係を表すものだ。

　次に「全てのりんごは甘い」という定言命題を考える。このＡ命題中の概念の主語は「りんご」で「甘い」が述語だ。「りんご」はこのＡ命題に対する主語であり、その主語というのが命題と「りんご」という概念を関係付けるものとなっている。わかるか？」

「概念と概念の関係を表すものに例えば「－」があったように、概念と命題を関係付けるものに例えば主語があるんですね。述語も概念と命題を関係付けるものなんですか？」

「そうだ。「甘い」という概念は「全てのりんごは甘い」というＡ命題に対して述語という関係を持っているんだ。

　次に、「１は２で割り切れない」という命題を考えよう。これは「あるものが１ならばそれは２では割り切れない」と捉えると条件命題となっている。条件命題はｐ→ｑという形を持っていたな。つまり、ここでは命題Pと命題Qがあることになる。命題PとQは→という論理結合子で表されている。この「→」が命題と命題の関係に当たるわけだ」

「≡とかも命題と命題の関係を表すものなの？」

「→も≡も∧や∨もそうだ。また、何も関係がないこと、すなわち無関係というのもそれはそれで１種の関係だ。

　そして、概念同士・概念と命題・命題同士の関係を取りまとめて構造と呼ぶ。例えば「果物は水っぽい。りんごは果物だ。だからりんごは水っぽい」という三段論法を考える。始めの２文はどちらも前提だ。正式には順に大前提、小前提と呼ぶ。それに対して３文目は結論となっている。因みに、大前提や小前提や結論といった言葉は命題と命題の関係を表しているな。

　また、りんごは小前提と結論の主語。水っぽいことは大前提と結論の述語。果物は小前提の述語で、大前提の主語だ。これらは全て概念と命題の関係を表している。

　そして、りんごは果物や水っぽいに対する主語でもあり、水っぽい事は果物やりんごの述語だ。果物は水っぽいの主語にもりんごの述語にもなっている。

　こうやって３種類の関係を分析していく事で、構造というものがみえてくる」

「面倒なのね」

「まあな。次に、構造の一致についてだ」

「構造の一致って……概念同士、概念と命題、命題同士の３つの関係が全て等しかったら一致と見て良いってことなんじゃないの？」

「そうだけど。なら、説明は要らない？」

「それ以上の説明がないなら聞いても仕様がないわ。あるなら聞くけど」

「まぁ、確かにそれ以上の説明は特にないな。でも、その顔はいまいちわかっていない顔だな、ミール」

「違うわ。これは例が欲しいですって顔なの」

　生意気にいうミール。セレンが相手だと何故だかこういう態度が取れてしまう。彼はどう見ても怖そうな男なのに、何故だかこういう態度が取れるのだ。

　セレンはシャンテを目の前に出した。メルは今度はそのシャンテを指でいじって遊び出した。すっかりメルは子供に戻ってしまったみたいだ。

“人間は男か女かだ。男であり女であることはできない。これはコインに例えられる。コインは人間のようなものだ。コインは表か裏かだ。また、表であり裏であることはできない”

「まずはシャンテを見てくれ。……メル、指で遊んじゃダメ。

　これは２つの構造を持つ。比喩される側の構造、即ち被比喩部の構造と、比喩する側の構造、即ち比喩部の構造だ。それを見ていくために、まずは文から比喩談話を取りだし、それを被比喩部と比喩部とに分ける。すると、順にこうなる」

　また新たなシャンテが浮かび上がる。
“Ａ「人間は男か女かだ。男であり女であることはできない」
　Ｂ「コインは表か裏かだ。表であり裏であることはできない」”

「Ａが被比喩部で、Ｂが比喩部ね……。分けた方がやっぱり見やすいわ」

「まず、Ａを命題毎にわける」

“1：「人間は男か女かだ」

　2：「（人間は）男であり女であることはできない」”

「Ｂも同様にわけよう」

“1：「コインは表か裏かだ」

　2：「（コインは）表であり裏であることはできない」”

　次々と新しいシャンテができあがっていく。

「ＡとＢに使われている概念はそれぞれ以下の通りだ」

“Ａ：人間、男、女
　Ｂ：コイン、表、裏”

「さて、じゃあ、分析を続けよう。Ａ１とＢ１を比べた時に……」

「ちょっと待って。一応、確認しとくけど、Ａ１ってＡの１、つまり「人間は男か女かだ」のことを意味するのよね」

「ああ、言うのを忘れてたな、すまない。その通りだ。

　で、Ａ１とＢ１を比べると「ｓはｐ1かｐ2だ」と述べている点が同じだとわかる。ｓは主語、ｐは述語だと考えてくれ。この文には述語が２つあるので順にｐ１とｐ２にした。「ｓはｐ1かｐ2だ」の形を見ると、Ａ１とＢ１の命題の形は等しいことがわかる。すると、これらの違いは概念だけになる」

「つまり、人間かコインかという差ね。じゃあ、これは同じ構造を持っていると言えるのね。だって、概念だけが違っても、概念と概念、そして概念と命題の関係が同じなんだもの」

「従って、Ａ１とＢ１という命題については同じ構造だと言えるな。概念だけを抽象化すると同じ形に収まるのでＡ１とＢ１は等しい構造を持つと考えるは良い所に目をつけたな。

　なら教えるが、構造の一致は命題を記号に置き換えた時に、同じ形を持つかどうかでわかるんだ。但し、ここで使われる項は全て変項だ。概念の内容を捨象する為に、概念はｐだのｑだのの変項にするんだ」

　ミールはセレンの言葉に首を傾げる。

「ほら、Ａ１もＢ１も記号にすると、「ｓ→ｐ1∨ｐ2」の形を取るだろ？」

「あ、その記号、メルが教えてあげたんだよ。ね、ミールちゃん」

「うん、あの赤い本だよね。「ｓ→ｐ1∨ｐ2」……うん、「ｓはｐ1かｐ2だ」と同じですね。「ｓ→ｐ1∨ｐ2」という１つの共通した形に収まるからＡ１とＢ１の構造は同じなのね……」

「細かく言うと、記号で書く時は「ｐ→ｑ∨ｒ」とした方が良いな」。命題も「あるものがｐならばそれはｑかｒだ」と変えたほうが良い。ｓやｐというのは主語と述語を意味するので、飽くまで概念の枠組だ。ｓはSubjectで、ｐはpredicateの略だ。ところで、命題のｐと述語のｐはどちらもｐと書くから混同しない様に気を付けろよ。

　「ｐ→ｑ」のような記号で表された命題で扱っているｐやｑというのは命題だ。主語や述語という概念のレベルではなく、命題のレベルだ。だから、単純に主語ｓを命題ｐと考える事はできない。ｓをｐにする際には「人間」という概念のレベルでなく、「あるものが人間である」という命題のレベルで置き換えて考えなければならない。だからこそ、表記を「ｐ→ｑ∨ｒ」にした時には「あるものがｐならばそれはｑかｒだ」という風に命題のレベルで解釈すべきなんだ。

　ただ、実際の論議ではここまで細かい指摘をする事はまずない。「りんごは赤い」という「S－P」という命題を「S→P」という条件命題と考えても問題ない」

「なるほどね……」

　目をつぶって頷くミール。概念のレベルと命題のレベルはよく区別して考える事にしよう。

「話は戻って、構造比較の続きな。今度はＡ２とＢ２の構造の比較だが、Ａ２とＢ２を比べても今と同じことが言える。どちらも「ｐ1であり、ｐ2であることはできない」と述べているので、命題の形は等しいが、使われている概念が異なる。Ａ２とＢ２の相違点は概念だけだから、これらの構造は等しいことになる。

　さて、これらの構造を記号で書くと……？」

　ミールを促すように喋るセレン。ミールは自信を持って答えた。

「「￢（ｐ1∧ｐ2）」と答えても良いけど、今の話しからだと「￢（ｐ∧ｑ）」と言っても良いのね」

「流石はミール。メルの様に頭が良い。さて、こうしてＡ１とＢ１、及びＡ２とＢ２の構造がそれぞれ等しいという事がわかった。従って、ＡとＢの構造が等しい事がわかった。この事から何が言えると思う？」

「……話しの流れから察するに、ＢはＡに対する妥当な比喩だとでも言いたいの？」

「うん、お前さんは、本当によく話しの流れを掴んでいるねぇ。その通り！ 被比喩部Ａと比喩部Ｂの構造が等しい時、これを以って比喩論ではＢはＡの妥当な比喩だというわけだ」

「なるほど、構造が等しい比喩が妥当な比喩とはこの事ね。よく解かったわ」

「他にも妥当な比喩の説明の仕方はあるぞ。それは今のでミールの書に追加された筈だ。見てみなよ」

　促されるままにミールの書の索引を開くと、妥当な比喩という項目があるのでそれをみてみた。

“＜妥当な比喩＞

　妥当な比喩とは比喩部と被比喩部の構造が等しい比喩。また、次の様にも述べることができる。

　比喩文に使っているそれぞれの言葉は被比喩文の使っているそれぞれの言葉に対応しなければならない。また、比喩文と被比喩文の文の形は単語が違うだけで両者は同じ形をしていなければならない（＝文を命題にして記号に置きかえると同一になる。但しこの時、定項は意味内容を捨象する為に全て変項に置きかえる）”

　また、ミールの書にはその続きが載っていた。

“＜妥当な比喩と効力の関係＞

 比喩が妥当であることは比喩の効力が高い十分条件ではなく、また必要条件でもない。が、経験的には妥当な比喩の方が同じ内容で非妥当な比喩より効力が高いと思われる。

　例えば、妥当でない比喩では、使っている言葉の数が比喩文と被比喩文で異なっていることがある。この時、被比喩文の何が比喩文の何に対応しているのかがわからない。このような比喩では効力の高さは望めないだろう。従って、このような経験的観測から妥当な比喩の方が効力が高いと思われる”

　しかし、この部分はミールが説明を受けていない事であり、いまいち解からなかった。ミールは諦め、本を閉じた。

　話しに１段落ついたようなのでミールは大きく伸びをする。そういえばさっきからずっと部屋の入り口に突っ立ったままだったから、そろそろ足が疲れてきた。ミールはセレンのベッドに腰掛けた。彼のベッドはミールのと比べるとずっと硬めで、椅子としてはまあ丁度良いくらいだったが、ベッドとしては寝心地が悪そうだった。

「このベッド、硬いのね」

「男が寝るにはそれで十分」

　セレンはさらりと答えた。その言葉にミールはまじまじとセレンを見た。彼はミールの視線に気付かず、メルの髪をいじって遊んでいる。

「……セレンさんって、女の人に酷い事ばかり言う代わりに、ちゃんと男にも酷い事を言うんですね。セレンさんだって柔らかいベッドで寝たいでしょうに。そう思わないの？」

「そりゃ寝たいさ。でも、男には勿体無い。そんなので金をかけるのも資源を使うのも無駄だ。ある分はメルやリディアにあげれば良い」

「そうですかー……」

　ミールはそこで初めてセレンに好意的な笑みを見せたが、セレンはメルと遊んでいて気付かなかった様だ。

「よし、それじゃ比喩論の続きだ。何故、比喩の妥当性なんてのを話したかっていうと、比喩の妥当性が比喩の目的に関わるからだ。比喩の最大の目的はさっきも言ったが、聞き手に納得されること。つまり、比喩は相手に納得されることを第一の目的とするわけだ。従って比喩は効力の高さが推奨される」

「そうですね」

　そう答えるミールの口調は急に好意的なものに変わっていた。セレンは何となく様子が可笑しい事に気付いた様で、ミールの目を見てきたが、何故だか彼のその目は冷たかった。ミールは心臓に一瞬冷たいものを感じた。

「効力を変動するものには２種類ある。人間的要因と非人間的要因だ」

「網羅的な分類ですね」

「ここまではな。でも、この後の分類はそうはいかない。分類項目が多い上に、全ての項目を観測しきるのが難しい。

　前者には例えば、比喩実行者の信用などが入る。同じ比喩を聞くのでも、俺が言うのとクミールさんが言うのとでは、お前さんに対する説得力が違うだろ。即ち効力が違うってことだ。お前さんはクミールさんなら適格に比喩をすると信用し、俺なら適格にしないと信用しているだろうからな」

「別にそんな事ないですよ。私、あなたのことだって信用してるわ。でも、言いたいことは伝わったよ。要するに同じ比喩でも、比喩をする人によって信憑性が変わるってだけのことでしょう？」

「そうだ。他にも、お前さんの機嫌が良い時は相手の話しに対して協調的になってやることがあるだろ。協調的に話しを聞くお前さんは相手の比喩を好意的に解釈して、いつもなら納得しない程度の比喩でも納得することがある。この様に、お前さんの機嫌によっても比喩の効力は左右される。このような例が人間的要因にあてはまる。

　では、人間的要因の定義とはなんだろうか？ 比喩自体の形式とは関係なしに、言う者・聞く者自身や、彼らを取り囲む環境・状況による効力の変動の原因を人間的要因というのだ。つまり、比喩が妥当なのかとかそういうこととは関係なしに、ただ、聞き手の思想やその時の環境、または聞き手の機嫌などに反映して効力が変動する時、その変動は人間的要因によるものとされるんだ」

「人間的要因の具体例が聞き手の思想や機嫌なのね」

「その通り。じゃあ、次は非人間的要因について説明する。効力を変動するもので非人間的なものにはこんなものがある。１つはさっき教えた比喩の妥当性。妥当な比喩とは比喩部と被比喩部の構造が等しい比喩のことだったな。

　同じ内容を表す比喩なら、妥当な比喩の方が非妥当な比喩より効力が高いとは経験的に解かることだ。非妥当な比喩では例えば被比喩部の概念と比喩部の概念に対応関係が見られなかったりする。例えばこういう比喩を考えてみな。「人間は男と女しかいない。男と女が協力して子孫を育むわけだ。これって包丁とまな板みたいだろ？」……これは非妥当な比喩だが、果たしてこれの効力は高いと思うか？」

「高くないと思う。霊人の繁栄を料理で例えるのはともかくとしても、まな板や包丁が何に対応してるのかわからないわ。仮に何かに対応していても概念がまだ２つ余ってしまうしね。包丁が人間で、また板が子孫だとしたら男と女が余るわ。これらは何に対応しているのかわからない。何をどう比喩しているのかがわからない例え話だわ。これは効力が少なくて当然よ」

「じゃあ、「人間は男と女しかいない。男と女が協力して子孫を育む。人間は料理のようなものだ。まな板と包丁が協力して飯を作る」という比喩は、どうかな」

「非妥当なのは相変わらずね。でも、概念の対応は目に見えるわ。こっちの方が効力が高そう。一方、「人間は男と女しかいない。男と女が協力して子孫を育む。凹凸には凹と凸しかない。凹と凸が合わさって四角ができる」って比喩は妥当ね。この方が最初のよりはまだ納得がいくわ」

　ミールの例えを聞くと、セレンは含み笑いをした。メルの耳に手を当てると「なんかその例え卑猥だな……」と笑いだす。

「何が？」訝しがるミール。

「いや、別に。そういうこと教えると、またリディアに怒られる」

「気になるんだけど」

「じゃあ、四角を子孫と考えてみな？」

　ミールは暫し考えたが、何のことだかまるでわからない。耳をふさがれている筈のメルはしっかり聞こえている上に理解しているようで、微妙ににやついてさえいる。

「さて、馬鹿話はこれくらいにしよう。非妥当な比喩は効力が低いだろうと言ったが、それは飽くまで同じ内容を意味する妥当な比喩と比べての話しだ。非妥当な比喩でもその比喩者の信望者というのが居れば、その信望者にとっては非妥当でも十分効力が高いからな。また、比喩を妥当にすれば必ず回りが納得するほど効力が高くなるとは限らない。飽くまで、妥当な比喩の方が効力が高いだろうという経験則でしかない」

「ところで、さっきから気になってるんだけど……。ほら、その経験的とか経験則とかっていう言葉」

「言葉の意味がわからないのか？」

「そうじゃなくて、なんで経験的にしか妥当な比喩が効力を高めるってことは語れないの？」

「まず経験則になる理由１として考えられるのは、どのようなメカニズムで人間が事象を納得するかわからない以上、経験に頼らざるを得なく、帰納するしかない。だから経験的と言わざるをえない。
 　理由２。また、人間の納得、即ち比喩の効力は比喩の妥当性だけでなく、人間的要因やその他の要因にも左右されるのだから、比喩の妥当性があったとしてもその他の要因によって効力をおとしめられる事が有り得るし、むしろそれは理に適っているとさえ言える」

「理由２がよくわからないわ」
「極端に言えばこういうことだ。妥当な比喩と非妥当な比喩があるんだが、その比喩者たる喋り手が自分の嫌いな相手だとする。この時、お前さんはこう思う訳だ。「なんだ、あいつ、嫌な奴のクセして妥当な比喩なんかしやがって。あいつが妥当なことを言ってる分だけ腹が立つ。いっそのこと非妥当な比喩の方がまだ馬鹿なあいつっぽくてお似合いだ。だから非妥当な比喩の方が妥当な比喩より納得がいくぞ」ってな」

「本当に極端な例ね。それに、私はそんな風に他人を思わないわ」

「そうか、でもこれは例だからそういう点はあまり深く考えるなよ。とにかく、「私はあいつが嫌い」っていう人間的要因のせいで、非人間的要因である妥当な比喩の効果がいつもとは逆になってしまうんだ。いつもなら妥当な比喩の方が効力が高いのに、人間的要因のせいでむしろ逆転してしまうんだからさ。

　つまり、効力を変動させる要因はそれぞれ独立無関係ってわけじゃないってことだな。ある状況下では、比喩の妥当性によってむしろ効力が減らされてしまうんだからな。つまり、妥当な比喩なら効力は高まるとは言い切れない。だが、俺達は妥当な比喩の方が効力が高い事を肌で感じている。その事は否めない。だから、このことからも比喩の妥当性は経験的にしか語れないことになる。「比喩が妥当なら効力は高まるだろう」と経験的に語ることしかできないんだよ」

「通常は比喩が妥当なら効力は高まるだろうけど、他の要因で変わってしまい得るから、断言はできない。経験的に効力が高まる例が多いだろうというだけの話しなのね」

「効力は色々な要因から上下するものであり、更に、ある要因と他の要因が関連し合って通常とは違う効力の変動を生み出す事もある。１つ１つの要因だけを観測しただけでは効力の変動は測れないんだ。要因と要因同士の関係も考えなくてはならないからな」

「きゃー、複雑！」

　頭が混乱したミールは急に叫び声を上げた。意図してなかった行動だったから、自分でも頭がどうかしてしまったのではないかと不安になった。驚いた顔のメルがコアラの様にセレンに抱き付きながらこちらを見てくる。

「……一旦休むか、ミール？」

「ううん、いいです。今ので大分すっきりしました」

　途端に冷静に述べるミール。セレンは「はぁ、そうですか……」と調子外れに返した。

「じゃあ、続きな。現在、俺は効力を変動させる要因のうち、非人間的要因について説明している。非人間的要因は複数個ある。今やったのはその内の比喩の妥当性についてだ。次はもう１つの非人間的要因についてだ。それは意味素性を用いたものだ」

「意味素性……？」

「概念は色々な性質を持っているが、その色々な性質があるかないか述べたものを意味素性という。例えば「少女」という概念は「人間」や「生物」や「若い」や「女」などの性質を持つ。性質を持つ時は+を付けて表現する。性質を持っていない時は－を付ける。従って、少女は[+生物 +人間 +若い －男]と表される」

「じゃあ、「少年」は？」

「[－男]が[+男]になるだけだで、あとの性質については同じだ。こうして意味素性のレベルで概念を比較すると、少年と少女の間には「男」という性質に±の差があるだけだということがわかる」

「意味素性って便利ですね、私には操れそうもないけど。でも、意味素性と比喩の効力を変動する非人間的要因っていうのとはどういう関係があるんですか？」

「結論から言うと、比喩談話中に存在する一対の対応をみせる概念の意味素性同士の類似性が、もう１つの非人間的要因になるってことだ」

　ミールはさっぱりわからないわとばかりに肩を竦める。

「例えば社会悪を寄生虫と捉えた例をだそう。社会悪を寄生虫に例えるのはミールの中で納得できる事か？」

「ええ、できるわ、大いに。詐欺とか強盗とかって社会悪よね。こういうのは善良な市民、善良な社会に住んでいて、善良な市民に迷惑をかけ、善良な社会をダメにするわ。全く人体に対する寄生虫は、社会に対する社会悪だわ」

「12才の少女にしては思想を語るね。これは驚いた。ウチのメル嬢はとんとそういう話しをしない」

　メルはセレンの言葉に一瞬反応したが、「社会科の勉強、嫌いだもん。つまんない」としか答えなかった。

「おかげでこの娘は社会科に対する妙な偏見まで持っちまってな。まぁいいや、セルフィッシュガーデンにはそう関係のないことだし。

　とにかく、ミールが納得してくれるなら話は早い。社会悪を寄生虫に例えよう。その上で、この２つの概念の意味素性を考える。すると、社会悪と寄生虫は意味素性が随分違う事に気付く。社会悪は[－生物]だけど、寄生虫は[+生物]だしね」

「確かに寄生虫は生きてるけど、社会悪は形のない概念だから生き物じゃないわね。社会悪の一員の悪党は生き物だけど。

　あら、それじゃあ形が有ることやないことも概念の性質になって意味素性に加わるの？」

「ああ。社会悪は[－形]だが、寄生虫は[+形]だしな。このように、社会悪と寄生虫の意味素性は随分違う。だけど、社会悪と寄生虫をなぞらえる際に尤も強調されている面を考えると、両者の意味素性が必ずしも違うとは言えなくなってくる。諸所の性質は異なっても、ある注目されている性質だけは同一である概念同士の意味素性は、人間の目には類似していると見え得るからだ。繰り返すが、諸所の性質は異なっても、注目している性質が同じ概念同士なら、人間は類似していると捉えるというわけだ。

　社会悪と寄生虫は[生物]や[形]などの諸所の点で性質が異なるが、両者を例える際に尤も注目されているのは[善]という項目だ。そして[善]についてはどちらも[－善]だから、結果的に俺達はこの比喩を使う時には少なくとも両者の意味素性は似ていると捉えるわけだ」

「それも経験的なの？ それとも絶対的？」

「経験的だ。両者を例える時に尤も注目されている性質が似ているからといって必ず意味素性が似ているどんな場合でも言えるとは限らない。ただ、両者を例える時に尤も注目されている性質が同じ素性を持つなら、その比喩においては両者の意味素性は似てるだろう事が多いと経験的に言っているに過ぎないんだ」

「難しいけど、とにかく、それも経験的なのね」

「そうだ。ところで、今の所は重要だったので繰り返そうか。

　社会悪と寄生虫を準える際に尤も強調されている性質は、恐らく[善]という項目だな。これが倫理的なものか好みの問題かまでは特には問わないとしよう。どちらにせよ結論は同じく[－善]だろうしな。

　さて、[善]という項目を考えると、今言ったように社会悪も寄生虫も同じく[－善]だ。そして、この性質がこの比喩では尤も強調されている面だから、社会悪と寄生虫の他の意味素性には相違が多いのにもかかわらず、意味素性は類似していると言えるようになってくるだろう」

「それ、２度聞いたわ。ということは、これってそんなに大事なことなのね」

　セレンは頷くと後を続けた。

「そして、意味素性が類似している方がより効力は高くなるのだ」

「そうなんだ。意味素性が類似してないより類似している方が効力が高いのね。でも、それって本当なの？」

「例えば、意味素性が類似していないものと比べてみな。仮に社会悪を寄生虫でなく天女に例えたらどうだろうな。社会悪と天女の意味素性はことごとく異なるし、一番ここで強調されている性質の[善]にも一般認識だと－と+の差がある。社会悪は[－善]だが、天女は[+善]だからな。従って、社会悪と天女の意味素性は類似しないと思われる。

　そこで、実際に、寄生虫を天女に置き換えた時の比喩の効力を考える。経験的な結論だと、恐らく寄生虫の時より少ない効力になる。これは即ち、意味素性に類似性があるほど効力が増すことを意味している。従って、意味素性の類似性は効力を上げうる要因だといえる。」

「それはそうね。諸所の性質はおろか一番強調している性質まで異なっているんだもの。似てたら驚きだわよ。でも、これもまた経験的なことなんでしょう？ 経験的と言ってるしね」

「そうだな。これも経験的でしかないことだ。

　さて、以上が意味素性の類似性という非人間的要因だった。非人間的要因は比喩の妥当性と意味素性の類似性を教えたな。人間的要因についても喋り手に対する聞き手の信頼という例を出した。比喩論について教えることはこんなものだ。

　じゃあ、比喩論をまとめるぞ」

“比喩には人を納得させる力がある。この比喩の説得力のことを比喩の効力と呼ぶ。

　比喩は相手に納得されることを目的とする。従って、比喩は効力の高さが推奨される。

　比喩の効力を変動するものには２種類がある。人間的要因と非人間的要因である。

　比喩自体の内容ではなく、言う者・聞く者自身や、彼らを取り囲む環境・状況などによって効力が変動した場合、その要因を人間的要因と呼ぶ。

　非人間的要因については２種類教えた。比喩の妥当性と意味素性の類似性がそれだ。

　比喩の妥当性とは、簡便に言えば右のようになる。妥当な比喩＝比喩部と被比喩部の構造が等しい。

　構造とは概念同士・概念と命題・命題同士の関係を取りまとめたもの。被比喩部と比喩部の構造が等しければそれを以って妥当な比喩という。

　構造が等しいことは概念を変項にして構造を記号化した時に、同じ式で表わされるものだともいえる。

　被比喩文と比喩文（＝比喩談話）中に存在する一対の対応をみせる概念の意味素性同士の類似性がもう１つの非人間的要因になる。

　非人間的要因は効力を高めるものであるが、それは経験則に基づいたものでしかない”

「そして、最後にミールに覚えておいてほしいことは、比喩も理由と同じく、必ず納得しなければならない正しい比喩なんてないってことだ。相手が比喩をしたときに納得するかしないかは自分の自由だということだ。どんなに回りが納得するような例でも従う必要はないし、どんなに回りが納得しない比喩でもしたければすれば良いということだ。

　だから、女を金銭と例えるのを納得できないのは、究極に言えば、お前さんの思想が納得を妨げているということになるわけだ」

「ああ、そういう意味だったの。あなたがあたかも正しそうに演技するから論議学では女は金銭扱いなのかと思っちゃった」

　くすくす笑うミール。だんだん彼の蔑視的表現にも慣れてきた。

「比喩論によれば、論議中に相手が比喩を行っても、こちらはそれを納得する必要はないし、こちらの比喩を相手に納得させなければいけないようなこともない。

　だから、正しい比喩とは何かとか悩んだり、「どうしてこいつは私の正しい比喩を理解できないんだ！」と嘆くこともないって事さ」

「なるほどね……。論議学のその「思想の内容自体には触れない」っていう精神は驚きだわ。さっきから聞いてるとずっとその原理を守っているもの。ちょっと凄いね、セレンさん」

「比喩論がだろ？」

　今度は比喩論ではなく創始者のセレンを誉めてやったのに、彼はこちらの好意を布衣にしたので、なんだか損をした気分になった。

「まぁ、比喩論についてはこんな所だ。今、俺が教えたのを胸に、比喩を使う際には気をつけてくれ」

「わかったわ」

「ねぇ、お兄ちゃん」

　セレンの膝の上でもじもじしているメルが話しかける。セレンは「ん？」と下を向く。

「Gotta go.」

「huh？」

「Must pee. メル、おしっこ」

「あぁ……ああ、行ってきな。それとも俺の部屋のを使うか？」

「ううん、廊下の」

　そう言うとメルはセレンの膝から降りて、ミールの横を過ぎ去った。

「じゃあね、ミールちゃん」といってメルは部屋を出ていった。部屋にはセレンとミールしかいなくなった。

　セレンは膝が疲れているのか、しきりにマッサージをしている。仕草が中年の様だ。

「あー、膝いてぇ」

「痛いんですか？」

　苦笑しながら「あの娘も膝に乗せる年頃じゃなくなってきたって事だ。小さい頃は軽かったんだがな」と答えた。

「じゃあメルちゃんに言えば良いのに」

「甘えられているうちはどうしても言えないよ。ああいう態度をされてると「甘えるな」なんて言えないんだよ、可愛くてな。いくら12才になったっていっても俺の中じゃあの娘はいつまでも７才くらいの幼女だからな。俺の膝が痛いくらいなら喜んで……ってなとこだな」

「でも、それじゃメルちゃん、自立できないんじゃない？ というか……」

「というか？」

　喉を鳴らすミール。緊張して思う様に聞けない。この質問はしても良いものだろうかという不安がある。ミールはゆっくりと言葉を紡ぎ出す。

「というか、メルちゃんとセレンさんって……どういう関係なの。血も繋がっていないんでしょ。どうして、兄妹なの？ 

　それにね……なんか私が見た限り……ただの兄妹じゃないみたいだわ。ちょっとメルちゃん、あなたに甘えすぎじゃないかしら……」

　セレンは「ふぅむ……」とうめいた。腕を組んで、ミールの質問に答えるか答えないかを考えているようだ。

「俺とメルの関係な……。じゃあ言うけど、あの娘には俺がばらしたって言うなよ。メルと俺のことについて教えておくからな。この事はお前さんがあの娘の友達になってくれるなら知っておいた方が良いことだろうしな。

　ウチの連中はみんな知ってるが、実はあの娘は孤児なんだよ。親父さんは物心ついた時には既にいなかったそうだし、お母さんは亡くなられたんだ。あの娘に会ったのはあの娘が４才の時。でもすぐ５才になった。あの娘は11月31日生まれで、俺が会ったのが秋だったからな」

「11月31日？」

　訝しげにミールは問うが、セレンは苦笑を返してきた。

「ミルサージュだよ、つまりな」（注：ミルサージュ＝同一時刻、刹那の虚無（文語））

「……11月30日とも12月1日とも判じがたい瞬間に産まれたってことね？」

　頷くセレン。

「俺はまだその時12才だった。丁度、今のメルと同じ年だ。昔の俺は何故だか小さい女の娘に好かれたんだな。メルも例によって俺に懐いてきた。彼女の家も見たからお母さんには会ったことがある。でも、メルと会ってからほんの１年と３ヶ月で、あの娘は孤児になった」

「そう……なんだ」

「あの娘は６才で孤児になった。それからずっと俺は兄であり親でもあったってわけだ」

「……大変そう、あなたもメルちゃんも」

「大変といえばメルだよ、俺じゃない。あの娘の霊人世は不幸の連続だ。６才で孤児になっただけじゃない。６、７才の頃には２度も襲われそうになっている」

　ミールは口を手で覆った。いくらまだ子供のミールでも女だから「襲われる」の意味くらいは心得ている。

「そのうち１度は俺が居合せたから助けることができたけどな」

「一体またどうしてなの？」

「俺が居合わせた時は、あの娘、トイレで襲われたんだよ。女子トイレだったのに。っていっても勿論やったのは男だけどな。メルが入ってからあんまり遅いんで外から様子を伺ったら、メルの泣き声というか悲鳴みたいのが聞こえたんで、そりゃ慌てたさ。咄嗟に飛び込んでいったら個室が半開きで、中には男がいた。中年でさ、丁度メルくらいの年の子供がいてもおかしくない感じの男。

　その日は雨だったから、持ってた傘で相手の顔を刺して逃げたんだが……あれは怖かった。何せあの時は俺すら子供だったからな。しかし……今、もしもそいつに会えることなら、俺、セレンは全身全霊を以って、そいつを粉微塵にしてやるさ」

　すぅっとセレンの左目が鋭くなる。

　俺の目の前のミールがやや怯えているのがわかる。怖がらせたくはないが、抵抗しようとしても瞳の奥に腐った記憶が流れてくる。毎度毎度この記憶は俺を最悪な気分にしてくれる。

「セレンさん……？」

「……とにかく、メルはそれ以降、トラウマができた。トイレに鍵をかけて入れないんだよ。襲われた時、男が中でカギをかけたから、それがトラウマになっちまってな」

「セレンさんは外からどうやってそのカギを開けたの？」

「公園の古びた公衆便所だったからカギのかかり方がもう甘くなってたんだと思うけど、本当の所はわからないな。取り敢えず、蹴ったら開いたってのが実情だ。

　メルはいたずらされたようなことはなかったみたいだけど、トラウマは消えない。未だにカギをかけて入れないからあの娘がトイレを使う時は髪飾りみたいな花をドアの前に置いて使用中だと知らせるんだ」

　ミールは得心すると手を打った。先程この家に来た時、トイレと思われるドアの前に花飾りが置いてあったのはその為だったのか。

「メルちゃん可哀想……」

「更に、あの娘は俺と会って少し経った５才の時に一度死んでる」

「どういう意味……？」ぎょっとするミール。

「まぁ、死んでるって言うのは大袈裟かな。でも、本当に一旦心停止したんそうだ。いわゆる、臨死だな」

「どうしてそんなことになったの？」

「襲われたのと大差ない理由だが、詳細は俺も解からない。

　幼女狙いの猟奇な通り魔的犯行。その被害者があの娘だ。傷跡が残るような怪我じゃなかったみたいなんだが、一度死にかけたショックは果てしなく大きく、消えずに一生残っている」

「傷が残ってないってどうしてわかるの」

「よく一緒に風呂に入ってたからな。まぁ、やられたのが頭部だったら見えないけどさ。いずれにせよ、メルは女の娘だし、ましてやあんなに綺麗な娘なんだから、身体に傷がつかなかったのが唯一の救いだよ……」

「ああ……」

「そうやってメルは今よりもっと幼い頃から何度もそういう目に会ってきたんだ。昔はそりゃあ絵に描いたような明るく素直な娘だったんだが、そういう事があって、すっかり性格が歪んじまった。今じゃすっかり人間嫌いの男嫌いだよ。まぁ、無理もないよな」

「なんとなくわかる……。メルちゃんの目、とっても冷たいもん。でも、私がお友達だって言ったらとても嬉しそうにしてた……。本当は寂しいのかもしれない」

「凄く寂しがり屋だよ、あの娘は。友達もクミールさんしかいない。だからお前さんのことは嬉しかったと思う。

　……仮に『ミールの書』を通じただけの友達でもな……」

　セレンは自重気味に笑った。ミールは彼の言葉の節々が気になったが、とても問える雰囲気ではなかった。

「ウチの連中は大体メルの不幸な過去を知っているから歪んだ性格について許している所がある。中でも取り分けて甘いのはこの俺だ。おかげであの娘はすっかり俺離れができない。今じゃ俺を今度は恋人にしようと画策ばかりしている」

「セレンさんを？ でも、セレンさんには」

「ああ、俺にはリディアがいる」

「じゃあ、ハッキリ断らないと」

「でも、「お兄ちゃんがお姉ちゃんじゃなくてメルを好きになってくれることって絶対絶対ないの？」って聞かれると、俺は「未来のことまではわからない。あるかもしれないし、ないかもしれない」と答えざるを得ない」

　それを聞くとミールは大袈裟にため息をついた。

「馬鹿じゃない、セレンさん？ そんな風に期待を持たせるなんて残酷だわ。最低の男ね」

　セレンは何も答えなかった。何も答えず、拳を握り締めている。その煮え切らない態度がミールには正直いってむかついた。

「ハッキリ諦めさせてあげたらどうですか、お兄さん！」

　念を押すミール。ミールは息巻くと床をどんどんと踏み鳴らす癖がある。今もまた床を蹴りつけてしまった。

「それ、俺の仲間もダチも聞いたらきっと同じこというだろうな。

　でも、俺は賛成しない。ハッキリ言われて傷ついたあの娘が立ち直れるとは思えない。

　いいか、ミール。あの娘は俺に断られたら、きっと気まずくなって俺との関係を絶つだろう。そうしたらな、いいか！ そうしたらな、あの娘は一度に恋人候補のみならず、兄と親と仲間まで亡くす事になるんだぞ！ それでもあの娘が立ち直れると思ってるのか、それでも俺にハッキリ言えっていうのかっ」

　怒鳴るセレン。ミールも思いきり怒鳴り返す。

「何よ、言い訳ばっかりして！ 論議でもする気っ！？」

「論議だと！？ 論議が何だ！ そんなもの何になるっていうんだ！」

　セレンの怒号はいとも簡単に部屋の中へ吸い込まれて消えた。はぁはぁと肩で息をする２人。

　頬が温かい。ミールは自分の頬に涙が伝っているのがわかった。いつのまにか自分は泣いていたらしい。

「じゃあ、じゃあ、何で私に論議なんか教えるのよ……」

　セレンは俯いて何も答えなかった。

「……もういい。私、クリスタル探しにいくから。もう残り半分きったもん。もうすぐだもん。諦めないから、絶対。ミールの書の謎、解いてみせるから。このセルフィッシュガーデンの謎、そして私自身の謎、ミールの謎も解くから……」

「……」

「……」

　大きくミールは息を吸ったが、泣いて咽てしまってどうにも嗚咽が洩れてしまう。

「ねえ、セレンさん、１つ教えて。YesかNoでいいから。私、薄々気付いてる事があるの。

　……メルちゃんと私が似ているのって偶然じゃないんでしょ……？」

　顔を上げるセレン。彼の頬もまた涙に濡れていた。

「その質問は網羅的じゃない……な。YesかNoかは二元論で、白か黒的思考は虚偽だ……。出なおしてくるんだな、ミール」

「……。

　……理由論と虚偽論、ありがとう。あなたには、またすぐ会う事になると思うわ。私、すぐ戻ってくるから」

　ドアに手をかけるミール。

「ミール、俺はな。俺はメルの為になることをしたい。俺はあの娘が可愛い。大切だという事ならリディアよりメルの方が大切で守りたいんだ。リディアよりメルに笑顔で居て欲しいんだ。

　だからミールを、セルフィッシュガーデンを俺は……。

　……あの娘は可愛そうな娘なんだ。守れるのは俺しか居ない。みんな口には出さないがだんだん大人になってきたあの娘に責任を持つようにと感じだしてる。クミールさんだってそれは例外じゃない。あの娘がああいう性格でいるのが許されなくなってきたんだ。でも、あの娘の過去を間近で見てきた俺には……ずっと可愛がってきた俺にはどうしたってあの娘の我侭が許せてしまうんだ」

「……メルちゃんはそんなに可哀想な娘なのかな。私もかわいそうだとは思うけどそこまで可愛そうなのかな。

　襲われたのはメルちゃんが可愛いからでしょう。自分に外見が似てるから言いにくいんだけど、メルちゃんって本当に天使みたいだもん。もっとちっちゃかった頃だって可愛かったに違いないわ。結局、顔が良いから悪い男に狙われるだけでしょう。顔が良いことで得している事もあるんだから平等じゃないのかな。

　それにお母さんが亡くなられたのだってね、それは確かに可哀想だけど世界にはままある事だわ。

　あなたはそうやってメルちゃんを甘えさせておけば良いけど、私はそんなことさせない。私、メルちゃんのお姉ちゃんにはならない。私はあの娘の友達になるのよ」

　ドアを開けるとミールは部屋を出ていった。

ⅩⅠ

　透明な水が音を立てて流れていく。ミールは廊下の洗面所にいた。顔を洗うわけでも手を洗うわけでもないのに、ミールは蛇口を捻っていた。

　トイレにメルがいないかと期待したのだが、どうやらセレンと長く話してしまった様で、彼女はもういなくなっていた。かといって、彼女がセレンの部屋に戻った様子はない。一体、どこへいってしまったのだろうか。

（まぁ、いいか。今、メルちゃんに会ったら、複雑で何も言えないわ……）

　蛇口を閉じる。キュッと締まりの良い音がして水が止まる。洗面台の鏡を見るが、鏡が高い位置にあるので自分の口元までしか映らない。今の自分は少し疲れた顔をしている。泣いたせいで目がなんだかはれぼったい。

　首を振る。ばさばさと髪が揺れる。髪形がだんだん乱れてきた様だ。結わいていた部分もほどけてきていてみっともない。一旦髪止めを外し、蛇口を捻って水を出す。手提げの中から櫛を取り出して髪をとかす。髪に水をつけ、もう一度結わく。この髪型は少しくらい痛いのを我慢しないと上手くいかない。ぎゅっと髪を引っ張って、しっかりと結わく。これで暫くは型崩れしない。始めの数十分は髪が痛いが、それもすぐに慣れる。

　髪を結わきなおすと、鏡の前で喜怒哀楽の表情を作る。

（うん、どの顔も可愛い♪）

　心の中ではミールは自分の容姿を謙遜しない。むしろ必要以上に自分を誉めてやる事で、より良い表情を作ろうと心がけているくらいだ。

　結わき直しに満足がいくと、大きく深呼吸をする。その時、視界の隅に人影が映ったような気がしてハッとミールは左を向く。すると階段から霊人がのぼってくるのが見えた。

「あ、リディアお姉ちゃん」

　階段からやってきたのはリディアだった。彼女は空手で、服装も先ほど別れた時と変わらない。彼女はこちらに気付くと、にこりと微笑んで歩み寄ってきた。リディアの微笑みは不思議なもので、霊人を和ませる効果があるのだろうか。セレンとの会話で味わされた疲労が一気に吹き飛んだ気がした。

「どうしたの、ミールちゃん。今、1人なの？」

　リディアは腰を少し屈めてミールと同じ目線で話してくるので話しやすい。

「うん、今までセレンさんとメルちゃんといたんだけど」

「ああ、そうなの。じゃあ、セレン君とメルが一緒にいる所、見ちゃったんだ。ビックリしたでしょ、セレン君の態度の変わり振りには」

　頷くミール。彼の溺愛振りもメルの甘え振りもミールの目から見たら常軌を逸していた。

「セレン君はいつまでもメルを７才くらいの娘として扱うからなぁ。私には全然冷たいくせにね。メルには人が変わったみたいに優しいんだもん」

　微笑むミール。リディアの言い方は不平不満をぶつけているというより、その事実を滑稽に語っているので素直に笑う事ができる。

「そういえば、クリスタルはどうなったの？ 集めてるんでしょ？」

「あと６個。だから、お姉ちゃんとセレンさんとメルちゃんの他に３人ってことだよね」

「そうだね。じゃあ、その内の１人の所に案内しようか？ 今、暇だし」

　リディアの申し出を受け入れると、彼女は廊下を歩きだした。１階へ通じる階段の右側に、１つ部屋がある。左側にも1室あるが、確かそこはザナドゥのものだった。リディアは右側の1室に行った。部屋の入り口はこれといった変わり栄えがなく他と同じに見える。

「ここは誰のお部屋なの？」

「ここはねぇ、魔女さんのお部屋だよ」

「魔女……？」

「ファーヴァっていうの。薬師なんだけど、格好がまるで魔女みたいだから魔女って言われることがあるの。かなり変わった娘だよ。私やミクちゃんも変わってるって言われるけど」

　とんとんとドアをノックするリディア。しかし中から返事はない。どうしてここの連中はノックに対して返事をしないのだろうと不思議に思う。或いは返事はしているけれども防音処置が施してあるドアだから聞こえないのだろうか。

「入るよ～」

　結局返事がないままリディアは中に入っていった。ミールも続く。

　その部屋は薄暗かった。日が当たらないわけでもないのに、濃い色のカーテンをかけているため、日光は殆ど遮断されていた。また、電気もついていない。その為、部屋の内装がよくわからない。ベッドはクリスの部屋の様に奥へ追いやられていたが、その理由はクリスのものとは違うような気がしてならなかった。必要に駆られてではなく、単純に邪魔なので追いやったというような感じがする。

「あぁ、誰なの？」

　寝ぼけたような女性の声が薄闇の中から聞こえる。どうやら部屋の主のファーヴァという女性のものらしい。

「寝てたの、ファーヴァ？」

「ふぁ～、リディアかぁ。はい……昨日は大変だったから夜遅くて」

　彼女のアルカはミール達のとは異なるものだった。発音が微妙にミール達とは異なるし、アクセントも違う。これは寝ぼけているせいではないだろう。あからさまに彼女はアルバザードやその他の大陸の出ではない。

「電気つけるね」

　手馴れた手つきで暗がりの中スイッチを見付けるリディア。低いヴゥンという音がして白い光りが部屋を照らす。するとファーヴァの様子がよく見えるようになった。彼女は部屋の中央の広い机の上に突っ伏して寝ていたようで、今は顔を上げているが、顔にはしっかりと寝跡が付いている。

　ファーヴァは青い瞳に金色の髪の毛をしている。長さは短い。年齢はセレンと同じくらいにみえる。顔は大人びていて背も高く、中々の美人だ。体格や顔つきからして白人と黒人の混血児だろうと思われるが、割合からいうと白人に近いようだ。

　また、彼女の服装はリディアの言っていた通り、魔女そのものだった。紺色の三角帽子と黒紫色の長いローブは本の中の魔女を思い出させる。腰は茶帯で結わいている。肩には夏だというのにスカーフのようなものをかけている。

「ねぇ、お姉ちゃん、昼間から電気をつけるなんて贅沢だよ」

　いさめるミール。しかし、リディアは「うん、それはそうだけど」と言っただけでそれ以上の反応を示さない。

「一応、褐色瓶で守ってるけど、日光に刺激されて変化する薬があるから、電気をつけるのよー、メルぅ」

　答えるファーヴァ。なんだか彼女の話し方は間延びしていて気合が抜ける。部屋を見まわすとなるほど、かなりの種類の薬品が置かれている。生薬から科学的に作ったものまで、たくさんの薬が褐色瓶の中やビニールに包まれている。

「あれ……そういえば、メル、あなた髪を染めたの？ 様子がヘンですよ」

「え？ 私のこと？」

　自分を指差すミール。どうやら彼女は自分のことを髪を染めたメルだと間違えているらしい。ミールは困惑してリディアを見た。

「違うの、ファーヴァ。この娘はミールちゃん。メルのお友達なの」

「なんだ、メルじゃないのかぁ。じゃあ、はじめまして。私の名前はファーヴァ＝マッサアラ＝ナ＝ルファア。

　ところで、あなたのこと、敬称をつけて呼ぶべきですか？」

「え……い、いえ、好きにしてください」

　おずおずと答えるミール。ファーヴァは満足そうに頷くと「じゃあ、私をファーヴァと呼んでください」と返してくる。年上の相手に対し呼び捨てにするのは抵抗があったが、彼女の方のアルカでは敬称をつけないのだろうと察して、アルバザードの住人らしく寛容に合わせてあげる事にした。

「ところで、リディア。どうしてここに来たですか？」

　スカーフを畳みながらファーヴァは問う。今までスカーフだと思っていたものはしかしスカーフではなく、どうやら小さなテーブルクロスの様だった。奇妙な紋様が描かれているが、いずれも芸術体の幻字ではなく、ただの絵図の様だ。

「それ、珍しいですね。そのテーブルクロスみたいなもの。それは何ですか」

「はは、面白いですね、ミール。テーブルクロスですかぁ。これはギウラクというものです。私の住んでいた所の伝統的なものです。まぁ、テーブルクロスにもバンダナにもハンカチにもスカーフにでも何にでもなるから、なんとも表現しにくいですが、とにかくギウラクというんですねぇ」

　しみじみというファーヴァ。しみじみと共感を促すような口調で言われても、初めてギウラクを見たばかりのミールには共感できる筈がない。やはり彼女はリディアの言う通り、変わった霊人のようだ。

「話しを戻すけど、私達がここに来たのは、ファーヴァのクリスタルを貰う為なの」

　答えるリディアに「クリスタル？」と呟くファーヴァ。

「ああ、セレンに渡されたものかぁ。ええ、持ってます。ミールにあげれば良いんですか」

「あなたの困った事をミールちゃんが解決できたらね。何か困ってる事ない？」

「あるけど、ミールに解決できるかなぁ。実は、昨日からどうも薬剤の様子がおかしいです。化合すると、ありえないものが生成されるんです。おかしいなと思って部屋を出ようとしても出られないんです」

「昨日……？ セルフィッシュガーデンに時間なんてあるんですか？」

「なに、ミール？ 時間はどこでも流れますよ。第一、セルフィッシュガーデンって何？」

　さっぱりわかわないという顔をするファーヴァ。セルフィッシュガーデンを知らない？ それはわざと白を切っているという事なのだろうか。或いは、本当に知らないのだろうか。

「ねぇ、お姉ちゃん。この家ってセルフィッシュガーデンの一部なんじゃないの？」

　リディアに聞くが、彼女は困惑した顔を返すだけだ。

「……やっぱり、ここはかりそめのセットなのね」

　寂しげに呟くミール。それでもリディアは何も答えてくれなかった。

「とにかく、ミールは薬を直せるですか？」

「はい、多分。私が問題を解けば、ファーヴァの薬は直ると思います」

「問題？」

「薬がおかしくなってから、この部屋にヘンな張り紙が現れたということはありませんか？ いつものパターンから考えると張り紙があるはずですから」

「張り紙かぁ。いえ、そんなものは無かったですよ」

「そうですか……」

　困った事になった。問題が書いてある張り紙がなければ薬の直しようがない。ひょっとしたら彼女の薬がおかしくなった事はセレンの計画とは関係のない事なのではないか。

「何で張り紙があるってミールは思うですか？」

「大抵それに問題が書いてあるんです、論議学に関する問題が。それを解けば不思議な現象は収まるんです。だから、ここにもその紙があればなと思ったんですけど」

「問題ですかぁ……」

「別にテストに出るような問題じゃないこともあります。一見問題とはとても思えない日常的な事が問題となっている場合がありますから」

　するとファーヴァはあっという顔をした。

「ねえ、「リディアと過ごした夜の思い出を語る事」っていうのは、あなたが見てきたような問題の仲間だと思う？」

「それ、どこに書いてあるんですか？」

　身を乗り出すミール。ファーヴァは「ちょっと待ってねぇ、ちょっと待ってねぇ」と呪文のように繰り返しながら乱雑した机の上を片付ける。

「ほら、ここを見てください、ミール。机に文字が書いてあるでしょう」

　近寄ってみると、片付けられた机の上には確かに文字が書かれていた。文面はファーヴァの言った通りのものだった。

「これ、そういえば、昨日ふっと気付いたら存在していたような気がするの。私が気付かなかっただけで本当はもっと前に誰かが悪戯書きしたんだと思ったけど、これがひょっとして問題？」

「多分、そうだと思います。ね、お姉ちゃん」

「うん。でも、なんで私の名前が書いてあるんだろう。私とファーヴァが過ごした夜……？」

　首を傾げるリディア。どうやら賢女も問題の内容についてまでは聞かされていないことがあるようだ。

「あなたが私の故郷に来た時の事かな、リディア？」

「ああ、あの時ね。あの時の思い出を語れば良いの？ それが問題？ ヘンな事するなぁ、セレン君も」

　ぼやくリディア。ミールはそのリディアに「お話して。どんな夜だったのか」とせがむ。

「３年くらい前かなあ、ファーヴァがウチに来て少ししてからだよね。私、ファーヴァが故郷に一旦帰るんで、挨拶しようと思ってついていったの。その時、村の人たちに歓迎されてお祭りになったの」

「へえ、楽しかった？」

「うん、村の人達は親切にしてくれたし、皆で騒いで楽しかったよ」

「リディアは酒で酔って大変だったけどー」

　笑うファーヴァにリディアはむっとした顔をする。

「だからぁ、あれは踊ってただけだって」

「さて、どうかなー？」

「どういうこと、お姉ちゃん？」

「んー、ファーヴァがヘンな事言うのよ。私はその席でね、お酒飲んで酔っ払って、ファーヴァの身体を……その……触ったんだって。でも、私そんなことしてないもん」

「リディアは酒癖が悪いと皆が言ってましたよ。飲むといやらしいって。加えて人に絡むって。それなのにあんなに飲むからねぇ」

「私、そんな事してないもん、踊ってただけだもん！」

　語気荒く言うリディア。しかしファーヴァはけらけらと笑っているだけだ。

「ファーヴァの身体に何をしたのかは聞きたくないから言わないでね、お姉ちゃん。でも、一体どうしてそういう事をしたの？」

「だから、してないってばぁ！」

「まぁ、強いて言うなら、祭りでは全員が服を脱いでいたからでしょうね。だからあんなコトしやすかったんでしょう」

「服を！？」

　ミールはギョッとした。それは一体どんな祭りなのだろうか。

「まあ、上半身だけよ。祭り以外でも上半身は裸の事が多いです、私のところは。祭りは特に民族意識が高まるんで、お客さんにも合わせてもらったということです。勿論、強要はしませんでした。でも、リディアは快く私達に合わせて脱いでくれたから、嬉しかった」

　ミールは信じられないといった顔でリディアを見た。いくら他の文化の中に入ったからといって人前で女が服を脱ぐなどとは考えられない。

「恥ずかしくなかったの、お姉ちゃん？」

　リディアは目をそらしてやや赤くなりながら、「そりゃ……まぁ」と答えた。

「でも、一旦脱いだら恥ずかしがってないで、それが当たり前だと思ってた方が、気が楽だよ。だから途中からは平気だったよ」

「お姉ちゃんには悪いけど、そんなの信じられない。セレンさんが聞いたら怒るわよ」

「うん、セレン君、怒ったよ。でも、それは私がお酒を飲んだから。あの人、私に飲むなって言うの。酒癖が悪いからだって。そんなことないのにねぇ……」

「じゃあ、セレンさんも脱いだ事自体は怒らなかったの？ それもどうかしてるよ」

「セレン君は脱いだ事については「余所の土地で余所の文化に合わせる自由をお前は持っていて、偶々それを行使しただけだ。だから、構わないだろ」って言ってたよ。それに村の人たちも私を無理やり脱がせたわけじゃないし」

「でも、始めは恥ずかしかったんでしょう？ それなのになんで脱いだの？ 文化に合わせる必要がないのに何で合わせたの？」

　食い下がるミール。しつこいとは思ったが、同じ女としてリディアの行為は許せないのだ。

「同じ文化に属した方が通じ合えるから、かな。私の文化を押し通しても問題はなかったけど、相手に合わせた方がもっと楽しくなれたの。だからそうしたの。それだけの話し」

「相手の文化に合わせる、か……」

「確かに、アルバの通念では服は脱がないよ。けど、向こうの通念では脱いでるのが当たり前なの。片方が片方に合わせる義務はないけど、同化した方が心は通じ合えると思うの」

「つまりお姉ちゃんはちょっと恥ずかしくても同化したかったんだ……。ところで、それが人食いの村だったらどうしてた？」

「その場合は、そこまでして同化したくないから、１人で乾パンでもかじってたと思うけど……。ただ、それってあまり気持ちの良い例えじゃないね」

「ごめんなさい。でも、お姉ちゃんの中には相手の文化と同化する事と同化する抵抗という２つの分銅があって、その軽重を測っているっていうことはわかったわ。ハッキリ言いづらいけど、お姉ちゃんの中では同化したい気持ちの方が恥に勝ったんだよね。それって女の私から見ると賛成できないわ」

「そう……。否定されるとちょっとさみしいな……」

「女なんだから、もっと自分の身体を大切にした方が良いと思うよ。子供の私でもそう思うんだから」

　ミールの言葉にリディアは「うん……」と力なく答えた。今のはさすがに言いすぎたかと思ったミールは謝ろうとしたが、丁度その時突然、手提げの中のミールの書が光りを放った。

「あれ……？ もう終わりなの？」

　ミールの書を取り出して開いてみると、確かに新たなページが更新されている。しかし、＜問題＞欄には見覚えのない問題が書かれていた。

「何これ……「ある通念で難航しない論議が、異なる通念では難航する場合を考えること」……？」

　この事が今のリディアとファーヴァの話しにどう関わるのだろう。ミールは首を捻ったが、まるでわからぬまま本を手提げに戻した。

「あ、もう問題は解きましたから、お薬はちゃんと元に戻ったと思いますよ」

「おぉー、本当ですかー？」

　早速、褐色瓶の中から得体の知れぬ透明の液体をビーカーに移し、そこにピペットで他の種類の透明の液体を混ぜる。ピペットから滴下された液体がビーカーに入った途端、その液体は綺麗なピンク色になっていった。

「わぁ、綺麗」

　思わず拍手をするミール。リディアは「ああ、水酸化ナトリウム溶液にフェノールフタレイン溶液だねぇ」というが、何のことだかはわからない。

「フェノール……？」

「ペーハー８から10ぐらいを境目にして、そこから塩基性側だとピンクになり、酸性だと無色になる指示薬のことなの。理科のお勉強ね」

「は、はぁ……」

「それにしても、何でこんなものがあるの、ファーヴァ？ あなた薬剤師でしょう？」

　しかし、ファーヴァはリディアの話しをまるで聞いておらず、１人で「直ったぁ、直ったぁ！」とおおはしゃぎしている。

「ありがとう、ミール。あなたの言った通り、直りました。そうだ、お礼をしましょう。何が良いですか」

　興奮さめやらぬ調子のファーヴァに圧倒されるミール。

「あ、いえ、お礼なんていいです。さっき言った通り、クリスタルをいただければ」

「ああ、クリスタル！ そうでした！」

　ファーヴァはまた机の上を探し出す。さっき片した物をまとめておいた所に手や顔を突っ込んで調べると、やがて「あったー！」といって顔を上げる。

「じゃあ、これを差し上げます。ありがとう、ミール」

　ファーヴァはにっこり笑ってクリスタルを差し出した。彼女があんまり素直に喜んでくれるので、ミールは少し照れくさくなった。この部屋でミールは問題らしい問題を解いた覚えがないから、余計に気恥ずかしい思いがしたのだ。

「リディアもありがとう」

「うん。クリスタルありがとう、ファーヴァ」

　リディアもにっこりと笑う。そうして３人は良い気持ちのまま別れる事ができた。ミールとリディアは部屋を出た後も良い気分が持続していた。

「ファーヴァってさ、お姉ちゃんが言うように、ちょっとヘンな人だったけど、良い人だったね」

「うん。ファーヴァは忙しいから、あんまりお付き合いがないのが残念だよ」

　本当に残念そうにいうリディア。ミールもそれは同感だ。

「さてと、これでクリスタルは９個だね」

「次は誰の部屋？」

　次の相手もファーヴァ同様、感じの良い者であって欲しい。しかしリディアは「次はまだだよ」といった。

「どうして？」

「あのね……一旦セレン君の所へ戻らない？ 今の問題はどう考えても簡単過ぎたもの」

「確かに、簡単だったと思う。問題ですらなかった感じ。それにミールの書の問題欄にはファーヴァの机に書いてあったこととは全然別のコトが書かれていたし、なんかヘンだよね……」

「ひょっとしてセレン君、直々に教えたい事があるんじゃないかなあ。だから問題を簡単なおざなりのものにしたんじゃないかなぁ」

「お姉ちゃんは賢女としてそのことについて何も聞かされていないの？」

　リディアは弱気に「うん……」と頷く。賢女も聞かされていないとなると、これはセレンが予め黙っていたか、或いは予定外のことで告げる暇がなかったということなのだろう。だが、そのいずれにしても、セレンに会って直に話しを聞いた方が手っ取り早い。

「私もお姉ちゃんに賛成。それにセレンさんには「すぐ戻る」って言っちゃったから」

　ゆっくり歩き出すリディア。彼女を率先するようにミールはセレンの部屋へと行った。

　セレンの部屋に来ると、リディアは４度ドアをノックした。どうせ誰も出てこないだろうとミールは思って勝手に中に入ろうとした。しかし、その時セレンが中からドアを開けてきたのでミールはたたらを踏まされた。

「あ、セレン君。来ちゃった」

「……おう、リディアか」

彼の顔は先ほど泣いたせいで少し赤くなっていた。目もはれぼったくなっている。リディアはすぐに彼の異変に気付いて「どうしたの？」と聞く。リディアの態度は瞬時に身を切られたような真剣なものに変わっていた。それだけセレンの事が心配なのだろう。

　セレンはしかし「何が？」ととぼけた。

「泣いてた……の？」

「バカか、お前。俺は男だ、泣かねぇよ。寝てたら顔がむくれただけだ。涙はあくびで出たんだ。ヘンな心配すんなよ。

　おう、よく見りゃミールも一緒か。入んな」

　セレンに促されるまま２人は部屋の中へ入っていった。入る時にこっそりセレンはミールの耳元に顔を近付け、「お前さん、なんか余計な事リディアに言ったか？」と囁いてきた。ミールは全く表情を変えずに、「泣いてただなんて口が裂けても。こういう所は男を尊重してあげてるつもりよ」と小さな声で答えてやった。ミールはそういう台詞をさらりと返せる自分が大人びて見えて好きだった。

　リディアはベッドの前で立って、前を向いている。セレンはドアを閉めると、ベッドの上に座った。セレンがベッドに座り、その前にリディアが立っている。

「ミールはクリスタルを集めに行ったんじゃなかったのか？」

「リディアお姉ちゃんにここに来ようって言われたの」

「セレン君に聞きたいことがあるの。ファーヴァの問題なんだけど、あれはちょっと簡単過ぎなかった？」

「ファーヴァの問題？」

　しかしセレンは首を捻る。

「ファーヴァの所へ行ったのか、ミール？」

「はい、クリスタルも貰いました。通念がどうとかって問題で」

「通念？」

　心当たりがないのかとぼけているのか、いずれにせよ、解からないとばかりに更に首を捻るセレン。首が痛くないのだろうか。

「なんだそりゃ。ファーヴァっていったらフラスコの論議だろ」

　フラスコとは一体なんのことだろうか。ファーヴァの部屋にあったのは机に書いてあった問題だったはずだ。

「お前ら、フラスコ見なかったのか？ あそこに論議のテーマが書いてあったはずなんだが……」

　ミールはリディアと顔を見合わせ、互いに「知らないよ……ねぇ」と言う。

「じゃあ、あんまり考えたくないんだが、俺の問題を勝手に変えた奴がいるってことだな。お前らの見た問題はどこにあったんだ」

「ファーヴァの机の上に大きく書いてあったよ。機械が書いたような正書体アルカだったから、誰の字かはわからないけど」

「ふぅむ」とうめくセレン。どうやらセルフィッシュガーデンの出題を勝手に変えた者がいる様だ。ミールにはそれがどれだけ重要な事かはわからなかったが、少なくともセレンにとって喜ばしい事でないとはわかった。

「問題を勝手に変えるなんてそんなことするのは……」

「そんなコトできるのは私が思うに……２人」

　指折り数えるリディア。セルフィッシュガーデンにはあれだけの人数が居て、尚且つその内の３人が賢女だというのに、２人というのは少な過ぎやしまいか。いずれにせよリディアは犯人ではないだろうから、リディアを除いたうちの賢女が該当者だと考えるべきだろう。

「それって……メルちゃんとクミールさんですか？」

「いや、彼女達じゃないだろう」

「多分、リュウ君と……」

　喋るリディアをセレンは軽く睨む。リディアは「あ……ごめんね……」と言って黙った。

「私に教えたくないっていうんなら耳をふさいでいるけど？」

「結構だ、いらない。俺には後の１人が誰だかわかってるから。まぁ、あいつらが変えたとすればそれはそれなりに理由があるんだろう。俺は俺のシナリオを進めるまでだ」

「でも、折角だから通念について教えてあげたらどうかなぁ」

　するとセレンは「う～ん」と少し考えてから「よし、わかった」と言った。

「良かった」手をぽんと合わせるリディア。「えへへ、ミールちゃんの為なんて言っちゃったけど、実は私がもっと貴方といたいだけだったりして」

　リディアは笑みを浮かべると、セレンの左に座った。座った途端、リディアはミールがいるにもかかわらず、セレンにべたべたと甘え出した。彼の左腕に子供の様にしがみついて彼の肩に頭を乗せている。年から言ってメルよりも確実に体重のあるリディアが膝に乗ってこない分だけまだマシかもしれないが、それにしてもこの姿勢ではセレンは疲れるだろう。自分だったら絶対好きな相手にそんな苦労はさせないなとミールは思った。

「残念だったな、リディア。通念はさらっと教えて終わりだ」

「そ～なんだぁ。な～んだ、つまんにゃ～」

　子猫のようにごろごろ甘えるリディア。頬を彼にすりよせる仕草は本当に猫のようだ。

「ミールの書を貸してみな、ミール」

　手提げの中から本を取りだし、セレンに渡す。セレンはミールの書を開いて所定のページを読んだ。少しすると無言でミールに本を返す。上方を見上げるセレン。思考を纏め上げているのだろう。

「どんな問題だったのかはわかった。ミールの答えの欄があったからな。作っておいて良かった」

「やっぱりあの本はセレンさんが作ったんですか？」

「正確に言えば俺だけでって訳じゃないが、まあそれはどうでもいい。

　それより、ミールはファーヴァとリディアのやり取りから何を学んだ？」

「質問の意味が広過ぎて、あなたの欲しい答えを出せそうにないわ」

「じゃあ、ミールは通念について理解したか？」

「ううん」と首を振るミール。通念という言葉の意味すら良くわからない。

「通念というのは、一般に共通した普通となっている考えのことだ。例えば「殺人は悪い」とかね。通念かそうでないかの線引きは集団の中の大勢が思っているかどうかによるんだ。つまり、通念というのはある集団の中で多くの人間がそう思っているというだけのことだから、それが絶対的に正しいとは言い切れない。むしろ、只の多数決にすぎないんだよ。当然、それを少数に押し付けるのは、時として多数による暴力となりうることがある」

「多数の暴力っていうのは、別にリンチするっていうことじゃないよ、ミールちゃん。大勢の意見が少数の意見を無理やり潰してしまうことを多数の暴力というの」

　ナイスタイミングでアドバイスをくれるリディア。セレンの話しは簡潔で論理的で合理的な事が多いが、難しい単語が多くて聞きづらいから、リディアや先のメルのようなアドバイザーがいてくれると多いに助かる。

「通念っていうのはある社会や集団の内部で形成されるものだから、世界中に通念の数は腐るほどあることになる。通念は他の通年と異なっていたり相反するものもある。人間界には男が戦争に行くのが当たり前という通念を持っている国と、その逆の国がある」

「人間界のある国では、女が戦争に？」

「ああ。例えばベナンという国。あそこは女が戦った。大抵の国とは逆の通念だ。このように通念同士が全く正反対の国もある」

「面白いですね。他にもそういう例はあるの？」

「色々あるぞ。世界の多くでは女が洗濯をするが、ある国ではそれが男の仕事になっている。他にも、女は大抵しゃがんで用を足し、男は立ってするが、それすら逆の国もある」

「用を足すっておトイレの事？ 立ったままするだなんて、そんなこと女の子にできるかしら……」

　左上を見上げるミール。自分には立ったまま用を足すのはどう想像しても不可能事のように思える。というか、厳密に言えば不可能ではないが、そうしたら間違いなく足にかかるだろうなと思う。

「意外かもしれないが、できるさ。現にリディアがそうだしな」

　ミールは「えっ？」っと驚いてリディアを見る。リディアは「ちょっ……！ もうっ、ヘンな事教えないでよ！ 私は、そうやってもできるって言っただけでしょ。いつもしてるわけじゃないよ」と怒ってセレンの腕をつねる。

（何だかんだ言ってしたことあるのね……）

「じゃあリディアのことは別にいいや。俺がある日、ダチと飛行機の置いてある公園のトイレに行ったら、小さい女の子が友達の男の子に言われて立ってしていた場面に居合せた事がある。ほら、これで信じたか？」

「信じる事は信じたわよ。尤も、チャレンジする気はないけど。まぁ、所変われば品変わる
っていいますもんね。全然違う通念が世の中にあるのは不思議じゃないわ。家では靴を脱いでいるのが普通なロロスと、全く正反対のアルバがこの同じ霊界にあるわけですからね」

「アルバというと本当は語弊があるんだよなぁ。アルバザードは文化の坩堝。従って、通念の坩堝といっても過言ではない。ロロスと対比するなら他の……例えばそうだな、ケートイアなどと対比するべきかもな。

　さて、そろそろ論議学と通念の関係について述べよう」

「あら、関係なんてあるんですか。何となく意外」

「論議学では自分の論議の内容を相手に納得させなければいけないことはないし、仮に納得させられたとしても、それでこちらの勝ちということには必ずしも直結しない。自分の主張が聞き手の持っている通念次第で納得されなかったりされたりする事は現実にはよくあることだが、論議学は相手の納得に大した価値を求めない」

「じゃあ、論議学と通念の関係なんてないんじゃないですか？」

「無い事はないよ、ミール。例えば、俺が論議で「俺は女が男と一緒に飯を食っても良いと思う」と主張したらお前さんはどう反論する？」

「反論ですか？ そんなのしないわ。だって、反論の仕様がないわ。私も同意見なんだもん。というより、そもそもそんな主張当たり前じゃないの。それこそ１＋１＝２と言っているのと同じくらいナンセンスだわ」

「ところが、それはお前が育った環境に存在していた通念による「当たり前のこと」でしかないんだよ。いいか、ミール。世の中には今の俺の主張を「とんでもない」と非難する通念を持った社会が存在するんだ。

　ところで、ミールはどうしてその上着を着てるんだ？ 今は７月だ、熱いだろ？ いっそ脱いじまったらどうだ？」

「何を言ってるの？ そんな事できるわけないでしょ、当たり前よ！」

「俺は熱けりゃ脱ぐよ」

「それはセレンさんが男だからでしょ。ミールにはそんな事、死んでもできないの！」

「なんで？ 女だから？」

　セレンの言葉に頷くミール。彼の意図がわからない。どうしてこんな馬鹿げた質問を繰り返すのだろうか。

「「女だから」……それはミールがこの社会で育ったからそう思うんだ。この社会の通念に従っているからだ。「当たり前よ！」と言うお前さんの言葉が良くその事を表しているな。

　ところで、ファーヴァの事を思い出してみな。ミールの書に書いてあったことだが、お前さんはリディアがファーヴァの所で上着を脱いだ事を非難したな。

　じゃあ、もし、お前さんがファーヴァの社会で育っていたらって考えてみな。ファーヴァの所の通念に染まって育っても、それでもまだお前さんは可愛いフリルのついたその水色の洋服を着ていただろうか？」

「……着てたわっ！」

　声高に言い張るミール。どんな所で育とうが、他人の前で裸になるなど絶対にしてはいけない恥ずべきことだ。

「本当に？ いつからミールは服を着なければいられなくなった？」

「ずっとよ、ずっと昔から。私は産まれた時しか裸じゃなかったわ。その後はずっと服を着ていたの。恥があるからよ」

　顔を真っ赤にして言うミール。セレンはただ苦笑し、リディアは困ったような顔をしている。

「ミールちゃん、それはちょっと無理でしょ。いくらなんでもちっちゃかった頃は裸でも平気で走り回ってたでしょ」

「そんな事……」

　ミールは口篭もる。が、ミールはリディアの言うことが正しいと知っていた。確かに、自分は４才で物心がついた時分でも、まだ風呂上りに裸で家の中を走り回っていた。だが、そんな事を今更認める訳にはいかなかった。

「そうそう、これはあまり注意したくなかったことだがな、ミール」

「……なんですか？」

「お前が今まで一度もしなかったから言わないでこれたんだが、ようやくその必要性が出てきたな。

　いいか、ミール？ セルフィッシュガーデンでは嘘をつくな。正確に言うと、論議もしくは誰かに教えられている時に嘘或いは偽りの証言を言うな」

「何それ、馬鹿馬鹿しい。私、嘘なんてついてません！」

「ミール。セルフィッシュガーデンは論議の進行の為なら暴力や病魔まで食い止める力があるんだ。その事を良く考えてみな。お前ももう12才の立派なレディなら、この場で自分の４才時のヌード映像をさらけ出されるのは嫌だろう？」

　ミールはハッとなって口を押さえた。赤くなった顔がみるみるうちに青くなる。

「なんで……知ってるんですか」

「セルフィッシュガーデンは論議の為なら何でもする」

「……ひどいです。なんでこんな話題にしたんですか。こうやって私が恥をかくって知ってたのに！」

「俺の恋人を貶された仕返し……なんてのは、冗談だけどな。

　１つ目の理由は、ファーヴァの問題の流れでこの話題になったということ。もう１つの理由は、お前さんが自分に都合の悪い事を隠すような女かどうか知っておきたかったってことだ」

　冷ややかに言うセレン。ミールは自分が恥ずかしいのとセレンが憎らしい気持ちで、今にも泣き出してしまいそうになった。しかしセレンはそのミールに追い討ちをかけるように口を開いた。

「ミール、前から言おうと思ってたんだが、大体お前さんは論……」

　突然、リディアがセレンの口を手で押さえる。セレンは「ぐっ」とうめくと、その手を振りほどこうとするが、リディアの手はどうしても外れないようだ。リディアはそのままセレンの耳元に近寄ると、ミールに聞こえないように囁いたが、耳の良いミールにはその声が聞こえてしまった。

「ねぇ、セレン君。これ以上言ったら、ミールちゃん泣いちゃうよ。もし泣かしたら、私、貴方が泣くまで貴方を殴るからね」

　するとセレンはぴたりと静かになって、ゆっくりとベッドから立ちあがった。ミールもぴたりと泣きたい気持ちが消えて、そのかわりに言い知れぬ恐怖が沸き起こった。リディアは今の話しがミールに聞こえていないと思っているようで、何事もなかったかのように優しくミールに微笑みかけてきた。

「あ～……ミール。とにかく……論議において、ある主張が通るか通らないかは、論議の相手の通念によると思ってくれ。勿論、相手が属する通念だけじゃなく、相手の持つ思想によっても相手が納得しないことはある。今、話題にしているのは思想の相違でなく、通念の相違の方だから、そちらを話そう。

　誰しも、自分の思想が自分の１人よがりである可能性があるって事は、多かれ少なかれ知っているものだ。でも、通念はその社会内では正しいと支えられるものが多いから、自分の１人よがりには思えない。その為、他の通念を持った連中と接すると、相手は確実に間違えていると思いやすい。なにせ、自分の通念は自分のいた社会では支持者がたくさんいるし、反論もされないようなあまりに当たり前のことだからな。だから、違う通念の相手に会うと「俺の持ってる通念は正しいんだ。だからお前らが間違いなんだ」って意固地になるのも無理はないさ」

「なるほど、通念の方が思想より意固地になりやすいんですね」

「必ずそうとは限らないけどな」

「ところで、通念と論議学の関係は？」

「だから、同じ主張でも通念次第で問題が起きたり起きなかったりするものがあるってことだよ。

　「女と男が一緒に飯を食って良いと思う」って言うのはミールに対してはお前さんが勝手に納得して反論を出さないからそこで論議は終了するけど、ミールと反対の通念を持っている奴だったら反論をしてくるだろう。俺の主張は不変なのにな。俺の主張という１つのものに対して、２人が違う態度を示し、一方では論議が終わるのに、他方では論議が終わらないという事態が考えられる。これって通念によって論議の流れや結果が変えられたってことだろう？ こういう所から通念と論議は関係があるといえると思うぞ」

「そういうことなら関係ありますね」

「要は、論議は水物だってことだ。どう転ぶかは相手次第ってわけさ。このことは通念だけじゃなく、相手の思想にもよるぞ。相手が自分と違う思想を持っている者だとしたら、往々にしてその論議は長引くだろう」

「そして、同じ思想を持っている者同士なら話は早いということですね」

「そうだ。言われてみれば当たり前の事だろ？」

　セレンの言葉に頷くミール。

「でも、今までのを聞いていると、相手の納得は重要だと思えてくるわ。だって、相手が納得すればもう反論してこないから論議を終わらせられるでしょ？」

「相手が納得して、その相手がそれゆえ反論を続行できなければそれは論議が停滞しただけのことだ。相手の納得によってこちらの主張が正しかったとは一丸にいえない。第一、主張の内容の正当性と論議は無縁だからな。

　相手が納得して反論できない場合は、ただの論議の停滞としてしか取らないんだ。別に相手を説得したからこちらの勝ちということもないし、相手の主張を飲んだから負けということもない。ついでにいうなら、その時点で、もはやその論議に価値がないと思ったら、即座に中断すれば良い。

　具体例を出そう。ミールが俺と論議して、お前さんが俺を説得したとしよう。そこで仮に俺が「俺はミールに賛同する」といったところで、それはせいぜい「俺はミールの主張を主張する」という発論でしかない。ところで、この発論がミールの主張が妥当だということを保証すると思うか？ 勿論、保証できるなら、お前さんは妥当に論議をしたから勝ちになるけどな」

「……保証しないわ」

　ミールは感心しながら答えた。ミールの主張に対する他者の納得を、「俺はミールの主張を主張する」という発論でしかないとはよく言ったものだ。そう解釈するのなら、確かにその納得はミールの主張の妥当性を保証するものではないからミールの勝ちにならないのも良くわかる。

「だろう？ だから、相手が納得した所でそれは論議の停滞でしかないんだ。尤も、こちらに協調的な相手なら、その後の論議でこちらが勝ちを取り易いような言質を取らせてくれるだろうから、論議は短く済むだろうがな」

「そうなの。それじゃあんまり相手の納得は論議では重要じゃないみたいね」

「無意味じゃないにせよ、重要でもない。そこはこちらの言うことを通そうとするディベートとは多いに異なる。

　さて、通念と論議学の関係以外に聞きたいことは？」

「特にないわ。他に通念について教えてくれる事は？」

「同じく、特にないな。通念の所で学んで欲しいことはもう教えた。通念や思想は人や社会によって様々だから、ある相手だと通じる主張も他の相手では通じない事がある。たったそれだけの常識を再確認して欲しかったってことだ。

　また、通念と思想の所でも論議学の根本原理は適応される事にも注意して欲しい。相手を説得すれば論議は勝ちだというわけじゃないんだ。だから、通念が自分と異なる相手でも同じ相手でも問題なく戦う事ができるんだ。

　その２点を覚えておけばいいだろう」

「うん、わかったわ。ありがとう」

「おう」

　気さくにセレンは答えた。するとリディアがすっと立ちあがった。ミールはさっきの件もあって一瞬びくっとしたが、すぐに取りなして冷静に彼女を見た。セレンとリディアが立って並んでいる形になる。リディアの身長は155cmといったところだろうか。ミールやメルより10cm程高い。セレンは170cm以上はありそうだ。２人が並ぶとそれなりの身長差がある。セレンは別に大きい方ではないからこの程度の差だが、これがオヴィだったらばどんなにか体格差を感じるだろう。しかし、聞く所によるとリディアはそのオヴィに喧嘩で勝ってしまうというのだから恐ろしいものだ。ついさっきだって、にこにこしていたと思ったら、急にあんな台詞を言い放ち、一瞬でセレンを震えあがらせたのだから。

（あ～、セレンさん、ちょっと可哀想だわ。さっきの台詞、よっぽど怖かったんだろうなぁ。言葉がぴたっと止まったもの）

「ねぇ、セレン君」

　しかし当のリディアは今や猫なで声でセレンに話しかけている。もうミールにはどちらが本当のリディアなのかよくわからなくなってきた。

「あと、どれくらいミールちゃんに教える事、残ってるの？」

「実を言うと、もう既に終わっていたんだよ、リディア。理由論と比喩論を俺とメルとで教えた時にな。通念についてはやるつもりがなかったからな」

「え、どうしてですか、セレンさん？」

「通念で教えたい事も理由論と大差ないからだ。理由論をやれば、正当な理由など存在せず、人間の納得はその人間が納得いく所で勝手気ままに行われるということがわかる。すると、自然と通念も理解できるだろ。社会単位で正しいと思われていることを相手から言われても、それを納得する義務はないってことは理由論を聞いた者ならわかるからな」

「へぇ。それじゃ、もうミールちゃんに教える事は残ってないんだね？」

　頷くセレン。するとリディアはいきなりミールを向くと、開いた両手を前に出しながら「おめでとぉ！」と祝福してきた。ミールがあっけに取られていると、リディアはスカートの中からクリスタルを取り出した。

「それは……」

「私のクリスタルだよ。私のお役目はミールちゃんが論議学の基礎を学習するまでの案内役だったから、これでお役目はおしまいなの」

　明るく言うリディア。そこで咳払いを１つ。

「ミールさん、貴方に祝福として３賢女リディアのクリスタルを授けましょう」

　厳かに言うリディア。セレンは鼻をこするふりをして笑っている。

「まぁ、貰っとけよ、ミール。ドードー鳥に貰う指貫よりはマシだろ？」

　セレンの言葉の真意はわからぬまま、ミールはリディアのクリスタルを受け取った。これで残るクリスタルはあと４つになった。

「セレンさんはくれないの？」

　甘えてねだるように言ってみるが、セレンは「まだやらない。ミールは俺を手伝ってくれてないだろ」と断った。

「あれ、セレンさんも何か困ってるんですか？」

　セルフィッシュガーデンに仕掛けをして皆を困らせていたのはセレンの仕業の筈だ。まさか、セレンは自分自身にも困るような仕掛けをしたというのだろうか。

「困っているといえば困っているんだ」

「そうなんですか？」

「だから、ミールにはちょっと俺の我侭に付き合ってもらうかもしれない」

「わがまま……ですか。いいですけど、どんな我侭ですか？」

「いや、それは少し後でにしよう。お前さんは先に門番の所へ向かってくれ。リディア、ミールをリュウの部屋へ連れてってくれ」

　リディアは「うん」と頷くと、ちらとミールを見てくる。ミールは「ん？」と問うが、彼女は何も答えない。リディアは少しの間ためらっていたが、やがてセレンの腕を掴むと、小首を軽く持ち上げて目を閉じた。ミールは「あぁ、そういうことか」とやや赤くなりながら後ろを向いた。

ⅩⅡ

　桃色の唇をセレンに向けるリディア。

「……ん」

　リディアはくすぐったいような声を出す。ミールは心臓がどきどきしてきた。

「えへ……♪ じゃあ、行ってくるね」

「ああ、お願いな、り～ちゃん」

（[ri:t∫an]？ 何のことかしら、リディアお姉ちゃんのあだ名？）

　セレンに見送られながら、２人は彼の部屋を出た。出際にミールはリディアの唇を見つめていた。ミールはもう12才になるが、今だかつて男の子とキスした事はないし、したいと思ったこともない。キスなんて唾液を交換するだけの事であり、そんなものの何が良いのだろうか。ただ不潔なだけだとしか思えないのだ。本の中では素敵なことだといわれているが、ミールには共感できない。ところが、ミールが後ろを向いてからのリディアの顔は幸せそのものだった。

　よっぽど「キスの何が良いの、お姉ちゃん？」と聞こうと思ったが、それは下世話なので止めておくことにした。丁度その時、ミールはセレンに教わった理由論を思い出していた。リディアにはセレンにキスされた事が幸せの十分な理由なのだろう。そしてミールはその理由だけでは納得できない。ただそれだけの話しだ。むしろその理由だけで納得できているリディアにそれ以上の理由を聞いたところで取ってつけた理由になるだろう。

　じろじろとリディアの綺麗な桃色の唇を見ていたが、リディアがそれに気付いて見返してくると、咄嗟にミールは目をそらして話題を変えた

「そういえば、今セレンさん、お姉ちゃんの事ヘンな風に呼んでなかった？」

「あぁ、「り～ちゃん」でしょ。「リディアちゃん」を更に可愛くした言い方みたいなの。可愛いから、私も言われて嬉しかったりするする～」

「のろけてるね～、お姉ちゃん。まあいいけど、それって何語なの？ アルカじゃないみたいだけど」

「人間語よ。英語じゃないけど」

「ふぅん。じゃあ、人間語のうち、何ていう……」

　ミールの話しをかき消すかのように向こうから「ミールちゃん」と声がした。咄嗟に声のしたほうを振り向くミール。そしてその先にはいつのまにかメルがいた。

「あ、メルちゃん。どうしたの～？」

　呼びかけるとメルは走り寄ってくる。

「もうそろそろだと思って。今いくつ？」

「クリスタルのこと？ 10個よ。みんなのおかげ。これから門番さんのところへ行くの」

「*The gatekeeper? ああ、pal-eta, isn’t it? じゃあ、メルも行くね」

　リディアをちらりと見るメル。彼女も「うん、行こう行こう」と乗り気だ。結局、メルを加えたミールはリディアに促されるまま、セレンの部屋の２つ西側の部屋へと行った。そのドアの前でリディアは歩みを止めた。ドアを見上げるミール。

　そのドアだけは他の部屋と違っていた。ドアの作りや色は同じだが、中央にデスパニアの形をした細工があった。金属の細工らしく、高価そうだ。ミールの書のデスパニアとサイズは同じだが、穴の数が11個しかない。ミールの書のものより３つ少ないようだ。

　ミールはドアを開けようとしたがカギがかかっているらしく、開けられなかった。リディアはドアをノックすると、「パール……」と呼びかけた。

　暫くするとドアが開いて、機械類の匂いと共に中から１人の女性が現れた。

「あら、リディア……それにメルも」

　彼女はセレンより長い髪を赤いリボンで結わいてポニーテールにしている青い瞳の女性だった。首には金の首輪をしている。肌はやや浅黒く、黒人と白人の混血児だと思われる。年齢はセレンらと同じ頃だと思われる。体格はスレンダーで、美しい。そして目つきはフルミネアとは違ったタイプの厳しさをしている。

「すると、この娘が例の少女ですね」

「うん、ミールちゃんだよ」

　自分で紹介する前にリディアに言われてしまい、ミールは調子を崩された。取り敢えず「ミールです。はじめまして」とだけ言っておくと、そのパールという女性は突然ずいっとミールに近寄り、手を握ってくる。

「突然ですが、あなた、正義を信じますか……！」

「……は、はい……？」

　驚いてロクに返事もできない。リディアとメルは同時にため息をつくと、やはり同時にパールの頭をはたいた。

「いたっ、何するんですか。これは私の恒例行事ですよ」

「そういうのは恒例行事じゃなくて悪癖っていうのよ、パールお姉ちゃん」

（あぁ、やっぱりこの人もヘンな人だわ……）

　心中に呟くミール。そんな気も知らず、パールは「まぁ、何はともあれ試験です」と言って、にこりと笑った。

「試験、ですか？」

「そうです、ここはリュウさんのお部屋ですが、ここにあなたが入る為には最低11個のクリスタルが必要です。だけど、今の状況じゃ足りないでしょう？」

「１個足りないです」

「そうですね。そしてその１つを私から奪ってください。いいですか？」

「良いかと言われても、私、何をすれば……」

「大丈夫です！　難しいものではありません」

　親指を上げるパール。彼女は身振り手振りが中々に激しい。明朗な喋り方は良いのだが、あまり聞いていると疲れる。

「あなたには問題を解いてもらいます。今までやってきた問題の総復習です。論理学の問題が14問、論議学がまた14問。計28問です。即答できる問題なので、バンバン聞いていきますから、超スピードで答えてくださいね！」

「は、はいっ！」

　パールの喋り方に合わせて元気に返すミール。拳にぎゅっと力を入れて、胸の前に持ってくる。準備は万端だ。パールはえへんと咳払いをした。

「頑張って、ミールちゃん」

　リディアとメルの声が同時に響いた。

「では、第１問。命題とはなんでしょうか」

「色々な言い方をされるが同じ意味を表す文章を１つの形に纏め上げたものです。「りんごはおいしい」と「りんごは上手い」と“Apples taste good.”はいずれも異なる文章同士ですが、「りんごはおいしい」という１つの命題を共通して持ちます」

「はい、結構です。おおっ、やりますねぇ！ 簡潔に正答を即答するとは！

　では、２問目です！ 命題「湯が沸騰すれば湯は熱くなる」を順とした時に、逆裏対偶、それぞれの命題をあげてください」

「逆は「湯が熱くなるなら湯が沸騰する」で、裏が「湯が沸騰しなければ湯は熱くならない」で、対偶が「湯が熱くならなければ湯は沸騰しない」です」

「そうですね。では、第３問。「空が青い」という命題を考えます。これを「それが空であるならばそれは青いものだ」という条件命題と捉えます。この上で、これを順とし、また真だともすると、この命題の逆裏対偶の真偽はそれぞれどうなるでしょうか」

「まず、順が真な時点で対偶も真です。次に、逆ですが、「それが青いものであるならばそれは空だ」となりますが、これは偽です。青いものは空以外にもありますからね。例えば海や私の洋服、それにパールさんの瞳。これらは全部青です。だから、順と逆の双条件は成り立ちません。よって、逆は偽です。逆と裏は対偶関係ですから、逆が偽のとき、裏も偽になります。以上です」

「エックセレント。良いですね～。では、第４問。生と死、そして正義と悪、これらの２対はそれぞれ何と呼ばれる関係にあるでしょう。また、それらの関係を簡潔に説明してください」

「生と死は矛盾概念で、正義と悪は反対概念です。

　矛盾概念は片方が真の時は必ずもう片方が偽になり、片方が偽の時はもう片方が真になります。反対概念は片方が真の時はもう片方は偽になりますが、片方が偽の時はもう片方は真にならずに不定になります。

　矛盾概念は２者の間に第３者を含む余地を与えませんが、反対概念はそれを含みます。つまり、生でも死でもないその中間の段階を求める事は不可能ですが、正義と悪の間なら「正義でも悪でもない普通」という段階を求める事ができます」

「そうですね。では、第５問。「私がパールでない事はなく、あなたがミールでないことはありませんが、あなたがリディアである事はありません」という命題を簡略化するとどうなりますか。またその理由も答えて下さい」

「う～ん……「私はパールです。あなたはミールであって、リディアではありません」ですか？ 二重否定の知識で処理すればこのように短くなりますけど……」

「賢いですね、あなた。ここでは二重否定を使ってもらいたかったんです。結構ですね。では、第６問。論証、或いは正しい論証とは何を意味するのでしょうか」

「真な前提から妥当な導出で結論を導く事です。ところで、演繹の中で前提が真で導出も妥当なものを、更に論議学では正しい演繹とも読んでいますね。論証と似てるけど、違う学問の術語だから区別しなくちゃいけませんね。正しい演繹というのは飽くまで論議学の術語なんだから」

「はい、論理学と論議学を混同しないようにするのはとても重要なことです。では、第７問。偽な前提から真な結論を導く事は可能でしょうか？ 可能だと思うなら例を挙げて説明してください」

「可能です。ええと、そうですね。じゃあ、今、思い付いた例を挙げます。「女は子供を産めない。セレンは女だ。よってセレンは子供を産めない」

「へぇ、ミールちゃん、セレン君や私の例より良いのを思い付いたねえ。さすが！」

　茶々を入れるリディア。恐らく本人は応援しているつもりなのだろう。

「結構です、ミールさん。大変結構です。では、第８問。真な前提から真な結論が導けるでしょうか。但し、導出は非妥当です」

　それは誰からも教わっていないことだ。ミールは困惑した顔でリディアを見上げた。演繹はリディアに習った事だったが、どうやら彼女はすっかり教えるのを忘れていたようで「ごめんね……」と謝ってくる。

「パール、問題を変えようよ。私、ミールちゃんに教えてなかったの。すっかり忘れちゃってて……。

　ああぁ……セレン君に怒られる……ダメな女だって嫌われちゃうぅ……」

　頭を抱えてうずくまるリディア。ミールはいたたまれなくなってパールに「大丈夫です」と告げる。

「ええとですね、多分可能だと思いますよ。真な前提で真な結論を非妥当な導出で出すんですよね。う～ん……。あ……こういうのはどうでしょう。「人間の目は２つだ。よってりんごは果物だ」」

「はい、大変結構ですね。その例でしたら前提も結論も真で、導出は非妥当ですね。少し今のはてこずりましたね。では、第９問。主語を「霊人」とし、述語を「正義だ」として、定言命題を４種類作ってください」

「えっと、定言命題ＡＥＩＯを考えます。Ａ命題は「全ての霊人は正義だ」になります。Ｅ命題は「全ての霊人は正義でない」となり、Ｉ命題は「ある霊人は正義だ」となり、Ｏ命題が「ある霊人は正義でない」となります」

「良くできました。では、第10問目。ＡＥＩＯに見られる対等関係についてあなたが知っている限り述べてください」

「ＡとＥの関係は反対対等と呼ばれます。共真は不可能ですが、共偽は可能です。

　ＩとＯは小反対対等と呼ばれ、共真が可能な代わりに共偽が不可能です。

　ＡとＩ、ＥとＯは大小関係と呼ばれます。ＡまたはＥが真の時、ＩまたはＯが真になります。ＩまたはＯが偽の時、ＡまたはＥが偽になります。尚、他のパターンの場合は不定になります。

　ＡとＯ、ＥとＩは矛盾対等と呼ばれます。ＡとＯ、ＥとＩの真偽は片方が決まれば決定します。その真偽は必ず異なるものになります。つまり、一方が真で一方が偽だという事です」

「あなたの頭を一度拝見したいですね、ミールさん。どうシステマイズされているのか気になる次第です。では、11問目に移りましょう。あなたが知っている論理結合子を全て述べ、それぞれの記号の意味を説明してください」

「大仕事ですね。まずは、￢です。これは厳密な否定を作る記号です。また、二重否定律が加わると、￢￢ｐはｐと同じになります。

　次に、∧と∨です。ｐ∧ｑは「ｐとｑ」、ｐ∨ｑは「ｐかｑ」を意味します。

　→は少し面倒ですね。これは条件命題を作る論理結合子です。ｐ→ｑは「ｐならばｑ」と読みます。ｐが真なのにもかかわらず、ｑが偽のような場合があれば、それは即ちその条件命題の反例になります。だけど、そういった反例がなく、この条件命題が真ならば、ｐが真の時は必ずｑも真になります。

　残ったのは≡ですか……。≡は等値です。ｐ≡ｑの時、「ｐはｑと等値だ」と読みます。これはｐ→ｑかつｑ→ｐのことです。従って、→の段階で反例が見つければ、当然≡は主張できません。蛇足かもしれませんが、ｐ≡ｐはトートロジーですね」

「結構です。では12問目にいきましょう。分類をする上で尤も注意すべき事をミールさんなりにあげてください」

「分類で一番注意する事ですか。私が感じたのは、分類は網羅的にしなければならないという事です」

「わかりました。今の問題はそれだけで結構です」

　意外にもあっけないのでミールは少し驚いた。何か裏があるのではないかとさえ思える。

「では、第13問。定義上の虚偽を４つ述べてください」

「まずは、狭定義。乗り物をタイヤのついたものというと、飛行機が乗り物から除外されてしまいます。これは定義が狭過ぎです。このような定義は狭定義です。

　また、同時にタイヤがついたものを乗り物にしてしまうと、ローラースケートも乗り物になってしまいますが、あれは履物です。履物なのに乗り物になっているのはおかしいです。これは広定義と言えます。

　定義の虚偽は４つじゃ収まらないと思いますよ。

　他にも、比喩的な定義はダメだというのがありました。ここにいるメルちゃんが天使みたいだからって、また、リディアお姉ちゃんが精霊のようだって、彼女達をそういう風に定義するのはいけません」

「ミールちゃん可愛いっ！」

　急にリディアとメルが黄色い声を上げながらミールに抱き付いてきた。ミールは呼吸が止められ苦しくなった。今やミールの顔はメルとリディアの胸の中であり、彼女達の甘い匂いでミールはむせかえりそうになった。

「ごめっ、メルちゃん、お姉ちゃん。苦しいの……息ができな……」

「あ、ごめん……」

　咳をするミール。セルフィッシュガーデンでは苦しむ事はない筈ではないのか？ 今のはしっかり苦しかった気がする。

「ほらほら、リディアもメルもミールさんの邪魔をしない」

　パールに叱咤され、しゅんとするリディアとメル。ミールは話しを続ける。

「私がピーマンを「緑の悪魔」と呼ぶのも比喩的な定義に当たります。ピーマンはちゃんと「緑黄食野菜の一種で云々」と定義しなければなりませんから。

　また、肯定的に述べ得るものを否定的に述べてはいけないとも聞きました。目という器官は物を見る為のものという肯定的な定義をすべきであって、鼻でないものとか、喋る為の器官でないものという風に否定的に述べるべきではありません」

「結構です。それでは私から定義について１つプレゼント。理想的な定義とは≡が成り立つ定義です。（被定義項）≡（定義項）という式が成り立つとき、これは良い定義になり得ます。良い定義とはここでは反論されにくく論議で有効な定義という意味で捉えてください」

「良い定義になりますじゃなくて、飽くまでなり得ますなんですか？」

「そうです。だって（被定義項）≡（定義項）が成立したって、もしそれがｐ≡ｑじゃなくてｐ≡ｐだったらどうですか、ミールさん？」

「あ、それは無意味な定義ですね……。循環定義という以前にトートロジーです。ｐ≡ｐじゃ循環すらしていませんから、トートロジーと言う方がしっくりきますね」と笑うミール。「なるほど、それで飽くまで「良い定義になり得る」なんですね」

「そうです。では、第14問。まずはこの発論を見てください」

　パールの水色のシャンテが表れる。

“1：セレンは妹に優しいそうだ。つまり、恋人には優しくしないということだろう。

　2：リディアもオヴィも強い。だからリディアとオヴィで組めば強いタッグになる。

　3：リディアは可愛いから、人を騙すような悪い考えを持っているはずがない。

　4：リュウが山型理論が正しいというから山型理論は正しいんだ。

　5：神がいることは証明できない。だから神はいないのだ。

　6：大勢の人がメルが悪い娘だと思っている。だから、メルは悪い娘だ。”

　いかにもセレンが作ったような例題が列挙された。

「さて、以上６問はそれぞれ虚偽を犯していますが、どういう虚偽かそれぞれ答えてください」

「一番上は強調の虚偽です。メルちゃんに優しいからと言って、その他に優しくないとは決めつけられません。私、この虚偽って嫌いです」

「どうして？」

「性格の曲った人が良くやるから。こっちは素直に「そのお洋服、綺麗ね」って誉めているのに「服が綺麗？ 私自身はブスってことね！」って取る人がいるんだもん。まさに強調の虚偽でしょう？ 現実だとこうやって邪推する人が多くて困るわ」

　肩を竦めるミール。強調の虚偽で嫌な思いをした経験があるので、どうしてもこういう態度になってしまう。

「２は合成の虚偽ですね。いくらリディアお姉ちゃんとオヴィさんが強くても、相性が合わなければ弱いタッグになってしまいますから、必ずしも強いタッグになるとは言い切れません。

　３は人に訴える論証ですね。可愛いければ誠実だとは言い切れません。まぁ、実際の所、ミールは３を肯定しますけど」

　リディアの為にフォローを入れるミール。だが、横からリディアが「それは違うよ」と水を差してくる。

「ミールちゃん、それは違うよ。私、ほんとはすっごく嫌な女だよ。３は当たってると思う」

「そうかなぁ。とてもそうは見えないよ、お姉ちゃん」

「行動に出さないだけだよ。心の中じゃ凄いこと考えてるもん」

　ミールは返答に困ってしまった。なのに、何故かリディアは誇らしげに微笑んでいる。よもや彼女はこの年にもなってまだ悪役に憧れているのだろうか。あまりに合わない役柄なのでそれは諦めた方が良いだろう。馬鹿馬鹿しくなったミールはリディアから目を外し、シャンテを向いた。

「４はリュウさんそのものに権威を認めれば、権威に訴える論証になりますけど、単純に人に訴える論証にも取れますね。

　５は無知に訴える論証です。神がいることが証明されなくても、それは神がいないことにはなりません。神の存在の真偽は不定のままです。それにしても、神だなんて風変わりな例えですね。人間界からの引用ですか？ 

　ま、良いです。６は……う～ん、これは権威に訴える虚偽でしょうか……。多数というのに権威を求めれば権威に訴える虚偽になりますよね。でも、こういう例にあてはまるものはセレンさんから聞いてません」

「すると、自分で考えなさいということですね。尤も、飽くまで復習問題なので習った事を少し応用すればできるでしょう」

「ところで、私が言った権威に訴える論証という解釈はどうですか？」

「それはそれで良いですよ。因みに、思想を非思想に変えているので様相を勝手に変えている点も虚偽ですね。

　はい、それじゃあこれで６つ全て答えましたね。この問題はこれで終わりです。おっと、これで14問全て終わりましたね。これが論理学に関する最後の復習問題です。

　では、論理学の問題はひとまず置いておいて、質問があります」

　問題は常に間違えやしまいかという恐怖感があるので、質問といわれるとまだ気が楽になる。

「では、１つ質問します。

　このセルフィッシュガーデンに来て、あなたの「論理的」という言葉に対する解釈は変わったかと思います。さて、ミールさんは「論理的」とはどういう意味だと捉えていますか？ どうぞ自由に答えてください」

「論理的、ですか……」

　腕を組む。いきなりそんな事を言われても答えるのが難しい。ミールはセルフィッシュガーデンに来る前の自分と今の自分を比較してみた。

「私、ここに来る前は、論理的っていう言葉を機械的で非人間的で倫理とは関係なしに正しく真理を告げるようなものを論理的と呼んでいました。私の好きな言葉は「論理的かつ合理的」や「合理的かつ論理的」でした。

　なんだろ……「人を殺してはいけない」と熱く主張するのは非論理的で、冷静に「1+1＝2」と主張するのは論理的だと思っていました。うん、今までの私は人が冷静に「1+1＝3でもありうる」と言えば、「それは論理的だが誤っている」とすら言ってたと思います」

「冷静な態度が非人間的に見えて、それが論理的に見えたんですね、ミールさん」

「はい。1+1は当然3じゃないから正しくないけど、それでも非人間的っていう項目には該当するから論理的のように見えてたんです。

　それに、偉い人達が冷静な態度で当たり前のことのように教えてくれることはどれも論理的なことだと思っていました。そう考えると「冷静で、いかにも正しそうなこと」が私の「論理的」だったんだと思います。

　でも、今はちょっと変わった気がします。論理的っていうのは、演繹が妥当かとか、前提は真かとか、虚偽を犯していないかなんていう風に、主張の言い方や内容じゃないところで判断するようになりました。だから、冷静でない言い方で主張したとしても、それが何ら虚偽を犯してなく、真な前提から妥当に結論を導出してれば、その主張は論理的なんだろうなって思うようになりました。

　要するに、論理学の手法に合っていることが論理的と呼ぶに相応しいんだなと思うようになったという事です」

　長い台詞を言い終えたミールは長い息をつく。

「そうですか、良くわかりました。確かに、ミールさんの言う定義はいくつかの辞書に記載されています。論理的という概念にはそういう語義もあるという事です」

「じゃあ、今のは当たりですか？」

「当たりや外れという話しではありません。これは飽くまで質問なんですからね。私は只、ミールさんの捉え方を知りたかっただけですから」

　そしてパールは間を置いた。この廊下は広く涼しい。会話が途切れた途端、随分この廊下は寂しい所だなと改めて感じた。

「さて、論理学についての14問は既に終了しました。続いて論議学の問題へ移りましょう。用意は良いですか？」

　ミールはぎゅっと胸の前で拳を握ってみせる。

「宜しいようですね、では第15問。論議学とはどういうものかを答えてください」

「論議学とは……クミールさんから聞いたわ。論議学とは、妥当な論議を学ぶ事です」

「クミールはそう教えましたか。私はそこにこう付け加えたいと思います。非妥当な論議を学ぶ事も論議学です。実際の論議は相手の論議の非妥当性を突く事が多いので、むしろそちらの方が学ぶべきだとさえ思えます」

　それもそうだとミールは思った。非好戦的にみえるクミールだからこそ論議学の定義を妥当な論議を学ぶ事としたのだろうと思った。

「第16問。論議学の種類は２つありますが、その名を挙げて、違いを述べてください」

「形式論議学と実践論議学ですね。論議の妥当性を一番大切にするのが前者と聞きました。後者では、例えその論議が妥当でなくても、相手に指摘されない限り非妥当な論議をした事にはなりません。そこが違いです」

「美しい答えですね、ミールさん。完璧です。次は第17問です。理想的な論議の人数を答え、それぞれの役割を述べてください」

「ああ、それはシャンテで読みました。まず、人数は４人。２人の論議者と、審判と馬鹿者です。

　論議者の役割は当然、論議をする事。互いに相手の論議の非妥当性を証明するか自分の論議の妥当性を主張します。

　審判は談話ばかりが多いとその論議を論議として認めないような権限があります。ええと、そういう風に、どこで談話が行き過ぎているかなどの境界線を決めるというのが審判の役割ですね。

　馬鹿者っていうのは２人の論議をみて、論議全体の流れと両者の主張とを常に確認するという役割があります。えーと……確か凄く難しいポストのようでした」

「ええ、それで良いでしょう。では、第18問。論議における行為について説明をして下さい」

「行為の分類を行うんですか？」

「ええ、そうですね。そうした上で、その分類項目について説明してください」

「行為は論議的行為と非論議的行為にわかれます。論議的行為には発論と質問があり、これらは手法を持ちます。う～ん、他にも性質があったような……。

　非論議的行為は談話と非論議的主張があります。これらは手法を持ちません」

「１つ間違っていますね。論議的行為は手法を持つとは限りません。持ちえるということにすぎません。注意してくださいね。では、第19問。談話と非論議的主張はどう違うのでしょうか？」

「フルミネアお姉ちゃんから聞きました。確か、「当該の論議とは関係ないが」という風に宣言してから主張する事ですね。また、自分と論議の相手の納得さえあれば、後からその主張は発論として認める事ができます。しかし、談話はそれができません。そこが違いです」

「そうですね、ところで、余談ですが、もし「当該の論議とは関係ないが」に相当する言葉を述べ忘れた場合はその主張はどういう扱いを受けますか？」

「自動的に発論になったと思います」

「そうですね、結構です、良く理解しています。因みに、実際の論議上では、両者の納得が得られれば、談話からでさえ発論に格上げする事ができます。これは談話と発論、談話と非論議的主張を区別する境界線が曖昧な為に起こる事です。

　では、第20問。論議的行為にのみ適応される手法についてですが、論議学で認められている手法を４つ挙げて下さい。勿論、その手法の名だけじゃなく、どういう手法なのかの説明もつけてください」

「はい。じゃあ、まずは情報提示。これはその名の通り、その場の論議に関係する情報を述べることです。私のクラスの勉強のできる具合を述べている時なら、全員分のテストのデータを提示する事は情報提示だと思います。自分が論議しやすいように情報を提示すれば論議で有利になれます。

　次は、語句の定義。例えば、差別について論議している時、差別という言葉を自分がどういう意味で使っているかを述べる事は語句の定義に当たります。語句の定義は自分が使っている概念の意味をより詳細に相手に伝えて、論議を円滑に進める為に行います。

　他には……例示。ある概念の外延から成員を取り出すことです。あ、これは簡単でしたね。ラッキーだわ……。

　最後はそうですね……例示が出てきたんで比喩。比喩は例えを用いて話しをわかり易くする事によって、相手の理解を促したり、納得させたりするものです」

「なるほど、あなたが選んだのは情報提示・語句の定義・例示に比喩ですか。理由付けや再解釈は選びませんでしたね……。まぁ、いいでしょう。何はともあれ良くできました。では次の問題へ進みましょう。

　第21問です。あなたが選んだ情報提示ですが、これを相手がしてきたらどう対処したら良いでしょうか？」

「矛盾する情報を出して、その情報が偽だと主張するか、それが難しいならいっそそれを真だと仮定して論議を進めること……だったかなぁ」

　ちらりとリディアを見るが彼女は微笑んでミールを背中から抱いてくるだけで、何も教えてはくれない。だが、リディアに抱きしめられた事で少しミールは気力が増した。

「ではこの場合はどうします？ 論議の相手が「女性の10人に８人が80才まで生きる」ということを尤も主張したい結論としているとします。この時、その相手が「女性の10人に８人が80才まで生きるという情報がある」といって週刊誌なり医療の雑誌なりを提示したとします。この時、あなたはその情報を真だと仮定しますか？」

「それはできません。そうしたら相手の主張が通ってしまいます。その場合はとことん論議します」

「結構です。では、第22問。差別について論議をしていたところ、こちら側と相手側の持つ「差別」という概念の定義が異なっていることがわかりました。そこで、こちらの提案で差別という言葉の再定義を試みました。これによって、差別という言葉にどういう変化が訪れますか？」

「質問の意味が良く伝わりませんが、意味を汲むと……そうですね……再定義によってその論議中の差別という言葉は全てその再定義されたものに変化します。また、それ以降は、差別という言葉は使えません。新しく定義された言葉で代用します。或いは「私なりの差別」とか「私の定義上の差別」なんて言い方をして代用すれば良いと思います」

「そうですね、それで良いと思います。では、第23問に移りましょう。手法、理由付けに対する対処法を述べてください」

「相手が理由付けを行ったと解釈した場合は、相手に隠れた前提を出すように問う事ができます。ここで相手が答えられなかったり、「これは理由付けでなく、既に演繹だ」などと言えば、それは非妥当な演繹だということができます」

「当たりです。あなたとの問答は本当に軽快で、好きです」

　パールの口調はてきぱきとしていてあまり迷いがない。自分の感情を素直に伝える喋りも迷いがなく、聞きやすい。尤も、彼女も大人だから、悪い感情については素直に語る事はないだろう。緩衝材を入れる筈だ。どこで婉曲にすべきかを心得ているだろう彼女の喋り方は心地よいものに聞こえた。

「さて、第24問です。あなたは例示と比喩を先ほど選びましたが、例示と比喩はどう違うのでしょうか」

「例示はある概念の外延の成員を取り出す事です。それに対して比喩は、ある概念達の関係を説明する為に、より相手に分かり易い概念達の関係を出して説明することです」

「堅苦しい説明調の言い方ですね。教わった事をつぎはぎして述べましたね」

「はい……でも、違いはわかっているつもりです」

「では、「セレンの大切なものは例えばメルだ」ということは例示ですか比喩ですか？」

「例示です」

「それでは、「セレンの大切な妹は例えるなら霊人に対する酸素のように必要不可欠なものだ」には例示が使われていますか、比喩が使われていますか？」

「それは比喩です。セレンさんとメルちゃんが切っても切れない関係にあるっていうことが霊人と酸素に例えられています。セレンさんが霊人に、メルちゃんが酸素になっています。セレンさんとメルちゃんという概念達を霊人と酸素という概念同士で例えています」

　頷くパール。しかし、メルが「それ、違う」と口を挟んでくる。一斉にメルに視点が集まるが、メルは口を押さえながら小さくあくびをしているだけだ。

「メル、何か間違いがありましたか？」

「どっちかっていうと、お兄ちゃん is to be oxygen andメルが霊人かな。なかったら死んじゃうのはメルの方だもん。そんなの当たり前じゃない」

　論議についての指摘ではないことを知ると、パールは安堵のため息をつく。どうやら彼女もメルの知力には権威と畏怖を感じているようである。

「さて、と。気を取りなおして次へ進みましょう。第25問です。論議学では思想に対し、その内容の是非を問う事ができるでしょうか？」

「できません。みなさん、何度もそう言ってました。クミールさんもセレンさんも。非思想については問えますが、「私はチョコがおいしいと思う」という思想についてはその是非を問う事はできません」

「では、相手の一番主張したい事が「私はチョコがおいしいと思う」であるなら、その真偽は問えないので相手の主張は通ってしまうのでしょうか？」

「通らないです。というか、通ったら負けちゃうので通しませんっ！ チョコがおいしいかどうかの是非は問わなくとも、相手に反論する事はできます。例えば、相手に「甘いものはおいしいか？」と聞いてみて、相手が「おいしくない」と答えます。

　また、「チョコは甘いものか？」ときいて「そうだよ」と答えが貰えれば、「チョコは甘いもので、甘いものはおいしくないとあなたは言った。するとチョコはおいしくないとあなたは思っていることになる。これはあなたの結論と矛盾する」ということができます。これは立派な反論です。こうやって反論すれば、チョコがおいしいものなのか否かを言い合うことなく相手を論破する事ができます！」

　ミールは自信満々に言い放った。多少、頬が紅潮するのがわかる。そんなミールにパールは拍手をした。

「熱弁でしたね。とても良い弁舌だと思いました。この問題をここまでわかっているとなると、セレンはさぞや喜ぶでしょうねぇ」

「私、セレンさんに喜ばれても嬉しくないわ。お姉ちゃんたちに喜んで欲しい」

　悪態をつくミールにパールは苦笑を返す。

「セレンは嫌われ者ですね。さてと、手法についてはこのくらいで良いでしょう。次は第26問です。リュウさんから様相について習ったと思います。では、様相の種類を４つ挙げてその意味も説明してください。また、論議学に特有な様相は必ず４つの中に入れてください」

「様相ですか……。じゃあ、存在様相・真理様相・時間様相、そして思想様相を挙げます。存在様相はその命題が全称文か特称文かをあらわします。つまり「全てのりんごは赤い」か「あるりんごは赤い」の差です。

　真理様相はその命題が必然か可能を表します。「今日は雨だ」は必然、「明日は雨かもしれない」は可能です。

　時間様相は、時間を表します。過去、現在、未来のことです。「昨日は雨だった」「今、雨が降っている」「明日は雨だろう」が順に対応します。

　そして、思想様相ですね。思想様相はその命題の内容が思想なのか否かを表します。思想なら、仮定を除いて、その命題の真偽を問う事はできませんが、非思想なら問う事ができます」

「はい、結構です。非常に簡潔な答えでしたね」

「リュウさんのおかげです」

　するとパールはにこにこして「そうですかぁ」と幸せそうに言った。

「もうそろそろ終わりですね。次は第27問です。理由論・比喩論・通念で、共通してセレンが一番ミールさんに伝えたかった事はなんだったと思いますか？」

　答えの分かり易い問題ではないので、ミールは暫しの間、沈黙した。頭の中で、セレンとの会話を思い出す。いつもなら会話の細部など覚えている筈もないのだが、今日はそれができる。いつもの何倍も頭が冴えているように感じられる。

「確か……人の納得についてだったと思います。理由論でも比喩論でも通念についても、セレンさんは「人の納得はその人が納得するところで自分勝手に行われる」っていうことを何度も強調して言っていました。正しい理由なんてものはこの世にないんだって豪語してましたよ。人は自分が納得できる所で物事を納得するだけだって言ってました」

「それ、私にも言ってたよ」とリディア。

「お姉ちゃんにも？」

「私が「ねえ、私のこと好き？」て聞いたら「ああ」っていうから、「じゃあ、どうしてセレン君は私のことが好きなの？」って聞いてみたの。まぁ、いつも同じ事を何度もするんだけどね。そしたらセレン君、「俺はお前が好きだ。だからお前が好きだ」って言ったの。

　私「それじゃわかんないよ、納得いかない」っていって食い下がったら、「俺はそれで十分納得いってる。これ以上の理由は俺にもわからない。言うとするならそれは付け焼刃の言い訳になってしまう」って言ったの」

「あ、あの人って恋愛も論理的にする気なの……？」

　たじろぐミール。しかしリディアは「そんなことないよ」と否定する。

「あの人は全然論理的に生きてないよ。まるで正反対。論議学作った人が「論議なんてなんになる」って言ってるんだもん」

　そういえば先程セレンは確かにそう言っていた。論議学の創始者が論議学をナンセンスだと言って良いものだろうかとミールは訝ったが、盲信する創始者よりはずっと公平かもしれないなとも感じた。

「あの人は恋愛になると、どうしたらいいかわからないから、理屈に逃げようとするの。だから私の「セレン君、好き好き大好き」攻撃にもそうやって応戦するんだよね」

　くすくす笑うリディア。リディアはいつもそうしてセレンをからかって遊んでいるのだろうか。

「一度は訝ったけど、セレンさんの言う事も尤もだわ。ミールもね、お姉ちゃんやメルちゃんのこと可愛いって思うけど、どうしてって聞かれても「それ以上の理由はないし、無理やり上げるならそれはその場を取り繕うものでしかないわ」って答えるしかないもの」

「うん、適当な優しい言葉を囁かれるのも嫌だから、それが良い答えかもね。セレン君がそうやって適当なお世辞を言ってきたらちょっと幻滅かなぁ。彼は調子の良い男じゃあないから、もしそういう軽いノリになったらショックだよ……」

「メルもそう思う。お兄ちゃんがメルを可愛がってくれるのはメルを本当に可愛いと思ってくれてるからだよ。だから、「どうしてメルを可愛いと思ってくれるの？」と聞いても仕様のないよ。

　そういう質問するとお兄ちゃんは困るんだけど、ほんとはねー、ちょっとメルの為に困ってくれてるそういうお兄ちゃんの姿がみたいだけだもん」

　メルの言葉にしみじみ頷くリディア。「でも、男だったらお世辞くらい言って欲しいわ」と言いたかったのだが、女同士で恋愛談義になりそうなので、ミールはパールを向いた。「とにかく、セレンさんが尤も伝えたかった事は、「人は自分が納得できるところで納得するものであり、世の中に正しい理由などない」ということだと思います」

「はい、そうです。私はそれが答えだと言えとセレンから指示を受けています」

「わぁ、じゃあ、次で最後の問題になるんですね」

　急に心臓がどきどきしてくる。次の問題に答えればパールのクリスタルが貰える。クリスタルが11個になればこのドアが開く。このドアの向こうには何があるのだろう！

「では、最後の問題です。第28問。

　……ミールさんは、どうして論議学をやっているのですか？」

「え……？」

　急に沈黙が降りた。

　それが論議学の問題だというのか？ セレンの意図が掴めない。ミールが論議学をやっている理由など特にない。ただ……。

「ただ……セレンさんが、みなさんが、セルフィッシュガーデンで私に論議学を教えてくれるから……。それに、私……私、本当は論議学そのものはどうでも良かったんです。ただ、ミールの書やセルフィッシュガーデンの謎を解きたかったんです。セルフィッシュガーデンは私がワクワクするような事ばかりが起きるから。外でなわとびするより何百倍も楽しいもの！」

　手を広げて大声をあげる。広い廊下にミールの声が響き渡る。

「でも、セルフィッシュガーデンで色んな霊人に会っていくたび、何か異変に気付いたの。何人かがほのめかしたせいもあるし、私が気付いたせいもある。

　あのね、もしかしたら、セルフィッシュガーデンは私のためにあるんじゃないような気がするの……」

　ぎゅ……。拳に力を込める。なんだかこうしていないと凄く不安な気がする。

「ここに来てからね、なんだかおかしいの。記憶はいつもより優れているのに、思い出そうとしても思い出せない事があるの。例えば、私の両親の事。名前や思い出はしっかり覚えているのよ。でも、なんとなくぼんやりとしか顔が思い出せないの。思い出だってぼんやりとしか思い出せない。

　他の事もそうなの。例えば、私の５回目の誕生日の日のことを思い出そうとしても、ぼんやりとしか思い出せないの。５才の記憶だから薄れているってだけのことかもしれないけど、おかしいのはね、去年の誕生日のことすら良く思い出せないってことなの」

　喋っている内にわなわなと震えが起こる。夏だというのになんだか寒い。この家の地下に行く灰色の階段を再度下りているように寒い。

「そしてね、メルちゃんは私に似てるの。始めは偶然かと思ったけど……なんだかわからない違和感があるの……。ひょっとしてって思うんだけど」

　メルを見る。彼女は無表情でミールを見返してくる。

「……メルちゃんが私に似てるんじゃなくって、私がメルちゃんに……」

「ミールちゃん……」

「思うんです、パールさん。私のためにセルフィッシュガーデンがあるのではなく、或いは……セルフィッシュガーデンの為に私が……」

　声が震えている。終いにミールは小さく震え出した。リディアが「大丈夫……」と抱きしめてくれるが、それでも震えは止まらない。

「……ミールさん。問題の答えを教えてください」

「問題、ですか……。私、私が誰なのかを知るためにセルフィッシュガーデンにきたんです。その為に論議学をやっているんです。

　……ここ、寒いですね」

「寒いですかミールさん。でも、問題はこれで終わりです。ご苦労様でした。私のクリスタルを差し上げましょう。部屋にお入りなさいな。機械の匂いがする空気ですが、ファンの近くにいれば暖かいですよ」

　パールはミールの右手を開くと、その中にクリスタルを握らせた。ミールは震えが収まらない手でミールの書を取り出した。手持ちのクリスタルをデスパニアにはめると、11個のクリスタルが集まった。

「さぁ、そのミールの書をドアにかざせば、このドアは開きます」

　ミールはドアにミールの書をかざした。すると、11個のクリスタルは色とりどりに光りを放ち、11本の光の柱となり、やがて消えた。

「開いた……の？」

　ミールはドアをゆっくりと開けた。どうやら入れるようだ。ドアを開くと、何やら重く生暖かい空気がミールを包み込んできた。後ろを振り返るが、リディアもメルもパールも動く気配がない。

「みんな……来ないの？」

「うん、私達はみんな控えるよ」

「そう……ですか」

　ミールは俯き加減でドアをゆっくり閉めた。閉めた後で、今まで色々な事を教えてくれた礼を言っておくべきだったと思ったが、今更開けて言うのも気恥ずかしいし、そんな気力が今の自分にはないので止めることにした。

　やはりドアには防音処理がされているのだろう、ドアを閉めたと同時に外の音は聞こえなくなった。もはやリディア達の存在すら感じられない。

　ファンの回る音と機械の放つ地の底から沸き起こるような低い音が非常に耳障りだ。ミールは部屋を見まわした。部屋の広さは他の部屋と同じなのだが、ここには機械類が所狭しと並んでいるのですごく狭く見える。部屋の真中の右端には机があり、そこの上にもコンピューターが置かれていた。キーボードがついていて、一般的なパソコンだ。ミールは機械に疎いので、それがなんという機種なのかはわからない。

　部屋は全体的に暗くてよく見えない。ファーヴァの部屋のようにカーテンが引かれているからだ。

　ミールは足元のコード類に注意しながら部屋の奥へ進んだ。ミールの背丈よりも高い金属性のポットのようなものが数本立っているせいで、その裏側に何があるのかわからない。ポットの後ろへ回り込むと、そこにはまたコンピューターがあった。また、書類が挟まっているファイルもたくさんあった。ファイルは大きな棚に収められていて、その数は計り知れない。また、棚はファイルを種類別に保管していて、いくつもの目印が立っている。目印には女性の字で言葉が書きこまれている。恐らくパールが書いたものなのだろう。目印を見て回るが、特にミールに関係のありそうなものは見当たらない。

「この部屋って色々不思議なものがあるわ。でも、だからって別に私に関係のあるものじゃないみたい」

　だが、諦めて部屋を出ようとは思わない。ここはクリスタルを集めなければ入れなかったような特殊な部屋だ。何かあるに違いない。

　棚にはリュウの私的な書類が多く見られたので、見るのははばかられるように感じたが、やむを得ないので調べることにした。棚を上から順に見ていく。ファイルの背表紙にはパールの字らしき女性の字でファイル名が書かれている。それを頼りに自分に関係のありそうなものを探していくことにした。

「……だめ、全然わかんない」

　いくら探しても自分に関係のありそうなファイルは見当たらない。大きなため息をつく。もうこの棚を探していても埒が開かないようだ。ミールは棚から目を話すと、コンピューター類に目を向けた。ディスプレイのついているコンピューターに目をやるが、どのディスプレイもスイッチが入っていないのか、何も映っていない。

　ミールは場所を変えて探すことにした。リュウの机とおぼしきところににディスプレイがある。しかしそのディスプレイもスイッチが入っていない。適当にいじると壊してしまいそうだから無理はできない。

「この部屋に何があるっていうの……」

　机の椅子に腰掛ける。恐らくリュウの椅子だろう。リュウの椅子の右隣にはもう１つ椅子がある。来客用だろうか。

　机の上を見渡すと、そこにはキーボード、パソコンに、ファイルや紙類や筆記用具が置かれている。諦め半分でファイルに目をやるミール。そこでミールはガタッと席を立った。

「なにこれ……！」

　その緑色のファイルを手に取ると、背表紙を凝視する。背表紙には「プロジェクト・ミール」と書かれていた。

「これだわ！ これにきっと何か私に関係あることが書かれているはずよ！」

　でも、プロジェクトとはどういう意味だろう。ミールがここに来たことが彼らのプロジェクトだというのだろうか。すると、ミールがここに来たのはやはり偶然ではなく、仕組まれた事だったのだろうか。

　ファイルを開こうとするミール。しかし、ファイルには鍵でもついているのか、開かなかった。不審に思ってファイルをぐるぐる回して観察する。すると、ファイルの表紙にデスパニアがあるのに気付いた。

「これも封印されているのね。ますます怪しいわ」

　手提げからミールの書を出すと、この部屋のドアにしたようにファイルに本をかざす。ところが今度は光の柱は現れなかった。

「あれ……どうしたのかしら、ヘンだわ」

　今しがた同じ方法でドアは開いた筈だ。どうして今度は通用しないのだろう。ミールはファイルをよく観察した。すると、このファイルについている穴の数が12個であることがわかった。先ほどのドアについていたデスパニアの穴は11個。手持ちのクリスタルは11個だ。ということは、このファイルを開く為にはあと１つクリスタルが必要ということだろう。

「なるほど、この部屋はこのファイルを得る為の部屋なのね……」

　ならばもうこの部屋には用はない。あと１つクリスタルを探しに行くのみだ。ミールは椅子を立つと、リュウの部屋をあとにした。とにかく自分に関係のありそうなものを見付けただけでも収穫があった。ミールは感じていた悪寒が消え去ったように感じた。それに応じて気分も大分良くなっていった。

ⅩⅢ

　白く強い光に目をやられて、ミールは思わず目を覆う。

　部屋のドアを開けると、ガラっと空気が変わったのがわかった。明るさを取り戻したので、この部屋の暗さに慣れたミールには辛い。目を押さえたままドアを閉める。

「ん～」

　目をこする。擦ると目が余計に痛くなる事は解かっているのだが、こすらないではいられない。だが、そうしているうちに、やがて廊下の明るさに慣れてきた。すると眼下にメルが座っているのが見えた。メルは寂しそうにしゃがんだまま前方を見つめていて、ミールの事など目に入っていないようにみえる。

「あれ、どうしたの、メルちゃん？」

　辺りを見まわすが、リディアとパールの姿はない。どうやら、メルだけが残っていたようだ。メルはミールの言葉に反応すると、こちらを向いて、立ちあがった。

「*mir-yunk… Got that?」

「*Mean this file? それなら見付けたよ」

「そう。……開かなかったでしょ、クリスタルが足りなくて」

「そうなの。でも、セルフィッシュガーデンにはあとクリスタルが３つあるんでしょう？ メルちゃんのと、セレンさんのと、あと誰かさんの。あと１つで良いから必要なの」

　するとメルはミールに近寄って手を握ってきた。柔らかく小さいメルの手は暖かかった。自分の手はどうなのだろう？ 暖かいのかな、冷たいのかな。ミールはそんな事を考えていた。

「じゃあ、メルのをあげるよ、ミールちゃん。だから、メルのお部屋に行こう。ね？」

「え、いいの？ わかった、行こ」

　一度メルの部屋を訪れてみたかった。今度改めて遊びに来た時で良いと思っていたが、今行く分に何ら支障はない。メルに連れていかれた先はクリスの隣の部屋であった。

「ここがメルちゃんのお部屋？」

　頷くメル。メルはドアを開けると「入って」と促す。

「おじゃましまぁす」

　部屋に入った途端、ふわっとメルの身体の匂いがした。甘くてミルクのような香り、それと石鹸の香り。それがメルの匂いだった。が、すぐにそれは自分の部屋の匂いと同じだと気付くと、不思議な気持ちになった。

　メルの匂いがして気持ちが良いと告げると訝しがられそうな気がしたので、ミールは黙っていた。いずれにせよ、この部屋では匂いを感じないようにする必要はないようだ。

「あ、メルしゃん、お帰りなしゃい」

　誰もいないはずの部屋の奥から声が聞こえた。小さな男の子の声のようだ。誰か居るのかなと思って声のした方を見るが、人の気配はせず、小さな犬がとことこと歩いてきただけだった。

「メルちゃん、誰かいるの？」

「いるのって……目の前にいるじゃない」

「目の前……？」

　もう一度部屋を見るが、部屋には自分とメルと、この犬しかいないように思える。

「ただいま、シロちゃん」

　メルはその犬を抱き上げる。シロと呼ばれた犬は抱き上げられると、メルに甘える。シロは30cm台の小さな犬だ。全長に換算しても大した長さはないだろう。体重も軽そうだ。全身にはふわふわした白い毛が生えている。目はくりくりした愛らしい黒い瞳で、歯は白い。よくメルが面倒を見ているのだろう。

「メルちゃん、犬、飼ってたんだ」

　しかしメルは「シロちゃんは犬じゃないよ」と返してきた。ミールは困惑した。これが犬でないのなら何を以って犬といえば良いのか。

「あぁ、犬じゃなくて人生のパートナーだってこと？」

「ううん、そういうことじゃなくて。シロちゃんはドラゴンなの」

「ドラ……ゴン？」

　ドラゴンといえば、あの空を飛んで火を吹く爬虫類の事だ。本の中で何度も見たことはあるが、シロはそれと似ても似つかない。

「あーっ、疑ってるでしょ、ミールちゃん」

「だって……犬でしょ？」

「わからないかなぁ、シロちゃんはドラゴンなの。喋る事だってできるんだよ」

　メルはシロをメルに向けて「シロちゃん、この娘はミールちゃん。メルの新しいお友達。挨拶してね」という。

　しかし、シロは何も言わずに、ミールをきょとんと見ている。ミールは苦笑しながら「シロちゃん、私はミールよ。よろしくね」と挨拶した。

「はい、ミールしゃんでしか。僕はシロでし。よろしくでし」

　シロがミールに言葉を返した。ちょっとおかしなアルカではあったが、間違いなくアルカだ。

「きゃっ！」

　ミールは思わず腰が抜けて、しりもちをついてしまった。床にお尻をぶつけてしまい、お尻が非常に痛い。

「うそ……」

　痛むお尻をさすりながら呆然と呟くミール。メルは「ね？」と笑顔を向けてくる。

「ほんとに、ドラゴンだったのね。疑ってごめんね……」

　メルとシロに謝る。シロは「大丈夫、気にしてないでし」と答えた。

「でも、どうしてメルちゃんはドラゴンを飼ってるの？」

「飼ってないよ。シロちゃんはメルの兄弟みたいなものだもん。飼うなんて言っちゃだめ」

「そうだね、ごめん。じゃあどういう経緯でシロちゃんと出会ったの？」

「う～ん。そういう話しは、また今度、ミールちゃんが遊びに来てくれた時にするよ。今度良かったら泊まりに来て」

「うん、私もそうしたかったの」

「とにかく、座ろっか」

　メルはシロを抱きかかえたままベッドに座った。ミールも横に座る。メルの部屋を改めて見回す。

「ここがメルちゃんのお部屋なんだね」

　部屋に映像機器のようなものはなく、また勉強机も見当たらない。家具はベッドとテーブルだけだ。床全体を覆うような大きなカーペットは敷かれていないが、テーブルの下敷きとして丸いカーペットが敷かれている。クリスの部屋と同じくソファはないので、この四角く白く背の低いテーブルを囲んで床に座って談笑でもするのだろう。

「その机って何に使うの？」

　机の上にはバスケットが置いてある。バスケットは花籠を転用したもののようで、中には色々な雑貨が入っている。

「囲んで座って話すの。食べ物がある時なんかはベッドは汚れちゃうから」

「ふぅん。でも、シロちゃんの毛でベッドは汚れないの？」

「メルもシロちゃんも気をつけてるし、よく掃除するから。それに、抜け毛で汚れるってことにかけては、メルも犯人だしね」

　笑うメル。メルが笑う事はあまりないので珍しいことだが、彼女は笑うとますます可愛くなって、ますます天使のように見える。

「メルちゃんのお部屋ってあまり物がないのね。リュウさんのお部屋とは大違い。どちらかというと私の部屋に似てるみたい」

「メル、あまり物欲がないの。ほら、貧乏な子なのよ」

　冗談混じりにメルは言う。

「うそ。貧乏なら却って物欲、強いと思うよ。こんな綺麗で大きな家に住んでるんだもん。貧しくはないでしょ。でも、物欲がないっていうのは本当みたいだね」

　メルの部屋には家具はおろか物そのものが少ない。遊び道具も勉強道具も少なく、本当に物欲が感じられない部屋だ。

「*Oni-chan いつもメルに presents lots of gifts. Most of the things in this room are given by oni-chan. このくまさんだってね……」

　メルはベッドの上に寝かされた大きなくまのぬいぐるみをミールに見せる。それはシロより大きく、メルがやっと抱えられる大きさだ。

「これだってお兄ちゃんがくれたのよ。メル、このくまさん、すっごく大切」

「他に何かもらったの？」

「うん。そこのバスケットの中に入ってるポプリや髪飾りとかも、お兄ちゃんからもらったの。お兄ちゃんお姉ちゃんたちにもらったハープも大切だけど、あれはその辺に置いとけない大きさだから、押入れの中に大事にしまってあるの」

「メルちゃん、ハープが弾けるの？ すごいね、今度聞かせて」

　しかしメルは苦笑いをして首を振った。

「ほんとはね、あんまり上手くないの。恥ずかしいんだけど、メルってば不器用なの。ハープとはまだ相性が良いみたいだけど。メルが得意なのはあやとりくらいのものだもん」

「あやとりって何？」

「あやとりは……あやとりだよ。*えーっと、it’s…it’s cat’s cradle. Do you know it？」

　首を振るミール。

「バスケットの中に黄色と黒のまだらの紐があるでしょ。その紐で色んな形を作って遊ぶの。お兄ちゃんが教えてくれたのよ。メルの一番のお気に入りの遊び」

「そうなんだ。じゃあ、今度やろうよ。その時はミールにも教えてね」

　メルは頷いた。その後は、ふっと会話が途切れてしまい、メルとミールは一瞬気まずくなってシロをみた。シロも気まずそうに話題を探しているようだが、中々でてこない。

「あ、そういえばシロちゃんって男の子？ 女の子？」

「僕は男の子でし。ミールしゃんは女の子でしよね？」

「うん、そうよ」

　ミールは困ったように答えた。自分が女であることは一目瞭然である筈だ。今更聞かれると、なんだか少し不本意な気がする。

　メルはシロを撫でると、「あ、そうだ、シロちゃん。メル達 have ちょっと取りこんだお話」と彼に告げた。

「わかったでし。それじゃ、僕はオヴィあんちゃんの所に遊びに行ってくるでし」

　すると、シロはメルの胸を離れ、ぱたぱたと空を飛んでいった。

「わっ！」

　思わず大口を開けるミール。そういえば、シロはドラゴンなのだから、飛べても不思議はないが、実際に目にすると驚きは隠せない。

「じゃあ、ミールちゃん、また今度でし」

「う、うん。また今度、一緒に遊ぼうね」

　手を振るミール。シロはドアを口で器用に開けると部屋を出ていった。部屋にはミールとメルだけが残された。

「シロちゃんって凄いね」

「どうして？」

「だって、空も飛べるし、言葉だって……。まぁ、私が女かどうかわからないみたいだったから、その点はちょっとね」

「ミールちゃんが女の子かどうかなんてシロちゃんにわかるわけないよ。ミールちゃんだってシロちゃんの性別がわからなかったでしょ？」

「だって、それは……」

「よく考えてみて。シロちゃんは服を着てないんだよ。でもメル達は着てるでしょ？ じゃあ、シロちゃんの方がメルたちの性別が解からなくて当然じゃない」

「そう言われればそうだね。ところで、シロちゃんは霊人並に思考ができるのに、裸で恥ずかしくないのかしら？」

「う～ん、ミールちゃんは通念について、まだよく解かってなかったみたいだね」とメルは困ったように言う。

「いい、ミールちゃん？ シロちゃん達ドラゴンは服を着ないのが当然なの。そしてメル達霊人は着るのが当然なの、例外もあるけどね。それと、シロちゃんがメル達みたいに喋れたって、通念も霊人と同じものになるわけじゃないでしょ。だから、シロちゃんが裸で平気なのは当然だよ」

　諭すように述べるメル。そうと聞いたミールは本当に自分は通念についてよく理解をしていなかったと思った。

「まぁ、シロちゃんのことは取り敢えず置いといて、メルのクリスタルに話しを戻そうよ」

「メルちゃんのクリスタル、くれるんでしょう？」

「勿論あげるけど、タダであげると思う？」

「思わない。そんなことしたらセレンさんに怒られちゃうんでしょ。論議にまつわる何かを聞けば良いのよね。メルちゃんは一体何を教えてくれるの」

「ミールちゃんは忘れてるみたいだね。……言ったでしょ、メルはあなたの敵として選ばれたんだって。ミールちゃんにはメルと論議をしてもらうよ」

「論議……」

　ごくりと喉が鳴る。そんなの無茶だとミールは思った。メルとやって勝てる筈がない。彼女は天才だと色んな所で聞いているのだから。

　メルは硬直したミールを無視し、ベッドから立ちあがると、押し入れに歩いていった。押し入れかから何かを取り出すと、メルはまた戻ってきた。

「何を持ってきたの……？」

「メルの手提げだよ。ほら、ミールちゃんのに似たのを持ってるって言ったでしょ。あの時のこと覚えてる？」

　確かにメルはクミールの屋敷の円弧廊下でそう言っていた。そしてその時、ミールのふとした質問に対し「それで論議をしようね」と言ってきたと覚えている。

「ミールちゃん、あの時の約束を守って」

　大きく息を吸い込んで、ミールはメルの要求に応えた。

「……手提げの中身は見えちゃうのに、メルちゃんはセレンさんに手提げを持ってもらうんでしょ。セレンさんに持ち物を見られちゃうんだよね。

　メルちゃんにはセレンさんに見られて恥ずかしいものはないの？」

　そう言うと彼女は満足気に頷いた。ミールがちゃんと覚えていたのが嬉しかったようだ。

「それについて論議をしようね。ミールちゃん」

「良いけど、審判や馬鹿者さんはいらないの？」

「あれは理想的な人数だよ。論議は２人いれば十分だって。

　ところで、あなたのその発言なんだけど、今のうちに修正しておく事はなぁい？」

　腕を組んで考えるミール。その発言をした時と今の自分では論議に対する知識が比にならないほど違う。ミールは自分の発言を見直した。すると、まずいと思う点がすぐに見つかった。

「私、「メルちゃんにはセレンさんに見られて恥ずかしいものはないの？」って台詞を単なる疑問文じゃなくて非難めいた意味で使ったの。だから、本当は「セレンさんに見られると恥ずかしいと思うものがあるべきよ」っていう意味で言ってたの」

「そうだったんだ。うん、それで？」

「それに、ミールはそもそも手提げの中身だけについて話してたんだよね。メルちゃんの持ち物というと手提げの中身以外も含むから、それってちょっと言い過ぎよね」

「そうだね。じゃあ、修正はそのくらい？」

「一応ね」

「それじゃあ、改めてメルに何か主張するなり質問するなりして」

　ミールは暫し考えてから述べることにした。むやみやたらなことを言うと即座に反論されて負けてしまうのが論議だということは、論議学を教えられていた中で感じていたことだし、ザナドゥとの論議で身に染みてもいる。

「これは非難とかじゃなくて純粋に質問なんだけど。メルちゃんはセレンさんに手提げの中を見られて恥ずかしいものとかないの？」

「う～ん、メルはね、お兄ちゃんに甘えたいの。お兄ちゃんがメルを可愛がってくれてるかどうか、いつも確認しておきたいの。その為にいつも荷物を持ってもらうんだぁ。それでお兄ちゃんの愛情を確かめてるの。

　つまりね、最初からお兄ちゃんには手提げを持ってもらうつもりだから、予め見られて恥ずかしいようなもの入れとかないの」

「そうなんだ。じゃあ、他の話題……えっと、これは問題提起ね」

　自分の行動が何であり、また、手法があるならそれは何かということを意識しながら話すのでミールの頭は忙しく働いている。いつかこの処理が自然とできるようになるのだろうか。

「メルちゃんって、セレンさんに見られて恥ずかしい物ってないの？」

「あるよ、勿論。むしろ一杯かな。写りの悪い写真でしょ、偶々走り書きした汚い字でしょ、風で乱れた髪でしょ、口紅塗り過ぎてヒルみたいになっちゃった唇でしょ、化粧を失敗した顔なんてゲロゲロだし、色が合ってないのにめんどくさいから適当に着た服なんてもうサイテー。ミールちゃんにもある？」

「そりゃあね。相手がセレンさん以外でも」

「例えば？」

　ベッドに座りなおすメル。反動で微かにミールの身体も上下する。

「例えば……赤ちゃんの頃の写真とか」

「ミールちゃんってきわどい話題が多いね。まぁいいけど、どうして？」

「だって、お風呂上りで裸の写真があるんだもん。あとは……ほら、お風呂入ってる時とかもそうでしょ」

　眉をあげるメル。

「「お風呂入ってる時とかもそうでしょ」の「そうでしょ」ってどういう意味？」

「どういうって……メルちゃんが例えばって聞くからそれに該当するものを言ってるのよ。赤ちゃんの頃の写真と同じで」

　するとメルは「はぁ」とため息をついた。ミールを見ると、メルは言いにくそうに下唇を上唇で隠す癖をみせる。

「ミールちゃん。メルが聞いた「例えば？」っていう質問は何ていう概念の外延の成員を引き出して欲しいものだったかわかる？」

「え……だから……もともと私が質問したことをメルちゃんが返してきたんだから、私の言った質問と同じでしょ」

「つまり？」

　ミールは少し考えてから「セレンさんに見られて恥ずかしい物ってないの？」と答えた。だが、ミールにはそれがまずいとは思えない。

「何かいけないの？ 私がセレンさん以外に見られて恥ずかしいものを例示したから？ でも、それならちゃんと「相手がセレンさん以外でも」って断ったでしょ」

「じゃあ、お兄ちゃん以外も含んで良いとするなら「セレンさんに見られて恥ずかしい物ってないの？」って質問はどう変わる？」

「「誰かに見られて恥ずかしい物ってないの？」になるよ。……うん。私、ちゃんとそのつもりで言ったよ」

「だから尚更まずいの。あのね、ミールちゃんはここで「恥ずかしい物」って言ってるでしょ。「物」って言ってるでしょ。「事」じゃなくて「物」って言ってるよね」

「うん……それが？」

「「赤ちゃんの頃の写真」は「物」だから「誰かに見られて恥ずかしい物」という概念の外延の成員になれるよ。けどね、「お風呂に入っている時」っていうのは「物」じゃなくて「事」でしょ」

「うん？」

　いまいちメルの言いたいことが掴めない。ミールは首を傾げる。

「「お風呂に入っている時」っていうのが「物」じゃない以上、「お風呂に入っている時」は「誰かに見られて恥ずかしい物」の成員になれる？」

「なれないわ。……あ」

　言った所でようやく合点が行った。途端にしまったという顔をするミール。

「え、嘘？ 論議ってこんなに言葉に厳しいの？」

「厳しいよ、とてつもなくね。つまり、ミールちゃんは、ある概念の外延の成員でないものを成員だということにして例示をしたの」

「あぅ、そうだったよー」

　ミールの頭にリディアとの会話が思い出される。リディアは例示の対抗手段として、相手がその概念の外延に含まれない成員を示した時は誤った例示だと攻撃できるという内容の事を言っていた。ああ、確かに言っていたのだ。

「確か私、リディアお姉ちゃんにこういったのよ」

　ミールの書を開き、索引から「例示」を見つけると、そこにも＜ミールの答え＞欄がついているのでその部分をシャンテで出す。

“相手が「果物」という概念に対し「ピーマン」という例示をしたら、それは不当なんだね。というのも、ピーマンは果物という概念の外延の成員ではないからでしょ”

「あはは、なんだミールちゃんったら、しっかりお姉ちゃんに答えてるじゃない」

　メルに笑われ、ミールは真っ赤になった。このことは忘れていた訳ではなかったので、忘却のせいにすることはできない。明らかに自分の不注意だ。この１場のシャンテに記された過去では、自分はいかにも優雅にリディアの教えを解釈している。その優雅さの分がそっくりそのまま今となっては恥ずかしさに変わる。

　ミールが顔を真っ赤にしていると、メルは流石にいけないという顔をして、急に顔から笑みを消した。恐らく「笑ってごめんね」と言いたいのだろうが、そう言うと尚更ミールに恥をかかせてしまうと思ってか、黙っている。両者の間に重苦しい沈黙が訪れた。

　メルはミールの様子を見て、もじもじしていたが、結局何もいわないままミールをそっと抱きしめてきた。ミールは小さい声で「あの……もうこれで、私の負け？」と聞いた。

「不注意だったね、ミールちゃん」

　メルはミールから離れると済まなそうな顔をした。

「メルももっとこのことについて話したかったけど、仕様がないね」

「それにしてもあんまりあっけないわ。私って……論議の才能ないのかしら」

　なんだか落ちこんでしまう。もともと論議がやりたくてセルフィッシュガーデンに来た訳ではないが、これだけ回りに親切に教えられれば価値を見出さない筈もない。もはやミールは論議力に対して相当の知的価値を置くようになっていた。尤も、それは常々論理的なものを良しとしていたミールにとっては当然の変化かもしれないが。

「何言ってるの、ミールちゃん。一度負けたぐらいで才能ないだなんて」

「もう２度目だよ。ザナドゥさんに負けちゃったもん」

「あぁ、ザナドゥお兄ちゃんにかぁ、それはショックだったろうねぇ……」

　しみじみとメルは同情する。どうやら彼は相当みくびられているらしい。

「とにかく、ミールちゃんが才能ないなんて思わないよ。今みたいに「物」と「事」の違いなんていう繁雑な事は、普通の論議では問わずに見逃す事だから気にしなくて良いよ。ただ、今はまだ基礎だから、そういう細かい点を無視するわけにはいかなかったってだけ。

　それに、そもそも論議って才能の問題より姿勢の問題だと思うけど」

「……どういうこと？」

「論議に必要なのは才能とかよりも、自分の思想を押し付けずに、精密な言い方をしようと心がけることなんだってお兄ちゃんが言ってた。自分の思想を押しつけようとすると断言できないことを無理に断言したり、相手の言うことを聞かなくなったりするんだって。論議では相手の非妥当性を突く事が重要だから、相手の主張を聞かないのは愚の骨頂だって言ってた」

「そうなんだ……」

「だから、論議については、ここでお兄ちゃんお姉ちゃんたちが教えた最低限の知識と、論議に対する「姿勢」があれば十分だよ。まぁ、強いて才能と論議の力を結び付けるとしたら、自分の言うことを押し通そうとばかりでそれに反する他者を排他するだけの人間は才能がないといえるんじゃないかな」

　メルの言うことは尤もだと思える。セレンは流石に論議学を作っただけの事はあるから、中々適格な教えをするし、メルもまたその教えをよく理解している。

「偉いね、メルちゃんって。セレンさんの教えたことちゃんと聞いてる。私なんか、ついさっきリディアお姉ちゃんに教えてもらったことすら使いこなせてないもん」

「お兄ちゃんの言うことだから聞いてるだけだよ」

　しれっと返すメル。ミールはまじまじと彼女の顔を見つめた。メルはゆっくりと息を吐いた。メルの吐息がミールの鼻をくすぐって心地良い。

「みんな勘違いしてるみたいだけど、別にメルは頭良くなんてないよ。それにメルね、頭良いって言われるのあまり好きじゃないの」

「そうかなぁ。メルちゃんは頭良いと思うよ。お勉強だってできそうだし」

　するとメルは年不相応な自嘲を浮かべる。

「できないよ、勉強なんて。今、メルは６年生だけど、成績なんて全然良くないもん。学校はサボってばっかりだしね。それに、見てよ、この部屋。勉強机もないし、教科書はおろか筆記用具すらないでしょ」

　そう言えば、この部屋に勉強に使うものは見当たらない。メルの言っていることはどうやら本当の様だ。

「お兄ちゃんはね、メルに色々話しかけてくれるんだけど……とにかく他人のこと考えないお兄ちゃんだから。だから、メルにも難しい言葉で話すの。メルはお兄ちゃんに見放されたくないから、一生懸命お兄ちゃんの難しい話に合わせたの。

　それに、お兄ちゃんはね、メルが難しいことを理解すると「お前は賢い娘だ」って誉めてくれたの。頭撫ででくれたし、抱きしめてくれたの。だから、メルはお兄ちゃんの期待に答えてお兄ちゃんの気を引こうとしてたの。

　そんな事を繰り返してるうちに、難しい事をいっぱい知るようになっちゃったってだけだよ」

「そういえば、私と初めて会った時も、数学の本を読みながらそう言ってたね。メルちゃんって、そんなにセレンさんのことを気に入ってるの？」

「気に入ってるどころじゃないよ。ちゃんと愛してるんだから。絶対なの。大好きなの」

「そうやって彼の気を引いているうちに、メルちゃんの頭は良くなっちゃった訳だね。なるほど」

「お兄ちゃん以外の原因もあるのよ。メルはね、勉強が大っ嫌いなの。むかしっから！ 勉強も研究も大っ嫌い！ でも、それじゃお兄ちゃんの気をひけないじゃない？ だからね、メル solve the quizes お兄ちゃんが出す with minimal労力。勉強なんてつまんないことはすぐ解決して、あとはお兄ちゃんに誉めてもらうの。それに、そうすれば本来勉強に使う筈だった時間が余るからいっぱい遊んでもらえるでしょ？」

　説得するように語りかけるメルをミールはぽかんと見ていた。普通は時間短縮の為に早く問題を解くなどという芸当はできない。というより、それができれば苦労はしない。その芸当ができるだけで脅威的な頭脳を持っていることになるということに本人は気付いていないのだろうか。ミールはもはやこの話題に付いていけなくなった。

「とにかく、ミールもメルちゃんは頭良いって思うよ。それより、もう一度論議しようよ。早くクリスタルが欲しいし」

「もしかして、メルに勝たなきゃクリスタルを貰えないと思ってるの？」

「じゃあ、くれるの？」

「ミールちゃんは論議を始めたばかりだから、勝つまでだといつまで経っても終わらないよ。お兄ちゃんがね、メルがミールちゃんが合格だって思ったところでクリスタルをあげろって言ってたから、ある程度でクリスタルをあげるよ。でもね、流石に今の論議じゃあげられないね。あまりにミールちゃんが不注意すぎたから」

　それはそうだろう。あんな玉砕で敵を名乗ったメルとの論議が終わってしまったのではあっけなさすぎる。

「でも、何を論議したいの？ *Now is your turn. Another topic.」

「そんなこと言われても浮かばないよ。論議学では、議題が浮かばない時はどうすれば良いの？」

「論議学としてはどうだか知らないけど、普通は談話を続けるよ。霊人が２霊人いるんだから、思想もお互い違う訳で、話してるうちに論議のタネなんていくらでも見つかるよ。談話の内容なんてそれこそ何でも良いの。服のことでも家のことでも顔や頭のことでも、好きな霊人のことでも」

「服や家ねぇ……。ああ、そういえば聞きたかったことがあるの。家なんだけど、この家ってちょっと不思議な作りよね。玄関に靴なんて置いてあったし、玄関ドアは外に開くし、地下には機械だらけのおかしな部屋まで」

「*Arba-ly or arbazard-ish?」

「*The former, you know. 流石は文化の坩堝って感じだわ」

「住んでる霊人も色んな所の出身者だから、国際的なんだよね。アルバで生まれて育った霊人はある程度アルバのカラーに染まるけど、国際人が集まってできた場だからこんな家になったんだ」

　誇らしげにメルは語る。その様子は自慢気にも見える。国際的な事がそんなに誇れる事なのだろうか。

「国際人、ね。それじゃあ、ここの方たちは全員、国際人なの？」

　頷くメル。ミールは首を傾げて非賛同の意思を示す。

「余所から来たからってだけで国際人と呼んでいいのかしら？」

　ミールの言葉にメルは敏感に反応して「じゃあ、それでいいじゃない。それで論議しようよ」と言った。

「いいよ。じゃあ、私は「余所から来ただけじゃ国際人とは言えないと思う」って主張するわ」

「メルは、今、ここの住人を国際人と認めちゃったけど、when it comes to Logic, それは撤回するよ。ミールちゃんは他に修正するようなことある？」

「ないよ」とミールは否定した。今回はなんとなく自信がある。或いはメルに勝てるかも知れないという期待が沸き起こる。

「ミールちゃんの主張は「余所から来ただけじゃ国際人とは言えないと思う」でいいのね。忘れないようにこれはシャンテにしてそこらへんにおいとくね」

　すると黄色いシャンテが浮かび上がる。自分の言った言葉が文字になって宙に浮くという不思議な現象にも大分見慣れてきたようで、ミールは自然とその文面が間違っていないかどうかを確認する。

「じゃあ、メルに喋らせてね。ミールちゃんの主張ってね、まずは国際人がどういうものかを定義しなければならないと思うよ」

「でも、国際人って始めに言ったのはメルちゃんよ。それこそどういう意味だったの？」

「ロロス人、ケートイア人、リーシア人、イネアート人、ファルファニア人、イールゥート人、ヒュート人、ゲノス人、エルトア人、メティオ人……これらはどういう意味だと思う？」

「そこの国の人っていう意味でしょう？ リーシア人ならリーシアの人だわ。他にも例えば、私はアルバザード人だわ」

「でも、国際人は国際って国に住んでる人じゃないよね。国際なんて所は無いもの。これってどういう意味だと定義するべきかな」

「だから、それをメルちゃんが決めてよ。ミールに振らないで。あなたの言葉なんだから」

　ミールに言われるとメルは「じゃあ、辞書の定義に従うけど、それで良い？」と聞いてくるので頷いた。するとメルは右手を上げた。ミールは殴られるのかと思って、一瞬びくっとしてメルの手を見たが、そのせいでミールは余計に驚いてしまった。

　なんとメルの手は虚空に吸い込まれて消えていたのだ。

「メ、メルちゃん……手がなくなっちゃってるよ！」

　慌てるミール。メルは無言で虚空から辞書を取り出すと、メルの手は何事も無く元通りになっていた。

「どうなってるの？」

「セルフィッシュガーデンは論議に必要なことなら大体のことができるよ。辞書が欲しければ貰えるのよ。そんなことより「国際人」ね。え～と、シャンテにするね」

“こくさい‐じん【国際人】　国際的な人”

「国際的ねぇ……端的」

　呟くメル。

「国際人を語るには、国際的が何であるかを知るべきみたいね。それじゃ今度は国際的って調べてみてよ」

　メルは辞書を捲ると、また新しいシャンテを出す。

“こくさい‐てき【国際的】〔形動〕諸国家間に関係のあるさま。世界的なひろがりのある様子”

「何これ、こんな説明じゃわからないわ」

　ミールは肩を竦めた。

「こんなものじゃ国際人という定義もわからなければ国際的という定義もわからないわ。それじゃ私、前言撤回するわ。何が国際的だかわからない以上、何が国際人かもわからないんじゃないかしら。だから、私の主張は撤回。シャンテ消しちゃってよ、メルちゃん」

　言われた通りにメルはシャンテを消す。これでミールの「余所から来ただけじゃ国際人とは言えないと思う」という主張は無くなったし、そこから演繹された論議的行為も無効になったことになる。尤も、ミールの主張から演繹された論議的行為は今の所、何もなかったので混乱せずにすんだのは幸いだった。

「すると、当然、私の主張は新しくこうなるわ。「誰それが国際人だとはいえない」」

「どうしてそうなるの？」

「それをこれから演繹するわ」

　笑みを浮かべるミール。

「これを演繹すれば、セルフィッシュガーデンの方たちも国際人とは言えなくなるから、結局、今、捨てた主張が究極的に言いたかった事と同じことが主張できるわ。もはや、「余所から来ただけじゃ国際人とは言えないと思う」っていうことから「だから、セルフィッシュガーデンの方たちも国際人とは言いきれない」を引き出すなんてことしなくて良いわ。

　それに、「国際人とは言い切れない」だったものが「国際人ではない」と言い切れるわ。すると、メルちゃんが後から「余所から来た」ということ以外の理由を挙げてセルフィッシュガーデンの方たちを国際人だと主張する可能性を押しつぶすことができるもの。こっちの方がむしろより好都合だわ」

　完膚なきまでに言い放つミール。

「なるほど……よく考えたね……」

　すっかりメルは不安そうに俯いてしまった。ちょっと可哀想だと思ったが、先ほど笑われた仕返しには丁度良いだろう。

「それにしても、辞書ってあまり役に立たないのね」

　言いながら、ミールは自分の主張を演繹する流れを頭の中で作っていた。それには敵であるメルにその流れを読まれては邪魔されかねないので、流れを読まれなくする必要がある。だからミールは「それにしても」という言葉を使って、話しをいかにも枝葉にそらしたかのような言い方をした。これによって、今、不安になっているメルはミールが別の話しを始めたと勘違いして、安心してしまい、こちらの邪魔をしなくなるだろう。それどころか話しをそらして欲しいメルは好意的にこの枝葉の話しに参加するだろうから、彼女はこちらの邪魔をするどころか、気付かぬ内にこちらの手助けをしてくれるだろう。

　ミールの予想通り、メルは「そうねぇ」といかにも興味深々な態度を取ってきた。ミールは心臓がどきどきしてきた。このまま上手く行けば、初心者が賢女に勝つことができる。手に汗がじわっと出てくる。

「国際的の語義を調べた時だって役に立たなかったわ。「諸国家間に関係のあるさま。世界的なひろがりのある様子」なんて言われたって境界線がわからないもの」

　冷静を装うミール。メルも好意的な態度でこの枝葉の話に臨んでいる。これは、良い言い方をすれば心理戦といったところだが、悪く言えば馬鹿し合いだ。

　12才の少女達が互いに馬鹿し合いを繰り広げる様といえば、大抵はいかに自分が高いグッズを持っているかとか、いかに年上の男性と付きあっているかとか、いかに自分の所有物やスタイルがトレンドに合っているかということである。だが、この12才の少女達はそれとは違うのだ。彼女達は論議で馬鹿し合っているのだ。

　ミールもメルも可愛い顔をした12才の少女に過ぎないのに、現状の腹黒さといったら後から見た自分が吐き気を催すような酷いものだ。それでもまぁ、ミールは彼氏や金銭のことで自慢しあったり馬鹿しあう方が数倍吐き気を催すだろうなとも思っていた。

「ミールちゃんは境界線って言ったけど、それってどういう意味？」

　腹の中はわからないが、顔だけは天使のようなメルが問う。

「だから、緒国家間に関係があるっていっても、どの程度の関係があればいいのかわからないでしょ。まさか、その国から何かの商品を一個取り寄せただけで関係があることになって、その人が国際的といえるとは思えないんだけど。すると、どの程度で関係があるかっていう境界線がわからないじゃない」

「それはそうだよね」

　同意するメル。

「それに、世界的な広がりって言っても、同様にどの程度で広がりがあることいにして良いのか解からないわ。どの程度で関係があることにして良いか、どの程度で広がりがあることにして良いか。それらの境界線が無い以上、国際的っていう言葉の境界線もわからないわ。

　すると当然国際人の境界線もわからないわ」

「そうね」と頷くメル。

　メルが認めた……。今、メルは「そうね」とこちらの言ったことを認めた。メルが「国際人の境界線もわからないわ」ということを認めたのだ。ミールはぎゅっと拳を握った。

　――行ける。

「だから、国際人の境界線がわからない以上、誰それが国際人ということは決め付けられない」

　結論に帰着したミールは、もう一度、ぎゅっと拳に力を入れた。よし、これで勝った。自分は論議をした上で、非妥当な論議をしないまま演繹をした。即ち、妥当な論議をしたのだ。従って、こちらの勝ちになる筈だ。

　メルは天井を眺めた。暫くそのままの姿勢を保ったあと、彼女はミールに向き直った。

「ミールちゃん……ってさ」

　弱気な声のメル。ミールはそれが少し不憫に思えた。

「ミールちゃんって……少女、だよね？」

　メルは論議とは関係の無い話しをしてきた。ミールは論議の決着が気になってそれどころではなかった。

「ねぇ、そんなことより、私の勝ちでしょ。ね？」

「メルは少女だよ。ミールちゃんもそうだよね？」

　話しを無視されて、むっとするが、先の自分もショックが大きかったから仕様がない。ましてやメルは初心者のミールに負けたのだ。そのショックはどれくらいだろう。仕方なくミールはメルの話に付き合うことにした。

「うん、私は少女だよ、誰が見てもね。メルちゃんもね」

「じゃあ、どこからなの？」

「……何が？」

「ミールちゃんは少女よね。なら、若いんだよね」

「うん、それで？」

「老いたとか若くないっていうのはどこからなのかなぁ。若いっていうのはどこまでなのかなぁ」

　呆然と呟くメル。ミールは首を振る。

「ねぇ、ミールちゃん。どこが若いと若くないの境界線なの？ 30台？ 40台？ それとも肌の年齢？ 髪の薄さ？ 新陳代謝の度合い？」

「そんなの解からないよ。若いの境界線なんかわからないよ。っていうか境界線って言葉はどういうつもりなの？ まさか、まだ論議を続けるつもりなの、メルちゃん？」

「勿論だよ。まだ、メルはミールちゃんを負かしてないもん」

　しれっというメル。ミールはその言葉にむっとしてメルを軽く睨む。負け惜しみにしては随分と潔くないではないか。

「ミールちゃんは「若い」の境界線がわからないんだよね。それってメルも同じ。メルもわからないの。けどね、そんなミールちゃんにもメルにも、私達が若い女の子だってことは解かるんだよね」

「それはそうよ……何が言いたいの」

　なんとなく様子がおかしいことにミールは気付き出した。

「今、メルは比喩を使ったんだよ。何が何に対応しているか……わかる？」

「……」

「若さの境界線がわからないから誰が若いかなんていうことはできない……なんておかしいよね。若さの境界線はわからなくても、ミールちゃんやメルが若いのは明らかだもんね。

　そう考えると、本当に「国際人の境界線がわからない以上、誰それが国際人ということは決め付けられない」のかなぁ」

「……」

　ミールの肩からうっすらと力が抜けていく。

「お姉ちゃん……リディアお姉ちゃんのお母さんは世界各国を巡っていた方なの。色んな国に行って、色んな文化を体験し、自分の文化もまた相手に伝えたてきたのよ。色んな国の霊人達と仲良くなってたみたいで、メル達がここにいるのもお姉ちゃんのお母さんのお陰でもあるの。あとね、お姉ちゃんのお母さんは貴族の方で、異国との政治的な繋がりも大いにあるの。

　お姉ちゃんのお母さんは、明らかに国際的だと思うの。つまり、国際人だよね。ミールちゃんはどう思う？ 辞書の「国際的」と「国際人」の定義は全て満たしていると思うけど」

　ミールはしかし何も答えなかった。メルもまた同様に、それ以上は何も言わずに黙っていた。優に数百秒が流れただろう。やがてミールは口を開いた。

「もし……」

「ん……？」

「もし、ここで私が「お姉ちゃんのお母さんは国際人だと思うよ」って言ったらどうなるの？」

　それは自分が一番良く知っていることだった。

「「国際人の境界線がわからない以上、誰それが国際人ということは決め付けられない」という非思想の命題に対する反例を自分の思想で作っちゃうことになるよね」

「じゃあ、仮に「国際人の境界線がわからない以上、誰それが国際人ということは決め付けられない」が思想だとしたらどうかしらっ！ 思想には是非を問えないんでしょ」

「「国際人の境界線がわからない以上、誰それが国際人ということは決め付けられない」を思想だとしても、「お姉ちゃんのお母さんは国際人だと思う」っていうミールちゃんのもう１つの思想と矛盾するもの。どっちにせよ同じことだよ」

　メルの言葉に項垂れるミール。もう数十秒の沈黙が流れる。

「ねぇ、もしもの話しなんだけど、お姉ちゃんのお母さんを国際人だと思わないって述べれば……私、逃げられるんじゃないかな」

　もはやミールは弱腰だ。しかし、メルはミールの提案を却下した。

「そうだとしても、ダメだよ。「国際人の境界線がわからない以上、誰それが国際人ということは決め付けられない」っていうのは非思想だからね。万人にとってそれが真でなくては断言できない、即ち非思想を主張できないよ。

　国際人を定義するための国際的という言葉がある霊人に適応されるかどうかは、それを判断する霊人次第でしょ。ある霊人にとってはお姉ちゃんのお母さんが国際的かどうかは真だし、またある霊人にとっては偽でしょ。別の言い方をすれば国際的という言葉が適応されるかどうかは恣意的といえるの。

　そして、恣意的なものが土台になっているもの
は非思想で語れないの。万人が真といえないからね。まぁ、語っても良いけど、必ず虚偽になるってこと」

「じゃあ……メルちゃんは私がこの主張をした時から私の負けが解かっていたのね……」

　肩を落とすミール。あれだけ散々心臓をどきどきさせたのが馬鹿みたいに思えてくる。これではまるで躍らされていただけの人形だ。

「ミールちゃんの負けだと解かってたけど、今のメルはあなたの論議力の審判者だから、さっきみたいに安々と論破してたら審判にならないって思ったから。

　あ、ついでに言っておくけど、もしミールちゃんが「お姉ちゃんのお母さんは国際的だと思わない」って嘘を言ったら、それはミールちゃんの負けだったから」

「どういうこと？」

「思想の形式を思い出して。「私は～と思う」が思想の形式でしょう。これに真偽を問わない理由は、お兄ちゃんが散々言ったでしょ。けど、実はそれ以外にも理由があるの。ひょっとして既に聞いたかもしれないけど、「ミールは～と思う」の真偽はミールちゃんが本当に～と思っていれば真で、～と思っていなければ偽よ。例えば、嘘をついていれば偽ね」

「確かに、形式的にはそうなるよねぇ……」

「通常は、他人の心の中なんて読めないから、主張された思想の真偽なんか問えるはずも無いのよ。問おうっていったってまず無理だよ。完全な嘘発見器でもなければ」

「そうね……」

「ところが、セルフィッシュガーデンは論議の為なら、まぁ、なんでもしてくれる場所なの。だから、ミールちゃんが論議で都合の様に思想で嘘をつけば、セルフィッシュガーデンはそれを教えてくれるの。セルフィッシュガーデンの外では起こり得ないことだけどね」

　ミールはあわやの所で自分の４才時の裸絵図をセレンに見られるところだったことを思い出した。

「だから、もしミールちゃんが「お姉ちゃんのお母さんは国際的だと思わない」なんて言ったら……」

「私の、負け？」

「まあね。でも、それは最終手段かな。というのもね、メルは相手が嘘ついたことをセルフィッシュガーデンに教えてもらう事によって相手を負けにするなんてことはしたくないの。セルフィッシュガーデンの外じゃ相手が嘘ついてるかどうかなんて解からないんだから、そんなやり方をあなたにしてもあなたは何も得ることがないもの。ここ以外で使えないやり方で負かしても意味がないしね。

　でもね。もし、ミールちゃんがそんなことしたら……*I…I’m not sure, but I might slap you on the cheek.」

　戸惑うようにメルは言った。

　ミールは一言「ごめんね」といった。実は、それで逃げ切れられそうなら是非ともそうしようと思っていたのだ。

「まぁ、ミールちゃんをひっぱたいたら、後でメルがお兄ちゃんにひっぱたかれちゃうけど、それでもそうしてたと思うの。だってね、ここまでミールちゃんに論議を教えてあげたお兄ちゃんが可哀想だと思うから。そもそも、お兄ちゃんは「論議の思想で正直に語る必要はない」ってメルに言ってるし、メルもそうだと思うんだけど、それを今のあなたにされるのは、メルの大好きなお兄ちゃんに対する酷い冒涜だと思うから」

「だから私を殴るの？」

　コクリとメルは頷いた。論議より、そして自分自身よりもセレンが尊重されるというメルの生き方が良く見えた瞬間だった。

「ずっと気になってたんだけど、メルちゃんってどうしてセレンさんが好きなの？」

　唐突にミールは聞いた。メルはつぶらで潤んだ瞳をミールに向けてくる。メルが自分に似ていると解かっているし、女同士でもあるが、メルのその愛らしい顔を見ているとついついミールは抱きしめたくなってしまう。

「メルちゃんの前で言うのもなんだけど、私、セレンさんのこと好きじゃないみたい。セルフィッシュガーデンの方はそうじゃないみたいだけど、セレンさんって女性に嫌われるタイプよ。なんていうのかな、嫌われるオーラを出しているのよ。生理的に嫌な感じなの」

　だんだんと明言するミールに、メルは苦笑いを浮かべる。

「クミールちゃんも同じこと言ってたよ。まぁ、クミールちゃんのはもっと柔らかな言い方だったけど。それに、お兄ちゃん自身も自分に同じ評価をしてた。「生理的に嫌煙される」って。お兄ちゃんったら、それで女が嫌いになったものだから、女に対する態度が悪くなって、ますます女に嫌われちゃうの。悪循環だよね。

　多分、メルも今のお兄ちゃんと初対面をしてたら好きになってないと思うよ。お姉ちゃんは「私はセレン君を運命的に好きなの」って言ってるけど、メルはお兄ちゃんを運命的に好きだとは思わないの。可愛がってもらって、一番の理解者だから好きになったし、同じ理由で今も好きの進行形なの。……あと、未来形も含むんじゃないかな」

　はにかむメル。その仕草の一々が可愛らしい。このまま大人になったら、さぞかしたくさんの男を魅了するのだろう。だが、セレンが言うには、メルは男嫌いのようだから、それはないのかもしれない。

「そういえば、メルと論議をしたらメルがどうして論議学をやってるかを教えるって約束したよね。メルね、実は論議学なんてどうでも良いんだ。メルはお兄ちゃんと話しを合わせる為に論議学をやってるの。お兄ちゃんはね、頭の良い子が好きみたいなの。お兄ちゃんがいつも話してるような難しい話しを日常会話に組み込めるような女の子が好きなの。でも、お兄ちゃんったら好みがうるさいから、頭が良い事は必要条件みたい」

「ふぅん……。じゃあ、メルちゃんは、セレンさんの為に論議学をやってたんだね」

　それは凄い事だ。好きな相手に話しを合わせるためだけに、こんなに難しい事を勉強する気になどなれない。

「別に、お兄ちゃんの為じゃないよ。好きな霊人の為にそれだけ頑張るなんて、メルにはできない。今まで、そういう女の霊人はパールお姉ちゃんくらいしか見たことないもん」

「パールさんが？」

「パールお姉ちゃんは元々勉強家じゃなかったんだけど、今では凄い勉強家なの。それはね、一生懸命勉強して、大好きなリュウお兄ちゃんの役に立ちたいと思ったからなの。*Amazing, isn’t it? メルにはとてもじゃないけどできない事だよ」

「私、リディアお姉ちゃんもメルちゃんもできてると思うよ」

「そんなことないよ。お姉ちゃんはどうだか知らないけど、メルはどうしても自分の事が先に頭に浮かんじゃうから……」

　落ち込むように言うメル。ミールは大きく息をついた。

「自分のことが優先されるのは当たり前よ。セレンさんはそんな当たり前の事を一々気にしないわよ」

「そうかなぁ？ お兄ちゃんはそういうお兄ちゃんなんだけどなぁ……」

「もっと自分が好きになった相手を信用してあげなさいよ、メルちゃん」

「う～ん……うん、信じる。*I’m not good at trusting, nor yet poor at trusting…」

　面白い言い回しをするメル。照れ隠しの為にわざとおかしな言い回しをしているのだろう。そう思うと、急にミールはメルが可愛く感ぜられた。

「……でも、ミールちゃんの言う通り……信じてみる」

「うん。良い子だね、メルちゃん」と大人ぶってミールはメルの頭を撫でた。

「セレンさんはきっと、こういうひたむきなメルちゃんの事が可愛くて仕方がないと思うよ。セレンさんってメルちゃんには素直だから」

「素直……か……。

　そういえば、昔のお兄ちゃんはもっと素直だったなぁ。今は随分変わっちゃったな……。今のお兄ちゃんは自分を繕うことが多いの。だから、今のお兄ちゃんとメルが初対面をしてたら、きっと好きにはならなかったと思うよ。自分を繕うから、メルに歩み寄るなんてカッコ悪いことしないよ、きっと」

「歩み寄るのがカッコ悪いって、どうしてそう思うの？」

「お兄ちゃんは女の子に話しかけるのが大嫌いなの。女の子に話しかけて、その子に下心があるんじゃないかって万が一でも思われるのが怖いのよ。だから、メルと初対面をしたとしたら、きっとカッコばっかつけて、メルに話しかけたいのに話しかけないままなんだと思うよ。メルは話しかけてほしくて黙って待ってるのにね」

「すっごい天邪鬼ね、セレンさんって」

「だから、昔は違ったの。もっと素直にメルを可愛がってくれてたの。

　ところで、お兄ちゃんが可愛がるもののタイプって知ってる？」

「さぁ、どんなの？」

「「可愛がり甲斐のあるもの」だよ。お兄ちゃんの与えた愛情に答えてくれれば、相手の出来映えや見栄えは気にしないの」

　それはまた都合の良い話しだなとミールは思った。注いだ愛の分だけ見返りを求めるような愛は邪魔なだけだ。だが、普通なら邪魔がるようなそんな愛でもメルは喜んでいるのだから、水を差すのは無粋だと思って止めた。

（４ソルトの幸せ・貧者は幸を安く買うとはよくいったものだわ……）（注：「４ソルトの幸せ」＝慣用句。小さな事物で満足できることは幸せなことであるという意味。贅沢に慣れた者は４ソルトでは幸せになれないが、貧しいものには同じ４ソルトでも幸せに慣れる。「貧者は幸を安く買う」も同義の慣用句）

「お兄ちゃんは変わったの。お姉ちゃんと付き合ってから変わったの……」

　言いながらメルは怪訝な顔をする。そうして「全部お姉ちゃんが悪いのよ」と呟く。ミールはその言い方に背筋が凍るのを感じた。

「お姉ちゃんって、リディアお姉ちゃんのこと？」

「そうだよ、お姉ちゃんが……お姉ちゃんがちゃんとお兄ちゃんに恋させる魅力もないくせに、いつもお兄ちゃんに泣き付いてばっかりだからいけないのよ。泣き付いて引きとめて、お兄ちゃんを解放しないの。それでメルのお兄ちゃんは欲求不満が溜まるの。可哀想なお兄ちゃん……」

　驚いたことに、メルは言いながら、べそをかいていた。小さなはなをすんすんと鳴らし、喉をしゃくりあげて、今にも泣き出しそうなのを我慢している。ミールは何ともいえない複雑な気持ちになった。

「お姉ちゃんはお兄ちゃんに「貴方が私を捨てたら私は死んでしまう」って言うの。それって殆ど脅しだよ。そう思わない、ミールちゃん……？」

　ミールは何とも言えずに黙っていたが、とにかく話題を変えることにした。

「まぁ、そのことはリディアお姉ちゃんとメルちゃんとセレンさんの問題だから。……なんていうのかなぁ、今のメルちゃんはセレンさんに可愛がられてるんだから、リディアお姉ちゃんから無理やり引き剥がそうとすることもないんじゃないかなぁ」

「でも、今のままだとお兄ちゃんが可哀想だもん」

「わからないよ、そんなこと。セレンさん、リディアさんのこと好きだって言ってたよ。……も、勿論、メルちゃんもね。

　むしろ、そうやってメルちゃんがリディアお姉ちゃんを悪く思ってる方がセレンさんには哀しいんじゃないかしら」

　諭すミール。だが、メルはひたすらかぶりを振るだけだ。先ほどリディアとメルが一緒にいた時はこんな様子を見せていなかったから、ミールにはメルのこの態度が不可解でならなかった。

「もぅ、賢女ともあろうお方がそんな態度でどうするんですか、メルちゃん」

「恋愛と論議は別だもん」

「恋愛じゃないでしょ、兄弟愛は」

　さらりと述べるミール。すると、突然メルが、きっとミールを睨んでくるので、思わずびくっとした。何かまずいことでも言ったのだろうか。それとも言い方がいけなかったのだろうか。

「メルね、お姉ちゃんが嫌い」

「……そう」

「でもね、お姉ちゃんが好き」

「……そう」

「けど迷ってないこともあるの」

「……お兄さんが好きだってこと？」

　ミールの声にメルは「うん」と微笑んだ。

「……あぁ、ごめんね。つい、メルの話しになっちゃった」

　ポケットからハンカチを出して目に当てるメル。なんとか涙がこぼれるのは防いだが、目が赤くなってしまった。

「それじゃ約束のクリスタルを渡さなきゃね」

　メルはベットからぴょんと跳ね起きると、バスケットの中からクリスタルを取り出して、ミールに手渡した。

「え、いいの？ また、私、負けちゃったのに」

「お兄ちゃんがメルを賢女に選んだんだよ？ メル達をなめちゃダメだよ、ミールちゃん。相当な奇跡がなければメルは負けないよ」

　メルは少し明るさを取り戻して、生意気に言った。この方がメルらしくて良いなとミールは思った。

「すっごい自信ね」

　ミールは、ぷぅと頬を膨らませた。

「だってお兄ちゃんが「審判する身が負けるなよ、メル」って言ったから。メル、負ける訳にはいかないもん」

（本当に兄思いね、見てるこっちが疲れるほど……）

　ミールはため息をついた。自分にもそれだけ好きになれる相手が欲しいものだ。自分の好きな者が言ったからというだけの理由で、いつもより力が出せるならエーステなど要らなくなるだろう。

　メルからクリスタルを受け取ると、ミールは手提げからミールの書を取り出そうとした。が、何故かミールの書が見当たらない。

「やだ！」

　大声をあげるミール。

「どうしたの？」と振り向くメル。

「ミールの書がないのっ！」

「ええっ！？ うそでしょ！」

「ほんとよ！ ほら！」

　手提げをひっくり返して中身をベッドの上に散乱させるミール。だが、そこから出てきた物は書類にハンカチ、パスケースに、ポシェット。このポシェットは形状と状況から生理用品入れだとすぐにわかる。あとは、財布や何かの券が数枚と、少しのほこり。どれもミールの持ち物ではない。

　はっとするミール。

（まずっ……。これって、メルちゃんの手提げじゃ……）

　今や手提げの中身はメルのプライバシーを引っさげて、全てベッドの上に散乱している。ミールはその場で硬直してしまった。

「ミールちゃん……何やってるの」

「わ……わたし……あの、わたし……」

　頭の中に色々な言い訳が思いついては消える。そうこうしているうちに、ミールの頭は熱くなって何も考えられなくなった。

　気付いた時にはミールは「わ、私の初潮は11才の時だったの！」と口走っていた。その言葉にメルの表情はピタリと凍りついた。同時にミールは自分の馬鹿さ加減を呪った。

（何を口走ってるのよ、私の馬鹿！）

　メルの手提げの中身を見てしまったミールは、とっさに一番見てはいけないものを生理用品だと判断した。ミールの年の女の子にとっては、女友達が誰を好きなのかということと、もう下着を着けているかということと、もう初潮がきたかということに関心がある。特に、最後のは知られたくない女子が多いので、相手にそれが来たかどうかという情報は万金の価値がある。ところが、メルのそれをミールは思いも寄らぬ所で知ってしまったのだ。

　そこで、それを知ったミールの口を咄嗟について出たのが、自分の同種の秘密を相手に明渡すことだった。が、そんな事をいきなり言われても、メルにとって喜ばしい筈がない。ただ、ひたすら引くだけだ。

　一方、メルはミールの思考回路が想像つくとぷっと吹き出して笑った。メルは大してその事を気にしていなかったのに、１人でミールが慌てていたのが滑稽だったからだ。それはもう、顔を真っ赤にしておなかを抱えて笑い出した。ミールは恥ずかしさと馬鹿らしさで、やけになって、つられて大笑いすることにした。ミールとメルは散々笑いあった後、お互いに見つめ合った。

「なんとなく、ミールちゃんとは良いお友達になれそう」

「そうだよね。なにせ、もう、お互いの秘密を知っちゃったんだもんね」

　まだくすくす笑いが取れない。ミールはその顔のまま、ベッドに散らばったメルの持ち物を手提げにしまった。持ち物を片付けると、今度は間違えないように自分の手提げからミールの書を取り出して、クリスタルをはめた。

「うん。これで、12個。

　それにしても、私達ってヘンな女の子よね」

「うん、変わってる。絶対、他にはいないよ、私達みたいな変わり者は！」

　ちょっと誇らしげにミール達は語った。

　手提げから「プロジェクト・ミール」のファイルを取り出すと、ミールはやがて真剣な顔つきに戻っていった。その頃にはメルも真剣な顔になっていて急に部屋が静かになった。

「ミールちゃん、そのファイルを開く前に１つ言っておきたいことがあるの、３賢女のメルとしてね」

「何？」

「それを見ると、確かに、セルフィッシュガーデンの謎・ミールの書の謎・そしてミールちゃん自身の謎について知ることができるよ。けどね、同時にミールちゃんが傷ついたり不幸になったりする可能性もあるの。その覚悟が無いと、そのファイルは開くべきじゃないと思う……よ」

「…………正直言って、ここで見るのを止めたら、何の為にセルフィッシュガーデンで論議学をやったのかがわからないわ。それにセレンさんに宣言しちゃったもの。絶対に謎を解いてみせるって」

「じゃあ、メルは席を外してようか？」

「いや、それより……」

「ミールちゃん？」

「……皆さんを連れてきて」

「え……？」

　ミールはもう一度ゆっくりメルに頼んだ。

「この計画の首謀者のセレンさん、そして、３賢女を連れてきて欲しいの。その４霊人に見守って欲しいの。ダメかな？」

「わかった……」

　すると、メルは「召喚」とだけ書かれたピンク色のシャンテを中空に浮かべた。メルがシャンテに、「お兄ちゃんとお姉ちゃんとクミールちゃんの所に行って」と命令すると、光りの文字は物凄い勢いで部屋のドアをすり抜けて行った。

「シャンテにはそんな使い方もあるのね。本当に便利だわ。でも、「召喚」ってだけで誰が召喚しているのか解かるかしら？」

「シャンテのカラーでわかるよ」

「なるほど」

　メルがシャンテを伝令として放ってから、たったの数分で、まずはリディアが現れた。そして、次にセレンが来て、最後にクミールが来た。特に、クミールに会うのは久しぶりなので、ミールは喜んだ。

「クミールさん、会いたかったです」

　クミールが部屋に入ってきたと同時に、彼女のスカート越しに抱き付くミール。クミールは「あらあら。私もよ、ミールちゃん」と子供をあやすようにいった。

「あ、クミールちゃん」

　リディアが来た時には何となく気まずい雰囲気で沈黙を保っていたメルだったが、セレンとクミールの来訪には素直に歓迎した。

「あ、メルちゃん、久しぶりー。意外と今日は会えなかったねー」

　メルは見た目上、ミールとそんなに変わらないのに、クミールの態度は随分違った。ミールに対しては随分年下の子供をあやすような、年齢差に相応な喋り方であるのに対し、メルに対しては対等な友達同士の喋り方をしている。確か、メルとクミールは友達同士だと言っていた。恐らく、クミールはメルとの友達感覚を崩してしまわないように、敢えて対等なように喋っているのだろう。

「うん。*mel missed kumir-yunk.」

　メルはクミールの手を取ると、ミールから引っぺがすように、クミールをベッドに連れて行った。ミールはやや頬を膨らませながらテーブルの周りに腰掛けた。ベッドにはメルとクミールが座っていて、テーブル周りにはミールが座っている。また、テーブルを挟んだ向かい側にはセレンが膝を立てて座っていて、その横では例によって子猫のリディアがじゃれている。どう考えても夏にそれだけくっついていると熱くて適わないのではないかと思うのだが、セレンはまんざらでもないような表情を浮かべていた。メルの話では、彼はリディアに束縛されているようにも聞こえたが、とても今の様子からはそれは伺えない。

「よぅ、ミール。なんでもお前さんが俺らを呼んだそうだな。で、何の用だい」と、口火はセレンが切った。

「「プロジェクト・ミール」のファイルを開く為のクリスタルが揃いました。でも、正直言って１人でファイルを開くのは怖いんです。だから、大勢に見守られたいんです」

　ミールの書とファイルを机の上に置く。クミールはファイルのデスパニアを覗き込むと、「ひぃ、ふぃ、みぃ」と数えていったが、穴が14でなく12なのを視認するとセレンを見た。

「セレンさん、クリスタルは14個ではないんですか？」

「あ、いえ。そういう訳じゃないんです」

　セレンはクミールに対しては丁寧に喋る。そういえば、セルフィッシュガーデンの住人はクミールを大抵は呼び捨てにするのに、彼やフルミネアやリュウなどの少数だけが彼女に敬称をつける。フルミネアやリュウはクミール以外にも敬称をつけるが、セレンはそうではない。セレンは特別クミールに敬意を払う必要があるようだ。また、それはクミールの方とて例外ではない。彼女もまた、セレンに対しては、やや公的な喋り方をしている。

「じゃあ、他のはどなたのですか？」

「俺と、あと一人です」

　クミールはリディアとメルを見るが、彼女達は首を振る。

「……ほら、あいつは参加させる訳にはいかないんで、預かってるんですよ」

「あぁ……ラルドゥラさんですか」

　すると、一瞬セレンは眉をひそめたが、すぐにとりなした。

「あの、クミールさん……あいつのことは」

「あ……」

　セレンの重苦しい声にクミールはその華奢な身体を振るわせ「ごめんなさい……」と謝った。

「その方って誰ですか、セレンさん？」

　怖いもの知らずを気取ってミールは問う。どうせ、セレンはリディアが怖いから、彼女がいる限りは、ちょっとやそっとのことじゃミールを怒らないだろうと思った。

「……エメラルドの事はお前の知ったことじゃねぇよ」

　低い声でセレンは唸ると、ファイルをバンとテーブルに叩き付けた。その勢いにミールは怖くなって、全身が震えあがった。見ると、メルも、そしてリディアさえも怯えた顔をして、セレンを怒らせたミールを難色めいた顔で見てくる。クミールもやはり怯えた顔をしているが、胸を押さえながらセレンの横顔を睨んでいる。

「お前が会うのはな、ミール。クミールさんの屋敷で14人。こちらでは……13だ。お前とのお遊びなんかにあいつが付き合う訳にゃいかねぇってこったよ。

　だけど、安心するんだな。あいつが出てこない限り、プロジェクト・ミールには大した問題がないってことだからな」

「……私とのお遊び……？ 論議学はお遊びなの？」

「もう俺に聞くなよ。答えはお前さんの目の前にあるだろ」

　リディアの腕を引き寄せて、セレンは強引に彼女を抱き寄せる。リディアはまだ少し怯えた顔をしているが、従順に抱かれている。不思議なもので、怯えさせたのが彼ならば、それを拭っているのも彼のようだ。

「あと問題なのは、お前さんにその封印を解く勇気があるかどうかってことだ」

「……あるわ。あなたに宣言した通りよ。私はセルフィッシュガーデンの謎、ミールの書の謎、そして私自身の謎を解くのよ」

　ミールの書をファイルにかざすと12本の光りの柱が現れた。

「12使徒、到来……か」

　光の中で、セレンの言葉が聞こえた。

ⅩⅣ

　色とりどりの光りの柱がプロジェクト・ミールのデスパニアに突き刺さる。12本の柱はやがてその光りを失い、消えていった。

　こうしてこれはもはやただのファイルとなった。ミールはゆっくりとファイルを開いた。一番始めにミールの目に飛び込んできたのは「1998年６月25日（木）」という日付であった。

“＜プロジェクト・ミール＞

　原題：Asylin～ at Sefish-garden

　現題：ミールの書

　始動：1998年６月25日（木）

　原案：セレン・ラ・ルシーラ

　構想：同上

　作成：同上

　舞台：架空現実

　機材：架空現実・思考生成プログラムの為の機材

　機器監督：リュウ・ラ・ハルマ

　機器提供：同上

　協力：アルシェ・ソーン

　具体的な内容は次ページ→”

「なに……これ……」

　セレンやリュウといった知った名前はあるものの、その他は皆目検討がつかない。thursdayは人間界の曜日の事だからわかるし、年号もイムル暦ではないから、人間界のものだろう。だが、何故、人間界の日付が用いられているのかは謎だ。第一、架空現実だの思考生成だのとは一体どういう意味なのだろうか。

　ミールは紙を捲った。

“＜ミールの書について＞

　目的：論議学の教科書

　体裁：物語調で主人公が論議を学ぶので、ミールの書の読者は論議学という難解な分野

　　　　を平易に理解する事ができる。

　学習範囲：論議学に必要な最小限の論理学の知識と論議学の知識。論理学はクラス論理

　　　　　　やベン図などは避ける。記号論は扱うが、∀や∃は等の量化子は避ける。

　　　　　　様相論理学なども殆ど手をつけない。

　　　　　　論議学は、行動と最低限の手法を教える。論議的態度を身につけさせるため

　　　　　　に理由論・比喩論などを教える。但し、論議学的手段についてはまとまって

　　　　　　教えず、住人各自の裁量にまかせる。

　住人：セルフィッシュガーデンの住人は予めプロジェクト・ミールについて知っている

　　　　者といない者にわけさせてもらった。知っている者の中でも特に３霊人の賢女を

　　　　選定し、物語のレギュラーメンバーとして働いてもらう。

　賢女：クミール・リディア・メルの順でミールに会ってもらう。クミールは献身的に

　　　　論理を教え、リディアはミールと一緒になって考えるように論理・論議学を教え、

　　　　メルは主にミールの道案内を担当してもらう。

　　　　メルは最終的にミールの論議の相手となってもらう。賢女の主役はメルである。

　主人公：ミール

　　　　　ミールについては後述”

「……ミールの書は……論議学の教科書……？」

　セレンを見る。彼は何も言わずにゆっくりと頷き返してきた。

「物語調で主人公が論議を学ぶ……。主人公は私……。やっぱりセルフィッシュガーデンに私が来たのは仕組まれた事だったのね」

「ミール、正確に言うと、それは少しニュアンスが違う」

「どういうこと？」

「……まぁ、続きを読めば解かる」

　ミールはまた紙を捲った。機械で打ち出された正書体のアルカをずっと見ていると変わり栄えのない機械的な冷たさを持ったその字体が気味悪く思えてくる。

“＜ミールの書の世界＞

　舞台：架空現実。アルバザードをそのまま取りこんだ空間。可動エリア範囲は現在では

　　　　アルバザード全域からムィストゥまで。描画は登場人物の位置エリアの描画のみ

　　　　を行う。音声処理も然り。更新Verでは舞台は霊界全てを網羅する予定。

　　　　また、物語の大半はセルフィッシュガーデンで進行する。

　　　　尚、日付は固定で2000年７月19日とする。

　セルフィッシュガーデン：論理・論議学をミールが行う場所。学習の手助けとなる

　　　　　　　　　　　　　シャンテや無疲労状態などの処理が備わっている。

　　　　　　　　　　　　　ミールにセルフィッシュガーデンだけは日常生活と違った

　　　　　　　　　　　　　空間だと認識させる必要がある”

「……私にセルフィッシュガーデンをセルフィッシュガーデンの外とは違う空間だと認識させる必要がある……ですって？ どういう意味？ それに架空世界って一体……」

　ミールはだんだんと寒気がしてきた。

「架空空間ってまさか、今、私がいるこの世界が作られた世界だなんていうんじゃないですよね……」

　次のページに進む。

“＜ミールの書の登場人物＞

　登場人物：ミール以外は本人の思考を実際に取り入れて作った高度な人格。

　　　　　　ミールは思考生成から作り出した人格で、賢女がモデルとなっている

　　　　　　思考生成についてはFile No,719を参照”

　そのページはそれだけだった。どんどんページを捲っていくミール。

“＜主人公ミール＞

　思考生成プログラムによって作られた人格。３賢女が主なモデルになっているが、参考にした比率はおおよそクミール：リディア：メル＝１：２：７である。ミールは12才の少女。７月19日が誕生日。尚、この点はリディアが参考。

　ミールの主なキャラクター設定：

　　クミール参考：名前。赤の他人に対する喋り方。紅茶好きな点。大人びた態度の時の

　立ち居振る舞い。男性観。女性観。貞操観念。微笑み方。

　すぐに赤くなる点。緊張しやすい点。

　　リディア参考：瞳の色。髪の色。肌の質。唇の色。慣れ親しんだ時の喋り方。

　　　　　　　　　桃が好きな点。首を傾げる仕草。頷く仕草。他力本願。

　　　　　　　　　怖がりなくせに怖いものに突っ込んで行く所。誕生日。

　　　　　　　　　慣れた相手に調子に乗る所。寂しがり屋。甘えん坊。

　　　　　　　　　真面目に勉強する点。他人と打ち解けるのが早い。

　　　　　　　　　拗ねた時に頬を膨らます癖。空想家。情緒不安定。

　　　　　　　　　集中がかなり持続する。記憶力が抜群に良い。

　　　　　　　　　はにかみ方。困った顔。苦笑いの表情。無病。

　　　　　　　　　スカートのすそを掴む癖。内臓の丈夫さ。虫歯がない点。

　　メル参考　　：顔。体格。声。肌の色。持ち物の趣味。服の趣味。独創的発想。

　　　　　　　　　恐るべき理解力。あまり泣かない点。物欲が少ない点。

　　　　　　　　　適格な質問を多発する点。年長者と仲良くなれる点。

　　　　　　　　　性根が優しく、意外に人助けをする点。曲の趣味。運動神経の悪さ。

　　　　　　　　　手の不器用さ。被害妄想。短気。集中力が凄く強い。

　　　　　　　　　男は馬鹿だと思っている点。好き嫌いが明確にわかれている点。

　　　　　　　　　笑い方。筋力の貧弱さ。身体・息・髪の匂い。



　初潮の年齢。弱いくせに暴力をふるう点。

　　その他参考　：髪型＝ミルフ（ミク）。笑ってごまかす点＝リュウ。

　　　　　　　　　やたらと物の匂いを嗅ぐ点＝セレン”

「…………」

　ミールは黙ったまま何度もページを見返していた。「ミール」の設定の内容は随分と思い付くままに列挙された感がある。恐らくこのファイルの製作者たるセレンが思い付いたままに書いていったのだろう。

　だが、そんな小さな事はどうでも良かった。

　ばさっとファイルがミールの手から落ちる。リディアもメルもクミールもミールの顔を見れずに俯いてしまう。メルとクミールは互いに抱き合い、リディアはセレンの懐に抱き付いている。セレンだけがミールに相対していた。

「……セレン……さん」

　かすれた声のミール。折角メルの声を貰ったのにこんな使い方をしたのでは本人に悪い……と、いつものミールなら思っていたかもしれない。

「これ……どういう意味ですか」

「見ての通り、お前の設定資料だ」

「設定？ 私の設定ってどういう意味ですか？ あぁ、わかったわ。あなた、私の……私の私生活を盗み見て、そこから私の性格をみて、それでそのデータをこの紙に書いたんでしょう？ そして私がどんな物に興味を持つかを分析して、セルフィッシュガーデンの小道具を作り上げたんでしょう。そういう意味の設定ですよね……」

「そう思いたいなら思っても良い。が、真実は違う。そんなこと、もうわかってるんだろ、ミール」

「わ……わかりません。解かりたくもないです。ねぇ、セレンさんだったら、信じられますか？ 自分が作られた人格だなんてことを」

　セレンは答えない。だが、セルフィッシュガーデンで起こった現実では有り得ない事の数々は、ここが架空現実だというなら納得いくことだ。

　ミールは唇をかんだ。

「セレンさん、そうなんですか？ 私は作られたんですか？」

「……」

「答えてよ。ねぇ！ 私……私は作られた人格だっていうんですか」

　ミールは立ちあがるとセレンに向かって怒鳴り付けた。

「私は存在しないの？ 答えてよ、セレンさん。あなたが私を作ったの？ それじゃ、この私は一体誰よ。この私の自我は一体なんなのよ。この私の存在はなんなのよ！」

「だから、書いてあるだろ……。お前はクミールさんとリディアとメルをモチーフに作られた物語の主人公だ」

　ミールは「くっ！」とうめくと、机の上のバスケットに手を突っ込み、丈夫な瓶に入った薔薇のポプリを掴んでセレンに投げ付けた。が、ポプリはセレンの額に当たる直前で制止して床に落ちて、ころんと転がる。

「……」

「……」

　セレンもミールも口を利かない。メル達も黙っている。

「私は……私はあなたのおもちゃだったっていうことなのね。私の人生は作られたものだったのね。だから、去年の誕生日の記憶もなんとなくしか思い出せないのね」

「なんとなくなのはデータ処理の関係だ。今の技術じゃ人間と同じように記憶させるのは難しいらしいから、ただ誕生日会を去年やったという程度の情報しか記憶できないんだそうだ」

　すまなそうに告げるセレン。

「私……私はプログラムだったのね。霊人じゃなかったのね……」

「信じたみたいだな」

「信じたくないけど、信じざるを得ないわ。というか、信じた方が不思議と納得はいくもの。ここの屋敷に来てから知った不思議で有り得ないようなことが有り得るとしたら、ここが現実でないと考える方が納得がいくからよ。シャンテも有り得ない事だし、ここでは痛みを感じないだの飢えないだのも有り得ない事だわ。でも、現にここに来てから私は眠気も取れたし、飢えないし、指の怪我だって痛みを感じない。だからよ。だから、これがプログラムだって信じれるのよ」

「なるほどな」

「それに、そんな事、今の私にはどうだって言い事だわ。むしろ、私は一体何者なの？ どんなプログラムなのよ」

「リュウがいうには思考する人格らしい」

「なんにせよ、霊人じゃないんでしょう？ セレンさんやここにいるみんなもプログラムだけど、あなた達にはオリジナルがあって現実からこのプログラムに参加しているだけなんでしょう？」

「まぁな。お前は賢女をモデルに作られたからな」

「そう……私にはオリジナルなんてないわ。だって、私は作り物なんだから……」

　ミールはショックがあまりに大き過ぎて、もう考えるのもだんだん億劫になってきた。

「この世界もどうせ作り物なんでしょう。で、私はそこの住人。そしてあなたの台本通り、セルフィッシュガーデンに迷いこんだ……」

　大きく息をつく。

「論議学のためにミールの書があって、ミールの書の為にセルフィッシュガーデンがあって、セルフィッシュガーデンの為に……私があるのね」

　リュウの部屋の前で感じた悪寒はこうして現実のものとなった。

「でも、ミールの書はこれでもうおしまいなんでしょ？ じゃあ、私の役目も終わりだから、私の命ももう終わりなのね」

　寂しげにミールは呟いた。リディアがそれを聞いて泣き出してしまった。リディアは泣きじゃくりながら「怖くないの、ミールちゃん。死んじゃうんだよ」と聞いてきた。

「さぁ、怖いかどうかなんて感情もセレンさんは私に作っておいてくれたのかしら。少なくとも今は何も感じられないわ。ううん、もともと私が機械のプログラムだったのなら、感情がなくても当然ね。私は霊人じゃないから死ぬ苦しみを知らずに済むわ。プログラムは消去されるだけだから、消去されたって痛くないでしょ」

　ミールの答えにさらにリディアは泣き出してしまった。ひょっとしたら、リディア達はこの計画についてここまで詳しく知らなかったのではないか。

「ねぇ、セレン君、どうにかしてあげられないの……」

　リディアはセレンの腕を揺さぶるが、セレンは何も言わなかった。

「ねぇ、セレンさん。消されちゃうのはしょうがないけど……できれば、痛くしないで下さいね。一応念を押しときます。

　あぁ、その前にエケトネ君やエンナちゃんやみんなにお別れしておきたいんだけど。セルフィッシュガーデンとは無縁の友達だしね」

　上目遣いでミールはセレンに頼んだ。

「その必要はない。それに、彼らはクミールさんの屋敷の住人だ」

「どういうこと？」

「彼らは自分がその屋敷の住人だって知らないけどな。彼らには仮想世界では自宅も提供したしな」

「そうだったの……。それでも私の記憶にはあの２人は幼なじみだって記録されてるから、会いたいのよ。私が消去される前に」

　コクリと頷くセレン。その瞬間、ミールは自分の存在が消されてしまうと本気で実感した。すると、急に、言い知れぬ恐怖が身体の奥底から沸きあがってきた。例え痛みはなくとも、自己の存在がなくなる恐怖には耐え難いものがある。

「いや……」ミールはとっさに立ち上がった。が、足が急に震え出して、立っている事さえできず、再びその場に座りこんでしまう。

「ミール？」

「やっぱり、いや。いやなの。……死にたくない」

「ミールちゃん……」リディアが泣きはらした顔で見てくる。そのリディアの腕をミールは引っ張って胸に抱いた。

「たすけて、お姉ちゃん。ミール、死にたくないよ。ねぇ、たすけて」

　声が震えて、歯の根も合わない。ミールはセレンを見ると、蒼白になって懇願する。

「やっぱり、いやなの。お願い、セレンさん」

　涙が出てくる。心臓が冷え切ったように冷たい。

「お願い……殺さないで。私、まだ死にたくない。怖いの、死ぬのは怖いのっ！」

　懇願するミールにセレンは困った顔をする。セレンがミールに触れようとするが、ミールはリディアに抱き付いて少しも動かない。

「おい、ミール。そんな事する必要はもうないんだぞ」

「やだ、やだ！ 私が悪い子だったら謝るから！ ほら、それに、私だってセルフィッシュガーデンの役に立ったでしょ。ちゃんと真面目に勉強したし……。

　それに、私、まだ小さい女の子だもん。こ、殺さなくたって、何も問題ないでしょ！？ 小さな子供１人くらい生かしておいても良いじゃない……ですかぁ」

　震えが収まらない。とにかく今はリディアに抱き付くだけだ。リディアなら自分をセレンに渡さないし、守ってくれるだろう。

「参ったな……」セレンは頭を掻く。「何だか大変な事になっちまったな……」

　ミールを見るセレン。もはやミールはリディアの胸の中で「いや、いや」と繰り返して泣いているだけだ。

「ミール、これから良い子にするからっ！ もう、わがまま言わないわ。大人しく女の子らしくするから！ 怒ったりもしない。贅沢言わないし、おいしいもの食べれなくても良い。困ってる人がいたら助けてあげる。先生の言う事だってちゃんと聞くから！

　だから、だから、お願い。私を殺さないでっ！」

　ミール号泣。リディアはもとよりミールを話す気はないし、メルでさえ「ミールちゃんに触らないで！」とセレンを怒鳴りつける。クミールに至っては、無言の圧力でセレンを睨みつけている。セレンはため息をついた。彼女達は少しの余剰もなく、ミールの側についているようだ。何を言っても聞く耳を持ってくれそうにない。

　セレンはお手上げとばかりに肩を竦めた。

　その時、不意に後ろから「ですから、先程からセレンが言っている様に、ミール嬢が心配される必要はありませんよ」と声がした。男の声だが明らかにセレンのものではない。ハッとして、皆が振りかえった。

「おぉ、リュウじゃねぇか」

　セレンの声にミールも振り向く。

「リュウ……さん……」

　白衣に身を包んだリュウはいつのまにか部屋の中へ来ていた。しかし、ミールはもう驚かなかった。ここが仮想世界ならそれぐらいのことは可能だろう。今、思えば、この家に来た時、セレンがちょっと目を離した一瞬の間に消えてしまったのもここが仮想世界だからできた事なのだろう。第一、生死を問題にしている自分にとって、今更そんな事はどうでも良かった。

「また会いましたね、ミール嬢。それにしても、いけませんねぇ」

「え……？」

「12才なんて年若い方が、命が尽きるのどうのという話をするのはいけませんよ。物騒です」

　リュウはにこりとしてミールに歩み寄ると、その手を取ってキスをする。手はミールの身体から出た涙や涎や鼻水などの体液で汚れていたが、リュウは気付かない振りをした。彼は来客のクミールにも敬意を表すると、クミールは微笑で返礼をした。

「ミール嬢、実は、あなたを作ったのはこの私なんですよ。あなたは、地下のポットから生まれたんです。架空世界もあなたも私が作りました。セレンに言われてね。だから、セレンだけにあなたの生殺与奪の権利があるわけではないのです」

　ミールは黙ってリュウの台詞に耳を傾けていた。自分があの地下のポットから出てきたとは意外だった。だが、そういう話しなら、あの地下で感じた不思議な雰囲気と悪寒には納得がいく。

「経済面から言うと、あなたの住むこの世界を維持するには、膨大な金額がかかってしまうんです。ですから、私は当初、ミールの書が完成したらあなたを消去するつもりでした」

　その言葉にビクっとミールは肩を震わせる。この男も自分を殺す気だったのだ。飽くまで過去形を使ってはいるものの、いつ、また気が変わるか解からない。

「でもね、ミール嬢。実は、セレンがそれを拒んだんです」

「……セレンさん……が？」

　嗚咽を堪えながら喋るミール。

「ファイルには続きがある筈です。御覧なさいな」

　テーブルに落としたファイルにもう一度触れる。ミールの設定の先を捲ると、そこにはまだ目を通していないページがあった。

“＜ミールの書の事後処理について＞”

　それは男の汚い字で書かれたものだった。恐らく、セレンの字であろう。

“もう１つの目的：ミールの書は論議学の教科書という目的だけでなく、もう１つ

　　　　　　　　　俺の勝手な目的がある。それは俺の最愛の妹に捧げる物だ。

　　　　　　　　　俺は妹にミールという友達を作ってあげたいんだ。

　　　　　　　　　ミールとメルが互いを気に入って友達同士になってくれる事を

　　　　　　　　　俺は願っている。

　　　　　　　　　この物語はメルが関心を寄せる話が多く出てくることになるだろうな。

　　　　　　　　　この本は彼女への贈り物でもあるのだから。

　事後処理　　　：もしこのプロジェクトを実行して、ミールがメルの良き友となって

　　　　　　　　　くれれば、俺はプロジェクトを永遠に続けさせようと思う。”

　ミールはそのページを音読した。セレンは居心地が悪そうな顔をする。音読が終わるとメルがベッドから降りてファイルを覗きこんだ。ファイルの文面に目を通すメル。読み終わると彼女はセレンをみつめた。

「これ、本当なの、お兄ちゃん？ ……じゃあ、お兄ちゃんはメルの為に？」

　居心地が悪そうに頷くセレン。相当恥かしいようだ。顔は真っ赤で、身体には汗がじわじわと浮かんでくる。

　メルはとことこと歩いていくとセレンにきゅっと抱き付いて離れた。

「♪」とメルは良く解からない微笑みを見せた。その真意はその場の誰にもわからなかった。

「メルちゃん、嬉しくないの？」とクミールが問う。

「ん～？」

　メルはにこにこしたまま何も言わずにいた。彼女がセレンの贈り物を喜んだのかどうかはこうして謎のままとなった。

「とにかく、ミールちゃんが無事なのは嬉しいよ」

「どうです、ミール嬢？ これであなたの命について考える必要はなくなったでしょう？」

　リュウの言葉にミールは何度も力強く頷いた。

　何はともあれこれで自分が死ぬ事はなくなった。ミールはほっと胸をなでおろした。全身が一気に脱力する。だが、安堵が訪れたともに憤りが沸きおこってくる。死なずにすんだのは助かったが、いずれにせよ自分がプログラムだという事実に変わりはない。その上、メル達の前であんな醜態をさらしてしまった。穴があったら入りたいくらいだ。それもこれも、全て説明の下手なセレンのせいだ。もっと早くこの事を教えてくれていれば、こんな恥を掻かずに済んだのに！

　それにしても、このように恐怖や安堵や憤りを感じる自分がプログラムだというのが不思議で仕様がなかった。死の恐怖が去ったと共に、ミールの頭に考える力が戻る。

　自分の感覚はあまりに研ぎ澄まされているから、霊人そのものだと思えてならない。どうしてこんなにちゃんと思考できる自分がプログラムなのだろうか？ 

（……そんなの簡単だわ。私は思考する人格なんだもの、思考できるに決まってるわ）

　何故かミールはあんな事があった直後にもかかわらず、冷静に状況を判断していた。

「はぁ……」

　大きく、そして長くミールはため息をついた。何はともあれ……。

　――何はともあれ、生きてて良かった。

　紆余曲折はあったものの、これで全ての謎は解けた訳だ。メルの言う通り、確かに自分はセルフィッシュガーデンに来て、真実を知ったせいで、傷ついてしまった。だが、セルフィッシュガーデンひいてはプロジェクト・ミールがなければ自分は存在すらしなかったのだ。その点はセレン達に感謝している。

　ただ、どうせなら……。

「どうせなら……」

　ミールはポツリと呟いた。呟いたあとで不意にあることを思い付いた。

「ねぇ、セレンさん！」

「どうした、急に大きな声で」

「私がプログラムなら、私の中をいじるのは簡単よね？」

「さぁ……俺にはわからねぇ。なぁ、リュウ、どうなんだ？」

「ええ、簡単ですよ。あなたの体格、性格、なんでも自由に変えられます」

「おい、ミール。お前、「私を傷つけたお詫びに、胸を成長させなさい」とか言うんじゃねぇだろうな」笑うセレン。「悪いが、お前の胸はメルとかリディアとかのを参考にしてるんだから、いくら頑張っても……」

　台詞の途中で急にセレンは口をつぐんだ。しかし、リディアが「いくら頑張っても……なぁに？」と追求する。その瞳は笑っていない。

　一方、メルは呆れ半分、おもしろ半分といった感じの表情をしていて、リディアの胸を見ている。リディアの胸はメルより少し膨らんでいるくらいだから、正直言って大きくはない。本人はその事を凄く気にしているようだが、セレンの今の口調からすると、セレンはその事を気にしていないようである。

　また、クミールは軽蔑したようにセレンを見ていて、リュウは含み笑いをしていた。

（いけいけ、お姉ちゃん！ セレンさんなんか殴っちゃえ！）

　心の中で檄を飛ばしたが、結局、何も言わないセレンに飽きたのか、リディアはミールに目を戻した。メルは始終リディアの胸を見つめていた。クミールだけが、未だにセレンを警戒するような目で見ていた。

　ミールは気を取りなおして咳払いを１つすると、「じゃあ、じゃあ……私と取引をしてくれませんか！？」と大声でセレンに直談判した。セレンは手を小さく広げて「さぁな。内容次第だが」と言った。

「セレンさん、前に「俺の我侭に付き合ってもらうかもしれない」みたいなこと言ってましたよね。それって、セレンさんの我侭に付き合ったらクリスタルをくれるってことですよね。

　更に、あと、セルフィッシュガーデンにはまだもう１つクリスタルがあるんですよね。あなたのとそれを合わせると残り２つ。それでちゃんと14個、デスパニアが完成します」

「ああ、あれはな、14個中14個じゃ集めなきゃいけないんじゃ敷居が高いだろ。だから12個におまけしといたんだ。もし、お前さんがどこかでクリスタルを取り損ねても余裕があるようにな。そうすりゃ、お前さんは２個は取り損ねても問題ないからな」

「その残りの２個をこれから集めます。あなただって我侭っていうのに付き合って欲しいんでしょう？」

　ミールの正々堂々とした言い方にセレンはたじろいで、肯定の頷きばかりを返してくる。

「そして、デスパニアが完成したら、１つ、私のお願いを聞いて欲しいんです」

「いいけど……どんな願いなんだ？」

「それは……まだ秘密です」

　セレンは顔をしかめて腕を組んだ。リディアとメルは乞うようにセレンをみつめてくる。彼女達はどうやらミールの側らしい。セレンは結局、彼女達の瞳に負けてミールの条件を飲むことにした。

「でも、いくら俺達でも、できないことはあるぞ。「私を現実世界の霊人にしてください」とかは、いくらなんでもできないからな」

「そんなことわかってます。私の願いはそうじゃないんです」

「もし、お前さんの願い事がかなえられないものだったとしても、後々俺達は何もしてやれないぞ。その覚悟があるのか？」

　ミールは「はい」と答えた。そして言った。

「お願いします」

　ⅩⅤ

　亜麻色のミールの髪を撫ぜながらセレンは「ついてきな」といって立ちあがった。

「え……。どこか行くんですか？」

「どこって……クリスタルが欲しいんだろ？」

　次に、セレンはクミールを向いた。

「クミールさん、このまま黙って済ませるなら済まそうと思ってたんですが……。実は、少し言いにくいことがあるんです」

「はぁ」とクミールもセレンを見る。

「本当はミールがクリスタルを取り損ねなかったら黙っていようと思ってたんですが、あいつの分のクリスタルはあなたの部屋に使わせてもらいました」

「はい？」

　わからない顔をするクミール。セレンは困った顔をする。

「俺があいつから預かった分のクリスタルの事です。つまり、あなたの屋敷のあなたの部屋も弄ってしまいました……ということです。プロジェクトが始まってからいままでご自分の部屋に帰らなかったでしょう。ミールが14個目のクリスタルを必要とせず、ウチの連中からクリスタルを獲得できれば、あなたには黙ったまま、あなたの部屋を元通りにしようと思ってたんです」

「え、ちょっと待ってください、セレンさん」

　クミールはすっとベットから立ちあがって、セレンに詰め寄る。

「つまり、あなたは私の部屋に勝手に入った上、汚して回したってことですか。許可もなしに？」

　飽くまで、クミールの物腰はそれでも冷静だったが、実際には相当怒っているようだ。

「あ～、いや……まぁ。で、でも、下手人は俺じゃないですよ。あの～、メルです、メル」

　セレンは咄嗟にメルのせいにする。メルは「実はそうなの。ごめんね」とフォローするように言った。リュウも咄嗟に「あぁ、その企画は私も容認していましたから、私にも責任があります」とフォローした。

　が、それらのフォローも虚しく、次の瞬間にはセレンの頬をクミールの平手がとらえていた。パシンと乾いた音がした。

「あぁ、やっぱり……」と小声でリディアが呟いた。

　クミールは何か言いたげな顔をしていたが、ただ肩で息をしていただけであった。ミールはクミールが他人に手を上げるなんて思わなかったからそれは驚いた。セレンは仏頂面をしていたが、少しすると苦笑しだした。

「リディアの言った通りっスね。やっぱ、食らいましたか」

　見ると、メルは素知らぬ顔で、くまのぬいぐるみとじゃれている。クミールがセレンを打ったのは初めてのことではないらしく、メルやリディア、そしてセレンすらも慣れがあるらしい。

「クミールさん、あんまり怒らないで」

　見かねたミールがフォローする。

「プロジェクトっていうのを知らなかった方達もいたんですよね。だったらその方達もプライベートを公開されたんでしょう？ でも、クミールさんはその事をある程度、知ってた。なのに、自分の部屋が荒された時だけ怒るっていうのは公平じゃないですよ」

「いや、クミールさんには理由があるんだよ、ミール。プロジェクトを知らなかった奴らの部屋は本人のプライバシーを著しく侵害するようなものが置かれないんだ。お前さんが見た部屋って、やたらと簡素な部屋がなかったか？」

　そう言われればそうだ。人が住むにしては個人的な物が少な過ぎる部屋がセルフィッシュガーデンには多かった。

「でも、クミールさんの部屋はそうじゃないんだ。仮想現実を作る時に、プライバシーにひどく触れるものはデータとして取りこまなかったが、彼女のは黙って取りこんじまったからプライバシーが丸出しなんだ、わかるか？」

「なんとなくね。それじゃ、あなた、ひっぱたかれて当然だわ。私だったら、思いっきり脛蹴りよ。でも、リディアお姉ちゃんじゃなくて良かったね。セレンさん、ぼっこぼこよ」

　腕を組むミール。セレンは苦笑する。リディアは心外そうに「私、それくらいじゃ怒らないよぉ」と釈明している。

「で、セレンさん。一体、私の部屋をどう弄ったんですか？」

　怒りがそろそろ収まったのだろう。クミールはもう一度ベッドに座った。

「やり方はメルに任せました」

　一斉に皆がメルを見る。メルはくまのぬいぐるみをきゅっと抱きしめる。

「んとね、弄ったっていうか、暗くしたの」

「何を？」

「お部屋を。お部屋を暗くしたの」

「暗くって。具体的に何をしたのメルちゃん」

「窓を閉め切って、お部屋を真っ暗にしたの。それで、ランプを使えないようにデスパの紙を張っておいたの」（注：デスパ＝封印）

「どうやってデスパを解くように設定したの？」

「ランプの火を灯してからね、クミールちゃんの部屋を……。ねぇ、実際に行った方が早いよ」

　メルはぴょこんとベッドから下りた。「いこっ、みんな」と促すと、全員がそろそろと立つ。

「セレン、私は研究がありますので、そろそろ退散しますよ」

　リュウは一足先に部屋を去ろうとする。

「ああ。……あ、そうだ。リュウ、あれやったの、お前だろ。ほら、ファーヴァの部屋の問題変えたの」

「さぁ、私には何のことだか。あなたがリディアとファーヴァの事を気にしてたみたいですから、そっちの話しのほうが面白いかなと思っただけですよ」

　セレンをからかうように笑うリュウ。

「やっぱ、てめぇじゃねーか！」

　バッとセレンはリュウに飛び付くと、右腕で彼の頭を抱え込んで、その頭を拳でぐりぐりした。

「いたたっ！ 痛いですよ、セレン」

「なめんな、な～めんな！ 人の企画を勝手に変えんな、オラッ」

　ひとしきりリュウにじゃれつくと、セレンは彼を解放した。その後リュウは、ややふらふらしながらメルの部屋を去って行った。

　続いてミール達もメルの部屋を出て、屋上への階段まで歩いていった。

「それにしても、リュウさん可哀想」

　階段を上りながら、ミールはセレンを恨めしそうに見る。

「男の挨拶なんてあんなもんだ。俺の大学の奴なんかな、俺の名前呼びながら、後ろから飛び蹴りで「おはよー！」だからな」

「野蛮……。これだから男ってのは……。リュウさんはそういうのが似合う男性じゃないんです。か弱い男性でしょう」

「なんだ、ミール。お前さん、あいつのこと好きになったのか」

　クミールがふっとミールを見てくる。先程から何となく勘付いていたが、どうも彼女はリュウに気があるようだ。彼の話題になると少し積極的になる。だが、彼女にはラヴァがいるはずだ。ミールは複雑な気持ちになった。

「ちが……違いますよ。私はどちらかって言うと……。な、何よ、あなたが私を作ったんだから、誰を気に入るかぐらい知ってるんでしょう！」

「わからねぇよ。大まかな性格しか決めてねぇから。お前さんが誰を気に入るかなんてわからねぇよ。あ、それと、リュウだけどな。あいつは、ちっとも、か弱くなんかねぇぞ」

　セレンの言葉にリディアとメルは大きく何度も頷いた。

「あいつは弱そうに見えるけど、ほんとは無茶苦茶強ぇんだよ。それに、頭も滅法良い。性格も誠実で優しい。見た目も綺麗だ。内外を問わず、あいつに惚れてるか惚れてた奴は多い。パールは勿論の事、クミールさんとかフルミネアとかにも好かれてる。ただ、根性は曲ってるがな」

「ちょ……セレンさん！」とクミール。顔はやや赤い。

「別に良いでしょ、クミールさん。本当の事なんですし。それにそれくらいじゃラヴァ君は妬きませんって。あ、ほら、確かリディアも好きだって言ってたよな？」

「うん。ちょっと怖いけど、私、リュウ君のこと好きだよ。カッコ良いんだもん」

　笑顔で答えるリディア。ミールは何も言わず、セレンとリディアを交互に見た。

　一行は階段を上り終えると、屋上へ出た。相当の時間が経ったはずなのに、空は依然として青い。尤も、これが作られた現実なら、そのくらいの事は簡単なのだろうが。

「ねぇ、セレンさん。そういえば、リュウさんが強いっていうのはどれくらいなんですか？ リディアお姉ちゃんよりも？」

「ねぇ、ミールちゃん。私のこと何だと思ってるの……？ 

　あのねぇ、私じゃリュウ君にかなう訳ないでしょ。私、去年の７月の事は忘れないよ。私がまだ14才の時で、誕生日の少し前の事よ。私、オヴィ君と喧嘩したの。要するに、殴り合い。私は無傷だったんだけど、リュウ君が私達に後から罰を与えたのね」

「夕飯抜き、とか？」

「ううん」遠くを見るリディア。

「殴られまくったの、私もオヴィ君も。怒ると怖いんだよぉ、リュウ君って。私ね、その時、「もうしません」って泣いて謝ったのに、それでも殴られつづけたの。あの人ね、怒る時も涼しい顔してるのよ。もう悪魔みたい。

　私ね、苦しくて倒れ込んじゃったの。そしたら今度は蹴られたの。何度もね。ほんと、死んじゃうかと思ったよ。おかげで、それから暫く動けなかったし、何日間も動く度に背中とか痛くてね。流石にセレン君もそれを聞いて怒ってくれたんだけど……。ねー」

　話の内容は物凄いのに、リディアは明るく語る。セレンはぎこちなく「ああ」と答えた。メルは「メルだったら絶対死んでたな」と呟いている。

　だが、驚いたのはミールとクミールだ。ミールはリュウの印象が180°変わってしまい、何も言えないでいた。

「え……リディアさん……。本当にリュウさんがそんなことを？」

「メルから聞かなかったの、クミール？ それなら、リュウ君は怒らせないように気を付けた方が良いよ。まぁ、リュウ君も相手が私やオヴィ君だから、ちょっと強くやったんじゃないかとは思うけど」

「おい、リディア、何を明るく言ってんだよ。お前みたいに細くてちっちゃい奴があんなのに殴られて大丈夫なもんかよ。お前、そんなに打たれ慣れてねぇくせによ」

「そうかなぁ。私、殴られた経験なら結構あるよ。セレン君だって私のこと殴ったじゃない」

　一斉に女性陣がセレンを睨み付ける。彼は居心地悪そうに「あれはひっぱたいたというべきだろ。ついでに言やぁ、むしろお前の方が俺をよく殴るだろ。しかもグーで」と返した。

　ミール達は鉄の梯子の所まで歩くと、歩みを止めた。ミールが昇ろうとしたら、リディアとクミールが同時にその肩を抱いて止めた。２人はセレンを見て「はい、先に昇る！」と命令した。セレンは頭を掻くと、梯子を数段飛ばしながら軽快に昇っていった。

　セレンが昇ると、次はリディアが昇った。次いでミール、メル、クミールが昇った。昇っている時、何気なしに上を見たミールはリディアの太腿が見えてしまい、赤くなって目をそらした。ミールは自分の下にいるメルのことがとても気になりだした。急に、今日はいている下着のことが気にかかる。メルに心の中で馬鹿にされるような子供っぽいものだと嫌なのだ。一方、クミールは聞いていた通りの虚弱体質のようで、梯子を昇るのにも息を切らして一苦労のようだった。

　梯子を昇った所にセレンが先ほど吹き飛ばした鉄板が落ちていた。鉄の蓋がしてあった空洞を覗くが、前に見た時と同じようにそこは闇であった。

「よっ」とセレンはその穴に飛びこんだ。するとセレンの身体は闇の中へ吸い込まれていった。リディアも闇の中へ飛びこむ。ミールは大丈夫だとわかっていてもやや怖く、もじもじして、中々飛びこまなかった。だが、メルが「大丈夫だよ、ミールちゃん」と声をかけてくれたので、ミールは意を決して飛びこむことにした。

　大きく息を吸い込むと指で鼻をつまみ、目をぎゅっとつぶって闇の中へと飛びこんだ。飛び込んだ瞬間、耐えがたい量の光がミールの閉じた目の向こうからやってきた。予め目を閉じておいたので目はやられずにすんだ。光が消えるまでミールは待って、目を開けた。

「おい、何やってんだ、ミール」

　鼻をつまんで、あたかもプールに飛びこむようなポーズをしているミールを見て、セレンは笑いながら言った。ミールは「だって、だって、息ができなかったら苦しいでしょ！」と顔を真っ赤にして主張したが、「お前はもう２回目だろ」と余計に笑われただけであった。

　ミールはセレンを手提げでバシッと叩くと「早く行きましょ！」と促した。部屋を見まわすと、そこは先程までいたクミールの屋敷であった。ちょっと久しぶりなように感じられる。この穴を抜ける前の自分には論議の知識など殆どなかったにもかかわらず、今は大した技量はないものの、一応ちゃんと論議はできる。なんだか感慨深い物を感じてしまう。

　ロフトを降りると、一行は部屋を出た。円弧廊下に相変わらず人気はなく、そのまま何事もなく階段へ向かって歩く。偶然でもいいからラヴァが部屋を出てきてくれないものかとちょっと期待したが、彼は現れなかった。

　階段を降りると、ミールは玄関を見つめた。先程ここをくぐったことが随分昔のことのように思える。

「ところで、クミールさんの部屋ってどこなんですか？ １階ですよね」

「２階にもあるけど、使ってないわ。私の部屋は廊下の一番奥で、居間の正面よ。来て」

　クミールが先頭に立って、一行は廊下を進んで行った。この廊下にもやはり人影はなく、寂しげだ。

　廊下の奥まで来ると、クミールは「ここよ」と言ってドアノブに手をかけた。確かこの部屋は開かなかったはずだ。

「クミールさん、この部屋は開きませんでしたけど」

「大丈夫、私の許可があれば開くし、あなたが入ることもできるわ」

　頷くミール。リディアはその時、居間のドアの方を眺めていて、ふと思い出したようにクミールを呼んだ。

「あ、クミール。言い忘れてたけど、私、棚のケーキ食べちゃった」

　えへへと笑うリディア。

「え～っ！ お姉ちゃん、クミールちゃんのケーキ勝手に食べちゃったの！？ もう、いやしんぼっ」とメルはリディアに詰め寄る。

「何でメルが怒るのぉ……」

　戸惑うリディアにクミールはくすくすと笑い、「だって、メルちゃんと一緒に食べる筈だったんだものね。メルちゃんの好きなケーキだから」

「え、メルに好きなケーキなんてあったの？」

「クミールちゃんと会った場所にある喫茶店のケーキなの。メルとクミールちゃん、よくあそこに行くの。あそこのは大好きなのに……。お姉ちゃんの欲張りっ」

　リディアは「ねぇ、味方してよ、セレン君」と言って彼の腕を取るが、セレンはその様子が面白いらしく、笑っているだけだった。

　クミールも微笑みながらドアを開けた。ところが、ドアの向こうは真っ暗で何も見えなかった。ドアの外から光が入っているにもかかわらず、部屋の中に光は届かないようで、中が全く見えない。

「あら……本当に真っ暗。メルちゃんも派手にやったわね」

　クミールは闇の中へ入っていった。途端に彼女の姿が見えなくなる。ミール達も後に続き、最後の誰かがドアを閉めた。

　ドアが開いていても開いていなくとも、部屋の中は真っ暗で何も見えない。自分の姿すらみえない。目を開けているのが馬鹿らしくなったが、それでも目を閉じている方が怖い。

「ねぇ、みなさん。ちゃんとここにいますか？」

　ミールが問うと口々に言葉を返してくる。

「そういえば、メルちゃん。目、開けてる？」

「うん、開けてるよ。閉じるとなんか怖いから」

「リディアお姉ちゃんは？」

「閉じてるよ。開けてても仕様がないもん。

　……あっ……やだ、セレン君、やめてよ。こんな時にヘンなことしないで」

「は？」とセレン。

「お姉ちゃん、触ってるのはお兄ちゃんじゃなくてメルだよ。ごめんね、お兄ちゃんと間違えちゃった。それにしても、ちょっと暗くしすぎちゃったみたい。

　クミールちゃん、適当にランプを見つけたら火をつけてみて。あ、火事に気をつけてね」

　気軽にメルは言うが、この闇の中でどうやったらそんな芸当ができるのだろうか。だが、クミールはものの十数秒でランプに明かりをつけた。ぽっと火がつくと、ランプに移って部屋がかすかに明るくなった。一同は一斉にランプに寄った。途中でミールは何度も色んな物にぶつかったが、自分のことよりも先に、クミールの私物を壊してしまうのではないかということを心配した。

　ランプは膝の高さ程のテーブルの上に置いてあった。ミールは物珍しい気持ちがまず起こった。ランプなど実物を見るのは初めてだからだ。何故こんなものがクミールの部屋にあるのだろう。ランプに近寄ると、お互いの顔がぼんやりと見える。

「凄い。よく見ないでランプを点けられましたね、クミールさん」

「自分の部屋だから勝手はわかるもの」

　なるほど、とミールは頷いた。そしてランプを見る。ランプの下には紙が置かれていた。紙には文が書かれている。恐らく、これがメルの言っていた「デスパの紙」なのだろう。今までミールが「問題の紙」と呼んでいたものと同じもののようだ。ミールは口に出してその文面を読んだ。

「気付いちゃいけない少女……の部屋？ なにこれ……」

　クミールもリディアもメルも知らないようで、セレンを見る。

「その名の通り、気付いちゃいけない少女だよ」

「どういう意味なの、セレン君。私達も聞いてないんだけど」

「その少女はな、あることに気付くとそれが実現するんだよ。っていっても、解かりにくいだろうから、例を言うぞ。

　車や電車なんかは高速で走るよな。俺はガキの頃、ふと電車に乗ってて気付いたことがあったんだ。「こんなに電車は速く走っているんだから、中で飛び跳ねたら一体どうなってしまうんだろう？ 思いきり目の前の壁にぶつかってしまうんじゃないか？」ってな。

　で、勇気を振り絞って跳んでみたんだが……。メル、どうなったと思う？」

「どうにもならない。だって、慣性の法則が働いてるんだから」

「そうだな。だが、気付いちゃいけない少女が気付くと……」

「実現しちゃうってこと？ お兄ちゃん、そんな霊人危なくてしょうがないよ。本当にそんな所に行かせるの？ ミールちゃんが危険だよ。それに、メル達だってそんな所で何かあったら只じゃ済まないよ」

「セルフィッシュガーデンじゃ命を落とさないから安心して良いよ。それと、メル達と言ったが、一緒に行く相手は１霊人だ。大所帯で行ってもしょうがないからな。さぁ、ミール。この中から気付いちゃいけない少女の部屋に行くパートナーを選びな」

「選んだとして、どこにそんな部屋があるんですか？」

「あ、はいっ！ はいっ！ メル、知ってる！ んとね、ランプを点けてクミールちゃんの部屋を出れば、そのランプに対応した部屋に行けるんだよ」

「この部屋を出ると行ける？ 廊下に戻るんじゃなくて、他の部屋に繋がるの？」

　頷くメル。

「今はこの気付いちゃいけない少女の部屋のランプをつけてるから、ここを出るとその女の子の所に行けるよ。じゃあ、ミールちゃん、誰と行く？」

　ミールは「う～ん」と唸って賢女をみた。セレンは始めから対象外だ。こちらが自由に選べる以上、誰がこんな男を選ぶものか。だんだんとセレンに慣れてきたことは事実だし、具体的に彼のどこが嫌かと問われると取ってつけたような答えしか出せないが、依然として彼の事は生理的に受けつけられないのだ。

　ミールが決めあぐねていると、リディアは「ねぇ、セレン君。その少女って私の知ってる子？」と聞く。セレンは「ああ。よ～く……な」と答える。

「ほんと？ じゃあ、私、選んでほしいっ」

「そう？ じゃあ、ミール、お姉ちゃんと一緒に行く」

　ランプの薄明かりの中、ミールはリディアの手を取った。

「良いか、ミール？ 気付いちゃいけない少女をここに無事連れ戻すんだ。因みに、彼女は自分の能力を知らないし、お前らもその能力について教えちゃいけない」

「わかったわ。それが制約ね」

　リディアは「じゃあ行ってくるね、セレン君」と楽しそうに言った。自分の知らない間に設定されたものだから、これは彼女にとっては冒険に等しいのだろう。リディアはとてもはしゃいでいて、ミールの手をひっぱると、暗闇の中をどこにもぶつからず器用に歩いて行った。流石の運動神経だ。

　そうしてリディアはドアの所まで来ると、それを開けた。だが、ドアの先も闇で、何も見えない。ミールはリディアに引っ張られるまま、ドアの中へ入っていった。

（また眩しくなるんだろうな……）

　そう思って、予めミールは目を閉じておいた。予想通り、次の瞬間、大量の光りが沸き起こった。と同時に、リディアの小さな悲鳴が聞こえた。

（まさか……目を開けてたのかな）

　しかし、さっきリディアは「開けてても仕様がないから」と、目を閉じていると言っていたはずだ。光が消えると、徐々にミールは目を開けていった。すると、すぐ横でリディアが「う～」とうめきながら目を擦っていた。

「いたたた。目がいたいよぉ」

「大丈夫、お姉ちゃん？」と心配しつつも、結構リディアは間抜けなんだなと思った。

「今までずっと設定を知ってる部屋ばっかりだったけど、ここは初めての部屋だから、つい光るっていうことを忘れてたのぉ。リュウ君、光の設定、強過ぎだよぉ！ ミールちゃん、今まで良く我慢してられたねぇ」

「だって……誰かが造ってるとは思わなかったから」

　リディアはその答えを聞くとぴたっと言葉を止めた。そして、ゆっくり目を開けた。失言だったという顔をしているが、ミールは気にしないことにした。

　その部屋はだだっ広い四角い部屋であった。家具は何もなく、床は綺麗に磨かれた木の板でできている。２人の正面には大きな窓がいくつも並んでいて、そこからの光りで部屋は明るくなっている。そして、その窓の手前で、ブロンドの髪の少女が１人、こげ茶色の椅子に座ってこちらを見ていた。

　少女は突然の来訪者に目をきょろきょろさせている。どうやら彼女もセルフィッシュガーデンの住人らしい。少女は青い瞳で、肩より長くふわふわした髪を縦巻きロールにしている。ミールよりは幾分か年上のようで、可愛らしく、また美しい娘だ。

　ミールは「あれ？」と首を傾げた。何故だかこの少女にはどこかで会ったような気がする。いや、どこかであったというより、誰か知人に似ているのだ。よく見ると、彼女はリーザを思い出させる。また、同時にリディアも思い出させるような気がする。

「おねえ……ちゃん？」

　少女はこちらに向かってぽつりと言った。

「あれ……ミリア？」

　リディアは痛む目をこすりながら、彼女の名を呼んだ。ミリアとは確かリディアの妹の名だと先程リディアとケーキを食べながら聞いた。つまり彼女はリディアの妹ということになる。なるほど、どうりで彼女を見ているとリディアを思い出す筈だ。だが、何故リーザに似ていると思ったのかはわからない。

「え……じゃあ、ミリアが気付いちゃいけない少女なの？」

　ミリアに近寄るリディア。ミリアは首を傾げて姉を見る。何のことだかわからないようだ。ミリアはリディアと並ぶと、さほど似た姉妹という感じがしない。ミリアの方が肌が白く、白人の血が濃いように見える。また、リディアの髪はいい加減に伸びてはいるものの、しっとりしているのに対し、ミリアの髪はふわふわしている。それに彼女達は姉妹で目の色が違う。リディアは緑で、ミリアは青だ。

　リディアとミリアは年子で、ミリアが妹だと聞いたが、こうして見ている限りはミリアの方がむしろ年上に見える。風貌も物腰もミリアの方が大人びて見えるのだ。ミールは２人を見て、リディアの方が可愛いが、ミリアの方が綺麗だなと評価した。

「気付いちゃいけない少女ってなぁに、お姉ちゃん？」

「ん……なんでもないよ」

　ミリアはセレンの言う通り、自分の能力はおろか、セルフィッシュガーデンにおける役割すら知らないようだ。リディアは彼の意思に従って、気付いちゃいけない少女のことは黙ることにしたようだ。

「それより何でミリアはこんな所にいるの？ それに、ここってどこなの？」

「さぁ……今日は学校から帰って……お姉ちゃんの誕生日のお祝いの準備をしようと思って……気付いたらここにいたの」

「出ようとは思わなかったの？」

「思ったけど、ドアが開かなかったの」

　ミリアの言葉を不審に思って、ミールは入ってきたドアを空けようとするが、彼女の言う通りドアは開かなくなっている。

「本当に開きません」

「でしょ……。あれ、そういえば、あなた、だぁれ？」

「私はミールです。ミリアさんはリディアお姉ちゃんの妹さんですよね、はじめまして」

　ミールがお辞儀をすると、ミリアも丁寧にお辞儀を返してきた。

「ミリア、この部屋から出る方法って知らない？」

　リディアが問う。この部屋から彼女を連れ戻すのがミールの任務だ。彼女が何かヒントでも知っていれば随分助かるだろう。

「う～ん、ひょっとしたらこの紙に関係あるのかなぁ」

　ミリアはスカートのポケットの中から紙を取り出して見せてきた。ミールも近寄ってそれを見ると、そこにはこうあった。

“＜以下のことを来訪者に力を借りながら何かしら気付く事＞

　金魚は水の中でも生きられる。

　姉は自分と同じ親から生まれた。自分と同じで、ある遺伝子を持った者から生まれた。”

「何か気付けといわれても、こんな大雑把な文じゃ良く解からないわ。金魚が水の中でも生きられることがどうかしたのかしら。ここから何を気付けというの？」

　首を捻るミリア。ミールも同感だ。賢女のリディアでさえもわからないようだ。

「来訪者ってお姉ちゃんとミリアちゃんのことでしょ？ お姉ちゃん達が何か助けてくれるんだよね」

「結局、気付くのはあなたの仕事だから、私はあんまり助けになれないけど……。

　とにかく、考えない事には始まらないね。ねぇ、ミリア。金魚は水の中で生きるよね。それってどうしてできるのかなぁ」

「わかんない。私、お姉ちゃんと違って頭なんか良くないもん。金魚は空気がいらないんじゃないの？」

　ミールはミリアの答えに驚いた。リディアと年子という事は、彼女はもう15かそこらだろう。それでこの答えはいくらなんでもないはずだ。

「あの、ミリアさん。いくらなんでも空気が必要ないって事はないと思いますよ」

「うそ。そんなはずないわ。じゃあ、お魚は死んじゃうの？」

「水にも酸素があるんです」

「じゃあ、人間も水の中で生きられるってことなの……？」

　怪訝そうな顔をするミリア。

　ミールはため息をついたが、呆れたのはむしろリディアの方だろう。妹がこんなに勉強不足だとは思ってなかったようで、恥かしそうにしている。リディアは手を天に突き上げるとメルがそうしたように虚空から物を引っ張り出した。

「ふ、風呂桶……？」

　しかしミリアはリディアの魔法のような行為を別段驚いた風もなく受けとめている。

「水の中でも生きてられると思うんなら、やってみなよ、ミリア」

　水の入った桶をミリアに差し出すリディア。ミリアは「お姉ちゃんがそんなに言うなら」と髪が濡れないように手で桶を持つと、顔面を水に浸した。しかし、ものの数十秒もしないうちに水面から顔をあげた。きょろきょろするミリア。スカートのポケットからハンカチを取り出して顔を拭く。

「これでもまだ人間が水中で死なないと思う？」

　問うリディア。ミリアはにっこり微笑みを返すと、不意にリディアの前髪を掴んで、桶の中に彼女の顔を突っ込ませた。格闘家の筈のリディアは「きゃ」と叫びながら、いとも簡単に水面に突っ込んでいった。

（うわぁ、ミリアさんって意外と過激……。お姉ちゃん、死んじゃわないよねぇ……）

　リディアが心配だが、今、ミリアの邪魔をすると今度は自分が狙われそうなので、ミールは黙っていた。リディアが非力だというのは事実のようで、ミリアの力に適わず、身動きが取れない。リディアは始めは暴れていたが、暫くすると静かになった。ミールは流石に青ざめてミリアを見た。今やめさせないとリディアが死んでしまう。しかし、ミリアの手の桶をひっくり返そうと思って飛びかかろうとした時、丁度ミリアが手を離した。リディアはゆっくりと顔を上げる。

「はい、お姉ちゃん、これで顔拭いて」

　手渡されたハンカチで顔を拭きながら、リディアは心外そうに「息ができた」といった。

「え……？」

「……息ができたの。本当よ。水の中なのに。どうして？」

　不思議がるリディア。

「もしかして、ミリアさんが言った「人間も水の中で生きられるってことなの……？」って言葉はミリアさんが気付いたことになったってことなのかな」

　姉妹はミールを向く。リディアは「そうかも……。セレン君の言ってた例もこういう感じのものだったもんね」と納得する。

「セレンさん？ この事にはセレンさんが関わってるの？」

　ミリアの顔は、ぱっと明るくなった。瞳孔が開いて、頬がやや紅潮している。

「そう。セレン君がミリアをこんな所に連れてきたんだよ。恨んで良いよ」

「恨まないよ。セレンさんのする事だもん。そうなのね。セレンさんは私が必要なのね。私にこの文章について何か気付いて欲しいのね」

「なんだかうきうきですね、ミリアさん。セレンさんの事が好きなんですか？」

　ミールの問いにミリアは赤くなって「やだもぅ。そんなんじゃないですよぉ」と手をパタパタ振る。

「ミリア、あなた、セレン君の事をそんなに……」

「やだぁ、お姉ちゃんの彼氏を取るわけないじゃない。大体、妹なんてものはお姉ちゃんの彼氏に引かれるものなのよ。そう雑誌に書いてあったもん。姉への対抗意識と年上の人への憧れだって書いてあったよ。セレンさんだって本気にしないよ……多分」

　それを聞くと「はぁ」とリディアはため息をついた。

「とにかく、今ので一番上の文は終わりなの？ 私はこの事について何か気付いた事になったのね」

「多分、ね。でも酷いよ、ミリア。前髪、痛かったんだからね」

「あ、ごめんね、お姉ちゃん」とミリアは悪びれずに言う。「さてと、次は「姉は自分と同じ親から生まれた。自分と同じで、ある遺伝子を持った者から生まれた」か。これってどういう意味かしら……」

「つまり、私とミリアは同じ親から生まれた。即ち、同じ遺伝子を持った者から等しく生まれたってことだよ。私達ってほら、正真正銘の姉妹でしょ？」

「姉妹なのはわかるけど、遺伝子って何のことかしら」

「遺伝子。染色体上にあり遺伝形質を発現させるもの。デオキシリボ核酸、即ちDNA、あるいはそれと蛋白質との複合体で、染色体上に一定の順序で配列されているもののことよ」

　ミールはぎょっとしてリディアを見る。彼女は辞書なしですらすらと定義をしている。まさか辞書の定義を記憶しているとでもいうのだろうか。

「それじゃわかんないよ、お姉ちゃん」

「まぁ、簡単にいうなら人の設計図よ。みんなそれを持ってるの。親から受け継ぐのよ。私達のお母さんの遺伝子とお父さんの遺伝子が混ざって、私達がいるのよ」

　ミリアは頬を紅潮させながらくすくすと笑い、「やぁねぇ、お姉ちゃん。混ざったのは卵子っていうのと精子っていうのでしょ。私だってそれくらいは知ってるわ」と言う。

　リディアは顔を心地赤らめながら「その時に遺伝子も混ざってるのっ」と言った。

「ふぅん、そうだったの。２人の設計図が混ざって私達がいるのね。でも、それってヘンじゃない？」

「どうして？」

「私達は同じ設計図からできてるのに、どうして髪の色や目の色が違うの？ 親のどっちかが浮気したなんて絶対考えられないから、同じ設計図な以上、私達は同じ髪や目になるんじゃないの？」

「そうはならないよ。だって」とリディアが言いかけた所でミールは異変に気付き、「お姉ちゃん！」と叫ぶ。

「なぁに？」と振りかえったリディアの瞳は青色になっていた。また、髪も栗色からブロンドに変わっていた。

「か……鏡みたら？」

　驚いて声が上ずってしまう。リディアは「どうしたの？」と言いながらミリアのスカートのポケットに手を突っ込んだ。そこにはいつも鏡が入っているという事を知っているらしい。リディアはこの年の少女にもかかわらず、手鏡すら常備していないのだろうか。

「なんだかくすぐったいよ、お姉ちゃん。もぅ、鏡ぐらい持ち歩きなさいっていつも言ってるでしょ。そんなんじゃセレンさんに嫌われちゃうよ？」

　ミリアはリディアの風貌の変化をまるで驚いていないようであった。それどころか身だしなみの事で説教すらしている。ミールにはもはやミリアの性格の方が驚きだ。

「うそっ！？ 私、ミリアになっちゃった！」

　驚くリディア。そういえば、肌も少し白くなって、少し木目が細かくなくなったようにみえる。尤も、黄色人の方が人種的に肌の木目が細かいだけで、ミリアの肌が悪いというわけではないだろうが。

「ごめんね、お姉ちゃん。私が余計な事気付いちゃったみたいだね。なんだか、この部屋って、私がヘンな事を言うと、本当の事になっちゃうみたい」

「だからこそミリアは気付いちゃいけない少女なのね。セレン君の言った事が改めてよく解かったよ……。

　こんな所は危ないからすぐに帰った方が良いね。セレン君がどうしてこんなヘンな部屋を作ったのかはわからないけど、とっとと出よう」

「もう問題は解いたもんね」とミール。

「私、ここから出れるの？」

　ミリアの問いに答える代わりに、リディアは部屋のドアを開けてみせた。ドアの外は入った時と同じで、闇になっている。

「セレンさ～ん、クミールさ～ん、メルちゃ～ん！ 聞こえますかぁ～？ ミール達、今からそっちに戻りますよー！」

　大声で闇に向かって叫ぶが、闇はミールの声すらかき消してしまうようで、返事はなかった。

「行こっか、ミリア、ミールちゃん」

「その前に質問なんだけど、どうして同じ設計図から生まれた私達は違う顔かたちなの、お姉ちゃん？」

　引きとめるミリア。彼女は椅子から立ち上がる。

「同じ設計図でも混ぜ方が違うからよ。２つの家、ＡとBをモデルに１つ新しい家を作るとするでしょ。この時、居間はＡかＢのどっちの家を参考にするかとか、キッチンはどっちを参考にするかとか決めるよね。そして、その決め方によってできる新しい家の設計図は決まるよね。

　居間はＡを参考にして、キッチンはＢを参考にした設計図。居間がＢでキッチンがＡの設計図。参考の仕方によって色んな新しい家の設計図ができるよね。それと同じことだよ」

「う～ん……。何となく解かったような……」

「具体的にはこういうことです、ミリアさん。お姉ちゃんの口はお母さん譲りだけど、ミリアさんの口はお父さん譲りかもしれない。生まれてくる子の口の設計図はどっちの親のを参考にするかによって変わるでしょ。

　口だけじゃなくて、目や眉毛や耳など、全部の設計図をどちらの親のを参考にして作るかを決めていくと、その決め方次第でお姉ちゃんとミリアさんの差が出てくるわけです。まぁ、厳密には、お母さんの口を参考にしても、まるきしお母さんと同じ口になるというわけじゃないんですけどね。

　しかし、いくら差が出るといっても、同じ親から生まれてるんで所々は似るんです。それでお姉ちゃんとミリアさんはある程度似てるんですよ」

　ミリアはミールの説明に感心したように「はぁ」と息をついた。

「ミールちゃんって頭良いのねぇ。メルちゃんみたい。私はダメだから凄いなって思う」

　ミールは何も言わなかった。謙遜するのも威張るのも嫌だ。かといって喋れば自分はどうせぼろを出す。だから黙っていた。するとリディアが話しを引き継いだ。

「別にミリアは頭悪くなんかないと思うよ。メルやミールちゃんが良いだけだよ。ミリアは普通の女の子だよ。私、それが羨ましいの」

「フォローしないでよ、お姉ちゃん。お姉ちゃんも頭良いでしょ。私なんか全然適わないもん」

「だから、それが怖いのよ。頭は人並みで、顔はすっごく可愛い……そんな女の子が彼にとっては魅力的な気がするんだもん。そう、丁度ミリアみたいな女の子。

　私、ちょっと嫉妬……かも」

　リディアはミリアを見ずに言うと、闇の中へと消えていった。が、ミールは彼女が消えた闇を見つめながら、それは違うなぁと思っていた。

（セレンさんが女の子を好きになる基準は、どれだけその子があなたに似てるかってことだと思うよ、リディアお姉ちゃん）

　闇に入ると、いつものように大量の光が目を襲う。本当にこの光りの強さはどうにかならないものか。光が収まると、ミール達３人は薄暗いクミールの部屋にいた。ランプが１つ、弱いが灯っているおかげで、部屋は微かだが明るい。

「ミールちゃん？」とメルの声がする。

「ただいま、メルちゃん。セレンさん、無事、気付いちゃいけない少女を連れて帰りましたよ。殆どお姉ちゃんのおかげですけど」

　暗闇なので距離感が掴めないミールは闇が引き起こす不安もあって、どうしても大きな声で語りかけてしまう。

「ご苦労さん、ミール。こっちこいよ」

　ミールはランプの元に寄った。その頃にはドアからミリアが入ってきたようで、彼女の困惑した声が聞こえた。まぁ、彼女が困惑するのは無理もないだろう。闇を通りぬけたら突然の光に襲われた挙句、知らぬ場所へ連れて来られたのだ。そんなことをされたら誰だって驚く。

「ミリアちゃん、いるかい？」

「セレンさんですか？ こんにちは、お久しぶりです。あっ、はい。私、いますよ。お姉ちゃんと一緒です」

「ヘンな事に巻きこんで悪かったね。君は関係ないのに」

　ミリアは夜目が利くのか、家具にぶつかったりもせず、難なくセレンの元へ歩いていった。

「私……貴方のお役に立てましたか？」

「ああ、とっても。ミールについてはリディアから説明を受けたかな？」

「いいえ、特に。この部屋がどこかも知りません。でも、お姉ちゃんもセレンさんもいるから安心してます。だから、ここがどこだって良いです。あ、メルちゃんたちもいるんですね、こんにちわ」

　ミリアはリディアよりゆっくりかつ明瞭な発音をしていた。リディアの発音はとにかく早い上に、異言語に使う音とアルカに使う音を混同しているので、聞きにくいことがある。勿論、彼女も難しい事を話す時にはゆっくり喋るが、通常の会話や愚痴はとにかく早くて困る時がある。

「ねぇ、セレンさんたちはミールがあっちにいる間、何をしてたの？」とミール。

「他の部屋の説明をクミールさんとメルにしてたんだ。次はリディア以外のパートナーを選んでくれ。お前さんが次の部屋に行ってる間、こいつに説明しなきゃならんからな」

「次の部屋があるの？」

　するとセレンは何かジェスチャーで伝えたようだがこの暗がりでは解からない。彼は諦めて説明し直した。

「この部屋にはまだランプがある。全部つけなきゃ光は戻らない。適当に歩き回って、次のランプを選びな」

「わかったわ」とミールは部屋を歩き回る。家具に気をつけながら探すが、ランプは見つからない。

「ねぇ、セレンさん。私の背で届く所に置いたんでしょうね？」

「大丈夫だよ、ミールちゃん。ランプを置いたのはメルだから」

「そう？ 納得のいく「理由付け」ありがとう」

　覚えて間もない論議学の知識を日常会話に転用する自分をミールは密かに誇らしく思った。その気持ちのまま暫く探していると、１つ目のランプが置かれているテーブルの上に、もう１つランプが有るのに気づいた。

「なんだ、こんな近くにあったのね。でも、火の付け方なんか知らないわ」

「「火」とシャンテで書いて、それをランプに当ててみな」

　ミールはファを一字、シャンテでしたためると、それをランプに放り込んだ。するとぽっとランプに火がついた。（注：ファは火の意）

「……一家に一台シャンテね」

　ランプの下には先ほどと同じくデスパの紙が置かれている。ミールはそれを読み上げた。

「ifのない部屋？ これってどういう意味？」

「いきゃわかるよ、ミール。それより、パートナーを選びな。もし、選びにくいなら、俺が選んでも良いぞ」

「取り敢えず、お姉ちゃんとは行ったから、他の方ね」

　クミールとメルの方を見る。どちらがより適切だろうか。

「その部屋の中で教わる事っていっぱいあるの？」

「論議学みたいに教える事がいっぱいあるってわけじゃない。このクミールさんの部屋で起こる事は学ぶことじゃなくて体験することなんだ。まっ、俺のドグマを楽しんでってくれ」

「そうなんだ。……う～ん、今回はクミールさんと行こうかな。良いですか？」

「あら、嬉しい♪」

　暗がりの中でクミールはゆっくりと両手をぽんと合わせた。ミールは彼女の手を取ると、早速ドアに向かった。

「メルちゃん、次は一緒にいこうね」

　ミールはドアを開けると、闇の中へと消えて行った。クミールもしずしずと後に続いた。

　ミールが消えた後、少し明るさを増した部屋で、残されたメルはセレンに聞いた。

「どうしてミールちゃんはメルを選んでくれなかったのかなぁ」

　セレンは黙ってメルの頭をぐしゃぐしゃと撫でた。メルも黙って髪を整えなおした。

「もし、お前を選んだら、クミールさんが今のお前と同じ事を思うだろ。ミールはお前の事を友達だと思ってんだ。だから、クミールさんが不安に思うような事をしなかった。……なんでかわかるか？」

「わかんない……」

「「わかんない」……か。お前の可愛い口からその言葉を聞くとなんか新鮮だな……。

　クミールさんかお前かのどっちかに我慢してもらわなきゃならなかったミールは、お前に我慢してもらう方を選んだんだ。お前なら選ばなくても自分を理解し、許してくれると思ったからだ。それが友達ってもんだからな。わかるか、メル？」

「お兄ちゃんにもそういう友達がいるの？」

「……それはトリレンマだな。Yesといえばお前は「人間なんかと仲良くして！」って言って怒るだろ。すると俺は困る。もしNoといえば、今の俺の話の説得力がなくなる。それも困る。仮にYesともNoともいわなきゃ「答えられないんだ」ってお前に思われて信用をなくす。それも困る。つまり、いづれにしても俺は困るってわけだ。

　で、俺が困る質問は止めて欲しいんだけどな」

「それ違うよ、お兄ちゃん。今、お兄ちゃんはYes、No以外の説明をしたじゃない。トリレンマの説明という形で。でも、メルは答えられないんだなんて思わなかったし、お兄ちゃんを信用したよ。これ、反例ね。

　それにしても、メルってば、こういう説明の方が分かり易いみたい。メルもお馬鹿さんなのかな」

「どうして馬鹿だと思うんだ？」

「*I don’t know. It is…you know…it’s kind of heratless.」

　しかし、セレンは「俺はそう思わないな」とだけ返して、それ以上の説明はしなかった。

　一方、リディアはランプを眺めていて、前髪を１本燃やしてしまい「やっ、こわい！」と叫び、ミリアに「落ち付きないなぁ。お行儀悪いよ、お姉ちゃん」と叱られていた。

　部屋に微かにリディアの髪の細胞が焼けた匂いがした。いつかリディアが死んで、その身体を焼き捨てる件になったら、これより強い匂いが出るのだろうなとセレンは思ったが、「死ぬのが怖い病」にかかっているリディアには言わない事にした。

　ドアをくぐると光りが起こり、それが止むとミールとクミールは屋外にいた。

「ここは、外……なの？ 一体、どうなってるの？」

　入ってきたドアを見ると、そこは喫茶店のドアになってた。クミールはそのドアを見ると、「あら、ここは私とメルちゃんが良く来る所だわ。ケーキがおいしいのよ」

　彼女は少し大きな声で話した。ミールがいるのは喫茶店の前であった。人通りは少ないが、大きなモールがすぐ横にあるので、雑踏が会話を邪魔する。通常なら、この位の雑踏は気にならないのだが、いかんせんミールはあまりに長く静かな所にいたから、少し大きな声で言ってもらって助かった。

　喫茶店は特に変わった様子もない小奇麗な店で、ウィンドがガラス張りで、中が見える。セルフィッシュガーデンは時間が経たないので、時間はまだ昼前後だろうが、学校が半ドンなので、それなりに学生客がちらほらと見える。

　ミールは、クミールとこんな一般的な場所で対面をするのが不思議な気がした。ミールにとって、彼女は不思議の世界・セルフィッシュガーデンの住人であるという意識があるから、どうもこういう公共の場にはそぐわない存在にみえるのだ。

「この喫茶店は知りません。でも、すぐ横のあっちはモールですよね」

　灰色のドーム型の屋根がついているトンネルのような縦長のモールがすぐ横に見える。数十ｍもしない所にモールへ続く道がみえる。多分、そこからモールに入ると、左手に薬局や本屋がある場所に出るだろう。その近くには２ソルトで出てくる玩具の自動販売機があるはずだ。ミールはエケトネとエンナがそれを買って遊んでいるのに付き合った事か何度もあるから良く覚えている。

「ええ、そうよ」

「ここがそのifのない部屋……なんですか？ でも、全然部屋じゃないじゃないですか。セレンさんもヘンな事言いますね」

「私の部屋のドアを通じているから部屋と呼んでいるだけの事だそうよ。こんな風に、ある世界に通じる事もあるわ」

「ある世界？」

「ここはさっきまで私達がいた世界じゃないわ。別の世界なの」

　そう言われても、どこが今までの世界と違うのか分からない。

「喫茶店に入って、何か飲み物でもいただきましょう。ここは熱くて、私、辛いわ」

　店のひさしの下は日陰になっているとはいえ、確かに熱い。ミールはすぐに同意して店に入った。不思議なもので、入り口をくぐってもクミールの部屋には戻らなかった。２人は適当な日の当たらない窓際の席に座ると、店員が来た。

　クミールは紅茶とケーキで良いかと聞いてきたので、「はい」と答えた。クミールは店員にそう注文すると、店員は去って行った。12才になったミールはだんだん大人の自覚が出てきたので、自分の分は自分で払おうかと思ったが、自分よりずっと年上の女性に対してそう申し出ることこそ失礼ではないかと思って黙っていた。クミールとはまだ関係が短いから、彼女の性格が良くわからない。彼女はミールにそうされると不快なのか快なのか、まるで見当がつかない。（注：ここがアルバザードでなければ、通念がある程度固定されているので、やり易いだろうなと思った。何せ、常識的行動を取ればまず問題ないのだから）

　結局、ミールはわざと子供らしい態度を取ることにした。その方がクミールも扱い易いだろうと思ったからだ。

「わぁ、ごちそうしてくれるんですか。嬉しい」

　すると、クミールは上機嫌に「うん、ここのケーキ、おいしいのよ」と答えてくれた。ミールは安堵すると共に、自分が少し大人になった気がした。

「あ、でも、ミールちゃんがリディアさんと食べたケーキとは違う品にしておいたわ。他にもおいしいのがあるのよ」

「そうなんだ……。メルちゃんがまた怒るだろうな……」

「大丈夫、メルちゃんの分はおみやげとして頼んでおいたから」

「良かったぁ。だって、も……」

　――台詞の途中で突然、ミールは頭の中が空になるのを感じて言葉を止めた。

（何かしら……今の……）

　ミールが台詞を言おうとしたら、突然言うことを忘れてしまったのだ。まだ年若い自分にそんな事が起こるものだろうか。ミールは熱さのせいにしたが、どうにも気が収まらない。

「どうしたの、ミールちゃん。今、何か言いかけなかった？」

「はい、確かにそうだったんですけど。なんだったかな。ああ、思い出しました。ケーキのおみやげなしで戻って、メルちゃんがケーキの事を聞いたたぁ……じゃなくて、聞くた……あれ？ ……聞くから、聞くの？ 聞く……聞け？ ……あれ？」

　ミールは首を捻る。自分は頭がおかしくなってしまったのではないかと急に不安になった。

「ごめんなさい、私もこの熱さのせいで、頭がおかしくなっちゃったみたいです」

「別におかしくなった訳じゃないわ。ミールちゃんはこう言おうとしたのよね」

　他の客に見えないように、クミールはテーブルの上にこっそりシャンテで文を書く。

“もし、おみやげのケーキも無しに部屋に戻ったら、またメルちゃんが拗ねちゃうところだったんで、安心しました”

「あの……。この「もし」っていうのは何ですか？」

　どこかで見た幻字のようだが、ミールにはそれが何という文字か思い出せない。どうも、クミールが即興で作った文字のように思えてならない。

「「もし」は仮定を意味する言葉よ」

「仮定……？ なんですか、それ」

　ミールは首を傾げた。頭がなんだか無性にむず痒い。痛覚のないところにかゆみが存在する筈がないのに、何故だか頭の中が痒いのだ。ミールは自分の頭を缶きりで開けて、中を洗いたい衝動に駆られた。

「あぁ、仮定がないことを説明するのに、あなたの仮定の知識が封印されていては説明の仕様がないみたいね。だからセレンさんに言ったのに。

　ミールちゃん、こっちを向いて」

　クミールの言葉に振りかえると、突然、「仮定・条件」という文字のシャンテがミールの頭をめがけて跳んできた。運動神経の鈍いミールはそれを避ける事ができず、見事にぶつかってしまった。が、そのシャンテが頭にぶつかっても痛みはなく、すうっと額の奥に吸い込まれて行った。それと共にミールの頭のかゆみが取れていった。

「あ……なんだか急に気分が良くなりました」

　クミールに告げると、眼下のシャンテに目を下ろす。

“もし、おみやげのケーキも無しに部屋に戻ったら、またメルちゃんが拗ねちゃうところだったんで、安心しました”

　そこには何の変哲もない文章が書かれていた。

「あれ……。やだ、私。何、勘違いしてたんだろ」

　赤くなるミールにクミールは「何か勘違いしていたの？」と聞く。

「さっき「もし」って字を知らないって言いましたよね、私。でも、知らない筈ないんです。こんな言葉子供でも知ってるのに！」

「そうね」

「でもでもっ、私、言葉の授業、ちゃんと聞いてますっ！」

　クミールに言葉もロクに知らない娘だと思われるのは恥かしくて嫌だから、ミールは必死に釈明した。クミールは笑って「わかってるわ」と答えた。

「ミールちゃんにはifのない状態を体験してもらったの。つまり、仮定がない状態よ。尚、この仮定という言葉はここでは仮定及び条件を短くしたものだから注意して。この世界は実際のアルバザードをそのまま取りこんだ上で、人々の頭から仮定についての知識を全て奪った世界なの」

「なるほど、それでifのない部屋というわけですか。じゃあ、ここは空想上の世界なんですね。ミールの世界は作られた架空世界だけど、ここは本当に只の空想上の世界なんですね」

「「ミールの世界」は確かにアルバザードを取りこんで、その上にあなたという存在を作っただけで、それ以外は特に操作をしていないそうだそうよ。だから、この世界とは随分毛色が違うと思うわ。でも、だからってこの世界は空想上のものかしら。現にその空想世界はここに存在している訳だから、空想とは呼べないわ。セレンさんは「俺定義の可能世界だ」って言ってたわ」

「俺定義？」

「可能世界という語は既に存在している言葉なのよ。論理学にも使われる術語よ。でも、セレンさんはそれとは少し違う使い方をしているようね。まぁ、ミールちゃんが捉える分には、ここは「実現した空想上の世界」で良いんじゃないかしら」

　その時、ウェイターが紅茶とケーキを運んできた。クミールは素早くかつ自然に出ていたシャンテを隠した。

「ありがとうございます」

　クミールは丁寧に挨拶した。ミールはペこっとお辞儀をした。ウェイターは学生のアルバイトだろう。彼はクミールと同じくらいの年に見える。どこといって特色はないが、割合見やすい顔だ。短い髪で清潔そうにも見える。彼はクミールの顔を見ると、親しそうな顔をした。行き付けの店というだけあって知っているウェイターなのだろう。

　彼はミールの紅茶をテーブルに置くと「髪、染めたんですね、メルさん」と挨拶してきた。ミールは訂正するのも面倒になったので「似合う？」と聞いてみた。

「ええ、似合いますよ。でも、本当のこと言うと、メルさんの場合はどっちにしても綺麗だと思うな」

「やだ、お上手ね」

　ミールはわざと大人びた言い方をして彼をからかった。彼は頬を掻くと「じゃ、ごゆっくり」と言った。

　クミールは去ろうとした彼を呼びとめると、「もし、一杯コーヒーをブラックで頼んだら、いくらになりますか」と聞いた。すると、彼は一瞬怪訝そうな顔をしてから、「コーヒーはいくらかって事ですか？ ブラックなら５ソルトですよ。クミールさん、面白い言い方しますね。異言語でも混ぜたんですか」と答えた。

「じゃあ、もし、レモンティーを頼んだらいくらになりますか？」

　すると、やはり今度も彼は一瞬戸惑ってから「お聞きしているのはレモンティーの価格のことですよね？ それなら４ソルトですけど」と答えた。

（ははぁ。これがifのない状態ね。この人すっごく困ってるみたい……）

「それ、運んできましょうか？」

　ifがない世界の住人だから、彼はifの意味するところがわからない。そのせいで、クミールがブラックやレモンティーを注文しているのではないかと彼は解釈したようだ。

「いえ、やっぱり、今来たのを飲んでからにします。ごめんなさいね」

　クミールは彼を見ずに、ややぎぎこちなく微笑むと、彼は去った。どうやら彼女は対人が苦手のようで、笑顔を作るのが上手くないようだ。多少慣れのある彼に対してもそうなのだから、赤の他人に対しては下を向いてロクに話せないのではないかと思う。ただ、クミールはミールに対しては始めから慣れた調子だった。それは恐らく、ミールがメルに似ているからだろう。

「今の人、仮定が通じてなかったですね！ ……でも、仮定がないからって大勢に影響があるんでしょうか？」

　ケーキを１口食べる。リディアと食べたのはイチゴのショートだったが、これはシフォンケーキだ。口に運ぶとミールの舌に甘味が広がる。なるほど、これはおいしい。

「おいしいです、これ！」

「そう？ 良かった。ここはもともとケーキ屋さんだったものを喫茶店にしたお店だから、ケーキがおいしいのよ。飲み物はそれなりだけど、チェーン店並に安価なの。お喋りには丁度良いお店なのよ。

　ところで、仮定の話しだけど、仮定がなくても本当に大した影響はないと思うかしら？」

「「もし」とか「たら」っていう言葉達が使えなくなって、「もしもの話し」ができなくなるだけですよね。それって重要な事ですか？」

「とても重要よ。それに困る事でもあるわ。人間は一日の間に何回も仮定を使って話しているもの。論議にも仮定の手法があったわよね。

　もし仮定がなかったら、私達は「明日、雨が降ったらキャンプは止めだ」とか「明日、晴れだったら遊びに行こう」という計画が立てられなくなるわ」

「でも、「明日、雨が降ったらキャンプは止めだ」は「明日が雨の場合はキャンプは中止」という風に仮定の表現を使わずにいうことができると思います」

「やっぱりミールちゃんは賢いわね。でもね、ここでいう仮定とは何が短くなったものだったか覚えているかしら」

「仮定と条件だったと思います」

「ところで、「～の場合」というのはその条件に当たると思わないかしら」

　そう言われてみればその通りだ。「雨の場合は中止だ」というのは論理学や言葉の授業の知識を用いずとも、日常の知識から十分、条件文だとわかる。ミールは頷いた。

「じゃあ、色んな計画が立てられなくなっちゃいますね」

「それどころか人は夢や希望の一部も失うし、繁栄もないわ。ミールちゃんはこうだったら良いのになと思うことってない？」

「う～ん」

　これといって自分の能力に不満はない。人に威張る事はないが、自分は賢いし、見た目目もとても可愛い。多分、自分のクラスだけじゃなく、学校中でも自分が一番可愛いんじゃないかと思う。ただ、しいて言うなら、もう少し背が高くなって体重が欲しい。今のままの体型ではまるで幼児だ。あと、胸も。そうすれば至る所でコンプレックスを感じずに済む。でも、それをクミールに言うのは恥かしい。

「もっと背がおっきくなったら良いなって思います」

「そうなの。でも、その希望にも仮定が使われてるわよね。そういう希望もなくなってしまうのよ」

「希望がなくなったら大変だわ」

「希望が全部なくなる訳じゃないわ。一部よ。仮定表現を使った希望だけがなくなるの。「背がおおきくなりたい」というような希望の文は仮定の表現がないので、この世界でも使えるわ」

「じゃあ、夢の一部がなくなるっていうのはどういう事ですか？」

「「将来、立派な職業につければ良いなぁ」とか「いつか素敵な男性にめぐり合えれば良いな」とか、そういうものよ」

「それがなくなっちゃたら生きてるのがつまらないでしょうね。じゃあ、繁栄がなくなるっていうのは？」

「人は「～があれば良いなぁ」とか「～があればもっと楽に仕事ができるのにな」なんて思うからこそ何かを発明する事ができると思うの。こうだったら良いのになぁという仮定に基づいた欲求がなければ、色々なものは発明されずじまいだったでしょうね。

　ここにあるものはどれも人が生まれた原初にはなかったものよ。椅子やテーブル。コップなんかの陶器類は全部人の手によって加工されたものだけど、これらは椅子やテーブルやコップがあったら便利だろうなと思った人がいたから存在するのよ」

「窓ガラスやミールの着てる服もそうですか？」

「そうよ。あるＡという物がまだ存在しない時代には、Ａの存在を仮定した上で、その効果を表現するの。例えばね、「新薬があれば病気が治るんだけどな」という文では、新薬の存在を仮定した上で、病気が治るという効果が書かれているでしょ。もし、新薬の存在を仮定できないままなら、人類は偶々その新薬となる薬草を飲むまで、その存在を知らないままだわ」

「まぁ、これから発明する物は当然まだ世の中にないんだから、それについて考える時は「そういうものがあったら」という仮定表現を使わざるを得ないでしょうね、確かに」

　なるほど、仮定がなければ人は中々繁栄しないだろう。

「じゃあ、この世界の人達はこれ以上繁栄しないんですか？」

「そうね。したとしても緩やかなスピードで、でしょうね」

「可哀想だわ……。たった仮定と条件が使えないだけなのに、世の中はそこまで変わってしまうのね。もし仮定がなかったら、今、私は座る場所もないし、入れ物がないから紅茶も飲めない。ケーキなんかあるわけないし、いつも裸だから恥ずかしくて死んでしまいたい気持ちになるわ。

　それに、もし仮定がなかったら、「もし仮定がなかったら」というこの話しも考えられないわ。そしたらここには来てないから、このシフォンケーキも食べられなかったのね。

　あぁ、仮定があって良かった！」

　フォークを持ちながら手を組んでうっとりした顔をするミール。クミールはその屈託のない様子を見てくすくすと微笑んでいた。

　ミールはケーキを食べ終わると、紅茶で口の中を綺麗にした。ミールが食べ終わるのを見計らうとクミールは「それじゃそろそろ帰りましょうか」と席を立った。ミールは「はい」といって席を立った。

「あ、そういえば、さっきのウェイターさん。ちょっと良い人でしたね」

「そうね。いつもいる方で、とても感じが良いわ。あのメルちゃんが彼のことはそんなに嫌ってないの」

「えへへ、あの人、この髪が似合うって。やっぱりちょっとおべっか言うくらいの方が男の人には良いな」

「あら、ミールちゃんってそういう男性が良いのね」

「気が利かない男なんてサイテーですよ。ほら、いかにもセレンさん辺りがそうでしょ。リディアお姉ちゃんに「ねぇ、どの服が可愛い？」って聞かれた時に、セレンさんってどれが良いんだか分かなくて、「どれでも良いよ。どれでも変わらないじゃん」って言いそうじゃないですか。

　馬鹿ですよね。同じ「わからない」でも言い方次第で全然違うのに。そういう時「いや、どっちを着ても、何せ元が良いからなぁ。正直言って、決めがたいよ」くらいの台詞が言えない男なんてサイッテーです」

「よっぽどセレンさんが嫌いみたいね。まぁ、私も苦手だけど、あの方にはあの方なりの理由があるんじゃないかしら……と、一応フォローしておくわ。あの方はおべっかは言わないでしょうね。性格的に無理だと思うわ。要するに嘘をつけない人なのよ」

「馬鹿正直ってことですね。それなら納得」

「その分、偶に誉めてくれる事があると、それは本心から出た言葉だから、嬉しいんじゃないかしら。そうそ、この前ね、メルちゃんが私の帽子を買おうって言って、私を街に連れてったの。新しい服も買って、私は髪も切ったのよ。

　そしたらセレンさんはその事聞いて、「あなたがこれ以上綺麗になってどうするんですか」って言ったの。勿論、良い意味でね。あの方っぽい粗雑な言い方だったけど、ちょっと嬉しかったの。あの方はそういう所で嘘をつけない方だから」

「あー、それはセレンさん、ちょっと点数upかなぁ」

「ふふ、点数ね……。

　そう言えば、おべっかって仮に好意的に見たって、半分は誇張でできてるんだものね。嘘とまでは言わないけど。そうと分かっていたら、あまり気分の良いものじゃないわ。でも、ミールちゃんはそっちの方が良いのよね」

「私は私を上手くかつ優しく騙してくれる人がタイプなんです。私が気持ち良くなって馬鹿な女になれるような優しい人」

　クミールはちょっと困惑したような顔をして、それには何も答えず、出口に向かって行った。出口で代金を払うと、チェックにいたのは先のウェイターだった。クミールは雑談をしつつ、スカートのポケットから財布を出し、料金を支払った。ミールは装飾品や持ち物の銘柄にこだわらないので、彼女の財布が高価なものかどうかは分からなかったが、その財布は彼女に似合った落ち付いた感じのものだった。小さくてコンパクト、女性物にしては黒いので高価そうに見えるが、派手な感じはない。ちらっと中が見えてしまったが、別段裕福な事を主張するように大金を持ち歩いているわけでもないし、反対に貧乏そうにもとても見えない。いうなれば、謙虚に富める者といった感じか。見せ付けない所が彼女の美しい心を表しているように思える。妙な言い方だが、とてもクミールらしいとミールは感じた。

「あれ……？」

　ウェイターはレジを閉めると、ミールをじっとみてきた。

「あっ、ひょっとしてメルさんじゃないんですか？」

　すっとんきょうな声が何故だか面白くて、ミールはついつい笑ってしまった。口元を押さえながら、「うん、私はミールです。メルちゃんのお友達なの。嘘ついてごめんね」と教えた。

「ひゃあ、それにしても似てますね」

「髪のこと、似合うって言ってくれてありがと、お兄ちゃん♪」

　ミールがにっこり微笑みかけると、彼は照れたように頬をかいた。

　喫茶店のドアを開けると、そこには普通に外の景色が見えた。ところが、ドアを出て、ドアが閉まった途端、ミールの眼前に光が差した。今回のはちょっと予想外だったので、ミールは目を痛めてしまった。次に目を開けた時には、もう既に薄暗いクミールの部屋に戻っていた。

「……ただいま」

　きょとんとするミール。喫茶店のドアをくぐった途端、室内に戻るというのは初めての経験だ。

　部屋の中は随分暗く、また静かに感じられた。熱い７月の日差しにさされていたので、ミールの肌に浮き出た汗が急に蒸発して冷えてしまった。

「よぅ、ミール。どうだった？」

　暗いのでミールはそろそろとテーブルに寄る。辺りを見まわすが、そこにはセレンとリディアとメルしかいない。ミリアは既に去ったようだ。

「面白かったわ。仮定や条件がない世の中はどんなに不便でつまらないものかがわかったし、それがある私の世界は幸せだと思ったわ」

「そりゃ良かった。論議とは関係ない部屋ばっかだから、つまらないんじゃないかと思ったよ。いわばこの部屋はセルフィッシュガーデンのエクストラルームだからな、作りがいい加減な分、本当はつまらなくて当然なんだ。じゃあ、次のランプを選んでくれ」

　またミールは部屋の中を歩き出した。点いているランプの数が増えたので、前よりは探しやすくなっている。テーブルの上にはもうないことを確認すると、今度は感触から棚と思われるものを探し出した。すると、棚の３段目にランプが置いてあるのを見付けた。ファイの幻字をシャンテで出すと、それでランプに火を灯す。するとまた部屋が少し明るくなった。ランプの下には今回も紙が置いてあって、ミールはそれを手に取った。

「倫理観が逆転した部屋……」

「ほぉ、それを選んだか。ミール、感想は？ 嫌な部屋っぽいか？」

　向こうの灯りからセレンの声がする。ミールは「別に嫌じゃないわ。通念についてはもう教わったから、倫理観が逆転したぐらいじゃ驚かないわ。それに私は元々論理的なのが好きなの。じゃあ、約束通り、メルちゃんと一緒に行くわ」

「うん、行こう、行こう」

　メルははしゃいでミールにまとわりついてきた。よっぽど待ちわびていたのだろう。彼女の手を取ると、テーブルを過ぎ去ってドアへ歩いて行った。

「ミール、その世界を暫く見学して、飽きたり嫌になったりしたら帰って来な」

　セレンの含み笑いを伴った台詞に「はい」と義務的に返すと、ミールは部屋のドアを開け、目をつぶりながら闇の中へと入っていった。今度は予めメルの目を手でふさいでおきながら。

　バッと光りが起こるが、それに備えていたミールは無事に済んだ。

　光が消えるとそこは噴水の前であった。この噴水は良く知っている。ミールの住んでいる所から少し離れたセンター街の中央付近にあるものだ。この噴水は年中無休で水を流している。噴水の周りにはベンチがあり、そこには人が何人か座っていた。

「また、お外だ……。ここってセンター街の中央広場ね」

　ハッとして後ろを振り返る。今、自分たちはどこから出てきたのだろうか。そして、どこから帰れば良いのだろうか。それを覚えておく必要がある。ところが、振り向いた先は裏通りへ通じる只の小道であった。

「ドアがないわ、メルちゃん。どうしよう……。私達、帰れるのかしら」

「大丈夫、このドアは見えないけど、通るとちゃんと戻れるんだって。それより、let’s take a tour.」

　メルはミールの手を引いて、さっさかと噴水の方へ歩き出した

「この世界っていっても、どうせアルバザードをコピーした上で、そこに住んでる人達の倫理を逆転させただけの部屋でしょう？ 別にそんなにはしゃぐほど面白くいよ」

　と、冷静ぶって見せたものの、実は興味深々だ。

　ミールとメルは噴水の前にくると、ベンチに腰をかけた。噴水の周りは他人の声が殆ど聞こえないので、ここで話すのにはかなりのエネルギーが必要なようだ。

「ところで、倫理観が逆転している部屋とはいったものの、別にこれといって変わった点って見当たらないね」

「え、何？ ミールちゃん、聞こえない」

　水の流れる音がうるさくて、ミールの声ではメルに届かないようだ。元来、ミールは声の大きな方ではないので、これで通じないと話すのが疲れる。かといって、一度腰を下ろしたのにまた立ちあがるのはもっと億劫だ。ミールはメルとの会話を諦めた。

　ぼうっと前方を見ていると、道を人が行き交っている。この辺りの地面は石でできていて、夏は手をつくと熱い。それに、コンクリートと違って石を敷き詰めているだけなので、やや歩きづらい。だが、ミールはこの広場の雰囲気が好きだった。行き交う人々の様子は活気に満ちていて、いかにもここが大きな街だということを示している。

　周囲にはスタンドが立っている。夜間は彼が広場を明るくしてくれるのだろう。ライトアップされた噴水はさぞかし美しいだろうな、大人になったら是非夜中に来てみよう。ミールはそう思った。

　前方の雑貨店の前を人が行き交う。鳥も鳴きながら噴水周りを歩き回っている。大人ばかりでなく、小さな少年少女も親に連れられて歩いている。その中の１人の少年がこちらに歩いてきた。ミールの隣のベンチに座るのだろう。少年はまだ５才程度で、走るのが妙にぎこちない。今にも転んでしまうのではないかという、子供特有の走り方だ。自分もつい７年前にはこんな走り方をしていたのだろうかと思ったが、プロジェクト・ミールの始動日がそんな昔の話ではない事を思い出してしまった。

（そもそも私にはそんな時期なんてなかったんだっけ……）

　少年はぺたぺたと走ってきて、ミールの近くでべしゃっと地面に突っ伏した。

（うわ……痛いそぉ～。泣いちゃうかなぁ……）

　不安通り、少年は泣いた。その声に驚いた鳥が数十羽揃って、離れた所まで飛んでいった。ミールは少年の位置が近いので、放っておくのも気が引けて立ち上がろうとしたが、その頃には既にメルが少年の前で座って慰めていた。

「大丈夫？ 男の子なら泣いちゃ駄目だってお兄ちゃんが言ってたよ。だから、泣いちゃダメ。ね？」

　少年の肩をさするメル。ああ、本当は優しいんだなとミールは感心してその様子を見ていた。すると、少年は泣き声を上げるのを止め、一瞬メルを見たが、次の瞬間、いきなりメルのことを突き飛ばした。

「きゃっ」メルは小さく叫んだ。彼女は地面にお尻をつけたくなかったから膝を曲げて足の力とバランスだけで座っていた上、スカートの中が見えないように両手を股の間に入れて押さえていたから、少年の弱い力でもいとも簡単に転倒した。地面に押し倒されるメル。ミールは驚いて口を押さえている。少年はメルを睨み付けると「バーカ！」と罵って去っていった。

「あ、ちょ……こら、待ちなさい！」

　ミールは少年を追って、頭でもぶん殴ってやろうかと思ったが、倒れているメルの方が心配だ。「大丈夫、メルちゃん！？」と地面に倒れて動かないメルをミールは抱き起こした。彼女は背中を石の地面に打ちつけたらしく、背中をさすっていた。

「メルちゃん、背中痛いの？ 大丈夫？ 全く、なんてガキなの！」

　少年の去った方向を見るがもう彼の姿はない。代わりにミールの右側のベンチに座っていた中年の男と目が合った。彼は一部始終を見ていたようで、ミールと目が合うと口を開いた。

「お嬢ちゃん、いくらなんでも今のはないだろ。その黄色い髪の子は突き飛ばされたけどね、あんなことされりゃ誰だって怒るよ」

　ハンカチで額の汗を拭いながら男はそういった。

「はい？ 今なんて言ったんですか？ 失礼ですけど、文がおかしいですよ。それじゃまるでメルちゃんが悪いように聞こえるでしょう？」

　男はミールの言葉に怪訝そうな顔をしたが、やがてつかつかと歩いてきた。その顔はどう見ても好意的なものではない。

「おじさんも余所の子に説教なんか本当はしたくないが仕様がない。だけど、君らみたいな不良が若者になると、社会が機能しないのだよ」

「私達が……不良？」

「黄色い髪の子は倒れた子供を慰める。君は突き飛ばされた友達に笑ってもやらない。その上、そのことを悪いとも自覚していない。いいかい、君らがこのまま大人になったらロクな大人になりはしないぞ。先生やお父さんが悲しむと思わないのか」

　彼はだんだん真剣な面持ちになってきた。ミールはほとほと困惑してメルを見るが、彼女は素知らぬ顔で上着の袖を捲って、擦りむいた腕に唾をつけて治療している。

「どうして子供を助けたメルちゃんが怒られなきゃいけないんですか！」

「全く、あきれた子供だ。君はいくつだね？」

「あなたには関係ないわ」

　だんだん不機嫌になってきたミールは雑に返した。

「いくつだと聞いてるんだ」

　しかし大人に強く言われれば、幼いミールの身体は素直に恐怖に震える。この世界をいくらセルフィッシュガーデンの１部屋だと言われても、どうにも信じられない。ここで、この大人に何かされても、誰も暴力を止めてくれない気がしてならない。ミールは不承不承に「12だけど？」と答えた。

「もう12にもなったのに、君達はやっていい事と悪い事の区別がつかないのかね？」

「つくわよ、それくらい」

「じゃあ、どうしてさっきみたいな事ができるんだ。おかしいじゃないか」

「だって、泣いてる子供を慰めるのは悪いことじゃないもの！」

　怒鳴るミール。すると、男は怒って「大人をからかうんじゃない！」と言った。ミールは何がなんだかわからなくて、悔しい気持ちで泣きそうになってしまった。どうして自分達は良い事をしたのに怒られなければならないのだろうか。あまりの不当さにミールは怒りで顔を真っ赤にした。

「なによっ。泣いてる子を助けるのは正しい事だわ。あんた、頭おかしいのよ！ 不当で非論理的で、不公平で、嫌な大人の代表だわ。自分が間違ってる癖に、力で子供を押しつけて！ バカッ、バカッ！ あんたなんか死んだって論議で私に勝てやしないわ！ 一生よ！」

　罵りたいだけ罵ると、男が激怒する前にミールはメルの手を取って、中央広場からセンター街を西に走っていった。幸い、男は追いかけてこなかったので安心した。走って数分も経たない内にミールは止まった。メルも止まる。メルは運動を普段あまりしていないようで、既に肩で息をしている。

「はぁはぁ、ミールちゃん、よくあんなこと言ったね。怖くなかったの」

「怖かったわよ、勿論。でも、あんなの不当だもの。それよりメルちゃんは背中大丈夫？」「背中は大丈夫だけど、心臓はドッキドキ。メルって運動も嫌いだからこういう時、すっごく困るの」

「運動も？ 「も」って何？」

「「勉強も」の「も」」

「ああ」とミールは頷いた。「それにしても、ひっどいガキとオヤジだったねっ！」

　口汚く罵るミール。メルは「しょうがないよ。咄嗟に助けたからメルも忘れてたし」と怒ってないようだ。

「忘れてたって何を？」

「ミールちゃんも忘れてるんだね……。まぁ、一見普通の世界だから無理もないか。ほら、ここって倫理観が逆転してるでしょ。だから、多分、ここでは子供を慰めるのは悪い事なんだよ」

「はぁ？ じゃあ、泣いてる子供に「ほら、泣いてんじゃないよ！」って厳しく叱る方が良いことなの？」

「多分ね。お兄ちゃんそこまで詳しく教えてくれなかったから解からないけど」

「おかげでメルちゃんは腕を擦りむいちゃったのね」

「擦りむいた事、絶対お兄ちゃんには言わないでね。凄く心配するし、反省するから。こんなかすり傷でも「俺のせいでメルに怪我させちまった……！」ってね。ああなると、もうお兄ちゃんはメルのことを鳥篭姫みたいに保護するから。メルをお姫様扱いしてくれるのは嬉しいんだけど、そうなると自由がなくなっちゃうんだよね」

「うん、わかった、黙ってる。じゃあ、さっきのおじさんがミールを怒ったのは、あのおじさんがおかしいからじゃなくて、それがここでは当たり前って事なの？」

　辺りを見まわすと、ミールの割りと知っている道に来ていることに気付き、安心した。どうやら、無意識の内に知っている道に逃げてきたようだ。そこは少し坂になっている道で、服屋などの商店が軒並み並んでいる。また、クレープも売っている。

「そうだと思う。メルたちはこの世界の住人から見れば、倒れているおばあさんに石を投げつけるようなことをしたってことになるね」

「そりゃあ怒るわね……。

　……ちょっと待って。それじゃここじゃ募金や老人介護はどうなってるの？」

「募金はないだろうね。老人介護も安楽死かなんかが当たり前で、長生きさせようという方が締め出しを食らっちゃってると思うよ。メルはこの点はこっちの世界の方が好きだけど」

「ひっどい世界！」

　ミールはこんな世界にだけは生まれてきたくないと思った。メルは怒るミールに苦笑いすると、クレープ屋の方に目をやった。

「ミールちゃん、クレープ食べない？」

「いいけど、クミールさんのおみやげのケーキが部屋にあるよ」

「クレープを入れる専用のお腹がメルには内蔵されてるから大丈夫。そこってお兄ちゃんが作ってくれたお腹なんだけどね」

　笑いながらメルはクレープの屋台ヘ行った。メルは苺のクレープをアイス入りで頼んだ。ミールは桃のクレープを、同じくアイス入りで頼んだ。クレープを焼く甘い匂いがする。それを嗅いでいると、ミールの怒りはなんだか収まってしまい、怒っているのがなんだか馬鹿らしくなった。

「お兄ちゃんがクレープをメルに食べさせてくれた時からずーっとクレープがお気に入りなの。クレープっておいしいよね。季節を選ばないし。夏はアイスが入ってるし、春は苺がおいしいし、落ち葉を見ながら食べる秋なんて雰囲気サイコーだし」

「冬もホットクレープでちょっとあったまるのが良いよね。メルちゃんって苺が好きなの？」

「*Yeah, mel love strawberries. Your favorite is peach. Peach is eta’s favorite one.」

　透明な窓の向こうで店員が鮮やかにクレープを焼いているのを眺める。カスタード色のどろっとしたクレープの生地の元を丸い鉄板に流すと、木製のヘラで鉄板の型に液体を広げる。みるみるうちに生地は焼けて固まっていく。生地が焼けると、店員は鉄のヘラで生地を持ち上げてまな板の上に載せた。彼はその上に手際よくクリームを塗り、カットフルーツを乗せていく。そしてその生地をくるむと、ファーヴァがかぶっていた三角帽子を縦長にしたような紙にすぽっと入れる。これで１つ完成だ。店員はクリームをかけたりしている間に同時進行させて焼いておいた次の分の生地が焼けたのを見ると、これもまな板に移して同様に仕上げた。

「はい、お待ちどうさま。苺と桃のアイス入りですね」

「ありがとう」といってメルは代金を払った。ミールも渡そうとしたが、メルは「お兄ちゃんから外に行ったらミールちゃんの分も買ってあげなって言われてお金渡されてるから平気だよ」といって受け取らなかった。ミールは、まぁセレンの金ならいいかと思って従うことにした。

　クレープを受け取るとミール達は店の外付けのベンチに座った。ベンチ付近には「恋人の坂」と書いてある立て札がある。ミールは昔からこの坂の名の由来が気になっていたが、エケトネもエンナも知らないと言っていた。

「ねぇ、メルちゃん。この坂の由来って知らないよね」

「知ってるよ。こういう座る所があってこその恋人の坂だって、ミクお姉ちゃんが言ってた」

　ダメ元で聞いたつもりだったが、メルは意外にも知っているようだ。

「え、ミクさんが？ どういう由来なの？」

「この坂ってさ、坂っていうほどの傾斜はないよね。お役所もここを恋人の坂と登録はしてないの。恋人の坂っていうのは最近できた俗称だから。

　この坂にベンチを坂の流れに沿って置くでしょ。それで、女の子が坂の上の方に座るの。丁度、今のメルの位置ね。すると、微妙な傾斜のせいで、女の子の頭や身体がだんだん隣の男の子の方に倒れてくの、自然とね。因みに、男の子って今のミールちゃんの位置ね。

　で、それが坂のせいだと女の子が気付くほどの傾斜がここにはないから、その女の子は自分が彼に惹かれているのかなって無意識で思っちゃうわけ。

　男の子の方も女の子が近くに来ればもっと積極的になる勇気がでるし、距離が近ければ自然と女の子も彼を受け入れ易くなるんだって。まぁ、２人が知らない間に互いの距離が近くなれば、なんとなく心の距離も縮まるっていうのは何となくわかる気がするね」

　言いながら、メルはミールの肩に頭を乗せた。

「あ、今のはわざとでしょ？」

「うん、わざと。だってこの方が楽なんだもん。ミールちゃんの肩って柔らかいし、楽」

「そういうこと言ってると、肩に腕を回しちゃうぞぉ。今のミールは男の子なんだから」

　くすくす笑うメル。ミールも笑った。

「さっきまで怒ってたのが嘘みたい。この世界って、こうしていれば普通なのに」

「でも、今、クレープを受け取る時に、メルがお店の人に「ありがとう」っていったら、ちょっと嫌な顔されたよ」

「はぁ。やっぱり住みにくいわ」

　桃のクレープをかじると口の中に甘味が広がる。こんなにたくさん一日の間に甘いものを食べたのは初めてだ。あとでお腹を壊さないだろうかと心配だ。

「じゃあ、私達がクレープを食べるのもヘンな事なのかしら？」

「なんで？」

「この世界じゃ女の子がクレープを食べるのはヘンなんじゃない？」

「ここで反対になってるのは倫理観だけだよ。女の子が甘いものが好きっていうのは倫理とは関係のないことだから、メル達がこうして食べてるのは別にヘンじゃないと思う」

「なるほどね、反対になるのは倫理だけかぁ。じゃあ、女はおしとやかであるべきとかっていう倫理は？」

「ないだろうね。男が勇敢であるべきっていうこともない。だからさっきの子は転んだぐらいで、鳥が逃げるほど大泣きしてたんだと思う」

「おしとやかでなくていいんならそれはちょっと楽かも。でも、奨励される男の子がみんなエケトネ君みたいだってのはなんか頼りないなぁ。

　そういえば、鳥で思い出したけど、この世界では絶滅動物の保護はどうなってるの？」

「鳥は滅ぼしたままだろうね」

「でも、僅かな倫理から外れた人達が頑張ればなんとか」

「多分駄目だろうね。大衆が動物は滅びるままに滅ぼせと思っていれば、国や学府や企業からの助成金が出ないもん。お金がなけりゃ、いくら志したって助けられないよ。せいぜい自分の家周りのハトとかをちまちま助けるくらいしかできないよ。

　それに、大衆の倫理と異なれば、或いは私達には考えられないような法が作られるかもしれないよ。絶滅しかけた動物の絶滅を阻止しようとするのが悪だと思われれば、助けようとする人達を罰する法律ができてもおかしくない」

「ばっかみたい！」

「そう……ばっかみたい」

　メルはミールの肩から頭をどけて、そのままミールの膝の上に寝転んできた。下を向くとメルと目が合う。彼女は日向にいる猫のようにのびのびした顔をしている。膝が疲れるが、メルのこんな安心しきった顔は見た事がない。それだけこちらの事を信頼してくれているのだろうと思うと、ミールは黙ってメルを寝かせていた。

「ふぁ～、ミールちゃんってメルの匂いがする～。それに、柔らかくって気持ち良い。ヘンなの、自分と同じ匂いなのに、なんだか心地いい感じ。とっても不思議」

「私にはリディアお姉ちゃんとクミールさんが混ざってるからじゃないかな」

「そういう事いわないで。メルはね、ミールちゃんは他の誰でもないミールちゃんとして付き合いたいんだから」

　その言葉がなんだかとてもミールには暖かく聞こえた。

「メルちゃんは私のどこが気に入ってくれてるの？」

「一緒にいると落ち着くし楽しいの。それに、ミールちゃんは頭が良いから話しが合うし、服とかの趣味も合うでしょ。それにミールちゃんはお兄ちゃんが嫌いだから」

「セレンさんとどう関係があるの？」

「お兄ちゃんのこと嫌いなら、お兄ちゃんを取られる心配がないじゃない」

「でも、私、クミールさんは好きだわ」

「クミールちゃんはメルのお姉ちゃんじゃないもん。ミールちゃんと同じ、お友達だから。取るとか取らないとか、そういう話しじゃないよ」

「なるほどね」

　ミールはメルのさらさらの髪に手櫛を入れた。

「あのね、ミールちゃんが言った「ばっかみたい」についてだけど、メルもそう思うよ。お兄ちゃんがミールちゃんにここで一番思って欲しかったのもその事だと思う」

「どういう事？」

「ところで、ミールちゃんって倫理的な霊人？」

　突然の質問に「さぁ」と戸惑ってしまう。

「多分、普通に倫理感を持っているし、基本的にそれに沿って生活をしてると思うわ」

「じゃあ、自分の倫理が逆転したここはさぞかし住みにくいでしょ」

「住みにくいったらないわ。正しい事をしてるのに怒られるような理不尽な世の中なんて」

「ミールちゃんって、その理不尽を常に感じている霊人のことを今まで考えた事がある？」

「今の私みたいな人？ ……ないわ。だって、こんな世界に足を踏み入れたのは私達くらいのものじゃないの」

「この世界の話しをしてるんじゃないの。元の世界にもね、倫理感が他人と180°程ではないものの、異なっている霊人がいるんじゃないかな。当然、その霊人達はマイノリティだね。その霊人達って凄く理不尽なものを感じて生きてきてるんじゃないかな」

「理不尽？ それはおかしいわ。だって、その人達は間違ってるんだもの。その人達は元の世界で、倒れた子供を叱るような人や老人を安楽死させるような変人でしょ。それは間違ってるわ。間違ってる事をしたんだから怒られて当然で、それを理不尽だと思うなんて厚かましいにも程があるわ。

　その一方で、私は正しいことをしたのに怒られたのよ？ これは理不尽でしょう？」

「正しい事とか間違っている事っていってるけど、それは元の世界の倫理に照らしての事でしょう？ どうしてお兄ちゃんがこんな馬鹿げた世界を用意したと思ってるの？ 

　この世界じゃミールちゃんの言ってる「正しい事」は間違いなの。逆に、ここでの「正しい事」は元の世界じゃ「間違ってる事」でしょ。もし、この世界のエケトネ君がメル達と一緒に元の世界に戻ったら、エケトネ君は元の世界の倫理観に混乱すると思うよ。この世界のエケトネ君は「僕は苦しんでいる老人に留めを刺して楽にしてあげたのになんで怒られるんだ。こんなの不当だ」って本気で言うよ。

　さて、この話しから何を学んだ？」

　メルの最後の台詞はセレンを思い出させた。兄妹だから、口調が似てくるのだろうか。

「……？」

「社会で倫理観を作っているのは誰？ どういう集団？」

「それはその社会の大多数だわ」

「つまり、そこから外れた少数の倫理はその社会では通らないのよね。少数派は多数派に「おかしい」とか「お前は間違っている」なんて言われるのよ。少数派の中にはその言い草を「不当だ」という者がいるでしょうね。でも、「不当だ」と言ってみても所詮、多数はそれを聞き入れない。

　ミールちゃんは割合多数派のようだから、少数派の気持ちを考えた事はないでしょうね。ねぇ、改めて聞くよ。その理不尽を常に感じている霊人のこと、今まで考えた事ある？」

　ミールは黙った。何とも答えようがなかった。ミールは何らかの力や圧力を持って自分の正当性を通すのが嫌いだ。それは悪だと思っている。周りの大人が大人だというだけで自分の言うことが正しいと言うのには我慢がならなかったし、正しいと認めなければ暴力を振るう連中にはほとほと嫌気がさしている。だが、今ここでメルの答えにNoと答える事は、自分がその連中の１人だということを認めることになるのではないかと思った。

　ミールはNoとは言いたくなかった。だが、Yesというわけにもいかなかった。理由は簡単だ。本当の答えがYesではないからだ。ついでにいえば、答えはむしろNoだった。

　答える代わりに、ミールは静かに首を振った。

「お兄ちゃんがね、大衆は自分らの倫理観を信用しているって言ってた。倫理観は大衆によって作られるから、大体の人間が周りと同じ倫理観を持っている。つまり、大多数の人間は自分に共感してくれる状況を持っているってことになるね。

　そんな中で育った者は倫理に適う事を言えば大多数が味方につくことを知っている。そして、そんな事を日常で繰り返していく内に、自分の・自分たちの持っている倫理は正しいと誤解するようになるの。そりゃそうよね。それに反対する者は元来少数派だし、反対されても数の暴力を振るえば済むんだもの」

「私もその多数の１人なのね……？」

「お兄ちゃんはね、自分達多数派の倫理観を正しいと信仰して少数派の理屈も聞かずに「あんた達は間違っている」って言うような人間が大っ嫌いなの。メルもそういうのは嫌い。そういう連中って話すだけ無駄よね。予め自分の倫理を信仰してるんだから、宗教を改宗させるのと同じくらい難しいし、成功しても大した実りのない無駄なことだよ。それに、大衆の数は多いの。１人改宗させてる間にこっち側が２人以上信者にされたら割りが合わないよ」

　ミールは返す言葉もなくて唇を噛んでいた。自分が非難されているように聞こえるのだ。

「じゃあ、なんでセレンさんは私みたいな「馬鹿」を相手にあんなに話してくれたのかな」

「それは聞かされてないから知らない。

　覚えてほしい事はね、お兄ちゃんは何も倫理観を持つ事を否定しているわけじゃないってことだよ。多数が自分たちの倫理を「正しい」とまで誇張して考え、少数を「間違ってる」とするのを指して、そこで初めて「馬鹿げている」と言ってるの。「そういう連中に自分らの馬鹿さ加減を分からせる為に俺はこの世界を作った」……さっきお兄ちゃんはメルにそう言ったの」

「もう思い知ったよ、正にこの身でね」

　不意にミールはここに来る前にセレンに言った言葉を思い出した。

（別に嫌じゃないわ。通念についてはもう教わったから、倫理観が逆転したぐらいじゃ驚かないわ。それに私は元々論理的なのが好きなの……か。

　何を指して私は「論理的」なんていう言葉を吐いていたのだろう。

　倫理観が逆転したぐらいじゃ……だなんてよく言えたものだわね）

　心中にミールはため息をついた。眼下のメルを見ると、彼女は目を細めて眠そうにしている。

「メルちゃんも私の事が馬鹿だと思ったの……」

　恐る恐る聞くと、メルは「ううん。強いて言うなら、心がけの方かな」と答えた。

「お兄ちゃんは馬鹿って言葉が口癖だから、なんでもすぐ馬鹿にしちゃうだけなの。あまり気にしない方が良いよ。ほんとはメルはね、ここでお兄ちゃんが言うような馬鹿な連中は、話し合いの心がけがないと思うの。勿論、論議の時でもそれは同じだよ。

　自分の周りの多数が倫理的な自分の発言に対し味方をしてくれる。そういう風に、自分の周りから「お前のその考えは正しい事だ」と認められ続けることを甘やかしと言うとすると、そんな甘やかされた空間で育ったら誰だってそれが正しい事なんだって盲信するわ」

「不良は？ 不良は多数派じゃないの？」

「不良だからって多数とか少数とかってことはないよ。勿論、不良という存在そのもの自体は勿論少数だけど、その少数って言葉はここで言ってる少数とは区別されているってことは分かるよね」

「分かるわ。ここでは倫理に対して多数だと少数だのといっているのであって、素行が悪い人の人口に対して多数だの少数だのといってるわけじゃないってことでしょ」

「そう。ところで、不良は窓ガラスを割るのが悪いと思いながらも、わざとやる。ガラスを割るのが悪いと思わずにやっているわけじゃないの。倫理的だと評される人間との違いはやるか否かというだけだね。何が倫理的かと思っている点は不良とそうでない者とで同じだもん。

　問題は、自分の倫理が多数と違っている少数の人間よ。彼らは多数と違った倫理を持っているだけよ。それだけで「間違っている」と言われる義理はないよ。なのに多数は自分が甘やかされてるもんだから自分の倫理は正しいと思い、それと少数が異なるだけでろくに少数の意見も聞かずに「お前は間違っている」と非難する。少数が言い分を述べても聞かないし、あまつさえ「まだ言い訳をするのか！」と怒り出す始末。加えて究極的には多数の暴力で少数を話し合いの場から締め出してしまう。こんなの話し合いの心がけが欠片も見られないわ」

「さっきのおじさんが「怒り出す始末」の良い例ね」

「そう。自分がこの世界では倫理的だと彼は知っている。彼は自分の倫理の正しさを信仰しているから、それと違うミールちゃんにあんなに偉そうにお説教できたの。ミールちゃんが今度はそれに抗い、「泣いてる子供を助けるのは良いことだわ！」と自分の倫理を主張すると怒りだしたでしょ。正に今言った通りのパターンだね。

　そして元の世界では多数派だったミールちゃんは今や少数派になり、初めて少数派の気持ちがわかった。そしてあなたは何を学んだ？」

「そうね……。多数派が数が多い事で甘やかされ、擁護され、それで慢心して自分の倫理が正しいと盲信するのは馬鹿げているって言ったセレンさんに今は賛成よ。さっきまでの私みたいな連中は是非ここに一度来るべきね」

　メルはミールの膝から起き上がって、ミールの顔を心配そうに覗きこむ。

「あれ、おかしいな……。ミールちゃん、そういう人間は馬鹿だと思うようになっちゃったの？ 「話し合いの姿勢がなってない」じゃなくて？」

「うん。あのおじさんで相当嫌な思いしたからかな」

「困ったなぁ。お兄ちゃんと同じ考え方はまずいと思うよ。お兄ちゃんの考えは極端だから」

「大丈夫。いつか私が他人に同じ事を教える時にはメルちゃんが言った様にいうから。でも、私の本音としては、自分の倫理を正しいと盲信して、自分と異なった倫理の人を頭ごなしに否定するのは馬鹿だと思うわ。少数は自分を盲信させてくれるだけの甘やかしを得るのが難しいから、大抵こういう馬鹿は多数派に多いと思うけど、仮に少数にも自分の倫理を盲信して自分と違う倫理の他人を否定する者がいたら、その人も馬鹿だと思うわ。セレンさんはその点はどうなの？」

「お兄ちゃんも同じだよ。少数でも、凝り固まって互いの倫理を正しいと認め合って甘やかしあった結果、自分たちの倫理を正しいと盲信し、そうでない他者を排他しようとする連中は馬鹿だと言ってたよ」

「なるほどねぇ」ミールはクレープを食べ終わると、食べながらやぶいた紙片と残った紙をを包み、席を立って捨てにいった。メルも後を付いてきて、ごみ箱の前で残りをほおばって紙を捨てた。

「別にゆっくり食べてても良かったのに」と言うがメルはふるふると首を振った。

　クレープを飲みこむと、メルは頬を手で押さえて顔をしかめた。どうやらアイスを一気に頬張ったので苦しかったようだ。

「ゆっくりで良いって言ったのに。歯が痛いの？ 虫歯？」

「虫歯なんかないよ。子供の歯の時に１本あったけど。虫歯は痛いから嫌い。あれからちゃんと磨いてるから今はないはずだよ」

「そうなんだ。私は虫歯ってなった事ないからよく解からない。虫歯ってそんなに痛いの？」

「子供の歯の治療は余り痛くないから、歯医者自体はそんなに痛くなかったの。けど、歯医者に行く何日か前に、お兄ちゃんにあ～んして見てもらった時に、お兄ちゃんに触られたのが死ぬほど痛かったの。お兄ちゃんったら「お、ひょっとしてこれか？」とか言って、手加減しないで爪でコツンって突ついたの。ほんと、電気が走ったみたいに痛かったよ」

「可哀想に」というミールは、しかし、苦笑していた。

　メルは「もう帰ろうか」と提案した。ミールは１にも２にも賛成した。もうこんな所には居たくない。今まで自分が少数派に無意識だろうが意識的にだろうがしてきてしまった不当な排他をここでは自分が受けるのだ。もうそれが馬鹿げた事だとわかったから、ミールはとっとと部屋に帰りたかった。

　帰るには噴水の所まで戻らなくてはならないが、あそこに戻るのは嫌だった。さっきの男がまだいるかもしれないからだ。ミールとメルは雑踏に紛れて、男がまだいるかどうかを確認しながら噴水に近寄っていった。

　幸い、男の姿は既になく、ミール達は無事にもと来た所まで戻る事ができた。裏通りへ続く小道までくると、もう一度噴水を向く。すると赤いリボンで髪を結わいた小さな女の子が噴水のベンチに座っているのが見えた。彼女はエンナと同じくらいの年頃のようで、何故か大量の石つぶてをバケットの中に入れている。

「ミールちゃん、帰らないの？」

　メルが振り向いて言うが、ミールはその少女を見ていた。その少女はバケットから石を出すと、近くの鳥、それもひ弱そうな小鳥に向かって石を投げつけた。少女の命中力は中々のもので、地面に落ちているエサを見つけて喜んでほおばっていた小鳥に見事ぶつかった。

「！」ミールは声もなかった。

　所詮少女の投力だし、投げた石も小さいものだったから小鳥は死なずに済んだが、羽をやられた様で、もう飛べなくなってしまった。他の鳥は石が投げられた瞬間に一斉に飛びだってしまい、地面には無残にも小鳥１匹が取り残された。このままではこの鳥が助かる見込みはないだろう。

　少女の隣のベンチに座っている青年がそれを見てヒューと口笛を吹く。「やるねぇ、お嬢ちゃん！」と青年が声をかけると、少女は「えへへ」と謙遜して恥かしそうに微笑んだ。

「……！」ミールは静かに首を振った。思わず涙が出そうになった。メルはその肩をとんと押した。ミールの姿はすうっと何もない空間に吸い込まれて消えた。あとから、水面でもないのに、その空間に波紋が起こった。

「……。お兄ちゃん、この世界はミールちゃんにお兄ちゃんの教えを……我侭を伝える為にあるんだよね、ただそれだけの為に。そんな我侭のせいであの鳥は死んじゃうの……？」

　呟いたが何も返ってはこない。

「もしそう聞いたら、お兄ちゃんはきっと「我侭のおかげで助かったものもいる」っていうだろうね。でも、そんなことどうでもいいの。今はとにかく目の前にあるこの光景がメルには辛いの……」

　ミールの後を追ってその空間に立ち入ると、メルもまた波紋を残してその身を消した。

「倫理観が逆転した部屋なんて本当に成り立つと思っているんですか」

　ミールとメルがドアの向こうに消えてから少し後にセレンから１つ依頼を受けて以降、クミールはずっと黙っていたが、気になったことがあったので口を開いた。その声は怪訝そうだが、小さいものだった。というのもリディアがソファーに横たわってすやすやと寝ているからだ。セルフィッシュガーデンにいる限り寝る事は必要ではないので、眠りたい時に寝れば良い。それにここには不眠症もないからその気になればすぐにでも眠りに落ちる事ができる。

　セレンはリディアに纏わりつかれていると迷惑そうな顔をする割に、いざ彼女が眠っていると今度は寂しいらしく、ちらちらとランプのほのかな光りに照らされた彼女の寝顔を見ていた。が、クミールに話しかけられると「はい、何ですか？」と返事した。

「倫理観です。倫理観が逆転した世界なんて成り立たないと思います。それなのにあなたの作った世界は成り立っている。おかしいと思います」

「世界ってここでは「社会」のつもりですよね。人間が社会を成立させ維持していく上では倫理観はあった方が良いですね。でも、それじゃミールの教育にはなりません。

　ある社会の倫理観を逆転させたら、その社会は確かに成り立たないでしょう。極端にいえば人殺しが善になりますから、その状態では社会が成り立たない事は明白です。まぁ、倫理観を逆転させた結果、社会が崩壊するってのはリアリティーがありますが、そんな所にミールを送り込んでも俺の望む効果が期待できません。ミールが居るこの世界と一見全てが同じ世界なのに、関わっていくうちに違う点が続々と見つかるっていう状況が欲しかったんです。ほら、始めから自分の世界とあまりに違うとまるで他人事に見えちゃってショックが少ないでしょ。ってことは印象も薄いってことで、ミールの教育にはならないってことです」

　セレンの長い説明をクミールは黙って最後まで聞いていた。クミールが心配していたのはセレンが社会の成立や維持に倫理観など要らないと言っているのではないかという事だった。しかし、その説明を聞く限り、その心配は杞憂だった様だ。

「じゃあ、あなたは社会がまともに成立し、機能するには倫理観があるべきだと思うんですね」

「機能ですか、言葉が増えましたね。まぁ、成立でも機能でも維持でも、倫理観は社会にとってあるべきものでしょう。思うに、人間を社会的な動物として捉えるなら、そいつらが編み出す倫理観というものは社会的でない訳がありませんよ。……と、これは理由付けなんで納得はご自由にどうぞ。そういや、そもそもこれは論議じゃありませんでしたね」

「その考えには納得します。私もそう思います」

「いくら人間を社会的動物と捉えても、人間はたくさんいるから、少数派の社会的でない奴がいるのは当然でしょう。また、そいつらの倫理は社会を崩壊させかねないものがあるかもしれません。何せ社会的でない奴らの倫理ですからね。翻って考えると、多数の倫理は取り敢えず社会を崩壊させていないという点があるだけマシですね。

　ああ、勿論ここで言ってる倫理というのは社会の倫理であり、個人や小集団の倫理ではないですよ。そう考えると社会倫理に社会が必要なのはよりわかるでしょう？」

「つまり、倫理があることがいえれば、それが社会を成立させている事を約束するということですね」

「倫理があれば社会を成立させるとは言ってません。多数の倫理はそれ自身が存在し、世に台頭しているし、その倫理が台頭する社会という場が存在している以上、少なくとも社会を崩壊させていないことになります。そしてこの点が確実に少数の倫理よりマシです。少数の倫理は、それに切り替えた途端、社会を崩壊させる可能性がありますからね」

　クミールは２～３度頷いた。セレンは極端で末期的な事ばかりを言う男だと思っていたので、こういうまともな意見を聞くと新鮮味がある。尤も、「まとも」ということはクミールが自分自身の思想に照らし合わせて出た評価でしかないが。

「論議をするつもりはありませんけど、今のセレンさんの言葉を聞いて安心しました」

「まぁ、納得されたのなら幸いですが……。なぁ、リディアはどう思う？」

　寝ているリディアに聞くセレン。リディアの耳は彼の言葉にぴくっと動いたが、彼女は寝惚けていて起きない。

「う～ん、わたしはねぇ、猫が好きぃ」

「あぁ、そうか。解かったよ、おやすみ」

　ソファーの上にあった毛布をリディアの身体にかけるセレン。丁度その時、ドアが開いてミールとメルが帰ってきた。彼女達の顔つきは暗く、いつもの元気がなかった。彼女達が並んで同じ表情をしていると、暗がりの中では良く見分けがつかない。

「よぅ、お疲れ。なんだか、「行かなきゃ良かったわ」って顔してるな」

　ミールはため息をつき、テーブルの周りに寄った。ミールが近づいてきて彼女の顔が明るく照らされるたび、それと反比例して彼女の表情が暗いのがだんだんとわかる。

「行かなきゃ良かったなんて思ってないわ。大切な事を知ったしね。でも、同時にすっごく嫌な思いもしたの。そしてこの現実世界にもつい今さっき私が味わった不当さを感じながら生きている霊人がいると思うと胸が痛むのよ……」

「あと、鳥さん……」ぽつりとメルが言う。ミールは悲しそうに頷く。

「へぇ、随分変わったもんだな。いくら作られた世界とは言えども、旅行者が５感でその世界を体験すると体験すると、その影響力は計り知れないんだな」

　しみじみ言うセレン。ミールはもう一度ため息をついて「次のランプを探すわ」と、部屋の中を歩き出した。メルは「ちょっと疲れちゃった」といってセレンの膝に座った。

「メル、クレープ食べたな？」

「どうしてわかったの？ By mel’s breath?」

「さぁねぇ」と言いつつ、セレンはメルの口の周りについたクリームを指で拭き取った。

　その頃にはミールはもう既に新たなランプを見つけていた。結構部屋が明るくなってきているので、もはやランプを探すのに足元を注意しながら出なくとも良い。今度のランプはベッドの近くの置き台の上にあった。

（こんな所にランプがあって危なくないのかなぁ……）

　ファイを投げ入れるとそのランプにも明かりが点いた。ミールはお約束通り、下にある紙を取ると、文面を読み上げた。

「論議的な部屋。あら、やっとセルフィッシュガーデンに関係ありそうなのが来たわ」

「おー、すると俺の部屋は最後まで残りそうだな」

「セレンさんの部屋？ まぁいいわ。それより、今回は誰についてきてもらおうかしら」

「悪いがミール、今回はクミールさんと行ってくれないか。リディアとメルには用があるんだ」

　どうせ決めるのに毎回苦労するのだ。いっそのこと決めてもらえればありがたい。ミールは「わかりました」といってクミールの側に寄った。

「じゃあ、クミールさん、後はお願いします」

「わかりました。あの……メルちゃん」

　セレンの膝の上でメルは「なぁに、クミールちゃん」と優しげに言った。どうもミールに言うより優しげに聞こえる。いいなぁ、とミールは彼女を羨ましく思った。

「後でケーキを食べようね」

　クミールもメルには人懐っこく言う。メルは大きく「うん。たべよー！」と返した。そうしてクミールは部屋のドアを開け、闇の中へと去っていった。ミールは眠っているリディアを具合が悪くなったのものと勘違いして、心配した。彼女を起こしては悪いと思い、ミールは黙ったまま闇へと消えた。

　お約束の光りが起こって消える。ゆっくりミールが目を開けると、そこはミールの家の近くの商店街だった。

「ここって家の近くです」とクミールに告げる。

「あら、そうなの。私の住んでいる所もここからそう遠くないところにあるわ」

　ここからクミールの家の道のりは良く知っている。つい昨日今日の間に２度も訪れたからだ。

「ところで、ここって論議的な部屋ですよね。具体的にどういう所なんですか？」

「一番優先される価値基準が論議なの。ここの人々は何事も論議で物事を解決しようとするのよ」

「わぁ、それは良いことですね。ってことは、ここには屁理屈を言う大人がいないんでしょう？」

「ええ、そうよ。でも、それは良いことかしら？」

「それはそうですよ、すばらしい事です。ここでは暴力で自分の正当性を主張する事が許されないんでしょう？」

「暴力で思想を押しつけようとすると、力が抜けたり相手に触れられなくなったり動けなくなったりするわ。この世界で正当性を主張するには論議を用いるしかないの」

　それは理想世界だ、すばらしい。ミールはそう思うと空を見上げた。空には入道雲がもくもくしている。この世界の空はなんだか晴れ晴れしてすがすがしい。やっと良い部屋に来れた！

「つまり、この世界全体がセルフィッシュガーデンなんですね」

「それは違うわ。セルフィッシュガーデンでの論議は思想の是非を問わなかったでしょ。でも、ここだと是非を問えるのよ。その点が一番セルフィッシュガーデンとは異なるわ」

　クミールは歩き出した。商店街にはたくさんの店がある。右手をみると、八百屋、肉屋、茶屋と食品関連が並んでおり、左手には床屋や本屋や玩具屋などがある。

　玩具屋の前を通り過ぎた時、ミールはふとエケトネの事を思い出した。彼は確か何とかという玩具がほしいといっていた。ミールはその名を覚えていないし、興味もない。何でも高等な機械類で、映像機器に繋げて遊ぶ類のゲームらしい。確かコンピューターゲーム機とかいっていたような気がする。

　ミールはちょっと立ち止まって玩具屋の中を覗いてみた。すると、エケトネの欲しいと言っていたのと同じであろう物がショーウィンドに展示されていた。値段は驚くほど高い。おいしいクレープとケーキが50回ずつ食べられる値段だ。ケーキだけならなんと100個。こんな機械を買うくらいなら100回甘い思いをした方がずっとマシだ。

（エケトネ君はおばかさんだわ。ケーキの方がずっと良いのに）

　しかし、そんな彼は少数ではないようだ。店の中ではしきりに小さな子供が母親にその機械をねだっているのが見える。クミールも足を止めてその様子を見ていたが、「入りましょうか」というと中に行ってしまった。

　クミールさんも玩具なんか欲しいのかしらと訝りながらも後をついていく。クミールは着せ替え人形の棚を見始めた。着せ替え人形は女の子の人形が多く並んでいる。まさかこんな大人の女性がまだこんなもので遊んでいるとは思わなかった。ミールは少し面食らってしまった。

「少女趣味なんですね」

　多少はよく聞こえる様に述べるミール。するとクミールは苦笑して首を振った。ミールの耳元によると「そこにいる親子の会話を聞きたいだけよ。じろじろ見てたら嫌がられるから商品を見てるのよ」と囁いた。

「ねぇねぇ、お母さ～ん、ゲーム買ってよー」

　ミールの横ではミールより少し小さいくらいの男の子が母親にゲームをねだっている。母親は早くここから立ち去りたい様だが、子供ががんとして動かず、ほとほと参ってしまっている様だ。

「だめよ、そんなお金ないわ」

「買ってよー」

　暫く押し問答が続いた。ミールは暇を持て余して、展示品の人形を手に取った。展示品の男の子の人形をいじりながら、ふとミールは思った。この人形の服の下はどうなっているのだろうか。

（やっぱり……あるのかな）

　話しにきいたことはあるが、今までそれを見たことは１度もない。父親と風呂に入る事など、物心ついた頃には恥ずかしくてできなかったので、本当に見た事がない。好奇心の強いミールは物凄く見てみたくなる衝動にかられることがある。それで、エケトネに見せてと頼んだ事は何度もあるが、その度に断られてきた。自分は見られたくないが、他人のは見たい。でも、見れない。おかげで、余計に見たい気持ちが膨らむ一方だ。そこでクミールが女の子の人形の帽子を取り替えている間に、ミールはすかさず人形のズボンを引っ張って中を見てみた。が、期待を裏切る様に、そこには何もなかった。

（なんだ、つまんない……。もしかして、あれって話半分で、本当はそんなものないんじゃないかな。そうよ、本当は男の子の嘘なのよ。だって見たことないもの。でも……これって無知に訴える論証かしら）

　上を見上げるとクミールと目が合った。「今、何してたの？」と彼女。彼女の目を盗んだつもりだったが、彼女はミールの悪戯を全部見ていたようだ。ミールは赤くなって下を向いてしまった。言い訳がましく「あの、その。……換気……してあげたの」というとクミールは「じゃあ、そういうことにしとく」と言って人形を棚に置いた。今なら顔から火を出せそうだ。

　気分を変える為にミールは親子に耳を傾けなおした。何か進展があったかと思いきや、まだ押し問答を繰り返している。が、流石に母親は疲れたのか、不意に子供を諭す様にこう述べた。

「あのね、お金がないと物は買えないでしょ。今、お金はないの。だから、このゲームは買えないでしょ」

　すると子供は駄々をこねるのを止め、きょとんとしていた。

（そりゃ子供にそんなこと言ったって、子供は混乱するだけよ……）

　しかし、次の瞬間、一見普通に見える子供が「それは演繹？」と母親に聞いた。ミールよりも小さい年の子が演繹なんていうとは思いも寄らなかったミールは、思わずハッと振り向いてしまった。

「え、演繹よ」

「じゃあ、お母さんの間違いだよ。「お金がないと物は買えない。お金はない。だから、このゲームは買えない」っていったよね。物が買えないが前提なのにゲームが買えないが結論で使われてる。こんなこと前提にはないよ。これは理由付けだよ。隠れた前提は「物が買えないならゲームも買えない」だよ。これは演繹じゃない」

（そうね、確かに演繹じゃない。理由付けよ）

「だから、お母さんの負けだね」

　すると母親は「はぁ」と疲れたようにいった。

「しょうがないわねぇ、でも、一日中ゲームしてちゃ駄目だからね」

（ええっ！？ まさか、買ってあげるの！？）

　驚いた事に、その母親は店主にゲーム機を一台包んでくれる様に頼んだ。ゲームを手に入れると子供は大喜びで硬直しているミールの横を過ぎ去っていった。

「ビックリしてる？ ミールちゃん？」とクミール。

「あんな簡単に買い与えるなんて……あの子ダメな子にならないかしら」

「ダメになるかもしれないけど、ここでは普通の事よ」

「え、どうして？ ……あっ、そうか、ここが論議的な世界だからね！」

「そうね。ここではこの様に論議の勝敗が物事の価値基準となっているの」

「なるほど。う～ん、なんだかあんまりすばらしいとも言い切れないような気がしてきました」

「外に出ようか」といってクミールは玩具屋を出た。

　歩きながらクミールが喋る。

「おかしな世界よ、ここは。自殺願望者に対し「止めるんだ！」って止めても、その人が論議で負ければ自殺者が飛び降りるのを止められないの」

「うそっ！？ 誰がそんなこと言ったんですか」

「勿論セレンさんよ。他にも「ここじゃ強姦されそうになった女は論議で対抗するしかない。もし負ければ唯々諾々と犯されるしかない」とか「「大量殺人が良い」という思想の持ち主がその手の論議で勝てば大量殺人は良いことになる」とか「裁判は論議で行われるから何人殺しても論議で勝てば罰せられない」とかの例をくれたわ。全部悪趣味な例だけど」

「う～ん」とミールは唸った。クミールは追撃をかけるように続ける。

「更にこの世界では、絶対の論理というものがいるの」

「名前から察するに絶対の正義の論理版ですか？」

「そう。彼は完全な論議の知識と技術を持っているわ。正義と違って論議は勝ち負けがはっきりしてるから決着がつくわ。だから、絶対の正義は空席でも絶対の論議は就任している事がある。この世界での重要裁判は絶対の論議によって独立して行われるわ」

「じゃあ、その裁判では絶対の論議さんと被告人が論議をするんですか？」

　そんな事になったら被告人に勝ち目はないだろうなとミールは思った。が、クミールはパタパタと手を振った。

「絶対の論議は論議しないわ。審判をするの」

「なるほど。それにしてもよくよく考えればおかしな世界ですね。論議が絶対の世界。論議が力を持っている世界……。それって論議を知らない人には不便な世界ってことですよね」

「そうなるわね。ちょっと不公平な世の中だわ。その点はいけないわね」

　クミールはミールの意見を肯定するように喋ったが、ミールにとってそれは肯定として受け取る事ができなかった。どうやらクミールにこちらの意図を曲解された様だ。

「不便とは言いましたが、不公平とは言ってません。まぁ、本当は不公平だとも思いますけど。でも、不公平だからといって「いけない」かどうかは解かりません。私はそう思いません」

「どうして？」

「例えば、元の世界には法律がありますよね、この世界にあるのかどうかは知らないけど。で、法律だってここの世界でいう論議と同じく、人に対して強制力や威力を持つわけでしょ。そして法律も論議同様に知らなければ損をする」

「ええ……」とクミールは弱気に返事をする。

「法律は「知らなかったんだよ！」じゃ済まされませんからね。知らなくて法律を破ってしまっても立派に犯罪です。法律はそういった強制力を持っています。この世界ではそれが論議にすげ代わっただけです。

　でも、元の世界で誰が法律をいけないと言うでしょうか？ 法律の存在がそもそも気に食わない人や、ある法律が悪法だという人はミールも知ってます。でも、大半は法律に威力があることを認めています。

　また、法律を知らない人が損をすると私達は知っています。法律はその点で不公平です。でも、だからって法律をいけないとは言いませんよね。じゃあ、論議だって不公平だからっていけないとは思えないんですけど、どうでしょう？」

　思い付きで語ったのでどうも所々穴の開いた主張だなと思いながらもミールは自信のある顔をしていた。

「どうって聞かれても困るんだけど……。まぁ、そう思うのならそれで良いんじゃないかしら」

　そっけないクミールの反応にミールはちょっと不愉快そうな顔をした。これだけ喋ったのだからもう少し反響があっても良いのではないか。クミールはミールの釈然としない様子を見て、説明する様に述べる。

「真面目に取り合っても良いんだけど、今の論にはかなり穴があったから取り合わなかっただけよ。あまり穴だらけの論は論議の妥当性を問わずに、話の内容だけを聞いてやれとセレンさんが言ってたわ。別に、ミールちゃんの事がどうでもいいって訳じゃないわ」

「そうですか。確かに、今の意見は自分でも穴が多いと思ってました。なるほど、セレンさんがそう教えたんですね」

「セレンさんも良く周りに「どう？」って聞かれた時に同じように答えるんですって。相手の理屈は穴だらけなのに、その相手は上手く論理を言えたと思ってる事が多いんですって」

「それは対応に困っちゃいますね……。あぁ、今の私か……」

「そういう相手に「どう？」と聞かれて正直に論理の穴を教えても意味がないってセレンさんは言ってたわ。素直にこちらの言う事を聞ける相手ならともかく、そうでない相手は言っても学ぶどころか抵抗するだけだからって……」

　幾度かミールは頷いた。「じゃあ、私は素直に言うことを聞けない女なんですね？」と聞くと、クミールは「別にそういうわけじゃないけど……」と言いにくそうに答えた。これ以上責めるのも可哀想なので、ミールは話題を変えることにした。

「それはともかく、こういう話を聞いて、この世界に対して思った事があります」

「何？」

「この世界がとんでもないって事です。論議１つで強姦や殺人が許されるっていうのはおかしいです。でも、それと同時に、この世界はすばらしくもあります。屁理屈大人はいないし、暴力も振るわれる事なく自分の正しさを主張できますもん。力のない女性や子供にとってはすばらしい事です」

「それもそうね」クミールはポストの近くで立ち止まった。すぐ脇にはラウンドテーブルがある。「座りましょうか」とミールが促すと、２人は席についた。（注：郵便ポストではない。ポールに近い物）

「ミールが思うに、倫理観と結びついた論議的な世界はとても良いと思うんです。倫理観が逆転した部屋で学んだから、多数派の倫理を正しいと押し付けることはしません。でも、倫理観に即した上で論議的は部屋であるのは良いと思うんです。犯罪を論議で正当化するのは納得いきませんけど、少なくともみんなはもっと論議的に生きるべきですよ。

　学校で偉い人が演説してますけど、あれって論理的に虚偽を含んでる事があります。でも、みんな論理学なんて知らないから、その演説の正当性を論理学で客観的に判断することができず、自分の思想や利害に照らして主観的に判断するんです。人間はもっと論理や論議を使って客観的に言い合いをすべきです。

　相手の言うことを聞かず、自分の教義を押し付ける人って凄く多いです。この人達は自分たちが正しいと信仰してしまうと、自分が間違っていてもその事に気付かなくなります。あまつさえこの人達は自分と違うものを異端と呼んで争いを起こし、時には人を殺す事さえあります。

　ミールはね、まだ12才だけど、ニュースや身の回りでそういう下らない争いが起こったのを一杯見てきたからそう思うんです。人間はもっと論議的に生きるべきですよ。

　人の言うことを聞かずに自分の教義を無理に通そうとして他人を殺す。ましてや紛争で関係のない子供までが命を落とす。こんな事あってはいけないんです。もっとちゃんと話し合って、血を流さない様にしなきゃ！」

　喋っている途中でだんだんヒートアップしていったミールは最後の方には身振り手振り激しく演説していた。クミールはやや圧倒されていたが、最後まで冷静を保って聞いていた。

「平和的な内容のスピーチね。「こんな事があってはいけないんです」っていうのが自分の、そして多数の倫理だということは解かっているわよね。それに、その言い方が自分と違う倫理観をもった少数の相手を排他しうるということも知っているわよね」

「でも……この考えは曲げません。どんな理屈を言われようが、私より小さな子供が馬鹿な奴のドグマに巻きこまれて死ぬのを見るのは嫌っ！ もう一度さっきの部屋に送り込まれても私は永遠同じことを言いつづけます。多数か少数かなんて関係ないわ」

「あなたは色々喋ったけど、ミールちゃんの「人間はもっと論議的であるべき」っていう言い分は共通しているみたいね」

「もっと論議的に生きれば、人の言うことを聞かない事や誤解による低次元の争いを避けられます。人間はもっと論議的に生きるべきです。勿論、倫理に適った範囲で」

　クミールは一拍間を置いてからミールの言葉に頷き返した。

　その時、何故だかミールは一瞬、飛蚊症に襲われたような気がした。が、すぐに気を取りなおしてクミールを見た。今のはなんだったのだろうか。何かが飛んでいったような気がしたのだが……。

「難しい定義ね。倫理に適った範囲……か。セレンさんも、今の台詞を聞いたら答えに困るかしらね。本心では私はミールちゃんに同感なんだけれど、その台詞は少し問題があるわ」

「どういう問題ですか？」

　しかしクミールはそれには答えず「もう帰りましょう」といって席を立った。

「もう、ですか？」

「もうこの世界で見るものは見たもの」

　歩き出すクミール。少しもしないうちに２人は元来た商店街の道にきた。先の部屋と同じく、そこはドアも何もない空間だった。普通に見る限りは目の前に通路が伸びているだけの小道だ。だが、そこに手を入れると、手は空間に飲み込まれたように消える。

「人間はもっと論議的に生きるべき……ね。それは見方によっては偶然の虚偽と言えるかもしれないわね。そこが問題点よ」

　クミールはそう呟くと、波紋を残して空間の中に消えていった。一方、彼女の残した「偶然の虚偽」という言葉をミールは思い出していた。

「つまり……ある人は論議的でなくて良い、或いはむしろ論議的でない方が良い。そういう人が存在するってこと？ そういう意味なのかしら……？ でも、倫理的な範囲なら論議はみな大切にし、尊重すべきよ。虚偽を犯したままの論議をのさばらせておく訳にはいかないもの。……わからない。私、クミールさんの言った言葉がわからない……」

　大きく息を吐くと、ミールも空間に消えて行った。

「……後でケーキを食べようね」

　クミールもメルには人懐っこく言う。メルは大きく「うん。たべよー！」と返した。

　そして、ミール達はドアの向こうの論議的な部屋へと消えていった。残されたセレン達。彼は膝の上のメルに首尾を聞く。

「どうだった？ ミールは倫理の脆さを知ったか？」

「うん。ちょっとショックだったみたいで、可哀想だったけど。自分は馬鹿だってうなだれてたから、メル、困っちゃった。ミールちゃん、頭良いのに。あ、あと、クレープ美味しかったよ」

「そりゃ良かった。じゃあ、そろそろ俺達も行くか？」

「行くってどこへ？」

「幸せの部屋へ。ミールを連れてく前にお前達と下見がしたい。尤も、お前達っていっても、り～ちゃんはそこで猫になって寝てるから、お前と二人きりだな」

　ところが、そうと言った瞬間、リディアがぴょこんと跳ね起きて「あ、置いてかないでよぉ」と寂しそうに言った。

「良いって。寝てろよ、お前」

「ヤだ。１人でこんな暗い部屋怖いもん」

　頬を膨らませるリディア。クミールの部屋だというのにその言い草は失礼だろう。

「わかったよ。でも、今から行く部屋は嫌な部屋だぞ。それでも良いならついてきな」

　セレンはメルをどかせると、立ちあがってドアを開け、さっさと入っていった。リディアとメルもすぐ後に従った。ドアをくぐると光が起こったから、それが止むまで目を閉じてなければならなかった。

「場面切り替え時の光量が強過ぎたな、ほんとに」

　リディアが目を開けると、セレンが右側でそう呟いていた。セレンから目を離してその世界を見まわすリディア。不意に鼻が痛くなるのを感じて「くしゅん！」とくしゃみをしてしまった。くしゃみの後に襲ったのは強烈な悪臭だ。リディアは眠気が一瞬で覚めてしまった。

「ん……！ なに……ここ」

　そこは地下洞窟の様だった。だだっ広い洞窟で、優に百数ｍ四方の広さがあるだろう。洞窟の中では所々に電灯が立てられ、物凄い悪臭と轟音を起こしている。鼻の利くリディアには溜まらない。慌てて、匂いを感じない様にした。

　観察すると、どうやら騒音の原因は工事の機械のようだ。リディアの眼前には数十、数百の男達がいて、その中の数人が工事に使う機械を使って作業をしていた。空気中には粉塵が飛び交い、ロクに風呂にも入っていないだろう男達の体臭がする。彼らは全員マスクをしているが、いくらマスクがあったって、こんな空気にはとても耐えられそうにない。ましてや、マスクをしていない上に、常に自らの身体から若い少女の香を発して、それに慣れてしまっているリディアやメルにとっては耐えがたいものだ。

　メルを見ると、彼女はセレンの袖に顔を押しつけてマスクの代わりにしていた。彼も男だが、まだここの連中よりは清潔だ。メルは甘えても許されるから良いなぁと思った。自分がやると彼は邪魔がるので、我慢する。

「ねぇ、セレン君、ここどこ？」

「さぁな」とセレンは言った。

　諦めて、もう一度見まわすリディア。男達は滑車のついた大きな荷台に大量の石を載せ２人がかりでそれを運んでいる。他にも、とにかくシャベルで地面を掘る者や、指揮をする者がいる。顔からするに、ほぼ全てが黄色人種のようだ。

「もしかして、強制収容所なの？」

「そうだ。ここに来たやつらの理由は様々だ。騙されて入った者、無理に連れてこられた者。借金を背負ってしまって入らされた者など、色々だ。共通するのは、誰１人として好きこのんで入ったわけじゃないって事だ。全員、ここを地の獄だと言っている」

　苦虫を噛み潰す様にセレンは言った。男達はこちらに気付く様子もなく、黙々と働いている。

「ここに来た奴らは大抵は死ぬよ」

「……どうして」

「休みは７日に１日で、1日12時間も働かされるんだ。飯もロクなものがでないから、栄養も取れない。そして、みんなこの粉塵のせいで胸がやられちまうんだよ」

「医者は？」

「看護室ぐらいはあるが、薬は高い」

「高いって……まさか売り付けるの！？ でも、あの人達、お金はっ？」

「ここで１月働くと200ソルトになる」

「200……ソルト？」

　リディアは息を呑んだ。

「嘘でしょ。そんなんじゃ、お薬なんてとても買えないじゃない」

「馬鹿馬鹿しいだろ。これが女なら、体売って１時間で400ソルトは稼げるのにな」

　セレンはいつも金というと売春の話をする。リディアは彼氏のそういう台詞を聞くたびに胸が苦しくなる。だが、セレンが言うには、彼は売春婦ごときにそんな高価な値がつくという馬鹿馬鹿しさを呪っているからこそ、こうして例えに出しているんだと言っている。

「だから、一度看護室に行ったらまず死ぬってことだ。尤も、看護室すら行けずに死ぬ場合があるがな。ほら、そこらへんに男が転がってるだろ。あれは死んで間もない。弔ってる暇なんかないから１日が終わるまで無視だ。翌日、清掃班が処分するんだ。前日の燃えるゴミと一緒にな」

「そんな……ひどい」

　そんなの理不尽だ。死ぬ気で働いて、それで倒れても誰も助けてくれない。死んでも誰も泣いてくれない。そんなの理不尽だ。そんなの馬鹿げてる。そんなのひどい。そして、そんなの悲しい。リディアは思わず涙が出そうになった。

「どうして誰も助けてあげないの？ 誰か泣いてあげないの？」

「そんな暇はないし、体力が勿体無い。死んだ奴に泣くこともない。泣くのにはエネルギーを使う。エネルギーを無駄に使うと翌日に響く。だから、助けないし、泣きもしない」

　セレンの言葉にリディアは我慢し切れず、遂に顔を真っ赤にして涙をぼろぼろとこぼしだしてしまった。

「おいおい、リディア……」

「じゃあ、私が……」

「どうした、大丈夫か？」

「私がっ……泣いてっ……あげる。私っ……泣いてあげるからっ……」

　ひくひくと喉を鳴らしながら、リディアは言った。

「本当にお前は単純で素直で直情的な娘だよな」

　半ば呆れてたようにセレンは言うが、悪意の感じられない言い方だった。

「ひくっ……ひっ、ひっく……」

　リディアは自分が泣き虫だという事を良く知っている。それがセレンに疎まれている事も良く解かってる。だけど、それは自分に心があるからだと思う。自分の心はセレンにもらって完成したものだ。自分１人のものじゃない。だから、自分の気持ちを裏切る事はできない。

「ねぇ、お兄ちゃん」

　泣いているリディアを余所に、メルはセレンに話しかける。「メル、遊んできて良い？ ここ、面白そう」

「……」セレンは無言でメルの身体に「守」と書かれたシャンテを投げ付けた。「守」の幻字はいくつにも増殖し、輪になった。そして、その輪はメルの身体の周りを回転し始めた。これで何者もメルの意思なく触れることはできない。「ありがとー」と明るく言うと、メルは小走りで去っていった。

「泣くなよ、リディア。別に、お前が泣いて弔ってやる義理はないだろ」

「でも……可哀想だもん」

「ほんと、お前は良い娘だよな」セレンは自分の背中をさすってくれる。リディアは暫くすると泣き止んで、ハンカチで涙を拭いた。

「おい、見ろ、そこの死んだ男よ。お前なんかの為に、こんな可愛い娘が涙を流してくれたんだ。ラッキーだったな」

　粗雑なセレン。そんなセレンの言葉がリディアは不快だった。死者にそんな言い方は冒涜ではないか。だが、これが彼のいつもの調子だった。本当は彼もその男の死に心が揺れているのだ。彼は心が壊れてしまいそうな時はわざと悪役を気取るのだ。そうして自分を悪にして、この地獄絵図を笑い飛ばし、自分が傷つくのを避けるのだ。

　リディアはセレンに比べ、その点が直情的だった。自分はセレンと違い、素直に哀しい事を哀しい事として受けとめる。そして泣き、ストレスを発散させる。だが、セレンにそれはできない。きっと彼は「俺は男だから泣けない」と言うだろう。リディアはセレンの事なら大抵は解かる自身がある。それだけいつも彼のことを見て、彼のことを考え続けてきたからだ。

「さてと」とセレンは歩き出した。リディアは彼の服の袖を握って後ろから付いていった。こうしていないと不安なのだ。

　男達に向かって歩くと、彼らは必ず一度はこちらを見てくるが、声をかけてくるものは皆無で、ちらりと見るただけで、みんな作業に戻ってしまう。だが、どんな男も女である自分の姿には長い間、見とれていた。ここに女がいるのは考えられない事なのだろう。だが、それでも声をかけてくるものはいない。

「こいつらの目を見てどう思う、リディア？」

　彼らの目はみんな死んだ魚のように虚ろだった。ただ仕事をこなすだけの機械のようで、生気がまるで感じられない。

「みんな生きてないみたい……」

「ここでの幸せってなんだと思う？」

「わからない。ごめんね」

「何でも良いから」

「じゃあ……休みの日、とか？」

「それもそうだな。だが、それは具体的すぎる幸せだ。ここでの幸せは基本的には「楽」ということだ。「快」なんて高レベルなものじゃない。せいぜい、「楽」のレベルだ。つまり、安楽だよ、安楽。

　休みは確かに幸せだが、休みなんて７日に１日だから、大きすぎる幸せだよ。じゃあ、もっと小さな幸せはどんな事だと思う？」

　彼の言いたいことが良く解からない。つまり、「小さな安楽は何だと思う？」という質問だろうが、そんな事、自分にわかるはずがない。

「例えばさ、こいつらが運んでる重い荷台があるだろ。石をつめて運んで、石を降ろす。そして、石置き場に帰ってまた石を積む。この時さ！ ここに楽が現れるんだ！ 石を一旦降ろした後、石置き場に戻るまでにはほんの数十ｍがあるだろ。これだよ、こんなちっぽけな事もこいつらの幸せなんだよ。荷台が空になってからの数十ｍは楽だからな。たった十数秒の安楽だが、それがこいつらには幸せだ。

　因みに、早く仕事を終わらせた方が効率的だなんて思う奴はここにはいないぜ。どうせ、こいつら、死ぬまで働くんだからな」

　そんな事が小さな幸せだなんてリディアは思いも寄らなかった。こうして聞いた今も想像すらできない。第一、あんなに重そうな荷台を運ばされた事すら自分にはないのだ。

「それと、毎日のマズイ飯の中にもそういうのはある。無茶苦茶マズイスープが出るんだけどさ、そのスープの中にちょっと大きな芋の塊とかがあっただけでこいつらは幸せなんだ。芋だぜ、芋。他にも、パンの先が偶々焼け過ぎてるのとかが来るとさ、そのパンの皮が香ばしくて上手いんだ。それも幸せだ」

　虚空に手を伸ばすと、セレンはパンを取り出した。何の変哲もないコッペパンだ。先が少し焼け過ぎている。

「ちょっと口に入れてみろよ」とセレンが言うので、リディアは先っぽを咥える。が、思ってた以上にこのパンはまずい。一度口に入れた以上は食べねばならないと育ての親に躾られてきたので吐く事こそしなかったが、心の中は吐き捨てたい気持ちで一杯だった。

「どうしてこんなパンで幸せになれるの……」

「それだけここが地獄だってことだ。ここでの宝は俺達にとってはただのゴミだ。

　ところでさぁ、こいつらの中に女の子を叩きこんだら、どうなると思う？」

「え……工夫の１人として？」

「違う違う。例えばお前だ」

「私？」と自分を指さすと、彼は「そうだ。お前みたいな可愛い女の娘が何故だかこの地獄に叩き落されてきたら、こいつらはお前をどうすると思う？」と返した。

　その問いにリディアは身震いをした。そんなことされたら、この男達に滅茶苦茶に犯されるに決まっている。まずいパンで幸せだと思える男達にとって、女などというのは外界にしか存在しないもので望む事さえ適わないものだろう。自分は女だから女を物扱いするのは嫌だが、男から見て、自分達が宝石の類と同等かそれ以上に扱われるのが事実だという事は認めている。その上で、自分がこの男達にとってどういう目で見られているかという事を考えると、必然的に身震いが起こる。

「メル……本当に安全だよね？」

　不意にメルのことが心配になる。シャンテをかけておいたとは言え、こんな所に単身で歩かせるのは心配だ。

「どうして？」

「だって……もし襲われたりしたら……。シャンテの力を信じない訳じゃないけど……」

「なるほど、俺の質問をそういう風に受け取ったって訳か。

　安心しろ。あの娘は襲われないよ、多分な」

「どうしてそう言えるの？」

「ここの奴らの目を見てみろよ。実は、こいつらの中にお前を叩きこんでも、実際の所、こいつらは何もしねぇよ。性欲が沸くほど体力も精神力もあまっちゃいないんだ」

　セレンはぴたりと止まる。心細くなったリディアはセレンの腕を取って抱き付いた。

「ほらな。お前が俺に抱き付いても、こいつら全然羨ましそうな顔をしねぇ。俺の国の野郎共とは大違いだろ？ こいつらには性欲なんてもうないのさ。パンで喜ぶこいつらにとっちゃ女なんてのは天上の宝だからな。目の前に来ても余りの出来事でぼーっとして何もできねえよ。

　ただ、人間ってのは一度境界を越えると、とことんエスカレートする上に、集団になると気が強くなるからな。もし、この中の誰か１人でも性欲が戻ったら、そいつは即座にお前を犯すだろう。そしたら、周りの奴も一斉にお前の身体に貪り付くぞ」

「怖い事いわないで」ぎゅっと腕にしがみつく。この腕の主だけは自分を裏切らないだろう、守ってくれるだろう。リディアはそう信じて、怯えた子供の様にしがみついた。

「一度お前を犯せばそれが幸せの基準になるからな。今度からはためらいなくお前を見付ける度、犯すだろうな」

「やめて……言わないで」

「幸せなんてそんなもんだ。腐った環境にいりゃ幸せと感じる基準は自然と下がるし、一度上がれば贅沢になる。さて、メルを探すぞ」

　洞窟の中を２人は歩き出した。彼の話しを聞いてからというもの、リディアは周りの男の目が違って見えるようになった。よく見ると男の目線が自分の顔と胸と足にだけに集中しているのがわかる。リディアは自分が猛獣の餌になったような気がして、数年来の不快感を覚えた。なんで彼はこんな所に自分を連れてきたのだろう。いや、彼は予め来なくて良いといっていたではないか。彼を責める義理はない。

「セレン君……」

　セレンの顔を覗きこむ。彼はにおいを感じなくする技術を持っていないので辛そうだ。

「ん？」

「もし、セレン君がこの人達の仲間で、私がここに迷いこんで襲われそうになったら……どうする？」

「どういう事だ？」

「まさか……あなたまで私を……」

「おいおい」セレンは手を振った。「仮にも俺は彼氏だぜ。お前は俺のもんだし、俺はお前のもんじゃねぇか。だから、俺にはお前を守る義務と守りたい希望があるんだよ」

「そっか……。ヘンな事聞いてごめんね」

「俺こそ聞きたいことがある。ここにいる奴の大半は身寄りがない。怪我しても死んでも誰も心配しないし、悲しんでもくれない。

　粉塵にまみれながら街に残してきた恋人のことを思い出している時、その恋人はそいつのことなんかとっくの昔に忘れて新しい男を作ってる。その上、そいつが惨めに１人で死んでる時、その女は新しい彼氏とベッドでいちゃついてる始末。ここにはこんな腐ったパターンが山ほどありやがる」

　リディアはふるふると首を振った。私だけは死んでもそんな尻の軽い汚い女になるもんか。いっそ、そんな女は死んでしまえば良い。自分の頭にたくさんのそんな黒い考えが浮かんでくる。唇を強くかみ締める。そうでないとまた涙が出てきそうだ。

「お前はもし俺がここに収容されたとしたら、どうする？ 俺がここでのたれ死んだら泣いてくれるか？」

「あなたはどうして欲しいの？」

「さぁな。とにかくその死んだ日くらいはせめて俺だけの為に泣いて欲しい。俺があの世で仲間達に威張れる様にな。「どうだ、俺にはこんなにしてくれる女がいたんだぜ」って言って天国酒の肴にしてやるから」

「天国って、お酒あるんだ」半べそを掻きながらリディアは「えへへ」と笑った。

　セレンは地獄の中で一度だけキスしてくれた。

　メルは「やだっ！」と小さく叫ぶと、横たわっている男の死体に石を投げ付けた。石は死体の半開きの口に当たると、黄色く汚れた歯を２本吹き飛ばして、死体の口の中に入った。この死体のせいでつまずいてしまい、危うく転ぶ所だったのだ。その後、死体を見たら人間だったので、メルは石を投げつけたのだ。　

　それにしても、セレンの張ってくれたシャンテのガードは、粉塵さえもある程度防いでくれる様で、呼吸が苦しくない。流石は大好きなお兄ちゃんだとメルは感心した。彼はよく自分のことを心配してくれている。

　死体に石を投げつけたのを見て、周りの男たちが一瞬反応するが、結局何もせず、そのまま黙々と仕事を続けた。

（仲間の死体が汚されるのを見ても怒らない所を見ると、よっぽど酷使されてるみたい。感情が出ないほど精神と体力を失ってるね。こいつらって放っておいたら、メルを犯す気も出ないんだろうな。でも、あの単純なお姉ちゃんは今頃その事を心配してお兄ちゃんにしがみついてるんだろうな。お兄ちゃんって単純だから、そういう女に弱いもんねぇ）

　メルはシャベルで地面を掘っている青年に「ねぇ、おにいちゃん」と声をかけた。それは少し顔は良いがどこといって特徴のないどうでもいいタイプの人間だった。彼はメルを見るとその天使のような容姿に暫く見とれていたが、やがてまた無言でシャベルで掘り出した。

「良かったねぇ、おにいちゃん」

　しみじみと訳のわからない事を言うメルに青年は顔をもう一度上げた。

「女の子を見るのは久しぶりでしょ？ ましてやメルみたいな可愛い娘だもん。見れて良かったね。最後に女の子を見れたのっていつ？ ねぇ、土なんか掘ってないで、メルを見て。どうせ最後だもん。少しくらい……」

「う……あ」青年はシャベルをカランと落とした。メルはにっこり微笑みかける。女を見た事自体恐ろしく昔のことだというのに、ましてや、現在、彼の前に現れているのは天使のような容姿を備えた少女だ。あまりの衝撃に、彼の中の眠っていた本能が一気に解き放たれようとしていた。

「どうせ、おにいちゃんはもう死ぬまで女の子を見れないんだからさ……。ねぇ、これが最後だよ？ もう２度と女の子には縁がないんだから……最後くらい……ね？」

　メルは人間の悪臭に我慢しながら、その青年に近寄った。彼は何かぶつぶつと呟いていたが、やがてメルの小さな肩に触れようとした。ところが、メルに触れる寸前で、彼の手はセレンにかけてもらったシャンテによって弾き飛ばされた。

　彼は驚いてメルを見たが、気を取りなおしてもう一度メルに触ろうとしてきた。しかしまた弾き返される。彼はどんどん力を入れて何度もメルを抱こうとするが、その分だけシャンテに強く弾き返される。

「あっ、ごめんね。メル、忘れてた」

　青年の動きが鈍くなった頃、メルは人差し指を薄桃色の唇に咥えながら首を少し傾ける。

「メルのお兄ちゃんのシャンテが守ってくれてるから、メルには誰も触れないんだっけ」

　青年はうめきながら困惑したような動きをする。

「あ～あ、おにいちゃんったら可哀想。折角、えっちな本能を取り戻したのに、触われないなんて、残念だね～」

　くすくすと笑うメル。すると、青年はようやくからかわれていた事に気付き、急に真っ赤になって、シャベルを取ると、それを思いきりメルに打ち付けてきた。が、どんなに殴っても、シャベルはメルに掠りもしない。シャベルについた泥さえもメルの身体に降りかかる事はない。これもメルの服を汚さない様にとセレンが配慮してくれたおかげだ。

　何度殴っても無駄な事だと悟ると、青年は今度は大声で「うあぁ……」と泣き始めた。３年間ここいいて死ぬ様な思いに耐えてきた彼が初めてこぼした悔し涙だった。近くの男が一瞬こちらを振り返るが、それも一瞬の事で、すぐに各自、仕事に戻っていった。

　泥に汚れた顔が涙で更に汚れても、彼は構わず泣いていた。メルは彼にとびきり可愛く微笑んだ。

「知ってる？ 男の人って一度“せぇよく”っていうのが起こると、止めるのが苦しいんだってね。前にウチのお兄ちゃんたちが話してたの聞いちゃったの。

　期待させてごめんね、おにいちゃん。でも、メルってば、まだ子供なのよ？ いくら可愛くても、まだ、たったの11才だから、胸だってぺったんこだし、背だってちっちゃいの。それなのに、そんな子供に悪戯しようとするからそんな目に会うんだよ、おにいちゃん。

　おにいちゃんは後何日で死ぬの？ あと何年で死ぬの？ そんな事、メルにはどうでも良いけど、死ぬ日までちゃんと毎日メルの事を思い出してね。毎日毎日、思い出して、毎日毎日メルの事を欲しがってね。そして手の届かないモノを求め続けて絶望してね、気が狂うくらい。

　いい？ あなたがどんなにメルを欲しがっても、あなたには絶対あげないわ。だって、あなたもメルが怖くて泣いてた時、慰めてくれなかったじゃない。犯されかけたメルを助けてくれなかったじゃない……！

　メルはね、メルが決めた霊人にメルをあげるの。メルが選ぶのよ。あんたじゃないの。

　男なんて嫌い。人間なんて嫌い。

　――苦しめ」

　言い終えると、メルは満足げに立った。こんなに気分が良いのは久しぶりの事だ。セレンが見ている横では彼の眼があるので抑えた範囲でしか楽しむことができない。リディアと二人きりにさせたのはつまらない事だったが、まぁ良い。これで暫くは気分が良いままだ。

「メル、セルフィッシュガーデンって大好き。楽しいな」

　青年は叫びながら身体をかきむしってもんどりうってる。長年のストレスが爆発してしまい、一挙に気がふれたようだ。右手で胸をかきむしり、左手で頭を殴り付ける。地獄から一瞬天国に上がりそうになった分だけ、突き落とされた時の衝撃は計り知れなく大きいものだ。メルはその事をよく心得ていた。一度持ち上げてから落とす方がただ落とすよりずっと効果がある。ましてや、この青年は天国から地上ではなく、天国から地獄に落として戻されたのだ。その絶望は計り知れない。

　メルはとにかくこうして人間の男が苦しんでいるさまを見るのが好きだった。いや、本当のことを言うと、好きという言葉は相応しくない。一番相応しい言葉は「ざまあみろ」なのだ。メルは自分が今よりもっと幼い頃に自分を犯そうとした２人の男達がどうしても許せない。その時の反動で、人間の男の性欲を掻き立てておきながらも発散させずに苦しませるということを楽しむ癖がついてしまった。どうして色々考えられる反動の中で、このような結果が出たのかは自分でもわからない。だが、何と言おうとこれが現実であり、受け入れるしかないのだ。７才の時に２度も犯されそうになった事実も事実として受け入れねばならないように。

　メルは自分の顔が可愛い事を知ってはいるが、特に誇りには思っていない。そのせいで犯されそうになったのだから、むしろこれは疎ましいものでしかなかった。顔を誉められて嬉しい相手は今の家族やクミール達くらいのものだ。他人、特に男に誉められると、自分の身体が目的ではないかという思いが電気の様に走り、記憶の再生と共に、恐怖が起こるのだ。

　そんな自分だが、こうして男に復讐する時だけはその容姿を活かしていた。どのような振り付けや声色や顔つきをすれば男が自分になびくかということは、「頭が良い」といつも周りから誉められているメルには知れた事だった。

　男がちょっと戸惑ってる時には控えめな態度で、「やっぱり私なんか……」という態度を取れば、男はすぐ食らい付いてくる。男が怒っている時は、瞳に涙を溜めて、さも反省した様に、やや下の方を見ながら鼻を可愛くすんすんと鳴らして泣きそうな振りをすれば男はすぐに許してくれる。

　男の性欲を掻き立てるなんて最も簡単だ。誠実な態度で物を言い、盲目的にあなたに恋してますという顔で臨む。意外と男は誘惑的な言葉に乗らない。あれはテレビや小説の中では上手く行っているが、実際はそうではない。男は魅惑的な言葉を囁かれて騙された振りをするだけであって、実際には「この女と寝よう」としか思っていない。それでは誘惑した事にはならない。男が真剣に誘惑されるのはそういう売春婦のような女ではないのだ。更に言えば、子供の自分は身体がまだ貧相だから魅惑的な言葉は似合わないので、効果が期待できない。

　男を誘惑するポイントは色々だ。例えば、「他の男は絶対に嫌だけどあなただったら良いの」という内容をさりげなく伝えること。そして、そういう重要な台詞を伝える時に、すっと１歩分相手に近寄る。最後に留めの台詞を述べるが、この時、自分の吐息が男の鼻の下をくすぐるように声量を調節する。強い息だと突風のようで不快だし、弱過ぎると男に届かない。また、当然、この台詞をいう前に匂いの強い物は取らない。折角、息を吹きかけたのに、幻滅されては元も子もない。

　最後の台詞は特に気をつけて男のタイプに合わせる。「私じゃダメなの？」と言ったりするのが良い時もあれば、たった一言「お願い」と言っても効果的な時がある。だが、頬を赤く染めて、やや唇を振るわせながら、「本当は凄く恥かしいの」とか「本当は凄く怖いの」などと言えばまず落ちない男は皆無になる。馬鹿馬鹿しくわざとらしい演技だが、所詮、男は小説にしか出てこないような可愛げがあり儚げで守ってあげたい都合の良い女が好きなのだ。いくら周りが馬鹿馬鹿しいと思っていても、男がそういう女に弱いのは事実だ。

　リディアだってそうだ。彼女は可愛いく、心が弱いので守りがいがある女だ。男を手篭めにする素質は十分ある。だが、表裏のない性格なので、自分のように男を騙せない。

　クリームをハンカチで拭かずに舐めて放っておくから手も汚れたまま。しかもその手でセレンに触る始末。スカートが風で舞い上がっても、裸を他人に見られても、ほんのついこないだまで彼女は平気な顔をしていた。髪は綺麗にとかしていないし、化粧っ気もまるでない。不注意で小さな怪我ばかりしてクリスやセレンに心配ばかりかけている。できた傷だって、男の子のように患部に唾を付けて治療はおしまい。今日で16にもなるのに、未だに人前で大声で泣き喚く。とにかくリディアは子供っぽい女だ。それで何度もセレンに呆れられている。

　リディアには内緒にしているが、セレンは自分に何度となく彼女の愚痴を語ってきた。尤も、その愚痴はリディア本人に面と向かって言っているものだから陰口ではなかろう。なんでも、セレンはリディアのそういう子供っぽいところが部分的に嫌なようで、止めて欲しいそうだ。メルは彼の気持ちが良く解かる。いくら可愛くても、人前で子供のように泣き喚くような恋人は嫌に決まっている。因みに、今挙げたようなリディアの悪癖をメルは１つもしない。セレンに愚痴られる度、「メルならそんな事しないのに」と言ってみるが、セレンは自分を相手にしてくれない。何故だろう。

　それにしても、自分のようにセレンの前では態度を良くしていれば、セレンはもっとリディアに優しくするだろうにといつも思う。

（まぁ、そうやって上手くいくのは私みたいな可愛い子だけだけどね。ブスがやったんじゃ男だってそりゃ寒いでしょ）

　心中でせせら笑うメル。

　何故だか知らないが、男達は容姿の良い女に弱い。自分に対する態度と、容姿の悪い女に対する態度がまるで違うのだ。常々思うが、男というのは馬鹿な生き物だ。不思議なもので、今の家族やクミール達は例外で、彼らに対してはそういう策略をする気が微塵も沸かない。恐ろしく自分は使い分けが上手いのだなとメルは思っている。

（多分、私って、そうやって誘惑してみる事で、その男が安全かどうかを確かめてるんだろうな……。まぁ、あんなコトされたからなぁ。防衛本能が過剰に働いてるのね。誘惑しても引っかからない男としかまともに付き合えないんだわ。

　……あれ……？ もしかして、私って精神病にかかってるの？ いや……まさか、ね）

　メルはとぼとぼと歩いていた。折角良い気分になったのに、なんだか今回はそれが持続しない。丁度その時、「おい、メル」と声がした。この世で一番聞き親しんだ声にメルは振りかえった。

「あっ、お兄ちゃん。どうしたの？」

　セレンは左手をリディアに憑りつかれながら歩いてきた。

「お前を探しにな。ここの感想を聞こうと思って」

「すっごい嫌なトコ。場所も空気さえも汚いし、第一、人間だらけだし」

　メルは良い子振ってセレンの前で人間嫌いを隠すなどということ事をしない。彼は自分の理解者だから安心して喋れるのだ。ただ、程度が過ぎると彼も嫌がるので、メルは程度をわきまえて話すことにしている。

「そもそも、どうしてメル達をこんな所に連れてきたの？」

「俺の予想じゃ、ミールがここに来る必要があると思ったからだ。お前達とクミールさんの報告を聞いてる限り、ミールにはその必要がそろそろ出てきそうなんだ」

「どんな必要なの？」

「セルフィッシュガーデンは論議をする者にとことん優しい空間だ。ミールが今行ってる論議的な部屋もそうだ。もしこのままミールがセルフィッシュガーデンにいればどうなると思う？ 論議が他のあらゆる物より優遇されるのが通常な場所で過ごしたらどうなると思う？」

「セルフィッシュガーデンを出た後も、論議こそ優遇されるべきだと勘違いするだろうね。物事の真偽を全て論議で測ろうとする可能性があるんじゃないかな」

「そう。そして恐らくあいつはそれにはまる。リディアの熱心で直球勝負で直情的な性格をあいつには移植したから、十分有り得ることなんだよ」

「私の？ 私って直情的かなぁ……」ぼやくリディア。不服そうだ。

「そして、今クミールさんから送られてきたのがこのシャンテだ。ミールに俺が心配しているような兆候が現れれば、シャンテで伝えて下さるように頼んでおいたんだ」

　セレンは青いシャンテを１場だすが、それでも周りの男達は無反応だ。

“もっと論議的に生きれば人の言うことを聞かない事や誤解による低次元の争いを避けられます。人間はもっと論議的に生きるべきです。勿論、倫理に適った範囲で”

「ほーっ、倫理に適った範囲でねぇ。境界線付近の事例は大変だろうなぁ。まぁ、これはあいつの思想に過ぎないから良いだろう。だが……」

　メルはセレンが楽しそうにしているのが解からなかった。お兄ちゃんは難癖つけてミールをここに連れてきたいのではないか。咄嗟にリディアの目を見る。彼女は確かさっき泣いていた筈だ。尤も、ここはリディアでなくとも普通の女の子なら泣いてしまうような状況だ。とてもこんな所にミールを来させたくはない。

「ねぇ、お兄ちゃん。まさかここにミールちゃんを連れてくる気なの？」

「ああ、ここでこの男達を見てもらう。何でこいつらを見せると思う？ こいつらはもはや考える力をなくしたデクだ。考える気すらない。仕事と生命維持以外には頭使わない連中なんだよ。そんな奴らだから、ましてや論議の必要性なんてもんは微塵もない。こいつらに論議なんかやらせても無駄だ。頭を使えばカロリーを消費する。喋ってもカロリーを消費する。カロリーが少なければ明日働けない。働けなきゃここでは死ぬだけだ。つまり、ここでは論議なんてもんは不必要だし、むしろ命を削る害悪でしかないんだよ。それなのに人間はすべからく論議的に生きるべきだのなんだのと言ってる奴は、要するに偶然の虚偽を犯しているんだ」

「だから、ミールちゃんにこの世の地獄を見せて、「論議なんて必要ない奴もいるんだ。論議の力を過大評価するな！」と言いたいのね」

「あいつはショックに弱い事が今までの経験から解かってるからな。純粋な娘なんだよ。ついさっきまで自分の倫理は正しいって思いこんでた。だから180°倫理が逆転した世界であんなにショックを受けた。更に、あいつはショックを知識・教訓に変換する能力がある」

「だからってこんなの見せたらショックでミールちゃん泣いちゃうよ！ お姉ちゃんを泣かせた上に、ミールちゃんも泣かせる気なの！？」

　珍しく勢いの良いメルにセレンは意外そうな顔をした。

「どうしたよ、メル。なんでお前がそんなに反対するんだ？ あいつと倫理が逆転した部屋に行ったのは他でもないお前だろう？ あいつがどれだけあそこで学べたか、それはお前が一番良く知ってるだろ」

　メルはそうと聞くと、きっとセレンを睨み付けた。リディアも不快そうにセレンを睨んでいる。次の瞬間、メルはセレンの足を蹴飛ばしていた。数年前とは違い、今度の蹴りは見事命中した。というのも、リディアがセレンを押さえつけて動けない様にしたからだ。が、流石に格闘でならしてるだけに、彼は平然とした顔でメルを見てくる。

「気が済んだか、メル」

「ちっとも。ショックを与えて学ばせる？ 確かに、この地獄絵図を見せればミールちゃんは偶然の虚偽を自覚するかもね。うん、お兄ちゃんの言う通り勉強にはなるだろうね。でもね、同時にミールちゃんの心は痛むんだよ。メルのお友達の心が痛むって言ってるの！」

　大声で兄を怒鳴り付ける妹。自分がセレンに対してこんなに怒鳴り付けたのは数少ない。尤も、逆パターンの方が更に少ないが。

「心……か」

「どうしてお兄ちゃんはこうセルフィッシュなのよ！ どうして物事を短絡的に考えるのよ。バカ、バカバカ！ 論議学なんて心を痛めてまで覚えるものなの！？ そんなんだったらメルは要らない！」

　セレンは黙って俯いてしまった。メルがここまで自分に歯向かうとは思ってもみなかった様だ。セレンがしゅんとしているので、メルも声を和らげるようになった。

「ねぇ、メルはお兄ちゃんの言うことをいつも素直に聞いてるよね？ 偶にはメルの言うコトも聞いて。何度もお兄ちゃんはメルのお願いを聞いてくれたけど、メルの言うコトを聞いてくれたことって殆どないよね。だから偶には聞いて。ね？」

「……。でも、ミールがこのままじゃまずいんじゃないか？ 偶然の虚偽についてはどうする？ ミールに間違いを示さないままで良いのか？」

「それについては、いつかメルが教えておくから。ね？」

　上目遣いで必死にメルは懇願する。そこまで妹に頼まれては、星が滅んでも嫌とは言えないセレンは「わかった、好きにしな」と答えた。メルは「ありがとー！」といってセレンに抱き付いた。

　一方、リディアはセレンに耳打ちしていた。メルに聞こえない様に配慮したらしいが、しっかり聞こえてしまった。

「セレン君、足、すっごく痛いでしょ？」

「ああ……実は泣きたい程にな」

「横で見てたからわかるけど、良い角度で入ってたもんね、メルの足」

「只今、みなさん」

　余り暗い顔ばかりでは周りが気を使うと思って、ミールは成る丈明るく言った。クミールは数秒差で既に部屋に戻っていた。彼女の言った偶然の虚偽についてはある程度予想がつくものの、まだわからないままだ。彼女が教えてくれなかったので、後々メルかリディアにでも聞いてみよう。

「おかえり、ミールちゃん」とリディアが返してくる。ミールはテーブルに近寄って「ただいま、お姉ちゃん」といった。彼女の目は何故だか赤い。まるで泣き腫らしたような目だ。何かあったのだろうか。そういえばセレンはリディアとメルに用があると言ってたが、それとこれとは関係の有ることだろうか。

（でも、まさか恋人を泣かすような酷い男じゃないわよね、いくらセレンさんでも）

　実はその通りの酷い男なのだが、ミールには幸せの部屋で起こった事を知る由もない。

「ミール、論議的な部屋はどうだった？」

「１つ思ったわ。人間は倫理的範囲なら是非とも論……」

「ああっ、ミールちゃん！」メルがぱんと手を叩いて大きな声で言うので、ミールはビックリして声を飲みこんだ。

「な……なに？」

「そういえば、もうランプが４つ点いたよ！」

「う……うん、だから？」

「これでもうクミールちゃんの部屋は終わり。クリスタルもらえるよ。ね、お兄ちゃん」

「あ、ああ」セレンは釈然としない顔のまま答えた。その時、テーブルの上の何かが光った。光ったものは小さな陶器のポットだった。

「なに、この光り……？ こんなの見た事ないわ」

　その光りは黒い光だった。ポットの中を開けてみると、その光りは輝きを増した。本当に黒い光りだ。ランプのおかげで部屋は大分明るくなったので、黒い光りが闇と同化する事はなかった。しかし……黒い光りなんてものが存在したとは……。

　黒いクリスタルをポットから取り出して自分の手に乗せたが、それでもまだ光を放っている。手を乗せた自分の手も黒く照らされる。恐らく、これがエメラルドだかラルドゥラだとかいう者のクリスタルだろう。

「これが……。これで後１つ……」

　セレンを見る。頷くセレン。「後は俺のクリスタルだな」

「最後のランプを探しますね」

「その必要はないよ、ミール。クミールさんの部屋に、もう点けるべきランプはない」

「え？ じゃあ、この明るさが最大なんですか、この部屋は」とクミールを見る。

「ええ、朝・昼・夕は窓を開けているから明るいけど、宵・夜・深夜はこの明るさだわ。私、アンティーク集めが趣味だから、こうして集めたランプで夜を過ごすの」

「ランプ以外にも面白いのがあるんですか？」

「ええ。何か気付かないかしら？」

　他人の部屋だからなるべくじろじろしない様にしていたが、ミールは改めて部屋を見まわした。随分明るくなったので良く見える。

　すると、壁に長い金属の杖のようなものが２本立てかけてあるのに気付いた。が、よく見るとそれは杖ではなく、鎌であった。鎌といえば農耕用だが、よもや彼女が農業をするというのだろうか。それにしても、農耕用にしては長すぎないだろうか。どちらも１ｍ以上はある。

「ミール。鎌に驚いてるだろ」とセレン。

「畑で働くんですか？ それにしては綺麗な鎌ですし、重そうですね」

「武器らしいわ。右手に持つのがそっちの円月刀のような鎌で、左手に持つのが横に長い死神の鎌のような物よ。両方とも何kgもあるから、とても私には持てないわ」

「何でそんな怖いものがあるんですか」

「武器にしなければ怖くないわ。倒れてきたら危ないけれど。それに、あんな重いもの、男の方でないと使えないわ。ここにいる女の子達じゃ誰１人として持ち上げることもできないわ」

「リディアお姉ちゃんも！？」

　驚くミール。だが、それより驚いたのはリディアの方だ。慌てて「私はそんな怪獣じゃないよ！」と否定する。

「そうだよ、ミールちゃん。お姉ちゃんが強いのは力じゃなくて身のこなしが天才的だからだって。何だっけ……的確にさばき、的確に急所を狙う……だっけ？ まぁいいや。とにかくお姉ちゃんは力なんて全然ないよ。腕相撲なんかメルより弱いんだから」

　それは驚きだ。非力だとは聞いていたが、まさかメルより非力だとは思わなかった。こんな子供に負けるのはもはや病的といえないだろうか。

「なるほど、こりゃ重いや。よしんば持てたとしても、使うのは無理だな。女の娘は言うまでもないし、男だって俺みたいな非力じゃ持つのがやっとだ」

　セレンは取り敢えず持ち上げる事はなんとかできたものの、その重さに耐えかねている様だ。

「それ以上触らない方が良いよ、セレン君。調子に乗ると天井やランプにぶつけちゃうよ」

　すかさずリディアがいさめる。セレンは「確かに。あぶねぇ、あぶねぇ」と鎌を元に戻す。どうやら彼は相当調子に乗りやすい性格の様だ。

「じゃあ、そろそろ最後の部屋に行くか、ミール」

「どこに行くの？ それにその言い方だとあなたと行くみたいに聞こえるんだけど」

「またこの部屋を出れば最後の部屋に行ける。今回は俺と行ってもらう。リディア達じゃ意味がない」

「どうして？」

「最後の部屋は只の俺の我侭で作った部屋だ。今までのものは直接論議とは関係ないが、間接的に論議について何かを悟らせるものだった。実際、お前は俺の狙い通りの事を悟ってくれた。本当に賢いと思った。でも、これから行く部屋は論議とは全く関係がない。いわば遊びの中の遊び、そういう部屋だ。お前には女としてその部屋を見て欲しい。反応を見たいんだ。だから、リディア達じゃ意味がない。それにこいつらやクミールさんは行きたがらないだろうしな」

　一斉に頷く賢女達。彼女達は最後の部屋について知っているようだ。ミールはセレンより賢女を選びたかったし、論議に関係のない部屋なんか学ぶものもなさそうなので嫌だった。が、クリスタルをもらうためには仕様がない。

「……とは言ったが、ここまで頑張ったお前だ。もしお前が嫌なら無理強いはしない。頑張ったからクリスタルもやる。ほら、いつも言ってるだろ。セルフィッシュガーデンはお前次第だってな」

　意外なセレンの態度にミールの気が変わった。そうやってジェントルに出られると、ミールは弱くなってしまう。急に機嫌が良くなって、「そんなに言うなら、行ってあげる」と笑顔で答えた。ミールはセレンの手を取ると、「行くんなら早く行きましょ」と彼を引っ張っていった。

　ドアの前でセレンは止まると、「本当につまらない部屋だけど、考えを変えなくて良いんだな」と念を押してくるが、もう既に考えが変わったからこそこうしているのだ。更に変えるつもりはさらさらない。

「行きますよ」といってドアを開ける。ドアの向こうだけは相変わらず真っ暗闇だ。

「じゃ、みなさん、行ってきます」

　セレンを引っ張り、ミールは闇の中へと消えて行った。残ったリディアがメルに聞いた。

「ねぇ、メル。どんな部屋だか知ってる？」

「知らないよ。お姉ちゃんもなの？ じゃあ、クミールちゃんもか……」

「セレンさん、どんな部屋に連れて行ったんでしょうか？」クミールはリディアに問うが彼女は首を捻るだけだ。

「わかってるのは、あの人がああいう目をしてる時には大抵ロクな事を考えてないってこと……」

「ミールちゃん……大丈夫かなぁ」

「う～ん、多分」とリディアは唸った。「メルに似てるから悪いことはしないでしょ。しようとしたらメルの顔がダブってできないと思う」

「悪いことって……。やだ、お姉ちゃん、なに考えてるの？」

「だって、セレン君だし……。それより、この部屋暑くない？ クミールってよく夏なのにランプなんかつけてられるね」

　熱いのは自分が赤くなっているせいなのに、リディアは夏のせいにした。

「私、寒がりなんですよ。ランプを消して、窓を開けましょうか？」

　すると、クミールはリディアの返事も聞かずにカーテンを開ける。急にさしこんできた光にリディアは眼を覆う。窓を開けると温度差による気圧差で、ぶあっと風が入ってきた。とても気持ちの良い風だった。

　光が止んで閉じていた目を開けると、そこは街中だった。空気がクミールの部屋とはガラっと変わり、熱くて湿気だらけで、しかも汚染されている。ミールはあまりの臭いに咽てしまった。セレンが「大丈夫か？」と背中をさすってくれる。

「ありがとう、セレンさん。……結構優しい所もあるんですね」

「なんだそりゃ」

「セレンさんは大丈夫なんですか、この臭い」臭いを感じない様にするミール。

「俺は平気だ、慣れてるからな」

「ここ、どこですか？」

　轟音に後ろを振り向くと、そこには噴水があった。水が出ているが、この世界の噴水は綺麗ではない。ただ流しているだけといった感じだ。噴水の後ろは長く広い階段になっている。脇には動く階段・エスカレーターまでついていて、人を上から下まで運んでいる。

　また、この世界は物凄い騒音がする。車関係の騒音が一番だが、雑踏も酷い。階段を昇る途中の右側にはビルが建っており、そこには巨大なスクリーンがついている。リュウと会った地下室のスクリーンよりも遥かに大きい。スクリーンの中では女が歌っているが、ミールの趣味には全く合わないうるさい曲なので、これも騒音の１つだ。

「なんですか、彼女の歌は？」

「歌？ ああ、街頭テレビのか。あれはこの国で割りと売れてる歌手のだよ」

「売れてる？ 嘘でしょ、こんなうるさいだけの歌。聞いてて不快になります。第一、なんですか、後ろのヘンな楽器は」

「俺は楽器には詳しくないが、機械で作った音じゃねぇかな」

「それに歌も下手。音が伸びきっていないし、呼吸も下手。それにヒステリー起こしたみたいに甲高い声。ミクさんの方が数百万倍も上手いわ！」

「そりゃあ、あの娘は歌で慰霊旅歌したぐらいだからな」

「イレイリョカ？ なんですか、それ」

　しかしセレンは黙って歩き出した。階段の方ではない、逆の方に向けて、右側に歩き出した。高架下を潜り抜けると真っ直ぐ歩く。右にはビルがずっと並んでいる。暫くするとセレンは右手のビルに入った。

　ビルに入ると、そこはどうやらデパートの様だった。すぐ正面にはエスカレーターがあり、それに乗って彼は上に行った。ミールは黙って従うだけだ。上につくと、そこの地面は木の板でできていた。少しはマシな風景だ。ミールは辺りを見まわした。高い所に来ているので見通しが良い。

　まず、ミールの目に入ったのは看板だった。そこでミールは驚いてしまった。看板の文字が読めないのである。それは幻字でもないし、人間文字・アルファベットでもない。学校でも教わっていないし、本でも読んだことのない文字だ。その文字種は多い様で、複雑なものばかりだ。文字種が多いだろう事は幻字に似ている様だ。複雑なのはどの文字も角張っていて、滑らかな形の文字と角張った文字を使い分けないせいだろう。使い分けない分、余計に文字の形を多く必要とする。それでこんなに複雑な文字をしているのだろう。

「セレンさん、ここってまさか霊界じゃないんですか！？」

「ああ、人間界だよ。看板でやっと気付いたか。人をよく見りゃ人間だってわかるだろうに。今更気付くなんてな」

「どこなんですか？」

「国名は言えないな。この都市名も言えない。でも、俺やダチは魔都って呼んでる。でかい街だよ。そして腐ってる」

　セレンは咳をすると唾を道に吐いた。ミールは注意をしようと思ったが、彼は臭いを感じなくする事ができないようだから仕方ないと思った。こんな空気を嗅ぎつづければ自分だって唾を吐きたくなるかもしれない。

　通りすがった人間の話している言葉を聞いたが全然わからない。ぼつぼつと喋り、音の高さを変えるだけで、機械的な音だ。しかも発音が悪く、聞き取る事もできない。この国の人間全てがそうなのだろうか。

「なんて汚い言葉」

　自分がアルカを喋る霊人で良かったとミールは改めて思った。

「まぁ、そう言うなよ。俺もここの言葉を喋れるんだ」

「意外と勉強家なのね、セレンさんって。どこの学校を出たの？」

　しかしセレンは答えないのでミールは話題を変えることにした。

「そういえばどこに行ってるの、私達」

「本屋だよ。この世界の本、見てみたくないか？」

「はぁ？ この国の言葉なんてわからないわよ」

「大丈夫、人間語で書かれた本があるから。流石にアルカで書かれた本はないがな」

「ミールに本屋を見せたかったの？」

　腰に手を当てるミール。そんなもの見たって面白くもない。よっぽど霊界の異国の本屋に連れていって欲しい。

「そうじゃない。まぁ、お前がそういうんなら元の場所に戻ろう」

　そういってセレンはエスカレーターを降りていった。元の場所まで２人は無言で歩いた。再び噴水の所に来ると、彼は近くの銀色のポールにもたれかかった。

「この世界の人間を観察してみな」

「また何か操作したんですか？」

「ここは俺の知ってる腐った街をコピーして、ある操作を加えてから、ある程度日を経たせた後の部屋だ。どんな操作かはまだ秘密だ。行き交う奴を見てみなよ。なんか気付かないか？」

「う～ん……」

　目の前には大勢の人間が歩いている。ある程度数人で固まって歩いている所はまるで不思議でない。ただのグループ行動だろう。男女でまとまって歩いている。ここは都会のようだから行き交う者は若者が多い。当然、仲間同士や恋人同士が多く――ないようだ。

「あれ……？」

　こんなに人は多いし、仲間同士のグループは多くいる。だが……。

「……カップル……カップルが見当たらないんだけど」

　男女混合のグループや男だけ女だけのグループはあるし、単身で歩くものも居る。ただ、男女のカップルが見られないのだ。

「それに……なんかこの世界の女たちって汚くないかしら？ 元の顔のせいっていうのもあるんだけど、そもそも身なりが汚いのよ。歩き方もがさつだし……。あ、ほら。あそこのグループの女の子なんて今、男の子の頭を叩いたわ。野蛮でがさつよ。まるで……男の子みたい。

　わかった！　ここは女が男っぽい部屋ね！」

　ぽんと手を叩くミール。ようやく合点が行った。

「違う」

　しかし、セレンは否定した。

「結果的に女が男っぽくなった事は間違いない。ついでに言えば、男も女っぽくなっている。でも、それはある操作から出てきた結果にすぎない」

「じゃあ、カップルが居ない世界ね。違う、待って……わかった、恋愛がない世界でしょ！　そしたら女の子は男にこびる様に女らしくする必要も無いし、男も女に強がって見せる必要がなくなるから女っぽくなる。当たりでしょ？」

「どうしてそう思う？」

「セルフィッシュガーデンの住人に論議学を教えたのってあなたでしょ。あそこの方達って何か例を出す時に果物か男女の話題ばかりをするのよ。何となく、１人の偏狭な人物に共通して教わったんじゃないかなって思ってたのよ。そして私はセレンさんに会った。やたら女がどうとかっていう人だった。

　だからあなたの作ったこの世界もどうせ男女関係の何かを操作したんでしょって思ったの」

　自信満々にいうミール。セレンは苦笑すると「確かに、良い推理をしてるな。お前の言う通り、俺が操作したのは男女ネタについてだ。だが、カップルが居ない世界を作った訳じゃない。そんなのもてない男のひがみにすぎない」

　そうして階段の方を指差すセレン。階段を見ると、１組のぱっとしないカップルが降りてきていた。彼らは仲睦まじそうに語り合っている。なるほど、カップルがいるのはわかった。

「付いてきな。子供のお前には教育上悪いもんだが」

　年上の男に子供と言われると腹が立つ。「子供じゃないわ」と言うが、彼は笑って歩いていってしまう。ミールは頬を膨らませて付いていった。

　しかし、セレンは相当の方向音痴だった様で、目的地につくまで何度も「あれ？ ここ、どこだ？」を繰り返しながら歩いていた。ここも所詮はセルフィッシュガーデンの中だから足も疲れなかったし腹も減らなかったが、だんだん歩くのには飽きがきていた。ミールが数度目のため息をついた時、彼は「着いたぜ」と言った。

「ここってもしかして……」

　子供のミールでもテレビで何度か見た事があるので、これくらいは知っていた。

「売春街……？」

　そこは売春街だった。何軒もビルが軒並み並んでおり、下着姿の女性の張り紙が所々にしてある。ミールは汚いものを見るように辺りを見まわした。まだ昼なので人通りは少ないが、夜になればバカな男どもがたむろすようになるのだろう。

「元、だよ。今は機能していない。あんまりこういう所に連れてきたくはなかったがな。それに、そもそもここは売春街じゃない。この国では売春はご法度だ」

「じゃあ、ここは何であるのよ」

　セレンは暫し言葉に詰まったがやがて「売春まがいというかな……。まぁ、最後までしないが、えっちな事なら許されてるというか。まぁ、風俗って奴なんだが……」と居心地悪そうに言った。

「最後まで？ フーゾク？ 何それ？」

「とにかく、風営法上で成り立っている性を売り物にした場所がここだったんだ」

「まぁ、何でも良いわ。で、どうしてここに私を連れてきたの？ 私を売り飛ばす気？」

　冗談を言うミール。だが、彼は笑わなかった。代わりに、ミールの近くで携帯電話を使っていた青年が何かを大声で怒鳴り始めた。

「きゃ……」

　驚いてセレンに抱き付くミール。青年は髪を金に染めていて、皮膚はすこぶる黒いが、元は黄色人種の様だ。３種混合したような訳のわからない格好にミールは不思議がった。青年は電話越しに何かを叫んで一方的に電話を切ったようだ。そして去っていった。

「今の男、何ていってたの？ セレンさんはここの言葉を知ってるんですよね」

「今の奴、しつこい彼女を振ったんだよ。男が女を振る。ここじゃ、あと暫くは多発する現象だ」

「あなたがしたある操作のせいで女が振られまくるのね……。振られるってことは、少なくとも今までは恋人同士だったって事よね」

「そうだ。カップルは今までに掃いて捨てるほどいたが、もはやだんだん減ってきた。男が一方的に女を捨てるようになった。もう、不必要だからだ」

「不必要ですって？ 物みたいに言わないでよ。とにかく、あなたの操作のせいでつぶれたお店を教えてちょうだい。ここに連れてきてフーゾクとかいう店が潰れたのを見せたのは何らかのヒントなんでしょ。だったら潰れた店を聞いていけばわかる気がするわ」

「潰れたもの以外もついでに言うよ。まず潰れたものとしてはこの風俗店。これは壊滅。ビデオ屋もそういうのが専門の所は壊滅。キャバクラは風俗から流れてきた客もあるが、離れた客もいてイーブン。

　服屋や香水、宝石店は売上が落ちている。特に服屋な。子供の写真を取る店もごく僅かだが売上が落ちている」

　セレンの与えてくれる情報はわざとそうしているのか、脈絡がない。どうして風俗店とやらと子供の写真が関係するのだろうか。

「チョコもある時期には売れるんだが、これも売上が落ちた。電話も使用率が減った。床屋、エステ、美容院なども売上が落ちた。特にエステだ。日焼けサロンなんてものもあるが、これも落ちた」

　セレンは言いながら歩いていった。風俗街を抜け、暫くするとそこはホテル街だった。

「あと、ラブホテルっていう恋人が使う場所も壊滅した」

「何に使うの？」

「何って……ほら、えっちするのには場所が必要だろ。誰かさん達みたいに、公園の木の影って手もあるにはあるがな」

「そ、そんなものかな……。まだそういう事はよく解かんないから」

　ごまかすミール。聞かなきゃ良かったと思うが、もう遅い。自分の頬が熱い。

「それに、恋愛を売り物にしていた物はあまり売れなくなった。ほら、I love youとか書いてあるキーホルダーとかな。それに下世話な所じゃコンドームとか、えっちに使うアイテムも売れなくなった。あと、恋愛をテーマにした歌や小説も売れ行きがガクンと落ちた。ドラマの視聴率も落ちた。カラオケ、遊園地などの遊び場もめっきり人気が落ちた」

「ちょっと待って。あなた、たった１つの操作をしたのよね？」

「ああ、たった１つだ。それがどうかしたか？」

「たった１つの操作でそんなに世の中が変わるとは思えないわ」

「そんな事はない。例えば、今日から人間の足を不自由にしたとしようか。これってたった１つの操作だよな。でも、そうしたら人間は階段を作らなくなる。段差は全てなくす。歩行器具が死ぬほど売れるようになり、でかい産業になる。さぁ、たった１つの操作で街の概観から段差が消え、ガラっと変わり、産業まで生まれた。どうだ、世の中がかなり変わったと思わないか？」

「確かに……。じゃあ、これも確かにたった１つの操作から起こったことなのね」

「産婦人科の外来も減ったから、医療にまで関わる問題だ。そして、人口も減った。……おっと、もはや店の話じゃなくなったな。ヒントを与え過ぎた」

「でも、全然わからないわ。もう降参よ。そろそろ教えてちょうだい」

　その頃には２人はまた噴水の前に来ていた。さっきまでミール達がいた所には男女のカップルが居た。どうも宜しくない雰囲気の様で、ミールは気付かれない様にさりげなく観察しはじめた。

　何を喋っているのかはわからないが、女性の方が男性を必死に引きとめている様だ。先ほど携帯電話で話していた青年の様に肌を黒くして金髪に染めたリディアくらいの年の少女だ。

（うわ……何なのこの女の人……。まるで化け物みたいなカッコ。その太い足でそんなに短いスカートはくんじゃないわよ……。それに何よ、あの化粧は。モンスターメイクかしら？ 人間界のハロウィーンっていつだったっけ。今日なのかしら……）

　ミールのいう所の化け物のような化粧の少女は泣きながら男をひきとめているようだが、男はうんざりした顔で彼女を見ている。少女は化粧が涙で落ちてしまい、まずます化け物に見える。

「あれじゃ、彼氏も捨てるでしょうねぇ。元々あの彼女が無理やり付き合わせてもらってたって感じだもん」

「いや、あいつらは元々合意の上のカップルだよ。あの男もついこないだまでは仲良く付き合ってたよ。でも、今はもう男の方がうんざりしてる。俺の操作のせいでな」

　男は少女を突き飛ばすと、階段を１人で昇っていってしまった。少女は１人でうずくまって泣いている。しかし、周りの男達は誰１人として声をかけず、通り過ぎていく。通りかかった小奇麗な若い女性が１人だけちらっと彼女を心配そうに見たが、その女性も声をかけられずに通り過ぎて行った。ミールの前を通ると、その女性はミールと目が合い、微笑んできた。綺麗な感じの女性だった。ミールも微笑み返した。

「ねぇ、セレンさん。今の人って、人間にしては綺……」

　次の瞬間、左手の方から車の急ブレーキの音が聞こえた。咄嗟に振り向くと、今正にミールに微笑みかけていた女性が宙を舞うのが見えた。車道に出て車にひかれたのだ。

「やだっ！」

　余りの事にミールは目を覆ってしまった。目の前で人が跳ね飛ばされたのを見るのは初めてだ。

　女性はそのまま数ｍ吹っ飛んだが、車の運転手は出てきもせず、そのまま車を反対方向に引き戻して逃げて行ってしまった。

「……ありゃあすぐ警察に捕まるな。バカな奴だ」

「そんなこと言ってないで早く助けてあげてよ、セレンさん！」

　セレンの腕を揺するミール。だが、彼は「いいから見てろ。どうせあの女は助からない」と冷たく言った。

「そんな……」ミールは女性に駆け寄った。

「大丈夫！？ お姉ちゃん！」

　女性は頭から血を流して倒れていた。見ると服にも血がついている。血は腹部から出ているようだ。女性は腹を押さえながら「痛い、痛い、痛い」と機械のように繰り返しているが、その言葉が何を意味するのかはわからない。はねられた衝撃で腹が破れたようだ。

　今の今まで自分に微笑んでくれていた女性が今は泣きながら血を吐いて苦しんでいるのに、ミールは何もできなかった。この世界でどうやったら救急車を呼べるのかがわからないのだ。

「救急車！ 救急車を呼んでよ！」と叫ぶミール。だが、言葉が通じない。あたりにすぐに人だかりができるが、彼らは何もせず、見ているだけだ。

「この世界に救急車はないの！？ じゃあ、病院まで運んであげてよ！」

　男達に叫ぶが、やはり通じない。ミールは近くにいた青年の服を掴むと「運びなさいよ！　あんた男でしょ！」と叫ぶが、男は異言語に混乱するだけだ。

　諦めてミールは女性の元に戻ると、彼女の腕を肩に回して立ち上げようとした。が、持ち上げ様と動かした瞬間に女性が痛さの余り大きく叫んだ。腹部から更に血が流れ出る。

「ごめんね、お姉ちゃん。でも、すぐだから痛いの我慢して」

　一生懸命持ち上げようとするミール。だが、ミールの力で大人が持ちあがる筈もない。そうこうしているうちに周りにいた他の女性がミールの側まで来るとミールの手を止めた。彼女は何かをミールに言うが、さっぱりわからない。その時、後ろからセレンの声がした。

「この女が救急車を呼んだってさ。すぐに来るから動かしちゃいけないだってよ」

　その言葉を聞いてミールは引き下がった。最後に女性に「もう来るからね、大丈夫だよ」と声をかける。

「いくぞ、ミール」セレンはミールの手を引っ張って階段の方へ行った。階段を昇りながら「あのお姉さん、助かるよね」と聞いた。

「さっきも言ったろ、死ぬよ。救急車が来るまであと10分弱。そして病院に行くまであと10分弱。救急車の中で応急処置を受けたとしても助からない。今日のニュースが良くわかる。「――女性はすぐさま病院に運ばれましたが、出血多量の為まもなく死亡しました。では、次のニュースです」ってキャスターの台詞が目に見えるよ」

　セレンの態度の冷たさにミールははらわたが煮え繰り返りそうになった。この男も反人間派なのだろうが、それにしてもこの態度はあんまりだ。

「酷いですよ、セレンさん。犬猫が轢かれたんじゃあるまいし！」

「犬猫より人間の方が大事って考え、良くないな」

　ぐっと詰まるミール。勢い余って言ってしまったものの、確かにセレンの言う通りだ。

「とにかく、冷たすぎよ！ 今の野次馬もそう。私が持ち上げられないのを見ても誰も助けてくれなかった。あれでも男！？ 何の為に強い筋力を持って生まれてきたのよ！？」

「あそこですぐに助ける男もいるだろうが、今日は偶々居合わせなかった。それだけの話しだ。まぁ、俺が操作をしなかったらもっと早く男が助けてたかもな。ほんの僅かに確率が高まるだけだが」

　階段を昇って歩くと右手に駅の改札口が見えた。どうやら駅に着たようだ。道端にはホームレスが居て、雑誌を売っている。セレンは脇のガードレールにもたれかかった。

「セレンさんがした操作って何なの。いい加減教えてください」

　ミールは今の女性のことをできるだけ忘れるように話題を無理に変えた。あれは余りに辛い記憶だ。ミールの脳裏には死にゆく女性の苦しそうな顔が焼き付いてしまって取れない。あの地獄に突き落とされたような顔と、泣き声の混じった本当に痛そうなうめき声が頭からどうしても離れないのだ。

「俺がこの腐った街にした操作。そりゃ単純な事だ。

　ここは男に性欲のない世界だ」

「……性欲？」

「ああ、そうだ。本能の中にある性欲。これをあらゆる男から消した。男だけな。たったそれだけだ。たったそれだけなんだよ、俺がした操作はな」

「それだけでこんなに世界は変わるの？」

「そうだよ、ミール。男から性欲がなくなれば、性を売り物にした商売は全て消え、風俗が乱れるのを防ぐ事ができる。顔で女を選ぶ男も減るだろうな。逆に、身体が目当てで女と付き合っていた男は尽く女を捨てる。女を武器にしてた女はただの女に成り下がる」

　セレンは手を広げてすがすがしそうな顔をする。

「この世界は良いぞ。風紀が前より守られている。女の身体を求めるが、女を得れずに苦しむ少年もいない。ヤりたいからって自分を偽ってまで女にもてるような素振りをする必要もないから、女はダメ男に騙される事もない。逆に、女の誘惑が利かないから男も騙されずに済む。良い世界だ、そう思わないか？」

「でも、何で服屋が儲からなくなるの？ さっきいってたわよね」

「服を買う女にはこんなタイプが居る。まずは服が純粋に好きな女。これは良い。

　そして、男に見せつけたい女と女に見せつけたい女と周りがやってるから買う女が居る。まず、この世界では１番目が消える。すると周りに合わせる必要がなくなるから３番目も消える。すると、大半の女が服に興味を示さなくなるので、服に対する価値が下がる。それでバカらしくなって２番目の奴らは服以外の他の点で競争しあうようになる。

　そうして服への興味が薄れる。当然、売上は落ちる」

「そんな上手くいくもんですか。女の子は服が好きなのよ」

「だからさぁ、大抵の女が服を好きなのは自分を綺麗に見せたいためだろ。じゃあ、元々、女が自分を綺麗に見せるのはどうしてだ？ 男に選んでもらう為だろ？」

「そんな事ないわ。少なくとも現題社会では違うわ」

「じゃあ、この世界はなんだ？ 俺が操作したのは男の性欲だけだ。それ以外は何も弄っていない。いいか、ミール。これが現実なんだよ。それに、俺は何も売上が０になったとはいってない。落ちたって言っただけだ」

　セレンの言葉にミールは何も返せなかった。

（そりゃ確かに、これが現実かもしれないわ。でも……納得いかない）

「どうしてセレンさんはこんな世界を作ったの……？」

「女が嫌いだからだ」さらりとセレンは言った。「男に比べりゃ女は力もないし、頭も悪い。その上、すぐ感情的になり、冷静な判断なんて無縁だ。倫理にそぐわなきゃすぐ頭ごなしに「それは違うわ」と決めてかかる。バカな生き物だよ、全く。感情に流されて人のことを考えない。付き合った男の為なら人の迷惑など顧みない。その反面、男に無理な愛情を要求する。ほんとにしょうもないほど低脳だ。

　だがな、世間は女を無視しない。もっと言うと、男は女を無視しない。何でだかわかるか、ミール？ 何故なら、お前ら女には身体があるからだよ。男はお前らが欲しいから、お前らが馬鹿で非力でも相手をするんだ。それをお前達は自分が相手してもらってるものと勘違いしてるだろ。その上、男のヤりたいが為の卑屈な態度に、女の方が上だと思う始末。

　バカかお前ら？ お前らは身体があるから男に相手されてんだよ。そうでもなきゃ誰がお前らみたいな低脳な連中と付き合うもんかよ。いいか、ミール？ お前ら女は身体の他、何も男を惹きつけるもんはないんだよ。お前らは全部その身体で注目を集めてるんだ。生まれながらにしてお前らは男の目に身体を売って生き長らえてるんだよ。即ち、お前ら女は先天的に売春婦なんだよ」

　冷ややかに淡々と述べるセレン。ミールは自分の顔から血の気が引くのがハッキリとわかった。怒りで顔が青くなるのは人生中で初めての事だろう。今怒ったらミールはセレンを殴り付けてしまうだろう。必死にミールは怒りを飲みこんだ。

「セレンさん、あなたは何から何まで間違っているわ。あなたの言った事で正しい事なんかただの１っつもないわ」

「お前、この世界に連れてこられてまだわかんないのかよ。見てきただろ、男に性欲のない世界を。恋人は捨てられ、女は車にはねられても無視される。能力の低い女という生き物から身体という価値が消えたら、男は誰も相手にしないんだよ。相手にするのは能力が低い相手でも付き合ってやる善良な男で、相手にされるのは例えば能力の高いお前やリディアやメルやクミールさんみたいな少数の女だけだ。

　さっき、噴水の所で男に振られた化け物メイクの女がいただろ。あいつはバカの上に心も汚い。あの女、売春で小遣い稼いで遊びまくってたんだぜ。ところが、俺が操作をした途端、てめぇの身体は１ソルトの価値もなくなった。いい気味だ。その上、彼氏にも捨てられた。当然だよな、あんな化け物。あんな女、連れて歩きたくないよな、普通なら。でも、あの彼氏は連れ歩いてたんだ。何でだと思う？ 化け物化粧をした女でもまだ16才で若いし、ヤらしてくれるからだよ。多少ブスでも16だぜ？ おいしいじゃん。

　でも、バカだよな、あの売女。彼氏はちゃんと自分のこと愛してくれてるって信じてたんだぜ？ 違うっての。ヤらしてくれるから付き合ってただけだってんだよな。ほんと、救えねぇバカ女だ」

「もう！ あなたの言う事聞いてると頭が狂いそう。あなた、何かそういう嫌な女に被害でも受けたの？」

　すると、セレンは即座に答えを返してきた。

「いいや、1度もない。リディアはあの通り純粋な良い娘だし、メルも根は優しい良い娘だ。リディアにはずっと黙ってたが、俺はあいつと付き合う前に何度か付き合った女がいた」

「あらら……いいのかしら、そんな事言って。で、その女が嫌な女だったの？」

「だからそんな嫌な女はいないって言っただろ。リディアの前に付き合ったその娘達も献身的で純粋な良い娘だったよ。同じ中学の娘だったんだが、明るいし、何かイベントがある度色々してくれたしな。でも、俺はその頃から既に人嫌いの女嫌いだったから、その娘を好きになる自信がなかった。で、結局、俺にその気がなかったんで、冷た当たってばっかだった。そんで別れた。そんなパターンで傷つけちまった娘が何人かいた。あれは悪いことをしたと今でも思ってる。

　けど、そういう俺個人の思い出とは離れた次元で、単純にバカ女が嫌いなんだよ。自分が被害者じゃなくったって嫌うのは不思議じゃない。お前だって、レイプの被害者じゃなくてもレイプ犯を嫌うだろ？」

「その点は説得力あるわね。まぁ、嫌な女性の被害者が「俺はバカ女が嫌いだ！」って叫ぶより、被害者でないあなたが言った方が説得力あるわね。でも、だからといってあなたの意見には賛成しないわよ」

　言い放つミール。道を行き交う者が聞き慣れぬ言語を話す彼らを見て不思議そうな顔をしながらこちらを見てくる。

「俺は何も霊界の女を言ってるんじゃない。霊界というか……俺の知ってる連中はみんな好きだよ。バカ女だと思って嫌うなんて事はない。けどな、世の中にはバカ女がいるんだよ、俺と関わりがなくてもな。で、それがムカツクんだよ」

「あなたに関係がないんじゃ、怒ったってしょうがないじゃない」

「確かにしょうがないが、黙ってるのはもっと嫌だ。教師の横暴に逆らったって、勝てっこないが、だからといって黙っているのがもっと嫌なように。

　それにバカ女のあれもムカツク。ほら、あれだよ。すぐ格好の良い男になびく点。全然態度が違うからな、女どもは。女に相手にされずひがんでる男の顔、見た事あるか？」

「ちょ、ちょっと待ってよ。そんなの男も同じじゃない。可愛い娘ばっかり優遇するじゃないの」

「男が選ぶのは当然だ。だが、女がやるのは生意気だ」

「何それ、信じらんない。そういう台詞、お姉ちゃんの前で言ってみなよ」

　どうせお姉ちゃんの事が怖くてできないくせに、と付け足そうとしたが、挑発したら本当にやりそうな男なのでそれは黙っていた。

「リディアはバカ女じゃないから罵らない。でも、こういう愚痴は何度も言ったことがある。言う度、あいつは嫌な顔をするけど。

　いずれにせよ、そういう尻の軽い女はムカツクんだよ」

「でも、それってヘンじゃない？」

「何が？」

「こんなことあまり言いたくないんだけど、あなたってむしろ女の子にもてる方じゃない？ あなたって誰が見たって格好良いと思うんだけど。前の道を通る女の子だって、あなたを見てるし。異人にしか見えない私よりあなたを見てるのよ、彼女達は。しかも好意的な目でね。それに、私も結構気に入ってるのよ。特に目が好き。怖そうなのはマイナスだけど、頭良さそうだし、真面目そうだし、何か不思議な感じがするし」

「ふぅん、良く見てるな、お前さんは。流石は女の娘だな」

「セレンさんはその女嫌いをなくせば女の子なんかいくらでも自由にできるんじゃない？ っていうか、女嫌いのままでも、セレンさんなら結構もてると思うんだけどな」

「別に俺はもてねぇよ。気に入った女に避けられる事が多いからな」

「もてるっていうのは好きな相手に振り向いてもらえる事じゃないわ。自分からは何にもしてないのに周りの女の子に好かれることよ」

「ああ、そういうのをもてると定義するなら、腐るほどあるな。こっちは相手の女の子の名前も知らないのに、親切にしてきたり、馴れ馴れしくしてきたり、甲斐甲斐しく毎朝挨拶しにクラスまで来たり、いきなり告白されたりするなんてことは何度もあった。そして、俺はそういう売女が大嫌いだ」

「自分を好きになってくれている女の子に向かってバイタですって！？」

　声を荒げるミール。しかし、セレンは「言い得て妙だろう？」と悪びれもしない。

「全員が売女だとは思わない。だが、俺の見てくれに勝手に惚れた女は間違いなくそう思う。少しはブサイクや親父のことを考えてみやがれってんだ。その馬鹿娘をかしづき育て上げること十数年の親父は、娘は自分を尊敬するどころか汚いと罵る始末。あまつさえ、見てくれが良いってだけで、こんな俺みたいな男に娘は平気で気を許す。それが売女か馬鹿女じゃなければなんだっていうんだ？」

「それは……一理あるかも……。そういう女のおかげで得してるセレンさんが言うぐらいだものね」

「得だと？」とセレンは心外そうに聞き返してきた。

「だって、女の子にもてれば他の男に優越感が沸くじゃない。得だと思うな」

「得なもんかよ。俺はそういう女が大嫌いなんだよ。さっきも言ったけど、俺が馬鹿女の被害者じゃなくても、俺はムカツク奴はムカツクし、仮に俺がそういう女がいることで得してたとしても、ムカツクもんはムカツクんだ」

「まぁ、それは立派だけど……損な性格ね。折角の容姿が勿体無いわ。他の男の人が聞いたら、それこそムカツクでしょうね」

「ああ、そうだろうな。何せ、俺はダチにまで嫌がられたからな。顔が良いだけでもてるっていったって、何も俺が悪い訳じゃないのに、俺がもてるとそいつが俺に腹を立てるんだよ。そのバカ女のみならず俺までもムカツクらしい。これって理不尽だろ？」

「そりゃ、理不尽だわ」

「まぁ、そいつも今となっちゃ、その時の事を謝ってくれたから良いけどな。

　むしろ我慢ならんのは、俺が得してるって思われる事だ。今、お前が勘違いしたようにな。全く、馬鹿言えってんだ。得なんかしてねぇってんだよな。俺は街中歩くだけで女にジロジロ見られるのが嫌なんだよ、くそっ！」

　ガンと道路標識を殴るセレン。標識はぐわんぐわん揺れた。ミールは大きく息をついた。「で、話を戻すけど、セレンさんは何が不満なの？」

「バカ女がつけあがってることだな。あいつらに、自分は身体があるから相手してもらえてるんだって事を自覚させたい」

「だから、この世界を作ったのね」

「この世界の女は正にその事を思い知らされたよ。さっきの女みたいにな。俺もまさかここまで上手くいくとは思わなかった。世の中には女の身体に魅力を感じなくても付き合う奴がもっといると思ってたがな。やはり恋愛と性欲は切り離し難いと言うことかな。或いは、恋愛における男女の精神的な結合力が弱いってことかな」

「それはこの国が恋愛過剰だからじゃない？ あなたの話しを聞いてると、そう思えるんだけど。この国では、彼氏彼女がいるのが割りと当たり前なんじゃないの？」

「そうでもないよ。女と付き合った事のない奇特な男もいるにはいるし」

「その奇特って思うところが既におかしいのよ。アルバザードを考えてみなさいよ。若者は恋人をそんなに求めてる？ この国じゃ恋人を欲しがるのが当然って感じじゃない？ 多くの者が取り敢えず周りがそうだからって、何の疑問も抱かず恋人を欲しがっるでしょ。男も女も。そんなんじゃ恋愛の安売りになっちゃうわよ。

　恋愛っていうのはもっと有り得ない事よ！」

　空へ向かう鳥のように、大きくミールは手を広げた。

「有り得ない事ってどういう意味だ？」

「人と人が好きになって一緒にいたいとかこの人と付き合いたいとかって思うことって本当はもっと有り得ない事よ。ある特定の人を他の友達や親以上に好きになれるなんて一生に一度あるかないかだわ。それくらい恋人っていうのは重いものよ。取り敢えず恋人が欲しいとか、周りに威張りたいから欲しいとか、遊びたいから欲しいとか、ましてやあなたがいう様に性的欲求を満たしたいから付き合うなんて、そんなの恋愛の叩き売りよ。不純だわ。間違ってるわ。恋愛はもっと重いもので、慎重に発生するものなのよ。そして大事にすべきものよ！」

　喉が一気に乾いてしまうくらいミールは熱く語った。こんなに熱心に恋愛を語ったのはいつが最後だろうか。セレンは微笑むと、ミールの頭を撫でてきた。男にしては小さい手で、指も女性のものの様に細く長い。撫でられると気持ちの良い手だ。

「お前みたいな女が全てだったら良かったんだけどな、ミール」

「ミールが思うに、セレンさんって純粋なのよ。繊細なの。だから却って現実に対して穿った見方をしたんじゃないかな。本当は、女がそんな連中ばかりじゃないって知ってるんでしょ？」

「俺が女が嫌いなだけだったら、もっと他に部屋を作る事ができた。「女を嫌わずに済む部屋」とかな。でも、なんで男に性欲のない部屋なんて作ったと思う？」

「……さぁ。性欲が嫌いなの？」

「そうだよ、俺はそれが大っ嫌いだ。この世界で一番良いことは何だと思う？」

　首を捻るミール。そんなこと言われても見当もつかない。

「ここには性犯罪がない。つまり、俺の大切な妹は２度と襲われずにすむ」

「あ……」

　そういう事かとミールは合点がいった。

「それでセレンさんは、この部屋を……」

「勿論、メルだけの為じゃない。そんな偉そうな事は言わない。これは下らん美談で終わらせたくない。100％メルの為だったら、性犯罪のない部屋を作れば良いんだしな。

　性犯罪ってのは性欲を満たしたくてやる事だからな。性犯罪がなくなったって性欲が残ってれば、そういう男にはほとほと辛いもんがあるだろ。それにしても、良いよなぁ、女は少なくて」

「多かったら困るわよ。子供ができすぎちゃうじゃない。女が性行為をするにはそういうリスクがあるんだから、女の性欲は少ない必要があるのよ。

　それにしても、セレンさんは性欲が強いの？ お姉ちゃんは強いって事を知ってるの？」

「そりゃあ知ってるさ。彼女だから別に隠す事はない」

「そうやって受け入れてくれる彼女がいるなら良いじゃない。自分は少なくとも幸せだって思ってなさいよ。……ああ、そういえば、お姉ちゃんに頼まれてた事があったんだわ。ずっと聞くのを忘れてたんだけど、セレンさんはどうしてお姉ちゃんがあなたを好きなのか知ってる？」

　セレンは腕を組んだ。「確か、俺が心を取り戻したから好きになってくれたんだったよな。で、俺があいつにとって信頼できる男だから好きなんだよな。何度も聞かされてるけど、嬉しい言葉だよな」

「ちゃんと覚えてたのね、お姉ちゃん喜ぶだろうな。じゃあ、もう１つ。これは私の質問。どうしてセレンさんはお姉ちゃんが好きになったの？ そしてどうして好きなの？」

　セレンは立っているのが飽きたのか、地面にしゃがみこんだ。上目遣いにミールを見てくる。こうして見ると余計に彼の顔は怖く、また、良くも見える。

「詳細は省くが、俺は気付いたらあいつにキスされてた。その直後、好きだと言われた。そこから付き合い出した。だが、実はその時は今ほどあいつを好きじゃなかったんだ。まぁ、告白された側だから当然といえば当然だけどな。

　その後、あいつをどこで真剣に好きになったのかはよく覚えていない。ただ、ひょっとしたらあの時かもしれない」

「いつ？」ミールもしゃがんでセレンの顔を覗きこむ。

「……初めてあいつを見た瞬間、かな」

　頬をかくセレン。初めてミールは彼の事を可愛いと思った。

「あと、俺が今あいつを好きなのは、俺がいないとあいつが死んでしまうと言うからだ。そして、俺もそう思う。俺もあいつがいなきゃ、ダメだと思う」

　すっとセレンは立ちあがった。つられてミールも立ちあがる。

「細かいことを言えば色々有るよ。嫌な所もな。ほら、髪すらよく手入れしないようながさつな女だし、クリームのついた手で俺にべたべた触るし、すぐ泣くし、何せ俺をぶん殴るしな。それに、色んな心の病気を持っているし、それを直す精神力もないダメな娘だよ。

　でもさ、あいつの笑った顔って好きなんだよ。元々可愛いからってのもあるけど、何とも言えないあの幸せそうな顔。あれが好きなんだ。歩き方もぴょこぴょこ飛び跳ねて子供みたいで可愛い。寝っ転がってるとまるで子猫みたいだ。あと、俺の名前を呼ぶあの声も可愛い。昔っから全然変わんねぇんだ。自分がガキみたいなくせに子供好きでさ。ガキと同レベルで遊ぶんだよ、あいつは。前なんか子供に口で泣かされてやがった。他にも、一生懸命勉強する真面目な所も好きだ。俺を見る時の瞳もひたむきでさ、あの透通った緑の瞳が好きなんだ。それに、あいつの身体って柔らかくてさ。まぁ、女の子だから当然だけど、抱きしめてると安心するんだ。加えて、あいつの身体って良い匂いがするんだ。桃の匂い。それってあいつが喋る時も同じでさ。何食ってんだか知らないけど、桃の匂いがするんだよ。で、あの吐息でくすぐられるとさ……って話しがどんどん変な方に行ってるな。もうこの辺で止めよう」

　天を向き、長いため息をつくセレン。なんだか寂しそうにも嬉しそうにも見える不思議な表情をしている。

「帰るか」といってセレンはパチンと指を鳴らした。するとその瞬間、目の前にドアが現れた。クミールの部屋のドアだ。当たりを行き交う人々は足を止め、目を丸くしてそのドアに注目する。

「まぁ、細かいことを言えばいくらでも好きなところはあるけど、やっぱり一番の理由はさ、俺とリディアはお互い一緒にいないとやっていけないってことだろ。これって何だか病気みたいだな。相互依存っていうと良く聞こえるが、いうなれば慢性的恋愛だな。

　だから、俺があいつを好きな理由なんて具体的にはわからないんだ。一緒にいないとやってけない理由なんてわからないんだよ」

「それって、理由論の一番大切な所ね。私はその理由を問いたいけど、セレンさんは「一緒にいないとやってけないから」という理由で既に自分を納得させている。それ以上の理由を問いただしてもあなたは今考えて理由を取って付けるだけね」

「俺の生徒はよく教えを理解しているようだな」

　セレンの言葉にミールは微笑みを返し、ドアを開けた。ドアの向こうは闇であり、周りの人は更に驚いて中を覗き込もうとする。

「こんな世界に連れてきて悪かったな、ミール」

「あなたは変人よ。でも、お姉ちゃんを好きな気持ちはまともだと思うから、今回の事はなかったことにしてあげる」

　そう言うと、ミールはドアの向こうへと消えていった。周りの人間のざわめきが増す。残ったセレンは１人、闇の向こうへ呟く。

「本当にただの理由付けなんだよ、ミール。俺がリディアを好きなのはさ、あいつがリディアだからだ。そしてそんな理由で俺は充足するんだ。

　でも、それをリディアに言ってみな……。あいつはそんなんじゃ納得しないから。あいつは死ぬまで愛情に飢え続けるんだ。乳飲み子の頃に親に捨てられた子供だったあいつが絶対に自分を捨てないと信用できる俺を好きになったのは当然だ。でも、あいつは俺の愛情だけじゃ満足できない。全世界中の愛を自分に求めるんだ。死ぬまで愛に飢えて生きて、そうして死ぬんだよ、あいつは。俺にはそれをどうすることもできない。このままじゃ、俺は……」

　首を振るセレン。彼は周りの人間たちを睨み、「腐った世界だ」と呟くとセルフィッシュガーデンに帰っていった。

　光が止むのを待ったが、一向に光は消えない。ミールは不思議に思った。今、自分はセレンの出したドアをくぐってクミールの部屋に帰ってきたのではないのか？ 瞼の奥の光が消えないのはどうしてだろう。

「みなさん、いるんですか？」

　すると、きょとんとした声で「うん、いるよ？」というリディアの声が聞こえて、ミールは目を開けた。

「え、ここどこ？」

　クミールの部屋の窓はミールが向こうへ行っている間に開け放たれていて、まるで先程までとは様子が違っていた。ランプの薄暗い光の中とは全然様子が違い、明るく見える。改めて見まわすとそこは普通の女性の部屋だ。今まではランプの幻想的な光のせいで霊人の部屋には見えなかったが、今となっては変哲のない部屋だ。尤も、普通の女性の部屋にアンティークはあっても、鎌まではないだろうけれども。

　テーブルの上にはケーキを食べた後の皿が置かれている。メル達がクミールのおみやげを食べていたようだ。

「お帰り、ミールちゃんにセレン君。ねぇ、ミールちゃん、どんな部屋だったの？」

「え？ お姉ちゃん達、どんな部屋だか知らなかったの？」

　後ろから入ってきたセレンを見上げる。……多分、どんな部屋だかリディア達は知らない方が幸せだろう。

「別に……。あ、それより、お姉ちゃん、セレンさんから聞いたよ。セレンさんがお姉ちゃんを好きな理由！」

「え？」パッと顔を明るくするリディア。

「おい、ミール、ばらすんじゃないぞ」

「良いじゃない、別に。恥ずかしがることなんかないわよ。まぁ、それでも流石に目の前で暴露されるのは恥かしいか。じゃあ、お姉ちゃん、今度教えてあげるね」

　リディアは「うん」といってにこにこしている。予想通り、セレンは照れ屋であり、彼女に自分の気持ちを余り伝えていないようだ。ミールはリディアが好きだから幸せを運んであげようと決めた。

「くだらねぇこと言ってんじゃねぇよ、ミール。ほら、そんなことより約束のクリスタルをやるぜ」

　ズボンのポケットから青く光るクリスタルを取り出し、彼はミールにその最後のクリスタルを手渡した。

「あぁ、忘れかけてた。ありがとう、セレンさん」

　にっこりとミールがそれを受け取ったその瞬間、14個の全てのクリスタルがミールの手に渡った事となった。手提げの中からミールの書を取りだし、表紙を捲った。デスパニアに残っている２つの穴に黒のクリスタルと青のクリスタルをはめこむと、デスパニアが完成した。

　クリスタルが全て揃うと、ミールの書の表紙に青い線で描かれたデスパの印が現れた。そしてデスパの中央に、緑色のミールの幻字が現れた。代わりに『ミールの書』と書かれたタイトルは表紙から消えた。背表紙に書かれた同名のタイトルは依然残ったままだ。

「これがミールの書の完成体……」

　ほうっと息を吐くミール。思えば、初めてこの本を見付けた時は表紙に自分の名前が書いてあることに随分と気味悪がったものだ。余りの気味悪さに床に落としてしまったくらいだ。ミールの書に出会ったのはまだ昨日の事なのに、もう随分長く付き合ったような気がする。

「ミールの書……。これが私の本……」

「そうだ、これはお前の本だ。世界に１冊しかないお前の本だ。初めて見付けた時、持って帰ってくれてありがとうな。そして、これを完成させてくれてありがとう。セルフィッシュガーデンの主として感謝させてもらうよ、ミール」

　優しい声でセレンは述べた。まるで自分の娘か妹に言うかのように優しくて、保護者みたいな言い方だった。

「ありがとう。たとえ、セルフィッシュガーデンが私次第だったとしても、クリスタルを集められたのはあなた方のおかげです」

　ミールも礼を返す。そして、４霊人を見上げる。

「クミールさん。優しく教えてくれてありがとうございました。クミールさんの落ち付いた声が私は大好きでした。

　リディアお姉ちゃん。一緒に考えていくように私に色々教えてくれてありがとう。お姉ちゃんと一緒にいると凄く優しい気持ちになれたよ。あと、私はお姉ちゃんの良い匂いがとっても好き。

　メルちゃん。私に教えてくれたり、敵になって教えてくれたり、道案内をしてくれたりして、ありがとう。私、本当に素敵な友達ができて嬉しい。あなたに会えて良かった。

　セレンさん。あなたには怒らされたり悩まされたり悲しまされたりしました。でも、一緒にいて楽しかった事もちょっとはあったよ。なんてさ、最後まで生意気な態度でごめんね。本当はこれでもあなたのこと、大分好きになれたのよ。あなたといる時ほど私の心が忙しく浮き沈みしたことってなかったもの。色んな意味で刺激的な男性よね、あなたって、ふふふ。

　そして、セレンさんにもう一言。

　何よりも、私を作ってくれてありがとう。私、生まれてきて良かった……。

　最後に、セルフィッシュガーデンの住人の皆さん。ラヴァさんやジールさんやリーネさんやクリスさんやリュウさんやミクさんやオヴィさん……みんなみんな、ミールと付き合ってくれてありがとうございました」

　言い終わると、いつのまにか自分が泣いていたことに気がついた。別に嫌な事があったわけでも、苦しい訳でもない。ただ、晴れ晴れしくて、すがすがしいから泣いているのだ。たった１日のことだったけれども、自分は大きな事を成し遂げたんだ。自分は大きく成長したんだ。そういう思いで一杯になった。また、ここで自分の生い立ちを知り、自分の存在について知った。そして何よりたくさんの大切な霊人にめぐりあう事ができた。忘れ得ない一番の誕生日だ。

「俺も礼を言う。俺の大切な妹の友達になってくれて、ありがとうな、ミール」

　ぐしゃぐしゃとセレンはミールの頭を撫でた。もう髪型なんか乱れ切ってしまった。ミールはしゅるっとリボンを下ろすと、髪に手櫛を入れる。こうしていると、まるで亜麻色の髪のメルだ。

「さて、ミール。こうしてクリスタルは全て集まったわけだ。これでようやくお前の望みを聞くことができるな」

　一段落ついたのを見計らうと、セレンは話題を切り替えた。

「私の悩みですか」

　木製のテーブルの周りのみんながミールをみつめてくる。テーブルのランプを見ると、もうとっくに消されていた。ミールはミールの書に目をやる。そして窓の外を見る。１通りぐるりと辺りを見まわしたミールは、最後にセレンを見つめて、伝えた。

「――なかったことにしてください」

　それを聞いて、メルがはっとした顔をする。

「どういう……意味だ？」

「ミールちゃん……」

「大丈夫、メルちゃん。私を消去してなんていう意味じゃないわ。

　今更だけど、私って……プログラム……なんですよね。私ね、それを聞いてからここの部屋に来て、また色んな冒険をしたじゃないですか。だから、わりと考える時間があったんです。けど、やっぱりどう考えても気持ちの整理なんてつかなかったんです。もし気持ちの整理がついたらこの願いは取り消そうとしたんですけど、やっぱり私、そんなものつかなかったんですよね。絶対、自分が生き物じゃないただのプログラムだなんて事には耐えられそうにないんです。もしかしたら、この先の未来では、機械が霊人と同じような人権を手に入れるかもしれません。霊人に作られた存在が自分の存在に尊厳をもって生きる世の中が来るかもしれません。でも、でも……少なくとも私にはそれが耐えられないんです、どうしても！」

　誰も話しの邪魔をせず、自分を見守ってくれている。大きくミールは息を吸う。

「私、さっきも言ったけど、本当に作られてきた事に感謝しています。例え作り物でも、生まれてきて良かった。セレンさんは作り物の私に自由をくれたから。あなたはセルフィッシュガーデンの為に私を作ったのに、セルフィッシュガーデンは私次第だと言ってくれた。それって凄く素敵な事です。私は作られた者だけど、自分で選ぶ権利があったの。私はずっと自由だったの！」

　セレンに近寄ると、ミールは彼に抱き付いた。

「いってみれば、あなたは私のお父さんよ……。私を困らせ、怒らせてばっかりの大っ嫌いなお父さん。でも、あなたは私を作ってくれた。……私に命をくれてありがとう、お父さん……。

　でもね、お父さん。どうせなら、私……。

　私、どうせなら……私がプログラムだって知らないまま生きていたかった。勿論、メルちゃんやリディアお姉ちゃんやクミールさんと知り合えた事は嬉しいよ。だからセルフィッシュガーデンに来た事は後悔してない。でも、プログラムだとは知りたくなかった。

　自分の秘密のことは知らないまま、気にもならないままでいたいの。セルフィッシュガーデンの方々と知り合えた事や、折角の論議学の知識は得たままで、生きていきたいの。

　だから、『プロジェクト・ミール』についての私の知識……なかったことにしてください」

　そっとミールはセレンから離れた。セレンは「本当にそれで良いんだな？」と聞いてくる。

「ただ、プロジェクトの事を忘れるだけじゃイヤですよ。また、私が自分探しを始めてしまいかねないから」

「わかった、その辺は上手く処理する。お前は生きた霊人と同じように自己の存在について答えが出ないまま、生きた霊人と同じように自己について思い悩む少女にしよう。自分探しができるような空間はもう作らない。普通の霊人と同じように、自己とは何かを分かる手口もないまま生きるが良いよ。それがお前の望みなら、叶えてやるよ、ミール」

　セレンはミールの額に手をかざした。するとミールはだんだんと意識が遠のいていった。クミールの部屋の天井が見えた。そのまま倒れていく自分をセレンの腕が支えてくれた。

「ありがとう……セレンさん。何だか、私、急に眠くなっちゃった……」

「俺はまだ20だ。親父と呼ばれるには若すぎるよ。だがな、ミール。お前が俺をそう呼んだなら、最後くらいはこう言ってやるよ。

　おやすみ、俺の生意気な愛娘のミール……」

ⅩⅥ

　赤い夕焼けを天に仰ぎ、ミールはぼーっと突っ立っていた。７月19日の日が落ちていく。

「どうかしたの、ミール？ ぼーっとして」

　エケトネがミールの顔を覗き込んでくる。ミールは今、自宅の玄関前に居る。目の前にはエケトネとエンナが居る。セルフィッシュガーデンを去った後、ミールは自宅に戻り、エケトネ達を招いて１２才の誕生日パーティを催していた。パーティはとても盛りあがり、とても楽しかった。楽しかった時間はすぐに過ぎ去り、もはや日も暮れようという頃だ。エケトネとエンナはもう帰る時間だ。ミールは玄関前で彼らを見送っていた。

「ミール？」と再度エケトネが問う。

「大丈夫、ちょっと空が綺麗だから見とれてただけ。じゃあね、エケトネ君、エンナちゃん。今日は本当にありがとう。とっても楽しかったよ」

「明日は学校休みだから何してあそぼっか」

「そうねぇ、明日は……う～ん、今夜次第ね」

「今夜って……誕生日だから夜更かしして良いってこと？」

「うん、そ～だよ。何と、外泊を許してもらえました！」

　親指を立てるミール。今日がリディアの誕生日だということを聞いて、ミールは親に「友達の所にお泊りして良い？」と頼んで、許可をもらったのだ。今日はミールの誕生日だから特別にということらしい。これでリディアの誕生日パーティに出席できるし、そのままメルの部屋に泊りに行く約束も実行できる。

「お泊りかぁ。良いなぁ、ミール。でも、どこに行くの？ エンナの所？」

　エンナを見るエケトネ。しかし、エンナは「違うよ、エンナじゃないよ」と否定する。

「じゃあ、どこなのさ、ミール？」

「えへへ、ひみつなのぉ」

　上機嫌に答えるミール。２人は訝しがったが、それ以上は何も問わずに帰っていった。彼らが帰った後、ミールは自室に戻り、勉強机の上に置いた手提げを持った。中にはミールの書やリディアにあげるプレゼントが入っている。即席なので良い物はあげられないが、彼女の誕生日は今日知ったばかりなので、彼女も許してくれるだろう。また、メルの部屋で使うマイカップも箱にしまって手提げの中に入れておいた。それにパジャマも。もう準備は万端だ。

「これで良し……っと」

　手提げを引っさげ、両親に挨拶するとミールは家を出ていった。できれば道が暗くなる前にクミールの屋敷につきたい。パーティ会場はセレン達の住む家だが、ミールの家からでは遠いようなので、クミールの部屋の屋根裏を使わせてもらうことにした。あの屋敷なら近くて助かる。

　とてとてと可愛い足取りでミールはクミールの屋敷まで急いで歩いていった。クミールの屋敷につくが、その概観は相変わらずみすぼらしい上に、庭も荒れ放題だ。しかし、この荒れ具合は人を中に寄せ付けないためのものである。

　クミールが「今度来る時もミールの書を忘れずにね」と言っていたので、手提げの中に入れておいた。現状では色々物の入った手提げはかなり重くなっていて、辛い事この上ない。たったの数十数分の間に、すっかりミールは腕が痛くなってしまった。

「セルフィッシュガーデンの外ってこんなに疲れるものなのね。セルフィッシュガーデンってほんとに便利だわ」

　ぶちぶち文句を言いながら、ミールは龍を象った豪華なドアノブに手をやる。しかし、押しても引いてもドアは開かない。

「あれ……？ おかしいな」

　ドアを見上げると、そこにはデスパニアがあった。

「なるほど、これこそ最高の人避けだわ」

　クミールの忠告の意味がようやくわかった。手提げの中からミールの書を取り出すと、ドアのデスパニアに表紙をかざす。すると、デスパニアに向かって14本の光りの柱が現れ、消えた。もう一度ドアノブに手をかけると、今度はすんなり開いた。

「お邪魔しまぁす」

　中に入り、ドアを閉める。相変わらずここは静かで人気がしない。だが、ミールはもうこの静けさを不気味だとは微塵も思わなくなっていた。

　廊下の奥を見る。すると一番奥から１人の女性が歩いてきた。もう日が落ちかけているから、逆光で眩しい事はない。あれはクミールだ。手にはプレートを持っている。クミールはミールに気付くと、「あら、ミールちゃん、いらっしゃい」と言った。

「クミールさん、お邪魔します。勝手に入ってごめんなさい」

「別に良いわ。この屋敷はチャイムもないし、入ることができるのはもう関係者だけになっちゃったから。今後も自由に出入りしてちょうだい。それより、また私の勘が当たったみたいね。そろそろミールちゃんが来るかと思って、紅茶を入れておいたの」

　クミールが近づくにつれ、紅茶の香りが香ってくる。どうやらアールグレイのようだ。プレートを見ると、カップは５つある。他の３つは彼らの分だろう。客間のドアを開けるように頼むクミール。ミールは初めて会った時のように、さっとドアを開ける。

「よぅ、ミール。来たか」

　最初にミールに気付いたのはセレンだった。ミールはどうも彼が苦手だ。始めは嫌いという感情を伴う苦手だったが、今はそれはない。ただ何となく苦手なだけだ。むしろ、好きか嫌いかと言われれば、或いは好きの部類に入るのではなかろうか。

（まぁ、無理もないか。あれだけ色々なこと教えてくれたし、一緒に人間界に行ったりしたんだもの。いい加減、この人の性格にも慣れちゃったわ）

「こんにちは、セレンさん。それとも「こんばんわ」かしら」

「ミールちゃん、さっきぶりぃ。誕生日パーティ、楽しかった？」とリディア。彼女はセレンの横に座って、みんなにプレートの紅茶を配っている。

「うん、とっても。エケトネ君達が祝ってくれたの。今度は私がお姉ちゃんをお祝いしてあげるね」

「ありがと。ミールちゃんも座りなよ。はい、紅茶」

　メルの隣に座るミール。メルはぴとっとミールにしがみついてくる。すっかり気に入られてしまったようだ。ミールもメルの手を握る。彼女の手は小さくて柔らかい。そして、少し冷たい。ミールはアールグレイの入ったカップで手を温め、その手でメルの手を温めてやる。

「ねぇ、ミールちゃん。今夜はメルの部屋に来てくれる？」

「うん、許可取ったから。シロちゃんと一緒に遊ぼうね」

「うん」にこにこするメル。クミールも幸せそうにその様子を見ている。

「お、良いねぇ。誘惑されちまったな、ミール。今夜は少女同士でシヴィーネかぁ」と笑うセレン。メルは「バカお兄ちゃんっ」と、彼の頬を両手でぎゅうっとつぶす。（注：シヴィーネ。直訳すると「甘い月」だが、実際の意味は夜を共にするということ）

「セレンさん……下品なのも大概にしないと、クミールさんに屋敷から放り出されますよ」

「下品なんかじゃねぇさ」意気揚揚と言い放つと、セレンは紅茶を啜る。「そこに例えば俺が入れば、それは確かに下品になる。というか、既に犯罪だ。また、リディアが入れば、それも下品な話題だろう」

「ちょっと待ってよ、セレン君。それって私が汚いって事？」

「違う違う。もう、お前は16だろ。シヴィーネという言葉と共起すれば、性的魅力を感じさせちまう」

「*お兄ちゃんmeant DIRTY, didn’t oni-chan？」

「流石はメル、察しが良いな。だから、リディアの場合も下品だってことだ。

　でもさぁ、メルとミールだとそんな感じが全然しないんだよ。妖精同士がじゃれあってるみたいでなさ」

「もしかして、セレンさん……論議がしたいの？」

「別に。もう論議の授業は終わったしな。これは単なる俺論だよ」

「ふ～ん、じゃあ、それが本音か。……セレンさんって危ない人だったのね」

「何だそりゃ。おい、リディア、フォローしてくれよ」

「えーっ？ だって、えっちなのは本当でしょぉ」

「いや……本当に、もう少し霊人も論議的に生きるべきだな……」

　ぼそっとセレンは呟いた。１人会話に入れないクミールは、赤くなりながらも、聞かない振りをして紅茶を飲んでいた。本当に彼女はこういう話しが苦手のようだ。

　セレンが黙った事によって会話が一旦途切れてしまった。

「それにしても……」思い出したように言うミール。「それにしても、私っておバカさんですよね」

「なんでだ、ミール？ そんなことはないぞ。もはや、お前を４霊人目の賢女にしたって良いくらいだよ」

「でも、折角クリスタルを集めてあなたにお願いするつもりだったのに、その願いが結局思い付かなかったんですもの」

「あぁ、その事か……。そりゃぁ……うん、まぁ……バカ……かな」

　自信なさげにセレンは言う。何故かそのセレンの手をリディアがぎゅっと抓る。セレンは「いてて、止めろよ、リディア」と抗議するが、リディアは彼を軽く睨んだだけだ。

「？？ それにしても、不思議ですよね……。私、なんだってセレンさんにお願いなんかしようとしたんだろう。メルちゃんの部屋でそう言い出したときには、確かに何か志があったような気がするし、あなたならそれを叶えてくれそうな気がしたの。でも、良く考えたら、あなたに頼んだってしょうがないですよね。あなたはこの霊界の創造主って訳じゃないんだから」

「んー……まぁー、そうだろうなぁー」とセレンはうわごとのように言う。

「それに、今、思い起こしてみれば、不思議な事があるんですよね。どうして私は論議学にあんなにはまってしまったんだろうって思うんです。それまで知らなかった学問なのに、どうしてあんなに興味を抱けたのかしら。なんだか、特別な理由があって論議学にはまったような気がするんだけど……」

　代わりに、メルが「それはミールちゃんが日頃から論理に興味があったからじゃないかな。それに、セルフィッシュガーデンに光を取り戻したかったでしょ。そのうちにセルフィッシュガーデン全部を冒険したくなったんじゃないの？ 特別な理由ってそれじゃないかなぁ」と言った。

　ミールは尤もだと思うと「そうよね」と納得し、アールグレイを飲んだ。豊かな香りがミールの口の中に広がる。

「お姉ちゃんのお誕生日パーティは例年通り８時からするから、まだ少し時間があるね」

「え？ セルフィッシュガーデンに時間はないんじゃないの？」

「ミールちゃんが論議をする間だけ止めておいたの。論議を学んでもらうに当たってミールちゃんの貴重な人生の一部を奪いたくないっていうお兄ちゃんの配慮なの」

「そうだったんだ……。本当にここでの論議学って不思議ね」

「どう不思議なんだ？」

「だって、論理学や論議学って、初めて聞いた時には、もっと非人間的なものかと思ったから。でも、ここで教わった事はそうじゃなかった。内容はどれも小難しくてお硬いものなのに、凄く温かみがあって親しみ易かったの。本当はケーキを食べて紅茶を飲みながら談笑して学ぶような内容じゃないのにね」

「なるほど、それが不思議だったってことか。良いか、ミール。論議なんてもんはな、ちっとも非人間的なもんじゃないぞ。勿論、使用者が敢えて非人間的なように振舞おうと望めばそういう風にもできる。ただ、非人間的にする必要は決してないんだ。ケーキを食べながらでも、紅茶を飲みながらでも、ドラゴンとじゃれながらでも、あやとりしながらでもできるんだ。論議学はそれだけ身近な学問だってことだよ」

「そうみたいですね。私にはそれが不思議で驚きでした」

　しみじみいうミール。クミールが次に口を開く。

「ねぇ、ミールちゃん。時間もあるし、みなさんとリディアさんのパーティの準備でもしてきたらどうかしら？」

「いや、クミールさん、ミールは良いですよ。この娘も一応バースデーガールですんで。ミール、バースデーガールはバースデーガール同士でパーティが始まるのを夢見て待っていな」

「わかったわ」セレンの言葉にミールは立ちあがり、リディアの手を取る。「行こう、お姉ちゃん。さっきセレンさんが言ってた「俺がリディアを好きな理由」を話してあげる」

「ほんと？ うん、行く行く。じゃあ、私の部屋に行こうよ」

　ミールを促すリディア。セレンはリディアが去るのを感じて、彼女の腕をくいっと引っ張って近くに寄せた。それからリディアの頬に軽く口付けた。するとリディアはメルとクミールをちらりと見た。そして、無表情で「何のつもり？」と非難めいて言った。セレンは寂しくなるので軽くしたつもりだったので、リディアのそっけない態度に面食らったか、つまらなそうな顔をした。

「なぁ、リディア、キスしてよ」

　今度は相手からのキスを求めるセレン。しかし、リディアはそっけなく「ダメだよ」と言って立ち上がろうとする。

「なんで嫌なんだよ？」

「別に嫌じゃないけど、今はそんな気になれない」

「本当に気まぐれだな。自分からせがむ時すらあるくせにさ。だから女はわかんねえんだ」

　不満気なセレン。リディアはややうざったそうに小さくため息をつくと、無表情のまますっと彼の額に軽く口付けて、そのままさっさと立ちあがった。

　ミールはリディアを伴って応接間を出て行こうとした。リディアはもはやセレンには目をやらず、ミールの手元を見た。

「あれ、ミールちゃん。指にバンソウコウしてるの？」

　途端に明るく可愛らしい声を出すリディア。セレンは複雑な顔をして額を指で押さえていた。

「ここに初めて来た時に怪我しちゃったの。門を乗り越えようとして、擦りむいちゃった。セルフィッシュガーデンにいた時は平気だったんだけど、ここを出たら急に痛くなってきて。すっかり怪我のことなんか忘れてたからどうしたのかと思って驚いちゃった」

　ミールはバンソウコウを剥がした。ここにいれば痛みはないし、怪我も消える。バンソウコウなど必要ない。

「なぁ、ミール。お前さんはセルフィッシュガーデンに居てさ、気が滅入っただろ？」

「そんな事ないですよ。論議学って結構面白かったですよ。でも、あれはまだ基礎なんでしょう？ 今度もっと教えてくださいね。私、ここでの勉強が気に入っちゃったの。別に、論議じゃなくても良いですよ。あっ、学校の勉強も見てくれれば助かるなぁ」

「わかった。それにしても、したたかな奴だな、お前さんも。

　……そう言えば、ミール。今夜はウチに泊るんだよな」

「ええ。メルちゃんの部屋にいるから、良かったらセレンさんも顔を出して。あなたには物を教わってばかりだったから、私達と遊んでくれる時の顔が見てみたいのよ」

「俺は物を教える時でもあや取りする時でも態度は変わらんけどな。まぁ、時間があったら寄らせてもらうよ」

　ぎこちなくセレンは言った。そしてちらっとリディアの顔色を伺う。リディアは先とはうってかわって表情豊かになっていて、今はちょっと困ったような顔をしている。何が彼女を不機嫌にさせ、何が機嫌を戻したのか、セレンにはさっぱりわからない。

　ミールはリディアの困った顔を見て「ははぁ、そういう事ね」と思うと、自分の野暮さを呪った。何せ今日は彼女の誕生日でもあるのだ。誕生日くらい恋人同士で一緒にいさせてあげたい。

「期待しないで待ってるね、セレンさん」

「解かった。あ、言いそびれたが、後でウチの屋上から月を見上げてみな。あそこの月は本当に綺麗だ。リディアは周りから月の姫と言われることがあるけど、それって、そう言われるくらいよく月光浴をしてるからなんだ。逆に言えばそれだけあそこの月は見る価値があるって事でさ、いくら見ても飽きない月なんだ」

「そうそう、あの月はほんとに綺麗だよね。綺麗で不思議な月なの。あの月は私に魔力くれるの」とリディア。その緑の瞳がなんだか輝いて見えた。

「魔力ね。お姉ちゃんなら本当に魔法が使えそうね」

「ピンポン。当たり。実は、黙っていたけど、私は世界で最強の魔力を持った魔道士なの。火も氷も自由自在に操れるし、その気になれば隕石だって落とせるのよ」

　リディアの言葉にくすくす笑うとミールはドアを開けた。リディアはセレンを見つめた。

「じゃ、セレン君。８時過ぎに、また、いつものところでね」

「あぁ。用事があるから少し遅れるかも知れないが、ちゃんとソノヒノキに会いに行くよ」

　セレンはリディアを[sonohinoki]と呼んだ。

「うん」リディアは微笑んだ。「待ってるから、ずっと」

　そして、リディアは[non ti:a tis djussou se:re]と発音した。セレンは微笑むと、[ti:a l rydia]と言い、[zan vi:ne tolon pa an se:re de fina rra sonohinoki de rydia de ri:t∫an]と言った。クミールはそんな２人をからかうように[lulu rap rat tezemen]と言った。

　リディアはセレンに近寄って、自分からキスをした。セレンは[tis sikud an ima tis ku:d non sinasina djusso n  al tis siku an  an den siku tis]と自嘲気味に言うが、リディアは微笑んだだけで、何も言わなかった。そうして彼女は部屋を去っていった。

　残されたミール。ミールは古アルカを殆ど知らない。だから、彼らが何と言ったのかは余り解からなかった。ふと我に帰ったミールはセレンを見た。

「今度は自分からキスか……。本当に女は解からねぇ」

　呟くセレンにミールは「それはセレンさんが場のムードを理解せずにしないからですよ。今ならキスぐらいならまぁしても良いかなって思えるムードってあるでしょ」と教えた。

「ムード？ キスを許せるムードってことか？ 同じ部屋、同じ人数、温度も湿度も変わらんし、人の配置すら同じだ。なのに、さっき拒否された時と今とどうムードが違うってんだ？」

「全然違うでしょ。キスまでの会話とか。解からないんですか？ だから嫌がられるんですよ。女が気まぐれ？ 女が気まぐれだなんて男に都合の良い言い訳よ。本当はそんなこと言う男はデリカシーがないってだけの話しよ」

「はぁん、なるほどねぇ。それにしても言いたいことをズバズバと言ってくれたもんだな」

　苦笑するセレンにクミールは「でも、本当にリディアさんの気持ちは解かってあげなくては」と諭す様に言った。

「あいつの気持ちが解からないとどうなるとお考えでしょうか、クミールさん」

「いつか嫌われてしまうかもしれないという事です」

　率直に述べるクミールにセレンは微笑むと「なるほどね。全く、変わったな、お前は。随分ハッキリ物を言う様になった」と静かに言った。「なぁ、クミール。お前もそんな俺が嫌だったのかい？」

　ミールはセレンの口調が変わったことに驚いて黙って２霊人の様子を見ていた。しかしクミールは別に驚いた風も無く、ごく自然に「*She didn’t hate your behavior, nor liked it. And I also…今もそういう所は感心できません」と返す。

「そっか……。まぁ、お前さんが言いたい事をハッキリ言える様に強くなったのは俺としても嬉しいよ。折角お前さんがそう言ってくれたんだから、気を付ける事にするよ。

　それと、クミールさんの御進言には十分に注意しますよ。御訓戒、感謝します」

「はい」とクミールは静かに答えた。ミールはもう訳がわからなくなって頭を振った。一体セレンは何人のクミールと付き合っているのだろうか。頭を振るミールを見てセレンは笑いながら「どうした、難しい顔して？ まだ言いたい事でもあるのか？」といった。

　ミールは気を取りなおして「そうね、そう言われればあるわ。まだ言ってなかった事。ちょっと気恥ずかしいけどこの際だから言っちゃう」とセレンを見据えた。

「なんだ？」

「お礼、かな。あのね……ミールの書ね……ありがとう。これは誕生日プレゼントとして貰っておくね」

「ああ……ああ、その事か。うん、どう致しまして」

「自筆の本を貰えるなんて、私、幸せ者だわ」

　ミールはそう言うと、応接間を出ていった。残されたメルはセレンの膝に座る。

「お兄ちゃんの隠し方が下手で一瞬バレるかとヒヤヒヤしたけど、ミールちゃん、ちゃんと忘れてたね、自分のこと……」

「まぁ、それがあいつの望みだからな」

　急にセレンの顔が引き締まる。今までわざと明るく振舞っていた感じさえ見られる。

「これで本当に良かったのかなぁ？」

「解からん。だが、少なくとも今のミールは楽しそうだった。この不思議なセルフィッシュガーデンの関係者となり、お前のような友達を作る事ができて、本当にあいつは幸せそうにみえる。だから、確信はないけど、俺はこれで良いと思う」

「そ……だね」

「それに、お前も顔色が良くなったぞ、メル。いつもより楽しそうだ。より可愛く見える」

「ほんとぉ？」

「俺がお世辞なんか言えるかってんだ。ましてや慣れ親しんだ妹なんかにな。

　本当に可愛いよ。いつものお前は寂しそうで苦しみに耐えてる様子が目に見えてしまうが、今日は昔のお前を思い出させる。ですよね、クミールさん？」

「ええ。やっぱりメルちゃんは笑顔が一番だわ。良かったですね、セレンさん」

「何がですか？」

「『プロジェクト・ミール』が成就して」

「あぁ……全て貴方にはお見通しでしたか」

　頬を掻くセレン。

「どういうこと、クミールちゃん？」

「つまり、メルちゃんの笑顔を少しでも作れれば、それがセレンさんにとってはプロジェクトの成就なのよ」

「でも、それはお兄ちゃんがプロジェクトに託した副目的でしょ？ プロジェクトの成就はミールちゃんが論議学をしっかり学ぶ事でしょ？」

　クミールは苦笑いすると、「本当にそう思ってたの？ 体裁を繕う為に主副を逆にしたとは思わなかったの？」といった。

「勘弁してくださいよ、クミールさん」

「あら、恥ずかしがられずとも宜しいじゃありませんか。私はてっきりそう思っていましたよ」

　無言のセレン。メルの髪に手ぐしを入れて何でもない素振りをしているが、その実、緊張しているようで、額にはうっすら汗をかいている。

「ねぇ、お兄ちゃん」メルはセレンを仰ぐ。「ミールの書……本当は誰へのプレゼントなの？」

「ん……？ あぁ、クミールさんの話しを真に受けるなよな。全く、クミールさんもお人が悪いですね」

「でも、私はセレンさんのそういう所は尊敬しておりますよ」

　くすくす笑うクミール。セレンはメルの顔を横から覗きこむと、こう問いかけた。

「本当にミールへの贈り物だと言ったらお前は拗ねちまうか、メル？」

　メルは自分の長い髪を弄ったり口に咥えたりして遊んでいたが、セレンの問いに彼を見つめた。

「どうかなぁ。わかんない」

「本当はミールの書はな……」

　しかし、そのセレンの言葉をメルの唇が封じこめた。クミールは赤くなって下を向いてしまうが、この兄妹の間では良くある事だ。

「ごめんね、お兄ちゃん。今日はお姉ちゃんの誕生日なのに、こんなコトしちゃって」

「良いよ、キスくらい。今日は、この後ずっと、お姉ちゃんが俺をお前から取っちまうんだからな」

「ねぇ、お兄ちゃん。もし、今の答えが「メルへの贈り物」だったなら、今のキスはその贈り物のお礼だよ。でね、もしも、答えがそれ以外だったなら、今のキスはなんだったと思う？」

「さてね。さしずめ、お前を拗ねさせない為のあがない、か」

「結局、お兄ちゃんはメルにキスされるの」

「ジレンマ……か。教えた知識を妙なことに使いやがって」

　苦笑するセレン。メルを撫でると、せっけんの甘い香りがする。

「ねぇ、お兄ちゃん」

「なんだ、メル？」

「メルね、今のキスで、わかっちゃったんだ。

　『ミールの書』の主人公って、本当はメルだったんでしょ」

　すると、すぐに横にいたクミールはもう一度赤面する羽目になった。今度はセレンがメルを同じジレンマに追いやったのだ。天使のような顔をした少女は無邪気に微笑むと、甘い吐息で彼の顔をくすぐって、からかった。そうして落日の窓の外をみやる。

　ああ、今年も７月19日の陽が落ちる……。










――終

　～2001/ 03/13(Wed) pm

＜あとがき＞

『ミールの書』にはそれなりの歴史がある。一番始め、ミールの書の原題はasylin at selfishgardenというものだった。それを考えたのは俺が高校３年生だった頃だ。1998/6/25（木）の古典の時間に思い付いた話で、当時の古典のワークを見れば、まだ悪戯書きが残っている。あの頃の俺はよく小説を書いていたので、この話も元々はただの小説の１案でしかなかった。

　始めの設定では、主人公はアシュリンというペンシルヴェニア州在住の少女だった。asylinというスペルはおかしいが、ありがちなスペルより見栄えが良いからという理由でそう綴ったのだ。当時のメモを見ると、アシュリンの年齢は10代としか書かれておらず、正確な年齢はわからない。アシュリンは天才少女という設定であり、ある学校帰りに見つけた古びた屋敷に忍び込むような好奇心を持っている。アシュリンが学校鞄を家に投げ入れ、帰りに見付けた古びた屋敷に入っていくのが冒頭のシーンとして設定されていた。

　アシュリンが入った屋敷には色々な喋る動物がいたし、喋る時計などもあった。また、彼らは一様に問題を抱えていた。アシュリンは彼らと論議をしていくうちに、どんどん論議の世界にはまって行った。そしてその屋敷セルフィッシュガーデンの主・ユルグにあうアシュリン。アシュリンがセルフィッシュガーデンを出るには、セルフィッシュガーデンを嫌えば良いとユルグは伝える。だが、その頃にはアシュリンはセルフィッシュガーデンの論議的なさまを愛するようになっていた。結局、アシュリンは論議的でない外の現実世界に絶望し、セルフィッシュガーデンの住人となる。すると、実は、セルフィッシュガーデンにいた他の住人もアシュリン同様、現実に絶望した者達だったということが解かる。彼らは動物や物の姿にその身を買えてここに住みついていたのだ。

　……というのがアシュリンの概要だった。ところが、これは割りとすぐに廃案になった。周りの人に話した所、「なんだか不思議の国のアリスみたい」と言われたからだ。なるほど、アリスも喋る動物が出てくる世界に落ちて行ったっけ。アリスはそんなに論議をしなかったけれど、ちょっと短気な所とか口調はミールに似ているかもしれない。そして、まるでパクリのように言われたのでアシュリンは廃案することにした。ところが、当時の俺には廃案にするのは作ったキャラクターに悪いなという妙な倫理観があった。だから、この話の構想はどこかで活かさなければならないと思うようになっていった。

　アシュリンが廃案になってから暫くして、俺は小さなレポートを作成した。1999/4/19付けで、『真論について』というレポートだ。今からおよそ２年前という事になる。これはパソコンで作成したのだが、パソコンの不具合と共に全部消えてしまったデータだ。だが、プリントアウトしたのが手元にあるので助かった。『真論について』は小さな小さなレポートでＡ４の横書きだと４枚だが、縦だと２枚ほどだった。手元のは横書き版なので４枚だが、縦書き版は２枚程度だったと思うのだ。だから2000文字前後であり、原稿用紙でも５枚程度でしかなかった。

　しかし、この小さいレポートが、アシュリンの構想と結び付いたのはそう遠くなかった。真論についての個人的な考えや、さる事情を理由に、俺は論理学の本を読み始めていった。言語学の関係から既に記号論理は知っていたが、伝統的論理学にはやや疎かった。浪人中にも関わらず、俺は言語学の本ばかりを読んでいた。合間に論理学の本も読んだ。そして大学に入ってから論理学の講義を履修した。その全てが既に知っている内容だったが、独学では整理しきれていない面があり、随分効果的な講義だった。本当に、かの講師には感謝が絶えない次第だ。

　論理学を学んでいる内、論理学が机上の論理であることに目をつけた俺は、論議学というものを考案した。およそ去年の話だ。これはディベート術とは異なるものだから、論議学という特別な名前をつけたのだ。論議学の始めの構想は、論理学を活かして論議をしようというものだった。当然、真論の流れで論理学をやっていた俺は、論議学にも真論の流れを組もうとした。だが、構想と実演を繰り返す度に、論議学と真論は趣を異にするようになっていった。

　真論の定義は「論の中でも「事理の成否を論議・断定するもの」に最も近く、決して言い争う事や意見、見解ではない」と『真論について』にはある。因みに、この名を作った理由はこうだ。俺の母語の「論理」という言葉には、自分の考えを述べる事というのがあり、これは俺の考えには沿わなかった。だが、俺の考えに沿わない語義を排他するわけにはいかないので、自分で術語を作ったのだ。この頃は論理学をよく知っていないので、今見ると変な定義だなと自分でも思う。また、真論の性質については「他の何物にも論理的に否定されない」とある。我ながらよく意味がわからない文だが、察するに「真論は誰であろうと異を唱えられないような論理」とでも言いたかったのだろう。

　真論と論議学の一番の違いは、思想の是非を問うか否かだ。当時の俺は真論と認められた主張は正しいと思っていた。周りの連中もそうだった事もあり、この考えを進めていった結果、ＮＡＤが生まれた。ＮＡＤは実践論議学に近いが、等値でない。というのも、ＮＡＤが論議学でなく、真論を土台にしていたからである。

　また、真論の中には「何者かの意見・見解・偏見を含まず、道徳・倫理観・常識・通念なども含んではいけない」という制約があった。論議では思想を述べても良いので、意見等を含むことがある。この点も真論とはまるで違う。

　そもそも、論議というのは人間が起こす現象の１つといえる。しかし、真論はこの現象の殆どの部分を説明できない。真論の考えでは、非真論は間違ったものとして一笑に付されるのみだ。その上、真論の性質を見ればわかるが、正直言ってこんなに制約があるなら真論なんてものは滅多に喋れないのだ。論議で意見を述べずにどう論議しろというのだろうか……？ だから、人間が起こす現象たる論議に真論を適応しても殆ど意味がないのだ。だって、殆どの主張が「非真論的。従って間違っている。終了」と片付けられてしまうのだから、論議の分析にも道具にもならない。

　翻って、論議学はその名の通り、人間の起こす論議という現象を分析したものだ。だから、思想や非思想、果ては暴力や談笑やジェスチャーやお茶飲みに至るまで、論議という現象内に起こり得るものは尽く分析して説明している。そして、その分析を元に、現象を論議的なものと非論議的なものに分類し、特に論議的なものについての説明を加えていった。それが論議学である。かなり真論とは違ったものになったと今更ながら思う次第だ。

　論議学の構想がまだ殆ど着工していないにも関わらず、不思議と俺は論議学を実践していた。ある時、周りに論議についてもっとよく知ってもらおうと思うことがあった。そこで、１筆書こうかという考えが生まれた。アルカで論理を意味する言葉はミールであるから、いっそこの名の少女を作り上げようかと考えた。だが、どんな内容の話にするかは決めてなかったので、ここでアシュリンを転用しようと思った。つまり、アシュリンでなく、少女ミールがセルフィッシュガーデンに入りこみ、住人たちに論議学を教えてもらったり論議をしたりするという案がここで生まれたのだ。セルフィッシュガーデンの住人は動物だったが、それだとまたアリスに似てるといわれるので、止めることにした。それがミールの始まりだ。

　だが、ミールの構想はできてもタイトルがまだなかった。俺はミール（論理）について書いた本だから、単純に『ミールの書』で良いやと思って、ミールの書とした。そしたら、周りの連中はタイトルを聞いて、ミールの書という本が作中に出てくるのかと思ったなどと勘違いしていた。俺は「まぁ、それも面白いかな」と思ったが、そんな本を作中に出すつもりはなかった。しかし、打ち込みの段階になって、突然「それでも良いか」という気になって、ミールの書を作中に出すことにした。そう決めてから、細かいシナリオを考えていった。

　シナリオに関して言えば、ミールの書はとにかく詰まらない。周りが読めるように小説調にしたのだが、シナリオがてんで面白くない。更に、文章も同じような表現ばかりで飽きてしまう。が、これには原因がある。主役をミールと名付けた時点で、彼女の使用言語はアルカになる。すると、彼女の思考や会話も全てアルカで行われる。従って、書き手の俺もアルカで書かねばならない。ところがパソコンに幻字フォントなんてないし、俺の汚い手書きだと、まず誰も読めない。そこで俺は、頭の中ではアルカで考え、それを俺の母語に随時訳しながらワードに打ち込むという作業を永遠繰り返していった。頭の中がアルカの上、後で英語にも訳さなければならないことを考えると、母語の慣用句や慣用表現をなるたけ使わないようにしなければならなくなった。これは俺が翻訳する時のポリシーだ。直訳は嫌いだが、度を過ぎた意訳はもっと嫌いなのだ。また、この文章の外国語翻訳を周りにしてもらう時も、直訳的な方が都合が良い。そうして、３つの言葉に共通する表現ばかりを用いた結果、使える言い回しが減ってしまい、文が単調になったというわけだ。この苦労は想像より大きいものなので、読み手は一度は味わってみて欲しい。当然、こんなやり方では書いている俺も詰まらなく、辛いものだった。次に何かを書く時には俺の母語を使う主人公で書きたいものだ。

　また、シナリオに関して言えば、他にもかなりの制約があった。例えば、政治ネタや国際ネタや宗教ネタはできるだけ避けるように気をつけた。また、言語学とは切り離した本にしたかったので、本領の言語についての術語も、それを使った説明も殆ど行わなかった。小学生で習う程度の文法事項でさえもできる限り少なくした。差別ネタについても、人種や身分ネタは避けるようにしたので、「彼女は白人なので綺麗だ」とか「彼は貧乏だから悪人だ」のような表現は避けた。但し、登場人物は性格によって平気でそういうことを言う可能性がある。登場人物は読者を意識しないので、悪意なく差別的発言をする事がある。一番解かり易い例が、セレンの女性蔑視だろう。だが、これはリアリティを優先させた結果だから、寛容に受け入れられるよう願うものだ。

　ところで、セルフィッシュガーデンとは場所名だが、アシュリンの方とミールの方で異なる点がある。まずは、広さ。アシュリンの方はユルグの屋敷１つ分だったが、ミールでは屋根裏の向こうの家があるし、クミールの部屋から世界中に行けるので、広さが全然違う。また、住人が動物でなくなっている点も違う。

　見かけ上の変化はそのくらいだが、目に見えない部分で変わった事も多い。一番の変化は屋敷を出れるか否かという点だ。アシュリンはセルフィッシュガーデンに入った瞬間に閉じ込められてしまうのだが、ミールの入ったセルフィッシュガーデンは出入りが自由だ。これは俺の心境の変化による。真論の時代には「論理学は誰もが学ばねばならないし、論理学に則した生き方をしなければならない」と思っていた。全くの統一思想的で当時の自分達の境遇を思い出させる。それの反省もあって、ミールのセルフィッシュガーデンは出入り自由にした。つまり、論議はやりたいものだけがやれば良く、強制はできないという考えになったのだ。これは俺の心境の変化といえる。それを一番良く表した言葉がミールの書の表紙にもある「セルフィッシュガーデンはミール次第」という言葉だ。

　とまぁ、『ミールの書』にはそれなりの歴史があった事が伝えられたかと思う。これでも始めの時よりは随分変化しているのだ。

　次に、打ち込み体験談を語ろうと思う。ミールの書の打ち込みは2001/02/02からスタートしている。実はこの少し前まではまだミールの書は書く気がなかったんだが、周りとの関係と、俺の論理の知識と、そして誕生日と相談した結果、急遽書くことになったのだ。俺は大学で論理学を取ったから、もう論理学を取ってもしょうがないし、言語学で忙しいから、これからどんどん論理の知識は後退していく一方だろう。だからミールの書は早めに書く必要があった。そして、一番の問題は俺の誕生日だ。早くしなければ20の誕生日を迎えてしまう。正直、20才になってからこんな幼稚な本を書き出すのは非常に恥かしい。しかし、10代の内ならまだ後々馬鹿にされる程度が軽いのではないか？ そう思って、俺は20になるギリギリ前にミールの書を書き出した。危なかった……。

　書き出した時は春休みの上、仕事を休む事にしていたから、あるのは家庭教師の仕事くらいだった。テスト前で何度も家庭教師をする事になったし、生徒にプリントも作ってあげたりしたが、それでも６年振りに暇な時を得ることができた。丁度ミールを書くには都合の良い時間があったのだ。

　始めこそ、ちょこちょこと少しずつ書いていたのだが、だんだんはまってくると、日に15000字を書くようになっていた。自己ベストは27000字／日だ（笑）。

　思い起こせば、ワードのＡ４サイズでの30、40ページ目くらいが一番遅かった気がする。勿論、この期間にも訓練は１度も怠らなかったが、それでも家にずっといたので足腰が弱ってしまった。１日中考えて翻訳して打ち込んでいたので目が悪くなり、食事も２食で、うどんと粥という病的生活だったから、体重は６kgも落ちた。その上、完全夜型生活になってしまい、体調を崩した。が、体調が崩れてもやっていたら、いつのまにか苦しみが消えた。ああ……超越したんかなぁ……と思うと、笑えなくなったのを覚えている。

　ミールに捧げたものは多い。まず、視力。これは本当に下がった。加えて、第１部の論理学の部分で既に右目が痙攣し出した。この時点で止めた方が良いのだが、止めず、目薬を買って垂らしつつ、キーボードを打ちつづけた。次に、肩と腰。これは余りの痛さにびっくりした。肩のせいで目も頭も胃も辛かった。まして腰を痛めた事など初めてだ。訓練をしていてもこうなのだから、大半の女性はさぞや辛いだろうなと思った。そして何より心。Ａ４で始めの100枚行くかいかないかの頃が一番辛かった。やけにストレスが溜まって仕様がなかった。ところが、最後の方は身体の痛みがストレスに先行したので、ストレスは苦にならなくなった。ただ、その代わり、夢の中で身体が休んでいる時に、ストレスは来たのだ。ミールは架空の人物なのに、彼女と対談するという奇妙な夢を見たし、後半は体調不良で悪夢ばかりみた。書き終わる２～３日前にも悪夢を見た。その夢では、俺はこれから２人の男に質問を受けた後殺されるのに、頭の中じゃとにかく「ミール書かなきゃ！ ミール書かなきゃ！ まだ終わってねぇんだ。書かなきゃいけねぇんだよ！」と考えていた。目が醒めて、現実に戻った後、勘弁してくれという思いと共に「書かなきゃ」という思いが強くなった。

　次に、打ち込み枚数について。俺は必ず枚数を少なめに言う癖がある。多く言うと目標がでかくなり過ぎて、つぶれてしまうからだ。だから当初の予定は原稿用紙で400枚代という予定だったのだが、実際は前回書いた小説と同じぐらいで、570枚ほどになるだろうなと思っていた。だが、論理学の第１部が終わった時、原稿用紙ウィザードで換算した所、丁度450枚になっていたので、この時、如実に嫌な予感がした。友人に「じゃあ、倍か」と言われた時「ばかっ、そんなにいって溜まるか！ 論議学の第２部の方が短いよ」といったが、そんな筈もなく、論議学はちゃんと論理学より長かった。だってこれは論議学の本だもんねぇ。論理学より短いわけがないよな。もう第２部を書いていて「今頃、原稿用紙だと700枚くらいだろうなぁ」と思った頃には「こりゃぁ……千枚……行くな」と覚悟を決めていた。まさか、千より更に250も多いとは思わなかっただろうなぁ。うわ、25％アップか……。

　まぁ、終わったのが2001/03/13で、仲間の誕生日に合わせたわけだが、納期は今度の７月だったから、早く終わり過ぎた感がある。おい、7/19まで後まだ４ヶ月もあるよ……。尚、実質の活動日数は30程だから、日速14000字といったところか。翻訳をかねているので早い方だろう。14か……うん、良い数だな。

　今は第１稿が終わったので気が楽になって、体調も大分改善した。ただ、これから修正と挿入をして第２稿を作らねばならない。まだ大変だ。だが、大部分は終わったので安心した。これで一応『ミールの書』は書いたしな。後は『俺論』『アルカ』『アンクノット』の３冊だ。まぁ、『アルカ』が一番重要だけど、これは変化するものだし、今の動乱の時期に編纂しても仕様がないな。

　何はともあれ、『ミールの書』、終了！

＜第２稿を終えて＞

　第２稿は大変だった……。今、2001年４月の10日の午前６時だ。実はこれから大学だ。そう、また徹夜だ。２稿は読んでちょっと書き忘れてた事を書いたり誤字を修正するだけなんて思ってたから本当に辛かった。まず、誤字脱字だが、当然だがこれは変換ミス以外は余り無かった。変換ミスは結構直したつもりだが、それでもまだヘンな変換ミスが残っているだろう……。

　苦労したのは点丸だ。１稿終了時には点が少なかったようで、読みづらい点があった。その反動で点を入れまくってしまったので却って読みにくくなったかも知れない……。

　点の入れるポイントは「発音の切れ目」と「漢字や平仮名が連続して読みにくくなる点」そして「文の意味上の切れ目」だ。基準はしっかり持っているのに、どうも見にくくしただけのような気がする。う～ん……。

　しかし、流石にこれだけの枚数だと自分の文体も見直す事ができる。俺は被修飾語と修飾語を離して書いてしまう事が多くて、その部分をよく修正した。例えば、「とてもその箱は大きいので」というのを「その箱はとても大きいので」にする。と、こんな操作を何度も繰り返した。俺の文体がよく解かる経験だった。

　第２稿で尤も多く入れた言葉は「実は」だ。読んでいて「実は」があった方が解かり易い部分なのに「実は」が入ってなかったりする事が多かったから入れておいた。１稿で入ってなかった理由は単純だ。俺は「実は」が好きじゃない。会話だと熱が入っているのでよく使ってしまうが、別に大した事も言わないくせに「実は」なんて言うのは厚かましい事だと思っているので、文章では余り使わないことにしているのだ。

　さて、文章上の話しはこれくらいにしようか。本当に辛かったのは身体の痛みだ。１稿が終わったと同時に盲腸が痛くなった。盲腸かと思っていたら実は腰痛だった。書き終えて気が抜けた途端、一気に痛みが酷くなったんだ。それから訓練はドクターストップ。今現在は量を減らしてやっている。今は4/10だが、ずっと医者通いだ。養生してりゃ良いのに、２稿を早く作らなきゃ行けなかったからとにかく痛いのを我慢して２稿をやった。今も右腹・背中・肩、そして右腕が痛い。

　本当にミールの書は辛かった。長野も辛かったが、これはこれで辛い。今日、これから大学のガイダンスで初顔だしだから、春休みのほぼ全てを『ミールの書』に捧げた事になる。精神的に辛く肉体的にも辛かった。体重が今見たら７kg減ってやがった。今、51kg。続ければ死ねるね。

　でも、何はともあれ、これでようやくミールの完成だ。用語集も少ないながら作ったし、人間語の訳も載せた。俺が作ったにしちゃ付録が豊富で親切だねぇ～。

　さて、それではそろそろ『ミールの書』に終止符を打とうか。今思い起こせば、漠然と早く終わってくれとは思っていたが、「書きたくない」という苦痛はなかったから、感慨深いものが無いなぁ。「どんなにこの瞬間を待ちわびたか！」という気持ちになれたら嬉しいけどなれないって凄く残念だと思う。まぁ、待ちわびるには相当ミールで嫌な思いをしなければならないから、このくらいじゃまだ俺の身体は平気だって事なのか？ もしそうなら心身ともに鍛えられたってことだな。うん、そう思おう。あいつの言う通りだ。

「幸せになるために 幸せなこと考えよう」

　そういや、『ミールの書』にはいくつかの名言があるな。

「事実は事実と認めた上で問題に対処しなさい」

「絶対に信頼できるものがどんなに安心できるものかということを教えてくれたのが彼だったの」

　う～ん、良い言葉だねぇ。

　ところで、気になる事がある。『ミールの書』を読んでいて作者の俺を男だと思わない奴がいるのかということだ。書いていて「あぁ、やっぱり俺は性別を解からせない様に技巧を凝らして書くなんて事……できねぇんだなぁ……」と思った。俺を女だと思う奴は１人でもいるのかなぁ？ それが気になるな。

　さて、と。それじゃあ、この辺で終わりにするかな。

　じゃあ、『ミールの書』終了！

　






　　　　――終了――

　～2001/ 04/10(tues) pm

＜登場人物設定資料集＞

★主要人物

　ミール：12才　女：『ミールの書』の完成者。ふとしたことからセルフィッシュガーデンに入り込み、同名の本を見つけ、論議学を学ぶ事になる。天才的な頭脳を持ち、好奇心が強い。ただ、倫理に固執する点や意固地になる点がある上、やや短気で怒りっぽい。外見は複雑な亜麻色の髪形をしているのが特徴。容姿がメルとうり二つ。

　クミール：19才　女：セルフィッシュガーデンの住人にして、賢女の１人。ミールが初めて会う賢女であり、丁寧に論理学を教えてくれる。強弱体質で儚げ。その落ちついた物腰と美しい容姿が魅力的な女性。セレンは彼女が好きだが、彼女はセレンのことが嫌い。但し、互いに尊重しあってはいる。

　リディア：16才　女：賢女の１人。クミールより年下で、本編中に16才の誕生日を迎える少女。ミールに論理・論議学を教える。母はリーザ、妹がミリア、恋人はセレン。元は捨て子で、暗い過去がある。体重が39kgと超軽量なわりに格闘技が得意。子猫のように他人に甘える。容姿は筆舌に尽くし難いほど可愛い。

　メル：11才　女：『ミールの書』の受取人。ミールが最後に会う賢女。ミールにものを教えると共に論議の相手にもなる。セレンの義理の妹で、容姿は天使の様に可愛い。誰もが認める天才少女だが、幼い頃から父はおらず、母を放火で失っている上、２度も強姦されかけたという暗い過去のせいで性格が捻くれてしまっている。トイレに鍵をかけられないなどのトラウマ有。寂しがり屋の癖に徹底的な人間嫌い。その反面、数少ない味方に対しては人並み外れて大切にし、甘えもし、義理堅く守ったりもする。また、義理の兄を病的に好いている。

　セレン：19才　男：『ミールの書』の作成者にしてセルフィッシュガーデンの主。多彩な演出でミールを論議学の世界へといざなう。恋人にはそっけないが、妹には病的に甘い。メルと同じく人嫌いだが、特に女嫌い。細身だが、眼光が鋭く、見る者に恐怖を与える。ミールはこの男が苦手。

★セルフィッシュガーデンの住人（使徒順）

　オヴィ：20才　男：セルフィッシュガーデンで一番大柄な男。強靭な肉体を持ち、怪力を誇る。子供の頃はお墨付きの不良だったが、今は落ち付いていて、気も長くなった。だが、それでも未だに粗野で豪快だ。ミールを「チビ助」と呼ぶ。絵画（風景画）が得意。

　クリス：20才　女：オヴィの彼女。セルフィッシュガーデンで１～２番にグラマーな女性。アルバの家に住む女子のリーダー的存在。豪快でさばさばしている様に見えるが、付き合っていて受ける感じはわりと女らしい。編物が趣味。

　ギル：20才　男：長い髪の青年。ギルと呼ばれているが、本名は別にある。落ち付いた声で、セルフィッシュガーデンの男にしては優しい。ただ、優し過ぎて優柔不断なところがある。オヴィ、ザナドゥ、ギルの中では、ミールはギルが一番付き合い易い。また、後ろに誰かがいると不安になるという性質があるが、それはトラウマによるもの。

　フルミネア：19才　女：アルマ信者の女性。地面についてもまだ余るほど長い黒髪をしている。ギルの彼女。部屋にアルマートという香を炊いている。占い師でもある。巫女の家系の長女で、妹がいるが、生き別れてしまっている。彼女もミールに少し論議学を教えてくれる。

　リュウ：19才　男：セルフィッシュガーデンの設計者。セレンの参謀。セレンは彼に頭が上がらない。天才的頭脳を持つ男。一見、ジェントルな感じを受ける上に弱々しくみえる線の細い男だが、本性は計算高く冷淡。怒っても冷静さを保ったまま年下の少女を完膚なきまでに叩きのめせるほど冷淡。

　ザナドゥ：19～20才　男：ひょうきんな男。人をからかうのが得意。ただ、からかいが過ぎて、後々酷い目に会うこともしばしば。誰からも馬鹿にされているピエロ的存在。武器マニアであり、多くの武器を保有している。女子の誕生日プレゼントに武器を送るくらいのマニア振り。ミクを猫かわいがりする。彼はミールを相手に論議をする。

　パール：19才　女：正義をこよなく愛する少女。『正義論』という著書を執筆中。元は学歴も学力もなかったが、努力によって、今ではリュウの秘書的存在になっている。デスパニアのあるドアの門番をしている。リュウの彼女で、献身的に彼を支えている。脚力が尋常でないほど強い。また、常に首に金の首輪をつけていて、それがトレードマークとなっている。

　ミク：19才　女：本名はミルフ。ただ、周りはミクちゃんと呼んでいる。ザナドゥの彼女で、音楽が得意。数々の楽器を使いこなし、歌が上手い。小柄なのでオペラ向きではないものの、天使のような歌声を持っている。無ストレス症と揶揄されるほど楽天的で、状況を省みず微笑みを浮かべ、演奏を続ける。ザナドゥを「勇者様」と呼び、彼にべた惚れしている。完全に相思相愛のカップル。

　ファーヴァ：20才　女：魔女。本当に魔女という訳ではないが、端から見ているとかなり魔女にみえる。格好も魔女そのもの。だが、その実は薬剤師。妙なアルカを喋る。団体行動より個人の研究を好む。性格に掴み所がない。知識の為にはかなりの犠牲をも厭わない。性体験から得られる知識を得たいというだけの理由で、自分の処女を奪ってくれと、平気な顔で仲間の男に依頼したことがあるほどの変人振り。

　ルージュ：13～15才　男：アルバの家の男としては最年少の少年。メルとは馬が合わず、会えばいつも喧嘩ばかりをしている。が、本当はメルの事を気に入っているのかもしれない。オヴィを大将と呼び、クリスを姉御と呼ぶ。尚、セレンは総領で、リディアは総領の女と呼ばれている。元は兄と２人でスラムでホテル経営をしていた。

　ラヴァ：20才前後　男：クミールの彼氏。物腰穏やかで丁寧な口調でフェミニスト。季節に関係なく黒いコートを着ている。鎌術を習得しており、鎌を得物とする。容姿はすこぶる端麗。典型的にミールの好みのタイプの男性。

　ウムトナ：20才前後　女：髪を３つ編みにした活発な女性。セルフィッシュガーデンで困っている所をミールに助けられる。ミールのことを怪力少女だと思いつづける。

　リーネ：20才前後　男：眼帯をして袴を履いている青年。無口で不屈の精神を持つ。刀が好きということでリュウと個人的に親しい。

　レレゾナ：20才前後　女：長い杖を手に持っている女性。しかも他人の迷惑を顧みずにその杖を振りまわす。結構な早口で、まるでスピーカーのようにお喋り。とにかく良く喋る女性。

　リナ：20才前後　女：かなりのあわてんぼう。階段から落ちたりコップの水ををこぼしたりといったヘマを日常茶飯事で行う。その上、腰が低くてすぐにぺこぺこ謝る。因みに、本人から悪気は全く感じられない。

　アッシュ：20才前後　女：物凄くグラマーな女性。非常に大人の女性の感じがして、幼女のような体型のミールは酷く羨ましがる。魅惑的な女性で、すぐに男は魅了されそうだが、悪女といった感じはせず、意外に他人の面倒見が良い。リナやクノンの面倒を良く見ている。

　ネーネ：20才前後　男：竪琴を持った線の細い男性。自分から喋る事は余りないし、滅多に気分を害する事もない。とにかく世俗離れした空気を持つ。しかし、その割には良く他人に相談事をされる。

　ピネナ：20才前後　男：非常に中性的な男性。遠巻きには女と区別できない。実際、かなり女っぽい行動を取る時がある。多忙で、常に研究に没頭している。リュウをライバル視している。

　ンムト：20才前後　男：炎のように熱い青年。元気も威勢も良く、何かを考えているようには見えない。オヴィをライバル視している。

　クノン：20才前後　女：間が抜けている少女。容姿が子供っぽく、仕草も子供っぽい。かなり反応の遅い娘で、水を服にこぼされてもすぐには気が付かず、少ししてから急に驚き出す。アッシュを慕っている。

★エクストラキャラクター

　エケトネ：　男：やたらと臆病な少年。ミールのクラスメイト。ミールをセルフィッシュガーデンに連れこんだそもそもの原因が彼である。

　エンナ：　女：何を考えているのだか解からない少女。ぽーっとしていて、明後日の方向を見ている。いつもにこにこしていて捉え所がない。決して無口ではないものの、余り物事を考えないので、発言が少ない。ミールの友達だが、学年は違う。

　リーザ：31才　女：ミールの教師。リディアの実母。リディアを15才の時に生んでいる。誕生日が７月21日なので、じきに32になるものの、見た目は相当若くみえる。まだ、20台の後半といった感じに見えるので、リディアの母というよりは姉に見える。娘と違い、とてつもなく洗練された高貴な雰囲気をまとっている。教師としては偉大な方として数多くの者に尊敬されている。

　ミリア：15才　女：リディアの年子の妹。10月10日生まれだから、リディアと500日と違わない。が、この姉妹は一緒に育ってはいない。ミリアは母親似で、姉思いだ。姉よりしっかり者でおしとやか。

　シロ：最低８才以上　雄：メルの部屋に住んでいるドラゴン。羽が生えていて空も飛べるし、火も吹ける。その上、言葉まで話す……といつもメルは言っている。

　自転車さん：19才　男：セレンの友人とされる人物。人の良さそうな顔をしていて気迫が感じられない為、周りの人間からなめられていて、常に損な役回りをしている。ザナドゥと同じくひょうきんなので人に好かれるが頭が悪い。ミクのお気に入りの男。

　お金持ちそうなやさい男の子：19才　男：セレンの友人とされる人物。この名はクリスが冠したもの。クリスしか彼に面識はないが、彼は無論クリスを知らない。眼鏡をかけた優男で、頭は賢い。性格は自閉気味で厭世的で陰険。外界との接触を嫌い、半ば隠遁生活をしている。

　バイト先の常連の娘：10才頃　女：ギルのバイト先の花屋の常連の少女。親の手伝いで花を買いに来ている。ギルを兄の様に思っていて、何だか憧れているそうで、ギルもまんざらではない。フルミネア公認なので問題はないだろう。無論、彼女はフルミネアと面識はない。ブロンドの長い髪で、スカートが良く似合う女の子だそうだ。

　喫茶店の青年：20才頃　男：クミールとメルがよく行く喫茶店のウェイター。短い髪で、清潔そうな身だしなみの青年。誠実な態度が女性に受け、メルでさえ彼にはわりと心を開いている。口が上手いが、本心のように言う（そして本当に本心だということらしい）ので、女性の受けが良い。

＜『ミールの書』の世界＞

　『ミールの書』の舞台はle kaiと呼ばれる場所であり、その場所以外が人間界と呼ばれる場所である。Le kaiの音に似せて字をふった結果、母語では「霊界」となった。これは俺のユーモアの１つだ。別に幽霊の住む世界という意味ではない。霊界に住む者は霊人と呼ばれ、人間とは区別される。が、人間と言って霊人を指す場合も多々ある。一般に、霊人は人間より高等とされ、霊人の中には極端に人間を蔑む者がいる。

　霊人が尊いとされるのは、人間より高い知能や能力を持つからだと言われている。また、心も正義にあふれ、素行も誠実で、他を受け入れる寛容な姿勢をしているとも言われている。

　だが、実際は、霊界の犯罪率は人間界のそれより圧倒的に高い。また、犯罪の猟奇性もすこぶる高い。年端もいかない少女が、犯され、生きたまま食い散らかされ、森に捨てられ、無残な姿で発見されることなど日常茶飯事に起こる。また、女による傷害・殺人・性犯罪も比較にならないほど多い。

　それでも、メルなどの反人間派の多くは人間を蔑み、霊人を尊ぶ。霊人の悪人をメルなどは「人間に成り下がった霊人」と呼ぶ。

　霊界にも国がある。作中でもアルバザード（アルバ）を始めとして、ロロスやケートイアなどの名が登場する。無論、各国はそれぞれ文化が異なるし、国力にも差がある。そういった差があれば、勿論言語の数も相当あるのが当然だが、この霊界にはたった１つの言葉しかない。それがアルカだ。アルカは霊界では制定言語と呼ばれることもあり、基本的に霊界中で使える。但し、国力の豊かな国が標準アルカを作ってしまうので、それ以外のアルカは妙なアルカとミールが感じることがある。実際、セルフィッシュガーデンにもそのようなアルカを話すものが出てくる。

　ミールが住んでいるのはアルバザードという大国であり、政治体勢にも設定があるが、後世で梵書されたくないので、俺は政治的なことには一切口出しをしない。アルバには霊界中の霊人が集まるので、文化や人種や通念の坩堝となっている。

＜『ミールの書』の言語＞

　『ミールの書』で使われている言語はアルカという言語で、制定言語の異名を持つ。霊界中で使用される理想的な言語だ。音の種類は母音子音共に少ない。母音は５つなので、人間語より少ないし、子音も同様だ。人工言語であることから文法はすこぶる簡便であり、時代が新しいので、口語のみならず、文語も意識した上で作られている。従って、自然言語に比べ、遥かに覚え易いし、修辞法に富む。尚、修辞法に富む理由は簡単だ。アルカは人工言語だから語彙が少ない。従って、語彙を上手く操った表現が乏しく、それ以外の修辞法が発達して、人間語にはない修辞法が生まれたのだ。

　文字は幻字と呼ばれる文字であり、表意表音文字。中国・日本・１昔前の韓国に見られる漢字（chinese characters）と同じく、文字種はかなり多いものの、直線的なものと曲線的なものを区別する点が違う。そのせいで、アルカの字体は変化に富まず、美観は損なう一方で、漢字にみられるような画数の多い複雑な字は減る。

　プロソディは以下のよう。アクセントは各自の自由。ミールの周りには高低アクセントが多いようで、ミール自身もそうだ。リディアなども同じであり、メルなどが反対に強弱アクセントを用いる。イントネーションは大半の霊人によって高低で実現される。リズムはアクセントに依存する傾向が見られる。また、ポーズは長さで実現されるが、リディアのように強弱と併用する癖のある者もいる（要するに「私はね、とってもお腹が、すいたの」という時に、「ね」「が」の部分で少し発声を休む代わりにそこを強く発音するという癖だ。無論、常にその癖を発揮する訳ではないし、文末の「の」の部分を強める時は強調の語気が込められていることも観察からわかっている）。つまり、アルカのプロソディは数パターンあり、霊界はそれが非常に狭い地域でも混在できる特殊な場所なのだ。

　また、アルカを公式に書く場合は黒緑色の字を用いる。これは作中にも現れている。

　尚、俺の本当の専門は言語学だから、その観点で語ると、こんな言語のこんな使用状況がこんな風に世界中に自然と流布する事はありえない。小団体中に流布する事なら十分有り得るが、世界単位だと不可能だ。ありえないと思う一番の理由は、アルカ以外、霊界に言葉がない点だ。

　俺は『ミールの書』中ではアルカの説明は極力抑えた。ミールにとってアルカは空気のようなもので、必要ではあるものの、いつもは意識しないものだ。実際、アルカを題材にした問答は書いてなかったと思う。『ミールの書』は言語学とは切り離した本にしたかったからだ。

　ところで、『ミールの書』の言葉としてもう１つ重要なのが人間語と呼ばれる英語の存在だ。霊界では人間語といえば英語のことを即刻意味する。霊界では、人間界にそれ以外の言葉が存在している事は常識ではなく、雑学の範囲となっている。一般の霊人は人間の言葉に対する興味が薄いということだ。

　殆どの霊人は人間語（英語）を喋ることができる。バイリンガルが基本なのだ。霊人にとって人間語の使い道は、主に不本意な事を喋る時である。相手を罵る時や皮肉る時や非難する時に、霊人はアルカを使うのを拒む。霊人はアルカを尊重しているので、アルカで汚いことを言うのを自然と避けようとする考えがある。そこで、そのような台詞は人間語に肩代わりさせようという思想なのだ。但し、本当に怒った時は大抵の霊人は使い慣れたアルカで相手を罵倒する。この方が相手の心に響くからだ。

　また、不本意な内容でなくとも人間語を使用する時がある。それは主に相手が人間語で話した時の返事だ。つまり、相手の人間語につられて自分も人間語で返す事があるということである。

　尚、メルの言語は下記の通り、幼少期の特殊な環境により、かなり普通の霊人の言葉とは異なっている。部分的に人間語（英語以外も）を挟んで話すという不可解な行為を多発する。

＜『ミールの書』の人間語＞

　『ミールの書』にはちらほらと人間語が現れているが、その一番の原因はメルである。メルの言語状況は他とはかなり異なっている為、一般の霊人とは異なった人間語の使い方をする。メルのその性質の為に『ミールの書』に、人間語が多く現れてしまった。

　霊界の人間語は人間界の物とは少し変質している点がある。例えば、人間語は１人称代名詞に自分の名を置かないが、霊界ではそれが許される。また、人間語では「ちゃん」や「君」に相当する敬称がないがミールの喋るアルカにはあるので、アルカに合わせて「ちゃん」や「君」を付けたまま人間語を話す。「ちゃん」に当たる言葉はyunkであり、こういったアルカの単語を人間語表記にする時は斜体を使った。（例：ミールちゃん＝mir-yunk）

　また、人間語は目上の者をyouと呼ぶが、ミールのアルカではそれは失礼だ。従って、例えばメルがセレンを呼ぶ時はserenやyouでなく、oni-chanとなる。ただ、アルカも使う者によっては敬称をつけないアルカもある。例えばファーヴァなどがそうだ。そして、ミールは彼女のアルカを尊重して、彼女を呼び捨てにしている。霊界では、人間語は自由にアルカに合わせて変えて使っているのに他のアルカに対しては尊重するのが当然で、人間語を差別するのは礼儀違反でもなんでもないことである。

　その他、melやmirなど、名前でも大文字にしないという点も人間語とは異なっている。

　ところで、メルの話す人間語を見ていて不可解な点といえば色々あると思う。例えば、「お兄ちゃん」がoni-chanになったりする点だ。「お兄ちゃん」とoni-chanの違いは何だろうか？ 実はこの違いはメルの発音だ。「お兄ちゃん」と書いてある部分はアルカのプロソディで発音しており、oni-chanと書かれた部分では人間語につられて人間語のプロソディで発音しているのだ。

　プロソディのことを言えば、メルの発話の感動詞は殆どアルカのものだという事も不可解だろうと思う。他の部分は全て人言語なのに「あっ」とか「う～ん」だけはアルカだったりするからだ。だが、それはわりと普通の事だ。人間語を使用しているからといって「痛っ！」とかも一々「ouch!」などとするのを霊人は好まない。メルなどは特にそうで、人間語の感動詞を発話することは滅多にない。

　メルの人間語は不可解だが、その不可解の謎を解く為に、89ページの文を見てみよう。ここに「お兄ちゃん ordered this book shown to you.」とある。実はメルはこの台詞の当初の段階ではこの台詞をアルカで喋るつもりだった。そして主語を「お兄ちゃん」とした。その次は動詞が必要だが、ここでメルの頭の中に「要求する」より先に「order」が現れてしまった。そしてそれを使用した結果、一旦、「order」と言ってしまった流れに流され、後続する部分が全て人間語になったのである。メルはこのようにして、人間語とアルカを混ぜているのである。メルはこのような発話をよく行うが、これはミールにとっては不可解な事なのでとても奇妙に聞こえてしまう。

　ところで、人間語で書いた部分だが、これは当初の予定を変えて訳す事にした。元より大量の人間語ではないし簡便に書いたから訳は不要かと思ったが、人間語が得意でない読み手がいることを考慮して、考えを改めた。

　１文程度の纏まりを持ったものに限ってだが、*印を付けて訳を以下に示した。便宜の為、左端にワード原稿時点でのページ数を設け、その右に人間語を書いた。なお、括弧内が当該人間語の訳例である。

＜人間語訳集＞

３Nothing special. But, maybe you can see water.（特に何も。でも、水なら見えるかもね）

４Nope. This is locked.（ダメ。カギがかかってる）

４OK. Check the next door.（じゃ、次のドア、調べて）

22Be careful, yunk mir.（気をつけて、ミールちゃん）

45And you'll be to use the rest room.（それにおトイレにも行きたくなるわ）

45And you can use our rest room.（あと、おトイレはウチのを使えば良いわ）

89お兄ちゃん ordered this book shown to you.（これはミールちゃんに出せって言われた本なの）

89Yeah, mel think so. 本当は I shouldn't teach you… Did other wisewomen teach you?（まあ、これはね。でも、本当はメルは教えない方が良いんだけどね。他の賢女っていうのは教えてくれたの？）

89You've not known it yet.（まだ聞いてないんだね）

90Everyone has his own reason. ミールちゃんstudies logic for what?（皆それぞれの理由があるの。ミールちゃんは何の為に論理学を勉強しているの？）

96Cos, you've not studied the whole terms of this paper yet.（だって、ミールちゃんはまだこの紙に書いてある術語を勉強しきれてないからね）

101Anyway, don't miku-eta have any problem?（それより、何かここに来て困ったことない？）

106…Never you mind.（……関係ないでしょう）

113Doy! you said "Ew! He's got an eye for the girls, too?!" What the hell are you meaning for the "TOO" ?（抜けてるねぇ、ミールちゃんって。あなた、「えっ、その人も女好きなの？」って言ったでしょ。じゃあ、「も」って一体どういう意味よ？」

248We meet again,（また会ったね、）

249By the way, how many crystals do you have?（ところで、クリスタルはいくつ？）

251There is no need to say his name with "sou", mir-yunk.（「君」なんていらないよ、ミールちゃん）

252ミールちゃんもwere here! I'm abused! He abused me! こいつが abused メル！ He called me BRAT!!（ミールちゃんも見てたでしょぉ！ 悪口言われたのっ。こいつがっ、こいつが悪口言ったの！ メルのこと、チビだって言ったの！）

253mel is NOT a brat!（メル、チビじゃないもん！）

253Well, guys. Wanna hear some of THEM?（じゃあ、試しにお兄ちゃん達の「そういうの」を指摘してあげようか？）

264I'm wearing this, cos oni-chan said "You look prettier in this white dress." （お兄ちゃんが白いワンピースが可愛いって言ってくれたらそれに合わせてるだけだよ）

264I do, cos oni-chan wants.（お兄ちゃんがそうだといえば、そうするだけだよ）

302The gatekeeper? ああ、parl-eta, isn't it?（ 門番……？ ああ、パールお姉ちゃんか）

319mir-yunk…Got that?（ミールちゃん……。あれ……見付けた？）

319Mean this file?（あれってファイルのことでしょ？）

321Oni-chan いつもメルに presents lots of gifts. Most of the things in this room are given by oni-chan.（お兄ちゃんはいつもメルに色んな物をくれるんだ。ここにあるものってお兄ちゃんがくれたものが多いの。）

322えーっと、it's…it's cat's cradle. Do you know it？（えーっと、人間語じゃキャッツクレイドルっていうんだけど、知ってる？）

328Now is your turn. Another topic.（今度はミールちゃんが決めていいよ）

328Arbazard-ly or arba-ish?（良い意味でアルバっぽいって事？ それとも、悪い意味で？）

329The former, you know.（そりゃ前者よ）

335…I'm not sure, but I might slap you on the cheek.（多分、メルね……もしかしたら……ミールちゃんのこと、ひっぱたいてたかも知れない）

336Amazing, isn't it?（それって凄い事だよね）

336I'm not good at trusting, nor yet poor at trusting（メル、信じるって得意じゃないっていうかむしろ苦手なんだけど）

341mel missed kumir-yunk.（メル、寂しかったんだよ）

368I don't know. It is…you know…it's kind of heratless.（さぁ。なんていうか……心がないみたい）

381Yeah, mel love strawberries. Your favorite is peach. Peach is eta's favorite one.」（うん。メルね、苺が大好きなの。ミールちゃんは桃かぁ。お姉ちゃんと一緒だね）

433お兄ちゃんmeant DIRTY, didn't oni-chan？（お兄ちゃんはダーティって言いたかったんだよね）

438 She didn’t hate your behavior, nor liked it.（クミールはあなたのそういう所を嫌っていたって事はありませんでしたけど、好きでもありませんでしたよ）

＜『ミールの書』用語集＞

　霊界、アルカ、論議にかんするもの。

アルマ：ヒュノ（霊気）・ラ（魔力）・ノワ（気）の３つの力のトリニティとされる概念。

　　　　アルマ信者は世界はこれらによって成り立っていると考えている。また、霊人に

　　　　は３つの力を持っていると言われている。

アルマ信者：この世はアルマで成り立っていると考える者。だが、実際には、そう信じて

　　　　　　いないものも多く、ただアルマ信仰者の振りをして、アルマ信者の文化を楽

　　　　　　しむだけの者もいる。アルマ教といったものは存在しないので、政治力や軍

　　　　　　事力は皆無。アルマ信者とは、むしろアルマ文化に親しむ者と捉えるべき。

エーステ：アルマ信仰の産物。今では広く霊界中に流布していて、アルマ信者でなくとも

　　　　　持っている。大抵は自分の名前の主要の幻字を象った金属物で、生まれた時に、

　　　　　名と共に与えられる。キリスト教でいうロザリオのようなもの。

逆：命題の仮定と結論を入れ換える操作。一般に、「ｐ→ｑ」を「ｑ→ｐ」にする操作。

裏：命題の仮定と結論を共に否定したものにする操作。一般に、「ｐ→ｑ」を「￢ｐ→￢ｑ」

　　にする操作のこと。

双条件：「ｐ→ｑ」かつ「ｑ→ｐ」を成り立っていること。「ｐ→ｑ」を順とし、順が正し

　　　　ければ必ず逆も正しいような状況にある時、「ｐ→ｑ」と「ｑ→ｐ」はどちらも真

　　　　であり、双条件が成り立っているという。

主語：命題によって肯定または否定される概念。たとえば、「SはPである」「SはQでは

　　　ない」の中のSが指示する概念のこと。

述語：命題において、主語について肯定または否定する概念。たとえば、「SはPである」

　　　「SはQではない」の中のPやQが指示する概念のこと。

仮定：命題「ｐ→ｑ」中のｐ。尚、このｐは前提とも言える。この用語は論議学の手法の

　　　過程ではないので、それとは区別すること。

結論：命題「ｐ→ｑ」中のｑ。

反対概念：善と悪、大と小のように、同じ類に属する種であるが、その間に第３者を含む

　　　　　ことができるもの。

矛盾概念：生と死、男と女のように、同じ類に属する種であるが、その間に第３者を含む

　　　　　ことができないもの。

厳密な否定：「～でない」という形で実現される否定の仲間。ある概念と、それをただ否定

　　　　　　したものとの選言は恒真になるとは言いきれないが、ある概念とそれを厳密

　　　　　　に否定した概念からなる選言は恒真になる（このことは排中律に等しい）。

　　　　　　また、ある概念とその矛盾概念の選言も然り。

三段論法：３つの概念の間で、大前提と小前提の２つの前提から結論を引き出す推論形式。

全称命題：「全てのｓはｐだ」というように、全てのｓにｐが適応される（またはされない）

　　　　　ことを述べる命題。

特称命題：「あるｓはｐだ」とか「ｐであるようなｓが存在する」というように、あるｐ

　　　　　であるようなｓが有る（または無い）ことを述べる命題。

単称命題：「ミールは女だ」のように、命題の主語が普遍的なものでなく、特定のものに

　　　　　なっている命題。

全称肯定命題：「全てのｓはｐである」という命題のこと。

全称否定命題：「全てのｓはｐでない」という命題のこと。

特称肯定命題：「あるｓはｐである」という命題のこと。

特称否定命題：「あるｓはｐでない」という命題のこと。

Ａ命題：全称肯定命題のこと。

Ｅ命題：全称否定命題のこと。

Ｉ命題：特称肯定命題のこと。

Ｏ命題：特称否定命題のこと。

定言命題：ＡＥＩＯ全ての命題のこと。

仮言命題：「もしｓがｐならばｓ’はｐ’である」という命題。

選言命題：「ｓはｐかｑである」という命題。

条件命題：仮言命題と選言命題のこと。

前提：結論を導出するのに必要となっている命題のこと。「動物は死ぬ。人は動物だ。

　　　よって、人は死ぬ」という三段論法中では、「動物は死ぬ」と「人は動物だ」が前提。

導出：推理の持つ性質。妥当か非妥当かという値を持つ。前提が真で結論が偽ではありえ

　　　ない推理がある時、この推理の導出を妥当という。

推理・推論：ある命題を根拠に他の命題を導きだすこと。

演繹推理：既に知られている規則や法則などを元に前提を作り、それらのみから結論を

　　　　　導く推理。

蓋然推理：前提が結論の根拠として不十分な場合の推理。「～だろう」という形で実現

　　　　　される。

論証・証明：真な命題や蓋然的命題を推理から導出すること。

排中律：ｐ∨￢ｐのこと。これは、恒真になる。

トートロジー：恒真の意味でも同語反復の意味でもある言葉。

連言命題：「ｐかつｑである」で表わされるもの。

選言命題：「ｐかｑである」で表されるもの。

弱選言：ｐかｑの内、どちらか１つは選ばなければ良いが、弱選言の場合はｐと

　　　　ｑの２つを選んでも構わない。

強選言：ｐかｑのうち、どちらか片方しか選べない選言命題。

→：「ｐ→ｑ」は「ｐならばｑ」という意味。命題同士を繋げて、左を前件（結論の根拠）、

　　右側を後件（結論）にする役割がある。

￢：厳密な否定を作る記号。

∧：連言肢を繋いで連言命題を作る記号。

∨：選言肢を繋いで選言命題を作る記号。

≡：等値。「ｐ→ｑ」かつ「ｑ→ｐ」が成り立つ時のこと。この時、「ｐ≡ｑ」になる。

対偶：逆と裏を組み合わせた操作。従って、「ｐ→ｑ」を順とすると、対偶は「￢ｑ→￢ｐ」

　　　となる。

二重否定：「￢￢ｐ」のように、否定辞を２度繰り返すこと。尚、￢￢ｐｐと同義である。

ド・モルガンの定理：「（ｐ∨ｑ）≡￢（￢ｐ∧￢ｑ）」や「（ｐ∧ｑ）≡￢（￢ｐ∨￢ｑ）」

　　　　　　　　　　のこと。セルフィッシュガーデンでは、更に￢を付けた

　　　　　　　　　　「￢（ｐ∧ｑ）≡￢ｐ∨￢ｑ」と「￢（ｐ∨ｑ）≡￢ｐ∧￢ｑ」

　　　　　　　　　　を扱った。

コプラ：連辞とか繋辞ともいう。主語と述語を「ある」とか「ない」とかで繋ぐ役割を

　　　　持つ。人間語でのBe動詞に相当し、アルカの「－」に相当する。

概念：個々の事物から共通な性質や一般的性質を取り出してつくられた表象。「りんご」

　　　「学者」「少女」「冷たい」「歩く」など、名詞のみならず、形容詞や動詞なども概念

　　　になりうる。

内包：概念が適用されるすべての事物に共通する性質の総体。例えば、「人間」という概念

　　　に対しては、「有性」や「感情」などが内包となる。

外延（クラス）：概念が適用される事物の全体の、もとの概念に対する称。例えば、金属と

　　　　　　　いえば鉄や金などがこれに当たる。

上位・下位概念：２つの概念の外延ＡとＢがある時、ＡがＢを包み込むことができる場合

　　　　　　　　（＝Ｂの成員であるものが必ずＡの成員である場合）、Ａを上位概念と

　　　　　　　　呼び、Ｂを下位概念と呼ぶ。例えば、哺乳類をＡとして、人間をＢと

　　　　　　　　する時、哺乳類は人間に対して上位概念であり、人間は哺乳類に対して

　　　　　　　　下位概念である。尚、辞書定義では「二つの概念が外延について大小の

　　　　　　　　関係と同時に包括、被包括の関係にある時、大にして包括する力の概念」

　　　　　　　　となっているが、包括という言葉をミールに教えないので、これは使用

　　　　　　　　しなかった。

同位（同位概念）：一つの類概念に属する種概念同士が相互に対していう関係。たとえば、

　　　　　　　　「生物」という類概念に属する「動物」と「植物」とが互いに対して

　　　　　　　　いう関係。

種差：同位概念の中の一方の概念に特有な性質で、それを他の概念から区別する標準と

　　　なる特性。共に哺乳類に属する人間と犬・猫などとを比較する場合、人間における

　　　「理性的」というのが種差になっている。

類：上位概念に同じ。

種：下位概念に同じ。

範疇：ある概念の上位概念を求め、さらにその上位概念の上位概念を求め……と

　　　繰り返していった結果、最終的に辿り付く最上位の概念のこと。但し、たった１つ

　　　の最上位概念があるとは限らず、例えば、アリストテレスは実体・量・質・関係・

　　　場所・時間・位置・状態・所動の10個を挙げている。

単純概念：概念の内包がこれ以上分析不可能なもの。「質」や「量」などの範疇は無論の

　　　　　こと、「色」なども単純概念。

複合概念：まだ分析の余地がある概念のこと。例えば、「少女」は女と人間という風に

　　　　　更なる分析ができるので、複合概念である。

分類：事物を共通な性質に基づいて種類に分けること。同類のものをまとめ、全体を

　　　いくつかに区分して体系づけること。

一（ニ）元的思考：たった１つや２つの考えに基づいて、そこから森羅万象を説明しよう

　　　　と考えること。敬虔なアルマ信者は全てをアルマで解明しようとするので、

　　　　これに当たる。

定義：概念の内容や術語の意味を正確に限定すること。また、その命題など。

被定義項：定義される概念のこと。辞書の見出し語は全てこれに当たる。

定義項：被定義項を実際に定義する内容のこと。辞書の見出し語の説明は全てこれになる。

広・狭定義：誤った定義の１つ。定義をした時に、その被定義項の外延に入るべきでない

　　　　　　事象が入ってしまう場合を以って広定義と呼ぶ。逆に、その外延に入るべき

　　　　　　ものが入れなくなる場合を以って、狭定義と呼ぶ。例えば、「車」を

　　　　　　「エンジンを搭載し、ガソリンで動く乗り物」と定義した場合、自転車が

　　　　　　外れるので狭定義となり、飛行機が入るので広定義となる。

循環定義：被定義項と同意の言葉で定義すること。これも定義の誤り。例えば、「地獄」を

　　　　　「地の獄」、「特別授業」を「特別な授業」とするのがこれに当たる。

虚偽（論）：正しそうに見えるが実はそうでない事。伝統的論理学には様々な虚偽が紹介

　　　　されている。論議学では虚偽を含んだ主張は最大の敗因となる。虚偽論を学ぶ事、

　　　　即ち、どのようなものが虚偽であり、また、どのようにすれば虚偽を犯す事を防

　　　　げるかを学ぶ事は論議学を学ぶ上で最も重要な事の１つである。

形式的虚偽：論理学が考察する演繹や帰納などの推理の規則に違反するもの。従って、

　　　　　　演繹推理で導出が非妥当な場合は形式的虚偽になる。

非形式的虚偽：形式的虚偽以外のもの。言語上の虚偽と言語外の虚偽に分かれる。

言語上の虚偽：推理を表す言語というものは実に柔軟で変化に富む。その為に

　　　　　　　推理の途中で言葉の意味が変化してしまう事があり、その変化に

　　　　　　　よって生まれる虚偽を言語上の虚偽という。

　

多義の虚偽・文章曖昧の虚偽：言葉の曖昧から起こる虚偽。「簡単な食事」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　というのは金のかからない食事や手間の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かからない食事などの意味があり、どれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を指すかわからず曖昧で多義的だ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そして、これらの意味を区別しないこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　によって誤解が生じて虚偽となる。尚、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多義の虚偽は文章曖昧の虚偽と共起する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事が多い。

　

強調の虚偽：発言の一部を強調する事によって生ずる意味の変化による

　　　　　　　　　　　　　　虚偽。例えば、「その服とっても綺麗だね」と言った時、

　　　　　　　　　　　　　「どうせ私は綺麗じゃないわよ！」と取る場合にこの虚偽を

　　　　　　　　　　　　　　犯している。

　

合成の虚偽：個々が持つ性質をその個々の集合からなる集団も持つと

　　　　　　　　　　　　　　考える虚偽。あるチームの個々のメンバーが優秀だとして

　　　　　　　　　　　　　　もチーム全体が優秀とは限らないのに、勝手にチーム全体

　　　　　　　　　　　　　　が優秀だと思う場合にこの虚偽を犯している。

　

分解の虚偽：合成の虚偽に対する虚偽。ある集団が持つ性質をその集団

　　　　　　　　　　　　　　の個々も持つと考えることによる虚偽。あるチームが優秀

　　　　　　　　　　　　　　なので、メンバーも優秀だろうと思うことによる虚偽。

　

語源の私用による虚偽：論証中のある概念の語源を利用して自分に都合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の良い解釈をする虚偽。Corriderが走る所と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いう語源だからといって、廊下を走る事を正当

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化する時、この虚偽を犯している事になる。



語義の限定による虚偽：本来多義的である語の中の、一部の語義しか認

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めず、他の語義を認めないことによって起こる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　虚偽。「論理」には「物事の中にある道理」と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いう語義があるにもかかわらず、論理学の徒が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それを認めず「「論理」とは論理学に沿うもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だけを指す」という場合、その使徒は語義の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　限定による虚偽を犯している。

言語外の虚偽：発言についての不注意や誤解から起こる虚偽。言語上の虚偽と

　　　　　　　相対して、非形式的虚偽を形成する。

　

人に訴える論証：ある発言者を支持したり反論したりする時に、発言者

　　　　　　　　　　　　　　　　の個人的事情を持ち出す虚偽。「彼は誠実だから罪を

　　　　　　　　　　　　　　　　犯すはずがない」など。

　

権威に訴える論証：ある主張を支持する為に権威を利用する虚偽。「俺の

　　　　　　　　　　　　　　　　　言ってることは正しい。あの大学教授も同じ事を

　　　　　　　　　　　　　　　　　言ってたんだ」という類のもの。ここでは大学教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　が権威になっている。

　

衆人に訴える論証：強い感情的な言葉を用いて衆人を洗脳し、ある主張

　　　　　　　　　　　　　　　　　を指示させたり非難させたりする虚偽。

　　　　　　　　　　　　　　　　　コマーシャルやマスコミの悪報などがこれに当たる。

　

威力に訴える論証：暴力などを用いて主張を通そうとする虚偽。

　

憐れみに訴える論証：同情を引いて主張を通そうとする虚偽。

　

無知に訴える論証：あるものが真でないことにより、あるものは偽だと

　　　　　　　　　　　　　　　　　結論付ける虚偽。あるものが偽でないことにより真

　　　　　　　　　　　　　　　　　だとするのも同様。例えば、「神がいることは証明で

　　　　　　　　　　　　　　　　　きない。だから、神はいない」というのがこの虚偽

　　　　　　　　　　　　　　　　　に当たる。

　

偶然の虚偽：事象の一般的な性質を例外にまで当てはめてしまう事に

　　　　　　　　　　　　　　よる虚偽。スポーツの体に良いという一般的性質を病人に

　　　　　　　　　　　　　　まで当てはめると、この虚偽になる。

　

論点窃取の虚偽：循環論法とも呼ばれる。結論を主張する際に、前提を

　　　　　　　　　　　　　　　　結論と同義にする虚偽のこと。「俺は悪くない。だって、

　　　　　　　　　　　　　　　　俺は悪くないからだ」というのがこれに当たる。

　

多問の虚偽：複数の問を含んだ質問に対し、その問の数より少ない答え

　　　　　　　　　　　　　　で返答させようとする虚偽。「宿題をサボるのを止めた

　　　　　　　　　　　　　　か？」という問には「宿題をするか」というのと「今まで

　　　　　　　　　　　　　　宿題をサボっていたか」というのが混在している。これに

　　　　　　　　　　　　　　対し、１つのyesまたはnoで答える場合、「今まで宿題を

　　　　　　　　　　　　　　サボってなかった」とだけ答えることは不可能である。

　

無関係な命題による虚偽：ある主張に対し、それとは無関係な命題を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使って反論したり結論づけることで起こる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　虚偽。また、ある主張に対して、それとは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無関係な命題を使って反問してきた場合は、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不当な反問による虚偽になるが、これは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミールには教えなかった。

　

論点相違の虚偽：ある前提だけでは主張したい結論が導けない時、この

　　　　　　　　　　　　　　　　虚偽を犯しているといえる。「彼は誠実だから犯人で

　　　　　　　　　　　　　　　　はない」というのがこれに当たる。しかし、これが

　　　　　　　　　　　　　　　　人に訴える論証と同じであるということから解る

　　　　　　　　　　　　　　　　ように、言語外の虚偽の多くは論点相違の虚偽と

　　　　　　　　　　　　　　　　言い換える事ができる。言い換えられないのは

　　　　　　　　　　　　　　　　偶然の虚偽などの少数である。

帰納の虚偽：形式的推理の１つ。演繹の虚偽とは毛色が違うので、

　　　　　　用語欄を設けた。

　

軽率な一般化の虚偽：調査対象が少な過ぎる為に起こる虚偽。たった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　１人の外国人に騙された事によって、外国人は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘘吐きだと帰納するのはこの虚偽を犯していると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　言い得る。

　

偏った標本による虚偽：例え調査対象が多くとも、偏った性質を持った

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものばかりを集めて調査した場合は、この虚偽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　になる。ある国のスラム街に住む者ばかりを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たくさん調査して、「この国の住人は貧困に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あえいでいる」と帰納するなら、この虚偽を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犯していることになる。

ソルト：霊界の貨幣の１つ。１米ドルおよそ２ソルト強（2001年現在）。

論議学：セレンが作ったものとして登場する学問。形式と実践に分かれる。この言葉の

　　　　定義はセルフィッシュガーデンの住人によってまちまちだが、創始者セレンの

　　　　公式な見解では、「論理学の知識を応用し、人間の起こす論議という現象を分析

　　　　する事」となっている。抽象的な目標としては「よりよい議論をする為に」

　　　　というのを掲げている。

論議：論議学が分析する対象。論議学と同様、意味が住人によってまちまちであるが、

　　　公的には「問答によって是非を明らかにすること。意見を述べ、論じ合うこと」

　　　という辞書的定義を利用している。

形式論議学：論議の正しさを追及する論議学。形式論議学の主眼は論議の妥当性を追及

　　　　　　することである。形式論議学における論議の妥当性は自らの論議が非妥当

　　　　　　でないことを証明する事によって認められる。

実践論議学：論理学の１つ。実践論議学では論議という現象に勝敗の値を振りわける事が

　　　　　　できる。実践論議学の主眼は論議で勝つことである。従って、実践論議学

　　　　　　における論議の妥当性は論議の相手に自分の非妥当性を証明されない限り

　　　　　　暫定的に認められる。

ＮＡＤ：実践論議学の別称。

理想的な論議の人数：理想的な論議の人数は４人。２人が論議をし、１人は審判で、

　　　　　　　　　　最後が馬鹿者と呼ばれる役だ。通常もっとも賢く論議に長ける者が

　　　　　　　　　　馬鹿者の役につく。

審判：審判は境界線を引くものとして存在する。例えば、相手が談話ばかりをしていると

　　　それは非論議的態度とみなされるが、どの程度で非論議的態度と見るかは審判に

　　　一任する。

馬鹿者：馬鹿者は２人の論議をみて、論議全体の流れと両者の主張とを常に確認する。

　　　　両者が互いの言い分を勘違いしたり読み取れなかったりしている場合、馬鹿者は

　　　　片方に質問をして、もう片方が抱えているであろう勘違いを氷解させてやらねば

　　　　ならない。その為には馬鹿者は全体の論議や両者の主張を適格に把握し、体系化

　　　　する必要がある。同時に、馬鹿者は両者が相手の主張のどの部分を理解し、また、

　　　　どの部分を理解していないのかを見抜かねばならない。従って馬鹿者には高度な

　　　　能力が要求されるのである。

アルマート：アルマ信者がよく炊いている香。伝統的なものなので、自然と種類や炊き方

　　　　　　にすら文化差が見られるようになっている。原義は「アルマの匂い」。

行為：論議中に行う行動。論議的行為と非論議的行為に分かれる。

論議的行為：発論と質問の総称。非論議的行為と区別される言葉。

発論：論述を行う事。これには論議学上の虚偽が適応される。また、発論は命題

　　　でできているので、「ああ、それで、結論はｐになります。うん」というの

　　　は「結論はｐである」と簡約される。また、発論は質問と区別される。

質問：相手の論理や、その中で使われている概念の定義や主張そのものなどに

　　　ついて問う事。疑問文は命題になり得ないが、論議学では質問をある命題

　　　の是非を相手に委ねる行為と捉えるので質問は命題になる。これにも

　　　論議学上の虚偽が適応される。

非論議的行為：談話と非論議的主張の総称。

談話：談話といっても、単なるチャットだけを意味するのではない。握手を

　　　求めたり、紅茶を飲んだり、咳き込んだりする事も談話に当たる。

　　　何故このような動作も分類するかというと、論議学は人間が起こす論議

　　　という現象を説明しようとしているからだ。論議は機械の行うものでなく

　　　人が行うものだから、握手などのコミュニケーションも論議中の行為

　　　として認めているのである。

非論議的主張：「当該の論議とは関係ない論理だが」と予め述べた上で主張する事。

　　　　　　　尚、非論議的主張には、フルミネアもパールも言及しなかった

　　　　　　　談話との違いがある。非論議的主張には握手などを含む事は

　　　　　　　できない。

ボディランゲージ：ミールに教える事はなかった行為。論議学は論議という現象を分析

　　　　　　　　　するので、分析の対象が言語や文字だけとは限らない。ボディランゲ

　　　　　　　　　ージも論議的行為となり得る。ただ、ボディランゲージの意味する

　　　　　　　　　ものは文化間で様々な上に、本人がいと指定ないただの素振りにすぎ

　　　　　　　　　ない可能性もあるから、ボディランゲージは後々言語の形に翻訳して

　　　　　　　　　初めて論議的行為となる。従って、ボディランゲージ単体で論議的

　　　　　　　　　行為になることはできない。一番身近な例は、こちらの発論に対して

　　　　　　　　　相手が頷いた場合だ。相手が頷けばこちらは「それは肯定の意思か？」

　　　　　　　　　と問う。そして相手が改めて「そうだ」と言語の形にして肯定すれば、

　　　　　　　　　そこで初めて相手は自分と同じ主張を発論したということが成立する。

手法：論議的行為にだけ現れるもので、発論や質問に使われている各命題もしくは

　　　命題同士を特徴付けるもの。但し、手法が何もない論議的行為も多く存在する。

　
情報提示：テーマに関する情報を出して論議に活かすこと。引用とは区別される。

　
語句の定義：自分が使用している語句の詳細な意味を伝えて相手の誤解を避け

　　　　　　　　　　たり、自分と相手が共に使っている語句の意味の相違を明らかに

　　　　　　　　　　して両者の誤解を説く為の手法。

　
語句の分類：このように、結論を相手が理解できない時、それを細かく分類して

　　　　　　　　　　その分類項目を相手に理解させる為の手法。そうして相手に結論を

　　　　　　　　　　理解させるという使い道が分類にはある。

問題提起：テーマに基づいてはいるものの、それまでの論議で扱っていた話題

　　　　　とは直接関わらない話題を提示すること。

　
仮定：論議学の術語としての仮定。論議的行為に付随する手法の１つ。注意点は、

　　　　　　　仮定は思想に組み込まれるという点。

　
演繹：手法の１つ。理由付けとの区別に注意。



正しい演繹：論議学の術語。前提が真で導出が妥当な演繹の事。

　
帰納：手法の１つ。帰納は証明できない点に注意。

　
理由付け：隠れた前提を表に出せば演繹になれる推理のこと。

　
例示：ある概念の外延の成員を示す事。同時にI命題の発論にもなる。

　
比喩：ある概念同士の関係を説明する為により相手に分かり易い他の概念同士を

　　　　　　　出して関連付けて説明すること。事物を説明する時、それと類似、結合、

　　　　　　　対比をするものを借りて表現する事。

　
トートロジー：同語反復ともいう。ある命題同士を比べてトートロジーだという

　　　　　　　　　　　場合、その２つの命題は等値だといえる。また、トートロジーは

　　　　　　　　　　　恒真を意味する。排中律のように、常に真にしかなり得ないもの

　　　　　　　　　　　をトートロジーと呼ぶ。ある２つの命題同士がトートロジーだと

　　　　　　　　　　　いうのは恒真という言葉を使うと、ある命題とある命題とを等値

　　　　　　　　　　　にした時、その命題が恒真だということである。記号論で書くと、

　　　　　　　　　　　ｐ≡ｑという命題が恒真だといっているのである。

　
再解釈：「だから」という言葉がなくともある命題同士を条件命題にできることを

　　　　　　　　再解釈という。再解釈になる条件はｐとｑがｐ→ｑかｑ→ｐになれる時。

　　　　　　　　再解釈が成立すれば「だから」がなくても（＝「→」がなくても）

　　　　　　　　ｐ→ｑかｑ→ｐが成り立つ。但し、ｐ≡ｑは成り立たない。

　　　　　　　　ｐ≡ｑが成り立つならトートロジーであり、もはや再解釈ではない。


引用：相手の主張を引用する事。引用しただけではこちらがその主張と同じ主張

　　　　　　　をした事にはならないので、後から引用した主張が偽になってもこちらが

　　　　　　　負けになる事はない。


撤回：以前の論議的行為を撤回する事。相手に指摘される前なら自由にできるが、

　　　　　　　撤回したい部分を使用して導いた個所も同時に撤回せねばならない。

論議の分析：論議的主張や非論議的主張が混在している人間の発言というものを分析する

　　　　　　事。それによって相手の発言から余剰を削り、反論する際に扱いやすい

　　　　　　コンパクトな形にすることができる。論議を行う者は常にこの分析を行う

　　　　　　必要がある。

様相：事物や出来事が存在または生起する仕方を表す概念のこと。種類が豊富。


存在様相：全称か特称かを表わす様相。

真理様相：可能か必然かを表わす様相。

規範様相：義務的か許可的かを表わす様相。

認識様相：知られているか否かを表わす様相。

時間様相：過去か現在か未来かを表わす様相。

思想様相：思想か非思想かを表わす様相。これは論議学の術語。

理由論：理由についての考察。セレン作。因果律に基づけば、ある結果に対しある理由が

　　　　存在する。そして、その理由について考えるのが理由論である。理由論では正し

　　　　い理由について考察する事はなく、むしろ理由の持つ性質を分析する。理由の

　　　　性質に、セレンは説得力や論理性を挙げている。

理由の説得力と論理性：理由の説得力と論理性は必ずしも比例しない。

　　　　　　　　　　　独立無関係な性質ではないにせよ、必ず比例的とか

　　　　　　　　　　　必ず反比例的とは言えない。

正しい理由：ミールが有るべきだと思っていたもの。理由論ではこれについての

　　　　　　考察はしない。

反人間家：人間を忌み嫌う者。メルが好例。

比喩論：理由論と並び、セレンが作った考察。その名の通り、比喩について考察している。

　　　　理由論と同じく、正しい比喩についての考察はなく、比喩の性質に着眼して考察

　　　　するもの。

正しい比喩：ミールが有るべきと思っていたもの。比喩論ではこれについての

　　　　　　考察はしない。

妥当な比喩：比喩されるものと比喩するものの構造が一致する比喩のこと。

比喩の構造：構造とは概念と概念の関係、概念と命題の関係、そして

　　　　　　命題と命題の関係のこと。

比喩の効力：比喩を実行した時の人を納得させる力のこと。

被比喩部：比喩されるもの。概念でも命題でも、複数の命題でも良い。

比喩部：比喩するもの。概念でも命題でも、複数の命題でも良い。

比喩談話：被比喩部と比喩部の和。

人間的要因：比喩の効力を変化させる原因のうち、比喩を行う者やその聞き手の

　　　　　　個人的事情によるもの。

非人間的要因：比喩の効力を変化させる原因のうち、人間的要因でないもの。

　　　　　　　比喩の妥当性と意味素性の類似性がそれに当たる。


比喩の妥当性：比喩されるものと比喩の構造の一致する度合い。

　　　　　　　　　　　これに応じて一般に効力は変動する。


意味素性の類似性：比喩談話中に存在する一対の対応をみせる概念の

　　　　　　　　　　　　　意味素性同士の類似性のこと。例えば、「天女」

　　　　　　　　　　　　「社会悪」「寄生虫」の素性を観察した時、天女だけが

　　　　　　　　　　　　　[+善]という風に素性が類似しないことがわかる。

　　　　　　　　　　　　　この時、天女を以って社会悪に例えるより、寄生虫

　　　　　　　　　　　　　を以って天女に例える方が一般に効力を高め得る

　　　　　　　　　　　　　と言える。

意味素性：概念の持つ色々な性質のうち、その各々の性質に

　　　　　ついてあるとかないとかと言及したもの。通常、[  ]

　　　　　に入れ、その性質を持つか否かを±で表わす。

　　　　　例えば「少女」なら[+生物] [+若い] [－男]等と表わす。

通念：一般に共通した考え。ふつうとなっている考え。

�PAGE \# "'ﾍﾟｰｼﾞ : '#'�'"  ��ミールが言ったのに比べると「ｈ」がないが、これは間違いではない。ミールは有気音と無気音を区別しない。リディアがここでは無気で発音している事になっているからここでは無気音だが、有気音だろうと何ら問題はない。


�PAGE \# "'ﾍﾟｰｼﾞ : '#'�'"  ��口癖そのまんまじゃん（笑）





�PAGE \# "'ﾍﾟｰｼﾞ : '#'�'"  ��初めは日本語で「星屑」って言ったら「ゴミじゃない」といわれて、アルカに直したら機嫌が良くなった。異文化恋愛は難しいとあの時も思った……


�PAGE \# "'ﾍﾟｰｼﾞ : '#'�'"  ��因みに丈士にも同じ例を出したことがある。


�PAGE \# "'ﾍﾟｰｼﾞ : '#'�'"  ��じゃねぇよ


�PAGE \# "'ﾍﾟｰｼﾞ : '#'�'"  ��俺の「パワードなんとか」ネタはこの女に由来してる。君は丈士からぱくったと思ってたろ？ 


�PAGE \# "'ﾍﾟｰｼﾞ : '#'�'"  ��未だにこの言葉の意味がわからない。毎年何度も言われるのに意味を教えてくれない。知りたい事ベスト10に入るな。


�PAGE \# "'ﾍﾟｰｼﾞ : '#'�'"  ��元は「お姉ちゃん」だ。「オネエチャン」から語頭音が消え語末音も消え、「ネエチャ」になり、「ネエ」は「ネー」になった。また、始めの「ｎ」は後続の母音に消されるようになくなり、「エー」になった。そして、最後に破擦音が破裂音になり、「エーチャ」が「エータ」になった。


�PAGE \# "'ﾍﾟｰｼﾞ : '#'�'"  ��うん


�PAGE \# "'ﾍﾟｰｼﾞ : '#'�'"  ��この２つじゃりんごは分類できないと思わないように。もはや話はりんごだけのレベルからそれている。赤いりんごかそうでないかで、物事の全てを分類できるという話しをしている。だから、赤いりんごには赤いりんごが入り、そうでないものにはバナナや瓶や鶴、バイク、学校、耳栓などあらゆる物が入るこうして、めでたくたった２つの分類項目で全てを分類できている。


�PAGE \# "'ﾍﾟｰｼﾞ : '#'�'"  ��意訳


�PAGE \# "'ﾍﾟｰｼﾞ : '#'�'"  ��人が納得している地点の理由以上の理由を求めてもその場で取ってつけたものしか帰ってこない。むしろ問われた方にとっては始めの理由が尤もな理由なのだ。理由を掘り下げれば掘り下げただけ詳細で本人の心を捉えたものになるとは言えないのだ。


�PAGE \# "'ﾍﾟｰｼﾞ : '#'�'"  ��厳密には「恣意性が許された言葉が土台になっているもの」だ。１や正三角形などは恣意性が許されない。つまり、「62度の角を持っても俺の中ではこれは正三角形だ」という恣意性は許されない。逆に楽しいパーティーなどはそれが許されている。





